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はじめに

このマニュアルは，Borland Enterprise Server VisiBrokerが提供しているクラスとインタ
フェースの情報，プログラマツール，およびコマンドラインオプションについて説明したもの
です。Borland Enterprise Server VisiBrokerは，分散オブジェクトベースのアプリケーション
を，Common Object Request Broker Architecture（CORBA）仕様に従って開発し運用できる
ようにします。

■対象読者
Borland Enterprise Server VisiBroker関連の製品をインストールして，システムを運用する
方，管理ツールやアプリケーションを実行する方，および CORBAの仕様に基づく分散アプリ
ケーションを開発する方を対象としています。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す編から構成されています。

第 1編　Java言語編
Java言語を使用してプログラミングする場合に使用する，プログラマツール，クラスとインタ
フェースの情報，およびコマンドラインオプションについて説明しています。

第 2編　C++言語編
C++言語を使用してプログラミングする場合に使用する，プログラマツール，クラスとインタ
フェースの情報，およびコマンドラインオプションについて説明しています。
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はじめに
■関連マニュアル

なお，CORBAの仕様の詳細については，「The Common Object Request Broker: Architecture 
and Specification」を参照してください。

■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，次に示す略称を使用しています。

略称 製品名称

AIX AIX 5L V5.3

AIX V6.1

Borland Enterprise Server 
VisiBroker

Borland(R) Enterprise Server VisiBroker(R)

HP-UX HP-UX 11i V2

HP-UX 11i V3 (IPF)

IPF Itanium(R) Processor Family

Java JavaTM

Linux Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4

Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4 (IPF)

Red Hat Enterprise Linux(R) ES 4

Red Hat Enterprise Linux(R) ES 4 (IPF)
II



はじめに
• Windows Server 2003，Windows XP，Windows VistaおよびWindows Server 2008で機能差が
ない場合，Windowsと表記しています。

• AIX，HP-UX，Linuxおよび Solarisを総称して UNIXと表記しています。

このマニュアルでは，ご使用になるプラットフォームごとに説明が異なる場合，製品名称を次
のように表記しています。

■文法の記号
このマニュアルで使用する文法記述記号を説明します。文法記述記号は文法の記述形式につい
て説明する記号です。

Red Hat Enterprise Linux(R) 5

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 (IPF)

Solaris Solaris 9

Solaris 10

VisiBroker Borland(R) Enterprise Server VisiBroker(R)

VisiBroker 3.x VisiBroker Version 3.0（xは 0以上の整数）

VisiBroker 4.x VisiBroker Version 4.0（xは 0以上の整数）

VisiBroker 5.x VisiBroker Version 5.0（xは 0以上の整数）

Windows Server 2003 Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard Edition

Windows XP Microsoft(R) Windows(R) XP Professional Operating System

Windows Vista Microsoft(R) Windows Vista(R) Business

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate

Windows Server 2008 Microsoft(R) Windows Server 2008(R) Standard

Microsoft(R) Windows Server 2008(R) Enterprise

表記 意味

（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX）））） AIX，HP-UX，Linuxおよび Solarisの UNIXプラットフォームに該当

（（（（WindowsWindowsWindowsWindows）））） Windows Server 2003，Windows XP，Windows VistaおよびWindows Server 2008の
Windowsプラットフォームに該当

文法記述記号 意味

ボールド体
（boldfaceboldfaceboldfaceboldface）

ボールド体は，記述どおりに構文をタイプすることを示します。また，コードサンプ
ル部分を強調表示する場合にも使用されます。

略称 製品名称
III



はじめに
■略語一覧
このマニュアルで使用する英略語の一覧を示します。

イタリック体
（italics）

イタリック体は，構文解析図の変数のように，ユーザまたはアプリケーションが提供
する情報を示します。

| 横に並べられた複数の項目に対し，項目間の区切りを示し，「または」の意味を示しま
す。
（例）
A｜ B｜ Cは「A，B，または C」を意味します。

［ ］ この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを意味します。複数の項目が横に
並べて記述されている場合には，すべてを省略するか，どれか一つを選択します。
（例）
［A｜ B］では「何も指定しない」か，「Aまたは Bと指定する」ことを意味します。

｛ ｝ この記号で囲まれている項目は，一つの構文の要素として扱うことを意味します。

＜ ＞ この記号で囲まれている項目は，該当する要素を指定することを意味します。

... 記述が省略されていることを示します。

略語 正式名称

API Application Programming Interface

BOA Basic Object Adapter

CORBA Common Object Request Broker Architecture

DII Dynamic Invocation Interface

DSI Dynamic Skeleton Interface

EJB Enterprise Java Bean

GIOP General Inter -ORB Protocol

GUI Graphical User Interface

HTTP Hyper Text Transport Protocol

IDL Interface Definition Language

IEEE Institute of Electrical and Electronics Engineers

IIOP Internet Inter-ORB Protocol

IOR Interoperable Object Reference

IP Internet Protocol

IPC Inter Processor Communication

IR Interface Repository

JAAS Java(TM) Authentication and Authorization Service

JDK Java(TM) Development Kit

JSSE Java Secure Socket Extension

文法記述記号 意味
IV



はじめに
■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
進捗（しんちょく）　汎用（はんよう）

LIOP Local Inter-ORB Protocol

NDI Netscape Digital Identity

OAD Object Activation Daemon

OBV Object by Value

OMG Object Management Group

ORB Object Request Broker

OS Operating System

POA Portable Object Adapter

QoP Quality of Protection

QoS Quality of Service

RMI Remote Method Invocation

SSL Secure Socket Layer

TCP/IP Transmission Control Protocol /Internet Protocol

TII Time-Independent Invocation

URL Uniform Resource Locator

VM Virtual Machine

略語 正式名称
V
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第 1編　Java言語編

1　 プログラマツール（Java）
この章では，Borland Enterprise Server VisiBrokerが提供す
る Java言語用のプログラマツールについて説明します。
コマンドとキーワードで構成される構文を中心に説明します。
キーワードとは，オプションとファイル名で構成されるものを
指します。コマンドとオプションだけで構成される構文は，こ
の章では説明しません。ただし，vbjと vbjcは，構文上はコマ
ンドとオプションだけで構成されますが，この章で説明しま
す。

1.1　オプション

1.2　idl2ir

1.3　ir2idl

1.4　idl2java

1.5　java2idl

1.6　java2iiop

1.7　vbj

1.8　vbjc

1.9　クラスパスの指定

1.10　Java VMの指定

1.11　その他のツール
1



1.　プログラマツール（Java）
1.1　オプション
Borland Enterprise Server VisiBrokerのプログラマツールには一般オプションと個別オ
プションの両方が設定できます。ツール固有の個別オプションについては，ツールごと
に説明します。

記載されているオプションはすべてハイフンで始まり，デフォルトで有効になります。
無効にするには，-[no_]を使用するか，ハイフンを削除します。例えば，次のオプショ
ンは，#pragmaが認識されない場合に警告を表示するときのデフォルトです。

 
warn_unrecognized_pragmas

デフォルトを無効にするには，次のオプションを指定します。

 
-no_warn_unrecognized_pragmas

1.1.1　一般オプション
次に示すオプションはすべてのプログラマツールに共通のオプションです。

オプション

● -J<java_option>

java_optionを直接 Java VMに渡します。

● -VBJversion

Borland Enterprise Server VisiBrokerのバージョンを出力します。

● -VBJdebug

Borland Enterprise Server VisiBrokerのデバッグ情報を出力します。

● -VBJclasspath

CLASSPATH環境変数の前にクラスパスを指定します。

● -VBJprop <name> [=<value>]

対になった名前と値を Java VMに渡します。

● -VBJjavavm <jvmpath>

Java VMへのパスを指定します。

● -VBJaddJar <jarfile>

Java VMを実行する前に CLASSPATHに jarfileを付けます。
2



1.　プログラマツール（Java）
1.2　idl2ir

このコマンドは，インタフェース定義言語（IDL）ソースファイルで定義されたオブ
ジェクトをインタフェースリポジトリに格納します。

1.2.1　構文
 
idl2ir [options] {filename}
 

例
 
idl2ir -irep my_repository -replace java_examples/bank/Bank.idl

1.2.2　説明
idl2irコマンドは入力として IDLファイルを使用します。idl2irコマンドは，インタ
フェースリポジトリサーバにバインドして，idl filenameに指定した IDLでリポジト
リを生成します。リポジトリに IDLファイルの項目と同じ名前の項目がある場合，古い
項目は変更されます。

キーワード
キーワードは，次のオプションと処理対象の IDL入力ファイルの両方を含みます。

オプション

● -D, -define foo[=bar]

fooに指定したプリプロセサマクロを定義します。barで値を指定することもできま
す。

● -I, -include <dir>

インクルードファイルを検索するディレクトリを指定します。

● -P, -no_line_directives

行番号情報の生成を抑止します。デフォルトは offです。

● -H, -list_includes

インクルードファイルのパスを標準出力に出力します。デフォルトは offです。

● -C, -retain_comments

Javaコードが生成されるときに，IDLファイルのコメントを保持します。コメントを
保持しない場合，コメントは Javaコードで表示されません。

● -U, -undefine foo

fooに指定したプリプロセサマクロの定義を解除します。

● -[no_]back_compat_mapping
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1.　プログラマツール（Java）
VisiBroker 3.x互換のマッピングを使用することを指定します。

● -[no_]idl_strict

IDLソースに対して厳密に OMG標準規格を適用することを指定します。デフォルト
は offです。

● -[no_]preprocess

解析前に IDLファイルの前処理をします。デフォルトは onです。

● -[no_]preprocess_only

前処理の終了後に，IDLファイルの解析を中止します。このオプションを使用する
と，コンパイラで前処理フェーズの結果を stdoutに生成できます。デフォルトは on
です。

● -[no_]warn_all

警告をすべて抑止します。デフォルトは offです。

● -[no_]warn_unrecognized_pragmas

#pragmaが認識されない場合に警告を表示します。デフォルトは onです。

● -deep

ディープマージを適用します。デフォルトは offです。ディープマージはシャロウ
マージに対する言葉です。

● -h, -help, -usage, -?

ヘルプ情報を出力します。

● -irep <irep name>

インタフェースリポジトリの名前を指定します。

● -replace

マージしないでリポジトリ全体を置き換えます。デフォルトは offです。

● -version

Borland Enterprise Server VisiBrokerのバージョンを表示します。

● file1 [file2] ...

処理対象のファイルを一つ以上指定します。処理対象のファイルに stdinを指定する
ときは，「-」を指定します。

このほか，idl2irのオプションとして，vbjのオプションを使用できます。vbjのオプ
ションについては，「1.7　vbj」を参照してください。
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1.　プログラマツール（Java）
1.3　ir2idl

このコマンドは，インタフェースリポジトリから取得したオブジェクトで IDLソース
ファイルを作成します。

1.3.1　構文
 
ir2idl [options] filename
 

例
 
ir2idl -irep my_repository -o my_file

1.3.2　説明
ir2idlコマンドはインタフェースリポジトリにバインドしてその内容を IDL形式で出力
します。

キーワード
キーワードは，次のオプションを含みます。

オプション

● -irep <irep name>

インタフェースリポジトリの名前を指定します。

● -o <file>

出力ファイルの名前を指定します。または，標準出力に出力させる場合は「-」を指

定します。

● -strict

OMGの規格に厳密に従ってコード生成することを指定します。デフォルトは offで
す。

● -version

Borland Enterprise Server VisiBrokerのバージョン番号を表示します。

● -h, -help, -usage, -?

ヘルプ情報を出力します。
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1.　プログラマツール（Java）
1.4　idl2java

このコマンドは，IDLソースファイルから Javaソースコードを生成します。

1.4.1　構文
 
idl2java [options]{filename}
 

例
 
idl2java -no_tie Bank.idl

1.4.2　説明
idl2javaは Javaベースのプリプロセサで，IDLソースファイルをコンパイルして，IDL
宣言に対する Javaマッピングを含むディレクトリ構造体を生成します。一般的に，一つ
の IDLファイルが複数の Javaファイルにマッピングされます。それは，Javaが一つの
ファイルに対して，一つのパブリックインタフェース，またはクラスだけを許可してい
るためです。IDLファイル名には，拡張子 .idlを付けてください。

キーワード
キーワードは，次のオプションと処理対象の IDL入力ファイルの両方を含みます。

オプション

● -D, -define foo[=bar]

fooに指定したプリプロセサマクロを定義します。barで値を指定することもできま
す。

● -I, -include <dir>

インクルードファイルのディレクトリを絶対パスまたは相対パスで指定します。イン
クルードファイルを検索するときに指定します。

● -P, -no_line_directives

行番号情報の生成を抑止します。デフォルトは offです。

● -H, -list_includes

インクルードファイルのパスを標準出力に出力します。

● -C, -retain_comments

Javaコードが生成されるときに，IDLファイルのコメントを保持します。コメントを
保持しない場合，コメントは Javaコードで表示されません。デフォルトは offです。

● -compilerflags
設定できるフラグを指定します。
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1.　プログラマツール（Java）
● -compiler

コンパイラオプションを指定します。

● -U, -undefine foo

fooに指定したプリプロセサマクロの定義を解除します。

● -[no_]idl_strict

IDLソースに対して厳密に OMG標準規格を適用することを指定します。デフォルト
は offです。

● -[no_]warn_unrecognized_pragmas

#pragmaが認識されない場合に警告を表示します。デフォルトは onです。

● -[no_]back_compat_mapping

VisiBroker 3.x互換のマッピングを使用することを指定します。

● -[no_]comments

コード中にコメントを生成するのを抑止します。デフォルトは onです。

● -[no_]examples

_exampleクラスの生成を抑止します。デフォルトは offです。

● -gen_included_files

インクルードファイルのコードを生成します。デフォルトは offです。

● -list_files

コード生成時に書き込まれたファイルの一覧を表示します。デフォルトは offです。

● -[no_]obj_wrapper

オブジェクトラッパーのサポートを生成します。デフォルトは offです。

● -root_dir <path>

生成したファイルを格納するディレクトリを指定します。

● -[no_]servant

サーバント（サーバ側）コードを生成します。デフォルトは onです。

● -tie

_tieクラスを生成します。デフォルトは onです。

● -[no_]warn_missing_define

あらかじめ宣言されたファイル名を定義しなかった場合に警告します。デフォルトは
onです。

● -[no_]bind

生成したHelperクラスに bind( )メソッドを生成するのを抑止します。デフォルトは
offです。

● -[no_]compile
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1.　プログラマツール（Java）
onに設定すると，Javaファイルを自動的にコンパイルします。デフォルトは offで
す。

● -dynamic_marshal

マーシャリングに DSIモデルまたは DIIモデルを使用することを指定します。デフォ
ルトは offです。

● -idl2package <IDL name> <pkg>

指定した IDLコンテナ型のデフォルトパッケージをオーバーライドします。

● -[no_]invoke_handler

EJBの呼び出しハンドラクラスを生成します。デフォルトは offです。

● -[no_]narrow_compliance

ナロウイングに従ったコードを生成します。デフォルトは onです。このオプション
を offに設定すると，下位互換のコードを生成します。

● -[no_]Object_methods

java.lang固有のメソッドをオーバーライドします。デフォルトは onです。

● -package <pkg>

生成したコードのルートパッケージを指定します。

● -stream_marshal

マーシャリングにストリームモデルを使用することを指定します。デフォルトは on
です。

● -strict

OMGの規格に厳密に従ってコード生成することを指定します。デフォルトは offで
す。

● -version

Borland Enterprise Server VisiBrokerのバージョン番号を表示します。

● -map_keyword <kwd> <replacement>

使用を避けるキーワードとそれに置き換わる文字列を指定します。

● -[no_]copy_local_values

CORBAメソッドに同じプロセス内で呼び出しがあった場合に，値をコピーします。
デフォルトは offです。

● -[no_]preprocess

入力ファイルをパーシングする前にプリプロセシングします。デフォルトは onです。

● -[no_]preprocess_only

プリプロセシングしたあとで，入力ファイルをパーシングしないようにします。デ
フォルトは offです。

● -[no_]warn_all
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1.　プログラマツール（Java）
すべての警告メッセージが出力されるようにします。デフォルトは offです。

● -h, -help, -usage, -?

ヘルプ情報を出力します。

このほか，idl2javaのオプションとして，vbjのオプションを使用できます。vbjのオプ
ションについては，「1.7　vbj」を参照してください。
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1.　プログラマツール（Java）
1.5　java2idl

このコマンドは，Javaクラスファイル（バイトコード）から IDLファイルを生成しま
す。複数の Javaクラス名を入力できます。複数のクラス名を入力する場合，クラス名と
クラス名の間に必ず空白を入れてください。

Javaのリモートインタフェース定義に org.omg.CORBA.IDLEntityを継承するクラスを
使用する場合は，次のファイルとクラスを使用してください。

• 使用するクラスの型に対応する IDL定義を格納した IDLファイル
org.omg.CORBA.IDLEntityインタフェースは，Javaにマッピングされた IDLデー
タ型をすべてマークするシグニチャインタフェースであるためです。

• OMGの「CORBA 2.4 IDL2Java仕様」に従う，関連する（サポート対象の）すべて
のクラス

Javaリモートインタフェース定義で，org.omg.CORBA.IDLEntityを継承するクラスを
使用する場合は，Java2idlツールのコマンドラインに -import <IDL files>ディレクティ
ブを使用してください。

詳細については，「CORBA 2.4 IDL2Java仕様」を参照してください。

注
このコマンドを使用するには，JDK 1.1以降のバージョンをサポートする Java VM
が必要です。

1.5.1　構文
 
java2idl [options] {filename}
 

例
 
java2idl -o final.idl Account Client Server

1.5.2　説明
Javaバイトコードから IDLファイルを生成したい場合，java2idlを使用します。

Javaバイトコードがある場合にこのコマンドを使用すると，その Javaバイトコードか
ら IDLファイルを生成して C++などのプログラミング言語で使用できるようになりま
す。

構文の例で示したように -oオプションを使用すると，三つの Javaバイトコードファイ
ル（Account，Client，および Server）が final.idlファイルに出力されます。デフォル
トでは，出力結果は画面に表示されます。
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1.　プログラマツール（Java）
キーワード
キーワードは，次のオプションと処理対象の Javaバイトコードファイルの両方を含
みます。

オプション

● -D, -define foo[=bar]

fooに指定したプリプロセサマクロを定義します。barで値を指定することもできま
す。

● -I, -include <dir>

インクルードファイルのディレクトリを絶対パスまたは相対パスで指定します。イン
クルードファイルを検索するときに指定します。

● -H, -list_includes

インクルードファイルのパスを標準出力に出力します。

● -[no_]idl_strict

IDLソースに対して厳密に OMG標準規格を適用することを指定します。デフォルト
は offです。

● -[no_]builtin <TypeCode|Principal>

TypeCodeまたは Principalという固有の型を生成します。
引数に TypeCodeまたは，Principalのどちらかを指定してください。
デフォルトは onです。

● -[no_]warn_unrecognized_pragmas

#pragmaが認識されない場合に警告を表示します。デフォルトは onです。

● -[no_]back_compat_mapping

VisiBroker 3.x互換のマッピングを使用することを指定します。

● -import <IDL file name>

IDL定義を追加してロードします。

● -o <file>

出力ファイルの名前を指定します。または，標準出力に出力させる場合は「-」を指

定します。

● -strict

OMGの規格に厳密に従ってコード生成することを指定します。デフォルトは offで
す。

● -version

Borland Enterprise Server VisiBrokerのバージョン番号を表示します。

● -[no_]preprocess_only

プリプロセシングしたあとで，入力ファイルをパーシングしないようにします。デ
フォルトは offです。
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1.　プログラマツール（Java）
● -[no_]idlentity_array_mapping

IDLEntityの配列を boxedRMI型での boxedIDLにマッピングします。
デフォルトは offです。

● -h, -help, -usage, -?

ヘルプ情報を出力します。

このほか，java2idlのオプションとして，vbjのオプションを使用できます。vbjのオプ
ションについては，「1.7　vbj」を参照してください。
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1.　プログラマツール（Java）
1.6　java2iiop

このコマンドは，IDLではなく Java言語を使用して IDLインタフェースを定義します。
複数の Javaファイル名（Javaバイトコード）を入力できます。複数の Javaファイル
名を入力する場合は，間に空白を入れてください。完全にスコープを定めたクラス名を
使用してください。

注
このコマンドを使用するには，JDK 1.1以降のバージョンをサポートする Java VM
が必要です。

Javaのリモートインタフェース定義に org.omg.CORBA.IDLEntityを継承するクラスを
使用する場合は，次に示すファイルとクラスを使用してください。

• 使用するクラスの型に対応する IDL定義を格納した IDLファイル。
org.omg.CORBA.IDLEntityインタフェースは，Javaにマッピングされた IDLデー
タ型をすべてマークするシグニチャインタフェースだからです。

• OMGの「CORBA 2.4 IDL2Java仕様」に従う，関連する（サポート対象の）すべて
のクラス。

Javaリモートインタフェース定義で，org.omg.CORBA.IDLEntityを継承するクラスを
使用する場合は，Java2iiopツールのコマンドラインに -import <IDL files>ディレク
ティブを使用してください。

詳細については，「CORBA 2.4 IDL2Java仕様」を参照してください。

1.6.1　構文
 
java2iiop [options] {class name}
 

例
 
java2iiop -no_tie Account Client Server

1.6.2　説明
分散オブジェクトを使用するために利用したい Javaバイトコードがある場合や IDLを
記述したくない場合に，java2iiopを使用してください。このコマンドを使用すると，必
要なコンテナクラス，クライアントスタブ，およびサーバスケルトンを Javaバイトコー
ドから生成できます。

注
java2iiopコンパイラは，CORBAインタフェース上のオーバーロードメソッドをサ
ポートしません。
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1.　プログラマツール（Java）
キーワード
キーワードは，次のオプションと処理対象の Javaバイトコードファイルの両方を含
みます。

オプション

● -D, define foo[=bar]

fooに指定したプリプロセサマクロを定義します。barで値を指定することもできま
す。

● -I, -include <dir>

インクルードファイルのディレクトリを絶対パスまたは相対パスで指定します。イン
クルードファイルを検索するときに指定します。

● -H, -list_includes

インクルードファイルのパスを標準出力に出力します。

● -[no_]idl_strict

IDLソースに対して厳密に OMG標準規格を適用することを指定します。デフォルト
は offです。

● -[no_]builtin <TypeCode|Principal>

TypeCodeまたは Principalという固有の型を生成します。
引数に TypeCodeまたは，Principalのどちらかを指定してください。
デフォルトは onです。

● -[no_]warn_unrecognized_pragmas

#pragmaが認識されない場合に警告を表示します。デフォルトは onです。

● -[no_]back_compat_mapping

VisiBroker 3.x互換のマッピングを使用することを指定します。

● -import <IDL file name>

IDL定義を追加してロードします。

● -[no_]comments

コード中のコメントの生成を抑止します。デフォルトは onです。

● -[no_]examples

_exampleクラスの生成を抑止します。デフォルトは offです。

● -gen_included_files

インクルードファイルのコードを生成します。デフォルトは offです。

● -list_files

コード生成時に書き込まれたファイルの一覧を表示します。デフォルトは offです。

● -[no_]obj_wrapper

オブジェクトラッパーのサポートを生成します。デフォルトは offです。
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1.　プログラマツール（Java）
● -root_dir <path>

生成したファイルを格納するディレクトリを指定します。

● -[no_]servant

サーバント（サーバ側）コードを生成します。デフォルトは onです。

● -[no_]tie

_tieクラスを生成します。デフォルトは onです。

● -[no_]bind

生成したHelperクラスに bind( )メソッドを生成するのを抑止します。デフォルトは
offです。

● -[no_]compile

Javaファイルを自動的に生成します。onに設定すると，Javaファイルを自動的に生
成してコンパイルします。デフォルトは offです。

● -compiler

Javaコンパイラを使用することを指定します。このオプションは -compileオプショ
ンを設定しないと無視されます。

● -compilerflags

Javaコンパイラフラグを Javaコンパイラに渡すことを指定します。このオプション
は -compileオプションを設定しないと無視されます。

● -dynamic_marshal

マーシャリングに DSIモデルまたは DIIモデルを使用することを指定します。デフォ
ルトは offです。

● -idl2package <IDL name> <pkg>

指定した IDLコンテナ型のデフォルトパッケージをオーバーライドします。

● -[no_]invoke_handler

EJBの呼び出しハンドラクラスを生成します。デフォルトは offです。

● -[no_]narrow_compliance

ナロウイングに従ったコードを生成します。デフォルトは onです。

● -package <pkg>

生成したコードのルートパッケージを指定します。

● -stream_marshal

マーシャリングにストリームモデルを使用することを指定します。デフォルトは on
です。

● -strict

OMGの規格に厳密に従ってコード生成することを指定します。デフォルトは offで
す。
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1.　プログラマツール（Java）
● -version

Borland Enterprise Server VisiBrokerのバージョン番号を表示します。

● -map_keyword <kwd> <replacement>

使用しないキーワードとそれに置き換わる文字列を指定します。

● -sealed <pkg> <dest_pkg>

指定したパッケージ <pkg>に関連するコードを，<dest_pkg>配下に出力します。
<dest_pkg>ディレクトリがない場合は，カレントディレクトリに出力します。

● -[no_]copy_local_values

CORBAメソッドに同じプロセス内で呼び出しがあった場合に，値をコピーします。
デフォルトは offです。

● -[no_]preprocess_only

プリプロセシングしたあとで，入力ファイルをパーシングしないようにします。デ
フォルトは offです。

● -[no_]idlentity_array_mapping

IDLEntityの配列を boxedRMI型での boxedIDLにマッピングします。
デフォルトは offです。

● -h, -help, -usage, -?

ヘルプ情報を出力します。

このほか，java2iiopのオプションとして，vbjのオプションを使用できます。vbjのオプ
ションについては，「1.7　vbj」を参照してください。
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1.　プログラマツール（Java）
1.7　vbj

このコマンドは，ローカルマシンにある Javaインタプリタを起動します。

1.7.1　構文
 
vbj [options] [arguments normally sent to java VM] {class}
    [arg1 arg2...]
 

構文の説明
{class}：実行されるクラス名を指定します。

[arg1 arg2...]：クラスに渡されるパラメタです。

例
 
vbj Server

1.7.2　説明
Javaアプリケーションには，ほかの言語で書かれたアプリケーションにはない制限があ
りますが，vbjはこの制限の幾つかに対処するオプションを提供しています。また，vbj
は Borland Enterprise Server VisiBrokerのアプリケーションを起動するのに望ましい
方法でもあります。vbjの機能は次のとおりです。

• 環境変数とWindowsレジストリ設定をチェックします。
• UDPブロードキャストサポートのない Java VMのために，オプションで osagentを
探索できます。

• CLASSPATHを自動的に設定し，Javaランタイムに対して Borland Enterprise 
Server VisiBrokerを正しく動作させます。

さらに，vbjは二つの VisiBroker ORBプロパティを設定して，VisiBroker ORBランタ
イムに渡します。

• vbroker.agent.addr
OSAGENT_ADDR環境変数の値またはレジストリ設定を格納します。

• vbroker.agent.port
OSAGENT_PORT環境変数の値またはレジストリ設定を格納します。

注
vbjを使用しない場合は，Borland Enterprise Server VisiBrokerが正しく動作する
ように，vbroker.agent.addrと vbroker.agent.portの値を明示的に設定してくださ
い。
17



1.　プログラマツール（Java）
1.7.3　オプション
● -h, -help, -usage, -?

ヘルプ情報を出力します。

● -VBJprop name=value

実行された Javaに -D<name>[=<value>]パラメタとして追加することで，システム
プロパティとしての Java VMにプロパティ名と値を渡します。

● -VBJjavavm vmpath

使用する Java VMを指定します。

● -VBJaddJar <jarfile>

指定した jarファイルを CLASSPATHに追加します。jarファイルは，<インストー
ルディレクトリ >/libに格納されている必要があります。

● -VBJclasspath classpath

クラスパスの明示的設定を指定します。

● -VBJdebug

デバッグ情報をオンにします。

このコマンドに渡される追加オプションは，システムにインストールされた Java VMで
定義されます。このコマンドのすべてのオプションを表示させるには，オプションなし
で次のように javaと入力してください。

 
prompt>java
 

Javaインタプリタで利用できるオプション一覧が表示されます。
18



1.　プログラマツール（Java）
1.8　vbjc

このコマンドは，VisiBrokerのクラスをインポートする可能性のある Javaソースコー
ドをコンパイルするときに使用します。このコマンドの処理を次に示します。

1. Borland Enterprise Server VisiBrokerのライブラリパスを検索します。
2. Borland Enterprise Server VisiBroker標準の jarファイルを CLASSPATHに追加し
ます。

3. javacを起動します。

1.8.1　構文
 
vbjc [arguments normally passed to javac]
 

例
 
vbjc Server.java

1.8.2　オプション
● -h, -help, -usage, -?

ヘルプ情報を出力します。

● -VBJdebug

デバッグ情報をオンにします。

● -VBJclasspath classpath

クラスパスの明示的設定を指定します。
19



1.　プログラマツール（Java）
1.9　クラスパスの指定
クラスパスに関連があるソースを次に示します。ここでは，UNIXでのパスを示してい
ます。Windowsの場合は，/を ¥に置き換えてください。

• vbrokerライブラリファイル（$VBROKERDIR※ /lib/*.jar）
• JDKライブラリファイル（$JAVAHOME※ /lib/*.jar，$JAVAHOME※ /jre/lib/*.jar，
および classes.zip）

• CLASSPATH環境変数（$CLASSPATH）
• -VBJclasspath <path string> パラメタ
• -classpath <path string> パラメタ
• -Djava.class.path=<path string> パラメタ
• -Denv.class.path=<path string> パラメタ
• -VBJaddJar <jar file name> パラメタ（jarファイルは vbroker/libディレクトリに格
納されている必要があります）

注※
$VBROKERDIRは Borland Enterprise Server VisiBrokerのインストールディレク
トリを，$JAVAHOMEは Javaのホームディレクトリを表します。

通常，Java VMの起動前に，これらのサブセットが一つのクラスパスにマージされま
す。また，クラスパスは，プラットフォームによって生成方法が異なります。

マージされるソースと順序を次に示します。

1. -VBJclasspathに指定されたクラスパス
2. エクスポートされた $CLASSPATH
3. VisiBroker標準の jarファイル（検索された vbjの位置に基づいて決定します）
4. VBJaddJarで追加され，<vbroker>/libディレクトリにあると想定される jarファイ
ル

5. カレントディレクトリ

（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX））））
マージ後のクラスパスは Java VMにエクスポートされ，パラメタとしては渡されま
せん。ほかのクラスパスソースは，クラスパス以外のパラメタとともに Java VMに
そのまま渡されます。

（（（（WindowsWindowsWindowsWindows））））
マージ後のクラスパスは -Djava.class.pathで渡されます。ほかのクラスパスは，一
般的なパラメタとしてそのまま渡されます。

注
サービスとしてWindowsに定義されているツールは，-classpathを認識しませ
ん。-classpathを無視するツールもありますが，nameserv，irepなどでは，
20



1.　プログラマツール（Java）
-classpathで処理が中断しエラーが発生します。
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1.　プログラマツール（Java）
1.10　Java VMの指定

Java VMの指定方法は，プラットフォームによって異なります。

（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX））））
デフォルト Java VMは javaですが，次のパラメタを指定すると Java VMを変更で
きます。
 
-VBJjavavm <jvm name>
 

どの Java VMを指定した場合でも，指定した Java VMがあるかどうかが確認され
ます。指定した Java VMが見つからない場合は，プログラムが異常終了します。デ
フォルトの Java VMの検索はされません。

（（（（WindowsWindowsWindowsWindows））））
Java VMを明示的に指定しなかった場合，Borland Enterprise Server VisiBroker
は，環境設定にパス情報があるかどうかを調べます。PATH変数が設定されている
場合は，¥binを含む PATHの各ディレクトリに Java VMの dllがあるかどうかを
調べます。PATHが設定されているのに Java VMが見つからない場合，Borland 
Enterprise Server VisiBrokerは異常終了します。
PATHが設定されていない場合，Borland Enterprise Server VisiBrokerは，現在イ
ンストールされている Java VMの位置をWindowsのレジストリで調べます。
Java VMの検索に使用する dllファイル名は，Java VM 1.2の場合は jvm.dllで，
Java VM 1.1の場合は javai.dllです。
次のパラメタを指定すると Java VMを変更できます。
 
-VBJjavavm <jvm name>
 

<jvm name>には，アプリケーションの絶対パスを次の形式で指定します。
 
*¥*¥*java*
 

*は，任意の文字列を意味します。空文字列も指定できます。例えば，
「C:¥jdk¥bin¥java」などのパスを指定できます。<jvm name>に指定した文字列の
形式が正しくない場合や，<jvm name>に指定したファイルが見つからない場合，
プログラムはエラーメッセージを出力して異常終了します。
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1.　プログラマツール（Java）
1.11　その他のツール
Borland Enterprise Server VisiBrokerと同時にインストールされるツールを次に示しま
す。これらのツールを使用して，ユーザが開発したクライアントやサーバを実行できま
す。

● osagent
osagent（スマートエージェント）は，ユーザのクライアントプログラムの通信相手で
あるオブジェクトインプリメンテーションを検索するサービスです。ユーザのローカ
ルネットワークに接続された一つ以上のホストで起動してください。スマートエー
ジェントのオプションの詳細については，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「スマートエージェント（osagent）の起動」
の記述を参照してください。

● locserv
ロケーションサービスを使用すると，特定の属性を持つオブジェクトインスタンスを
検索できます。ロケーションサービスは，Borland Enterprise Server VisiBrokerのス
マートエージェントと連携して，ネットワーク上の，どのオブジェクトが現在アクセ
スできるのかをユーザに通知します。ロケーションサービスの詳細については，マ
ニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「ロ
ケーションサービスの使用」の記述を参照してください。

● irep
インタフェースリポジトリ（irep）はユーザの CORBAオブジェクトのインタフェー
スを格納し，クライアントによるランタイムアクセスのために使用します。ユーザは
ブラウザでリポジトリ内の情報を参照できます。インタフェースリポジトリの詳細に
ついては，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズガイ
ド」の「インタフェースリポジトリの使用」の記述を参照してください。

● oad
オブジェクト活性化デーモン（OAD）を使用すると，クライアントのアクセスによっ
て自動的に開始するオブジェクトを登録できます。オブジェクト活性化デーモンの詳
細については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズ
ガイド」の「オブジェクト活性化デーモンの使用」の記述を参照してください。

● oadutil
OADユティリティは，使用しているシステムで利用できるオブジェクトインプリメン
テーションの登録，登録解除，一覧表示をユーザが任意に実行するためのコマンドを
提供します。このコマンドは，コマンドラインから入力することも，スクリプトに記
述することもできます。このツールとオプションの詳細については，マニュアル
「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「オブジェクト
活性化デーモンユーティリティの使用」の記述を参照してください。

● osfind
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1.　プログラマツール（Java）
osfindはコマンドラインから実行するツールです。このツールを実行すると，現在実
行中のプロセスおよびオブジェクトの概要を知ることができます。このツールとオプ
ションの詳細については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベ
ロッパーズガイド」の「すべてのオブジェクトとサービスの報告」の記述を参照して
ください。

● gatekeeper
ゲートキーパーは，アプレットをネットワーク経由でオブジェクトサーバと通信させ
るためのツールです。ゲートキーパーは，Webブラウザおよびファイアウォールによ
るセキュリティ制限に違反しないで通信を実現します。ゲートキーパーの詳細につい
ては，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　ゲートキーパーガイド」
を参照してください。
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2　 IDLから Javaへのマッピン
グ
この章では，Borland Enterprise Server VisiBrokerが現在使
用している IDL/Java言語マッピングの概要を説明します。こ
の IDL/Java言語マッピングは idl2javaコンパイラがインプリ
メントします。Borland Enterprise Server VisiBrokerは
「OMG IDL/Java言語マッピング仕様」に従っています。
完全な情報，特に次の情報については，最新版の「OMG IDL/
Java言語マッピング仕様」を参照してください。
・擬似オブジェクトの Javaへのマッピング
・サーバ側マッピング
・Java ORBポータビリティインタフェース

2.1　名前

2.2　予約名

2.3　予約語

2.4　モジュール

2.5　基本型

2.6　Helperクラス

2.7　定数

2.8　構造型

2.9　interface

2.10　例外のマッピング
25



2.　IDLから Javaへのマッピング
2.11　Any型のマッピング

2.12　ネストされた型のマッピング

2.13　typedefのマッピング
26



2.　IDLから Javaへのマッピング
2.1　名前
一般的に，IDL名と識別子は変更されないで Java名と識別子にマッピングされます。

マッピングされた Javaコードで名前の衝突が発生する場合，マッピングされた名前の先
頭にアンダースコア（_）を付けて解決します。

さらに，Java言語の特質によって，単一の IDL構造体は複数の（異なる名前の）Java
構造体にマッピングされることがあります。「追加」名は，記述接尾語を付けることで構
成されます。例えば，IDLインタフェースの AccountManagerは，Javaインタフェー
スの AccountManagerおよび追加の Javaクラス AccountManagerOperations，
AccountManagerHelper，ならびに AccountManagerHolderにマッピングされます。

「追加」名がほかのマッピングされた IDL名と衝突する例外の場合は，上記の解決法が
そのほかのマッピングされた IDL名に適用されます。つまり，先にネーミングと必要な
「追加」名が使用されます。

例えば，名前が fooHelperまたは fooHolderのインタフェースは，fooと名づけられたイ
ンタフェースがあってもなくても，_fooHelperまたは _fooHolderにそれぞれマッピング
されます。インタフェース fooHelperのHelperクラスおよび Holderクラスは，
_fooHelperHelperおよび _fooHelperHolderと名づけられます。

通常，Javaの予約語と衝突する Java識別子に，変更されないでマッピングされる IDL
名には，適用される衝突規則があります。
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2.　IDLから Javaへのマッピング
2.2　予約名
マッピングはマッピング本来の目的のために，複数の名前を予約しています。これらの
名前をユーザ定義 IDL型名，またはインタフェース名（正当な IDL名とも仮定される）
で使用すると，マッピング名では先頭にアンダースコア（_）が付きます。予約名を次に
示します。

● Javaクラス <type>Helper
<type>は，IDLユーザ定義型名です。

● Javaクラス <type>Holder
<type>は，（typedefエイリアスのような例外のある）IDLユーザ定義型名です。

● Javaクラス <basicJavaType>Holder
<basicJavaType>は，IDL基本データ型のどれかで使用される Java基本データ型の
一つです。

●ネストされたスコープの Javaパッケージ名 <interface>Package
<interface>は，IDLインタフェース名です。

● Javaクラス <interface>Operations，<interface>POA，および <interface>POATie
<interface>は IDLインタフェース型です。
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2.　IDLから Javaへのマッピング
2.3　予約語
マッピングでは，幾つかの名前が特定の目的のために予約されています。その予約語を
ユーザ定義の IDL，またはインタフェースの語句（IDLとしての文法は正しい）に使用
すると，先頭にアンダースコア（_）が付けられてマッピングされます。Java言語の予
約キーワードを次に示します。

 
abstract       abstractBase   boolean        break
byte           case           catch          char
class          const          continue       default
do             double         else           extends
false          final          finally        float
for            goto           if             implements
import         instanceof     int            interface
local          long           native         new
null           package        private        protected
public         return         short          static
super          switch         synchronized   this
throw          throws         transient      true
try            void           volatile       while
29



2.　IDLから Javaへのマッピング
2.4　モジュール
IDLモジュールは，同じ名前で Javaパッケージにマッピングされます。モジュール内の
すべての IDL型宣言は，生成されたパッケージ内の該当する Javaクラスまたはインタ
フェース宣言にマッピングされます。

モジュール内にない IDL宣言は，（名前を付けられていない）Javaグローバルスコープ
にマッピングされます。

IDLモジュール内で宣言された型に対して生成された Javaコードをコードサンプル 2-1
に示します。

コードサンプル 2-1　IDLモジュールの Javaパッケージへのマッピング
 
/* From Example.idl: */
module Example { .... };
 
// Generated java
package Example;
...
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2.　IDLから Javaへのマッピング
2.5　基本型
定義された IDL型が，どのように基本 Java型にマッピングされるかを次の表に示しま
す。

表 2-1　基本型マッピング（Java）

IDL型と，マッピングされた Java型との間で潜在的な不一致がある場合，標準 CORBA
例外が発生します。ほとんどの場合，発生した例外は，次の二つのカテゴリに分類され
ます。

• Java型の範囲が IDL型の範囲より大きい場合
例えば，Java charsが IDL charsのスーパーセットである場合が該当します。

• Javaがアンサインドの型をサポートしていない場合
開発者は，アンサインドの IDL型の大きな値が Javaで負の整数として正しく処理さ
れることを確実にする責任があります。

2.5.1　IDL型拡張
ここでは，IDL型拡張のための Borland Enterprise Server VisiBrokerのサポートにつ
いて説明します。サポートされる IDL拡張の概要を次の表に示します。

IDL型 Java型

boolean boolean

char char

wchar char

octet byte

string java.lang.String

wstring java.lang.String

short short

unsigned short short

long int

unsigned long int

longlong long

unsigned longlong long

float float

double double
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2.　IDLから Javaへのマッピング
表 2-2　サポートされる IDL拡張の概要（Java）

注※ 1
Borland Enterprise Server VisiBrokerでは，OMGがインプリメント方法を決定し
てからサポートする予定です。

注※ 2
Unicodeは「on the wire」で使用されます。

また，新しい型のサポートについて次の表に示します。

表 2-3　新しい型の IDL拡張（Java）

2.5.2　Holderクラス
Holderクラスは，OUTおよび INOUTパラメタ受け渡しモードをサポートし，
org.omg.CORBAパッケージのすべての基本 IDLデータ型で利用できます。Holderクラ
スは，typedefsで定義されたものを除いて，すべての名前付きユーザ定義型で生成され
ます。Holderクラスの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス
（Java）」を参照してください。

ユーザ定義 IDL型では，Holderクラス名は，その型のマッピングされた Java名の後ろ
に Holderを付けて構成されます。

基本 IDLデータ型では，マッピングされたデータ型に対する Java型名（最初の文字が

型 Borland Enterprise Server VisiBrokerでのサポート

longlong 有

unsigned longlong 有

long double 無※ 1

wchar 有※ 2

wstring 有※ 2

fixed 無※ 1

新型の IDL 説明

longlong 64ビットサインドの 2の補数

unsigned longlong 64ビットアンサインドの 2の補数

long double IEEE標準 754-1985ダブル拡張浮動小数点

wchar ワイドキャラクタ

wstring ワイド文字列

fixed 固定小数点 10進演算（31有効けた数）
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2.　IDLから Javaへのマッピング
大文字）の後ろにHolderを付けたHolderクラス名になります。例えば，IntHolderが
そうです。

各 Holderクラスには，インスタンスからのコンストラクタ，デフォルトコンストラクタ
があり，型付きの valueというパブリックインスタンスメンバがあります。デフォルト
コンストラクタは，Java言語によって定義されたように，値フィールドを型のデフォル
ト値に設定します。

• boolean：false
• 値型：null
• 数値と char型：0
• 文字列：null
• オブジェクトリファレンス：null

ポータブルスタブ，およびスケルトンをサポートするには，ユーザ定義型のHolderクラ
スも org.omg.CORBA.portable.Streamableインタフェースをインプリメントします。

基本型の Holderクラスは，次のコードサンプルで定義されます。これらは
org.omg.CORBAパッケージにあります。

コードサンプル 2-2　Holderクラス
 
//Java
package org.omg.CORBA;
 
final public class ShortHolder implements Streamable {
    public short value;
    public ShortHolder( ){}
    public ShortHolder(short initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class IntHolder implements Streamable {
    public int value;
    public IntHolder( ){}
    public IntHolder(int initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class LongHolder implements Streamable {
    public long value;
    public LongHolder( ){}
    public LongHolder(long initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
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2.　IDLから Javaへのマッピング
final public class ByteHolder implements Streamable {
    public byte value;
    public ByteHolder( ){}
    public ByteHolder(byte initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class FloatHolder implements Streamable {
    public float value;
    public FloatHolder( ){}
    public FloatHolder(float initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class DoubleHolder implements Streamable {
    public double value;
    public DoubleHolder( ){}
    public DoubleHolder(double initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class CharHolder implements Streamable {
    public char value;
    public CharHolder( ){}
    public CharHolder(char initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class BooleanHolder implements Streamable {
    public boolean value;
    public BooleanHolder( ){}
    public BooleanHolder(boolean initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class StringHolder implements Streamable {
    public java.lang.String value;
    public StringHolder( ){}
    public StringHolder(java.lang.String initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class ObjectHolder implements Streamable {
    public org.omg.CORBA.Object value;
    public ObjectHolder( ){}
    public ObjectHolder(org.omg.CORBA.Object initial){
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2.　IDLから Javaへのマッピング
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class ValueBaseHolder implements Streamable {
    public java.io.Serializable value;
    public ValueBaseHolder( ){}
    public ValueBaseHolder(java.io.Serializable initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class AnyHolder implements Streamable {
    public Any value;
    public AnyHolder( ){}
    public AnyHolder(Any initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class TypeCodeHolder implements Streamable {
    public TypeCode value;
    public typeCodeHolder( ){}
    public TypeCodeHolder(TypeCode initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 
final public class PrincipalHolder implements Streamable {
    public Principal value;
    public PrincipalHolder( ){}
    public PrincipalHolder(Principal initial){
        value =initial;
    }
    ...//implementation of the streamable interface
}
 

ユーザ定義型 <foo>の Holderクラスを次に示します。

コードサンプル 2-3　ユーザ定義型の Holderクラス
 
// Java
final public class <foo>Holder
   implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
   public <foo> value;
   public <foo>Holder( ) {}
   public <foo>Holder(<foo> initial) {}
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
    {...}
   public void _write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
    {...}
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type( ) {...}
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2.　IDLから Javaへのマッピング
}
 

Java null
Java nullは，nullCORBAオブジェクトリファレンスと valuetype（再帰型の
valuetypeを含む）を表すためだけに使用されます。例えば，空の文字列を表すとき
は，nullを使わないで長さ 0の文字列を使用してください。これは配列にも，
valuetypeを除く構造型にも当てはまります。構造体用に nullを渡そうとすると，
NullPointerExceptionが発生します。

2.5.3　boolean
IDL型 booleanは Java型 booleanにマッピングされます。IDL定数 TRUEおよび
FALSEは，Java定数 trueおよび falseにマッピングされます。

2.5.4　char
Java文字が Unicodeを表す 16ビットのアンサインドの精度であるのに対して，IDL文
字は文字セットの要素を表す 8ビットの精度です。タイプ・セーフにするため，Java 
CORBAランタイムは，パラメタがメソッド呼び出し中にマーシャリングされるときに，
IDL charからマッピングされたすべての Java charsの範囲が妥当であることをチェッ
クします。

charが文字セットで定義された範囲外である場合，CORBA::DATA_CONVERSION例
外となります。

IDL wcharは Java char型にマッピングします。

2.5.5　octet
8ビットの精度である IDL型 octetは，Java型 byteにマッピングされます。

2.5.6　string
バウンド，またはアンバウンデッドの IDL型 stringは，Java型 java.lang.Stringに
マッピングされます。文字列のバウンドチェックと同じく，文字列内の文字の範囲が
マーシャリング時にチェックされます。

2.5.7　wstring
Unicode文字列を表すために使用される IDL型 wstringは，Java型 java.lang.Stringに
マッピングされます。文字列のバウンドチェックはマーシャリング時に実施されます。
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2.5.8　整数型
IDL shortおよび unsigned shortは，Java型 shortにマッピングします。

IDL longおよび unsigned longは Java型 intにマッピングします。

注
Javaはアンサインドの型をサポートしていません。そのため，開発者は，Javaの
負の整数がアンサインドの大きな値として正しく処理されることを確実にする責任
があります。

2.5.9　浮動小数点型
IDL浮動小数点型 floatと doubleは，該当するデータ型を含む Javaクラスにマッピン
グします。
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2.6　Helperクラス

すべてのユーザ定義 IDL型には，生成された型名の後ろに Helperが付いた，追加の
「helper」Javaクラスがあります。型を処理するために必要な幾つかの次のような静的
メソッドが提供されています。

• 型の Any挿入，および抽出オペレーション
• リポジトリ IDの取得
• タイプコードの取得
• ストリームからの型の読み出し，またはストリームへの型の書き込み

ユーザ定義 IDL型 <typename>では，型用に生成された次の Javaコードがあります。
マッピングされた IDLインタフェースの Helperクラスには，専用の narrowオペレー
ションがあります。

コードサンプル 2-4　Helperクラス：ユーザ定義型に生成された Javaコード
 
// generated Java helper
public class <typename>Helper {
    public static void
       insert(org.omg.CORBA.Any a, <typename> t);
    public static <typename> extract(org.omg.CORBA.Any a);
    public static org.omg.CORBA.TypeCode type( );
    public static String id( );
    public static <typename> read(
         org.omg.CORBA.portable.InputStream istream);
       {...}
 
    public static void write(
               org.omg.CORBA.portable.OutputStream ostream,
               <typename> value)
        {...}
 
   // only for interface helpers
   public static
       <typename> narrow(org.omg.CORBA.Object obj);
}
 

コードサンプル 2-5　名前付き型の Java Helperクラスへのマッピング
 
// IDL - named type
struct st {long f1, String f2};
 
// generated Java
public class stHelper {
    public static void insert(org.omg.CORBA.Any any,
      st s); {...}
    public static st extract(org.omg.CORBA.Any a) {...}
    public static org.omg.CORBA.TypeCode type( ) {...}
    public static String id( ) {...}
    public static st read(
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                        org.omg.CORBA.InputStream is) {...}
    public static void write(org.omg.CORBA.OutputStream os,
       st s) {...}
}
 

コードサンプル 2-6　typedef列の Java Helperクラスへのマッピング
 
// IDL - typedef sequence
typedef sequence <long> IntSeq;
 
// generated Java helper
public class IntSeqHelper {
    public static void insert(org.omg.CORBA.Any any,
                               int[ ] seq);
    public static int[ ] extract(org.omg.CORBA.Any a){...}
    public static org.omg.CORBA.TypeCode type( ){...}
    public static String id( ){...}
    public static int[ ] read(
               org.omg.CORBA.portable.InputStream is)
      {...}
    public static void write(
               org.omg.CORBA.portable.OutputStream os,
               int[ ] seq)
      {...}
}
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2.7　定数
定数のマッピング方法は出現するスコープによって異なります。

2.7.1　インタフェース内の定数
IDLインタフェース内で宣言される定数は，IDLインタフェースに対応する Javaイン
タフェース Operationsクラス内の，public static finalフィールドにマッピングされま
す。

コードサンプル 2-7　モジュール内の IDL定数の Javaクラスへのマッピング
 
/*From Example.idl:*/
module Example {
    interface Foo {
        const long aLongerOne =-321;
    };
};
 
//Foo.java
package Example;
public interface Foo extends
    com.inprise.vbroker.CORBA.Object,
    Example.FooOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity {
}
//FooOperations.java
package Example;
public interface FooOperations {
    public final static int aLongerOne =(int)-321;
}

2.7.2　インタフェース内にない定数
IDLモジュール内で宣言される定数は，定数と同名で，valueと名づけられた public 
static finalフィールドを含む，パブリックインタフェースにマッピングされます。

このフィールドは定数の値を保持します。

注
通常，Javaコンパイラはクラスがほかの Javaコードで使用されると，値をインラ
イン（組み入れ）します。

コードサンプル 2-8　モジュール内の IDL定数の Javaクラスへのマッピング
 
/* From Example.idl: */
module Example {
   const long aLongOne = -123;
};
 
// Generated java
package Example;
public interface aLongOne {
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    public static final int value = (int) (-123L);
}
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2.8　構造型
IDL構造型には，enum，struct，union，sequence，および arrayがあります。
sequenceおよび arrayは Java array型にマッピングされます。IDL構造型の enum，
struct，および unionは，IDL型のセマンティックスをインプリメントする Javaクラス
にマッピングされます。生成された Javaクラスには，元の IDL型と同じ名前が付きま
す。

2.8.1　enum
IDL enumは，value( )メソッド，ラベルごとの二つの静的データメンバ，整数変換メ
ソッド，およびプライベートコンストラクタを宣言する，enum型と同名の Javaファイ
ナルクラスにマッピングされます。Javaファイナルクラスにマッピングされる IDL 
enumの例を次に示します。

コードサンプル 2-9　Javaファイナルクラスにマッピングされる IDL enum
 
// Generated java
 
public final class <enum_name> {
    //one pair for each label in the enum
    public static final int _<label> = <value>;
    public static final <enum_name> <label> =
      new <enum_name>(_<label>);
 
    public int value( ) {...}
 
    //get enum with specified value
    public static <enum_name> from_int(int value);
 
    //constructor
    protected <enum_name>(int) {...}
}
 

メンバの一つは，IDL enumラベルと同名の public static finalです。そのほかのメンバ
は，先頭にアンダースコア（_）を付けられ，switch文で使用されます。

value( )メソッドは整数値を返します。値は，0から順に割り当てられます。enumに
valueと名づけられたラベルがある場合，Javaの value ( )メソッドとの衝突はありませ
ん。

enumのインスタンスは一つだけです。一つのインスタンスしかないので，ポインタ等
価テストが正しく動作します。つまり，デフォルト java.lang.Objectインプリメンテー
ションの equals( )，および hash( )が，自動的に enumのシングルトンオブジェクトで
正しく動作します。

enumの Javaクラスには追加メソッド from_int( )があり，これは enumを指定された
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値で返します。

enumの Holderクラスも生成されます。その名前は，次のように enumのマッピングさ
れた Javaクラス名の後ろにHolderを付けたものです。

コードサンプル 2-10　enumの Holderクラス
 
public class <enum_name>Holder implements
     org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public <enum_name> value;
    public <enum_name>Holder( ) {}
    public <enum_name>Holder(<enum_name> initial) {...}
    public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
        {...}
    public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode _type( ) {...}
}
 

コードサンプル 2-11　enumの Javaにマッピングされた IDL
 
//IDL
module Example {
    enum EnumType {first,second,third };
};
 
//generated Java
public final class EnumType
        implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity {
    public static final int _first =0;
    public static final int _second =1;
    public static final int _third =2;
 
    public static final EnumType first =
                                     new EnumType(_first);
    public static final EnumType second =
                                    new EnumType(_second);
    public static final EnumType third =
                                     new EnumType(_third);
    protected EnumType(final int _vis_value){...}
 
    public int value( ){...}
    public static EnumType from_int (final int _vis_value)
                                                     {...}
    public java.lang.String toString( ){...}
}
 
public final class EnumTypeHolder
        implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public OtherExample.EnumType value;
    public EnumTypeHolder( ){...}
    public EnumTypeHolder(
               final OtherExample.EnumType _vis_value){...}
    public void _read(
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            final org.omg.CORBA.portable.InputStream input)
        {...}
    public void _write(
          final org.omg.CORBA.portable.OutputStream output)
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode _type( ){...}
    public boolean equals(java.lang.Object o) {...}
}

2.8.2　struct
IDL structは，IDLのインスタンス変数，およびすべての値のメンバを順序どおりに，
同名のファイナル Javaクラスにマッピングします。ヌルコンストラクタも提供され，こ
れによって構造体フィールドをあとで初期化することもできます。structの Holderクラ
スも生成されます。その名前は，次のように sturctがマッピングされた Javaクラス名
の後ろに Holderを付けたものです。

コードサンプル 2-12　structの Holderクラス
 
final public class <class>Holder implements
      org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public <class> value;
    public <class>Holder( ) {}
    public <class>Holder(<class> initial) {...}
    public void _read(
                     org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
    {...}
    public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
    {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode _type( ) {...}
}
 

コードサンプル 2-13　IDL structの Javaへのマッピング
 
/*From Example.idl:*/
module Example {
    struct StructType {
        long field1;
        string field2;
    };
};
 
//generated Java
public final class StructType
        implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity {
    public int field1;
    public java.lang.String field2;
    public StructType( ){...}
    public StructType(final int field1,
    final java.lang.String field2){...}
    public java.lang.String toString( ) {...}
    public boolean equals(java.lang.Object o) {...}
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}
public final class StructTypeHolder
        implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public Example.StructType value;
    public StructTypeHolder( ){...}
    public StructTypeHolder(
                      final Example.StructType _vis_value)
        {...}
    public void _read(
           final org.omg.CORBA.portable.InputStream input)
        {...}
    public void _write(
         final org.omg.CORBA.portable.OutputStream output)
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode _type ( ){...}
}

2.8.3　union
IDL unionはファイナル Javaクラスと同じ名前が与えられ，ファイナル Javaクラスに
マッピングされます。IDL unionは，次に示すコンストラクタとメソッドを提供します。

• デフォルトコンストラクタ
• unionのディスクリミネータのアクセッサメソッドの discriminator( )
• 各ブランチのアクセッサメソッド
• 各ブランチの変更メソッド
• 複数のケースラベルのある各ブランチの変更メソッド
• 必要に応じたデフォルトの変更メソッド

マッピングされた union型名，または任意のフィールド名と名前の衝突がある場合，通
常の名前衝突解決規則（ディスクリミネータの前にアンダースコア（_）を付ける）が使
用されます。

ブランチアクセッサ，および変更メソッドがオーバーロードとなり，ブランチの後ろに
名前が付けられます。アクセッサメソッドは，予想されるブランチが設定されないと，
CORBA::BAD_OPERATIONシステム例外を発生させます。

ブランチに該当する複数のケースラベルがある場合，そのブランチのシンプル変更メ
ソッドが最初のケースラベルの値に対してディスクリミナントを設定します。さらに，
明示的ディスクリミネータパラメタを取る追加の変更メソッドが生成されます。

ブランチが defaultケースラベルに該当する場合，変更メソッドはほかのどのケースラベ
ルにも一致しない値にディスクリミナントを設定します。

ケースラベルのセットがディスクリミナントの可能値を完全に満たす場合，デフォルト
ケースラベルの unionを指定することは不当です。この状況を検出し，不当なコードの
生成を拒否するのは，Javaコードジェネレータ（例えば，IDLコンパイラ，またはほか
のツール）の責任です。

デフォルトの変更メソッドである _default( )が生成されるのは，デフォルトケースラベ
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ルが明示的に指定されていない場合と，すべてのケースラベルがディスクリミナントの
可能値を完全には満たしていない場合です。_default( )メソッドは，unionの値を範囲外
に設定します。

unionの Holderクラスも生成されます。その名前は，次のように unionがマッピングさ
れた Javaクラス名の後ろにHolderを付けたものです。

コードサンプル 2-14　unionの Holderクラス
 
final public class <union_class>Holder
       implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public <union_class> value;
    public <union_class>Holder( ) {}
    public <union_class>Holder(<union_class> initial) {...}
    public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
        {...}
    public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode _type( ) {...}
}
 

コードサンプル 2-15　IDL unionの Javaへのマッピング
 
/*From Example.idl:*/
module Example {
    enum EnumType {first,second,third,fourth,fifth,sixth};
    union UnionType switch (EnumType){
        case first:long win;
        case second:short place;
        case third:
        case fourth:octet show;
        default:boolean other;
    };
};
 
//Generated java
final public class UnionType {
    //constructor
    public UnionType( ) {...}
    //discriminator accessor
    public int discriminator( ) {...}
 
    //win
    public int win( ) {...}
    public void win(int value) {...}
 
    //place
    public short place( ) {...}
    public void place(short value) {...}
 
    //show
    public byte show( ) {...}
    public void show(byte value) {...}
    public void show(int discriminator,byte value) {...}
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    //other
    public boolean other( ) {...}
    public void other(boolean value) {...}
    public java.lang.String to String( ) {. . .}
    public boolean equals(java.lang.Object o) {. . .}
}
 
final public class UnionTypeHolder {
        implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public UnionType value;
    public UnionTypeHolder( ) {}
    public UnionTypeHolder(UnionType initial) {...}
    public void _read(
                     org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
        {...}
    public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode_type( ) {...}
}

2.8.4　sequence
IDL sequenceは同じ名前で Java配列にマッピングされます。マッピングでは，
sequence型が必要な場所に，sequence要素のマッピングされた型の配列が使用されま
す。

sequenceの Holderクラスも生成されます。その名前は，次のように sequenceがマッピ
ングされた Javaクラス名の後ろにHolderを付けたものです。

コードサンプル 2-16　sequenceの Holderクラス
 
final public class <sequence_class>Holder {
   public <sequence_element_type>[ ] value;
   public <sequence_class>Holder( ) {};
   public <sequence_class>Holder(
             <sequence_element_type>[ ] initial) {...};
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
        {...}
   public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
        {...}
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type( ) {...}
}
 

コードサンプル 2-17　IDL sequenceの Javaへのマッピング
 
// IDL
typedef sequence<long>UnboundedData;
typedef sequence<long, 42>BoundedData;
 
// generated Java
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final public class UnboundedDataHolder
        implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public int[ ] value;
    public UnboundedDataHolder( ) {};
    public UnboundedDataHolder(int[ ] initial) {...};
    public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
        {...}
    public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode type( ) {...}
}
 
final public class BoundedDataHolder
        implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public int[ ] value;
    public BoundedDataHolder( ) {};
    public BoundedDataHolder(int[ ] initial) {...};
    public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
        {...}
    public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode_type( ) {...}
}

2.8.5　array
IDL arrayは，IDLのバウンデッドシーケンスと同じようにマッピングされます。マッ
ピングでは，配列型が必要な場所に，配列要素がマッピングされた型の配列が使用され
ます。Javaでは，通常の Java添字指定演算子がマッピングされた配列に適用されます。
配列の長さは，定数規則でマッピングされる IDL定数によって上限値を与えることで，
Javaで利用できます。

配列の Holderクラスも生成されます。その名前は，次のように配列がマッピングされた
Javaクラス名の後ろに Holderを付けたものです。

コードサンプル 2-18　配列の Holderクラス
 
final public class <array_class>Holder
        implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public <array_element_type>[ ] value;
    public <array_class>Holder( ) {}
    public <array_class>Holder(
             <array_element_type>[ ] initial) {...}
    public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
        {...}
    public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode _type( ) {...}
}
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コードサンプル 2-19　配列のマッピング
 
// IDL
const long ArrayBound = 42;
typedef long larray[ArrayBound];
 
// generated Java
final public class larrayHolder
        implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public int[ ] value;
    public larrayHolder( ) {}
    public larrayHolder(int[ ] initial) {...}
    public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
        {...}
    public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode_type( ) {...}
}
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2.9　interface

IDLのインタフェースは，次に示す二つの Javaパブリックインタフェースにマッピング
されます。

• IDLインタフェースに宣言されたオペレーションと定数だけを格納する Operations
インタフェース

• 該当するインタフェースオペレーション，そのすべてのベースインタフェースオペ
レーション，および org.omg.CORBA.Objectを継承する，CORBAオブジェクト宣言

拡張子 Helperの付いた追加Helperクラス名がインタフェース名に付加されます。Java
インタフェースはマッピングしたベースインタフェース org.omg.CORBA.Objectを継承
します。

Javaインタフェースは，マッピング後のオペレーションシグニチャを格納します。メ
ソッドは，Javaインタフェースのオブジェクトリファレンスについて呼び出せます。

Helperクラスは静的 narrowメソッドを宣言します。このメソッドによって，
org.omg.CORBA.Objectのインスタンスをさらに詳細な型のオブジェクトリファレンス
にナロウイングできます。オブジェクトリファレンスが要求型をサポートしていないた
めナロウイングに失敗すると，IDL例外 CORBA::BAD_PARAMが発生します。別の種
類のエラーを報告するためには，異なるシステム例外が発生します。nullのナロウイン
グは常に nullを返して成功します。

特別な「nil」オブジェクトリファレンスはありません。Javaの nullは，オブジェクト
リファレンスに，いつでも自由に渡されます。

属性は Javaアクセッサと変更メソッドのペアにマッピングされます。これらのメソッド
には IDL属性と同じ名前があり，オーバーロードされます。IDL readonly属性に対する
変更メソッドはありません。

interfaceの Holderクラスも生成されます。その名前は，次のようにインタフェースが
マッピングされた Javaクラス名の後ろにHolderを付けたものです。

コードサンプル 2-20　interfaceの Holderクラス
 
final public class <interface_class>Holder
       implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public <interface_class> value;
    public <interface_class>Holder( ) {}
    public <interface_class>Holder(
                    <interface_class> initial) {
        value = initial;
    }
    public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
        {...}
    public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
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2.　IDLから Javaへのマッピング
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode _type( ) {...}
}
 

コードサンプル 2-21　IDL interfaceの Javaへのマッピング
 
/*From Example.idl:*/
module Example {
    interface Foo {
        long method(in long arg)raises(AnException);
        attribute long assignable;
        readonly attribute long nonassignable;
    };
};
 
//Generated java
package Example;
 
public interface Foo extends
    com.inprise.vbroker.CORBA.Object,
    Example.FooOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity {
}
public interface FooOperations {
    public int method(int arg) throws Example.AnException;
    public int assignable( );
    public void assignable(int assignable);
    public int nonassignable( );
}
 
public final class FooHelper {
    //...other standard helper methods
    public static Foo narrow(org.omg.CORBA.Object obj)
        {...}
    public static Example.Foo bind(org.omg.CORBA.ORB orb,
        java.lang.String name,
        java.lang.String host,
        com.inprise.vbroker.CORBA.BindOptions _options)
                                                    {...}
    public static Example.Foo bind(org.omg.CORBA.ORB orb,
        java.lang.String fullPoaName, byte[ ] oid)) {...}
    public static Example.Foo bind(org.omg.CORBA.ORB orb,
        java.lang.String fullPoaName,byte[ ] oid,
        java.lang.String host,
        com.inprise.vbroker.CORBA.BindOptions _options)
                                                    {...}
    public Foo read(org.omg.CORBA.portable.InputStream in)
                                                    {...}
    public void write(org.omg.CORBA.portable.OutputStream
                      out, Foo foo) {...}
    public Foo extract(org.omg.CORBA.Any any) {...}
    public void insert(org.omg.CORBA.Any any, Foo foo)
                                                  {...}
}
 
public final class FooHolder
51



2.　IDLから Javaへのマッピング
        implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public Foo value;
    public FooHolder( ) {}
    public FooHolder(final Foo initial) {...}
    public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
                                                      {...}
    public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
        {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode_type( ) {...}
}

2.9.1　abstractインタフェース
IDLの abstractインタフェースは，Javaの同名のパブリックインタフェースに 1対 1
でマッピングされます。マッピングの規則は，abstract以外の IDL インタフェースに
Javaのオペレーションインタフェースを生成する場合の規則と同様です。ただし，この
インタフェースもシグニチャインタフェースとして動作するため，
org.omg.CORBA.portable.IDLEntityを継承します。マッピング後の Javaインタフェー
スは，IDLインタフェースと同じ名前になります。また，指定した型のインタフェース
がほかのインタフェースで使用されている場合，メソッド宣言でシグニチャ型としても
使用されます。マッピング後の Javaインタフェースには，マッピングされたオペレー
ションシグニチャであるメソッドが格納されています。

Holderクラスは abstract以外のインタフェースに対して生成されます。詳細について
は，「2.5.2　Holderクラス」を参照してください。

Helperクラスも通常の規則に従って生成されます。詳細については，「2.6　Helperクラ
ス」を参照してください。

2.9.2　ローカルインタフェース
IDLのローカルインタフェースは，ローカル以外のインタフェースと同様にマッピング
されます。ただし，org.omg.CORBA.LocalInterfaceでマーキングされる点がローカル以
外のインタフェースと異なります。ローカルインタフェースはマーシャル処理されない
可能性があるため，インプリメンテーションでは，特殊なベース
org.omg.CORBA.LocalObjectを継承し，生成されたシグニチャインタフェースをインプ
リメントする必要があります。Javaのマッピングでは，LocalObjectクラスは，ローカ
ルインタフェースのインプリメンテーションのベースクラスとして使用されます。ロー
カルインタフェースインプリメンテーションのインスタンスは，通常の Javaオブジェク
トと同様に，Java演算子 Newを使用して生成します。

Helperクラスも通常の規則に従って生成されます。詳細については，「2.6　Helperクラ
ス」を参照してください。

ローカルオブジェクトのマーシャル処理を実行しようとすると，VisiBroker ORBのイン
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2.　IDLから Javaへのマッピング
プリメンテーションによって検出され，CORBA::MARSHAL例外が発生します。

2.9.3　パラメタの受け渡し
IDLの inパラメタは Javaでは通常の実パラメタにマッピングされます。IDLオペレー
ションの結果は，該当する Javaメソッドの結果として返されます。

IDLの outパラメタおよび inoutパラメタは，Javaパラメタ受け渡しメカニズムに直接
マッピングされません。Javaでこれらのパラメタモードをインプリメントするために使
用されるすべての IDL基本型とユーザ定義型を，マッピングが定義します。IDLの out
パラメタまたは inoutパラメタが（コールバイバリューで）渡されるホルダ Javaクラス
のインスタンスを，クライアントが提供します。ホルダインスタンスの内容（インスタ
ンス自身ではない）は呼び出しによって変更され，呼び出しが返されると，クライアン
トは変更（された可能性のある）内容を使用します。

コードサンプル 2-22　Java実パラメタへの inパラメタのマッピング
 
/*From Example.idl:*/
module Example {
    interface Modes {
        long operation(in long inArg, out long outArg,
                       inout long inoutArg);
    };
};
 
//Generated Java:
package Example;
public interface Modes extends
    com.inprise.vbroker.CORBA.Object,
    Example.ModesOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity {
}
public interface ModesOperations {
    public int operation(int inArg,
        org.omg.CORBA.IntHolder outArg,
        org.omg.CORBA.IntHolder inoutArg);
}
 

コードサンプル 2-22では，結果は通常の結果として返され，実際の inパラメタは通常
の値だけで返されます。しかし，outパラメタおよび inoutパラメタでは，該当するホル
ダが構成されなければなりません。一般的な使用例をコードサンプル 2-23に示します。

コードサンプル 2-23　outパラメタおよび inoutパラメタの Holder
 
// user Java code
// select a target object
Example.Modes target = ...;
// get the in actual value
int inArg = 57;
// prepare to receive out
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2.　IDLから Javaへのマッピング
IntHolder outHolder = new IntHolder( );
// set up the in side of the inout
IntHolder inoutHolder = new IntHolder(131);
// make the invocation
int result = target.operation(
                           inArg, outHolder, inoutHolder);
// use the value of the outHolder
... outHolder.value ...
// use the value of the inoutHolder
... inoutHolder.value ...
 

メソッド呼び出し前に，実際のパラメタとなるホルダインスタンスの中で，inoutパラメ
タの入力値が設定されなければなりません。inoutホルダは，値からの新ホルダを構成す
るか，または該当する型の既存のホルダの値に割り当てると満たされます。呼び出し後，
クライアントは outHolder.valueを使用して outパラメタの値にアクセスし，
inoutHolder.valueを使用して inoutパラメタの出力値にアクセスします。IDLオペレー
ションのリターン結果は，呼び出しの結果として利用できます。

2.9.4　継承によるサーバインプリメンテーション
サーバをインプリメントするいちばん簡単な方法は，継承を使用することです。それは，
サーバオブジェクトとオブジェクトリファレンスが同じように見えて，同じように動作
し，まったく同じコンテキストで使用できるからです。サーバオブジェクトがクライア
ントと同じプロセス内にある場合，メソッド呼び出しは，トランスポート，インディレ
クション（間接），または各種デリゲーションのない通常の Java関数呼び出しになりま
す。

各 IDLインタフェースがマッピングされるのは，対応する Java版 IDLインタフェース
をインプリメントする POAの abstractクラスです。

注
POAクラスが（実際に）IDLインタフェースを継承しないということは，POAは
CORBAオブジェクトではないということです。POAは，CORBAサーバントであ
り，（実際の）CORBAオブジェクトを作成するときに使用できます。POAクラス
の詳細については，「4.　コアインタフェースとクラス（Java）」を参照してくださ
い。
ユーザ定義サーバクラスはコードサンプル 2-24に示すとおり，<インタフェース名
>POAクラスを継承することで VisiBroker ORBにリンクされます。

注
POAクラス自体は abstract型であり，実体化できません。POAクラスを実体化す
るには，宣言した IDLインタフェースオペレーションをインプリメントしてくださ
い。

コードサンプル 2-24　継承を使用する Javaでのサーバインプリメンテーション
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/*From Bank.idl:*/
module Bank {
    interface Account {
    };
};
 
// Generated java
package Bank;
public abstract class AccountPOA extends
    org.omg.PortableServer.Servant implements
    org.omg.CORBA.portable.InvokeHandler,
    Bank.AccountOperations {...}
// Linking an implementation to the ORB :
public class AccountImpl extends Bank.AccountPOA {...}

2.9.5　デリゲーションを使用したサーバインプリメンテー
ション

サーバをインプリメントするための継承には一つ欠点があります。サーバクラスは POA
スケルトンクラスを継承するため，ほかの目的でインプリメンテーション継承を使用で
きません。それは，Javaが単一の継承だけをサポートしているからです。サーバクラス
が，ほかの目的で利用できる単独の継承リンクを使用しなければならない場合，デリ
ゲーションする必要があります。

サーバクラスがデリゲーションを使用してインプリメントされる場合，追加のコードが
生成されます。

• 各インタフェースは，POAスケルトンを継承する Tieクラスにマッピングされ，デリ
ゲーションコードを提供します。

• 各インタフェースは，Tieクラスがデリゲーションしているオブジェクトの型を定義
するために使用される Operationsインタフェースにもマッピングされます。

デリゲートされたインプリメンテーションは Operationsインタフェースをインプリメン
トする必要があり，Tieクラスのインスタンスに格納しなければいけません。Operation
インタフェースのインスタンスを Tieオブジェクトに格納するのは，Tieクラスで提供さ
れるコンストラクタです。デリゲーションの使用例をコードサンプル 2-25に示します。

コードサンプル 2-25　デリゲーションを使用した Javaでのサーバインプリメンテー
ション

 
/*From Bank.idl:*/
module Bank {
    interface AccountManager {
        Account open(in string name);
    };
};
 
//Generated java
package Bank;
public interface AccountManagerOperations {
    public Example.Account open(java.lang.String name);
}
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//Generated java
package Bank;
public class AccountManagerPOATie extends
        AccountManagerPOA {
    public AccountManagerPOATie(
            final Bank.AccountManagerOperations _delegate)
          {...}
    public AccountManagerPOATie(
            final Bank.AccountManagerOperations _delegate,
            final org.omg.PortableServer.POA _poa){...}
    public Bank.AccountManagerOperations _delegate ( ){...}
    public void _delegate(
            final Bank.AccountManagerOperations delegate)
                                                     {...}
    public org.omg.PortableServer.POA _default_POA( ){...}
    public float open( ){...}
}
//Linking an implementation to the ORB :
//classAccountImpl implements AccountManager Operations
public class Server {
    public static main(String args){
        //...
        AccountManagerPOAtie managerServant =
            new AccountManagerPOATie(
                new AccountManagerImpl( ));
        //...
}

2.9.6　インタフェーススコープ
OMGの IDL/Java言語マッピング仕様は，インタフェースのスコープ内で宣言をネスト
したり，パッケージとインタフェースに同じ名前を付けたりすることを認めていません。
そこで，インタフェーススコープは，「Package」が後ろに付いた同じ名前のパッケージ
にマッピングされます。
56



2.　IDLから Javaへのマッピング
2.10　例外のマッピング
IDL例外は structsとまったく同じようにマッピングされます。例外のフィールドのイン
スタンス変数やコンストラクタを提供する Javaクラスに，IDL例外はマッピングされま
す。

CORBAシステム例外はチェックされない例外です。CORBAシステム例外は，
java.lang.RuntimeExceptionから（間接的に）継承されます。

ユーザ定義例外はチェックされる例外です。ユーザ定義例外は，java.lang.Exceptionか
ら（間接的に）継承されます。

2.10.1　ユーザ定義例外
ユーザ定義例外は，org.omg.CORBA.UserExceptionを継承するファイナル Javaクラス
にマッピングされます。そうでない場合，Helperクラスおよび Holderクラスの生成が
ある IDL struct型のようにマッピングされます。

例外が，ネストされた IDLスコープ内（特に，インタフェース内）で定義される場合，
その Javaクラス名は特殊スコープ内に定義されます。そうでない場合，その Javaクラ
ス名は，例外のある IDLモジュールに対応する Javaパッケージのスコープ内に定義さ
れます。

コードサンプル 2-26　ユーザ定義例外のマッピング
 
//IDL
module Example {
    exception AnException {
        string reason;
    };
};
 
//Generated Java
package Example;
public final class AnException extends
    org.omg.CORBA.UserException {
    public java.lang.String extra;
    public AnException( ) {...}
    public AnException(java.lang.String extra) {...}
    public AnException(java.lang.String _reason,
                       java.lang.String extra) {...}
    public java.lang.String to String( ) {...}
    public boolean equals(java.lang.Object o) {...}
}
 
public final class AnExceptionHolder implements
        org.omg.CORBA.portable.Streamable {
    public Example.AnException value;
    public AnExceptionHolder( ){}
    public AnExceptionHolder(
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               final Example.AnException _vis_value) {...}
    public void _read(final org.omg.CORBA.portable.
                                  InputStream input) {...}
    public void _write(final org.omg.CORBA.portable.
                                OutputStream output) {...}
    public org.omg.CORBA.TypeCode _type( ) {...}
}

2.10.2　システム例外
標準 IDLシステム例外は，org.omg.CORBA.SystemExceptionを継承するファイナル
Javaクラスにマッピングされます。例外の理由を記述する文字列と同様に，IDLのメ
ジャーおよびマイナー例外コードへのアクセスを提供します。
org.omg.CORBA.SystemExceptionのパブリックコンストラクタはありません。それを
継承するクラスだけが実体化できます。

各標準 IDL例外の Javaクラス名は，その IDL名と同じで，org.omg.CORBAパッケー
ジにあるよう宣言されます。デフォルトコンストラクタは，マイナーコードに 0，完了
コードに COMPLETED_NO，理由文字列に空の文字列（""）を提供します。理由文字列
を取りながら，ほかのフィールドにデフォルトを使用するコンストラクタもあれば，三
つのパラメタに指定が必要なコンストラクタもあります。
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2.11　Any型のマッピング

IDL型 Anyは，Javaクラス org.omg.CORBA.Anyにマッピングされます。このクラス
には，事前に定義された型のインスタンスを挿入，または抽出するために必要な，すべ
てのメソッドがあります。抽出オペレーションに不一致型があると，
CORBA::BAD_OPERATION例外が発生します。

さらに，ポータブルスタブとスケルトンで使用される高速インタフェースを提供するた
め，Holderクラスを取る挿入メソッドおよび抽出メソッドが定義されます。非基本 IDL
型の場合を処理するために，一般的なストリーム可能な型用のメソッドがあるほかに，
各基本 IDL型用に定義された挿入メソッド，および抽出メソッドがあります。挿入メ
ソッドおよび抽出メソッドの詳細については，「5.1.2　Anyの抽出メソッド」および
「5.1.3　Anyの挿入メソッド」を参照してください。

挿入オペレーションは指定された値を設定し，必要に応じて Anyの型をリセットしま
す。

type( )アクセッサでのタイプコードの設定は，値を消去します。値が設定される前に抽
出しようとすると，CORBA::BAD_OPERATION例外が発生します。このオペレーショ
ンは，主に IDL outパラメタに型が正しく設定されるようにするために提供されていま
す。
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2.12　ネストされた型のマッピング
IDLでは型宣言をインタフェース内でネストできます。Javaではクラスをインタフェー
ス内でネストできません。そのため，インタフェースのスコープ内で宣言される IDL型
は，Javaクラスにマッピングされる際，特殊なスコープパッケージ内にマッピングされ
ます。

これらの型宣言を含む IDLインタフェースは，スコープパッケージを生成し，マッピン
グされた Javaクラス宣言を含みます。スコープパッケージ名は，IDL型名に
「Package」を付けて構成されます。

コードサンプル 2-27　ネストされた型のマッピング
 
// IDL
module Example {
    interface Foo {
      exception e1 {};
    };
};
 
// generated Java
package Example.FooPackage;
final public class e1 extends
    org.omg.CORBA.UserException {...}
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2.13　typedefのマッピング

Javaには typedef構造体はありません。

2.13.1　シンプル IDL型
シンプル Java型にマッピングされる IDL型は，Javaにサブクラス化されないことがあ
ります。このため，シンプル型の型宣言である typedefは，typedef型が現れるオリジナ
ル（マッピングされた型）にマッピングされます。シンプル IDL型では，すべての
typedefで Helperクラスが生成されます。

2.13.2　複合 IDL型
非配列および非シーケンスの typedefは，各種非 typedefのシンプル IDL型，または
ユーザ定義 IDL型が現れるまで，オリジナルの型に「展開」されません。

Holderクラスは，シーケンス typedefおよび配列 typedefで生成されます。

コードサンプル 2-28　複合 idl typedefのマッピング
 
// IDL
struct EmpName {
   string firstName;
   string lastName;
};
typedef EmpName EmpRec;
 
// generated Java
    // regular struct mapping for EmpName
    // regular helper class mapping for EmpRec
 
final public class EmpName {
    ...
}
 
public class EmpRecHelper {
    ...
}
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3　 生成されるインタフェース
とクラス（Java）
この章では，idl2javaコンパイラで生成されるクラスについて
説明します。

3.1　概要

3.2　<interface_name>Operations

3.3　<type_name>Helper

3.4　<type_name>Holder

3.5　_<interface_name>Stub

3.6　<interface_name>POA

3.7　<interface_name>POATie
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3.1　概要
org.omg.CORBAパッケージのほとんどのクラスには，Helperクラスと Holderクラス
が提供されています。

また，ユーザが定義した型に対しては，idl2javaコンパイラが Helperクラスと Holder
クラスを生成します。Helperクラスと Holderクラスには，型に対して生成されたクラ
スの名前の末尾に「Holder」または「Helper」を付けた名前が付けられます。例えば，
MyTypeと名づけられたユーザ定義型を指定すると，idl2javaコンパイラでは次のよう
に生成されます。

• public class MyType
• public class MyTypeOperations
• public class MyTypeHelper
• public class MyTypeHolder
• public class MyTypePOA
• public class MyTypePOATie
• public class _MyTypeStub

3.1.1　Signatureクラスと Operationsクラス
これらのクラス（MyTypeとMyTypeOperations）は，Javaにマッピングされると，
ユーザの IDLインタフェースの完全なシグニチャを提供します。

Signatureクラス
Signatureクラスは，IDLファイルに宣言するインタフェースごとにシグニチャイ
ンタフェースを定義します。

Operationsクラス
Operationsクラスは，オブジェクトインプリメンテーションでインプリメントされ
なければならないすべてのメソッドを定義します。このクラスは，tie機能を使用す
る場合，対応する tieクラスのデリゲーションオブジェクトとして動作します。

3.1.2　補助クラス
すべてのユーザ定義型には HelperクラスとHolderクラスが生成されます。

Helperクラス
abstract Helperクラスは，idl2javaコンパイラが生成し，関連オブジェクトで動作
させるためのユティリティメソッドを提供します。Helperクラスの目的は，必要の
ないときにクラスが提供するメソッドをロードしないようにするためです。
マッピングした構造体，列挙体，共用体，例外，valuetype，valueboxなどのオブ
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ジェクトに対して，Helperクラスはストリームからオブジェクトを読み込んだり，
書き込んだり，オブジェクトのリポジトリ IDを返したりするためのメソッドを提供
しています。インタフェース用に生成されたHelperクラスには，bindや narrowの
ようなメソッドもあります。

Holderクラス
Java言語では，パラメタは参照型ではなく，値でだけ渡されます。Holderクラス
は，オペレーションリクエストに対応する outパラメタ，および inoutパラメタの
受け渡しだけをサポートするために使用されます。Holderクラスのインタフェース
は，すべての型で統一されています。

3.1.3　ポータビリティスタブインタフェースとポータビリ
ティスケルトンインタフェース

IDLから Java言語へのマッピングには，オブジェクトのローカル呼び出しとリモート呼
び出しの両方に使用できるスタブクラスが定義されています。スケルトンクラスはスト
リーム単位または DSI単位で生成されます。

注
ローカルインタフェースには，スタブクラスもスケルトンクラスもありません。
ローカルインタフェースの詳細については，「2.9.2　ローカルインタフェース」を参
照してください。

スタブクラス
スタブクラスは，クライアントが呼び出す <interface_name>にスタブのインプリ
メンテーションを提供します。すべてのスタブは
org.omg.CORBA.portable.ObjectImplから継承します。

POAクラス
ストリームベースのスケルトンは org.omg.PortableServer.Servantを継承し，DSI
ベースのスケルトンは org.omg.PortableServer.DynamicImplementationを継承し
ます。abstractクラスの POAは，サーバ側のクラスのインプリメンテーションへの
インタフェースを提供します。

POATieクラス
POATieクラスは <interface_name>POAクラスを継承します。POATieクラスに
よって，<interface_name>Operationsメソッドの呼び出しを，同じメソッドをイン
プリメントするほかのオブジェクトにデリゲートできます。POATieクラスを使用
しなくてもかまいませんが，POATieクラスを使用しないときは，
<interface_name>Implクラスに直接 abstractクラスの <interface_name>POAを
継承させなければならないことがあります。
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3.2　<interface_name>Operations
 
public interface <interface_name>Operations
 

idl2javaコンパイラが生成する Operationsクラスは，IDLファイルに記述したインタ
フェース（<interface_name>）に対して宣言したメソッドと定数のインタフェース定義
を格納します。
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3.3　<type_name>Helper
 
abstract public class <type_name>Helper
 

Helperクラスは，org.omg.CORBAパッケージのほとんどのクラスに提供されます。ま
た，Helperクラスは，すべてのユーザ定義型用に idl2javaコンパイラで生成されます。
型用に生成されるクラス名の後ろにはHelperが追加されます。各種静的メソッドがクラ
スを処理するために提供されています。

3.3.1　Helperのメソッド
● public static <interface_name> extractextractextractextract(

org.omg.CORBA.Any anyanyanyany)
このメソッドは，指定された Anyオブジェクトから型を抽出します。
• any
オブジェクトを含んでいる Anyオブジェクト

● public static String idididid ( )
このメソッドは，オブジェクトのリポジトリ IDを取得します。

● public static void insertinsertinsertinsert(
org.omg.CORBA.Any anyanyanyany,
<type_name> valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定された Anyオブジェクトに型を挿入します。
• any
型を含むための Anyオブジェクト

• value
挿入する型

● public static <type_name> readreadreadread(
org.omg.CORBA.portable.InputStream inputinputinputinput)

このメソッドは，指定された入力ストリームから型を読み出します。
• input
オブジェクトが読み出される入力ストリーム

● public static org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype( )
このメソッドは，該当するオブジェクトに対応する TypeCodeを返します。リターン
値の一覧については，「5.23　TCKind」を参照してください。

● public static void writewritewritewrite(
org.omg.CORBA.portable.OutputStream outputoutputoutputoutput,
<type_name> valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定された出力ストリームに型を書き込みます。
67



3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）
• output
オブジェクトが書き込まれる出力ストリーム

• value
出力ストリームに書き込まれる型

3.3.2　インタフェース用に生成されるメソッド
● public static <interface_name> bindbindbindbind(

org.omg.CORBA.ORB orborborborb)
このメソッドは，<interface_name>型のオブジェクトの任意のインスタンスにバイ
ンドします。

● public static <interface_name> bindbindbindbind(
org.omg.CORBA.ORB orborborborb,
java lang String namenamenamename)

このメソッドは，指定したインスタンス名のある <interface_name>型のオブジェク
トにバインドします。
• name
指定したオブジェクトのインスタンス名

● bindbindbindbind(
org.omg.CORBA.ORB orborborborb,
java.lang.String fullPoaNamefullPoaNamefullPoaNamefullPoaName, byte[ ] oidoidoidoid)

• orb
サーバが使用する VisiBroker ORB。ORB.initメソッドの呼び出しによって取得さ
れます。

• fullPoaName
絶対パスで記述された POA名

• oid
リファレンスを生成するオブジェクトの識別子

● public static <interface_name> narrownarrownarrownarrow(
org.omg.CORBA.Object objectobjectobjectobject)

このメソッドは，org.omg.CORBA.Objectリファレンスを，<interface_name>型の
オブジェクトにナロウイングします。オブジェクトリファレンスをナロウイングでき
ない場合，CORBA.BAD_PARAM例外または nullが返されます。
• object

<interface_name>型にナロウイングされるオブジェクト

3.3.3　オブジェクトラッパー用に生成されるメソッド
次に示すメソッドは，idl2javaを -obj_wrapperオプションで発行する場合に，Helper
クラスに生成されます。-obj_wrapperオプションの詳細については，「1.4　idl2java」
を参照してください。オブジェクトラッパー機能の詳細については，マニュアル
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「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「オブジェクト
ラッパーの使用」の記述を参照してください。

● public static void addClientObjectWrapperClassaddClientObjectWrapperClassaddClientObjectWrapperClassaddClientObjectWrapperClass(
org.omg.CORBA.ORB orborborborb, java.lang.Class cccc)

クライアントアプリケーションからタイプドオブジェクトラッパーを追加します。タ
イプドオブジェクトラッパーが複数インストールされている場合は，登録された順に
追加されます。

注
このメソッドは，クライアントアプリケーションだけで呼び出してください。

• orb
クライアントが使用する VisiBroker ORB。ORB.initメソッドの呼び出しで取得さ
れます。ただし，このバージョンでは，orbパラメタは使用できません。

• c
追加するオブジェクトラッパー

● public static void addServerObjectWrapperClassaddServerObjectWrapperClassaddServerObjectWrapperClassaddServerObjectWrapperClass(
org.omg.CORBA.ORB orborborborb, java.lang.Class cccc)

サーバアプリケーションからタイプドオブジェクトラッパーを追加します。タイプド
オブジェクトラッパーが複数インストールされている場合は，登録された順に追加さ
れます。

注
このメソッドは，サーバアプリケーションだけで呼び出してください。

• orb
サーバが使用する VisiBroker ORB。ORB.initメソッドの呼び出しで取得されます。
ただし，このバージョンでは，orbパラメタは使用できません。

• c
追加するオブジェクトラッパー

● public static void removeClientObjectWrapperClassremoveClientObjectWrapperClassremoveClientObjectWrapperClassremoveClientObjectWrapperClass(
org.omg.CORBA.ORB orborborborb, java.lang.Class cccc)

クライアントアプリケーションからタイプドオブジェクトラッパーを削除します。

注
このメソッドは，クライアントアプリケーションだけで呼び出してください。

• orb
クライアントが使用する VisiBroker ORB。ORB.initメソッドの呼び出しで取得さ
れます。

• c
削除するオブジェクトラッパー

● public static void removeServerObjectWrapperClassremoveServerObjectWrapperClassremoveServerObjectWrapperClassremoveServerObjectWrapperClass(
org.omg.CORBA.ORB orborborborb, java.lang.Class cccc)

サーバアプリケーションからタイプドオブジェクトラッパーを削除します。
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注
このメソッドは，サーバアプリケーションだけで呼び出してください。

• orb
サーバが使用する VisiBroker ORB。ORB.initメソッドの呼び出しで取得されます。

• c
削除するオブジェクトラッパークラス
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3.4　<type_name>Holder
 
public final class <type_name>Holder
 

Holderクラスは，org.omg.CORBAパッケージ内のすべての基本 IDL型に提供されま
す。また，idl2javaコンパイラによって，すべてのユーザ定義型に対しても Holderクラ
スが生成されます。ユーザ定義型のために生成されたクラス名の後ろにHolderが追加さ
れます。各 Holderには，コンストラクタと型付きの値であるメンバのセットがありま
す。

基本型の Holderクラスは，次のように定義されます。基本型のHolderクラスは，
org.omg.CORBAパッケージ内にあります。

• public class ShortHolder
• public class IntHolder
• public class LongHolder
• public class ByteHolder
• public class FloatHolder
• public class DoubleHolder
• public class CharHolder
• public class BooleanHolder
• public class StringHolder
• public class ObjectHolder
• public class AnyHolder
• public class TypeCodeHolder
• public class PrincipalHolder

ユーザ定義型 <type_name>の Holderクラスをコードサンプル 3-1に示します。

コードサンプル 3-1　Holderクラス
 
// Java
final public class <type_name>Holder
   implements org.omg.CORBA.portable.Streamable {
   public <type_name> value;
   public <type_name>Holder( ) {}
   public <type_name>Holder(<type_name> initial)
                                                        {}
   public void _read(org.omg.CORBA.portable.InputStream i)
       {...};
   public void _write(
                    org.omg.CORBA.portable.OutputStream o)
       {...};
   public org.omg.CORBA.TypeCode _type( ) {...}
}
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3.4.1　メンバデータ
 
public <type_name> value
 

この値は，このオブジェクトが含む型を表します。

3.4.2　Holderのメソッド
● public <type_name>    HolderHolderHolderHolder( )
デフォルトコンストラクタは，outパラメタで使用すると便利です。デフォルトコン
ストラクタは，Java言語の定義に従って，値フィールドに型のデフォルト値を設定し
ます。値は，boolean型では falseに設定されます。整数型および char型では 0に，
文字列およびオブジェクトリファレンスでは nullが設定されます。

● public <type_name> Holder Holder Holder Holder(
<interface_name> initialinitialinitialinitial)

値コンストラクタは，inoutパラメタで使用すると便利です。valueフィールドは指定
された Anyオブジェクトの valueフィールドからコピーされます。
• initial

Holderが含んでいる，そのほかのオブジェクト
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3.5　_<interface_name>Stub
 
abstract public class _<interface_name>Stub
 

idl2javaコンパイラが生成するスタブクラスは，クライアントが呼び出す
<interface_name>にスタブのインプリメンテーションを提供します。このクラスが提供
するインプリメンテーションは，オブジェクトのインプリメンテーションを透過的に動
作させます。
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3.6　<interface_name>POA
 
abstract public class <interface_name>POA
 

このクラスは，指定したインタフェースに POAスケルトン（サーバント）クラスを提供
します。このクラスは <interface_name>Operationsインタフェースにインプリメン
テーションを提供しません。<interface_name>Implクラスをインプリメントする際に，
このクラスを継承してください。
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3.7　<interface_name>POATie
 
abstract public class <interface_name>POATie
 

idl2javaコンパイラが生成する tieクラスは，<interface_name>POAにデリゲータクラ
スを作成します。

3.7.1　tieのメソッド
● public <interface_name>POATiePOATiePOATiePOATie(

final <interface_name>Operations _delegate_delegate_delegate_delegate)
このメソッドはコンストラクタです。<interface_name>Operationsインタフェース
をインプリメントしてデリゲートオブジェクトとして使用するオブジェクトをこのメ
ソッドに渡します。

● public <interface_name>POATiePOATiePOATiePOATie(
final <interface_name>Operations _delegate_delegate_delegate_delegate,
final org.omg.PortableServer.POA _poa_poa_poa_poa)

このメソッドは，デリゲートオブジェクトとデフォルト POAサーバントを初期化す
るコンストラクタです。
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4　 コアインタフェースとクラ
ス（Java）
この章では，Java言語のコアインタフェースとクラスについ
て説明します。

4.1　CompletionStatus

4.2　Context

4.3　InvalidName

4.4　Object

4.5　ORB

4.6　Policy

4.7　PortableServer.AdapterActivator

4.8　PortableServer.Current

4.9　PortableServer.POA

4.10　PortableServer.POAManager

4.11　PortableServer.POAManagerPackage.State

4.12　PortableServer.ServantActivator

4.13　PortableServer.ServantLocator

4.14　PortableServer.ServantManager

4.15　PortableServer.ForwardRequest
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4.1　CompletionStatus
 
public final class org.omg.CORBA.CompletionStatus extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，SystemExceptionで動作し，例外が発生する前にオペレーションが完了
したかどうかを示します。

4.1.1　IDLの定義
 
enum CompletionStatus {
    COMPLETED_YES,
    COMPLETED_NO,
    COMPLETED_MAYBE
};

4.1.2　CompletionStatusのメンバ
● COMPLETED_YES
オペレーションが無事完了したことを表します。

● COMPLETED_NO
例外，またはエラーの発生のため，オペレーションが開始されなかったことを表しま
す。

● COMPLETED_MAYBE
例外，またはエラーの発生のため，オペレーションが完了しなかった可能性があるこ
とを表します。

4.1.3　CompletionStatusのメソッド
このメソッドの詳細については，「2.8.1　enum」を参照してください。

 
public final static int _COMPLETED_YES
public final static int _COMPLETED_NO
public final static int _COMPLETED_MAYBE
public final static CompletionStatus COMPLETED_YES
public final static CompletionStatus COMPLETED_NO
public final static CompletionStatus COMPLETED_MAYBE
public int value( )
public static CompletionStatus from_int(int value)
78



4.　コアインタフェースとクラス（Java）
4.2　Context
 
public abstract class org.omg.CORBA.Context extends
    java.lang.Object
 

このクラスには，クライアントのプロパティリストを含みます。このプロパティリスト
は，クライアントがリクエストをするときにサーバにプロパゲーションされます。
CORBA仕様では Contextの内容を定義しないため，これらのプロパティを定義するの
は，ユーザと実装者に任されます。Contextオブジェクトは，親コンテキストに対する
ポインタをそれぞれ含むツリーとして編成されます。ルートコンテキストは global 
default contextで，親は nullになります。デフォルトコンテキストは，
ORB.get_default_contextメソッドを使用することで取得されます。
ORB.get_default_contextメソッドの詳細については，「4.5　ORB」を参照してくださ
い。

4.2.1　IDLの定義
 
interface Context {
    CORBA::Identifier context_name( );
    CORBA::Context parent( );
    void set_one_value(
        in CORBA::Identifier prop_name,
        in any value
    );
    void set_values(
        in CORBA::NVList values
    );
    CORBA::NVList get_values(
        in CORBA::Identifier start_scope,
        in boolean restrict_scope,
        in CORBA::Identifier prop_name
    );
    void delete_values(
        in CORBA::Identifier prop_name
    );
    CORBA::Context create_child(
        in CORBA::Identifier context_name
    );
};

4.2.2　Contextのメソッド
● public java.lang.String context_namecontext_namecontext_namecontext_name( )
このメソッドは，この Context名を返します。

● public Context create_childcreate_childcreate_childcreate_child(
java.lang.String context_namecontext_namecontext_namecontext_name)
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このメソッドは，指定された親 Contextで子 Contextを生成します。また，新しく生
成された子コンテキストを返します。
• context_name
生成される子コンテキスト名

● public void delete_valuesdelete_valuesdelete_valuesdelete_values(
java.lang.String prop_nameprop_nameprop_nameprop_name)

このメソッドは，カレントの Contextから指定された名前ですべてのプロパティを削
除します。prop_nameのいちばん後ろには，ワイルドカードとしてアスタリスク（*）
を使用できます。
• prop_name
削除されるプロパティ名

● public org.omg.CORBA.NVList get_valuesget_valuesget_valuesget_values(
java.lang.String start_scopestart_scopestart_scopestart_scope,
int restrict_scoperestrict_scoperestrict_scoperestrict_scope,
java.lang.String prop_nameprop_nameprop_nameprop_name)

このメソッドは，カレントの Contextに対応するプロパティを名前と値のペアである
NVListとして返します。Context検索の範囲は，start_scopeパラメタおよび
restrict_scopeパラメタを使用して制限できます。prop_nameのいちばん後ろには，
ワイルドカードとしてアスタリスク（*）を使用できます。
このメソッドは，指定された検索の結果の名前と値のリストを返します。start_scope
が nullでなく，該当する Contextが見つからない場合，このメソッドは
BAD_PARAM例外となります。
また，このメソッドは，prop_nameに空の文字列を指定すると BAD_PARAM例外と
なります。
prop_nameに指定したプロパティ名が見つからない場合は，BAD_CONTEXT例外と
なります。
メモリの確保に失敗した場合は，NO_MEMORY例外になります。
• start_scope
検索を始めるコンテキスト名

• restrict_scope
オペレーションフラグ。設定可能なフラグの一つは CTX_RESTRICT_SCOPEで
す。このフラグが設定されると，メソッドによる探索は設定された start_scope内
または Contextオブジェクト内に制限されます。

• prop_name
返されるプロパティ名

● public org.omg.CORBA.Context parentparentparentparent( )
このメソッドは，このオブジェクトの親 Contextを返します。オブジェクトがデフォ
ルトグローバルコンテキストである場合，NULLを返します。

● public void set_one_valueset_one_valueset_one_valueset_one_value(
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java.lang.String prop_nameprop_nameprop_nameprop_name,
org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，新規プロパティをカレントの Contextに追加します。プロパティの
値は，Anyクラスで表示されます。Anyの詳細については，「5.1　Any」を参照して
ください。
• prop_name
新規プロパティ名

• value
新規プロパティの値を含む Anyオブジェクト

● public void set_valuesset_valuesset_valuesset_values(
org.omg.CORBA.NVList valuesvaluesvaluesvalues)

このメソッドは，複数の名前と値のペアを含む，提供されたNVListを使用して，カ
レントの Contextのプロパティを設定します。NVListについては，「5.19　NVList」
を参照してください。
• values

Contextのプロパティリスト
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4.3　InvalidName
 
public final class org.omg.CORBA.ORBPackage.InvalidName extends
    org.omg.CORBA.UserException
 

ORB.resolve_initial_referencesメソッドでこの例外が発生します。詳細については，
「4.5.2　JDKでの ORBメソッド」の resolve_initial_referencesメソッドを参照してく
ださい。

このクラスの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッドの詳細
については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してください。
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4.4　Object
 
public interface org.omg.CORBA.Object
 

このインタフェースは，CORBA継承階層のルートです。IDLで定義されたすべてのイ
ンタフェースは，このインタフェースから継承されます。このインタフェースは，プ
ラットフォームに依存しないランタイムの型情報とオブジェクトリファレンスの等価テ
ストを提供します。

VisiBrokerでは org.omg.CORBA.Objectにメソッドを幾つか追加して拡張しています。
この拡張の階層関係を次の図に示します。

図 4-1　org.omg.CORBA.Objectの階層と Objectインタフェースの位置づけ

この二つのインタフェースの詳細を次に説明します。

4.4.1　org.omg.CORBA.Objectの定義
 
package org.omg.CORBA;
public interface Object {
    Request _create_request(
        Context ctx,
        String operation,
        NVList arg_list,
        NamedValue result
    );
 
    Request _create_request(
        Context ctx,String operation,
        NVList arg_list,
        NamedValue result,
        ExceptionList exclist,
        ContextList ctxlist
    );
    org.omg.CORBA.Object _duplicate( );
    DomainManager [ ] _get_domain_managers( );
    org.omg.CORBA.Object _get_interface_def( );
    Policy _get_policy(int policy_type);
    int _hash(int maximum);
    boolean _is_a(String repositoryIdentifier);
    boolean _is_equivalent(org.omg.CORBA.Object other);
    boolean _non_existent( );
    void _release( );
    Request _request(String operation);
    org.omg.CORBA.Object _set_policy_override(
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        Policy [ ] policies,
        SetOverrideType set_add
    );
}

4.4.2　org.omg.CORBA.Objectのメソッド
● public org.omg.CORBA.Request _create_request_create_request_create_request_create_request(

org.omg.CORBA.Context ctxctxctxctx,
java.lang.String operationoperationoperationoperation,
org.omg.CORBA.NVList arg_listarg_listarg_listarg_list,
org.omg.CORBA.NamedValue resultresultresultresult)

このメソッドは，指定されたパラメタで初期化される動的起動リクエストを生成しま
す。デフォルトコンテキストの取得については，「4.5.2　JDKでの ORBメソッド」
の get_default_contextメソッドを参照してください。
• ctx
動的起動リクエストに使用される Context

• operation
呼び出されるオペレーション名

• arg_list
NamedValue項目のリスト。オペレーションに渡される各パラメタには，
NamedValueが一つあります。

• result
オペレーションの結果

● public org.omg.CORBA.Request _create_request_create_request_create_request_create_request(
org.omg.CORBA.Context ctxctxctxctx,
java.lang.String operationoperationoperationoperation,
org.omg.CORBA.NVList arg_listarg_listarg_listarg_list,
org.omg.CORBA.NamedValue resultresultresultresult,
org.omg.CORBA.ExceptionList exceptionsexceptionsexceptionsexceptions,
ContextList contextscontextscontextscontexts)

このメソッドは，指定パラメタで初期化される動的起動リクエストを生成します。動
的起動リクエストの生成には，リクエストで発生する例外のリストが含まれます。デ
フォルトコンテキストの取得については，「4.5.2　JDKでの ORBメソッド」の
get_default_contextメソッドを参照してください。
• ctx
動的起動リクエストに使用される Context

• operation
呼び出されるオペレーション名

• arg_list
NamedValue項目のリスト。オペレーションに渡される各パラメタには，
NamedValueが一つあります。
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• result
オペレーションの結果

• exceptions
該当するリクエストで発生する例外を表す，Typecodeオブジェクトのリスト

• contexts
Contextオブジェクトのリスト。Contextオブジェクトのリストは，コンテキスト
名をチェックする型をサポートします。

● public int _hash_hash_hash_hash(
int maximummaximummaximummaximum)

このメソッドは，0からmaximumの範囲の，このオブジェクトのハッシュ値を算出
します。常に正の値を返します。
• maximum
返される最大ハッシュ値

● public boolean _is_a_is_a_is_a_is_a(
java.lang.String repidrepidrepidrepid)

このメソッドは，指定されたインタフェースをインプリメントしているかどうかを知
るためにオブジェクトに問い合わせます。このメソッドは，インプリメンテーション
オブジェクトがインタフェースをサポートしている場合，trueを返します。そうでな
い場合，falseを返します。
• repid
要求するインタフェースのリポジトリ IDを含む文字列

注
次の例に示すように，指定されたサーバは多重継承で複数のインタフェースを同
時にインプリメントできます。そのため，このメソッドの呼び出しは，インプリ
メンテーションオブジェクトに対する呼び出しとなる場合があります。

 
module M {
    interface A {
        void opA( );
    };
    interface B {
        void opB( );
    };
    interface C : A ,B {
    };
};
 

モジュールMにインタフェース Aが指定されている場合（M::A），該当するリポジト
リ IDは，一般的に IDL:M/A:1.0です。リポジトリ IDは，IDLファイルの中で
#pragmasを使用して，任意文字列にも設定されます。

● public boolean _is_equivalent_is_equivalent_is_equivalent_is_equivalent(
org.omg.CORBA.Object other_objectother_objectother_objectother_object)

このメソッドは，このオブジェクトのインターオペラブルオブジェクトリファレンス
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（IOR）を指定されたオブジェクトの IORと比較し，IORが同じ値である場合 trueを
返します。そうでない場合，falseを返します。同じインプリメンテーションオブジェ
クトが複数の IORで参照される場合，falseを取得することがあります。
• other_object
このオブジェクトと比較されるオブジェクトのリファレンス

● public boolean _non_existent_non_existent_non_existent_non_existent( )
このメソッドは，インプリメンテーションオブジェクトが活性化されているかどうか
を調べるためにインプリメンテーションオブジェクトを pingします。このメソッド
は，インプリメンテーションオブジェクトが現在，活性化されている場合（または，
サーバを活性化したあとで），falseを返します。そうでない場合，trueを返します。
このメソッドは，クライアントのプロキシオブジェクトがほかのサーバに再バインド
する原因にはなりません。つまり，強制的にバインドをしますが，強制的に再バイン
ドはしません。サーバにアクセスできない場合は，TRANSIENT例外を返します。
vbroker.orb.compliantExceptionsプロパティを falseに設定すると，例外ではなく
trueを返します。これによって，下位互換性が保たれます。

● public org.omg.CORBA.Request _request_request_request_request(
java.lang.String operationoperationoperationoperation)

このメソッドは，空の動的起動リクエストを生成します。オペレーションの INパラ
メタおよび INOUTパラメタの型と値，OUTパラメタの型，およびリターン値の型
は，リクエスト送信前に初期化する必要があります。オペレーションによるユーザ例
外が発生する場合は，ユーザ例外のタイプコードのリストをリクエスト送信前に初期
化する必要があります。コンテキストを使用する場合は，コンテキストリストをリク
エスト送信前に初期化する必要があります。動的起動リクエストの初期化と送信の詳
細については，「5.21　Request」を参照してください。
• operation
呼び出されるオペレーション名

4.4.3　VisiBrokerでの Objectの継承
 
Package com.inprise.vbroker.CORBA;
 
public interface Object extends org.omg.CORBA.Object {
    public void _bind( );
    public org.omg.CORBA.Policy _get_client_policy(
                                         int policy_type);
    public org.omg.CORBA.Policy[ ] _get_policy_overrides(
                                         int[ ] types);
    public com.inprise.vbroker.IOP.IOR _ior( );
    public com.inprise.vbroker.IOP.IORValue _ior_value( );
    public boolean _is_bound( );
    public boolean _is_local( );
    public boolean _is_persistent( );
    public boolean _is_remote( );
    public java.lang.String _object_name( );
86



4.　コアインタフェースとクラス（Java）
    public org.omg.CORBA.ORB _orb( );
    public java.lang.String _repository_id( );
    public org.omg.CORBA.Object _resolve_reference(
                                     java.lang.String id);
    public boolean _validate_connection(
        org.omg.CORBA.PolicyListHolder
                                     inconsistent_policies
    );
}

4.4.4　VisiBrokerでの Objectのメソッドの継承
● public boolean _is_bound_is_bound_is_bound_is_bound( )
このメソッドは，TCPコネクションがインプリメンテーションオブジェクトで設定さ
れている場合，trueを返します。そうでない場合，falseを返します。

● public boolean _is_local_is_local_is_local_is_local( )
このメソッドは，このオブジェクトがローカルアドレス空間内でインプリメントされ
たオブジェクトを参照する場合，trueを返します。そうでない場合，falseを返しま
す。

● public boolean _is_persistent_is_persistent_is_persistent_is_persistent( )
このメソッドは，このオブジェクトリファレンスがオブジェクトをインプリメントす
るプロセスの存続期間を超えて有効である場合に trueを返します。そうでない場合，
falseを返します。

● public boolean _is_remote_is_remote_is_remote_is_remote( )
このメソッドは，このオブジェクトがリモートアドレス空間でインプリメントされた
オブジェクトを参照している場合に trueを返します。そうでない場合，falseを返し
ます。

● public java.lang.String _repository_id_repository_id_repository_id_repository_id( )
このメソッドは，オブジェクトインプリメンテーションのインタフェースのリポジト
リ IDを返します。

● public org.omg.CORBA.Object _resolve_reference_resolve_reference_resolve_reference_resolve_reference(
java.lang.String idididid)

このメソッドは，指定されたサービス識別子でサーバ側のインタフェースを解決する
ため，クライアントアプリケーションからオブジェクトリファレンスに対して呼び出
されます。このメソッドは，サーバ側で ORB.resolve_initial_referencesメソッドを
呼び出させます。ORB.resolve_initial_referencesメソッドの詳細については，「4.5.2
　JDKでの ORBメソッド」の resolve_initial_referencesメソッドを参照してくださ
い。クライアントが特定のサーバ型にナロウイングできる，オブジェクトリファレン
スを返します。
• id
サーバ側で解決されるインタフェース名
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4.5　ORB
 
public abstract class org.omg.CORBA.ORB extends java.lang.Object
 

このクラスは，コードサンプル 4-1に示すように，CORBAの基盤を初期化するメソッ
ドを提供します。ORBは，クライアントとサーバの両方で使用される各種メソッドを提
供します。

JDKには CORBA 2.4で規定されているよりもわずかに古い org.omg.CORBA.ORBクラ
スがバンドルされています。VisiBrokerは CORBA 2.4準拠の ORBを拡張し，
org.omg.CORBA.ORBクラスにメソッドを幾つか追加しています。この拡張の階層関係
を次の図に示します。

図 4-2　org.omg.CORBA.ORBの階層と ORBインタフェースの位置づけ

コードサンプル 4-1　ORBクラスのクライアント使用例
 
public class SimpleClientProgram {
    public static void main(String args[ ]) {
        try {
          org.omg.CORBA.ORB orb =
                        org.omg.CORBA.ORB.init(args,null);
          org.omg.CORBA.Object object =
                            orb.string_to_object(args[0]);
          System.out.println(
                           "Contacted object: " + object);
        }
        catch(org.omg.CORBA.SystemException se) {
          System.out.println("Failure: " + se);
        }
    }
}

4.5.1　JDKでの ORBの定義
 
abstract public class ORB {
    public void connect(org.omg.CORBA.Object obj);
    public org.omg.CORBA.TypeCode
            create_abstract_interface_tc(
        String id,
88



4.　コアインタフェースとクラス（Java）
        String name
    );
    abstract public TypeCode create_alias_tc(
        String id,
        String name,
        TypeCode original_type
    );
    abstract public Any create_any( );
    abstract public TypeCode create_array_tc(int length,
        TypeCode element_type);
    abstract public ContextList create_context_list( );
    abstract public TypeCode create_enum_tc(String id,
         String name, String[ ] members);
    abstract public Environment create_environment( );
    abstract public ExceptionList
                                 create_exception_list( );
    abstract public TypeCode create_exception_tc(
        String id,
        String name,
        StructMember[ ] members
    );
    public org.omg.CORBA.TypeCode create_fixed_tc(
        short digits,
        short scale);
    abstract public TypeCode create_interface_tc(
        String id, String name);
    abstract public NVList create_list(int count);
    abstract public NamedValue create_named_value(
        String s, Any any,
        int flags);
    public org.omg.CORBA.TypeCode create_native_tc(
        String id,
        String name);
    public NVList create_operation_list(
                        org.omg.CORBA.Object oper);
    abstract public org.omg.CORBA.portable.OutputStream
        create_output_stream( );
    public org.omg.CORBA.Policy create_policy(int type,
        org.omg.CORBA.Any val)
        throws org.omg.CORBA.PolicyError;
    abstract public TypeCode create_recursive_sequence_tc(
        int bound,
        int offset);
    public org.omg.CORBA.TypeCode create_recursive_tc(
        String id);
    abstract public TypeCode create_sequence_tc(int bound,
        TypeCode element_type);
    abstract public TypeCode create_string_tc(int bound);
    abstract public TypeCode create_struct_tc(
        String id,
        String name,
        StructMember[ ] members
    );
    abstract public TypeCode create_union_tc(
        String id,
        String name,
        TypeCode discriminator_type,
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        UnionMember[ ] members
    );
    public org.omg.CORBA.TypeCode create_value_box_tc(
        String id,
        String name,
        TypeCode boxed_type
    );
    public org.omg.CORBA.TypeCode create_value_tc(
        String id,
        String name,
        short type_modifier,
        TypeCode concrete_base,
        ValueMember[ ] members
    );
    abstract public TypeCode create_wstring_tc(int bound);
    public void disconnect(org.omg.CORBA.Object obj);
    public org.omg.CORBA.Current get_current( );
    abstract public Context get_default_context( );
    abstract public Request get_next_response( )
                                  throws WrongTransaction;
    abstract public TypeCode
                          get_primitive_tc(TCKind tcKind);
    public boolean get_service_information(
        short service_type,
        ServiceInformationHolder service_info
    );
    public static ORB init(
                        String[ ] args, Properties props);
    public static ORB init(Applet app, Properties props);
    abstract public String[ ] list_initial_services( );
    abstract public String object_to_string(
                                org.omg.CORBA.Object obj);
    public void perform_work( );
    abstract public boolean poll_next_response( );
    abstract public org.omg.CORBA.Object
        resolve_initial_references(String object_name)
        throws InvalidName;
    public void run( );
    abstract public void send_multiple_requests_oneway(
                                          Request[ ] req);
    abstract public void send_multiple_requests_deferred(
                                          Request[ ] req);
    abstract protected void set_parameters(Applet app,
                                        Properties props);
    abstract protected void set_parameters(String[ ] args,
        Properties props);
    public void shutdown(boolean wait_for_completion);
    abstract public org.omg.CORBA.Object string_to_object(
                                              String str);
    public boolean work_pending( );
}

4.5.2　JDKでの ORBメソッド
● public TypeCode create_abstract_interface_tccreate_abstract_interface_tccreate_abstract_interface_tccreate_abstract_interface_tc(

String idididid, String namenamenamename)
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IDLの抽象インタフェースの TypeCodeオブジェクトを生成して返します。
• id
抽象インタフェース型の論理 ID

• name
抽象インタフェース型の名前

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode create_alias_tccreate_alias_tccreate_alias_tccreate_alias_tc(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
java.lang.String type_nametype_nametype_nametype_name,
org.omg.CORBA.TypeCode original_typeoriginal_typeoriginal_typeoriginal_type)

このメソッドは，IDLの aliasに対応する TypeCodeを生成して返します。
• repository_id

IDLで型を指定するリポジトリ ID
• type_name
アンスコープ型名

• original_type
エイリアスを付けられた型

● abstract public org.omg.CORBA.Any create_anycreate_anycreate_anycreate_any( )
このメソッドは，NULLタイプコードを持つ空の Anyオブジェクトを生成します。

● public static org.omg.CORBA.TypeCode create_array_tccreate_array_tccreate_array_tccreate_array_tc(
int boundboundboundbound, TypeCode element_typeelement_typeelement_typeelement_type)

この静的メソッドは，配列に対して TypeCodeを動的に生成します。
• bound
配列要素の最大数

• element_type
配列が格納している要素の型

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode create_array_tccreate_array_tccreate_array_tccreate_array_tc(
int lengthlengthlengthlength, org.omg.CORBA.TypeCode element_typeelement_typeelement_typeelement_type)

このメソッドは，IDLの配列に対応する TypeCodeを生成して返します。
• length
配列の長さ

• element_type
配列に含まれる要素の型

● public abstract ContextList create_context_listcreate_context_listcreate_context_listcreate_context_list( )
このメソッドは，空の ContextListを生成して返します。

● public org.omg.CORBA.DynAny create_dyn_anycreate_dyn_anycreate_dyn_anycreate_dyn_any(
org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)

指定した値で初期化した DynAnyオブジェクトを作成します。

注
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DynAnyオブジェクトは，オペレーションリクエストおよび DIIリクエストのパ
ラメタとしては使用できません。また，ORB.object_to_stringメソッドで外部化
することもできません。詳細については，「5.6　DynAny」を参照してください。

• value
該当するオブジェクトの初期化に使用する Anyオブジェクト

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode create_enum_tccreate_enum_tccreate_enum_tccreate_enum_tc(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
java.lang.String type_nametype_nametype_nametype_name,
java.lang.String members[ ]members[ ]members[ ]members[ ])

このメソッドは，IDLの列挙体に対応する TypeCodeを生成して返します。
• repository_id

IDLで型を指定するリポジトリ ID
• type_name
アンスコープ型名

• members
型のメンバを定義する文字列の配列

● abstract public org.omg.CORBA.Environment create_environmentcreate_environmentcreate_environmentcreate_environment( )
このメソッドは，空の Environmentを生成して返します。

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode create_exception_tccreate_exception_tccreate_exception_tccreate_exception_tc(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
java.lang.String type_nametype_nametype_nametype_name,
org.omg.CORBA.StructMember members[ ]members[ ]members[ ]members[ ])

このメソッドは，IDLの exceptionに対応する TypeCodeを生成して返します。
• repository_id

IDLで型を指定するリポジトリ ID
• type_name
アンスコープ型名

• members
型のメンバを定義する文字列の配列

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode create_interface_tccreate_interface_tccreate_interface_tccreate_interface_tc(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id, java.lang.String type_nametype_nametype_nametype_name)

このメソッドは，IDLの interfaceに対応する TypeCodeを生成して返します。
• repository_id

IDLで型を指定するリポジトリ ID
• type_name
アンスコープ型名

● abstract public org.omg.CORBA.NVList create_listcreate_listcreate_listcreate_list(
int lengthlengthlengthlength)

このメソッドは，指定された長さの NVListを生成して返します。NVListの詳細につ
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いては，「5.19　NVList」を参照してください。
• length
生成されるリストの長さ

● abstract public org.omg.CORBA.NamedValue create_named_valuecreate_named_valuecreate_named_valuecreate_named_value(
java.lang.String namenamenamename, org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue, int flagsflagsflagsflags)

このメソッドは，動的起動インタフェースの新規NamedValueを生成して返します。
• name

NamedValue名
• value

NamedValueの値
• flags

NamedValueのフラグ：IN，OUT，または INOUT

● abstract public org.omg.CORBA.NVList create_operation_listcreate_operation_listcreate_operation_listcreate_operation_list(
org.omg.CORBA.OperationDef operationDefoperationDefoperationDefoperationDef)

このメソッドは，動的起動インタフェースリクエストで使用される新規NVListを生
成して返します。
• operationDef
指定されなければならないオペレーションの記述

● public org.omg.CORBA.Policy create_policycreate_policycreate_policycreate_policy(
int typetypetypetype,
org.omg.CORBA.Any valvalvalval)
throws

org.omg.CORBA.PolicyError
このメソッドは，指定した初期状態を持つ指定した型のポリシーオブジェクトを作成
します。ポリシーオブジェクトの作成に失敗した場合，PolicyError例外が発生しま
す。
• type
作成するポリシーオブジェクトの型

• val
作成するポリシーオブジェクトの初期状態を設定するための値

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode 
create_recursive_sequence_tccreate_recursive_sequence_tccreate_recursive_sequence_tccreate_recursive_sequence_tc(int lengthlengthlengthlength, int offsetoffsetoffsetoffset)

このメソッドは，IDLの sequenceに対応する TypeCodeを生成して返します。
• length
生成される列の長さ。0の場合，アンバウンデッドシーケンスであることを示しま
す。

• offset
タイプコード（リカーシブ）定義へのオフセット

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode create_sequence_tccreate_sequence_tccreate_sequence_tccreate_sequence_tc(
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int lengthlengthlengthlength, org.omg.CORBA.TypeCode element_typeelement_typeelement_typeelement_type)
このメソッドは，IDLの sequenceに対応する TypeCodeを生成して返します。
• length
生成される列の長さ。0の場合，アンバウンデッドシーケンスであることを示しま
す。

• element_type
シーケンスに含まれる要素の型

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode create_string_tccreate_string_tccreate_string_tccreate_string_tc(
int lengthlengthlengthlength)

このメソッドは，IDLの Stringに対応する TypeCodeを生成して返します。
• length
生成される文字列の長さ。0の場合，アンバウンデッド stringであることを示しま
す。

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode create_struct_tccreate_struct_tccreate_struct_tccreate_struct_tc(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
String type_nametype_nametype_nametype_name,
org.omg.CORBA.StructMember members[ ]members[ ]members[ ]members[ ])

このメソッドは，IDLの structに対応する TypeCodeを生成して返します。
• repository_id

IDLで型を指定するリポジトリ ID
• type_name
アンスコープ型名

• members
型のメンバを定義する構造体の配列

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode create_union_tccreate_union_tccreate_union_tccreate_union_tc(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
java.lang.String type_nametype_nametype_nametype_name,
org.omg.CORBA.TypeCode discriminator_typediscriminator_typediscriminator_typediscriminator_type,
org.omg.CORBA.UnionMembers members[ ]members[ ]members[ ]members[ ])

このメソッドは，IDLの unionに対応する TypeCodeを生成して返します。
• repository_id

IDLで型を指定するリポジトリ ID
• type_name
アンスコープ型名

• discriminator_type
ディスクリミネータの型。ディスクリミネータは，switch文で使用される型です。

• members
型のメンバを定義する構造体の配列

● public TypeCode create_value_box_tccreate_value_box_tccreate_value_box_tccreate_value_box_tc(
String idididid,
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String namenamenamename,
TypeCode boxed_typeboxed_typeboxed_typeboxed_type)

IDL値ボックスの TypeCodeオブジェクトを生成して返します。
• id
値型の論理 ID

• name
値型の名前

• boxed_type
型の TypeCode

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode create_wstring_tccreate_wstring_tccreate_wstring_tccreate_wstring_tc(
int lengthlengthlengthlength)

このメソッドは，IDL wString，またはUnicode文字列に対応する TypeCodeを生成
して返します。
• length
生成される文字列の長さ。0の場合，アンバウンデッド stringであることを示しま
す。

● abstract public org.omg.CORBA.Context get_default_contextget_default_contextget_default_contextget_default_context( )
このメソッドは，グローバルデフォルト Contextを返します。デフォルトコンテキス
トは共有リソースであるため，デフォルトコンテキストの同期を取ってください。

● abstract public org.omg.CORBA.Request get_next_responseget_next_responseget_next_responseget_next_response( )
このブロッキングメソッドは，遅延されたオペレーションリクエストへの応答ができ
るまで待ちます。完了した Requestを返します。send_multiple_requests_deferred
メソッドを参照してください。

● abstract public org.omg.CORBA.TypeCode get_primitive_tcget_primitive_tcget_primitive_tcget_primitive_tc(
TCKind kindkindkindkind)

このメソッドは，型に対応する基本タイプコードを返します。kindが範囲外，または
基本データ型用でないと，org.omg.CORBA.BAD_PARAM例外が発生します。
• kind

TCKindに定義されたタイプコードの種類

● public static ORB initinitinitinit(
Strings[ ] argsargsargsargs, Properties propspropspropsprops)

このメソッドは，使用する ORBをアプリケーションで初期化し，ORBの新しいイン
スタンスを返します。
• args
プログラムに渡すコマンドラインパラメタ

• props
ORBの動作をカスタマイズするために設定できるプロパティ

● public static ORB initinitinitinit(
Applet appappappapp, Properties propspropspropsprops)
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このメソッドは，使用する ORBをアプレットで初期化し，ORBの新しいインスタン
スを返します。
• app

ORBの該当するインスタンスと対応づけるアプレット
• props

ORBの動作をカスタマイズするために設定できるプロパティ

● abstract public java.lang.String[ ] list_initial_serviceslist_initial_serviceslist_initial_serviceslist_initial_services( )
このメソッドは，最初にプロセスで使用できる任意のオブジェクトサービス名のリス
トを返します。サービスには，ロケーションサービス，インタフェースリポジトリ，
またはネームサービスがあります。

● abstract public java.lang.String object_to_stringobject_to_stringobject_to_stringobject_to_string(
org.omg.CORBA.Object objobjobjobj)

このメソッドは，オブジェクトリファレンスを Stringに変換して返します。String
はサーバが存続している間有効です。または，インプリメンテーションが活性化デー
モンで登録されている場合，登録および活性化デーモンが存続している間有効です。
このメソッドは，文字列化した IORを返します。
• obj
変換されるオブジェクトリファレンス

● void perform_workperform_workperform_workperform_work( )
メインスレッドから呼び出された場合，このメソッドは作業単位を一つ実行します。
そうでない場合は，何も実行しません。
メインスレッドが設定されていない場合，このオペレーションは，呼び出し元スレッ
ドをメインスレッドとみなします。呼び出し元スレッドがメインスレッドとみなされ
るのは，perform_workの存続時間の間だけです。work_pendingオペレーションと
perform_workオペレーションは，ORBなどのアクティビティの中でメインスレッド
を多重化するためのポーリングループを記述するのに使用できます。

● abstract public boolean poll_next_responsepoll_next_responsepoll_next_responsepoll_next_response( )
このメソッドは，遅延されたオペレーションリクエストへの応答ができる場合に true
を返します。そうでない場合，falseを返します。send_multiple_requests_deferred
メソッドも参照してください。

● abstract public org.omg.CORBA.Object resolve_initial_referencesresolve_initial_referencesresolve_initial_referencesresolve_initial_references(
java.lang.String identifieridentifieridentifieridentifier)
throws

org.omg.CORBA._ORB.InvalidName
このメソッドは，list_initial_servicesメソッドによって，該当するインプリメンテー
ションオブジェクトに返される名前の一つを分析し，得られたオブジェクトを返しま
す。このオブジェクトは特定のサーバの型にナロウイングできます。指定された名前
が見つからない場合，org.omg.CORBA.InvalidName例外が発生します。
• identifier
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識別子はサービス名で，最初のオブジェクトリファレンスを分析するために使用さ
れます。識別子は，（Helper.bindメソッドで指定される）オブジェクト名ではあり
ません。

ORBで提供されるイニシャルサービスのリストがあります。これらのサービスで，プ
ログラムは ORBの内部機能にアクセスできるようになります。これらの機能は
resolve_initial_referencesメソッドで使用できます。「4.4.4　VisiBrokerでの Object
のメソッドの継承」の _resolve_referenceメソッドも参照してください。
アドオンとして ORBから提供されるイニシャルサービスには，インタフェースリポ
ジトリ，ハンドラレジストリ，3種類のインタセプタサービス，2種類のアンタイプ
ドオブジェクトラッパーサービス，およびURLネーミング（Webネーミング）があ
ります。次にアドオンサービスの詳細を示します。

アドオンサービスの詳細
ChainUntypedObjectWrapperFactory

DistributedService

DynAnyFactory

InterfaceRepository

LocationService

NameService

ORBPolicyManager

PolicyCurrent

POACurrent

RootPOA

URLNamingResolver

VBRootPOA

VisiBrokerInterceptorControl

● abstract public void runrunrunrun( )
このオペレーションは，VisiBroker ORBに内部関数を実行するための実行リソース
を提供します。メインスレッドモデルを使用している場合は，メインスレッドが処理
リクエストを発行します。メインスレッドが設定されていない場合は，このオペレー
ションは，呼び出し元スレッドをメインスレッドとみなします。このオペレーション
は，ORBが終了するまで実行を抑止します。

● abstract public void send_multiple_requests_deferredsend_multiple_requests_deferredsend_multiple_requests_deferredsend_multiple_requests_deferred(
org.omg.CORBA.Request reqs[ ]reqs[ ]reqs[ ]reqs[ ])

このノンブロッキングメソッドは，複数のオペレーションリクエストを送信します。
リターン値は，poll_next_response，および get_next_responseメソッドを使用して
取得できます。
• reqs
オペレーションリクエスト

● abstract public void send_multiple_requests_onewaysend_multiple_requests_onewaysend_multiple_requests_onewaysend_multiple_requests_oneway(
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org.omg.CORBA.Request reqs[ ]reqs[ ]reqs[ ]reqs[ ])
このメソッドは，複数の一方向オペレーションリクエストを送信します。リターン値
は，一方向リクエストでは提供されません。
• reqs
活性化されるサーバのインプリメンテーションオブジェクト

● abstract public org.omg.CORBA.Object string_to_objectstring_to_objectstring_to_objectstring_to_object(
java.lang.String iorioriorior)

このメソッドは，Stringをオブジェクトリファレンスに変換します。返される Object
は特定のインタフェースにナロウイングされます。iorパラメタがローカルアドレスス
ペースのインプリメンテーションオブジェクトを参照する場合，結果オブジェクトは，
インプリメンテーションオブジェクトの直接ポインタリファレンスとなります。iorパ
ラメタが不当であると，org.omg.CORBA.INV_OBJREF例外，もしくは
org.omg.CORBA.BAD_PARAM例外が発生します。
• ior

object_to_stringメソッドで事前に生成されたインターネットオブジェクトリファレ
ンス

● public boolean work_pendingwork_pendingwork_pendingwork_pending( )
このメソッドは，ORBがメインスレッドによる処理を必要とする場合は trueを返し，
必要としない場合は falseを返します。

4.5.3　OMGによる ORBの定義
 
package org.omg.CORBA_2_3;
 
abstract public class ORB extends org.omg.CORBA.ORB {
    public org.omg.CORBA.portable.ValueFactory
        lookup_value_factory(String id);
    public org.omg.CORBA.portable.ValueFactory
        register_value_factory(
            String id,
            org.omg.CORBA.portable.ValueFactory factory
    );
    public void set_delegate(java.lang.Object object);
    public void unregister_value_factory(String id);
}

4.5.4　VisiBrokerでの ORBの継承
 
package com.inprise.vbroker.CORBA;
public abstract class ORB extends org.omg.CORBA_2_3.ORB {
    public org.omg.CORBA.Object bind(
        String fullPoaName,
        byte[ ] oid,
        String host_name,
        BindOptions bind_options
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    );
    public org.omg.CORBA.Object bind(
        String repository_id,
        String object_name,
        String host_name,
        BindOptions bind_options
    );
    public com.inprise.vbroker.CORBA.portable.InputStream
     create_input_stream(
        byte[ ] bytes
    );
    public com.inprise.vbroker.CORBA.portable.OutputStream
     create_output_stream(
        byte[ ] bytes
    );
}

4.5.5　ORBに対する VisiBrokerの拡張機能
● public org.omg.CORBA.Object bindbindbindbind(

java.lang.String fullPoaNamefullPoaNamefullPoaNamefullPoaName,
byte[ ] oidoidoidoid,
java.lang.String host_namehost_namehost_namehost_name,
com.inprise.vbroker.CORBA.BindOptions bind_optionsbind_optionsbind_optionsbind_options)

このメソッドは，VisiBroker ORBオブジェクトにバインドし，オブジェクトリファ
レンスを取得します。
• fullPoaName

POA名を識別する文字列
• oid
オブジェクト IDを識別する文字列

• host_name
VisiBroker ORBオブジェクトを探すホスト名を識別する文字列

• bind_options
このオブジェクトのバインドオプション

● public org.omg.CORBA.Object bindbindbindbind(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
java.lang.String object_nameobject_nameobject_nameobject_name,
java.lang.String host_namehost_namehost_namehost_name,
com.inprise.vbroker.CORBA.BindOptions bind_optionsbind_optionsbind_optionsbind_options)

このメソッドは，VisiBroker ORBオブジェクトにバインドし，オブジェクトリファ
レンスを取得します。
• repository_id
リポジトリ IDを識別する文字列

• object_name
VisiBroker ORBオブジェクト名を識別する文字列
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• host_name
VisiBroker ORBオブジェクトを探すホスト名を識別する文字列

• bind_options
このオブジェクトのバインドオプション

● abstract public org.omg.CORBA.portable.InputStream 
create_input_streamcreate_input_streamcreate_input_streamcreate_input_stream (byte[ ] bytesbytesbytesbytes)

このメソッドは，bytesで指定した byte配列を含む IIOP入力ストリームを生成しま
す。
• bytes
生成する入力ストリームに含まれる byte配列

● abstract public org.omg.CORBA.portable.OutputStream 
create_output_streamcreate_output_streamcreate_output_streamcreate_output_stream( )

このメソッドは，IIOP出力ストリームを生成します。IIOPバッファを構成するバイ
トの配列は，ストリームから抽出されます。

● public static org.omg.CORBA.ORB initinitinitinit( )
このメソッドは，ORBシングルトンを返します。
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4.6　Policy
 
public interface org.omg.CORBA.Policy extends
    org.omg.CORBA.PolicyOperations, org.omg.CORBA.Object,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

Policyインタフェースは，オペレーションに影響を与える，特定の情報の利用を許可す
るための機構を，ORBおよびオブジェクトサービスに提供します。この情報は，
org.omg.CORBA.Policyインタフェースから派生するインタフェースを使用することに
よって，構造化された方法でアクセスできます。

4.6.1　IDLの定義
 
module CORBA {
    typedef unsigned long PolicyType;
    // Basic IDL definition
    interface Policy {
         readonly attribute PolicyType policy_type;
         Policy copy();
         void destroy();
    };
    typedef sequence <Policy> PolicyList;
    typedef sequence <PolicyType> PolicyTypeSeq;
};
 

4.6.2　Policyのメソッド
● public Policy copycopycopycopy()
このメソッドは Policyオブジェクトのコピーを返します。

● public void destroydestroydestroydestroy()
このメソッドは Policyオブジェクトを削除します。

● public int policy_typepolicy_typepolicy_typepolicy_type()
このメソッドは Policyオブジェクトの型を返します。
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4.7　PortableServer.AdapterActivator
 
public interface org.omg.PortableServer.AdapterActivator extends
    org.omg.PortableServer.AdapterActivatorOperations,
    org.omg.CORBA.Object, org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

アダプタアクティベータはポータブルオブジェクトアダプタ（POA）と対応し，オンデ
マンドで子 POAを作成する機能を POAに提供します。この機能は，子 POAを指定し
たリクエストを受信するとき，または活性化パラメタを Trueに設定して find_POAメ
ソッドを呼び出すときに使用される機能です。

4.7.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableServer.*;」と記述してください。

4.7.2　PortableServer.AdapterActivatorのメソッド
● boolean unknown_adapterunknown_adapterunknown_adapterunknown_adapter(

org.omg.PortableServer.POA parentparentparentparent,
java.lang.String namenamenamename)

存在しない POAのオブジェクトリファレンスリクエストを受信すると，ORBがこの
メソッドを呼び出します。作成する必要のある POAごとに，ORBはこのメソッドを
一度呼び出して作成します。その際，ルート POAに最も近い祖先の POA下から作成
します。
• parent
このメソッドを生成したアダプタアクティベータに対応する親 POA

• name
作成する POAの名前（親 POAに対応する POA名）
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4.8　PortableServer.Current
 
public interface org.omg.PortableServer.Current extends
    org.omg.PortableServer.CurrentOperations, 
org.omg.CORBA.Current,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，メソッド呼び出し先オブジェクトへアクセスするためのメソッ
ドを提供します。このインタフェースは，複数のオブジェクトをインプリメントする
サーバントをサポートするために提供されていますが，任意のサーバントに対して，
POAがディスパッチしたメソッドを呼び出すコンテキストの中で使用できません。

4.8.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableServer.*;」と記述してください。

4.8.2　PortableServer.Currentのメソッド
● PortableServer.ObjectId get_object_idget_object_idget_object_idget_object_id( )
このメソッドは，呼ばれたコンテキストのオブジェクトの ObjectIdを返します。
POAによってディスパッチされたメソッドのコンテキストの外部でこのメソッドが呼
び出された場合は，NoContext例外が発生します。

● PortableServer.POA get_POAget_POAget_POAget_POA( )
このメソッドは，コンテキストの中でこのメソッドを呼び出しているオブジェクトを
インプリメントしている POAのリファレンスを返します。POAによってディスパッ
チされたメソッドのコンテキストの外部でこのメソッドが呼び出された場合は，
NoContext例外が発生します。
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4.9　PortableServer.POA
 
public interface org.omg.PortableServer.POA extends
    org.omg.PortableServer.POAOperations, org.omg.CORBA.Object,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

POAクラスのオブジェクトがオブジェクトインプリメンテーション群を管理します。
POAはこれらのオブジェクトを ObjectIdで識別するネームスペースをサポートします。
一つの POAでも他 POAのネームスペースを提供します。そのネームスペースの中では，
POAは既存 POAの子 POAとして作成され，ルート POAから始まる階層を形成しま
す。

POAオブジェクトを他プロセスにエクスポートしたり，文字列化したりしてはいけませ
ん。POAオブジェクトのエクスポートや文字列化を試みるとMARSHAL例外が発生し
ます。

4.9.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableServer.*;」と記述してください。

4.9.2　PortableServer.POAのメソッド
● byte[ ] activate_objectactivate_objectactivate_objectactivate_object(

org.omg.PortableServer.Servant p_servantp_servantp_servantp_servant)
このメソッドは，バイト配列で構成されるオブジェクト IDを生成して返します。
生成したオブジェクト IDと p_servantに指定したサーバントはアクティブオブジェ
クトマップに登録されます。POAに UNIQUE_IDポリシーがあり，p_servantに指
定したサーバントがすでにアクティブオブジェクトマップにある場合は，
ServantAlreadyActive例外が発生します。
このメソッドを使用するには，POAに SYSTEM_IDポリシーと RETAINポリシーが
必要です。SYSTEM_IDポリシーと RETAINポリシーがない場合は，WrongPolicy
例外が発生します。
• p_servant
アクティブオブジェクトマップに登録するサーバント

● void activate_object_with_idactivate_object_with_idactivate_object_with_idactivate_object_with_id(
byte[ ] idididid, org.omg.PortableServer.Servant p_servantp_servantp_servantp_servant)

このメソッドは，idで指定したオブジェクトを活性化して，そのオブジェクトを
p_servantで指定したサーバントにアクティブオブジェクトマップの中で対応づけま
す。アクティブオブジェクトマップの中ですでにそのオブジェクトにサーバントがバ
インドされている場合は，ObjectAlreadyActive例外が発生します。POAに
UNIQUE_IDポリシーがあり，p_servantに指定したサーバントがすでにアクティブ
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オブジェクトマップにある場合は，ServantAlreadyActive例外が発生します。
このメソッドを使用するには，POAに RETAINポリシーが必要です。RETAINポリ
シーがない場合はWrongPolicy例外が発生します。
• id
活性化するオブジェクトのオブジェクト ID

• p_servant
アクティブオブジェクトマップに登録するサーバント

● org.omg.PortableServer.ImplicitActivationPolicy
create_implicit_activation_policycreate_implicit_activation_policycreate_implicit_activation_policycreate_implicit_activation_policy(

org.omg.PortableServer.ImplicitActivationPolicyValue valuevaluevaluevalue)
このメソッドは，指定した値の ImplicitActivationPolicyオブジェクトを返します。
POA生成時に ImplicitActivationPolicyを指定しなかった場合のデフォルトは
NO_IMPLICIT_ACTIVATIONです。
• value

IMPLICIT_ACTIVATIONを設定すると，POAはサーバントの暗黙的活性化をサ
ポートします。この場合，SYSTEM_IDポリシーと RETAINポリシーも必要です。
NO_IMPLICIT_ACTIVATIONを設定すると，POAはサーバントの暗黙的活性化を
サポートしません。

● org.omg.CORBA.Object create_referencecreate_referencecreate_referencecreate_reference(
String intfintfintfintf)

このメソッドは，POAが生成した ObjectIdの値と intfに指定した値とをカプセル化
したオブジェクトリファレンスを生成して返します。intfは生成されるオブジェクト
リファレンスの type_idになります。intfに NULL文字列を指定することもできま
す。このメソッドを呼び出しても活性化は起こりません。intfに指定した値が，オブ
ジェクトの最も派生したインタフェースを識別するものでもなく，派生元インタ
フェースのどれかを識別するものでもない場合は，このメソッドの動作は不定です。
このメソッドを使用するには，POAに SYSTEM_IDポリシーが必要です。
SYSTEM_IDポリシーがない場合はWrongPolicy例外が発生します。
• intf
生成するオブジェクトのクラスのリポジトリインタフェース ID

● org.omg.CORBA.Object create_reference_with_idcreate_reference_with_idcreate_reference_with_idcreate_reference_with_id(
byte[ ] oidoidoidoid, String intfintfintfintf)

このメソッドは，oidに指定した値と intfに指定した値とをカプセル化したオブジェ
クトリファレンスを生成して返します。intfは生成されるオブジェクトリファレンス
の type_idになります。intfに NULLを指定することもできます。intfに指定した値
が，オブジェクトの最も派生したインタフェースを識別するものでもなく，派生元イ
ンタフェースのどれかを識別するものでもない場合は，このメソッドの動作は不定で
す。このメソッドを呼び出しても活性化は起こりません。必要であれば，このメソッ
ドが返すオブジェクトリファレンスを複数のクライアントに渡して，そのリファレン
スをクライアントからリクエストすることによってオブジェクトを活性化したり，デ
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フォルトサーバントを使用したりできます。それは適用するポリシーに依存します。
• oid
リファレンスを生成するオブジェクトのオブジェクト ID

• intf
生成するオブジェクトのクラスのリポジトリインタフェース ID

● org.omg.PortableServer.IdAssignmentPolicy
create_id_assignment_policycreate_id_assignment_policycreate_id_assignment_policycreate_id_assignment_policy(

org.omg.PortableServer.IdAssignmentPolicyValue valuevaluevaluevalue)
このメソッドは，指定した値の IdAssignmentPolicyオブジェクトを返します。
POA生成時に IdAssignmentPolicyを指定しなかった場合のデフォルトは
SYSTEM_IDです。
• value

USER_IDを設定すると，POAで生成したオブジェクトに，アプリケーションだけ
がオブジェクト IDを割り当てます。SYSTEM_IDを設定すると，POAで生成した
オブジェクトに，POAだけがオブジェクト IDを割り当てます。

● org.omg.PortableServer.IdUniquenessPolicy
create_id_uniqueness_policycreate_id_uniqueness_policycreate_id_uniqueness_policycreate_id_uniqueness_policy(

org.omg.Po　rtableServer.IdUniquenessPolicyValue valuevaluevaluevalue)
このメソッドは，指定した値の IdUniquenessPolicyオブジェクトを返します。
POA生成時に IdUniquenessPolicyを指定しなかった場合のデフォルトは
UNIQUE_IDです。
• value

UNIQUE_IDを設定すると，POAが活性化するサーバントはすべてオブジェクト
IDを一つだけサポートします。MULTIPLE_IDを設定すると，POAが活性化する
サーバントはそれぞれ一つ以上のオブジェクト IDをサポートできます。

● org.omg.PortableServer.LifespanPolicy create_lifespan_policycreate_lifespan_policycreate_lifespan_policycreate_lifespan_policy(
org.omg.PortableServer.LifespanPolicyValue valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定した値の LifespanPolicyオブジェクトを返します。
POA生成時に LifespanPolicyを指定しなかった場合のデフォルトは TRANSIENTで
す。
• value

TRANSIENTを設定した場合，POAにインプリメントされたオブジェクトは，そ
のオブジェクトを最初に作成した POAインスタンスより長くは存続できません。
一度トランジェント POAを非活性化したあとでその POAから生成したオブジェク
トリファレンスを使用しようとすると，OBJECT_NOT_EXIST例外が発生します。
PERSISTENTを設定した場合，POAにインプリメントされたオブジェクトは，そ
のオブジェクトを最初に作成した POAインスタンスより長く存続できます。

● org.omg.PortableServer.POA create_POAcreate_POAcreate_POAcreate_POA(
String adapter_nameadapter_nameadapter_nameadapter_name,
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org.omg.PortableServer.POAManager a_POAManagera_POAManagera_POAManagera_POAManager,
org.omg.CORBA.PolicyList[ ] policiespoliciespoliciespolicies)

このメソッドは，a_POAManagerに指定したオブジェクトの子オブジェクトとして
POAを adapter_nameに指定した名前で新規作成します。新規作成した POAは，
create_POAが呼び出された POAオブジェクトの子オブジェクトです。指定した親オ
ブジェクトにすでに同名の子 POAがある場合は，
PortableServer.AdapterAlreadyExists例外が発生します。
指定したポリシーは，新規作成した POAに対応づけられ，新規作成した POAの動作
を制御します。
• adapter_name
新規作成する POAを指定する名前

• a_POAManager
新規作成する POAのマネージャ

• policies
新規作成する POAに適用するポリシーの一覧

末尾の 2個のパラメタには，NULLを指定できます。PortableServer.POAManager
を指定しなかった場合は，自動的に作成されて新規作成した POAと対応づけられま
す。ポリシーを指定しなかった場合は，デフォルトのポリシーが使用されます。

● org.omg.PortableServer.RequestProcessingPolicy
create_request_processing_policycreate_request_processing_policycreate_request_processing_policycreate_request_processing_policy(

org.omg.PortableServer.RequestProcessingPolicyValue valuevaluevaluevalue)
このメソッドは，指定した値の RequestProcessingPolicyオブジェクトを返します。
POA生成時に RequestProcessingPolicyを指定しなかった場合のデフォルトは
USE_ACTIVE_OBJECT_MAP_ONLYです。
• value

USE_ACTIVE_OBJECT_MAP_ONLYを設定し，オブジェクト IDがアクティブオ
ブジェクトマップにない場合は，OBJECT_NOT_EXIST例外をクライアントに返
します。RETAINポリシーも必要です。
USE_DEFAULT_SERVANTを設定し，オブジェクト IDがアクティブオブジェク
トマップになく，または NON_RETAINポリシーがあり，デフォルトサーバントが
set_servantメソッドで POAに登録されている場合は，リクエストをデフォルト
サーバントにディスパッチします。デフォルトサーバントが登録されていない場合
は，OBJ_ADAPTER例外をクライアントに返します。MULTIPLE_IDポリシーも
必要です。
USE_SERVANT_MANAGERを設定し，オブジェクト IDがアクティブオブジェク
トマップになく，または NON_RETAINポリシーがあり，サーバントマネージャが
set_servant_managerメソッドで POAに登録されている場合は，そのサーバント
マネージャはサーバントを捜し出すか，例外を発生します。サーバントマネージャ
が登録されていない場合は，OBJ_ADAPTER例外をクライアントに返します。
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● org.omg.PortableServer.ServantRetentionPolicy
create_servant_retention_policycreate_servant_retention_policycreate_servant_retention_policycreate_servant_retention_policy(

org.omg.PortableServer.ServantRetentionPolicyValue valuevaluevaluevalue)
このメソッドは，指定した値の ServantRetentionPolicyオブジェクトを返します。
POA生成時に ServantRetentionPolicyを指定しなかった場合のデフォルトは
RETAINです。
• value

RETAINを設定した場合，POAは活性化したサーバントをアクティブオブジェク
トマップの中に保持します。NON_RETAINを設定した場合，POAはサーバントを
保持しません。

● org.omg.PortableServer.ThreadPolicy create_thread_policycreate_thread_policycreate_thread_policycreate_thread_policy(
org.omg.PortableServer.ThreadPolicyValue valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定した値の ThreadPolicyオブジェクトを返します。
POA生成時に ThreadPolicyを指定しなかった場合のデフォルトは
ORB_CTRL_MODELです。
• value

ORB_CTRL_MODELを設定すると，ORBが制御する POAのリクエストを ORB
がスレッドに割り当てます。マルチスレッド環境では，同時に複数のリクエストが
複数のスレッドに割り当てられることもあります。SINGLE_THREAD_MODELを
設定すると，POAへのリクエストは一つずつ順次処理されます。マルチスレッド環
境では，POAからサーバントとサーバントマネージャに出されたすべてのリクエス
トは，マルチスレッドに透過的なコードを保証する方法で実行されます。

● void deactivate_objectdeactivate_objectdeactivate_objectdeactivate_object(
byte[ ] oidoidoidoid)

このメソッドは，oidで指定したオブジェクトを非活性化します。非活性化したあと
も，そのオブジェクトに対するアクティブなリクエストがすべてなくなるまでは，そ
のオブジェクトはリクエストの処理を続けます。そのオブジェクトに対して実行中の
リクエストがすべて終了したときに，そのオブジェクトの ObjectIdがアクティブオブ
ジェクトマップから削除されます。
サーバントマネージャが POAに対応づけられている場合は，ObjectIdがアクティブ
オブジェクトマップから削除されたあとで，ServantActivator.etherealizeメソッドが
そのオブジェクトと，対応づけられたサーバントに対して呼び出されます。エーテラ
イズが完了するまで，必要に応じてそのオブジェクトの再活性化は抑止されます。し
かし，このメソッドは，リクエストやエーテライズの完了を待たないで常に，指定し
たオブジェクトを非活性化した直後にリターンします。
このメソッドを使用するには，POAに RETAINポリシーが必要です。もし RETAIN
ポリシーがなければ，WrongPolicy例外が発生します。
• oid
非活性化するオブジェクトのオブジェクト ID

● void destroydestroydestroydestroy(
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boolean etherealize_objectsetherealize_objectsetherealize_objectsetherealize_objects, boolean wait_for_completionwait_for_completionwait_for_completionwait_for_completion)
このメソッドは，該当する POAオブジェクトとそのすべての子 POAを破棄します。
最初に子 POAを破棄し，最後にカレントコンテナ POAを破棄します。必要であれ
ば，破棄したあとで同じプロセスに同じ名前で POAを作成することもできます。
• etherealize_objects
このパラメタに Trueを設定し，POAに RETAINポリシーがあり，サーバントマ
ネージャが POAに登録されている場合，アクティブオブジェクトマップ中の各ア
クティブオブジェクトで etherealizeメソッドが呼び出されます。etherealizeメ
ソッドが呼び出される前に，見かけ上，POAの破棄が発生します。このため，POA
にメソッドを呼び出す etherealizeメソッドは，OBJECT_NOT_EXIST例外を発生
します。

• wait_for_completion
このパラメタに Trueを設定し，該当する POAと同じ ORBに属する他 POAから
ディスパッチされた呼び出しコンテキストにカレントスレッドがない場合，destroy
メソッドは，アクティブなリクエストと etherealizeメソッドの呼び出しがすべて完
了したあとでリターンします。
このパラメタに Trueを設定し，該当する POAと同じ ORBに属する他 POAから
ディスパッチされた呼び出しコンテキストにカレントスレッドがある場合，
BAD_INV_ORDER例外が発生し，POAの破棄は発生しません。

● org.omg.PortableServer.POA find_POAfind_POAfind_POAfind_POA(
String adapter_nameadapter_nameadapter_nameadapter_name,
boolean activate_itactivate_itactivate_itactivate_it)

このメソッドの呼び出し先の POAオブジェクトが，指定した adapter_nameの POA
の親である場合は，子 POAを返します。
• adapter_name
該当する POAに対応する AdapterActivatorの名前

• activate_it
このパラメタに Trueを設定し，adapter_nameで指定した POAの子 POAがない
場合は，POAの AdapterActivator（NULL以外の場合）が呼び出され，子 POAの
活性化に成功した場合は，その POAを返します。それ以外の場合は，
AdapterNonExistent例外が発生します。

● org.omg.PortableServer.Servant get_servantget_servantget_servantget_servant( )
このメソッドは，POAに対応づけられたデフォルトサーバントを返します。対応づけ
られたサーバントがない場合は，NoServant例外が発生します。
RETAINポリシーまたは USE_DEFAULT_SERVANT_MANAGERポリシーがなけれ
ば，WrongPolicy例外が発生します。

● org.omg.PortableServer.ServantManager get_servant_managerget_servant_managerget_servant_managerget_servant_manager( )
このメソッドは，POAに対応づけられた ServantManagerオブジェクトを返します。
対応づけられたサーバントマネージャがない場合は，NULLを返します。
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このメソッドを使用するには，POAに USE_SERVANT_MANAGERポリシーが必要
です。USE_SERVANT_MANAGERポリシーがない場合はWrongPolicy例外が発生
します。

● org.omg.CORBA.Object id_to_referenceid_to_referenceid_to_referenceid_to_reference(
byte[ ] oidoidoidoid)

このメソッドは，oidに指定したオブジェクトが現在アクティブであればオブジェク
トリファレンスを返します。アクティブでなければ，ObjectNotActive例外が発生し
ます。
このメソッドを使用するには，POAに RETAINポリシーが必要です。RETAINポリ
シーがない場合はWrongPolicy例外が発生します。
• oid
リファレンスの取得対象オブジェクトのオブジェクト ID

● org.omg.PortableServer.Servant id_to_servantid_to_servantid_to_servantid_to_servant(
byte[ ] oidoidoidoid)

このメソッドの動作には次の 3種類があります。
• POAに RETAINポリシーがあり，アクティブオブジェクトマップに指定したオブ
ジェクトがある場合は，そのオブジェクトに対応づけられたサーバントを返します。

• POAに USE_DEFAULT_SERVANTがあり，POAにデフォルトサーバントが登録
されている場合は，登録されているデフォルトサーバントを返します。

• 上記以外の場合は，ObjectNotActive例外を出力します。

このメソッドを使用するには，POAに RETAINポリシーまたは
USE_DEFAULT_SERVANTポリシーが必要です。RETAINポリシーまたは
USE_DEFAULT_SERVANTポリシーがなければWrongPolicy例外が発生します。
パラメタの意味を次に示します。
• oid
サーバントの取得対象オブジェクトのオブジェクト ID

● org.omg.PortableServer.Servant reference_to_servantreference_to_servantreference_to_servantreference_to_servant(
org.omg.CORBA.Object referencereferencereferencereference)

このメソッドの動作には次の 3種類があります。
• POAに RETAINポリシーがあり，アクティブオブジェクトマップに指定したオブ
ジェクトがある場合は，そのオブジェクトに対応づけられたサーバントを返します。

• POAに USE_DEFAULT_SERVANTポリシーがあり，POAにデフォルトサーバン
トが登録されている場合は，登録されているデフォルトサーバントを返します。

• 上記以外の場合は，ObjectNotActive例外を出力します。

このメソッドを使用するには，POAに RETAINポリシーまたは
USE_DEFAULT_SERVANTポリシーが必要です。どちらのポリシーもない場合は
WrongPolicy例外が発生します。
reference_to_servantで引数となる referenceが，その POAで作られていないと
WrongAdapter例外が発生します。
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パラメタの意味を次に示します。
• reference
サーバントの取得対象オブジェクト

● byte[ ] reference_to_idreference_to_idreference_to_idreference_to_id(
org.omg.CORBA.Object referencereferencereferencereference)

このメソッドは，referenceに指定したオブジェクトにカプセル化されている
ObjectIdの値を返します。このメソッドは，referenceに指定したオブジェクトを作
成した POAに対して呼び出した場合だけ有効です。このメソッドの呼び出し先 POA
が，指定したオブジェクトを作成した POAと異なる場合は，WrongAdapter例外が
発生します。このメソッドを呼び出すときに，referenceパラメタで指定するオブジェ
クトがアクティブになっている必要はありません。
このメソッドがWrongPolicy例外も出力できるように IDLでは規定されていますが，
それは将来的な拡張性を考慮してのことです。
• reference

ObjectIdの取得対象オブジェクト

● byte[ ] servant_to_idservant_to_idservant_to_idservant_to_id(
org.omg.PortableServer.Servant p_servantp_servantp_servantp_servant)

このメソッドの動作には次の 4種類があります。
• POAに UNIQUE_IDポリシーがあり，p_servantに指定したサーバントがアク
ティブである場合，そのサーバントに対応づけられた ObjectIdを返します。

• POAに IMPLICIT_ACTIVATIONポリシーがあり，MULTIPLE_IDポリシーがあ
るか p_servantに指定したサーバントがアクティブでない場合，POAが生成した
ObjectId，およびサーバントに対応づけられたリポジトリインタフェース IDを使用
してサーバントを活性化して，その ObjectIdを返します。

• POAに USE_DEFAULT_SERVANTポリシーがあり，p_servantに指定したサー
バントがデフォルトサーバントである場合，現在の呼び出しに対応づけられた
ObjectIdを返します。

• 上記以外の場合は，ServantNotActive例外を出力します。

このメソッドを使用するには，USE_DEFAULT_SERVANTポリシーが必要です。こ
のポリシーがない場合でも，RETAINポリシーと，UNIQUE_IDポリシーまたは
IMPLICIT_ACTIVATIONポリシーの組み合わせがあればこのメソッドを使用できま
す。この条件を満たしていない場合は，WrongPolicy例外が発生します。
パラメタの意味を次に示します。
• p_servant

ObjectIdの取得対象サーバント

● org.omg.CORBA.Object servant_to_referenceservant_to_referenceservant_to_referenceservant_to_reference(
org.omg.PortableServer.Servant p_servantp_servantp_servantp_servant)

このメソッドの動作には次の 4種類があります。
• POAに RETAINポリシーとUNIQUE_IDポリシーがあり，p_servantに指定した
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サーバントがアクティブでない場合，そのサーバントを活性化するための情報をカ
プセル化しているオブジェクトリファレンスを返します。

• POAに RETAINポリシーと IMPLICIT_ACTIVATIONポリシーがあり，さらに
MULTIPLE_IDポリシーがあるか p_servantに指定したサーバントがアクティブで
ない場合，POAが生成した ObjectId，およびサーバントに対応づけられたリポジト
リインタフェース IDを使用してサーバントを活性化して，オブジェクトリファレ
ンスを返します。

• このメソッドが，p_servantに指定したサーバントへのリクエストを実行するコン
テキストの中で呼び出された場合は，現在の呼び出しに対応づけられたリファレン
スを返します。

• 上記以外の場合は，ServantNotActive例外を出力します。

POAがディスパッチしたメソッドのコンテキストの外でこのメソッドを呼び出す場合
は，RETAINポリシーと，UNIQUE_IDポリシーまたは IMPLICIT_ACTIVATION
ポリシーが必要です。このメソッドを p_servantに指定したサーバントに対するリク
エストを実行するコンテキストの中で呼び出さないで，上記のポリシーもない場合は，
WrongPolicy例外が発生します。
パラメタの意味を次に示します。
• p_servant
リファレンスの取得対象サーバント

● void set_servantset_servantset_servantset_servant(
org.omg.PortableServer.Servant p_servantp_servantp_servantp_servant)

このメソッドは，POAに対応するデフォルトサーバントを設定します。指定したサー
バントは，アクティブオブジェクトマップの中にサーバントが登録されていないリク
エストすべてに対して適用されます。
このメソッドを使用するには，POAに USE_DEFAULT_SERVANTポリシーが必要
です。このポリシーがない場合は，WrongPolicy例外が発生します。
• p_servant
デフォルトとして使用する，POAに対応するサーバント

● void set_servant_managerset_servant_managerset_servant_managerset_servant_manager(
org.omg.PortableServer.ServantManager imagrimagrimagrimagr)

このメソッドは，POAに対応するデフォルトサーバントマネージャを設定します。こ
のメソッドは，POAが作成されているときだけ呼び出せます。POAに対応するデ
フォルトサーバントマネージャがすでに設定されているときにこのメソッドを呼び出
すと，BAD_INV_ORDER例外が発生します。
このメソッドを使用するには，POAに USE_SERVANT_MANAGERポリシーが必要
です。USE_SERVANT_MANAGERポリシーがなければWrongPolicy例外が発生し
ます。
• imagr

POAのデフォルトとして使用するサーバントマネージャ
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● org.omg.PortableServer.AdapterActivator the_activatorthe_activatorthe_activatorthe_activator( )
このメソッドは，POAに対応づけられたアダプタアクティベータを返します。POA
の作成直後は，POAにはアダプタアクティベータがありません。つまり，属性が
NULLになります。システムによっては，ルート POAの持つアクティベータの一つ
をアプリケーションに割り当てさせることができます。

● void the_activatorvthe_activatorvthe_activatorvthe_activatorv(
org.omg.PortableServer.AdapterActivator the_activatorthe_activatorthe_activatorthe_activator)

このメソッドは，the_activatorに指定したアダプタアクティベータを，POAに対応
づける AdapterActivatorオブジェクトとして設定します。アプリケーションは，アク
ティベータをルート POAに割り当てることができます。
• the_activator

POAに対応づけるアダプタアクティベータ

● String the_namethe_namethe_namethe_name( )
このメソッドは，POAを識別する属性を返します。この属性は，親 POAを基準に
POAを識別する，読み取り専用の属性です。この属性は，POAを作成したときに割
り当てられたものです。ルート POAの名前はシステムに依存し，アプリケーション
に依存するものではありません。

● org.omg.PortableServer.POA the_parentthe_parentthe_parentthe_parent( )
このメソッドは，該当する POAの親 POAを返します。ルート POAの親は NULLで
す。

● org.omg.Portableserver.POAManager the_POAManagerthe_POAManagerthe_POAManagerthe_POAManager( )
このメソッドは，POAに対応づけられた POAマネージャを返します。

● org.omg.CORBA.Policy[ ] the_policiesthe_policiesthe_policiesthe_policies( )
このメソッドは，該当する POAに有効なポリシーをすべて返します。
Borlandはこのメソッドを，POAのインプリメンテーションに追加しました。このメ
ソッドは，将来的には OMGによって CORBAで POAに格納される可能性がありま
す。
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4.10　PortableServer.POAManager
 
public interface org.omg.PortableServer.POAManager extends
    org.omg.PortableServer.POAManagerOperations, 
org.omg.CORBA.Object,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

どの POAにも，POAマネージャが一つ対応づけられています。POAマネージャは一つ
以上の POAオブジェクトに順番に対応づけることができます。POAマネージャは，対
応づけられているすべての POAの処理状態をカプセル化しています。

POAマネージャの状態には次の 4種類があります。

• アクティブ（ACTIVE）
• 非アクティブ（INACTIVE）
• 待機（HOLDING）
• 破棄（DISCARDING）

作成直後の POAマネージャは「待機」状態です。メソッド呼び出しによって POAマ
ネージャの状態がどのように遷移するかを，次の図に示します。

図 4-3　Javaでの POAマネージャの状態遷移
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4.10.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableServer.*;」と記述してください。

4.10.2　PortableServer.POAManagerのメソッド
● void activateactivateactivateactivate( )
このメソッドは，POAマネージャの状態を「アクティブ」に変更します。POAマ
ネージャが「アクティブ」状態のときは，対応づけられているすべての POAは，リ
クエストの処理が可能な状態となります。POAマネージャが「非アクティブ」状態の
ときにこのメソッドを呼び出すと，AdapterInactive例外が発生します。

● void deactivatedeactivatedeactivatedeactivate(
boolean etherealize_objectsetherealize_objectsetherealize_objectsetherealize_objects,
boolean wait_for_completionwait_for_completionwait_for_completionwait_for_completion)

このメソッドは，POAマネージャの状態を「非アクティブ」に変更します。POAマ
ネージャが「非アクティブ」状態のときは，対応づけられているすべての POAは，
新規リクエストを含む実行開始前のリクエストを拒絶します。POAマネージャが「非
アクティブ」状態のときにこのメソッドを呼び出すと，AdapterInactive例外が発生
します。

● void discard_requestsdiscard_requestsdiscard_requestsdiscard_requests(
boolean wait_for_completionwait_for_completionwait_for_completionwait_for_completion)

このメソッドは，POAマネージャの状態を「破棄」に変更します。POAマネージャ
が「破棄」状態のときは，対応づけられているすべての POAは，到着したリクエス
トを破棄します。また，キューの中で実行待ち状態にあるリクエストも破棄されます。
リクエストが破棄されると，個々のリクエストを発行したクライアントにそれぞれ，
TRANSIENTシステム例外が返されます。POAマネージャが「非アクティブ」状態
のときにこのメソッドを呼び出すと，AdapterInactive例外が発生します。

● void hold_requestshold_requestshold_requestshold_requests(
boolean wait_for_completionwait_for_completionwait_for_completionwait_for_completion)

このメソッドは，POAマネージャの状態を「待機」に変更します。POAマネージャ
が「待機」状態のときは，対応づけられているすべての POAは，到着したリクエス
トをキューに保存します。このメソッドで POAマネージャを「待機」状態にする前
からキューの中で実行待ち状態にあったリクエストは，継続してキューの中で実行を
待ちます。POAマネージャが「非アクティブ」状態のときにこのメソッドを呼び出す
と，AdapterInactive例外が発生します。

● PortableServer.POAManager.State get_stateget_stateget_stateget_state();
このメソッドは POAmanagerの状態を返します。
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4.11　PortableServer.POAManagerPackage.Sta
te

 
public class org.omg.PortableServer.POAManagerPackage.State extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは POAManagerの状態を表します。

4.11.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableServer.POAManagerPackage.State;」

と記述してください。

4.11.2　PortableServer.POAManagerPackage.Stateのメンバ
● ACTIVE

POAManagerがアクティブであることを表します。

● INACTIVE
POAManagerが非アクティブであることを表します。

● HOLDING
POAManagerが待機中であることを表します。

● DISCARDING
POAManagerが破棄中であることを表します。

それぞれの状態遷移については，「4.10　PortableServer.POAManager」を参照してく
ださい。
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4.12　PortableServer.ServantActivator
 
public interface org.omg.PortableServer.ServantActivator extends
    org.omg.PortableServer.ServantActivatorOperations,
    org.omg.PortableServer.ServantManager,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

POAに RETAINポリシーがある場合は，PortableServer.ServantActivatorオブジェク
トであるサーバマネージャを使用します。

4.12.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableServer.*;」と記述してください。

4.12.2　PortableServer.ServantActivatorのメソッド
● void etherealizeetherealizeetherealizeetherealize(

byte[ ] oidoidoidoid,
org.omg.PortableServer.POA adapteradapteradapteradapter,
org.omg.PortableServer.Servant servservservserv,
boolean cleanup_in_progresscleanup_in_progresscleanup_in_progresscleanup_in_progress,
boolean remaining_activationsremaining_activationsremaining_activationsremaining_activations)

このメソッドは，oidで指定したオブジェクトのサーバントを非活性化するときに，
adapterに指定した POAによって呼び出されます。このメソッドは，RETAINポリ
シーとUSE_SERVANT_MANAGERポリシーがあることを前提とします。
• oid
非活性化するサーバントを持つオブジェクトのオブジェクト ID

• adapter
該当するオブジェクトが活性化していたスコープを持つ POA

• serv
非活性化するサーバント

• cleanup_in_progress
このパラメタに Trueを設定した場合は，etherealize_objectsパラメタに Trueを設
定した deactivateメソッドまたは destroyメソッドを呼び出したときに，このメ
ソッドが呼び出されます。このパラメタに Trueを設定しない場合は，それ以外の
理由でこのメソッドが呼び出されます。

• remaining_activations
指定したサーバントが，adapterで指定した POAの他オブジェクトに対応づけられ
ている場合は Trueを設定し，それ以外の場合は FALSEを設定します。

● org.omg.PortableServer.Servant incarnateincarnateincarnateincarnate(
byte[ ] oidoidoidoid, org.omg.PortableServer.POA adapteradapteradapteradapter)
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throws
ForwardRequest

このメソッドは，oidに指定した非アクティブ状態のオブジェクトへのリクエストを
受け取ったときに POAによって呼び出されます。このメソッドは，RETAINポリ
シーと USE_SERVANT_MANAGERポリシーがあることを前提とします。
このメソッドを使用するためには，指定したオブジェクトに対応する適当なサーバン
トを探索および作成するサーバントマネージャのインプリメンテーションを，ユーザ
が提供します。このメソッドが返すサーバントは，アクティブオブジェクトマップに
も登録されます。以後，アクティブなオブジェクトに対するリクエストは，サーバン
トマネージャを呼び出すことなく直接そのオブジェクトに対応づけられたサーバント
に渡されます。
このメソッドが，すでにほかのオブジェクトに対して活性化しているサーバントを返
す場合と，POAに UNIQUE_IDポリシーがある場合，OBJ_ADAPTER例外が発生
します。また，このメソッドでは ForwardRequest例外を発生させることができま
す。ForwardRequest例外については，「4.15　PortableServer.ForwardRequest」を
参照してください。
• oid
活性化するサーバントを持つオブジェクトのオブジェクト ID

• adapter
オブジェクトを活性化するスコープを持つ POA
118



4.　コアインタフェースとクラス（Java）
4.13　PortableServer.ServantLocator
 
public interface org.omg.PortableServer.ServantLocator extends
    org.omg.PortableServer.ServantLocatorOperations,
    org.omg.PortableServer.ServantManager,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

POAに NON_RETAINポリシーがある場合，POAは PortableServer.ServantLocator
オブジェクトであるサーバントマネージャを使用します。POAは，このサーバントマ
ネージャが返すサーバントは 1件のリクエストに対してだけ使用されるということを
知っているので，サーバントマネージャのメソッドに追加情報を提供できます。これに
よってサーバントマネージャの 1組のメソッドは，PortableServer.ServantLocatorサー
バントマネージャとは異なる処理を実行できます。

4.13.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableServer.*;」と記述してください。

4.13.2　PortableServer.ServantLocatorのメソッド
● org.omg.PortableServer.Servant preinvokepreinvokepreinvokepreinvoke(

byte[ ] oidoidoidoid,
org.omg.PortableServer.POA adapteradapteradapteradapter,
String operationoperationoperationoperation,
org.omg.PortableServer.ServantLocatorPackage.CookieHolder 
the_cookiethe_cookiethe_cookiethe_cookie)
throws

ForwardRequest
このメソッドは，POAが現在アクティブの状態にないオブジェクトへのリクエストを
受け取ったときに呼び出されます。このメソッドは，NON_RETAINポリシーと
USE_SERVANT_MANAGERポリシーがあることを前提とします。
可能な場合，ユーザが提供するサーバントマネージャは，oidに指定したオブジェク
トに対応する適切なサーバントを探索・作成する必要があります。
また，このメソッドでは ForwardRequest例外を発生させることができます。
ForwardRequest例外については，「4.15　PortableServer.ForwardRequest」を参照
してください。
• oid
到着したリクエストに対応するオブジェクト ID

• adapter
オブジェクトを活性化する POA

• operation
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サーバントが返されるときに POAが呼び出すオペレーションの名前
• the_cookie
サーバントマネージャがあとで postinvokeメソッドに設定して使用できる不特定の
値

● void postinvokepostinvokepostinvokepostinvoke(
byte[ ] oidoidoidoid,
org.omg.PortableServer.POA adapteradapteradapteradapter,
String operationoperationoperationoperation,
Object the_cookiethe_cookiethe_cookiethe_cookie,
org.omg.PortableServer.Servant the_servantthe_servantthe_servantthe_servant)

このメソッドは，サーバントがリクエストの実行を完了するときに呼び出されます。
このメソッドは，POAに NON_RETAINポリシーと USE_SERVANT_MANAGER
ポリシーがあることを前提とします。このメソッドは，オブジェクトに対するリクエ
ストの一部とみなされます。つまり，このメソッドが正常終了したのに postinvokeメ
ソッドがシステム例外を出力した場合は，このメソッドの正常リターンは無効となり，
リクエストは例外を発生して終了します。
POAが認識しているサーバントをデストラクトした場合，結果は不定です。
• oid
到着したリクエストに対応するオブジェクト ID

• adapter
オブジェクトを活性化する POA

• operation
サーバントが返されるときに POAが呼び出すオペレーションの名前

• the_cookie
サーバントマネージャが preinvokeメソッドに設定して使用できる不特定の値

• the_servant
オブジェクトに対応するサーバント
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4.14　PortableServer.ServantManager
 
public interface org.omg.PortableServer.ServantManager extends
    org.omg.PortableServer.ServantManagerOperations,
    org.omg.CORBA.Object,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

サーバントマネージャは，POAに対応づけられています。サーバントマネージャによっ
て POAは，POAが非アクティブ状態のオブジェクトに対するリクエストを受信したと
きに，オンデマンドでオブジェクトを活性化できます。

PortableServer.ServantManagerインタフェースはメソッドを持たないで，ほかの二つ
のインタフェース（PortableServer.ServantActivatorと
Portableserver.ServantLocator）のベースクラスとして使用します。詳細については，
「4.12　PortableServer.ServantActivator」および「4.13　
PortableServer.ServantLocator」を参照してください。
PortableServer.ServantActivatorを使用するには，POAに RETAINポリシーが必要で
す。Portableserver.ServantLocatorを使用するには，POAに NON_RETAINポリシー
が必要です。

4.14.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableServer.*;」と記述してください。
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4.15　PortableServer.ForwardRequest
 
public final class ForwardRequest extends
    org.omg.CORBA.UserException
 

この例外を使用して，別のオブジェクトにリクエストを転送するようにクライアントに
指示できます。PortableServer.ServantLocatorの preinvoke()メソッド，および
PortableServer.ServantActivatorの incarnate()メソッドで使用できます。

4.15.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableServer.*;」と記述してください。

4.15.2　ForwardRequestの変数
● public org.omg.CORBA.Object forward_reference;
この変数は，転送するオブジェクトリファレンスを表します。

4.15.3　ForwardRequestのメソッド
● public ForwardRequestForwardRequestForwardRequestForwardRequest()
このメソッドは，空のプロパティを持つ ForwardRequestオブジェクトを生成しま
す。

● public ForwardRequestForwardRequestForwardRequestForwardRequest(
org.omg.CORBA.Object refrefrefref)

このメソッドは，指定されたプロパティを持つ ForwardRequestオブジェクトを生成
します。
• ref
転送するオブジェクトリファレンス

● public ForwardRequest ForwardRequest ForwardRequest ForwardRequest(
java.lang.String reasonreasonreasonreason, org.omg.CORBA.Object refrefrefref)

このメソッドは，指定されたプロパティを持つ ForwardRequestオブジェクトを生成
します。
• reason
生成する ForwardRequestオブジェクトの詳細メッセージ

• ref
転送するオブジェクトリファレンス
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ス（Java）
この章では，Java言語の動的インタフェースとクラスについ
て説明します。動的インタフェースとクラスのほとんどは
org.omg.CORBAパッケージに格納されています。
InputStreamおよび OutputStreamは，
org.omg.CORBA.portableパッケージにあります。
動的インタフェースとクラスはすべて，ランタイムのときのク
ライアントリクエストとオブジェクトインプリメンテーション
の生成時に使用されます。

5.1　Any

5.2　ARG_IN

5.3　ARG_INOUT

5.4　ARG_OUT

5.5　ContextList

5.6　DynAny

5.7　DynArray

5.8　DynAnyFactory

5.9　DynEnum

5.10　DynSequence

5.11　DynStruct
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5.12　DynUnion

5.13　DynamicImplementation

5.14　Environment

5.15　ExceptionList

5.16　InputStream

5.17　NamedValue

5.18　NameValuePair

5.19　NVList

5.20　OutputStream

5.21　Request

5.22　ServerRequest

5.23　TCKind

5.24　TypeCode

5.25　UnknownUserException
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5.1　Any
 
public interface Any extends org.omg.CORBA.Any
 

このインタフェースはタイプ・セーフに Any型の値を格納するために使用され，動的起
動インタフェースで使用されます。Anyに格納された型は，TypeCodeで定義されます。
Anyは String，インタフェースオブジェクト，またはほかの Anyも格納できます。含ま
れている値を設定，検索するためのメソッドが提供されます。VisiBroker 4.xは Fixed
型と Value型をサポートしていませんので，これらの型を使用すると
NO_IMPLEMENT例外が発生します。

Anyの生成には，org.omg.CORBA.ORB.create_any( )を使用します。詳細については，
「4.5　ORB」を参照してください。

このインタフェースのHolderクラスについては，「3.　生成されるインタフェースとク
ラス（Java）」を参照してください。

5.1.1　Anyのメソッド
● public org.omg.CORBA.portable.InputStream create_input_streamcreate_input_streamcreate_input_streamcreate_input_stream( )
このメソッドは，Anyの値を含む入力ストリームを生成します。

● public org.omg.CORBA.portable.OutputStream
create_output_streamcreate_output_streamcreate_output_streamcreate_output_stream( )

このメソッドは，空の出力ストリームを生成します。

● public boolean equalequalequalequal(
Any anAnyanAnyanAnyanAny)

このメソッドは，Anyに含まれる値がパラメタ anAnyに含まれる値と同じ場合に
trueを返します。そうでない場合，falseを返します。
• anAny
この Anyの値と比較される値を持つ Any

● public void read_valueread_valueread_valueread_value(
org.omg.CORBA.portable.InputStream inputinputinputinput,
org.omg.CORBA.Typecode typetypetypetype)

このメソッドは，タイプコードで指定した入力ストリームからの Anyの値を読み出し
ます。Anyの値だけが読み出されます。タイプコードも含めた完全な Anyの定義を呼
び出すには，org.omg.CORBA.portable.InputStream.read_anyを使用してください。
• input
指定された型の値が読み出される GIOP入力ストリーム

• type
入力ストリームから読み出される型。このパラメタの値については，「5.24　
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TypeCode」を参照してください。

● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype( )
このメソッドは，この Anyに含まれる型を表す TypeCodeを返します。

● public void typetypetypetype(
org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype)

このメソッドは，この Anyに含まれる型を表す TypeCodeを設定します。
• type
この Anyオブジェクトに設定される型。このパラメタに指定できる値については，
「5.24　TypeCode」を参照してください。

● public void write_valuewrite_valuewrite_valuewrite_value(
org.omg.CORBA.portable.OutputStream outputoutputoutputoutput)

このメソッドは，Anyの値を出力ストリームに書き込みます。Anyの値だけが書き込
まれます。タイプコードも含めた完全な Anyの定義を書き込むには，
org.omg.CORBA.portable.OutputStream.write_anyを使用してください。
• output
指定された Anyの値が書き込まれる GIOP出力ストリーム

5.1.2　Anyの抽出メソッド
この Anyに含まれる型を返すメソッドが提供されます。コードサンプル 5-1に抽出メ
ソッドの名前を示します。この Anyに含まれる値が，使用される抽出メソッドの期待す
るリターンタイプと一致しない場合，BAD_PARAM例外が発生します。

コードサンプル 5-1　Anyクラスで提供される抽出メソッド
 
public short              extract_short( )
public int                extract_long( )
public long               extract_longlong( )
public short              extract_ushort( )
public int                extract_ulong( )
public long               extract_ulonglong( )
public float              extract_float( )
public double             extract_double( )
public boolean            extract_boolean( )
public char               extract_char( )
public char               extract_wchar( )
public byte               extract_octet( )
public Any                extract_any( )
public org.omg.CORBA.Object extract_Object( )
public java.lang.String   extract_string( )
public java.lang.String   extract_wstring( )
public org.omg.CORBA.TypeCode extract_TypeCode( )
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5.1.3　Anyの挿入メソッド
Anyに特定の値の型をコピーするメソッドが提供されます。各種の型を挿入するための
メソッド一覧を，コードサンプル 5-2に示します。一つを除いて，すべてのメソッドは，
挿入する型を表すパラメタを一つ受け付けます。

最初の insert_Objectメソッドは Objectを挿入します。2番目の insert_Objectメソッド
は，オブジェクトをさらに特定された型にナロウイングして，特定の TypeCodeの
Objectを挿入します。2番目のメソッドは，TypeCodeの種類が TCKind.tk_objrefでな
い場合，BAD_PARAM例外を発生させます。

コードサンプル 5-2　Anyクラスで提供される挿入メソッド
 
public void insert_short(short s)
public void insert_long(int i)
public void insert_longlong(long l)
public void insert_ushort(short s)
public void insert_ulong(int i)
public void insert_ulonglong(long l)
public void insert_float(float f)
public void insert_fixed(java.math.BigDecimal value)
public void insert_fixed(java.math.BigDecimal value,
                          org.omg.CORBA.Typecode type)
public void insert_double(double d)
public void insert_boolean(boolean b)
public void insert_char(char c)
public void insert_wchar(char c)
public void insert_octet(byte b)
public void insert_any(Any a)
public void insert_Object(org.omg.CORBA.Object o)
public void insert_Object(org.omg.CORBA.Object o,
                           org.omg.CORBA.TypeCode t)
public void insert_string(java.lang.String s)
public void insert_wstring(java.lang.String s)
void        insert_Value(java.io.Serializable v)
void        insert_Value(java.io.Serializable v,
                         org.omg.CORBA.Typecode t)
public void insert_TypeCode(org.omg.CORBA.TypeCode t)
public void insert_Streamable(
                      org.omg.CORBA.portable.Streamable s)
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5.2　ARG_IN
 
public interface org.omg.CORBA.ARG_IN
 

このインタフェースは入力用だけに使用され，サーバで変更しない動的起動インタ
フェースリクエストのパラメタを指定するために使用されます。

詳細については，「5.21　Request」および「5.19　NVList」を参照してください。

5.2.1　ARG_INの変数
● public static int valuevaluevaluevalue = (int) 1;
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5.3　ARG_INOUT
 
public interface org.omg.CORBA.ARG_INOUT
 

このインタフェースは，入出力を目的に使用されます。また，クライアントへのリター
ン時にサーバによって変更される動的起動インタフェースリクエストのパラメタを指定
するためにも使用されます。

詳細については，「5.21　Request」および「5.19　NVList」を参照してください。

5.3.1　ARG_INOUTの変数
● final public static int valuevaluevaluevalue = (int) 3;
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5.4　ARG_OUT
 
public interface org.omg.CORBA.ARG_OUT
 

このインタフェースは，出力を目的に使用されます。また，クライアントへのリターン
時にサーバだけが設定する動的起動インタフェースリクエストのパラメタを指定するた
めにも使用されます。

詳細については，「5.21　Request」および「5.19　NVList」を参照してください。

5.4.1　ARG_OUTの変数
● final public static int valuevaluevaluevalue = (int) 2;
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5.5　ContextList
 
public interface ContextList extends org.omg.CORBA.Object
 

このインタフェースは使用されるコンテキスト文字列の変更可能なリストを保持します。

ContextListのインスタンスを生成するには，org.omg.CORBA.ORBが提供する
create_context_list( )を使用してください。詳細については，「4.5　ORB」を参照して
ください。

5.5.1　IDLの定義
 
interface ContextList {
   readonly attribute unsigned long count;
   void add(in string ctx);
   string item(in unsigned long index)
     raises(CORBA::Bounds);
   void remove(in unsigned long index)
     raises(CORBA::Bounds);
};

5.5.2　ContextListのメソッド
● public void    addaddaddadd(

String ctxctxctxctx)
このメソッドは，文字列をコンテキストリストに追加します。
• ctx
コンテキストリストに追加する文字列の名前

● public int    countcountcountcount( )
このメソッドは，コンテキストリストの要素数を返します。

● public String itemitemitemitem(
int indexindexindexindex)
throws

org.omg.CORBA.Bounds
このメソッドは，コンテキストリスト内の項目を返します。インデックス番号が不当
である場合，バウンド例外が発生します。
• index
項目のインデックス番号

● public void removeremoveremoveremove(
int indexindexindexindex)
throws

org.omg.CORBA.Bounds
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このメソッドは，コンテキストリストから項目を削除します。インデックス番号が不
当である場合，バウンド例外が発生します。
• index
項目のインデックス番号
132



5.　動的インタフェースとクラス（Java）
5.6　DynAny
 
public interface DynAny extends org.omg.CORBA
 

コンパイル時にデータ型が定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリケー
ションまたはサーバが DynAnyオブジェクトを使用してデータ型を生成，解釈します。

DynAnyは，基本型（boolean，int，floatなど）または複合型（struct，unionなど）
を格納できます。DynAnyに含まれる型は生成時に定義され，オブジェクトが存続して
いる間は変更できません。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

DynAnyオブジェクトは，データ型を，それぞれの値を持つ複数コンポーネントとして
表すことがあります。next，rewind，および current_componentメソッドを使用して，
各コンポーネント間を自由に行き来できます。

次のインタフェースは DynAnyから派生したもので，動的に管理される構造体をサポー
トします。

● Array
「5.7　DynArray」を参照してください。

● Enumeration
「5.9　DynEnum」を参照してください。

● Sequence
「5.10　DynSequence」を参照してください。

● Structure
「5.11　DynStruct」を参照してください。

● Union
「5.12　DynUnion」を参照してください。

5.6.1　注意事項
DynAnyオブジェクトは，オペレーションリクエストのパラメタまたは DIIリクエスト
のパラメタとしては使用できません。また，ORB.object_to_stringメソッドで外部化す
ることもできません。ただし，DynAny.to_anyメソッドを使用して DynAnyオブジェク
トを Anyオブジェクトに変換すると，パラメタとして使用できるようになります。
exctract_val型と fixed型の挿入はサポートしていません。これらのオペレーションでは
BAD_OPERATION例外が発生します。
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5.6.2　DynAnyのメソッド
● public void assignassignassignassign(

org.omg.DynamicAny.DynAny dyn_anydyn_anydyn_anydyn_any)
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch
このメソッドは，指定した DynAnyからこのオブジェクト内のカレントコンポーネン
トを初期化します。Anyに含まれる型がこのオブジェクトに含まれる型と一致しな
かった場合，org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch例外が発生しま
す。

● public org.omg.DynamicAny.DynAny copycopycopycopy( )
このメソッドは，このオブジェクトのコピーを返します。

● public org.omg.DynamicAny.DynAny current_componentcurrent_componentcurrent_componentcurrent_component( )
このメソッドは，このオブジェクト内のカレントコンポーネントを返します。

● public void destroydestroydestroydestroy( )
このメソッドは，このオブジェクトをデストラクトします。

● public void from_anyfrom_anyfrom_anyfrom_any(
any valuevaluevaluevalue)
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch,
org.omg.DymanicAny.DynAnyPackage.InvalidValue

このメソッドは，指定した Anyオブジェクトから，このオブジェクトのカレントコン
ポーネントを初期化します。
Anyに含まれる値の TypeCodeが，このオブジェクトの生成時に定義した TypeCode
と一致しない場合，org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch例外が発
生します。
• value
このオブジェクトに設定する値を格納する Anyオブジェクト

● public boolean nextnextnextnext( )
このメソッドは，コンポーネントが次にある場合は制御をそこへ移し，trueを返しま
す。コンポーネントが次にない場合は falseを返します。

● public void rewindrewindrewindrewind( )
このメソッドは，このオブジェクトのシーケンスに含まれる先頭のコンポーネントに
制御を返します。このメソッドに続いて current_componentメソッドを起動すると，
シーケンスの先頭のコンポーネントを返します。
このオブジェクトにコンポーネントが一つしかなかった場合，このメソッドは何もし
ません。

● public boolean seekseekseekseek(
int indexindexindexindex)
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このオブジェクトにコンポーネントが複数ある場合，このメソッドは指定したイン
デックスのコンポーネントへ制御を移し，trueを返します。このメソッドに続いて
current_componentメソッドを起動すると，指定したインデックスのコンポーネント
を返します。このオブジェクトにコンポーネントがない場合は，falseを返します。
• index
ターゲットコンポーネントのインデックス（0から始まります）

● public org.omg.CORBA.Any to_anyto_anyto_anyto_any( )
このメソッドは，カレントコンポーネントの値を格納する Anyオブジェクトを返しま
す。

● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype( )
このメソッドは，このオブジェクトのカレントコンポーネントが格納する値の
TypeCodeを返します。

5.6.3　DynAnyの抽出メソッド
次に示すのは，DynAnyオブジェクトのカレントコンポーネントが保持する型を返すメ
ソッドです。コードサンプル 5-3に抽出メソッドの名前を示します。

この DynAnyに含まれる値が，使用される抽出メソッドが返す型と一致しない場合，
org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch例外が発生します。

コードサンプル 5-3　DynAnyクラスで提供される抽出メソッド
 
public org.omg.CORBA.Any get_any( )
public org.omg.DynamicAny.DynAny get_dyn_any( )
public boolean get_boolean( )
public char get_char( )
public double get_double( )
public float get_float( )
public int get_long( )
public long get_longlong( )
public byte get_octet( )
public org.omg.CORBA.Object get_reference( )
public short get_short( )
public java.lang.String get_string( )
public org.omg.CORBA.TypeCode get_typecode( )
public int get_ulong( )
public long get_ulonglong( )
public short get_ushort( )
public java.io.Serializable get_val( )
public char get_wchar( )
public java.lang.String get_wstring( )

5.6.4　DynAnyの挿入メソッド
次に示すのは，特定の型の値をこの DynAnyオブジェクトのカレントコンポーネントに
コピーするメソッドです。コードサンプル 5-4に，さまざまな型の挿入例を示します。
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挿入したオブジェクトの型が DynAnyオブジェクトの型と一致しなかった場合，各挿入
メソッドは org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch例外を発生させま
す。

コードサンプル 5-4　DynAnyクラスで提供される挿入メソッド
 
public void insert_any(org.omg.CORBA.Any value)
public void insert_dyn_any(org.omg.DynamicAny.DynAny value)
public void insert_boolean(boolean value)
public void insert_char(char value)
public void insert_double(double value)
public void insert_float(float value)
public void insert_long(int value)
public void insert_longlong(long value)
public void insert_octet(byte value)
public void insert_reference(org.omg.CORBA.Object value)
public void insert_short(short value)
public void insert_string(java.lang.String value)
public void insert_typecode(org.omg.CORBA.TypeCode value)
public void insert_ulong(int value)
public void insert_ulonglong(long value)
public void insert_ushort(short value)
public void insert_val(java.io.Serializable value)
public void insert_wchar(char value)
public void insert_wstring(java.lang.String value)
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5.7　DynArray
 
public interface DynArray extends org.omg.DynamicAny.DynAny
 

コンパイル時にデータ型が定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリケー
ションまたはサーバがこのインタフェースを使用して，配列データ型を生成，解釈しま
す。DynArrayは，一連の基本型（boolean，int，floatなど）または複合型（struct，
unionなど）を格納できます。DynAnyに含まれる型は生成時に定義され，オブジェク
トが存続している間は変更できません。

DynamicAnyから継承した next，rewind，seek，および current_componentメソッド
を使用して，各コンポーネント間を自由に行き来できます。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

5.7.1　注意事項
DynAnyオブジェクトはオペレーションリクエストおよび DIIリクエストのパラメタと
しては使用できません。また，ORB.object_to_stringメソッドで外部化することもでき
ません。ただし，DynAny.to_anyメソッドを使用して DynArrayオブジェクトを一連の
Anyオブジェクトに変換すると，パラメタとして使用できるようになります。

5.7.2　DynArrayのメソッド
● public org.omg.CORBA.Any[ ] get_elementsget_elementsget_elementsget_elements( )
このメソッドは，このオブジェクトが格納する値を含む Anyオブジェクトのシーケン
スを返します。

● public void set_elementsset_elementsset_elementsset_elements(
org.omg.CORBA.Any[ ] valuevaluevaluevalue)
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch
org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.InvalidValue

このメソッドは，指定した Anyオブジェクトのシーケンスで，このオブジェクトに含
める値を設定します。
この DynArrayの要素数と valueに指定した要素数が一致しない場合，
org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.InvalidValue例外が発生します。
• value
この DynArrayに値を設定する Anyオブジェクトの配列
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5.8　DynAnyFactory
 
public interface DynAnyFactory extends org.omg.CORBA.Object
 

このインタフェースを使用してこのオブジェクトに対するオペレーションを呼び出すこ
とによって，DynAnyオブジェクトを任意の値から新規作成します。

5.8.1　注意事項
DynAnyFactoryオブジェクトは，作成されたプロセスの中だけで有効です。したがっ
て，DynAnyFactoryオブジェクトのリファレンスをほかのプロセスにエクスポートした
り，外部化したりできません。

5.8.2　DynAnyFactoryのメソッド
● public org.omg.DynamicAny.DynAny create_dyn_anycreate_dyn_anycreate_dyn_anycreate_dyn_any(

org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyFactoryPackage.InconsistentTypeCode
このメソッドは，指定した値の DynAnyオブジェクトを作成します。
• value
作成する DynAnyオブジェクトの値

● public org.omg.DynamicAny.DynAny create_dyn_any_from_type_codecreate_dyn_any_from_type_codecreate_dyn_any_from_type_codecreate_dyn_any_from_type_code(
org.omg.CORBA.Typecode typetypetypetype)
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyFactoryPackage.InconsistentTypeCode
このメソッドは，指定した型の DynAnyオブジェクトを作成します。
• type
作成する DynAnyオブジェクトの型
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5.9　DynEnum
 
public interface DynEnum extends org.omg.DynamicAny.DynAny
 

コンパイル時に列挙体の値が定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリケー
ションまたはサーバがこのインタフェースを使用して値を生成，解釈します。

このデータ型が含むコンポーネントは一つだけなので，DynEnumオブジェクトに対し
て DynAny.rewindメソッドまたは DynAny.nextメソッドを起動すると，常に falseを返
します。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

5.9.1　注意事項
DynEnumオブジェクトはオペレーションリクエストおよび DIIリクエストのパラメタ
としては使用できません。また，ORB.object_to_stringメソッドで外部化することもで
きません。ただし，DynAny.to_anyメソッドを使用して DynEnumオブジェクトを Any
オブジェクトに変換すると，パラメタとして使用できるようになります。

5.9.2　DynEnumのメソッド
● public java.lang.String get_as_stringget_as_stringget_as_stringget_as_string( )
このメソッドは，DynEnumオブジェクトの値を文字列として返します。

● public void set_as_stringset_as_stringset_as_stringset_as_string(
java.lang.String valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定した文字列で，この DynEnumに含まれる値を設定します。
• value
この DynEnumに値を設定するために使用する文字列

● public int get_as_ulongget_as_ulongget_as_ulongget_as_ulong( )
このメソッドは，DynEnumオブジェクトの値を含む intを返します。

● public void set_as_ulongset_as_ulongset_as_ulongset_as_ulong(
int valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定した intで，この DynEnumに含まれる値を設定します。
• value
この DynEnumに値を設定するために使用する整数
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5.10　DynSequence
 
public interface DynSequence extends org.omg.DynamicAny.DynAny
 

コンパイル時に配列データ型が定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリ
ケーションまたはサーバがこのインタフェースを使用して配列データ型を生成，解釈し
ます。DynSequenceは，基本型（boolean，int，floatなど）または複合型（struct，
unionなど）のシーケンスを格納できます。DynSequenceに含まれる型は生成時に定義
され，オブジェクトが存続している間は変更できません。

DynAnyから継承した next，rewind，seek，および current_componentメソッドを使
用して，各コンポーネント間を自由に行き来できます。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

5.10.1　注意事項
DynSequenceオブジェクトはオペレーションリクエストおよび DIIリクエストのパラメ
タとしては使用できません。また，ORB.object_to_stringメソッドで外部化することも
できません。ただし，DynAny.to_anyメソッドを使用して DynSequenceオブジェクト
を Anyオブジェクトのシーケンスに変換すると，パラメタとして使用できるようになり
ます。

5.10.2　DynSequenceのメソッド
● public org.omg.CORBA.Any[ ] get_elementsget_elementsget_elementsget_elements( )
このメソッドは，このオブジェクトに格納された値を含む Anyオブジェクトのシーケ
ンスを返します。

● public int get_lengthget_lengthget_lengthget_length( )
このメソッドは，この DynSequenceが格納しているコンポーネントの数を返します。

● public void set_lengthset_lengthset_lengthset_length(
int lenlenlenlen)

このメソッドは，この DynSequenceが含んでいるコンポーネントの数を設定します。
カレントコンポーネント数より小さい値（length）を指定すると，指定した数までの
コンポーネントが格納されます。
• len
この DynSequenceに含まれるコンポーネントの数

● public void set_elementsset_elementsset_elementsset_elements(
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org.omg.CORBA.Any[ ] valuevaluevaluevalue)
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch,
org.omg.org.omg.DynamicAny.DynAnyDynAnyPackage.InvalidValue

このメソッドは，指定した Anyオブジェクトのシーケンスで，このオブジェクトが含
める値を設定します。valueに指定した要素数がこの DynSequenceオブジェクトの要
素数と一致しない場合，org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.InvalidValue例外が
発生します。
• value
この DynArrayに値が設定される Anyオブジェクトの配列
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5.11　DynStruct
 
public interface DynStruct extends org.omg.DynamicAny.DynAny
 

コンパイル時に構造体が定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリケーショ
ンまたはサーバがこのインタフェースを使用して生成，解釈します。

DynAnyから継承した next，rewind，seek，および current_componentメソッドを使
用して，各構造体メンバ間を自由に行き来できます。

DynStructオブジェクトは，ORB.create_dyn_structメソッドを起動することで生成さ
れます。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

5.11.1　注意事項
DynStructオブジェクトはオペレーションリクエストおよび DIIリクエストのパラメタ
としては使用できません。また，ORB.object_to_stringメソッドで外部化することもで
きません。ただし，DynAny.to_anyメソッドを使用して DynStructオブジェクトを Any
オブジェクトに変換すると，パラメタとして使用できるようになります。

5.11.2　DynStructのメソッド
● public java.lang.String current_member_namecurrent_member_namecurrent_member_namecurrent_member_name( )

throws
org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch,
org.omg.org.omg.DynamicAny.DynAnyDynAnyPackage.InvalidValue

このメソッドは，カレントコンポーネントのメンバ名を格納する文字列を返します。

● public org.omg.CORBA.TCKind current_member_kindcurrent_member_kindcurrent_member_kindcurrent_member_kind( )
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch,
org.omg.org.omg.DynamicAny.DynAnyDynAnyPackage.InvalidValue

このメソッドは，カレントコンポーネントに対応する TypeCodeを返します。

● public org.omg.DynamicAny.NameValuePair[ ] get_membersget_membersget_membersget_members( )
このメソッドは，この構造体のすべてのメンバを，NameValuePairオブジェクトの
配列として返します。

● public void set_membersset_membersset_membersset_members(
org.omg.DynamicAny.NameValuePair[ ] valuevaluevaluevalue)
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throws
org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch,
org.omg.org.omg.DynamicAny.DynAnyDynAnyPackage.InvalidValue

このメソッドは，NameValuePairオブジェクトの配列で，構造体メンバを設定しま
す。

● public org.omg.DynamicAny.NameDynAnyPair[ ]
get_members_as_dyn_anyget_members_as_dyn_anyget_members_as_dyn_anyget_members_as_dyn_any( )

このメソッドは，該当するオブジェクトが保持している値を格納している DynAnyオ
ブジェクトをすべて返します。

● public void set_members_as_dyn_anyset_members_as_dyn_anyset_members_as_dyn_anyset_members_as_dyn_any(
org.omg.DynamicAny.NameDynAnyPair[ ] value)
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch,
org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.InvalidValue

このメソッドは，DynAnyオブジェクトを使用して，該当する DynStructオブジェク
トにメンバを設定します。
valueに指定した要素の順番と，該当する DynStructオブジェクトのメンバの順番が
一致しない場合，org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.InvalidValue例外が発生し
ます。
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5.12　DynUnion
 
public interface DynUnion extends org.omg.DynamicAny.DynAny
 

コンパイル時に unionが定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリケーショ
ンまたはサーバがこのインタフェースを使用して，unionの生成と解釈をします。
DynUnionには，unionの識別子と実メンバの二つの要素の列があります。

DynAnyから継承した next，rewind，seek，および current_componentメソッドを使
用して，各コンポーネント間を自由に行き来できます。

DynUnionオブジェクトは，ORB.create_dyn_unionメソッドを起動して生成します。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

5.12.1　注意事項
DynUnionオブジェクトはオペレーションリクエストおよび DIIリクエストのパラメタ
としては使用できません。また，ORB.object_to_stringメソッドで外部化することもで
きません。ただし，DynAny.to_anyメソッドを使用して DynUnionオブジェクトを Any
オブジェクトに変換すると，パラメタとして使用できるようになります。

5.12.2　DynUnionのメソッド
● public org.omg.DynamicAny.DynAny get_discriminatorget_discriminatorget_discriminatorget_discriminator( )
このメソッドは，unionのディスクリミネータを含む DynAnyオブジェクトを返しま
す。

● public void set_discriminatorset_discriminatorset_discriminatorset_discriminator(
org.omg.DynamicAny.DynAny dddd)
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch
該当する DynUnionオブジェクトの識別子を指定した値に設定します。

● public org.omg.CORBA.TCKind discriminator_kinddiscriminator_kinddiscriminator_kinddiscriminator_kind( )
このメソッドは，unionのディスクリミネータのタイプコードを返します。

● public org.omg.DynamicAny.DynAny membermembermembermember( )
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.InvalidValue
このメソッドは，unionのメンバであるカレントコンポーネントの DynAnyオブジェ
クトを返します。
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● public org.omg.CORBA.TCKind member_kindmember_kindmember_kindmember_kind( )
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.InvalidValue
このメソッドは，unionのメンバであるカレントコンポーネントのタイプコードを返
します。

● public java.lang.String member_namemember_namemember_namemember_name( )
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.InvalidValue
このメソッドは，カレントコンポーネントのメンバ名を返します。

● public void set_to_default_memberset_to_default_memberset_to_default_memberset_to_default_member( )
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch
このメソッドは，ディスクリミネータを，unionのデフォルト値と一致する値に設定
します。

● public boolean has_no_active_memberhas_no_active_memberhas_no_active_memberhas_no_active_member( )
共用体にアクティブなメンバがない場合，つまり共用体の識別子が case文のラベルに
示されない値と対応してるために，共用体が識別子だけから構成されている場合，
trueを返します。

● public void set_to_no_active_memberset_to_no_active_memberset_to_no_active_memberset_to_no_active_member( )
throws

org.omg.DynamicAny.DynAnyPackage.TypeMismatch
このメソッドは，ディスクリミネータを，どの unionのケースラベルにも対応しない
値に設定します。
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5.13　DynamicImplementation
 
public interface DynamicImplementation extends
    org.omg.CORBA.portable.ObjectImpl
 

このインタフェースは，VisiBroker ORBから任意のオブジェクトインプリメンテーショ
ンにリクエストを提供するインタフェースを提供します。オブジェクトインプリメン
テーションは，コンパイル時にインプリメントするオブジェクトの型を意識しません。
これは，静的なスケルトン，つまり IDLベースのスケルトンとは異なります。このスケ
ルトンは両方とも同じ機能を提供します。DynamicImplementationは，VisiBroker 
ORBが invokeメソッドでインプリメンテーションを呼び出すことで，特定のオブジェ
クトのすべてのリクエストをインプリメントします。

VisiBroker ORBは，ServerRequestオブジェクトを渡して，DynamicImplementation
をアップコールします。ServerRequestの擬似オブジェクトは，
DynamicImplementationへのリクエストの明示的状態を取得します。詳細については，
「5.22　ServerRequest」を参照してください。

動的スケルトンの使用については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker
　デベロッパーズガイド」の「動的スケルトンインタフェースの使用」の記述を参照し
てください。

5.13.1　DynamicImplementationのメソッド
● public void invokeinvokeinvokeinvoke(

org.omg.CORBA.ServerRequest requestrequestrequestrequest)
このメソッドは，サーバの機能を提供します。
• request
サーバが実行するリクエスト
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5.14　Environment
 
public interface org.omg.CORBA.Environment
 

このインタフェースは，例外をカプセル化します。これは動的起動インタフェース
（DII）と一緒に使用され，非同期 DIIリクエストで発生した例外を処理するインタ
フェースを提供します。

Environmentのインスタンスを生成するには，org.omg.CORBA.ORBで提供される
create_environmentメソッドを使用してください。詳細については，「4.5　ORB」を参
照してください。

5.14.1　Environmentのメソッド
● public void clearclearclearclear( )
このメソッドは，カレントの Environmentで発生した Exceptionをクリアします。
これは，例外を nullに設定することと同じです。

● public void exceptionexceptionexceptionexception(
java.lang.Exception exceptionexceptionexceptionexception)

このメソッドは，カレントの例外を設定します。設定する場合，事前に格納されてい
た例外は失われます。
• exception
カレントの Environmentに設定された例外

● public java.lang.Exception exceptionexceptionexceptionexception( )
このメソッドは，この Environmentに設定されたカレントの Exceptionを返します。
Exceptionが設定されていない場合，NULLを返します。
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5.15　ExceptionList
 
public interface ExceptionList
 

このインタフェースは，動的起動インタフェース（DII）で使用され，IDLオペレーショ
ンから発生する例外について記述します。これには，タイプコードの変更可能リストを
含みます。

ExceptionListのインスタンスを生成するには，org.omg.CORBA.ORBが提供する
create_exception_list( )を使用してください。詳細については，「4.5　ORB」を参照し
てください。

5.15.1　IDLの定義
 
interface ExceptionList {
   readonly attribute unsigned long count;
   void add(in CORBA::TypeCode exc);
   CORBA::TypeCode item(in unsigned long index)
       raises(CORBA::Bounds);
   void remove(in unsigned long index)
       raises(CORBA::Bounds);
};

5.15.2　ExceptionListのメソッド
● public void addaddaddadd(

TypeCode excexcexcexc)
このメソッドは，例外リストにタイプコードを追加します。
• exc
リストに追加する例外

● public int countcountcountcount( )
このメソッドは，例外リストの項目数を返します。

● public TypeCode itemitemitemitem(
int indexindexindexindex)
throws

org.omg.CORBA.Bounds
このメソッドは，リストから項目を返します。インデックス番号が有効でない場合，
バウンド例外が発生します。
• index
返される項目のインデックス番号

● public void removeremoveremoveremove(
int indexindexindexindex)
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throws
org.omg.CORBA.Bounds

このメソッドは，例外リストから項目を削除します。指定されたインデックス番号が
有効でない場合，バウンド例外が発生します。
• index
リストから削除される項目のインデックス番号
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5.16　InputStream
 
public interface InputStream
 

このインタフェースは，GIOP入力ストリームを表します。この型のオブジェクトは，
ORB.create_input_streamメソッドによって生成されます。出力ストリームに書き込ま
れるすべてのバイトは，入力ストリームメソッドを使用して読み出されます。各種デー
タ型を読み出すために，幾つかのメソッドが提供されています。

create_input_streamメソッドおよび create_output_streamメソッドについては，「4.5
　ORB」を参照してください。

5.16.1　InputStreamのメソッド
InputStreamからデータを読み出すために，次に示すメソッドが提供されています。各
メソッドは，特定のデータ型を返します。

コードサンプル 5-5　InputStreamからデータを読み出すためのメソッド
 
public boolean read_boolean( )
public char read_char( )
public char read_wchar( )
public byte read_octet( )
public short read_short( )
public short read_ushort( )
public int read_long( )
public int read_ulong( )
public long read_longlong( )
public long read_ulonglong( )
public float read_float( )
public double read_double( )
public String read_string( )
public String read_wstring( )
public void read_boolean_array(boolean [ ] value,
                                int offset,int length)
public void read_char_array(char [ ] value,
                                int offset,int length)
public void read_wchar_array(char [ ] value,
                                int offset,int length)
public void read_octet_array(byte [ ] value,
                                int offset,int length)
public void read_short_array(short [ ] value,
                                int offset,int length)
public void read_ushort_array(short [ ] value,
                                int offset,int length)
public void read_long_array(int [ ] value,
                                int offset,int length)
public void read_ulong_array(int [ ] value,
                                int offset,int length)
public void read_longlong_array(long [ ] value,
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                                int offset,int length)
public void read_ulonglong_array(long [ ] value,
                                int offset,int length)
public void read_float_array(float [ ] value,
                                int offset,int length)
public void read_double_array(double [ ] value,
                                int offset,int length)
public Object read_estruct(String expected_type)
public org.omg.CORBA.Object read_Object( )
public org.omg.CORBA.TypeCode read_TypeCode( )
public org.omg.CORBA.Any read_any( )
public org.omg.CORBA.Principal read_Principal( )
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5.17　NamedValue
 
public interface NamedValue
 

このインタフェースは，動的起動インタフェースリクエストのパラメタと戻り値を指定
するためにクライアントで使用されます。名前，値（Any），およびフラグのセットを表
す整数を含みます。

NamedValueのインスタンスを生成するには，org.omg.CORBA.ORBで提供される
create_named_value(String name, Any value, int flags)メソッドを使用してください。
詳細については，「4.5　ORB」および「5.19　NVList」を参照してください。

5.17.1　IDLの定義
 
interface NamedValue {
    readonly attribute CORBA::Identifier name;
    readonly attribute any value;
    readonly attribute CORBA::Flags flags;
};

5.17.2　NamedValueのメソッド
● public int flagsflagsflagsflags( )
このメソッドは，この NamedValueのフラグを返します。詳細については，「5.2　
ARG_IN」，「5.3　ARG_INOUT」および「5.4　ARG_OUT」を参照してください。

● public String namenamenamename( )
このメソッドは，この NamedValueの名前を返します。nameが設定されていない場
合は NULLを返します。

● public org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue( )
このメソッドは，この NamedValueに設定されたカレントの valueを表す Anyを返
します。値は，場合によって変更されます。
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5.18　NameValuePair
 
public interface NameValuePair
 

このインタフェースは，DynStructオブジェクトに含まれている構造体のメンバを表す
ために使用されます。

5.18.1　NameValuePairの変数
● public java.lang.String idididid
構造体メンバ名を表します。

● public org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue
構造体メンバの値と型を表します。

5.18.2　NameValuePairのコンストラクタ
● public NameValuePairNameValuePairNameValuePairNameValuePair( )
空のNameValuePairを生成します。

● public NameValuePairvNameValuePairvNameValuePairvNameValuePairv(
java.lang.String idididid, org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)

指定のメンバ名および値で，初期化されたNameValuePairを生成します。
• id
メンバ名

• value
メンバの値
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5.19　NVList
 
public interface NVList
 

このインタフェースには，NamedValueオブジェクトのセットを含みます。これは，動
的起動インタフェースリクエストに対応するパラメタ，およびコンテキスト値を記述す
るためのコンテキストルーチン内のパラメタを渡すために，クライアントアプリケー
ションによって使用されます。これには，NamedValuesの変更可能リストを含みます。

NVListのインスタンスを生成するには，org.omg.CORBA.ORBが提供する create_list
メソッドを使用してください。詳細については，「4.5　ORB」を参照してください。

5.19.1　IDLの定義
 
interface NVList {
    unsigned long count( );
    void add(in CORBA::Flags flags);
    void add_item(in CORBA::Identifier name,
                  in CORBA::Flags flags);
    void add_value(in CORBA::Identifier name,
                   in any value,
                   in CORBA::Flags flags);
    CORBA::NamedValue item(in unsigned long index);
    void remove(in unsigned long index);
};

5.19.2　NVListのメソッド
● public org.omg.CORBA.NamedValue addaddaddadd(

int flagsflagsflagsflags)
このメソッドは，NamedValue項目を，項目に対応する名前または値を初期化しない
で，このリストに追加します。
• flags
追加されるパラメタのモード。許可されている値は，
org.omg.CORBA.ARG_IN.value，org.omg.CORBA.ARG_OUT.value，および
org.omg.CORBA.ARG_INOUT.valueです。

● public org.omg.CORBA.NamedValue add_itemadd_itemadd_itemadd_item(
String item_nameitem_nameitem_nameitem_name, int flagsflagsflagsflags)

このメソッドは，項目に対応する値を初期化しないで，このリストに NamedValue項
目を追加します。
• item_name
追加される項目名

• flags
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追加されるパラメタのモード。許可される値は，org.omg.CORBA.ARG_IN.value，
org.omg.CORBA.ARG_OUT.value，および org.omg.CORBA.ARG_INOUT.value
です。

● public org.omg.CORBA.NamedValue add_valueadd_valueadd_valueadd_value(
String item_nameitem_nameitem_nameitem_name, org.omg.CORBA.Any value value value value, int flagsflagsflagsflags)

このメソッドは，指定された名前，値，およびフラグのあるこのNVListに
NamedValueを追加します。
• item_name
追加される NamedValue名

• value
Anyで表される，NamedValueの値。Anyインタフェースについては，「5.1　
Any」を参照してください。

• flags
追加されるパラメタのモード

● public int countcountcountcount( )
このメソッドは，このNVListのNamedValue項目数を返します。

● public org.omg.CORBA.NamedValue itemitemitemitem(
int indexindexindexindex)
throws

org.omg.CORBA.Bounds
このメソッドは，指定されたインデックスのあるリストからNamedValue項目を返し
ます。インデックスが範囲外である場合，バウンド例外が発生します。
• index
このリストから返される NamedValueのインデックス

● public void removeremoveremoveremove(
int indexindexindexindex)
throws

org.omg.CORBA.Bounds
このメソッドは，このリストから，指定されたインデックスのNamedValueを削除し
ます。インデックスが範囲外である場合，バウンド例外が発生します。
• index
このリストから削除される NamedValue項目のインデックス
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5.20　OutputStream
 
public interface OutputStream
 

このインタフェースは，GIOP出力ストリームを表します。この型のオブジェクトは，
ORB.create_output_streamメソッドを使用して生成されます。出力ストリームに書き
込まれるすべてのバイトは，入力ストリームを使用して読み出せます。各種データ型を
書き込むために幾つかのメソッドが提供されています。

create_input_streamメソッドおよび create_output_streamメソッドについては，「4.5
　ORB」を参照してください。

5.20.1　OutputStreamのメソッド
次に示すメソッドが，OutputStreamに特定の型を書き込むために提供されています。
これらの各メソッドは，書き込まれる型を表す単一パラメタを受け付けます。

コードサンプル 5-6　OutputStreamに特定の型を書き込むためのメソッド
 
public inputStream create_input_stream( )
public void write_boolean(boolean value)
public void write_char(char value)
public void write_wchar(char value)
public void write_octet(byte value)
public void write_short(short value)
public void write_ushort(short value)
public void write_long(int value)
public void write_ulong(int value)
public void write_longlong(long value)
public void write_ulonglong(long value)
public void write_float(float value)
public void write_double(double value)
public void write_string(String value)
public void write_wstring(String value)
public void write_boolean_array(boolean [ ] value,
                            int offset,int length)
public void write_char_array(char [ ] value,
                            int offset,int length)
public void write_wchar_array(char [ ] value,
                            int offset,int length)
public void write_octet_array(byte [ ] value,
                            int offset,int length)
public void write_short_array(short [ ] value,
                            int offset,int length)
public void write_ushort_array(short [ ] value,
                            int offset,int length)
public void write_long_array(int [ ] value,
                            int offset,int length)
public void write_ulong_array(int [ ] value,
                            int offset,int length)
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public void write_longlong_array(long [ ] value,
                            int offset,int length)
public void write_ulonglong_array(long [ ] value,
                            int offset,int length)
public void write_float_array(float [ ] value,
                            int offset,int length)
public void write_double_array(double [ ] value,
                            int offset,int length)
public org.omg.CORBA.Object write_estruct(
                              org.omg.CORBA.Object value ,
                              String expected_type)
public void write_Object(org.omg.CORBA.Object value)
public void write_TypeCode(org.omg.CORBA.TypeCode value)
public void write_any(org.omg.CORBA.Any value)
public void write_Principal(org.omg.CORBA.Principal value)
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5.21　Request
 
public interface Request
 

このインタフェースは動的起動リクエストを表し，リクエストの初期化，送信，または
応答を受信するためのメソッドを提供します。オペレーションリクエストは，同期，非
同期，または応答がない onewayリクエストとして送信されます。呼び出しに対する応
答は同期的にポーリングされ，取得されます。ORBインタフェースは，さらに高度な並
行プロセスを可能にし，待ち時間を減少させるためにも使用されます。

このオブジェクトには次の状態情報が含まれています。

• ターゲットオブジェクト
• オペレーション名
• パラメタ型および値
• リターンタイプおよびリターン値
• Environment。詳細については，「5.14　Environment」を参照してください。
• Context。詳細については，「4.2　Context」を参照してください。

Requestの生成に関連して _create_requestメソッド，および _requestメソッドについ
ては，「4.4　Object」を参照してください。

5.21.1　IDLの定義
 
interface Request {
   readonly attribute CORBA::Object target;
   readonly attribute CORBA::Identifier operation;
   readonly attribute CORBA::NVList arguments;
   readonly attribute CORBA::NamedValue result;
   readonly attribute CORBA::Environment env;
   readonly attribute CORBA::ExceptionList exceptions;
   readonly attribute CORBA::ContextList contexts;
 
   attribute CORBA::Context ctx;
 
   any add_in_arg( );
   any add_named_in_arg(in string name);
   any add_inout_arg( );
   any add_named_inout_arg(in string name);
 
   any add_out_arg( );
   any add_named_out_arg(in string name);
   void set_return_type(in ::CORBA::TypeCode tc);
   any return_value( );
 
   void invoke( );
   void send_oneway( );
   void send_deferred( );
   void get_response( );
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   boolean poll_response( );
};

5.21.2　Requestのメソッド
● public Any add_in_argadd_in_argadd_in_argadd_in_arg( )

INパラメタをリクエストに追加します。

● public Any add_inout_argadd_inout_argadd_inout_argadd_inout_arg( )
INOUTパラメタをリクエストに追加します。

● public Any add_named_in_argadd_named_in_argadd_named_in_argadd_named_in_arg(
String namenamenamename)

名前付き INパラメタをリクエストに追加します。
• name
このリクエストに対応するパラメタ名

● public Any add_named_inout_argadd_named_inout_argadd_named_inout_argadd_named_inout_arg(
String namenamenamename)

名前付き INOUTパラメタをリクエストに追加します。
• name
このリクエストに対応するパラメタ名

● public Any add_named_out_argadd_named_out_argadd_named_out_argadd_named_out_arg(
String namenamenamename)

名前付き OUTパラメタをリクエストへ追加します。
• name
このリクエストに対応するパラメタ名

● public Any add_out_argadd_out_argadd_out_argadd_out_arg( )
OUTパラメタをリクエストに追加します。

● public org.omg.CORBA.NVList    argumentsargumentsargumentsarguments( )
このメソッドは，このリクエストのパラメタのリストを返します。これらのパラメタ
は，リクエスト送信前に初期化する必要があります。

● public ContextList contextscontextscontextscontexts( )
このメソッドは，コンテキストリストを返します。オペレーションがコンテキストを
指定しないと，リストは空となります。

● public org.omg.CORBA.Context ctxctxctxctx( )
このメソッドは，このリクエストに対応するコンテキストリストを返します。詳細に
ついては，「5.5　ContextList」を参照してください。

● public void ctxctxctxctx(
org.omg.CORBA.Context ctxctxctxctx)

このメソッドは，このリクエストのコンテキストを設定します。
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「4.5　ORB」の get_default_contextメソッドも参照してください。
• ctx
コンテキスト

● public org.omg.CORBA.Environment envenvenvenv( )
このメソッドは，リクエストが呼び出される Environmentを返します。サーバに
よって発生する例外は，リクエストの Environmentに入れられます。詳細について
は，「5.14　Environment」を参照してください。

● public org.omg.CORBA.ExceptionList exceptionsexceptionsexceptionsexceptions( )
このメソッドは，ユーザ例外のタイプコードのリストを返します。オペレーションに
よるユーザ例外が発生しない場合，リストは空となります。

● public void get_responseget_responseget_responseget_response( )
このブロッキングメソッドは，send_deferredメソッドによって送信された動的起動
リクエストの結果を待ちます。すべての inout，out，およびリターン値はこのメソッ
ドによって更新されます。
ノンブロッキング poll_responseメソッドは，このメソッドを呼び出す前に応答があ
るかどうかを判定するために使用されます。

● public void invokeinvokeinvokeinvoke( )
このメソッドは，リクエストを送信したあと，処理を抑止して応答を待ちます。クラ
イアントが応答待ちをしたくない場合は，このメソッドの代わりに send_deferredメ
ソッドが使用できます。

● public String operationoperationoperationoperation( )
このメソッドは，このリクエストに対応するオペレーション名，またはメソッド名を
返します。

● public boolean poll_responsepoll_responsepoll_responsepoll_response( )
このメソッドは，リクエストに対する応答が現在ある場合に trueを返します。そうで
ない場合，falseを返します。このメソッドは，send_deferredメソッドが呼び出され
たあとで，結果値を実際に読み出す get_responseメソッドを呼び出す前に使用されま
す。
「4.5　ORB」の poll_next_responseメソッドも参照してください。

● public org.omg.CORBA.NamedValue resultresultresultresult( )
このメソッドは，リクエストの結果またはリターン値を返します。結果の型が指定さ
れないと，型のデフォルトは voidとなります。リターンタイプが voidでない場合，
型はリクエストの送信前に初期化される必要があります。

● public Any return_valuereturn_valuereturn_valuereturn_value( )
このメソッドは，オペレーションのリターン値を Anyとして取得します。

● public void send_deferredsend_deferredsend_deferredsend_deferred( )
このメソッドは，このリクエストを送信しますが，応答を待ちません。応答を確認す
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る場合，結果を受信するために poll_responseメソッドおよび get_responseメソッド
が使用されます。「4.5　ORB」の send_multiple_requests_deferredメソッドも参照
してください。

● public void send_onewaysend_onewaysend_onewaysend_oneway( )
このノンブロッキングメソッドは，このリクエストを一方向 requestとして送信しま
す。一方向リクエストでは，送信されるサーバからの応答はありません。
「4.5　ORB」の send_multiple_requests_onewayメソッドも参照してください。

● public void set_return_typeset_return_typeset_return_typeset_return_type(
TypeCode tctctctc)

このメソッドは，オペレーションを呼び出す前に返されると思われる型を設定します。
• tc
設定するタイプコード

● public org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget( )
このメソッドは，このリクエストが送信されるターゲット Objectを返します。ター
ゲット Objectは，Requestが生成されるときに Objectの _create_requestメソッド
を使用して指定されます。
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5.22　ServerRequest
 
public interface ServerRequest
 

動的スケルトンを使用する場合に重要である ServerRequestインタフェースは，クライ
アントからサーバによって受信されるリクエストを表します。これは，リクエストプロ
セス中に発生する Exceptionを反映するメソッドと同様，Context，オペレーション名，
およびオペレーションパラメタを取得するメソッドを提供します。このインタフェース
は，DynamicImplementationとともに動作し，動的スケルトンを提供します。
DynamicImplementationの詳細については，「5.5　ContextList」を参照してください。

動的スケルトンの使用については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker
　デベロッパーズガイド」の「動的スケルトンインタフェースの使用」の記述を参照し
てください。

5.22.1　IDLの定義
 
interface ServerRequest {
   readonly attribute CORBA::Identifier operation;
   void arguments(inout CORBA::NVList nv);
   CORBA::Context ctx();
   void set_result(in Any value);
   void set_exception(in Any value);
};

5.22.2　ServerRequestのメソッド
● public java.lang.String operationoperationoperationoperation( )
このメソッドは，このリクエストに対応するオペレーション名を返します。

● public void argumentsargumentsargumentsarguments(
org.omg.CORBA.NVList argsargsargsargs)

このメソッドは，このオペレーションリクエストのパラメタを設定します。このメ
ソッドの使用方法については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　
デベロッパーズガイド」の「動的スケルトンインタフェースの使用」の記述を参照し
てください。
• args
パラメタが格納される NVList

● public void set_resultset_resultset_resultset_result(
org.omg.CORBA.Any resultresultresultresult)

このメソッドは，このオペレーションリクエストの結果を設定します。
• result
オペレーションリクエストに設定される結果
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● public void set_exceptionset_exceptionset_exceptionset_exception(
org.omg.CORBA.Any exceptexceptexceptexcept)

このメソッドは，requestプロセス中に発生する Exceptionを設定するためにサーバ
によって使用され，クライアントに反映されます。
• except
発生した例外

● public org.omg.CORBA.Context ctxctxctxctx( )
このメソッドは，この ServerRequestに対応するカレントの Contextを返します。

● public String op_nameop_nameop_nameop_name( )
このメソッドは，このリクエストに対応するオペレーション名を返します。
このメソッドは，非推奨メソッドです。operation()メソッドを使用してください。

● public void paramsparamsparamsparams(
org.omg.CORBA.NVList paramsparamsparamsparams)

このメソッドは，このオペレーションリクエストのパラメタを設定します。このメ
ソッドの使用方法については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　
デベロッパーズガイド」の「動的スケルトンインタフェースの使用」の記述を参照し
てください。
このメソッドは，非推奨メソッドです。arguments()メソッドを使用してください。
• params
パラメタが格納される NVList

● public void resultresultresultresult(
org.omg.CORBA.Any resultresultresultresult)

このメソッドは，このオペレーションリクエストの結果を設定します。
このメソッドは，非推奨メソッドです。set_result()メソッドを使用してください。
• result
オペレーションリクエストに設定される結果

● public void exceptexceptexceptexcept(
org.omg.CORBA.Any exceptexceptexceptexcept)

このメソッドは，requestプロセス中に発生する Exceptionを設定するためにサーバ
によって使用され，クライアントに反映されます。
このメソッドは，非推奨メソッドです。set_exception()メソッドを使用してくださ
い。
• except
発生した例外
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5.23　TCKind
 
public interface TCKind extends org.omg.CORBA.Object
 

このインタフェースには，TypeCodeを定義する TypeCodeオブジェクトとともに使用さ
れる定数を含みます。tk_を先頭に付けた，すべてのコードに対応できる整数定数のセッ
トがあります。例えば，floatのタイプコードは，TCKind.tk_floatです。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

5.23.1　IDLの定義
 
enum TCKind {
   tk_null, tk_void,
   tk_short, tk_long, tk_ushort, tk_ulong,
   tk_float, tk_double, tk_boolean, tk_char,
   tk_octet, tk_any, tk_TypeCode, tk_Principal, tk_objref,
   tk_struct, tk_union, tk_enum, tk_string,
   tk_sequence, tk_array, tk_alias, tk_except,
   tk_longlong, tk_ulonglong, tk_longdouble,
   tk_wchar, tk_wstring, tk_fixed,
   tk_value, tk_value_box,
   tk_native,
   tk, _interface
};

5.23.2　TCKindのメソッド
● public int valuevaluevaluevalue( )
このメソッドは，定数を表す整数値を返します。

● public static TCKind from_intfrom_intfrom_intfrom_int(
int valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定する値の enumインスタンスを返します。enumマッピングの
詳細については，「2.8.1　enum」を参照してください。
• value

enum値
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5.24　TypeCode
 
public interface TypeCode
 

このインタフェースは，IDLで定義される各種型について記述し，それらがランタイム
時に生成，検査できるようにします。タイプコードは，ほとんどの場合，Anyオブジェ
クトに格納される値の型を記述するために使用されます。格納される値の型については，
「5.1　Any」を参照してください。また，タイプコードは，パラメタとしてメソッド呼び
出しに渡されます。

タイプコードは各種 ORB.create_<type>_tcメソッドを使用して生成されます。すべて
組み込まれているタイプコードは，TCKindクラスで提供されます。詳細については，
「4.　コアインタフェースとクラス（Java）」を参照してください。

このインタフェースのHolderクラス，およびHolderクラスのメソッドの詳細について
は，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してください。

5.24.1　IDLの定義
 
interface TypeCode {
    exception Bounds {
    };
    exception BadKind {
    };
    boolean equal(in CORBA::TypeCode tc);
    CORBA::TCKind kind( );
    CORBA::RepositoryId id( )
        raises(CORBA::TypeCode::BadKind);
    CORBA::Identifier name( )
        raises(CORBA::TypeCode::BadKind);
    unsigned long member_count( )
        raises(CORBA::TypeCode::BadKind);
    CORBA::Identifier member_name(in unsigned long index)
        raises(CORBA::TypeCode::BadKind,
               CORBA::TypeCode::Bounds);
    CORBA::TypeCode member_type(in unsigned long index)
        raises(CORBA::TypeCode::BadKind,
               CORBA::TypeCode::Bounds);
    any member_label(in unsigned long index)
        raises(CORBA::TypeCode::BadKind,
               CORBA::TypeCode::Bounds);
    CORBA::TypeCode discriminator_type( ) 
        raises(CORBA::TypeCode::BadKind);
    long default_index( )
        raises(CORBA::TypeCode::BadKind);
    unsigned long length( )
        raises(CORBA::TypeCode::BadKind);
    CORBA::TypeCode content_type( )
        raises(CORBA::TypeCode::BadKind);
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    long param_count( );
    any parameter(in long index)
        raises(CORBA::TypeCode::Bounds);
};

5.24.2　TypeCodeのメソッド
● public org.omg.CORBA.TypeCode content_typecontent_typecontent_typecontent_type( )

throws
org.omg.CORBA._TypeCodePackage.BadKind

このメソッドは，シーケンスや配列型またはエイリアス型に含まれる要素のタイプ
コードを返します。このメソッドは，次のタイプコードの場合有効です。
• tk_sequence
• tk_array
• tk_alias

BAD_PARAM例外は，タイプコードが上記のどれでもない場合に発生します。

● public int default_indexdefault_indexdefault_indexdefault_index( )
throws

org.omg.CORBA._TypeCodePackage.BadKind
このメソッドは，unionのデフォルトインデックスを返します。このメソッドは，タ
イプコード tk_unionのオブジェクトの場合だけ有効です。そうでない場合，
BAD_PARAM例外が発生します。

● public TypeCode discriminator_typediscriminator_typediscriminator_typediscriminator_type( )
throws

org.omg.CORBA._TypeCodePackage.BadKind
このメソッドは，unionのディスクリミネータのタイプコードを返します。このメ
ソッドは，tk_unionのタイプコードでオブジェクトを呼び出す場合だけ有効です。そ
うでない場合は，BAD_PARAM例外が発生します。

● public boolean equalequalequalequal(
org.omg.CORBA.TypeCode tctctctc)

このメソッドは，このオブジェクトが tcと同等である場合に trueを返します。そう
でない場合，falseを返します。型が同じであるかどうかは，名前ではなく型の構造体
によって判定されます。同じ順序で宣言された同じフィールドの二つの構造体は，型
が同じであるとみなされます。
• tc
このオブジェクト型と比較される TypeCode

● public String idididid( )
throws

org.omg.CORBA._TypeCodePackage.BadKind
このメソッドは，タイプコードのリポジトリ IDを返します。この文字列は IDLに使
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用され，型を定義します。

● public TCKind kindkindkindkind( )
このメソッドは，このタイプコードに対応する型の種類を返します。タイプコード種
類定数は，TCKindで定義されます。詳細については，「5.23　TCKind」を参照して
ください。

● public int lengthlengthlengthlength( )
throws

org.omg.CORBA._TypeCodePackage.BadKind
このメソッドは，型が含む要素数を返します。要素数が stringや sequenceのように
アンバウンデッドであれば，0を返します。このメソッドは，次のタイプコードの場
合有効です。
• tk_string
• tk_sequence
• tk_array

タイプコードが上記のどれでもない場合，BAD_PARAM例外が発生します。

● public int    member_countmember_countmember_countmember_count( )
throws

org.omg.CORBA._TypeCodePackage.BadKind
このメソッドは，型が保持しているメンバ数を返します。このメソッドは，次のタイ
プコードの場合有効です。
• tk_struct
• tk_union
• tk_enum
• tk_except

タイプコードが上記のどれでもない場合，BAD_PARAM例外が発生します。

● public Any member_labelmember_labelmember_labelmember_label(
int indexindexindexindex)
throws

org.omg.CORBA._TypeCodePackage.BadKind,
org.omg.CORBA._TypeCodePackage.Bounds

このメソッドは，指定されたインデックスのあるメンバに対応するケースステートメ
ントのラベルを返します。このメソッドは，タイプコード tk_unionの場合だけ有効
で，そうでない場合は，BAD_PARAM例外が発生します。インデックスがバウンド
外である場合，Bounds例外が発生します。
• index
ラベルが返されるメンバのインデックス

● public String member_namemember_namemember_namemember_name(
int indexindexindexindex)
throws
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org.omg.CORBA._TypeCodePackage.BadKind,
org.omg.CORBA._TypeCodePackage.Bounds

このメソッドは，指定されたインデックスのあるメンバ名を返します。
このメソッドは，次のタイプコードの場合有効です。
• tk_struct
• tk_union
• tk_enum
• tk_except

タイプコードが上記のどれでもない場合，BAD_PARAM例外が発生します。イン
デックスがバウンド外である場合，Bounds例外が発生します。
• index
名前が返されるメンバのインデックス

● public org.omg.CORBA.TypeCode member_typemember_typemember_typemember_type(
int indexindexindexindex)
throws

org.omg.CORBA._TypeCodePackage.BadKind,
org.omg.CORBA._TypeCodePackage.Bounds

このメソッドは，指定されたインデックスのあるメンバのタイプコードを返します。
このメソッドは，次のタイプコードの場合有効です。
• tk_struct
• tk_union
• tk_except

タイプコードが上記のどれでもない場合，BAD_PARAM例外が発生します。イン
デックスがバウンド外である場合，Bounds例外が発生します。
• index
タイプコードが返されるメンバのインデックス

● public String namenamenamename( )
throws

org.omg.CORBA._TypeCodePackage.BadKind
このメソッドは，アンスコープ型名を返します。このメソッドは，次のタイプコード
の場合有効です。
• tk_objref
• tk_struct
• tk_union
• tk_enum
• tk_alias
• tk_except

タイプコードが上記のどれでもない場合，BAD_PARAM例外が発生します。
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5.25　UnknownUserException
 
public interface UnknownUserException extends
    org.omg.CORBA.UserException
 

クライアントが DIIリクエストを発行してユーザ例外が発生すると，特定の例外がクラ
イアントに反映されなくなり，この例外が代わりに使用されます。
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6　 インタフェースリポジトリ
インタフェースとクラス
（Java）
この章では，Java言語でインタフェースリポジトリと一緒に
使用する org.omg.CORBAパッケージでのインタフェースとク
ラスについて説明します。

6.1　AbstractInterfaceDef

6.2　AliasDef

6.3　ArrayDef

6.4　AttributeDef

6.5　AttributeDescription

6.6　AttributeMode

6.7　ConstantDef

6.8　ConstantDescription

6.9　Contained

6.10　ContainedPackage.Description

6.11　Container

6.12　ContainerPackage.Description

6.13　DefinitionKind
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6.14　EnumDef

6.15　ExceptionDef

6.16　ExceptionDescription

6.17　FixedDef

6.18　FullValueDescription

6.19　IDLType

6.20　InterfaceDef

6.21　InterfaceDefPackage.FullInterfaceDescription

6.22　InterfaceDescription

6.23　IRObject

6.24　LocalInterfaceDef

6.25　ModuleDef

6.26　ModuleDescription

6.27　NativeDef

6.28　OperationDef

6.29　OperationDescription

6.30　OperationMode

6.31　ParameterDescription

6.32　ParameterMode

6.33　PrimitiveDef

6.34　PrimitiveKind

6.35　Repository

6.36　SequenceDef

6.37　StringDef

6.38　StructDef

6.39　StructMember

6.40　TypedefDef
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6.41　TypeDescription

6.42　UnionDef

6.43　UnionMember

6.44　ValueBoxDef

6.45　ValueDef

6.46　ValueDescription

6.47　ValueMemberDef

6.48　WstringDef
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6.1　AbstractInterfaceDef
 
public interface org.omg.CORBA.AbstractInterfaceDef extends
    org.omg.CORBA.AbstractInterfaceDefOperations,
    org.omg.CORBA.InterfaceDef,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

AbstractInterfaceDefは，InterfaceDefインタフェースに類似したインタフェースです。
InterfaceDefとの違いは，abstract型インタフェースが継承できるのは abstract型イン
タフェースからだけで，concrete型インタフェースをベースとして使用できないという
点です。AbstractInterfaceDefインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納さ
れている IDLの abstract型インタフェースを表すために使用します。このインタフェー
スは属性，オペレーション，インタフェース定義を作成するメソッド，およびベースイ
ンタフェースの設定と取得を実行するメソッドを提供します。

InterfaceDefインタフェースの詳細については，「6.20　InterfaceDef」を参照してくだ
さい。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.1.1　AbstractInterfaceDefのメソッド
● public org.omg.CORBA.AbstractInterfaceDef[ ]base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces( )
このメソッドは，このオブジェクトのベースインタフェースのリストを返します。

● public void base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces(
org.omg.CORBA.InterfaceDef[ ]base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces)

このメソッドは，このオブジェクトのベースインタフェースリストを設定します。
• base_interfaces
設定するベースインタフェースリスト

● public org.omg.CORBA.InterfaceDef create_abstract_interfacecreate_abstract_interfacecreate_abstract_interfacecreate_abstract_interface(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.AbstractInterfaceDef[ ] base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces)

このメソッドは，指定した属性で AbstractInterfaceDefオブジェクトをこの
Containerの中に生成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
concrete型の InterfaceDefとは異なり，AbstractInterfaceDefインタフェースは
abstract型と concrete型の両方のインタフェースの定義を格納できません。継承でき
るのは，abstract型インタフェースだけです。
• id
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インタフェースのリポジトリ ID
• name
インタフェースの名前

• version
インタフェースのバージョン

• base_interfaces
このインタフェースの継承元となるすべてのインタフェースの一覧

● public org.omg.CORBA.AttributeDef create_attributecreate_attributecreate_attributecreate_attribute(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLType typetypetypetype,
org.omg.CORBA.AttributeMode modemodemodemode)

このメソッドは，属性をインタフェース定義に追加します。
• id
属性の識別子

• name
属性の名前

• version
属性のバージョン

• type
属性の IDL型

• mode
属性のモード。AttributeModeに指定できる値の詳細については，「6.6　
AttributeMode」を参照してください。

● public org.omg.CORBA.OperationDef create_operationcreate_operationcreate_operationcreate_operation(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLType resultresultresultresult,
org.omg.CORBA.OperationMode modemodemodemode,
org.omg.CORBA.ParameterDescription[ ] paramsparamsparamsparams,
org.omg.CORBA.ExceptionDef[ ] exceptionsexceptionsexceptionsexceptions,
java.lang.String[ ] contextscontextscontextscontexts)

このメソッドは，オペレーションをインタフェース定義に追加します。
• id
オペレーションの識別子

• name
オペレーションの名前

• version
オペレーションのバージョン
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• result
オペレーションの IDL結果型

• mode
オペレーションのモード。詳細については，「6.30　OperationMode」を参照してく
ださい。

• params
このオペレーションのパラメタの一覧

• exceptions
このオペレーションで発生する可能性のある例外の一覧

• contexts
コンテキストの一覧

● public org.omg.CORBA.InterfaceDefPackage.
FullInterfaceDescription describe_interfacedescribe_interfacedescribe_interfacedescribe_interface( )

このメソッドは，このオブジェクトのインタフェース定義を返します。

● public boolean is_ais_ais_ais_a(
java.lang.String interface_idinterface_idinterface_idinterface_id)

このオブジェクトが，interface_idに指定したインタフェース識別子と互換性のある
インタフェース定義を表す場合，このメソッドは trueを返します。
• interface_id
このオブジェクトとの比較に使用するインタフェース識別子

● public boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract( )
trueが設定された場合，このメソッドは，指定したインタフェースが abstractである
ことを示します。
• is_abstract

abstractインタフェースの作成を指定します。

● public void is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract(
boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract)

このメソッドは，このインタフェースを abstractに設定します。
• is_abstract
オブジェクトを abstractに設定します。
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6.2　AliasDef
 
public interface org.omg.CORBA.AliasDef extends
    org.omg.CORBA.AliasDefOperations,
    org.omg.CORBA.TypedefDef,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている typedefを表すた
めに使用します。このインタフェースは，オリジナルの typedefの IDLTypeを設定およ
び取得するためのメソッドを提供します。

TypedefDefの詳細については，「6.19　IDLType」を参照してください。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.2.1　AliasDefのメソッド
● public void original_type_deforiginal_type_deforiginal_type_deforiginal_type_def(

org.omg.CORBA.IDLType original_type_deforiginal_type_deforiginal_type_deforiginal_type_def)
このメソッドは，このオブジェクトの IDLTypeを設定します。
• original_type_def
このオブジェクトの IDLType

● public org.omg.CORBA.IDLType element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def( )
このメソッドは，このオブジェクトがエイリアスとなっているオブジェクトのオリジ
ナル typedefの IDLTypeを返します。
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6.3　ArrayDef
 
public interface org.omg.CORBA.ArrayDef extends
    org.omg.CORBA.ArrayDefOperations,
    org.omg.CORBA.IDLType,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている配列を表すために
使用します。このインタフェースは，配列内の要素型と配列の長さを設定および取得す
るためのメソッドを提供します。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.3.1　ArrayDefのメソッド
● public int lengthlengthlengthlength( )
このメソッドは，配列内の要素数を返します。

● public void lengthlengthlengthlength(
int lengthlengthlengthlength)

このメソッドは，配列内の要素数を設定します。
• length

array内の要素数

● public org.omg.CORBA.TypeCode element_typeelement_typeelement_typeelement_type( )
このメソッドは，配列の要素の TypeCodeを返します。

● public void element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def(
org.omg.CORBA.IDLType element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def)

このメソッドは，配列内に格納されている要素の IDLTypeを設定します。
• element_type_def
配列内の要素の IDLType

● public org.omg.CORBA.IDLType element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def( )
このメソッドは，配列内に格納されている要素の IDLTypeを返します。
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6.4　AttributeDef
 
public interface org.omg.CORBA.AttributeDef extends
    org.omg.CORBA.AttributeDefOperations,
    org.omg.CORBA.Contained,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されているインタフェース属
性を表すために使用します。このインタフェースは，属性のモードと型を設定および取
得するためのメソッドを提供します。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.4.1　AttributeDefのメソッド
● public org.omg.CORBA TypeCode typetypetypetype( )
このメソッドは，属性の型を表す TypeCodeを返します。

● public void type_deftype_deftype_deftype_def(
org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def)

このメソッドは，属性の IDLTypeを設定します。
• type_def
このオブジェクトの IDLType

● public org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def( )
このメソッドは，属性の IDLTypeを返します。

● public org.omg.CORBA.AttributeMode modemodemodemode( )
このメソッドは，属性のモードを返します。読み取り専用属性を示す AttributeMode 
ATTR_READONLYと，読み書き可能属性を示す AttributeMode ATTR_NORMAL
のどちらかを返します。詳細については，「6.6　AttributeMode」を参照してくださ
い。

● org.omg.CORBA.AttributeDef modemodemodemode( )
このメソッドは，該当するモード属性の値を返します。

● public void modemodemodemode(
org.omg.CORBA.AttributeMode mode)

このメソッドは，モード属性の値を設定します。
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6.5　AttributeDescription
 
public final class org.omg.CORBA.AttributeDescription extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている属性を記述します。また，
AttributeDescriptionの structは，インタフェースと値を完全に表現するために使用し
ます。これらの型だけが，属性を保持できる IDL型です。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.5.1　AttributeDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename
この変数は，属性の名前を表します。

● public java.name.String idididid
この変数は，属性のリポジトリ IDを表します。

● public java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in
この変数は，属性が定義されているインタフェースのリポジトリ IDまたは valuetype
を表します。

● public java.lang.String versionversionversionversion
この変数は，属性のバージョンを表します。

● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype
この変数は，属性の TypeCodeを表します。

● public org.omg.CORBA.AttributeMode modemodemodemode
この変数は，属性のモードを表します。

6.5.2　AttributeDescriptionのメソッド
● public AttributeDescriptionAttributeDescriptionAttributeDescriptionAttributeDescription( )
このメソッドは，AttributeDescriptionのデフォルトコンストラクタです。

● public AttributeDescriptionAttributeDescriptionAttributeDescriptionAttributeDescription(
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String idididid,
java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype,
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org.omg.CORBA.AttributeMode modemodemodemode)
このメソッドは，指定されたパラメタを使用して，AttributeDescriptionを構成しま
す。
• name
この属性の名前

• id
この属性のリポジトリ ID

• defined_in
この属性が定義されたインタフェースまたは valuetype

• version
オブジェクトのバージョン

• type
属性の IDLタイプコード

• mode
この属性のモード（「読み取り専用」または「読み書き可能」）。詳細については，
「6.6　AttributeMode」を参照してください。
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6.6　AttributeMode
 
public final class org.omg.CORBA.AttributeMode extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラス（IDLの列挙体）は，属性のモードが読み取り専用か標準（読み書き可能）
かを表すために使用します。モードとして次のどちらかのパラメタを指定できます。

• NORMAL
このモードでは，この属性は読み書き可能となります。

• READONLY
このモードでは，この属性は読み取り専用となります。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.6.1　AttributeModeの要素
● org.omg.CORBA.AttributeMode.ATTR_NORMAL
この変数は，標準モードの属性を定義します。

● org.omg.CORBA.AttributeMode.ATTR_READONLY
この変数は，読み取り専用モードの属性を定義します。
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6.7　ConstantDef
 
public interface org.omg.CORBA.ConstantDef extends
    org.omg.CORBA.ConstantDefOperations,
    org.omg.CORBA.Contained,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている定数定義を表すた
めに使用します。このインタフェースは，定数の型と値を設定，取得するためのメソッ
ドを提供します。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.7.1　ConstantDefのメソッド
● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype( )
このメソッドは，オブジェクトの型を表す TypeCodeを返します。

● public org.omg.CORBA.IDLType    type_deftype_deftype_deftype_def( )
このメソッドは，定数の IDLTypeを返します。

● public void type_def type_def type_def type_def(
org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def)

このメソッドは，定数の IDLTypeを設定します。
• type_def
この定数の IDLType

● public org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue( )
このメソッドは，定数の値を表す Anyオブジェクトを返します。

● public void valuevaluevaluevalue(
org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，この定数の値を設定します。
• value
このオブジェクトの値を表す Anyオブジェクト
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6.8　ConstantDescription
 
public final class org.omg.CORBA.ConstantDescription extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている定数を記述します。

6.8.1　ConstantDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename
この変数は，定数名を表します。

● public java.lang.String idididid
この変数は，定数のリポジトリ IDを表します。

● public java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in
この変数は，この定数が定義されたモジュールまたはインタフェースのリポジトリ ID
を表します。

● public org.omg.CORBA.VersionSpec versionversionversionversion
この変数は，定数のバージョンを表します。

● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype
この変数は，定数の TypeCodeを表します。

● public org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue
この変数は，この定数の値を表します。

6.8.2　ConstantDescriptionのメソッド
● public ConstantDescriptionConstantDescriptionConstantDescriptionConstantDescription( )
このメソッドは，ConstantDescriptionのデフォルトコンストラクタです。

● public ConstantDescriptionConstantDescriptionConstantDescriptionConstantDescription(
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String idididid,
java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in,
org.omg.CORBA.VersionSpec versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype,
org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用して，ConstantDescriptionを構成しま
す。
• name
この定数の名前

• id
184



6.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（Java）
この定数のリポジトリ ID
• defined_in
この定数が定義されたモジュールまたはインタフェース

• version
オブジェクトのバージョン

• type
定数の IDLタイプコード

• value
この定数の値
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6.9　Contained
 
public interface org.omg.CORBA.Contained extends
    org.omg.CORBA.ContainedOperations,
    org.omg.CORBA.IRObject,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，ほかのインタフェースリポジトリオブジェクトに含まれたイン
タフェースリポジトリオブジェクトを表すために使用します。このインタフェースは，
次に示す動作をするためのメソッドを提供します。

• オブジェクト名とバージョンの設定と取得
• このオブジェクトを含む Containerの決定
• オブジェクトの絶対名，オブジェクトのリポジトリ，記述の取得
• 一つのコンテナからほかのコンテナへのオブジェクトの移動

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.9.1　IDLの定義
 
interface Contained:IRObject {
    attribute RepositoryId id;
    attribute Identifier name;
    attribute VersionSpec version;
 
    readonly attribute Container defined_in;
    readonly attribute ScopedName absolute_name;
    readonly attribute Repository containing_repository;
 
    struct Description {
        DefinitionKind kind;
        any value;
    };
 
    Description describe( );
 
    void move(in Container new_container,
        in Identifier new_name,
        in VersionSpec new_version);
};
 

6.9.2　Containedのメソッド
● public java.lang.String absolute_nameabsolute_nameabsolute_nameabsolute_name( )
このメソッドは，オブジェクトの絶対名を返します。

● public org.omg.CORBA.Repository containing_repositorycontaining_repositorycontaining_repositorycontaining_repository( )
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このメソッドは，このオブジェクトを含んでいるリポジトリを返します。

● public org.omg.CORBA.Container defined_indefined_indefined_indefined_in( )
このメソッドは，このオブジェクトが定義された Containerを返します。

● public org.omg.CORBA.ContainedPackage.Description describedescribedescribedescribe( )
このメソッドは，このオブジェクトの記述を返します。
Descriptionの詳細については，「6.12　ContainerPackage.Description」を参照して
ください。

● public java.lang.String idididid( )
このメソッドは，このオブジェクトのリポジトリ IDを返します。

● public void idididid(
String idididid)

このメソッドは，このオブジェクトを一意に識別するリポジトリ IDを設定します。
• id
このオブジェクトのリポジトリ ID

● public java.lang.String namenamenamename( )
このメソッドは，このオブジェクトの名前を返します。

● public void namenamenamename(
java.lang.String namenamenamename)

このメソッドは，このオブジェクトの名前を設定します。
• name
オブジェクト名

● public java.lang.String versionversionversionversion( )
このメソッドは，このオブジェクトのバージョンを返します。

● public void versionversionversionversion(
java.lang.String versionversionversionversion)

このメソッドは，このオブジェクトのバージョンを設定します。
• version
オブジェクトのバージョン

● public void movemovemovemove(
org.omg.CORBA.Container new_containernew_containernew_containernew_container,
String new_namenew_namenew_namenew_name,
java.lang.String new_versionnew_versionnew_versionnew_version)

このメソッドは，このオブジェクトをほかのコンテナに移動させます。
• new_container
オブジェクトの移動先の Container

• new_name
オブジェクトの新しい名前

• new_version
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オブジェクトの新しいバージョン設定
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6.10　ContainedPackage.Description
 
public final class org.omg.CORBA.ContainedPackage.Description 
extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，Containedインタフェースから派生したインタフェースリポジトリ内の
各項目の一般的な記述を提供します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.10.1　ContainedPackage.Descriptionの変数
● public org.omg.CORBA.DefinitionKind kindkindkindkind
この変数は，項目の種類を表します。

● public org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue
この変数は，項目の値を表します。

6.10.2　ContainedPackage.Descriptionのメソッド
● public DescriptionDescriptionDescriptionDescription( )
このメソッドは，Descriptionのデフォルトコンストラクタです。

● public DescriptionDescriptionDescriptionDescription(
org.omg.CORBA.DefinitionKind kindkindkindkind,
org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用して，Descriptionを構成します。
• kind
この項目の種類。詳細については，「6.12　ContainerPackage.Description」を参照
してください。

• value
この項目の値を表す Anyオブジェクト
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6.11　Container
 
public interface org.omg.CORBA.Container extends
    org.omg.CORBA.ContainerOperations,
    org.omg.CORBA.IRObject,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリ内に包含階層を生成するために使用
します。Containerオブジェクトは，Containedクラスから派生したオブジェクト定義
を保持します。Containerインタフェースから派生したすべてのオブジェクト定義も，
Repositoryクラスの例外とともに，Containedクラスから継承します。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.11.1　IDLの定義
 
interface Container:IRObject {
    Contained lookup(in ScopedName search_name);
    ContainedSeq contents(
        in DefinitionKind limit_type,
        in boolean exclude_inherited);
    ContainedSeq lookup_name(
        in Identifier search_name,
        in long levels_to_search,
        in DefinitionKind limit_type,
        in boolean exclude_inherited
    );
    struct Description {
        Contained contained_object;
        DefinitionKind kind;
        any value;
    };
    typedef sequence<Description>DescriptionSeq;
 
    DescriptionSeq describe_contents(
        in DefinitionKind limit_type,
        in boolean exclude_inherited,
        in long max_returned_objs);
    ModuleDef create_module,
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version);
 
    ConstantDef create_constant(
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version,
        in IDLType type,
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        in any value);
    StructDef create_struct(
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version,
        in StructMemberSeq members);
 
    NativeDef create_native(
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version);
 
    UnionDef create_union(
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version,
        in IDLType discriminator_type,
        in UnionMemberSeq members);
 
    EnumDef create_enum(
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version,
        in EnumMemberSeq members);
 
    AliasDef create_alias(
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version,
        in IDLType original_type);
 
    ExceptionDef create_exception(
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version,
        in StructMemberSeq members);
 
    InterfaceDef create_interface(
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version,
        in InterfaceDefSeq base_interfaces,
        in boolean is_abstract);
 
    ValueDef create_value(
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version,
        in boolean is_custom,
        in boolean is_abstract,
        in ValueDef base_value,
        in boolean is_truncatable,
        in ValueDefSeq abstract_base_values,
        in InterfaceDefSeq supported_interfaces,
        in InitializerSeq initializers);
};
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6.11.2　Containerのメソッド
● public org.omg.CORBA.Contained[ ] contentscontentscontentscontents(

org.omg.CORBA.DefinitionKind limit_typelimit_typelimit_typelimit_type,
boolean exclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inherited)

このメソッドは，直接 Containerに含まれる包含オブジェクト定義，または
Containerへ継承される包含オブジェクト定義のリストを返します。このメソッドを
使用して，Repositoryでのオブジェクト定義の階層を操作できます。Repositoryのモ
ジュール群に含まれるすべてのオブジェクト定義が返されたあとに，各モジュールに
含まれるすべてのオブジェクト定義が返されます。
• limit_type
返されるインタフェースオブジェクト型。dk_allを指定すると，すべての型のオブ
ジェクトが返されます。

• exclude_inherited
trueを設定した場合，継承されたオブジェクトは返されません。

● public org.omg.CORBA.InterfaceDef create_abstract_interfacecreate_abstract_interfacecreate_abstract_interfacecreate_abstract_interface(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.AbstractInterfaceDef[ ] base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces)

このメソッドは，指定した属性で AbstractInterfaceDefオブジェクトをこの
Containerの中に生成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
作成したインタフェースが格納できるのは，abstract型のインタフェースの定義だけ
です。
• id
インタフェースのリポジトリ ID

• name
インタフェースの名前

• version
インタフェースのバージョン

• base_interfaces
このインタフェースの継承元となるすべてのインタフェースの一覧

● public org.omg.CORBA. AliasDef create_aliascreate_aliascreate_aliascreate_alias(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLType original_typeoriginal_typeoriginal_typeoriginal_type)

このメソッドは，この Container内に AliasDefオブジェクトを指定された属性で生
成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
• id
エイリアスのリポジトリ ID
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• name
エイリアス名

• version
エイリアスのバージョン

• original_type
このエイリアスのオリジナルのオブジェクトの IDL型

● public org.omg.CORBA.ConstantDef create_constantcreate_constantcreate_constantcreate_constant(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLType typetypetypetype,
org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定された属性でこの Container内に ConstantDefオブジェクトを
生成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
• id
定数のリポジトリ ID

• name
定数名

• version
定数のバージョン

• type
定数の IDL型

• value
定数の値。Anyオブジェクトで表されます。

● public org.omg.CORBA.EnumDef create_enumcreate_enumcreate_enumcreate_enum(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
java.lang.String members[ ]members[ ]members[ ]members[ ])

このメソッドは，指定された属性でこの Container内に EnumDefオブジェクトを生
成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
• id
列挙体のリポジトリ ID

• name
列挙体名

• version
列挙体のバージョン

• members
列挙体の値の一覧

● public org.omg.CORBA.ExceptionDef create_exceptioncreate_exceptioncreate_exceptioncreate_exception(
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java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.StructMember[ ] membersmembersmembersmembers)

このメソッドは，指定された属性でこの Container内に ExceptionDefオブジェクト
を生成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
• id
例外のリポジトリ ID

• name
例外名

• version
例外のバージョン

• members
例外のメンバのすべての型の一覧

● public org.omg.CORBA.InterfaceDef create_interfacecreate_interfacecreate_interfacecreate_interface(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.InterfaceDef[ ] base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces)

このメソッドは，指定された属性でこの Containerの中に concrete型の InterfaceDef
オブジェクトを生成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
AbstractInterfaceDefと異なり，このインタフェースは abstract型と concrete型の
両方のインタフェースの定義を格納できます。
• id
インタフェースのリポジトリ ID

• name
インタフェース名

• version
インタフェースのバージョン

• base_interfaces
このインタフェースの継承元である全インタフェースの一覧

● public org.omg.CORBA.ModuleDef create_modulecreate_modulecreate_modulecreate_module(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion)

このメソッドは，指定された属性でこの Container内にModuleDefオブジェクトを
生成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
• id
モジュールのリポジトリ ID

• name
モジュール名
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• version
モジュールのバージョン

● public org.omg.CORBA.NativeDef create_nativecreate_nativecreate_nativecreate_native(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion)

このメソッドは，指定した属性で該当する Containerオブジェクトの中に NativeDef
オブジェクトを生成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
• id
構造体のリポジトリ ID

• name
構造体の名前

• version
構造体のバージョン

● public org.omg.CORBA.StructDef create_structcreate_structcreate_structcreate_struct(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.StructMember members[ ]members[ ]members[ ]members[ ])

このメソッドは，指定された属性で，この Container内に StructDefオブジェクトを
生成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
• id
構造体のリポジトリ ID

• name
構造体の名前

• version
構造体のバージョン

• members
構造体のフィールドの値

● public org.omg.CORBA.UnionDef create_unioncreate_unioncreate_unioncreate_union(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLType discriminator_typediscriminator_typediscriminator_typediscriminator_type,
org.omg.CORBA.UnionMember[ ] membersmembersmembersmembers)

このメソッドは，指定された属性でこの Container内に UnionDefオブジェクトを生
成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
• id

unionのリポジトリ ID
• name
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union名
• version

unionのバージョン
• discriminator_type

unionの識別値の IDL型
• members
各 unionのフィールドの型の一覧

● public org.omg.CORBA.ContainerPackage.Description[ ]
describe_contentsdescribe_contentsdescribe_contentsdescribe_contents(

org.omg.CORBA.DefinitionKind limit_typelimit_typelimit_typelimit_type,
boolean exclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inherited,
int max_returned_objsmax_returned_objsmax_returned_objsmax_returned_objs)

このメソッドは，このコンテナに直接含まれているか，またはこのコンテナに継承さ
れたすべての定義に関する記述を返します。
• limit_type
返されるインタフェースオブジェクトの型

• exclude_inherited
trueを設定した場合，継承されたオブジェクトは返されません。

• max_returned_objs
返されるオブジェクトの最大数。このパラメタに -1を設定すると，全オブジェクト
が返されます。

● public org.omg.CORBA.Contained lookuplookuplookuplookup(
java.lang.String search_namesearch_namesearch_namesearch_name)

このメソッドは，指定されたスコープ名で，このコンテナと相対的な定義を探します。
先頭が「::」で始まる絶対スコープ名を指定すると，囲みリポジトリ内の定義を探せま
す。オブジェクトが見つからない場合，NULLが返されます。
• search_name
探す対象のオブジェクト名

● public org.omg.CORBA.Contained[ ] lookup_namelookup_namelookup_namelookup_name(
java.lang.String search_namesearch_namesearch_namesearch_name,
int levels_to_searchlevels_to_searchlevels_to_searchlevels_to_search,
org.omg.CORBA.DefinitionKind limit_typelimit_typelimit_typelimit_type,
boolean exclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inherited)

このメソッドは，ある特定のオブジェクト内のオブジェクトを名前で探します。検索
対象の階層内のレベル数，オブジェクトの型，継承されたオブジェクトを返すかどう
か，などで検索を制限できます。
• search_name
探す対象のオブジェクトまたはオブジェクト群の名前

• levels_to_search
検索対象の階級内のレベル数。このパラメタに -1を設定すると，すべてのレベルが
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検索対象となります。1を設定すると，このオブジェクトだけを検索します。
• limit_type
返されるインタフェースオブジェクトの型

• exclude_inherited
trueを設定した場合，継承されたオブジェクトは返されません。

● public org.omg.CORBA.ValueDef create_valuecreate_valuecreate_valuecreate_value(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
boolean is_customis_customis_customis_custom,
boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract,
org.omg.CORBA.ValueDef base_valuebase_valuebase_valuebase_value,
boolean is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable,
org.omg.CORBA.ValueDef[ ] abstract_base_values abstract_base_values abstract_base_values abstract_base_values,
org.omg.CORBA.InterfaceDef supported_interfaces supported_interfaces supported_interfaces supported_interfaces,
org.omg.CORBA.Initializer[ ] initializersinitializersinitializersinitializers)

このメソッドは，指定した属性で該当する Containerオブジェクトの中に ValueDef
オブジェクトを生成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを返します。
• id
構造体のリポジトリ ID

• name
構造体の名前

• version
構造体のバージョン

• is_custom
trueを設定すると，custom型 valuetypeを生成します。

• is_abstract
trueを設定すると，abstract型 valuetypeを生成します。

• base_value
ベース値の定義

• is_truncatable
trueを設定すると，truncatableインタフェースを生成します。

• abstract_base_values
abstract型ベース定義の配列

• supported_interfaces
サポートするインタフェース定義の配列

• initializers
この値の型がサポートするイニシャライザの一覧

● public org.omg.CORBA.ValueBoxDef create_value_boxcreate_value_boxcreate_value_boxcreate_value_box(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
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java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLType original_typeoriginal_typeoriginal_typeoriginal_type)

このメソッドは，指定した属性で該当する Containerオブジェクトの中に
ValueBoxDefオブジェクトを生成し，新しく生成したオブジェクトのリファレンスを
返します。
• id
構造体のリポジトリ ID

• name
構造体の名前

• version
構造体のバージョン

• original_type
該当するオブジェクトがエイリアスの場合のオリジナルオブジェクトの IDL型
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6.12　ContainerPackage.Description
 
public final class org.omg.CORBA.ContainerPackage.Description 
extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，Containedインタフェースから派生したインタフェースリポジトリ内の
各項目の一般的な記述を提供します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.12.1　ContainerPackage.Descriptionの変数
● public org.omg.CORBA.Contained contained_objectcontained_objectcontained_objectcontained_object
含まれた項目です。

● public org.omg.CORBA.DefinitionKind kindkindkindkind
項目の種類です。

● public org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue
項目の値です。

6.12.2　ContainerPackage.Descriptionのメソッド
● public DescriptionDescriptionDescriptionDescription( )
このメソッドは，Descriptionのデフォルトコンストラクタです。

● public DescriptionDescriptionDescriptionDescription(
org.omg.CORBA.Contained contained_objectcontained_objectcontained_objectcontained_object,
org.omg.CORBA.DefinitionKind kindkindkindkind,
org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用して，Descriptionを構成します。
• contained_object
含まれる項目

• kind
この項目の種類

• value
この項目の値を表す Anyオブジェクト
199



6.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（Java）
6.13　DefinitionKind
 
public class org.omg.CORBA.DefinitionKind extends
    java.lang.Object implementsorg.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，リポジトリが格納できるオブジェクトの型を列挙します。列挙体中の各
値は IDL中のデータ型を反映します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.13.1　DefinitionKindのメソッド
● public int valuevaluevaluevalue( )
このメソッドは，DefinitionKindの整数値を返します。

6.13.2　DefinitionKindの列挙値
DefinitionKindの定数値を次の表に示します。

表 6-1　DefinitionKindの定数値（Java）

Javaオブジェクト 整数定数 値

dk_AbstractInterface _dk_AbstractInterface abstract型インタフェース

dk_all _dk_all すべての可能な型（リポジトリ
lookupメソッドで使用）

dk_Alias _dk_Alias エイリアス

dk_Array _dk_Array 配列

dk_Attribute _dk_Attribute 属性

dk_Constant _dk_Constant 定数

dk_Enum _dk_Enum 列挙体

dk_Exception _dk_Exception 例外

dk_Fixed _dk_Fixed fixed

dk_Interface _dk_Interface concrete型インタフェース

dk_Module _dk_Module モジュール

dk_Native _dk_Native ネイティブ

dk_none _dk_none すべての型を除く（リポジトリ
lookupメソッドで使用）

dk_Operation _dk_Operation インタフェースオペレーション
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dk_Primitive _dk_Primitive 基本型（intや longなど）

dk_Repository _dk_Repository リポジトリ

dk_Sequence _dk_Sequence シーケンス

dk_String _dk_String 文字列

dk_Struct _dk_Struct struct

dk_Typedef _dk_Typedef typedef

dk_Union _dk_Union union

dk_Value _dk_Value value

dk_ValueBox _dk_ValueBox ValueBox

dk_ValueMember _dk_ValueMember ValueMember

dk_Wstring _dk_Wstring Unicode文字列

Javaオブジェクト 整数定数 値
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6.14　EnumDef
 
public interface org.omg.CORBA.EnumDef extends
    org.omg.CORBA.EnumDefOperations,
    org.omg.CORBA.TypedefDef,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている列挙体を表すため
に使用します。このインタフェースは，列挙体のメンバ一覧を設定，検索するためのメ
ソッドを提供します。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.14.1　EnumDefのメソッド
● public java.lang.String[ ]    membersmembersmembersmembers( )
このメソッドは，この列挙体のメンバ一覧を返します。

● public void membersmembersmembersmembers(
java.lang.String members[ ]members[ ]members[ ]members[ ])

このメソッドは，この列挙体のメンバ一覧を設定します。
• members
メンバ一覧
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6.15　ExceptionDef
 
public interface org.omg.CORBA.ExceptionDef extends
    org.omg.CORBA.ExceptionDefOperations,
    org.omg.CORBA.Contained,
    org.omg.CORBA.Container,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている例外を表すために
使用します。このインタフェースは，例外のメンバ一覧を設定，検索するためのメソッ
ドと，例外の TypeCodeを検索するためのメソッドを提供します。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.15.1　ExceptionDefのメソッド
● public org.omg.CORBA.StructMember[ ] membersmembersmembersmembers( )
このメソッドは，この例外のメンバ一覧を返します。

● public void membersmembersmembersmembers(
org.omg.CORBA. StructMember members[ ]members[ ]members[ ]members[ ])

このメソッドは，例外のメンバ一覧を設定します。
• members
メンバ一覧

● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype( )
このメソッドは，この例外の型を表す TypeCodeを返します。
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6.16　ExceptionDescription
 
public final class org.omg.CORBA.ExceptionDescription extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納された例外を記述します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.16.1　ExceptionDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename
例外名です。

● public java.lang.String idididid
例外のリポジトリ IDです。

● public java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in
この例外が定義されているモジュールまたはインタフェースのリポジトリ IDです。

● public org.omg.CORBA.VersionSpec versionversionversionversion
例外のバージョンです。

● public org.omg.CORBA.Typecode typetypetypetype
例外の IDL型です。

6.16.2　ExceptionDescriptionのメソッド
● public ExceptionDescriptionExceptionDescriptionExceptionDescriptionExceptionDescription( )
このメソッドは，ExceptionDescriptionのデフォルトコンストラクタです。

● public ExceptionDescriptionExceptionDescriptionExceptionDescriptionExceptionDescription(
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String idididid,
java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in,
org.omg.CORBA.VersionSpec versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype,
org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用して，ExceptionDescriptionを構成しま
す。
• name
この例外の名前

• id
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この例外のリポジトリ ID
• defined_in
この例外が定義されたモジュールまたはインタフェース

• version
オブジェクトのバージョン

• type
例外の IDLタイプコード

• value
この例外の値
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6.17　FixedDef
 
public interface org.omg.CORBA.FixedDef extends
    org.omg.CORBA.FixedDefOperations,
    org.omg.CORBA.IDLType,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている fixed型を表すため
に使用します。

6.17.1　FixedDefのメソッド
● public short digitsdigitsdigitsdigits( )
このメソッドは，fixed型のけた数を返します。

● public void digitsdigitsdigitsdigits(
short digitsdigitsdigitsdigits)

このメソッドは，この fixed型にけた数を設定します。

● public short scalescalescalescale( )
スケールは，fixed型の小数点以下のけた数です。このメソッドは，fixed型のスケー
ルを返します。

● public void scalescalescalescale (
short scalescalescalescale)

このメソッドは，fixed型のスケールを設定します。
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6.18　FullValueDescription
 
public final class 
org.omg.CORBA.ValueDefPackage.FullValueDescription
    extends java.lang.Object implements 
org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている完全な値定義を表すために
使用します。詳細については，「6.45　ValueDef」を参照してください。

6.18.1　FullValueDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename

valuetypeの名前です。

● public java.lang.String idididid
valuetypeのリポジトリ IDです。

● public boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract
trueの場合，valuetypeは abstract型です。falseの場合，valuetypeは concrete型
です。

● public boolean is_customis_customis_customis_custom
trueの場合，valuetypeに対して custom型のマーシャリングを実行します。

● public java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in
valuetypeが定義されているモジュールのリポジトリ IDです。

● public java.lang.String versionversionversionversion
valuetypeのバージョンです。

● public org.omg.CORBA.OperationDescription[ ] operationsoperationsoperationsoperations
valuetypeが提供するオペレーションの一覧です。

● public org.omg.CORBA.AttributeDescription[ ] attributesattributesattributesattributes
valuetypeの属性の一覧です。

● public org.omg.CORBA.ValueMember[ ] membersmembersmembersmembers
valuetypeのメンバの配列です。

● public org.omg.CORBA.Initializer[ ] initializersinitializersinitializersinitializers
イニシャライザの配列です。

● public java.lang.String[ ] supported_interfacessupported_interfacessupported_interfacessupported_interfaces
この valuetypeがサポートするインタフェースの一覧です。

● public java.lang.String[ ] abstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_values
この valuetypeの継承元となっているすべての abstract型ベース値の，通知 IDの一
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覧です。

● public boolean is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable
trueの場合，値はベースの valuetypeに安全にマッピングできます。

● public java.lang.String base_valuesbase_valuesbase_valuesbase_values
この型に対して concrete型ベース値がある場合，その通知 IDです。

● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype
valuetypeの IDL TypeCodeです。

6.18.2　FullValueDescriptionのメソッド
● public org.omg.CORBA.FullValueDescriptionFullValueDescriptionFullValueDescriptionFullValueDescription(

java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String idididid,
boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract,
boolean is_customis_customis_customis_custom,
java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.OperationDescription[ ] operationsoperationsoperationsoperations,
org.omg.CORBA.AttributeDescription[ ] attributesattributesattributesattributes,
org.omg.CORBA.ValueMember[ ] membersmembersmembersmembers,
org.omg.CORBA.Initializer[ ] initializersinitializersinitializersinitializers,
java.lang.String[ ] supported_interfacessupported_interfacessupported_interfacessupported_interfaces,
java.lang.String[ ] abstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_values,
boolean is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable,
java.lang.String base_valuesbase_valuesbase_valuesbase_values,
org.omg.CORBA.Typecode typetypetypetype)

このメソッドは，FullValueDescriptionを構成します。
• name

valuetypeの名前
• id

valuetypeの識別子
• is_abstract

valuetypeが abstractであることを表すパラメタ
• is_custom

valuetypeが customであることを表すパラメタ
• defined_in

valuetypeが定義されたモジュールまたはインタフェース
• version

valuetypeのバージョン
• operations
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オペレーションの一覧
• attributes
属性の一覧

• members
値メンバ記述子の一覧

• initializers
イニシャライザの一覧

• supported_interfaces
サポートするインタフェースの一覧

• abstract_base_values
abstract valuetypeの一覧

• is_truncatable
valuetypeが truncatableであることを表すパラメタ

• base_values
真の（abstractでない）ベース値（ある場合）

• type
valuetypeの TypeCode
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6.19　IDLType
 
public interface org.omg.CORBA.IDLType extends
    org.omg.CORBA.IDLTypeOperations,
    org.omg.CORBA.IRObject,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，IDL型を形成するリポジトリオブジェクトにマークを付けるた
めのインタフェースとして定義されています。例えば，EnumDefは IDLの construct型
に対応するので IDLTypeから継承されますが，OperationDefは正規のリポジトリオブ
ジェクトであり IDL型ではないため，IDLTypeから継承されません。各 IDLTypeオブ
ジェクトは対応する TypeCodeを持ちます。IDLTypeはオブジェクトの型を一意に識別
します。詳細については，「5.24　TypeCode」を参照してください。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.19.1　IDLの定義
 
interface IDLType : CORBA::IRObject {
    readonly attribute TypeCode type;
};

6.19.2　IDLTypeのメソッド
● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype( )
このメソッドは，インタフェースリポジトリの中の IDL型定義を表す IRObjectに対
応する TypeCodeオブジェクトを返します。
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6.20　InterfaceDef
 
public interface org.omg.CORBA.InterfaceDef extends
    org.omg.CORBA.InterfaceDefOperations,
    org.omg.CORBA.Container,
    org.omg.CORBA.Contained,
    org.omg.CORBA.IDLType,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている concrete型インタ
フェースを表すために使用します。このインタフェースは，ベースインタフェースを設
定および取得して，属性，オペレーション，およびインタフェース記述を生成するため
のメソッドを提供します。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.20.1　IDLの定義
 
interface InterfaceDef:Container,Contained,IDLType {
    attribute InterfaceDefSeq base_interfaces;
    boolean is_a(in RepositoryId interface_id);
 
    struct FullInterfaceDescription {
        Identifier name;
        RepositoryId id;
        RepositoryId defined_in;
        VersionSpec version;
        OpDescriptionSeq operations;
        AttrDescriptionSeq attributes;
        RepositoryIdSeq base_interfaces;
        TypeCode type;
    };
    FullInterfaceDescription describe_interface( );
    AttributeDef create_attribute(
        in RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version,
        in IDLType type,
        in AttributeMode mode);
    OperationDef create_operation(
        in CORBA::RepositoryId id,
        in Identifier name,
        in VersionSpec version,
        in IDLType result,
        in OperationMode mode,
        in ParDescriptionSeq params,
        in ExceptionDefSeq exceptions,
        in ContextIdSeq contexts);
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};

6.20.2　InterfaceDefのメソッド
● public org.omg.CORBA.InterfaceDef[ ] base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces( )
このメソッドは，このオブジェクトのベースインタフェース一覧を返します。

● public void base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces(
org.omg.CORBA.InterfaceDef[ ] base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces)

このメソッドは，このオブジェクトのベースインタフェース一覧を設定します。
• base_interfaces
設定するベースインタフェースの一覧

● public org.omg.CORBA.AttributeDef create_attributecreate_attributecreate_attributecreate_attribute(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLType typetypetypetype,
org.omg.CORBA.AttributeMode modemodemodemode)

このメソッドは，インタフェース定義に属性を追加します。
• id
属性の識別子

• name
属性名

• version
属性のバージョン

• type
属性の IDL型

• mode
属性のモード。指定できる値については，「6.6　AttributeMode」を参照してくだ
さい。

● public org.omg.CORBA.OperationDef create_operationcreate_operationcreate_operationcreate_operation(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLType resultresultresultresult,
org.omg.CORBA.OperationMode modemodemodemode,
org.omg.CORBA.ParameterDescription[ ] paramsparamsparamsparams,
org.omg.CORBA.ExceptionDef[ ] exceptionsexceptionsexceptionsexceptions,
java.lang.String[ ] contextscontextscontextscontexts)

このメソッドは，インタフェース定義にオペレーションを追加します。
• id
オペレーションの識別子
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• name
オペレーション名

• version
オペレーションのバージョン

• result
オペレーションの IDL結果型

• mode
オペレーションのモード。詳細については，「6.30　OperationMode」を参照してく
ださい。

• params
このオペレーションに対するパラメタの一覧

• exceptions
このオペレーションで発生する可能性がある例外の一覧

• contexts
コンテキスト一覧

● public org.omg.CORBA.InterfaceDefPackage.FullInterfaceDescription
describe_interfacedescribe_interfacedescribe_interfacedescribe_interface( )

このメソッドは，このオブジェクトに対するインタフェースの記述を返します。

● public boolean is_ais_ais_ais_a(
java.lang.String interface_idinterface_idinterface_idinterface_id)

該当するオブジェクトが，指定したインタフェースと互換性のあるインタフェース定
義である場合，このメソッドは，trueを返します。
• interface_id
このオブジェクトと比較するインタフェース識別子
213



6.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（Java）
6.21　InterfaceDefPackage.FullInterfaceDescrip
tion

 
public final class
    org.omg.CORBA.InterfaceDefPackage.FullInterfaceDescription 
extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されているインタフェースを記述しま
す。

6.21.1　InterfaceDefPackage.FullInterfaceDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename
インタフェース名です。

● public java.lang.String idididid
インタフェースのリポジトリ IDです。

● public java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in
このインタフェースが定義されたモジュールのリポジトリ IDです。

● public java.lang.String versionversionversionversion
インタフェースのバージョンです。

● public org.omg.CORBA.OperationDescription[ ] operations operations operations operations
インタフェースが提供するオペレーションの一覧です。

● public org.omg.CORBA.AttributeDescription[ ] attributesattributesattributesattributes
インタフェースの属性の一覧です。

● public java.lang.String[ ] base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces
このインタフェースが継承するベースインタフェースの一覧です。

● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype
この変数は，インタフェースの IDLタイプコードを表します。

6.21.2　InterfaceDefPackage.FullInterfaceDescriptionのメ
ソッド

● public FullInterfaceDescriptionFullInterfaceDescriptionFullInterfaceDescriptionFullInterfaceDescription( )
このメソッドは，FullInterfaceDescriptionのデフォルトコンストラクタを設定しま
す。

● public FullInterfaceDescriptionFullInterfaceDescriptionFullInterfaceDescriptionFullInterfaceDescription(
final java.lang.String namenamenamename,
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final java.lang.String idididid,
final java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in,
final java.lang.String versionversionversionversion,
final org.omg.CORBA.OperationDescription[ ] operationsoperationsoperationsoperations,
final org.omg.CORBA.AttributeDescription[ ] attributesattributesattributesattributes,
final java.lang.String[ ] base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces,
final org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用して，FullInterfaceDescriptionを構成
します。
• name
このインタフェースの名前

• id
このインタフェースのリポジトリ ID

• defined_in
この属性が定義されたモジュールのリポジトリ ID

• version
インタフェースのバージョン

• operations
このインタフェースが提供するオペレーションの一覧

• attributes
このインタフェースの属性の一覧

• base_interfaces
該当するインタフェースのベースインタフェースの一覧

• type
インタフェースの IDLタイプコード
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6.22　InterfaceDescription
 
public final class org.omg.CORBA.InterfaceDescription extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されているインタフェースの定義を提
供します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.22.1　InterfaceDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename
インタフェース名です。

● public java.lang.String idididid
インタフェースのリポジトリ IDです。

● public java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in
このインタフェースが定義されたモジュールのリポジトリ IDです。

● public java.lang.String versionversionversionversion
インタフェースのバージョンです。

● public String[ ] base_interfaces base_interfaces base_interfaces base_interfaces
このインタフェースのベースインタフェースの一覧です。

6.22.2　InterfaceDescriptionのメソッド
● public InterfaceDescriptionInterfaceDescriptionInterfaceDescriptionInterfaceDescription( )
このメソッドは，InterfaceDescriptionのデフォルトコンストラクタです。

● public InterfaceDescriptionInterfaceDescriptionInterfaceDescriptionInterfaceDescription(
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String idididid,
java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in,
java.lang.String versionversionversionversion,
java.lang.String[ ] base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用して，InterfaceDescriptionを構成しま
す。
• name
このインタフェースの名前

• id
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このインタフェースのリポジトリ ID
• defined_in
このインタフェースが定義されたモジュール

• version
インタフェースのバージョン

• base_interfaces
インタフェースのベースインタフェース一覧
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6.23　IRObject
 
public interface org.omg.CORBA.IRObject extends
    org.omg.CORBA.IRObjectOperations,
    org.omg.CORBA.Object,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている任意のオブジェク
トに対する一般的なインタフェースを提供します。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.23.1　IDLの定義
 
interface IRObject {
   readonly attribute CORBA::DefinitionKind def_kind;
   void destroy( );
};
 

6.23.2　IRObjectのメソッド
● public org.omg.CORBA.DefinitionKind def_kinddef_kinddef_kinddef_kind( )
このメソッドは，この IRObjectが表している IDL定義の種別を返します。
定義された型の一覧については，「6.13　DefinitionKind」を参照してください。

● public void destroydestroydestroydestroy( )
このメソッドは，この IRObjectをインタフェースリポジトリから削除します。
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6.24　LocalInterfaceDef
 
public interface org.omg.CORBA.LocalInterfaceDef extends
    org.omg.CORBA.LocalInterfaceDefOperations,
    org.omg.CORBA.InterfaceDef,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，ローカルインタフェースの IDLモジュールを表すために使用し
ます。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。
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6.25　ModuleDef
 
public interface org.omg.CORBA.ModuleDef extends
    org.omg.CORBA.ModuleDefOperations,
    org.omg.CORBA.Container,
    org.omg.CORBA.Contained,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリ内の IDLモジュールを表すために使
用します。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。
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6.26　ModuleDescription
 
public final class org.omg.CORBA.ModuleDescription extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されているモジュールを定義します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.26.1　ModuleDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename
モジュール名です。

● public java.lang.String idididid
モジュールのリポジトリ IDです。

● public java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in
このモジュールが定義されたモジュールのリポジトリ IDです。

● public java.lang.String versionversionversionversion
モジュールのバージョンです。

6.26.2　ModuleDescriptionのメソッド
● public ModuleDescriptionModuleDescriptionModuleDescriptionModuleDescription( )
このメソッドは，ModuleDescriptionのデフォルトコンストラクタです。

● public ModuleDescriptionModuleDescriptionModuleDescriptionModuleDescription(
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String idididid,
java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in,
java.lang.String versionversionversionversion)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用し，ModuleDescriptionを構成します。
• name
このインタフェースの名前

• id
このインタフェースのリポジトリ ID

• defined_in
このモジュールが定義されたモジュール ID

• version
オブジェクトのバージョン
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6.27　NativeDef
 
public interface org.omg.CORBA.NativeDef extends
    org.omg.CORBA.NativeDefOperations,
    org.omg.CORBA.TypedefDef,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリが格納するネイティブ定義を表すた
めに使用します。Containerインタフェースは，包含されたオブジェクトとして
NativeDefを生成するためのオペレーションを提供します。
222



6.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（Java）
6.28　OperationDef
 
public interface org.omg.CORBA.OperationDef extends
    org.omg.CORBA.OperationDefOperations,
    org.omg.CORBA.Contained,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されているインタフェースオ
ペレーションを表すために使用します。このインタフェースは，オペレーションのコン
テキスト，モード，パラメタ，および結果値を，設定および取得するためのメソッドを
提供します。また，このオペレーションで発生する例外の一覧の検索メソッドも提供し
ます。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.28.1　OperationDefのメソッド
● public java.lang.String[ ] contextscontextscontextscontexts( )
このメソッドは，このオペレーションに対応づけられたコンテキストを返します。

● public void contextscontextscontextscontexts(
java.lang.String[ ] contextscontextscontextscontexts)

このメソッドは，このオペレーションのコンテキスト一覧を設定します。
• contexts
コンテキスト一覧

● public org.omg.CORBA.ExceptionDef[ ] exceptionsexceptionsexceptionsexceptions( )
このメソッドは，このオペレーションで発生する例外の一覧を返します。

● public void exceptionsexceptionsexceptionsexceptions(
org.omg.CORBA.ExceptionDef[ ] exceptionsexceptionsexceptionsexceptions)

このメソッドは，このオペレーションで発生する例外の一覧を設定します。
• exceptions
例外の一覧

● public org.omg.CORBA.OperationMode modemodemodemode( )
このメソッドは，このオペレーションのモードを返します。

● public void modemodemodemode(
org.omg.CORBA.OperationMode modemodemodemode)

このメソッドは，このオペレーションのモードを設定します。
• mode
設定するモード。パラメタの詳細については，「6.30　OperationMode」を参照して
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ください。

● public org.omg.CORBA.ParameterDescription[ ] paramsparamsparamsparams( )
このメソッドは，このオペレーションに対するパラメタの記述を返します。

● public void paramsparamsparamsparams(
org.omg.CORBA.ParameterDescription paramsparamsparamsparams)

このメソッドは，このオペレーションに対するパラメタの記述を設定します。
• params
パラメタの記述

● public org.omg.CORBA.TypeCode resultresultresultresult( )
このメソッドは，このオペレーションのリターン値の TypeCodeを返します。

● public org.omg.CORBA.IDLType result_defresult_defresult_defresult_def( )
このメソッドは，このオペレーションのリターン値の IDL型を返します。

● public void result_defresult_defresult_defresult_def(
org.omg.CORBA.IDLType result_defresult_defresult_defresult_def)

このメソッドは，このオペレーションのリターン値の IDL型を設定します。
• result_def
リターン値に対して設定する IDL型
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6.29　OperationDescription
 
public final class org.omg.CORBA.OperationDescription extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されているオペレーションの情報を表
すために記述します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.29.1　OperationDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename
オペレーション名です。

● public java.lang.String idididid
オペレーションのリポジトリ IDです。

● public java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in
このオペレーションが定義されているインタフェースまたは valuetypeのリポジトリ
IDです。

● java.lang.String versionversionversionversion
オペレーションのバージョンです。

● public org.omg.CORBA.TypeCode resultresultresultresult
オペレーションの結果 TypeCodeです。

● public org.omg.CORBA.OperationMode modemodemodemode
オペレーションのモードです。

● public java.lang.String[ ] contextscontextscontextscontexts
このオペレーションに対応づけられたコンテキスト一覧です。

● public org.omg.CORBA.ParameterDescription[ ] parametersparametersparametersparameters
このオペレーションのパラメタです。

● public org.omg.CORBA.ExceptionDescription[ ] exceptionsexceptionsexceptionsexceptions
このオペレーションで発生する可能性のある例外です。

6.29.2　OperationDescriptionのメソッド
● public OperationDescriptionOperationDescriptionOperationDescriptionOperationDescription( )
このメソッドは，OperationDescriptionのデフォルトコンストラクタです。
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● public OperationDescriptionOperationDescriptionOperationDescriptionOperationDescription(
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String idididid,
java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.TypeCode resultresultresultresult,
org.omg.CORBA.OperationMode modemodemodemode,
java.lang.String[ ] contextscontextscontextscontexts,
org.omg.CORBA.ParameterDescriptions parametersparametersparametersparameters,
org.omg.CORBA.ExceptionDescription[ ] exceptionsexceptionsexceptionsexceptions)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用して，OperationDescriptionを構成しま
す。
• name
このオペレーションの名前

• id
このオペレーションのリポジトリ ID

• defined_in
このオペレーションが定義されているインタフェースまたは valuetypeの ID

• version
オブジェクトのバージョン

• result
オペレーション結果の IDL TypeCode

• mode
オペレーションのモード

• contexts
このオペレーションに対するコンテキスト文字列の一覧

• parameters
このオペレーションに対するパラメタの一覧

• exceptions
このオペレーションで発生する可能性がある例外の一覧
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6.30　OperationMode
 
public final class org.omg.CORBA.OperationMode extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，オペレーションのモードを列挙します。モードには次の 2種類がありま
す。

• org.omg.CORBA.OperationMode.OP_ONEWAY
一方向オペレーションモード。このモードでは，クライアントアプリケーションは応
答を期待しません。

• org.omg.CORBA.OperationMode.OP_NORMAL
標準リクエストモード。このモードでは，リクエストの結果を格納するオブジェクト
インプリメンテーションが応答をクライアントに送信します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。
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6.31　ParameterDescription
 
public final class org.omg.CORBA.ParameterDescription extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されているオペレーションのパラメタ
を記述します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.31.1　ParameterDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename
パラメタ名です。

● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype
パラメタの TypeCodeです。

● public org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def
パラメタの IDL型です。

● public org.omg.CORBA.ParameterMode modemodemodemode
パラメタのモードです。パラメタの詳細については，「6.32　ParameterMode」を参
照してください。

6.31.2　ParameterDescriptionのメソッド
● public ParameterDescriptionParameterDescriptionParameterDescriptionParameterDescription( )
このメソッドは，ParameterDescriptionのデフォルトコンストラクタです。

● public ParameterDescriptionParameterDescriptionParameterDescriptionParameterDescription(
java.lang.String namenamenamename,
org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype,
org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def,
org.omg.CORBA.ParameterMode modemodemodemode)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用し，ParameterDescriptionを構成しま
す。
• name
パラメタ名

• type
パラメタの TypeCode

• type_def
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パラメタの IDL型
• mode
パラメタのモード
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6.32　ParameterMode
 
public class org.omg.CORBA.ParameterMode extends
    java.lang.Object implementsorg.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，パラメタの次に示す 3種類のモードを列挙します。

• PARAM_IN
クライアントからサーバへの入力に使用します。

• PARAM_OUT
サーバからクライアントへの結果の出力に使用します。

• PARAM_INOUT
クライアントからの入力とサーバからの出力の両方に使用します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。
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6.33　PrimitiveDef
 
public interface org.omg.CORBA.PrimitiveDef extends
    org.omg.CORBA.PrimitiveDefOperations,
    org.omg.CORBA.IDLType,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている基本型（int，long
など）を表すために使用します。このインタフェースは，表示中の基本型の種類を検索
するためのメソッドを提供します。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.33.1　PrimitiveDefのメソッド
● public org.omg.CORBA.PrimitiveKind kindkindkindkind( )
このメソッドは，このオブジェクトが表す基本型の種類を表します。
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6.34　PrimitiveKind
 
public final class org.omg.CORBA.PrimitiveKind extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，IDLにある基本型を列挙します。このクラスは，列挙体（_pk_で始まる
名前の PrimitiveKind列挙体）と Javaオブジェクトの集合（pk_で始まる名前の
PrimitiveKind Javaオブジェクト）の両方を提供します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.34.1　PrimitiveKindのメソッド
● public int valuevaluevaluevalue( )
このメソッドは，定数を表す整数を返します。

6.34.2　PrimitiveKindの定数
PrimitiveKindの定数値を次の表に示します。

表 6-2　PrimitiveKindの定数値（Java）

Javaオブジェクト 整数定数 意味

pk_any _pk_any Anyオブジェクト

pk_boolean _pk_boolean boolean

pk_char _pk_char 文字

pk_double _pk_double double

pk_float _pk_float float

pk_long _pk_long long

pk_longdouble _pk_longdouble long double

pk_longlong _pk_longlong long long

pk_null _pk_null null

pk_octet _pk_octet オクテット文字列

pk_octet _pk_octet オクテット文字列

pk_objref _pk_objref オブジェクトリファレンス

pk_short _pk_short short

pk_string _pk_string 文字列

pk_TypeCode _pk_TypeCode TypeCodeオブジェクト
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pk_ulong _pk_ulong unsigned long

pk_ulonglong _pk_ulonglong unsigned long

pk_ushort _pk_ushort unsigned short

pk_void _pk_void void

pk_wchar _pk_wchar Unicode文字

pk_wstring _pk_wstring Unicode文字列

Javaオブジェクト 整数定数 意味
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6.35　Repository
 
public interface org.omg.CORBA.Repository extends
    org.omg.CORBA.RepositoryOperations,
    org.omg.CORBA.Container,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，クライアントが使用できるオブジェクトの定義を格納するため
に使用する，インタフェースリポジトリ自体へのインタフェースを提供します。
Repositoryインタフェースは，定義を格納，および取得するためのメソッドを提供しま
す。Repositoryオブジェクトは，インタフェースリポジトリ内の階層での唯一のルート
オブジェクトです。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.35.1　Repositoryのメソッド
● public org.omg.CORBA.ArrayDef create_arraycreate_arraycreate_arraycreate_array(

int lengthlengthlengthlength, org.omg.CORBA.IDLType element_typeelement_typeelement_typeelement_type)
このメソッドは，指定された長さおよび要素型で，リポジトリ内に配列定義を生成し
ます。生成された ArrayDefのリファレンスが返されます。
• length
配列内の要素数。この値は 0より大きくしてください。

• element_type
配列が含む要素の IDL型

● public org.omg.CORBA.SequenceDef create_sequencecreate_sequencecreate_sequencecreate_sequence(
int boundboundboundbound, org.omg.CORBA.IDLType element_typeelement_typeelement_typeelement_type)

このメソッドは，指定された要素数（バウンド）および要素型で，リポジトリ内に配
列定義を生成します。生成された SequenceDefのリファレンスが返されます。
• bound
シーケンスの最大長。この値は 0以上にしてください。

• element_type
シーケンスが含む要素の IDL型

● public org.omg.CORBA.StringDef create_stringcreate_stringcreate_stringcreate_string(
int boundboundboundbound)

このメソッドは，指定された文字数（バウンド）で，リポジトリ内に文字列定義を生
成します。生成された StringDefのリファレンスが返されます。
• bound
文字列の最大数。この値は 0より大きくしてください。
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● public org.omg.CORBA.WstringDef create_wstringcreate_wstringcreate_wstringcreate_wstring(
int boundboundboundbound)

このメソッドは，指定された文字数（バウンド）で，リポジトリ内にUnicode文字列
定義を生成します。生成されたWstringDefのリファレンスが返されます。
• bound
文字列の最大数。この値は 0より大きくしてください。

● public org.omg.CORBA.PrimitiveDef get_primitiveget_primitiveget_primitiveget_primitive(
org.omg.CORBA.PrimitiveKind kindkindkindkind)

このメソッドは，指定された PrimitiveKindに対する PrimitiveDefオブジェクトを
返します。
• kind
基本型の種類

● public org.omg.CORBA.Contained    lookup_idlookup_idlookup_idlookup_id(
java.lang.String search_idsearch_idsearch_idsearch_id)

このメソッドは，指定した検索 IDに一致するオブジェクトを，インタフェースリポ
ジトリから検索します。一致するオブジェクトが見つからない場合，nullが返されま
す。
• search_id
検索に使用する識別子

● public org.omg.CORBA.FixedDef create_fixedcreate_fixedcreate_fixedcreate_fixed(
short digitsdigitsdigitsdigits, short scalescalescalescale)

このメソッドは，fixed型のけた数とスケールを設定します。
• digits

fixed型のけた数
• scale

fixed型のスケール
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6.36　SequenceDef
 
public interface org.omg.CORBA.SequenceDef extends
    org.omg.CORBA.SequenceDefOperations,
    org.omg.CORBA.IDLType,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されているシーケンスを表す
ために使用します。このインタフェースは，シーケンスのバウンドと要素型を設定およ
び取得するためのメソッドを提供します。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.36.1　SequenceDefのメソッド
● public int boundboundboundbound( )
このメソッドは，シーケンスのバウンドを返します。

● public void boundboundboundbound(
int boundboundboundbound)

このメソッドは，シーケンスのバウンドを設定します。
• bound
シーケンスのバウンド

● public org.omg.CORBA.TypeCode element_typeelement_typeelement_typeelement_type( )
このメソッドは，このシーケンス内の要素型を表す TypeCodeを返します。

● public org.omg.CORBA.IDLType element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def( )
このメソッドは，このシーケンスに格納されている要素の IDL型を返します。

● public void element_type_def(
org.omg.CORBA.IDLType element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def)

このメソッドは，このシーケンスに格納されている要素の IDL型を設定します。
• element_type_def 
設定する IDL型
236



6.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（Java）
6.37　StringDef
 
public interface org.omg.CORBA.StringDef extends
    org.omg.CORBA.StringDefOperations,
    org.omg.CORBA.IDLType,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている Stringを表すため
に使用します。このインタフェースは，文字列のバウンドを設定および取得するための
メソッドを提供します。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.37.1　StringDefのメソッド
● public int    boundboundboundbound( )
このメソッドは，Stringのバウンド（最大長）を返します。アンバウンデッドの
Stringオブジェクトの場合，0を返します。

● public void boundboundboundbound(
int boundboundboundbound)

このメソッドは，Stringのバウンドを設定します。バウンドをアンバウンデッドに設
定する場合は，0を渡してください。
• bound
新しく設定する Stringオブジェクトのバウンド
237



6.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（Java）
6.38　StructDef
 
public interface org.omg.CORBA.StructDef extends
    org.omg.CORBA.StructDefOperations,
    org.omg.CORBA.TypedefDef,
    org.omg.CORBA.Container,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている構造体を表すため
に使用します。このインタフェースは，構造体のメンバ一覧を設定および取得するため
のメソッドを提供します。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.38.1　StructDefのメソッド
● public org.omg.CORBA.StructMember[ ] membersmembersmembersmembers( )
このメソッドは，構造体のメンバ一覧を返します。

● public void membersmembersmembersmembers(
org.omg.CORBA.StructMember[ ] membersmembersmembersmembers)

このメソッドは，構造体のメンバ一覧を設定します。
• members
メンバ一覧
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6.39　StructMember
 
public final class org.omg.CORBA.StructMember extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは structの各フィールドを定義するのに使用します。

6.39.1　StructMemberの変数
● public java.lang.String namenamenamename

StructMemberの名前です。

● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype
StructMemberの IDL型です。

● public org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def
StructMemberの IDL型定義です。

6.39.2　StructMemberのメソッド
● public StructMemberStructMemberStructMemberStructMember(

final java.lang.String namenamenamename,
final org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype,
final org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def)

このメソッドは，指定したパラメタを使用して StructMemberオブジェクトを生成し
ます。
• name
この StructMemberの名前

• type
StructMemberの IDLタイプコード

• type_def
StructMemberの型定義
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6.40　TypedefDef
 
public interface org.omg.CORBA.TypedefDef extends
    org.omg.CORBA.TypedefDefOperations,
    org.omg.CORBA.Contained,
    org.omg.CORBA.IDLType,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている，ユーザ定義の構
造体を表します。次に示すインタフェースはすべてこのインタフェースから継承します。

• AliasDef
• EnumDef
• NativeDef
• StructDef
• UnionDef
• WstringDef

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。
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6.41　TypeDescription
 
public final class org.omg.CORBA.TypeDescription extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されているオペレーションの型を記述
した情報を含んでいます。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.41.1　TypeDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename
型名です。

● public java.lang.String idididid
型のリポジトリ IDです。

● public java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in
この型が定義されたモジュール名またはインタフェース名です。

● public java.lang.String versionversionversionversion
型のバージョンです。

● public org.omg.CORBA.Typecode typetypetypetype
型の IDL型です。

6.41.2　TypeDescriptionのメソッド
● public TypeDescriptionTypeDescriptionTypeDescriptionTypeDescription( )
このメソッドは，TypeDescriptionのデフォルトコンストラクタです。

● public TypeDescriptionTypeDescriptionTypeDescriptionTypeDescription(
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String idididid,
java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用して，TypeDescriptionを構成します。
• name
この型の名前

• id
この型のリポジトリ ID
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• defined_in
この型が定義されたモジュールまたはインタフェース

• version
オブジェクトのバージョン

• type
型の IDLタイプコード
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6.42　UnionDef
 
public interface org.omg.CORBA.UnionDef extends
    org.omg.CORBA.UnionDefOperations,
    org.omg.CORBA.TypedefDef,
    org.omg.CORBA.Container,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている unionを表すため
に使用します。

このインタフェースのHelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。

6.42.1　UnionDefのメソッド
● public org.omg.CORBA.TypeCode discriminator_typediscriminator_typediscriminator_typediscriminator_type( )
このメソッドは，unionのディスクリミネータの TypeCodeを返します。

● public org.omg.CORBA.IDLType discriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_def( )
このメソッドは，unionのディスクリミネータの IDL型を返します。

● public void discriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_def(
org.omg.CORBA.IDLType discriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_def)

このメソッドは，unionのディスクリミネータの IDL型を設定します。
• discriminator_type_def
ディスクリミネータの IDL型

● public org.omg.CORBA.UnionMember[ ] membersmembersmembersmembers( )
このメソッドは，unionのメンバ一覧を返します。

● public void membersmembersmembersmembers(
org.omg.CORBA.UnionMember[ ] membersmembersmembersmembers)

このメソッドは，unionのメンバ一覧を設定します。
• members
メンバ一覧
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6.43　UnionMember
 
public final class org.omg.CORBA.UnionMember extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている Unionを記述します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

6.43.1　UnionMemberの変数
● public java.olang.String namenamenamename

unionメンバの名前です。

● public org.omg.CORBA.Any labellabellabellabel
メンバに対応づけられているラベルです。

● public org.omg.CORBA.Typecode typetypetypetype
unionの TypeCodeです。

● public org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def
unionの IDL型です。

6.43.2　UnionMemberのメソッド
● public UnionMemberUnionMemberUnionMemberUnionMember( )
このメソッドは，UnionMemberのデフォルトコンストラクタです。

● public UnionMemberUnionMemberUnionMemberUnionMember(
java.lang.String namenamenamename,
org.omg.CORBA.Any labellabellabellabel,
org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype,
org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def)

このメソッドは，指定されたパラメタを使用して，UnionMemberを構成します。
• name
この unionの名前

• label
この unionのラベル

• type
Unionの TypeCode

• type_def
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Unionの IDL型
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6.44　ValueBoxDef
 
public interface org.omg.CORBA.ValueBoxDef extends
    org.omg.CORBA.ValueBoxDefOperations,
    org.omg.CORBA.Contained,
    org.omg.CORBA.IDLType,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，任意の IDL型の公開メンバを一つ格納する簡易な valuetypeと
して使用します。ValueBoxDefインタフェースは，次の valuetypeを簡略化したもので
す。

 
value type name
    public <IDLType> value;
 

この宣言はボックス型の <IDLType>とほとんど同じですが，ValueBoxDefインタ
フェースは簡易な ValueTypeDefインタフェースとは異なります。

6.44.1　ValueBoxDefのメソッド
● public org.omg.CORBA.IDLType original_type_deforiginal_type_deforiginal_type_deforiginal_type_def( )
このメソッドは，ボックス化されている型を識別します。

● public void original_type_deforiginal_type_deforiginal_type_deforiginal_type_def(
org,omg.CORBA.IDLType original_type_deforiginal_type_deforiginal_type_deforiginal_type_def)

このメソッドは，ボックス化する型を設定します。
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6.45　ValueDef
 
public interface org.omg.CORBA.ValueDef extends
    org.omg.CORBA.ValueDefOperations,
    org.omg.CORBA.Container,
    org.omg.CORBA.Contained,
    org.omg.CORBA.IDLType,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，constructという IDL値を記述します。このインタフェースが
格納できるのは，定数，型定義，例外，オペレーション，および属性です。このインタ
フェースは，クラス型とよく似ていて，インタフェースリポジトリに格納されている値
定義を表します。追加情報については，「6.18　FullValueDescription」を参照してくだ
さい。

6.45.1　ValueDefのメソッド
● public org.omg.CORBA.Interface[ ] supported_interfacessupported_interfacessupported_interfacessupported_interfaces( )
このメソッドは，この valuetypeがサポートするインタフェースの一覧を返します。

● public void supported_interfacessupported_interfacessupported_interfacessupported_interfaces(
org.omg.CORBA.interfaceDef[ ] supported_interfacessupported_interfacessupported_interfacessupported_interfaces)

このメソッドは，サポートするインタフェースを設定します。

● public org.omg.CORBA.Initializer[ ] initializersinitializersinitializersinitializers( )
このメソッドは，イニシャライザの一覧を返します。

● public void initializersinitializersinitializersinitializers(
org.omg.CORBA.Initializer[ ] initializersinitializersinitializersinitializers)

このメソッドは，イニシャライザを設定します。

● public org.omg.CORBA.ValueDef base_valuebase_valuebase_valuebase_value( )
このメソッドは，この値の継承元 valuetypeを定義します。

● public void base_valuebase_valuebase_valuebase_value(
org.omg.CORBA.ValueDef base_valuebase_valuebase_valuebase_value)

このメソッドは，この valuetypeの継承元の valuetypeを設定します。

● public org.omg.CORBA.ValueDef[ ] abstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_values( )
このメソッドは，この値の継承元 abstract型 valuetypeの一覧を返します。

● public void abstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_values(
org.omg.CORBA.ValueDef[ ] abstract_base_values)

このメソッドは，ベースの abstract型 valuetypeの一覧を定義します。

● public boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract( )
trueを設定した場合，abstract型の valuetypeを返します。
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● public void is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract(
boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract)

このメソッドは，valuetypeを abstract型の valuetypeに設定します。

● public boolean is_customis_customis_customis_custom( )
trueを設定した場合，この値は custom型マーシャル処理を使用します。

● public void is_customis_customis_customis_custom(
boolean is_customis_customis_customis_custom)

このメソッドは，値に対して customのマーシャリングを実行することを指定します。

● public boolean is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable( )
trueを設定した場合，値を継承元から安全にマッピングできます。

● public void is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable(
boolean is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable)

このメソッドは，この値に短縮属性を設定します。

● public boolean is_ais_ais_ais_a(
java.lang.String value_idvalue_idvalue_idvalue_id)

このメソッドの呼び出しに使用した値が，IDパラメタで定義したインタフェースまた
は値と同一であるか，（直接的または間接的に）継承されたものである場合，このメ
ソッドは trueを返し，そうでない場合は falseを返します。

● public org.omg.CORBA.ValueDefPackage.FullValueDescription
describe_valuedescribe_valuedescribe_valuedescribe_value( )

このメソッドは，値に対応する FullValueDescriptionオブジェクトを（オペレーショ
ンと属性を含めて）返します。

● public org.omg.CORBA.ValueMemberDef create_value_membercreate_value_membercreate_value_membercreate_value_member(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLtype type_deftype_deftype_deftype_def,
shortshortshortshort accessaccessaccessaccess)

このメソッドは，このメソッドの呼び出し対象の ValueDefオブジェクトが格納する，
新しい ValueMemberDefオブジェクトを返します。
• id
型のリポジトリ ID

• name
型の名前

• version
オブジェクトのバージョン

• type_def
値の IDL型
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• short access
アクセス値

● public org.omg.CORBA.AttributeDef create_attributecreate_attributecreate_attributecreate_attribute(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLType typetypetypetype,
org.omg.CORBA.AttributeMode modemodemodemode)

このメソッドはこの valuetypeに新規属性定義を生成し，その定義に対応する
AttributeDefオブジェクトを返します。
• id
この属性のリポジトリ ID

• name
型の名前

• version
オブジェクトのバージョン

• type
型の IDL型

• mode
オブジェクトのモード

● public org.omg.CORBA.OperationDef create_operationcreate_operationcreate_operationcreate_operation(
java.lang.String idididid,
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String versionversionversionversion,
org.omg.CORBA.IDLtype resultresultresultresult,
org.omg.CORBA.OpeartionMode modemodemodemode,
org.omg.CORBA.ParameterDescription[ ] paramsparamsparamsparams,
org.omg.CORBA.ExceptionDef[ ] exceptionsexceptionsexceptionsexceptions,
java.lang.String[ ] contextscontextscontextscontexts)

このメソッドは，この valuetypeの新規オペレーションを生成し，対応する
OperationDefオブジェクトを返します。
• id
オペレーションのリポジトリ ID

• name
型の名前

• version
オブジェクトのバージョン

• result
オペレーションの IDL型

• mode
オブジェクトのモード
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• params
オペレーションのパラメタの一覧

• exceptions
オペレーションの例外の一覧

• contexts
オペレーションのコンテキストの一覧
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6.46　ValueDescription
 
public final class org.omg.CORBA.ValueDescription extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，インタフェースリポジトリが格納する valuetypeの定義を表すために使
用します。

6.46.1　ValueDescriptionの変数
● public java.lang.String namenamenamename

ValueDescriptionの名前です。

● public java.lang.String idididid
ValueDescriptionのリポジトリ IDです。

● public boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract
trueを設定した場合，ValueDescriptionは abstract型の valuetypeです。

● public boolean is_customis_customis_customis_custom
trueを設定した場合，ValueDescriptionに custom型マーシャル処理が実行されま
す。

● public java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in
ValueDescriptionが定義されているモジュールまたはインタフェースのリポジトリ
IDを表します。

● public java.lang.String versionversionversionversion
ValueDescriptionのバージョンです。

● public java.lang.String[ ] supported_interfacessupported_interfacessupported_interfacessupported_interfaces
この ValueDescriptionがサポートするインタフェースの一覧です。

● public java.lang.String[ ] abstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_values
この ValueDescriptionの継承元 abstract型の valuetypeの一覧です。

● public boolean is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable
この ValueDescriptionが継承元の valuetypeに安全にマッピングできるかどうかを示
す valuetypeの設定です。

● public java.lang.String base_valuebase_valuebase_valuebase_value
この ValueDescriptionの継承元 valuetypeです。

6.46.2　ValueDescriptionのメソッド
● public ValueDescriptionValueDescriptionValueDescriptionValueDescription(
251



6.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（Java）
java.lang.String namenamenamename,
java.lang.String idididid,
boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract,
boolean is_customis_customis_customis_custom,
java.lang.String defined_indefined_indefined_indefined_in,
java.lang.String versionversionversionversion,
java.lang.String supported_interfacessupported_interfacessupported_interfacessupported_interfaces,
java.lang.String abstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_values,
boolean is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable,
java.lang.String base_valuesbase_valuesbase_valuesbase_values)

このメソッドは，指定したパラメタを使用して AttributeDescriptionオブジェクトを
生成します。
• name
この ValueDescriptionの名前

• id
この ValueDescriptionのリポジトリ ID

• is_abstract
trueを設定した場合，valuetypeは abstractです。

• is_custom
trueを設定した場合，ValueDescriptionは custom型マーシャル処理を使用しま
す。

• defined_in
この ValueDescriptionが定義されているモジュール

• version
ValueDescriptionのバージョン

• supported_interfaces
サポートするインタフェース

• abstract_base_values
サポートする abstractベース値

• is_truncatable
trueを設定した場合，ValueDescriptionはベース値に安全にマッピングできます。

• base_values
ベース値
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6.47　ValueMemberDef
 
public interface org.omg.CORBA.ValueMemberDef extends
    org.omg.CORBA.ValueMemberDefOperations,
    org.omg.CORBA.Contained,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリが格納する値のメンバ定義を表すた
めに使用します。

6.47.1　ValueMemberDefのメソッド
● public org.omg.CORBA.TypeCode typetypetypetype( )
このメソッドは，値メンバの IDL型を返します。

● public org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def( )
このメソッドは，IDL型の定義を表します。

● public void type_deftype_deftype_deftype_def(
org.omg.CORBA.IDLType type_deftype_deftype_deftype_def)

このメソッドは，値メンバに対する IDL型を設定します。

● public short accessaccessaccessaccess( )
このメソッドは，オブジェクトのアクセス値を定義します。

● public void accessaccessaccessaccess(
short accessaccessaccessaccess)

このメソッドは，値メンバに対するアクセス値を設定します。
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6.48　WstringDef
 
public interface org.omg.CORBA.WstringDef extends
    org.omg.CORBA.WstringDefOperations,
    org.omg.CORBA.IDLType,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタフェースリポジトリに格納されている Unicode文字列を
表すために使用します。

このインタフェースの HelperクラスとHolderクラス，およびこれらのクラスのメソッ
ドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照してく
ださい。
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ラス（Java）
この章では，Java言語の Activationパッケージが格納してい
るインタフェースとクラスについて説明します。説明するのは
ActivationImplDef，Activator，CreationImplDef，
ImplementationDef，および OADです。これらは動的インタ
フェースと動的クラスでありオブジェクト活性化デーモン
（OAD）とともに使用されます。

7.1　ActivationImplDef

7.2　Activator

7.3　CreationImplDef

7.4　ImplementationDef

7.5　OAD
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7.1　ActivationImplDef
 
valuetype ActivationImplDef
 

ActivationImplDef型は，Activator用の属性の集合を提供します。

 
valuetype ActivationImplDef :ImplementationDef {
    attribute string service_name;
    attribute CORBA::ReferenceData id;
    attribute extension::Activator activator_obj;
};

7.1.1　ActivationImplDefのメソッド
● public abstract Activator activator_objactivator_objactivator_objactivator_obj( )
このメソッドは，Activatorの管理下でオブジェクトインプリメンテーションのオブ
ジェクトリファレンスを取得します。

● public abstract byte[ ] idididid( )
このメソッドは，インプリメンテーションのリファレンスデータ識別子を取得します。

● public abstract String service_nameservice_nameservice_nameservice_name( )
このメソッドは，インプリメンテーションのサービス名を取得します。
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7.2　Activator
 
public interface Activator
 

オブジェクトインプリメンテーションを設計する場合，クライアントからリクエストが
あるまで，VisiBroker ORBオブジェクトの活性化を延期することがあります。オブジェ
クトの活性化を延期すると性能が向上します。多くのオブジェクトがサーバにある場合，
クライアントからオブジェクトのリクエストがあったときだけ，オブジェクトを活性化
させることで，システム資源を節約できます。一つの Activatorを使用して，複数のオブ
ジェクトインプリメンテーションの活性化を延期できます。

 
interface Activator {
    Object activate(in CORBA::ImplementationDef impl);
    void   deactivate(in Object obj,
                      in CORBA::ImplementationDef impl);
};

7.2.1　Activatorのメソッド
● public org.omg.Object activateactivateactivateactivate(

org.omg.CORBA.ImplementationDef implimplimplimpl)
このメソッドを使用して，Activatorが管理しているオブジェクトインプリメンテー
ションを活性化します。Activatorの管理下で，VisiBroker ORBが一つのオブジェク
トに対するクライアント要求を受信すると，VisiBroker ORBは Activator上で
activate( )メソッドを呼び出します。このメソッドでは，Activatorに
ImplementationDefパラメタを渡します。これで，VisiBroker ORBは活性化された
オブジェクトインプリメンテーションを一意に識別します。ここから，インプリメン
テーションは一意の識別子である ref_dataを取得できます。
• impl

ImplementationDefのインスタンスです。

● public void deactivatedeactivatedeactivatedeactivate(
org.omg. CORBA.Object objobjobjobj,
org.omg.CORBA.ImplementationDef implimplimplimpl)

このメソッドは，Activatorの管理下でオブジェクトインプリメンテーションを非活性
化させます。このメソッドでは，Activatorにオブジェクトリファレンスと
ImplementationDefパラメタを渡します。これによって，VisiBroker ORBは非活性
化対象のオブジェクトインプリメンテーションを一意に識別します。ここから，イン
プリメンテーションは一意の識別子である ref_dataを取得できます。たくさんのオブ
ジェクトを使用したインプリメンテーションの場合，オブジェクトのキャッシュに負
荷が掛かったとき，deactivate( )を使用して状態データを処理できます。
• obj
257



7.　活性化インタフェースとクラス（Java）
非活性化対象のオブジェクトのオブジェクトリファレンスです。
• impl

ImplementationDefのインスタンスです。
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7.3　CreationImplDef
 
struct CreationImplDef
 

CreationImplDefは，ある特定のオブジェクトインプリメンテーション用の属性の集合
を提供する IDL構造体です。これらの属性の値の問い合わせと，設定メソッドは，この
構造体で提供します。該当する属性は，_args，_env，id（リファレンスデータ用），
object_name，_path_name，_policy，および repository_idです。

オブジェクト活性化デーモンは，CreationImplDefを使用してオブジェクトインプリメ
ンテーションを一覧表示，登録，および登録解除します。コマンドラインパラメタは
oadutilを使用したときに指定され，CreationImplDefで定義した属性の設定に使用しま
す。

7.3.1　IDLの定義
 
struct CreationImplDef
    CORBA::RepositoryId repository_id;
    string object_name;
    CORBA::ReferenceData id;
    string path_name;
    CORBA::Policy activation_policy;
    CORBA::StringSequence args;
    CORBA::StringSequence env;
};

7.3.2　活性化ポリシー
クライアントリクエストに対してサーバを活性化する場合，CreationImplDefの値を
OADがどのように使用するかを次に示します。

CreationImplDefは，サーバの活性化ポリシーの設定メソッドを提供します。これらの
活性化ポリシーは，パーシステントオブジェクトに適用できます。トランジェントオブ
ジェクトには適用できません。活性化ポリシーを次に示します。

● SHARED_SERVER
複数のクライアントが，同じインプリメンテーションを共用します。一度に OADに
よって活性化されるサーバは一つだけです。

● UNSHARED_SERVER
クライアントの一つだけが，活性化されたサーバにバウンドできます。複数のクライ
アントが同じオブジェクトインプリメンテーションにバインドしたい場合，個別の
サーバがそれぞれのクライアントのために活性化されます。クライアントアプリケー
ションの切断，終了時に，サーバは終了します。
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● SERVER_PER_METHOD
各メソッドの呼び出しで，新しいサーバが活性化されます。メソッド呼び出しが完了
すると，サーバは終了します。

7.3.3　例
OAD上の，CreationImplDef属性から実行コマンドへの変換例を次に示します。

（1） Javaの例

パラメタ CreditUnionとシステムプロパティ DEBUGを 1に設定し，
com.mycompany.Serverと呼ばれる Javaアプリケーション用に Borland Enterprise 
Server VisiBrokerを起動する場合，次の属性で CreationImplDefを記述します。

 
path_name = "vbj"
args = ["com.mycompany.Server", "CreditUnion"]
env = ["DEBUG=1"]
 

上記の属性から，次のコマンドを OADに生成させます。

 
"vbj -DOAoad_uid=<uid> -DOAactivateIOR=<OAD's ior>          ¥
     -DDEBUG=1                                              ¥
   com.mycompany.Server CreditUnion"
 

さらに，次の環境変数を OADの環境から，生成された「vbj」実行環境に引き継ぎます。

• PATH
• CLASSPATH
• OSAGENT_PORT
• OSAGENT_ADDR
• VBROKER_ADM
• OSAGENT_ADDR_FILE
• OSAGENT_LOCAL_FILE
• TPDIR
• SHLIB_PATH（HP-UXの場合）
• LD_LIBRARY_PATH（Solarisおよび Linuxの場合）
• LIBPATH（AIXの場合）

7.3.4　環境変数
vbjコマンドを実行して登録済み Javaクラスを活性化した場合，OADの環境は生成さ
れたプロセスに自動的に渡されません。一部の環境変数を設定すると，これらの環境変
数は OADによって明示的に渡されます。該当する環境変数については，「7.3.5　明示的
260



7.　活性化インタフェースとクラス（Java）
に渡される環境変数と暗黙的に渡される環境変数」を参照してください。

そのほかの環境変数は，CreationImplDefの env属性を使用して登録する必要がありま
す。

活性化された Javaインプリメンテーションの場合，CreationImplDefの env属性に記
録されているような環境設定は，次の二つの方法でプロパゲーションされます。

●生成された vbjコマンドの環境内でのプロパゲーション

●クラスへのシステムプロパティとして（Java VMへの -Dパラメタ）のプロパゲー
ション

したがって，生成された Javaアプリケーションの場合，登録は次の実行済みコマンドに
マッピングします。

 
vbj -DOAoad_uid=<uid> -DOAactivateIOR=<oad's ior>
   { -Denv1 ... -DenvN }
   className { args1 ... argsN }
 

その結果，生成された環境には，インプリメンテーション定義から指定したすべての環
境変数が含まれます。また，システムを起動したときに OAD自身の環境から取った次の
環境変数の定義も含まれます。

• PATH
• CLASSPATH
• OSAGENT_PORT
• OSAGENT_ADDR
• VBROKER_ADM
• OSAGENT_ADDR_FILE
• OSAGENT_LOCAL_FILE
• TPDIR
• SHLIB_PATH（HP-UXの場合）
• LD_LIBRARY_PATH（Solarisおよび Linuxの場合）
• LIBPATH（AIXの場合）

7.3.5　明示的に渡される環境変数と暗黙的に渡される環境変
数

次に示す環境変数は，OADの環境から生成されたサーバの環境にプロパゲーションされ
ます。また，設定がある場合は OADで明示的に渡されます。

• PATH
• CLASSPATH
• OSAGENT_PORT
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• OSAGENT_ADDR
• VBROKER_ADM
• OSAGENT_ADDR_FILE
• OSAGENT_LOCAL_FILE
• TPDIR
• SHLIB_PATH（HP-UXの場合）
• LD_LIBRARY_PATH（Solarisおよび Linuxの場合）
• LIBPATH（AIXの場合）
• OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT（CreationImplDef内に設定）

例えば，Javaインプリメンテーションを生成する場合，生成された実行対象に
OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORTが必要なときは，CreationImplDef環境に
OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORTを明示的に登録する必要があります。

7.3.6　CreationImplDefのメソッド
● public abstract org.omg.CORBA.Policy activation_policyactivation_policyactivation_policyactivation_policy()
このメソッドは，サーバの活性化ポリシーを取得します。

● public abstract void activation_policyactivation_policyactivation_policyactivation_policy(
org.omg.CORBA.Policy activation_policyactivation_policyactivation_policyactivation_policy)

このメソッドは，サーバの活性化ポリシーを設定します。活性化ポリシーには，
SHARED_SERVER，UNSHARED_SERVER，および SERVER_PER_METHODが
あります。
• activation_policy
サーバの活性化ポリシー

● public abstract String[ ] argsargsargsargs()
このメソッドは，サーバに渡された引数のリストを取得します。

● public abstract void argsargsargsargs(
String argsargsargsargs[ ])

このメソッドは，サーバに渡すコマンドライン引数を設定します。最初の引数には必
ずクラス名を指定してください。詳細については，「7.3.3　例」を参照してください。
• args
コマンドライン引数をすべて指定する文字列の並び

● public abstract String[ ] envenvenvenv()
このメソッドは，サーバに渡した環境設定のリストを取得します。

● public abstract void envenvenvenv(
String envenvenvenv[ ])

このメソッドは，サーバに渡す環境設定を設定します。env属性の設定の詳細につい
ては，「7.3.4　環境変数」を参照してください。
• env
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環境変数をすべて指定する文字列の並び

● public abstract byte[ ] idididid()
このメソッドは，インプリメンテーションのリファレンスデータ識別子を取得します。

● public abstract void idididid(
byte id id id id[ ])

このメソッドは，インプリメンテーションのリファレンスデータ識別子を設定します。
• id
インプリメンテーションのリファレンスデータ識別子（バイトの並び）

● public abstract String object_nameobject_nameobject_nameobject_name()
このメソッドは，インプリメンテーションのオブジェクト名を取得します。

● public abstract void object_nameobject_nameobject_nameobject_name(
String object_nameobject_nameobject_nameobject_name)

このメソッドは，インプリメンテーションのオブジェクト名を設定します。
• object_name
インプリメンテーションのオブジェクト名を指定する文字列

● public abstract String path_namepath_namepath_namepath_name()
登録の場合，このメソッドは，文字列「vbj」を取得します。

● public abstract void path_namepath_namepath_namepath_name(
String path_namepath_namepath_namepath_name)

このメソッドは，オブジェクトをインプリメントする実行可能プログラムの正確なパ
ス名を設定します。プログラムの場合，パス名は必ず「vbj」にしてください。

注
OADのパス設定環境変数を設定する場合は，必ずプログラム「vbj」にパスが通
るように設定してください。OADのパスはインストール時に設定します。

• path_name
インプリメンテーションのパス名を指定する文字列

● public abstract String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id()
このメソッドは，インプリメンテーションのリポジトリ IDを取得します。

● public abstract void repository_idrepository_idrepository_idrepository_id(
String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id)

このメソッドは，インプリメンテーションのリポジトリ IDを設定します。
• repository_id
インプリメンテーションのリポジトリ IDを指定する文字列
263



7.　活性化インタフェースとクラス（Java）
7.4　ImplementationDef

ImplementationDefは，ImplementationDefsの型である ActivationImplDefと
CreationImplDef用の空のベースクラスです。ImplementationDefが使用できるのは，
ActivationImplDefメソッド，または CreationImplDefメソッド内のシグニチャの中だ
けです。
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7.5　OAD
 
public interface OAD extends org.omg.CORBA.Object
 

OADインタフェースは，OADへのアクセスを提供します。このインタフェースは，管
理ツールがオブジェクトの一覧表示，登録，および登録解除を実行するために使用しま
す。また，OADをプログラムから管理するために，クライアントコードがこのインタ
フェースを使用することもできます。

 
interface OAD {
CreationImplDef create_CreationImplDef( );
 
Object reg_implementation(in extension::CreationImplDef impl)
    raises(DuplicateEntry,InvalidPath);
 
CreationImplDef get_implementation(
                in CORBA::RepositoryId repId,
                in string object_name)
    raises(NotRegistered);
 
void change_implementation(
                in extension::CreationImplDef old_info,
                in extension::CreationImplDef new_info)
    raises(NotRegistered,InvalidPath,IsActive);
 
attribute boolean destroy_on_unregister;
 
void unreg_implementation(in CORBA::RepositoryId repId,
                in string object_name)
    raises(NotRegistered);
 
void unreg_interface(in CORBA::RepositoryId repId)
    raises(NotRegistered);
 
void unregister_all( );
 
ImplementationStatus get_status(in CORBA::RepositoryId repId,
                in string object_name)
    raises(NotRegistered);
 
ImplStatusList get_status_interface(
                in CORBA::RepositoryId repId)
    raises(NotRegistered);
 
ImplStatusList get_status_all( );
 
Object lookup_interface(in CORBA::RepositoryId repId,
                in long timeout)
    raises(NotRegistered,FailedToExecute,NotResponding,Busy);
 
Object lookup_implementation(in CORBA::RepositoryId repId,
                in string object_name,in long timeout)
    raises(NotRegistered,FailedToExecute,NotResponding,Busy);
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string generated_command(in extension::CreationImplDef impl);
 
string generated_environment(
                          inextension::CreationImplDef impl);
};

7.5.1　ImplementationStatus
ImplementationStatusは，CreationImplDefからの implと，ObjectStatusListからの
ステータスを含んだ構造体です。ObjectStatusListは，long型に unique_idを指定し，
Stateには activation_stateを指定している構造体です。インプリメンテーションは，次
の状態のどれかにできます。

• 活性
• 非活性
• 活性化待ち

 
module Activation
{
...
   struct ObjectStatus {
      long     unique_id;
      State    activation_state;
      Object   objRef;
   };
   typedef sequence<ObjectStatus>ObjectStatusList;
   struct ImplementationStatus {
      extension::CreationImplDef impl;
      ObjectStatusList           status;
   };

7.5.2　OADのメソッド
● public void change_implementationchange_implementationchange_implementationchange_implementation(

org.omg.CORBA.CreationImplDef old_infoold_infoold_infoold_info,
org.omg.CORBA.CreationImplDef new_infonew_infonew_infonew_info)

このメソッドは，オブジェクトのインプリメンテーションを動的に変更します。この
メソッドを使用して，登録の活性化ポリシー，パス名，パラメタ設定，および環境設
定を変更できます。
• old_info
変更したい情報

• new_info
old_infoと差し替えたい情報

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

InvalidPath
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Javaクラス，または ccpが実行できるプログラムが見つかりません。

IsActive
オブジェクトインプリメンテーションは現在実行中です。オブジェクトを非活性
化してから，その情報を変更してください。

注
現在活性状態にあるインプリメンテーションの情報は変更できません。このメ
ソッドでオブジェクトのインプリメンテーション名やオブジェクト名を変更する
場合，必ず注意を守ってください。クライアントアプリケーションはオブジェク
トを古い名前で検索できません。

● public abstract CreationImplDef create_CreationImplDefcreate_CreationImplDefcreate_CreationImplDefcreate_CreationImplDef( )
このメソッドは，CreationImplDefのインスタンスを生成します。その後，属性を設
定できます。詳細については，「7.3　CreationImplDef」を参照してください。
このメソッドでは，次の例外が発生します。

DuplicateEntry
指定したオブジェクトはすでに登録されています。未登録のオブジェクトを指定
してください。

InvalidPath
Javaクラスが見つかりません。

● public abstract void destroy_on_unregisterdestroy_on_unregisterdestroy_on_unregisterdestroy_on_unregister(
boolean destroy_on_unregisterdestroy_on_unregisterdestroy_on_unregisterdestroy_on_unregister)

このメソッドは，OADの destroy_on_unregister属性を設定します。この属性に true
を設定した場合，活性状態のインプリメンテーションは，登録解除時にすべてシャッ
トダウンされます。

● public abstract boolean destroy_on_unregisterdestroy_on_unregisterdestroy_on_unregisterdestroy_on_unregister( )
このメソッドは，インプリメンテーションの destroy_on_unregister属性の設定を取
得します。

● public abstract String generated_commandgenerated_commandgenerated_commandgenerated_command(
org.omg.CORBA.CreationImplDef implimplimplimpl)

このメソッドは，指定したインプリメンテーションに対して実行するコマンドのコマ
ンドラインオプションを表す文字列を返します。

● public abstract String generated_environmentgenerated_environmentgenerated_environmentgenerated_environment(
com.Inprise.vbroker.extension.CreationImplDef implimplimplimpl)

このメソッドは，指定したインプリメンテーションについて生成したサーバを実行す
る，環境を表す文字列を返します。

● public org.omg.CORBA.CreationImplDef get_implementationget_implementationget_implementationget_implementation(
String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id, String object_nameobject_nameobject_nameobject_name)

このメソッドは，指定されたリポジトリ IDとオブジェクト名に対して登録されたイ
ンプリメンテーションに関する情報を検索します。
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• repository_id
リポジトリ IDを指定する文字列

• object_name
オブジェクト名を指定する文字列

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

● public com.inprise.vbroker.Activation.ImplementationStatus 
get_statusget_statusget_statusget_status(String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id, String object_nameobject_nameobject_nameobject_name)

このメソッドは，指定されたリポジトリ IDとオブジェクト名に対して登録されたイ
ンプリメンテーションに関するステータス情報を検索します。
• repository_id
リポジトリ IDを指定する文字列

• object_name
オブジェクト名を指定する文字列

● public Activation.ImplementationStatus[ ] get_status_allget_status_allget_status_allget_status_all()
このメソッドは，すべてのインプリメンテーションに関するステータス情報を取得し
ます。

● public Activation.ImplementationStatus[ ] get_status_interfaceget_status_interfaceget_status_interfaceget_status_interface(
String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id)

このメソッドは，指定したリポジトリに登録されているインプリメンテーションのス
テータス情報を取得します。
• repository_id
リポジトリ IDを指定する文字列

● public Activation ImplStatusList get_status_interfaceget_status_interfaceget_status_interfaceget_status_interface(
String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id)

このメソッドは，指定したリポジトリ IDのインプリメンテーションのオブジェクト
リファレンスを返します。
• repository_id
リポジトリ IDを指定する文字列

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

FailedToExecute
指定したオブジェクトは実行できません。実行中にエラーが発生しました。

NotResponding
メソッドへの応答がありません。

Busy
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指定したオブジェクトは現在使用中です。

● public Activation ImplStatusList get_status_allget_status_allget_status_allget_status_all( )
このメソッドは，登録されているすべてのインプリメンテーションのステータス情報
を返します。

● public org.omg.CORBA.Object lookup_interfacelookup_interfacelookup_interfacelookup_interface(
String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,long timeouttimeouttimeouttimeout)

このメソッドは，指定したインプリメンテーションを検索します。
• repository_id
リポジトリ IDを指定する文字列

• timeout

このメソッドでは次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

FailedToExecute
指定したオブジェクトは実行できません。実行中にエラーが発生しました。

NotResponding
メソッドへの応答がありません。

Busy
指定したオブジェクトは現在使用中です。

● public org.omg.CORBA.Object lookup_implementationlookup_implementationlookup_implementationlookup_implementation(
String repIDrepIDrepIDrepID, string object_nameobject_nameobject_nameobject_name, long timeouttimeouttimeouttimeout)

このメソッドは，指定したインプリメンテーションを検索します。クライアントが直
接呼び出す必要はありません。
• repID
リポジトリ IDを指定する文字列

• object_name
オブジェクト名を指定する文字列

• timeout

このメソッドでは次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

FailedToExecute
指定したオブジェクトは実行できません。実行中にエラーが発生しました。

NotResponding
メソッドへの応答がありません。

Busy
指定したオブジェクトは現在使用中です。

● public org.omg.CORBA.Object reg_implementationreg_implementationreg_implementationreg_implementation(
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org.omg.CORBA.CreationImplDef implimplimplimpl)
このメソッドは，インプリメンテーションを OADと Borland Enterprise Server 
VisiBrokerディレクトリサービスに登録します。
• impl

CreationImplDefのインスタンス

このメソッドでは，次の例外が発生します。

DuplicateEntry
指定したオブジェクトは重複エントリです。未登録オブジェクトを指定してくだ
さい。

InvalidPath
Javaクラスが見つかりません。

● public void unreg_implementationunreg_implementationunreg_implementationunreg_implementation(
String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
String object_nameobject_nameobject_nameobject_name)

このメソッドは，リポジトリ IDとオブジェクト名でインプリメンテーションを登録
解除します。destroy_on_unregister属性に trueを設定した場合，このメソッドは，
指定されたリポジトリ IDおよびオブジェクト名を現在インプリメントしている，す
べてのプロセスを終了させます。
• repository_id
リポジトリ IDを指定する文字列

• object_name
オブジェクト名を指定する文字列

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

● public void unreg_interfaceunreg_interfaceunreg_interfaceunreg_interface(
String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id)

このメソッドは，リポジトリ IDに対応するすべてのインプリメンテーションを登録
解除します。destroy_on_unregister属性に trueを設定した場合，このメソッドは，
指定されたリポジトリ IDを現在インプリメントしている，すべてのプロセスを終了
させます。
• repository_id
リポジトリ IDを指定する文字列です。

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

● public void unregister_allunregister_allunregister_allunregister_all( )
このメソッドは，すべてのインプリメンテーションを登録解除します。
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destroy_on_unregister属性に trueを設定しないかぎり，活性状態のすべてのインプ
リメンテーションが実行を続けます。
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8　 ネーミングサービスインタ
フェースとクラス（Java）
この章では，Java言語でプログラミングする場合に，Borland 
Enterprise Server VisiBrokerのネーミングサービスで使用す
るインタフェースとクラスについて説明します。Borland 
Enterprise Server VisiBrokerネーミングサービスは，OMG
の仕様書「Interoperable Naming Specification」(orbos/
98-10-11)に完全に従ったインプリメンテーションです。

8.1　NamingContext

8.2　NamingContextExt

8.3　Bindingと BindingList

8.4　BindingIterator

8.5　NamingContextFactory

8.6　ExtendedNamingContextFactory
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8.1　NamingContext
 
public interface NamingContext extends
    com.inprise.vbroker.CORBA.Object
 

このインタフェースを使用して，VisiBroker ORBオブジェクトまたはほかの
NamingContextオブジェクトにバインドされるネームを登録したり，操作したりしま
す。クライアントアプリケーションは，このインタフェースを使用して，コンテキスト
内のすべてのネームを resolveまたは listによって処理します。オブジェクトインプリメ
ンテーションは，このオブジェクトを使用して，オブジェクトインプリメンテーション
または NamingContextオブジェクトをネームにバインドします。NamingContextの
IDL仕様を次に示します。

8.1.1　IDLの定義
 
module CosNaming {
 
    interface NamingContext {
        void bind(in Name n, in Object obj)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName,
                   AlreadyBound);
        void rebind(in Name n, in Object obj)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName);
        void bind_context(in Name n, in NamingContext nc)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName,
                   AlreadyBound);
        void rebind_context(in Name n, in NamingContext nc)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName);
        Object resolve(in Name n)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName);
        void unbind(in Name n)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName);
        NamingContext new_context( );
        NamingContext bind_new_context(in Name n)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName,
                   AlreadyBound);
        void destroy( )
            raises(NotEmpty);
        void list(in unsigned long how_many,
            out BindingList bl,
            out BindingIterator bi);
    };
};

8.1.2　NamingContextのメソッド
● public void bindbindbindbind(

CosNaming.NameComponent[ ] nnnn,
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org.omg.CORBA.Object objobjobjobj)
throws

CosNaming.NamingContextPackage.NotFoundNotFoundNotFoundNotFound,
CosNaming.NamingContextPackage.CannotProceedCannotProceedCannotProceedCannotProceed,
CosNaming.NamingContextPackage.InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName,
CosNaming.NamingContextPackage.AlreadyBoundAlreadyBoundAlreadyBoundAlreadyBound

このメソッドは，指定されたネームを指定された Objectにバインドします。このと
き，最初のNameComponentに関連づけられたコンテキストを解決し，そのあと，次
に示すNameを使用して新しいコンテキストにオブジェクトをバインドします。
 
Name[NameComponent(2) ,...,NameComponent(n-1) ,NameComponent(n) ]
 

解決とバインドのこの再帰的なプロセスは，NameComponent (n-1)に関連づけられ
たコンテキストが解決され，ネームとオブジェクトとの実際のバインドが格納される
まで続きます。パラメタ nがシンプルネームである場合には，objは，この
NamingContext内の nにバインドされます。
• n
オブジェクトに指定するネームで初期化される Name構造体

• obj
ネーミングされるオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。
• NotFound

Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。
• CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。クライ
アントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続できます。

• InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

• AlreadyBound
ネームが NamingContext内の別のオブジェクトにすでにバインドされています。

● public void rebindrebindrebindrebind(
CosNaming.NameComponent[ ] nnnn,
org.omg.CORBA.Object objobjobjobj)
throws

CosNaming.NamingContextPackage.NotFoundNotFoundNotFoundNotFound,
CosNaming.NamingContextPackage.CannotProceedCannotProceedCannotProceedCannotProceed,
CosNaming.NamingContextPackage.InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName

このメソッドは，AlreadyBound例外が発行されないという点を除いて，bindメソッ
ドと同じです。指定されたNameがすでに別のオブジェクトにバインドされている場
合には，このバインドは，新しいバインドで置き換えられます。
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• n
オブジェクトに指定するネームで初期化される Name構造体

• obj
ネーミングされるオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。
• NotFound

Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。
• CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。クライ
アントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続できます。

• InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● public void bind_contextbind_contextbind_contextbind_context(
CosNaming NameComponent[ ] nnnn,
CosNaming.NamingContext ncncncnc)
throws

CosNaming.NamingContextPackage.NotFoundNotFoundNotFoundNotFound,
CosNaming.NamingContextPackage.CannotProceedCannotProceedCannotProceedCannotProceed,
InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName,
CosNaming.NamingContextPackage.AlreadyBoundAlreadyBoundAlreadyBoundAlreadyBound

このメソッドは，指定された Nameが，任意の ORBオブジェクトではなく，
NamingContextに対応づけられるという点を除いて，bindメソッドと同じです。
• n
希望するネーミングコンテキスト名で初期化される Name構造体。シーケンス内の
最初の (n-1)個の NameComponent構造体は，NamingContextに解決される必要
があります。

• nc
リバインドされる NamingContextオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。
• NotFound

Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。
• CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。クライ
アントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続できます。

• InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

• AlreadyBound
ネームが NamingContext内の別のオブジェクトにすでにバインドされています。
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● public void rebind_contextrebind_contextrebind_contextrebind_context(
CosNaming. NameComponent[ ] nnnn,
CosNaming.NamingContext ncncncnc)
throws

CosNaming.NamingContextPackage.NotFoundNotFoundNotFoundNotFound,
CosNaming.NamingContextPackage.CannotProceedCannotProceedCannotProceedCannotProceed,
CosNaming.NamingContextPackage.InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName

このメソッドは，AlreadyBound例外が発行されないという点を除いて，
bind_contextメソッドと同じです。指定された Nameがすでに別のネーミングコンテ
キストにバインドされている場合には，このバインドは，新しいバインドで置き換え
られます。
• n
オブジェクトに指定するネームで初期化される Name構造体

• nc
リバインドされる NamingContextオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。
• NotFound

Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。
• CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。クライ
アントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続できます。

• InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● public org.omg.CORBA.Object resolveresolveresolveresolve(
CosNaming.NameComponent[ ] nnnn)
throws

CosNaming.NamingContextPackage.NotFoundNotFoundNotFoundNotFound,
CosNaming.NamingContextPackage.CannotProceedCannotProceedCannotProceedCannotProceed,
CosNaming.NamingContextPackage.InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName

このメソッドは，指定されたNameを解決し，オブジェクトリファレンスを返しま
す。パラメタ nがシンプルネームである場合には，この NamingContextで解決され
ます。
nがコンプレックスネームである場合には，最初のNameComponentに関連づけられ
たコンテキストを使用して解決されます。その後，新しいコンテキストを使用して次
に示すNameを解決します。
 
Name[NameComponent(2) ,...,NameComponent(n-1) ,NameComponent(n) ]
 

この再帰的なプロセスは，n番目の NameComponentに関連づけられたオブジェクト
が返されるまで続きます。
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• n
対象となるオブジェクトのネームで初期化される Name構造体

このメソッドでは，次の例外が発生します。
• NotFound

Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。
• CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。クライ
アントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続できます。

• InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● public void unbindunbindunbindunbind(
CosNaming.NameComponent[ ] nnnn)
throws

CosNaming.NamingContextPackage.NotFoundNotFoundNotFoundNotFound,
CosNaming.NamingContextPackage.CannotProceedCannotProceedCannotProceedCannotProceed,
CosNaming.NamingContextPackage.InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName

このメソッドは，bindメソッドの逆で，指定された Nameに対応しているバインドを
削除します。
• n
バインドの解除をしたいネームの Name構造体

このメソッドでは，次の例外が発生します。
• NotFound

Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。
• CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。クライ
アントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続できます。

• InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● public CosNaming.NamingContext new_contextnew_contextnew_contextnew_context( )
このメソッドは，新しいネーミングコンテキストを作成します。新しく作成されたコ
ンテキストは，このオブジェクトと同じサーバ内でインプリメントされます。新しい
コンテキストは，初期状態ではどの Nameにもバインドされていません。

● public CosNaming.NamingContext bind_new_contextbind_new_contextbind_new_contextbind_new_context(
NamComponent[ ] nnnn)
throws

CosNaming.NamingContextPackage.NotFoundNotFoundNotFoundNotFound,
CosNaming.NamingContextPackage.CannotProceedCannotProceedCannotProceedCannotProceed,
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CosNaming.NamingContextPackage.InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName,
CosNaming.NamingContextPackage.AlreadyBoundAlreadyBoundAlreadyBoundAlreadyBound

このメソッドは，新しいコンテキストを作成し，そのコンテキスト内で指定された
Nameにバインドします。
• n
新しく作成された NamingContextオブジェクトに対応するネームで初期化される
Name構造体

このメソッドでは，次の例外が発生します。
• NotFound

Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。
• CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。クライ
アントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続できます。

• InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

• AlreadyBound
ネームが NamingContext内の別のオブジェクトにすでにバインドされています。

● public void destroydestroydestroydestroy( )
throws

CosNaming.NamingContextPackage.NotEmpty
このメソッドは，現在のネーミングコンテキストを非活性化します。以後，このオブ
ジェクトでオペレーションを呼び出そうとすると，CORBA.OBJECT_NOT_EXIST
ランタイム例外が発生します。
このメソッドを使用する前に，unbindメソッドを使用して，現在のネーミングコンテ
キストに対応してバインドされているすべてのNameオブジェクトをバインド解除し
ておく必要があります。空でないNamingContextを破棄しようとすると，
NotEmpty例外が発生します。

● public void listlistlistlist(
int how_manyhow_manyhow_manyhow_many,
CosNaming.BindingListHolder blblblbl,
CosNaming.BindingIteratorHolder bibibibi)

このメソッドは，現在のコンテキストに含まれているすべてのバインドを返します。
how_manyまでの Nameが，BindingListによって返されます。残りのバインドは，
すべて BindingIteratorによって返されます。返された BindingListと
BindingIteratorを使用すると，ネームのリストを参照できます。BindingListの詳細
については，「8.3　Bindingと BindingList」を参照してください。
• how_many
リストに返される Nameの最大数

• bl
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呼び出しプログラムに返される Nameのリスト。リストのネームの数は how_many
の値を超えません。

• bi
残りの Nameを参照するための BindingIteratorオブジェクト
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8.2　NamingContextExt
 
public interface NamingContextExt extends
    CosNaming.NamingContext
 

このインタフェースは，NamingContextインタフェースを継承したもので，文字列化し
た名前と URLを使用するときに必要なオペレーションを提供します。

8.2.1　IDLの定義
 
module CosNaming {
    interface NamingContextExt:NamingContext{
        typedef string StringName;
        typedef string Address;
        typedef string URLString;
 
        StringName to_string(in Name n)
            raises(InvalidName);
        Name to_name(in StringName sn)
            raises(InvalidName);
 
        exception InvalidAddress {};
 
        URLString to_url(in Address addr,in StringName sn)
            raises(InvalidAddress,InvalidName);
        Object resolve_str(in StringName n)
            raises(NotFound,CannotProceed,
                   InvalidName);
    };
};

8.2.2　NamingContextExtのメソッド
● public java.lang.String to_stringto_stringto_stringto_string(

CosNaming.NameComponent[ ] nnnn)
throws

CosNaming.NamingContextPackage.InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName
このオペレーションは，指定したNameの文字列化表現を返します。
• n
対象となるオブジェクトの名前で初期化される Name構造体

このメソッドで発生する可能性のある例外を次に示します。
• InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● public CosNaming.NameComponent[ ] to_nameto_nameto_nameto_name(
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java.lang.String snsnsnsn)
throws

CosNaming.NamingContextPackage.InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName
このオペレーションは，指定した文字列化された名前の Nameオブジェクトを返しま
す。
• sn
オブジェクトの文字列化された名前

このメソッドで発生する可能性のある例外を次に示します。
• InvalidName
指定した Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィールド
に空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● public java.lang.String to_urlto_urlto_urlto_url(
java.lang.String addraddraddraddr,
java.lang.String snsnsnsn)
throws

CosNaming.NamingContextExtPackage.InvalidAddressInvalidAddressInvalidAddressInvalidAddress,
CosNaming.NamingContextPackage.InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName

このオペレーションは，指定した URLコンポーネントと文字列化オブジェクト名か
ら，完全な URL文字列を返します。
• addr
「myhost.inprise.com:800」の形式の URLコンポーネント。このパラメタの指
定を省略すると，InvalidAddress例外が発生します。

• sn
文字列化したオブジェクト名

このメソッドで発生する可能性のある例外を次に示します。
• InvalidAddress

addrパラメタに指定したアドレスが不正です。
• InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● public org.omg.CORBA.Object resolve_strresolve_strresolve_strresolve_str(
java.lang.String nnnn)
throws

CosNaming.NamingContextPackage.NotFoundNotFoundNotFoundNotFound,
CosNaming.NamingContextPackage.CannotProceedCannotProceedCannotProceedCannotProceed,
CosNaming.NamingContextPackage.InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName

このメソッドは，文字列名を解決してオブジェクトリファレンスを返します。
• n
文字列化したオブジェクト名

このメソッドで発生する可能性のある例外を次に示します。
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• NotFound
Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。

• CannotProceed
シーケンスの中に解決できない NameComponentオブジェクトがあります。クライ
アントは，返された NamingContextからオペレーションを継続できます。

• InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または，IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。
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8.3　Bindingと BindingList
 
public interface Binding
 

Bindingインタフェース，BindingListインタフェース，および BindingIteratorインタ
フェースは，NamingContextオブジェクトの中に「名前とオブジェクトのバインド」を
定義するために使用します。Binding構造体は，名前とオブジェクトのペアを一組カプ
セル化します。binding_nameフィールドは Nameを表し，binding_typeフィールドは
ORBオブジェクトとNamingContextオブジェクトのどちらにNameをバインドするか
を表します。

BindingListは，NamingContextオブジェクトに含まれる Binding構造体のシーケンス
です。

8.3.1　IDLの定義
 
module CosNaming {
 
    enum BindingType {
        nobject,
        ncontext
    }
    struct Binding {
        Name binding_name;
        BindingType binding_type;
    };
    typedef sequence<Binding>BindingList;
};
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8.4　BindingIterator
 
public interface BindingIterator extends
    org.omg.CORBA.Object
 

このインタフェースを使用すると，クライアントアプリケーションは，NamingContext
の listメソッドによって返されるこのオブジェクトを使用して，オブジェクトとネーム
のバインドを，数を指定しないで繰り返し参照できます。

「8.1.2　NamingContextのメソッド」の listメソッドも参照してください。

8.4.1　IDLの定義
 
module CosNaming {
 
    interface BindingIterator {
        boolean next_one(out Binding b);
        boolean next_n(in unsigned long how_many,
                       out BindingList b);
        void destroy( );
    };
};

8.4.2　BindingIteratorのメソッド
● public boolean next_onenext_onenext_onenext_one(

CosNaming.Binding bbbb)
このメソッドは，リストから次の Bindingを返します。リストに次の Bindingがない
場合には falseが返ります。それ以外の場合には trueが返ります。
• b
リストの次の Bindingオブジェクト

● public boolean next_nnext_nnext_nnext_n(
int how_manyhow_manyhow_manyhow_many, CosNaming.BindingList bbbb)

このメソッドは，リストから要求された Bindingオブジェクトの数を含む
BindingListを返します。リストに次の Bindingがない場合には，返されるバインド
の数が，要求された数よりも少ない場合があります。リストに次の Bindingがない場
合には falseが返ります。それ以外の場合には trueが返ります。
• how_many
要求される Bindingオブジェクトの最大数

• b
要求された Bindingオブジェクト数以下のオブジェクトが登録された BindingList

● public void destroydestroydestroydestroy( )
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このメソッドは，オブジェクトを破棄し，オブジェクトに対応するメモリを解放しま
す。このメソッドの呼び出しに失敗すると，メモリの使用量が増大します。
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8.5　NamingContextFactory
 
public interface NamingContextFactory extends
    com.inprise.vbroker.CORBA.Object
 

このインタフェースは，最初のNamingContextを実体化します。クライアントは，こ
のオブジェクトにバインドし，create_contextメソッドを使用して最初のコンテキスト
を作成できます。最初のコンテキストが作成できたら，new_contextメソッドを使用し
て，ほかのコンテキストを作成できます。

ネーミングサービスが起動するときに，このネーミングコンテキストファクトリのイン
スタンスが作成されます。

一つのルートコンテキストを自動的に作成するNamingContextFactoryの作成方法につ
いては，「8.6　ExtendedNamingContextFactory」を参照してください。

8.5.1　IDLの定義
 
module CosNaming {
 
    interface NamingContextFactory {
        NamingContext create_context( );
        oneway void shutdown( );
    };
};

8.5.2　NamingContextFactoryのメソッド
● public CosNaming.NamingContextExt create_contextcreate_contextcreate_contextcreate_context( )
このメソッドによって，クライアントはネーミングコンテキストを作成します。ネー
ミングコンテキストにはルートコンテキストが指定されていません。そのため，
NamingContextFactoryを実体化しただけではネーミングコンテキストは作成されま
せん。

● public void shutdownshutdownshutdownshutdown( )
このメソッドによって，クライアントはネーミングサービスを正常に終了します。

● public CosNamingExt.ClusterManager get_cluster_managerget_cluster_managerget_cluster_managerget_cluster_manager( )
このメソッドは，指定したクラスタ条件でクラスタを生成します。

● public void remove_stale_contextsremove_stale_contextsremove_stale_contextsremove_stale_contexts(
java.lang.String passwordpasswordpasswordpassword)

このメソッドによって，クライアントは Clusterオブジェクトから存続期間全体を通
してメンバを削除します。

● public CosNaming.NamingContext[ ] list_all_rootslist_all_rootslist_all_rootslist_all_roots(
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java.lang.String passwordpasswordpasswordpassword)
このメソッドによって，ルートコンテキストをすべて一覧表示できます。
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8.6　ExtendedNamingContextFactory
 
public interface ExtendedNamingContextFactory extends
    CosNamingExt.NamingContextFactory
 

このインタフェースは，NamingContextFactoryインタフェースを拡張し，拡張ネーミ
ングサービスの起動時にファクトリ内でデフォルトルートの作成を可能にします。詳細
については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズガイ
ド」の「クラスタの生成」の記述を参照してください。

8.6.1　IDLの定義
 
module CosNaming {
    interface ExtendedNamingContextFactory
                                    :NamingContextFactory{
        NamingContext root_context( );
    };
};

8.6.2　ExtendedNamingContextFactoryのメソッド
● public CosNaming.NamingContextExt root_contextroot_contextroot_contextroot_context( )
このメソッドは，該当するオブジェクトのインスタンス作成時に，自動的に生成され
たルートネーミングコンテキストを返します。
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9　 例外クラス（Java）
この章では，Borland Enterprise Server VisiBrokerで使用す
る Java言語の例外クラスについて説明します。

9.1　概要

9.2　システム例外

9.3　ユーザ例外
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9.1　概要
CORBAシステム例外は，java.lang.RuntimeExceptionのサブクラスです。このため，
このような例外が発生する可能性があるすべてのメソッドシグニチャで CORBAシステ
ム例外を宣言する必要はありません。

UserExceptionは java.lang.Exceptionのサブクラスです。

注
インタフェース階層の変更によって，org.omg.CORBA.Exceptionクラスは削除され
ました。

java.lang.Exceptionと例外の位置づけについては，「2.10　例外のマッピング」を参照し
てください。
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9.2　システム例外
 
public class SystemException extends
    java.lang.RuntimeException
 

CORBAシステム例外は，ランタイムに問題が起こると発生します。この例外は
java.lang.RuntimeExceptionから継承します。発生するすべての SystemExceptionク
ラス，およびそれに対する意味を，表 9-1に示します。

標準 IDLのシステム例外は，org.omg.CORBA.SystemExceptionを継承するファイナル
Javaクラスにマッピングされ，IDLメジャー例外コード，マイナー例外コードへのアク
セス，および例外の理由を記述する文字列を提供します。

注
org.omg.CORBA.SystemExceptionのパブリックなコンストラクタはありません。
これを継承するクラスだけ実体化されています。

現在，Borland Enterprise Server VisiBrokerはマイナーコードの使用をサポートしてい
ません。したがって，マイナーコードを設定するminorメソッドはありません。

9.2.1　SystemExceptionの属性
● public CompletionStatus completedcompletedcompletedcompleted
この属性は，オペレーションが完了したかどうかを示します。
システム例外一覧を次の表に示します。

表 9-1　システム例外一覧（Java）

例外クラス名 説明

BAD_CONTEXT コンテキストオブジェクトの処理エラーが発生しました。

BAD_INV_ORDER オペレーション要求の前に，必要な前提条件オペレーションが
呼び出されていません。

BAD_OPERATION 無効なオペレーションが実行されました。

BAD_PARAM 無効なパラメタが引き渡されました。

BAD_TYPECODE ORBが不正な TypeCodeを検出しました。

CODESET_INCOMPATIBLE クライアントとサーバのコードセットに互換がないため，通信
に失敗しました。

COMM_FAILURE 通信障害が発生しました。

DATA_CONVERSION データ変換エラーが発生しました。

FREE_MEM メモリを解放できません。

IMP_LIMIT インプリメンテーションの上限に違反しました。

INITIALIZE ORB初期化障害が発生しました。
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INTERNAL 内部エラーが発生しました。

INTF_REPOS インタフェースリポジトリへのアクセスエラーが発生しまし
た。

INV_FLAG 無効フラグが指定されました。

INV_IDENT 識別子の構文が無効です。

INV_OBJREF 無効なオブジェクトリファレンスが検出されました。

INV_POLICY 無効なポリシーの変更が検出されました。

INVALID_TRANSACTION トランザクションコンテキストが不正です。

MARSHAL マーシャルパラメタまたは結果が不当です。

NO_IMPLEMENT オペレーションのインプリメンテーションが使用できません。

NO_MEMORY 動的メモリ割り当て障害が発生しました。

NO_PERMISSION 許可されていないオペレーションを実行しようとしました。

NO_RESOURCES 必要な資源を取得できませんでした。

NO_RESPONSE クライアントが送信したリクエストの応答がまだありません。

OBJ_ADAPTER オブジェクトアダプタが障害を検出しました。

OBJECT_NOT_EXIST リクエストされたオブジェクトが存在していません。

PERSIST_STORE パーシステントストレージ障害が発生しました。

REBIND クライアントが，QoSポリシーに矛盾する IORを受信しまし
た。

TIMEOUT オペレーションがタイムアウトしました。

TRANSACTION_REQUIRED リクエスト時に無効なトランザクションコンテキストがトラン
ザクションサービスに渡されましたが，アクティブなトランザ
クションが必要です。

TRANSACTION_ROLLEDBACK リクエストに対応するトランザクションがすでにロールバック
されているか，またはロールバック用にマーキングされていま
す。

TRANSIENT 通信エラーが検出されましたが，再接続できる場合がありま
す。

UNKNOWN 未知の例外です。

例外クラス名 説明
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9.3　ユーザ例外
 
public abstract class org.omg.CORBA.UserException extends
    java.lang.Exception implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

UserExceptionクラスは abstractベースクラスであり，オブジェクトインプリメンテー
ションで発生する可能性がある例外を定義する場合に使用します。この例外型に対応づ
けられた状態情報はありませんが，派生したクラスが自分自身の状態情報を付けること
があります。コードサンプル 9-1に示すように，このクラスの主な目的は，クライアン
トコード内の catchブロックを簡単に使用できるようにすることです。

コードサンプル 9-1　システム例外とユーザ例外のキャッチ
 
try {
     proxy.operation();
}
catch(org.omg.CORBA.SystemException se) {
     System.out.println("The runtime failed: " + se);
}
catch(org.omg.CORBA.UserException ue) {
     System.out.println("The implementation failed: " + ue);
}
 

9.3.1　import文
コード内に「import org.omg.CORBA.*;」と記述してください。

9.3.2　UserExceptionのコンストラクタ
● protected org.omg.CORBA.UserExceptionUserExceptionUserExceptionUserException()
空のUserExceptionオブジェクトを生成します。

● protected org.omg.CORBA.UserExceptionUserExceptionUserExceptionUserException(
String reasonreasonreasonreason)

指定された文字列を持つUserExceptionオブジェクトを生成します。
• reason
例外内容を表す文字列
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10　ポータブルインタセプタイ
ンタフェースとクラス
（Java）
この章では，OMG標準規格で定義されたポータブルインタセ
プタのインタフェースとクラスの，Borland Enterprise Server 
VisiBrokerでのインプリメンテーションについて，Java言語
でのインタフェースを説明します。これらのインタフェースと
クラスの詳細については，「OMG Final Adopted仕様」を参照
してください。また，この章で説明するインタフェースを使用
する前に，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「ポータブルインタセ
プタの使用」の記述を参照してください。

10.1　概要

10.2　ClientRequestInfo

10.3　ClientRequestInterceptor

10.4　Codec

10.5　CodecFactory

10.6　Current

10.7　Encoding

10.8　ForwardRequest

10.9　Interceptor
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10.10　IORInfo

10.11　IORInfoExt

10.12　IORInterceptor

10.13　ORBInitializer

10.14　ORBInitInfo
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10.1　概要
VisiBroker ORBは，拡張機能をプラグインするためのインタセプタである APIを提供
します。例えば，トランザクションとセキュリティのサポートなどが拡張機能の一例で
す。インタセプタは，VisiBroker ORBの内部にフックされています。これによって，
VisiBroker ORBサービスは，VisiBroker ORBの通常の実行の流れを受け取れます。
Borland Enterprise Server VisiBrokerがサポートしているインタセプタには，次の 2種
類があります。

●ポータブルインタセプタ
OMGが標準化したインタセプタです。これによって，異なるベンダの ORB間で使用
できる，ポータブルなインタセプタのコードを記述できます。

● VisiBroker 4.xのインタセプタ
VisiBroker 4.xで定義された，Borland Enterprise Server VisiBroker独自のインタセ
プタです。

VisiBroker 4.xインタセプタの詳細については，マニュアル「Borland Enterprise 
Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「VisiBroker 4.xインタセプタの使用」
の記述を参照してください。また，「11.　VisiBroker 4.xインタセプタおよびオブジェク
トラッパーのインタフェースとクラス（Java）」を参照してください。

ポータブルインタセプタには，次の 2種類があります。

●リクエストインタセプタ
リクエストインタセプタを使用すると，VisiBroker ORBサービスはクライアントと
サーバの間でコンテキスト情報の受け渡しができるようになります。リクエストイン
タセプタには，クライアントリクエストインタセプタとサーバリクエストインタセプ
タの 2種類があります。

● IORインタセプタ
IORインタセプタを使用すると，VisiBroker ORBサービスはサーバまたはオブジェ
クトの ORBサービス関連の機能を定義する IORに情報を登録できるようになりま
す。例えば，SSLなどのセキュリティサービスは，自身のタグ付きコンポーネントを
IORに登録できるようになります。これによって，そのコンポーネントを認識するク
ライアントは，そのコンポーネントの情報に基づいてサーバとの間にコネクションを
確立できます。

ポータブルインタセプタの詳細については，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「ポータブルインタセプタの使用」の記述を参
照してください。
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10.2　ClientRequestInfo
 
public interface ClientRequestInfo extends RequestInfo,
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.ClientRequestInfoOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，RequestInfoから派生したインタフェースで，クライアント側の
インタセプトポイントに渡されます。ClientRequestInfoのメソッドは，一部のインタセ
プトポイントでは有効ではありません。

次の表に，属性またはメソッドの有効性を示します。無効の属性またはメソッドにアク
セスすると，標準マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が発生します。

表 10-1　ClientRequestInfoの有効性（Java）

send_reque
st

send_p
oll

receive_rep
ly

receive_exceptio
n

receive_oth
er

request_id ○ ○ ○ ○ ○

operation ○ ○ ○ ○ ○

arguments ○※ 1 × ○ × ×

exceptions ○ × ○ ○ ○

contexts ○ × ○ ○ ○

operation_context ○ × ○ ○ ○

result × × ○ × ×

response_expected ○ ○ ○ ○ ○

sync_scope ○ × ○ ○ ○

reply_status × × ○ ○ ○

forward_reference × × × × ○※ 2

get_slot ○ ○ ○ ○ ○

get_request_service_cont
ext

○ × ○ ○ ○

get_reply_service_contex
t

× × ○ ○ ○

target ○ ○ ○ ○ ○

effective_target ○ ○ ○ ○ ○

effective_profile ○ ○ ○ ○ ○

received_exception × × × ○ ×

received_exception_id × × × ○ ×

get_effective_component ○ × ○ ○ ○
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（凡例）
○：有効，×：無効

注※ 1
ClientRequestInfoが send_request()に渡される場合，in，inout，または outの各
パラメタのリストにエントリがありますが，使用できるのは inoutパラメタと out
パラメタだけです。

注※ 2
reply_status()が LOCATION_FORWARDを返さない場合，この属性にアクセスす
ると，標準マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が発生します。

10.2.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.2.2　ClientRequestInfoのメソッド
● public org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget( );
このメソッドは，クライアントがオペレーションを実行するために呼び出したオブ
ジェクトを返します。effective_target()メソッドも参照してください。

● public org.omg.CORBA.Object effective_targeteffective_targeteffective_targeteffective_target();
このメソッドは，実際のオペレーション呼び出し元オブジェクトを返します。
reply_status()が LOCATION_FORWARDを返す場合，後続のリクエストに対して
targetが返す内容は変わりませんが，effective_targetは，フォワードされた IORを
返します。

● public org.omg.IOP.TaggedProfile effective_profileeffective_profileeffective_profileeffective_profile();
このメソッドは，org.omg.IOP.TaggedProfileの形式でプロファイルを返します。返さ
れたプロファイルは，リクエストの送信に使用されます。このオペレーションのオブ
ジェクトにロケーションフォワードが発生し，そのオブジェクトのプロファイルが変
更された場合，このプロファイルが探索結果のプロファイルとなります。

● public org.omg.CORBA.Any received_exceptionreceived_exceptionreceived_exceptionreceived_exception();
このメソッドは，クライアントに返される例外を格納するデータを CORBA.Anyの形

get_effective_component
s

○ × ○ ○ ○

get_request_policy ○ × ○ ○ ○

add_request_service_con
text

○ × × × ×

send_reque
st

send_p
oll

receive_rep
ly

receive_exceptio
n

receive_oth
er
301



10.　ポータブルインタセプタインタフェースとクラス（Java）
式で返します。
CORBA.Anyに挿入できないユーザ例外の場合，例えば，未知の例外やバインディン
グで TypeCodeが提供されない場合などは，この属性は標準マイナーコード 1の
UNKNOWNシステム例外を格納する CORBA.Anyとなります。ただし，この例外の
RepositoryIdは，received_exception_id属性に使用できます。

● public java.lang.String received_exception_idreceived_exception_idreceived_exception_idreceived_exception_id();
このメソッドは，クライアントに返される received_exceptionの IDを返します。

● public org.omg.IOP.TaggedComponent get_effective_componentget_effective_componentget_effective_componentget_effective_component(
int idididid);

このメソッドは，リクエストに対して選択されたプロファイルに指定された IDを持
つ org.omg.IOP.TaggedComponentを返します。
指定された IDのコンポーネントが複数ある場合に，どのコンポーネントを返すかは
定義されていません。指定された IDのコンポーネントが複数ある場合は，このメ
ソッドの代わりに get_effective_components()が呼び出されます。指定された IDの
コンポーネントがない場合は，標準マイナーコード 28の BAD_PARAM例外が発生し
ます。
• id
返されるコンポーネントの ID

● public org.omg.IOP.TaggedComponent[ ]
get_effective_componentsget_effective_componentsget_effective_componentsget_effective_components(int idididid);

このメソッドは，リクエストに対して選択されたプロファイルに指定された IDを持
つタグ付きコンポーネントをすべて返します。org.omg.IOP.TaggedComponentの配
列の形式で返されます。指定された IDのコンポーネントがない場合は，標準マイ
ナーコード 28の BAD_PARAM例外が発生します。
• id
返されるコンポーネントの ID

● public org.omg.CORBA.Policy get_request_policyget_request_policyget_request_policyget_request_policy(
int typetypetypetype);

このメソッドは，オペレーションに対して有効な所定のポリシーを返します。指定し
た型に ORBが対応していない，または指定した型のポリシーオブジェクトがこのオ
ブジェクトに対応づけられていないために，ポリシーの型が無効となる場合は，標準
マイナーコード 2の INV_POLICY例外が発生します。
• type
返されるポリシーを指定するポリシーの型

● public void add_request_service_contextadd_request_service_contextadd_request_service_contextadd_request_service_context(
org.omg.IOP.ServiceContext service_contextservice_contextservice_contextservice_context, boolean replacereplacereplacereplace);

このメソッドを使用すると，インタセプタで一つ以上のサービスコンテキストをリク
エストに登録できます。サービスコンテキストの順序の宣言はありません。登録され
た順序でサービスコンテキストが表示される場合も，されない場合もあります。
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• service_context
リクエストに登録する IOP.ServiceContext

• replace
指定した IDのサービスコンテキストがすでに存在する場合のメソッドの動作。
falseの場合は，標準マイナーコード 15の BAD_INV_ORDER例外が発生します。
trueの場合は，既存のコンテキストが新しいコンテキストに置き換えられます。
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10.3　ClientRequestInterceptor
 
public interface ClientRequestInterceptor extends Interceptor,
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.ClientRequestInterceptorOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，ユーザ定義クライアント側インタセプタを継承するときに使用
します。ClientRequestInterceptorインスタンスは，VisiBroker ORBに登録されます。
詳細については，「10.4　Codec」を参照してください。

10.3.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.3.2　ClientRequestInterceptorのメソッド
● public void send_requestsend_requestsend_requestsend_request(

ClientRequestInfo riririri)
throws

ForwardRequest;
このインタセプトポイントを使用すると，リクエストがサーバに送信される前に，リ
クエスト情報の照会とサーバコンテキストの修正が，インタセプタでできます。
このインタセプトポイントではシステム例外が発生する場合があります。システム例
外が発生した場合，ほかのインタセプタの send_request()インタセプトポイントは呼
び出されません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのインタセプタ
のインタセプトポイントが呼び出されます。
このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることができます。
インタセプトでこの例外が発生した場合，ほかのインタセプタの send_requestメ
ソッドは呼び出されません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのイ
ンタセプタの receive_other()インタセプトポイントが呼び出されます。
ForwardRequest例外については，「10.8　ForwardRequest」を参照してください。
• ri
インタセプタが使用する ClientRequestInfoインスタンス

● public void send_pollsend_pollsend_pollsend_poll(
ClientRequestInfo riririri);

このインタセプトポイントを使用すると，時間非依存呼び出し（TII）によるポーリン
グ get replyシーケンス中に，インタセプタで情報を照会できます。
ただし，VisiBroker ORBは TIIに対応していないため，この send_poll()インタセプ
トポイントが呼び出されることはありません。
• ri
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インタセプタが使用する ClientRequestInfoインスタンス

● public void receive_replyreceive_replyreceive_replyreceive_reply(
ClientRequestInfo riririri);

このインタセプトポイントを使用すると，サーバから応答が返されてから，制御がク
ライアントに戻るまでの間に，インタセプタで応答の情報を照会できます。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの receive_reply()メソッドは呼び出されま
せん。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのインタセプタの
receive_exception()インタセプトポイントが呼び出されます。
• ri
インタセプタが使用する ClientRequestInfoインスタンス

● public void receive_exceptionreceive_exceptionreceive_exceptionreceive_exception(
ClientRequestInfo riririri)
throws

ForwardRequest;
このインタセプトポイントは例外が発生したときに呼び出されます。これによって，
例外の情報がクライアントに通知される前にインタセプタで例外の情報を照会できま
す。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合は，フロースタックから取り出された一連のインタセプタが，
receive_exception()呼び出し時に受け取る例外が変更されます。クライアントに通知
される例外は，インタセプタが通知する最後の例外です。ほかのインタセプタが例外
を変更しなければ，元の例外が通知されます。
また，このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることがで
きます。インタセプタでこの例外が発生した場合，ほかのインタセプタの
receive_exception()インタセプトポイントは呼び出されません。フロースタックから
インタセプタが取り出され，そのインタセプタの receive_other()インタセプトポイン
トが呼び出されます。ForwardRequest例外については，「10.8　ForwardRequest」
を参照してください。
• ri
インタセプタが使用する ClientRequestInfoインスタンス

● public void receive_otherreceive_otherreceive_otherreceive_other(
ClientRequestInfo riririri)
throws

ForwardRequest;
このインタセプトポイントを使用すると，リクエストの結果が，正常な応答でも例外
でもない場合に使用できる情報をインタセプタで照会できます。それは，リクエスト
がリトライになる場合（例えば，LOCATION_FORWARD状態で GIOP Replyを受信
した場合）や，非同期呼び出し時にリクエストの直後に応答が返されないで，制御が
クライアントに戻って終了インタセプトポイントが呼び出される場合などです。
リクエストがリトライになる場合は，適用されているポリシーによって，リトライ指
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示直後に新しいリクエストが発行されるときと発行されないときがあります。新しい
リクエストが発行されるときは，このリクエストが新しいリクエストである間は，イ
ンタセプタに関して，元のリクエストとリトライとの間に相関性があります。制御が
クライアントに戻らないため，リクエストをスコープとする Currentは，元のリクエ
ストの場合もリトライリクエストの場合も同一です。詳細については，「10.12　
IORInterceptor」を参照してください。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの receive_other()インタセプトポイントは
呼び出されません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのインタセプ
タの receive_exception()インタセプトポイントが呼び出されます。
また，このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることがで
きます。インタセプタがこの例外を出力した場合，ForwardRequest例外が提供する
新しい情報で一連のインタセプタの receive_other()メソッドが呼び出されます。
• ri
インタセプタが使用する ClientRequestInfoインスタンス
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10.4　Codec
 
public interface Codec extends
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.IOP.CodecOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

ORBサービスが使用する IORコンポーネントとサービスコンテキストデータの形式は，
IDLデータ型を持つ CDRカプセル化エンコーディングインスタンスとして定義される場
合があります。Codecは，IDLデータ型と CDRカプセル化表現との間でコンポーネント
を受け渡すための機能を持っています。

Codecは CodecFactoryから取得します。CodecFactoryは，
ORB.resolve_initial_references("CodecFactory")の呼び出しで取得できます。

10.4.1　import文
コード内に「import org.omg.IOP.*;」と記述してください。

10.4.2　Codecのメンバ
● public final class InvalidTypeForEncodingInvalidTypeForEncodingInvalidTypeForEncodingInvalidTypeForEncoding extends org.omg.CORBA.UserException;
この例外は，エンコーディングに不正な型が指定されている場合に，encode()または
encode_value()が出力します。

● public final class FormatMismatchFormatMismatchFormatMismatchFormatMismatch extends org.omg.CORBA.UserException;
この例外は，オクテットシーケンスのデータを CORBA.Anyにデコードできない場合
に，decode()または decode_value()が出力します。

● public final class TypeMismatchTypeMismatchTypeMismatchTypeMismatch extends org.omg.CORBA.UserException;
この例外は，指定した TypeCodeとオクテットシーケンスが適合しない場合に，
decode_value()が出力します。

10.4.3　Codecのメソッド
● public byte[ ] encodeencodeencodeencode(

org.omg.CORBA.Any datadatadatadata) 
throws

InvalidTypeForEncoding
このメソッドは，この Codecに適用されているエンコーディング形式に基づいて，
CORBA.Anyの形式で指定したデータをオクテットシーケンスに変換します。このオ
クテットシーケンスには，TypeCodeと型のデータの両方が格納されます。このオペ
レーションでは，InvalidTypeForEncoding例外が発生する場合があります。
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• data
オクテットシーケンスに変換する，CORBA.Any形式のデータ

● public org.omg.CORBA.Any decodedecodedecodedecode(
byte[ ] datadatadatadata) 
throws

FormatMismatch, TypeMismatch;
このメソッドは，この Codecに適用されているエンコーディング形式に基づいて，指
定したオクテットシーケンスを CORBA.Anyオブジェクトにデコードします。
オクテットシーケンスを CORBA.Anyにデコードできない場合，このメソッドは
FormatMismatch例外を出力します。
• data

CORBA.Anyに変換する，オクテットシーケンス形式のデータ

● public byte[ ] encode_valueencode_valueencode_valueencode_value(
org.omg.CORBA.Any datadatadatadata)
throws

InvalidTypeForEncoding;
このメソッドは，この Codecに適用されているエンコーディング形式に基づいて，指
定した CORBA.Anyオブジェクトをオクテットシーケンスに変換します。
CORBA.Anyのデータだけをエンコードします。TypeCodeのデータはエンコードし
ません。
• data
エンコード済み CORBA.Anyのデータを格納するオクテットシーケンス

● public org.omg.CORBA.Any decode_valuedecode_valuedecode_valuedecode_value(
byte[ ] datadatadatadata, org.omg.CORBA.TypeCode tctctctc);

このメソッドは，指定した TypeCodeと，この Codecに適用されているエンコーディ
ング形式に基づいて，指定したオクテットシーケンスを CORBA.Anyにデコードしま
す。
オクテットシーケンスを CORBA.Anyにデコードできない場合，このメソッドは
FormatMismatch例外を出力します。
• data

CORBA.Anyにデコードする，オクテットシーケンス形式のデータ
• tc
データのデコードに使用する TypeCode
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10.5　CodecFactory
 
public interface CodecFactory extends
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.IOP.CodecFactoryOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，Codecを取得するときに使用します。CodecFactoryは，
ORB.resolve_initial_references("CodecFactory")の呼び出しで取得できます。

10.5.1　import文
コード内に「import org.omg.IOP.*;」と記述してください。

10.5.2　CodecFactoryのメンバ
● public final class UnknownEncodingUnknownEncodingUnknownEncodingUnknownEncoding extends org.omg.CORBA.UserException
この例外は，CodecFactoryで Codecを生成できない場合に発生します。「10.5.3　
CodecFactoryのメソッド」の create_codec()メソッドを参照してください。

10.5.3　CodecFactoryのメソッド
● public Codec create_codeccreate_codeccreate_codeccreate_codec(

Encoding encencencenc)
throws

UnknownEncoding
このメソッドは，指定したエンコーディング形式の Codecを生成します。
指定したエンコーディング形式の Codecをファクトリが生成できない場合は，
UnknownEncoding例外を出力します。
• enc

Codecの生成に使用するエンコーディング形式
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10.6　Current
 
public interface Current extends 
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.CurrentOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

Currentインタフェースは，単なるスロットテーブルです。このテーブルのスロットは，
スロットのコンテキストと，リクエストまたは応答のサービスコンテキストとの間で，
各サービスがコンテキストデータを受け渡すために使用されます。

Currentを使用する各サービスは，初期化時に確保したスロットを，リクエストと応答
の処理中に使用します。「10.14.3　ORBInitInfoのメソッド」の allocate_slot_id()メ
ソッドを参照してください。

Currentは，ORB.resolve_initial_references("PICurrent")の呼び出しで取得されます。

RequestInfoオブジェクトの get_slot()メソッドを使用すると，インタセプトポイントの
内側から，スレッドスコープからリクエストスコープへ移動した Currentのデータを使
用できます。

10.6.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.6.2　Currentのメソッド
● public org.omg.CORBA.Any get_slotget_slotget_slotget_slot(

int idididid)
throws

InvalidSlot;
このメソッドを使用すると，サービスは，PICurrentに設定したスロットデータを取
得できます。
設定されていないスロットを指定した場合は，tk_nullの TCKind値を持つタイプ
コードを格納する CORBA.Anyを返します。
割り当てられていないスロットに対して get_slot()を呼び出すと，InvalidSlot例外が
発生します。
ORBイニシャライザの内側から get_slot()を呼び出すと，マイナーコード 14の
BAD_INV_ORDER例外が発生します。ORBイニシャライザについては，「10.4　
Codec」を参照してください。
• id
データを取り出すスロットの SlotId
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● public void set_slotset_slotset_slotset_slot(
int idididid, org.omg.CORBA.Any datadatadatadata)
throws

InvalidSlot;
サービスは，このメソッドを使用して，スロットにデータを CORBA.Anyオブジェク
トの形式で設定します。
スロットにすでにデータが設定されている場合，既存のデータは上書きされます。
割り当てられていないスロットに対して set_slot()を呼び出すと，InvalidSlot例外が
発生します。
ORBイニシャライザの内側から set_slot()を呼び出すと，マイナーコード 14の
BAD_INV_ORDER例外が発生します。ORBイニシャライザについては，「10.4　
Codec」を参照してください。
• id
データを設定するスロットの SlotId

• data
指定したスロットに設定する，CORBA.Anyオブジェクト形式のデータ
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10.7　Encoding
 
public final class Encoding implements
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，Codecのエンコーディング形式を定義します。CDRカプセル化エンコー
ディングなどのエンコード形式，メジャーバージョン，およびマイナーバージョンを定
義します。

次のエンコード形式に対応しています。

• ENCODING_CDR_ENCAPSバージョン 1.0
• ENCODING_CDR_ENCAPSバージョン 1.1
• ENCODING_CDR_ENCAPSバージョン 1.2
• GIOPの将来のバージョンすべてに対応する ENCODING_CDR_ENCAPS

10.7.1　import文
コード内に「import org.omg.IOP.*;」と記述してください。

10.7.2　Encodingのメンバ
● public short formatformatformatformat;
このメンバは，Codecのエンコーディング形式を保持します。

● public byte major_versionmajor_versionmajor_versionmajor_version;
このメンバは，Codecのメジャーバージョン番号を保持します。

● public byte minor_versionminor_versionminor_versionminor_version;
このメンバは，Codecのマイナーバージョン番号を保持します。
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10.8　ForwardRequest
 
public final class ForwardRequest extends
    org.omg.CORBA.UserException
 

インタセプタは，ForwardRequest例外を使用して新規オブジェクトを指定し，リクエ
ストのリトライを ORBに指示できます。インタセプタからの ForwardRequest例外を
ORBが受信した場合だけ，リトライが指示されます。それ以外の場合に
ForwardRequest例外が発生すると，その例外は，ユーザ例外と同様に ORBを介して渡
されます。

インタセプタの呼び出しに対してインタセプタから ForwardRequest例外が出力された
場合，そのインタセプトポイントに，ほかの Interceptorは呼び出されません。フロース
タックに蓄積されたインタセプタに対応する終了インタセプトポイント（クライアント
の receive_other，またはサーバの send_other()）が呼び出されます。receive_other()お
よび send_other()の中では，reply_status()は LOCATION_FORWARDを返します。

10.8.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.8.2　ForwardRequestの変数
● public org.omg.CORBA.Object forward;
この変数は，転送するオブジェクトリファレンスを表します。

10.8.3　ForwardRequestのメソッド
● public ForwardRequestForwardRequestForwardRequestForwardRequest()
このメソッドは，空のプロパティを持つ ForwardRequestオブジェクトを生成しま
す。

● public ForwardRequestForwardRequestForwardRequestForwardRequest(
org.omg.CORBA.Object refrefrefref)

このメソッドは，指定されたプロパティを持つ ForwardRequestオブジェクトを生成
します。
• ref
転送するオブジェクトリファレンス

● public ForwardRequestForwardRequestForwardRequestForwardRequest(
java.lang.String reasonreasonreasonreason, org.omg.CORBA.Object refrefrefref)

このメソッドは，指定されたプロパティを持つ ForwardRequestオブジェクトを生成
します。
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• reason
生成する ForwardRequestオブジェクトの詳細メッセージ

• ref
転送するオブジェクトリファレンス
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10.9　Interceptor
 
public interface Interceptor extends
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.InterceptorOperations, 
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

Interceptorは，すべてのインタセプタの派生元となるベースクラスです。

10.9.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.9.2　Interceptorのメソッド
● public java.lang.String namenamenamename();
このメソッドは，インタセプタの名前を返します。個々のインタセプタには，インタ
セプタを並べ替えるための名前を付けられます。インタセプタ型ごとに，指定した名
前を持つ唯一のインタセプタを VisiBroker ORBに登録できます。空文字列を名前に
設定することで，インタセプタを匿名にすることもできます。
VisiBroker ORBには，幾つでも匿名のインタセプタを登録できます。

● public void destroydestroydestroydestroy();
このメソッドは，ORB.destroy()の実行中に呼び出されます。アプリケーションに
よって ORB.destroy()が呼び出されると，VisiBroker ORBは次のように処理します。
1. 処理中のリクエストがすべて完了するまで待ちます。
2. Interceptor.destroy()メソッドをインタセプタごとに呼び出します。
3. VisiBroker ORBのデストラクトを完了します。

デストラクト中の VisiBroker ORBに実装されているオブジェクトのオブジェクトリ
ファレンスに，Interceptor.destroy()の中からメソッド呼び出しをした場合の動作は
保証できません。ただし，デストラクト中ではない VisiBroker ORBに，実装されて
いるオブジェクトのメソッド呼び出しはできます。つまり，デストラクト中の
VisiBroker ORBは，クライアントとしては使用できますが，サーバとしては使用で
きません。
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10.10　IORInfo
 
public interface IORInfo extends
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.IORInfoOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

IORInfoインタフェースによって，サーバ側の ORBサービスはコンポーネントを追加し
たり，IOR構築中に適用可能なポリシーへアクセスしたりできるようになります。

ORBは，このインタフェースの ORBのインプリメンテーションのインスタンスを
IORInterceptor.establish_components()にパラメタとして渡します。

次の表に，IORInterceptorに定義されたメソッドの，IORInfoでの属性またはメソッド
の有効性を示します。IORInfoの属性またはメソッドに，不当な呼び出しをすると，標
準マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が発生します。

表 10-2　IORInfoの有効性（Java）

（凡例）
○：有効，×：無効

10.10.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.10.2　IORInfoのメソッド
● public org.omg.CORBA.Policy get_effective_policyget_effective_policyget_effective_policyget_effective_policy(

int typetypetypetype);
ORBサービスのインプリメンテーションでは，get_effective_policy()メソッドを呼び
出すことで，特定の型のどのサーバ側ポリシーが構築中の IORに適用されているかを
調べられます。構築中の IORが，POAを使用して実装されたオブジェクトの IORで

establish_components components_established

get_effective_policy ○ ○

add_component ○ ×

add_component_to_profile ○ ×

manager_id ○ ○

state ○ ○

adapter_template × ○

current_factory × ○
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ある場合，その POAを生成した PortableServer.POA.create_POA()呼び出しで渡さ
れた Policyオブジェクトはすべて，get_effective_policyでアクセスできます。
指定した型のポリシーを ORBが認識していない場合，このメソッドは標準マイナー
コード 3の INV_POLICY例外を出力します。
• type
取得するポリシーの型を指定した CORBA.PolicyType

● public void add_ior_componentadd_ior_componentadd_ior_componentadd_ior_component(
org.omg.IOP.TaggedComponent a_componenta_componenta_componenta_component);

このメソッドは，IOR構築時にインクルードされるタグ付きコンポーネントのセット
にメンバを追加するときに，establish_components()から呼び出されます。すべての
プロファイルにコンポーネントのセットがインクルードされます。
同じコンポーネント IDのコンポーネントを複数存在させることもできます。
• a_component
追加する IOP.TaggedComponent

● public void add_ior_component_to_profileadd_ior_component_to_profileadd_ior_component_to_profileadd_ior_component_to_profile(
org.omg.IOP.TaggedComponent a_componenta_componenta_componenta_component,int profile_idprofile_idprofile_idprofile_id); 

このメソッドは，IOR構築時にインクルードされるタグ付きコンポーネントのセット
にメンバを追加するときに，establish_components()から呼び出されます。指定した
プロファイルにコンポーネントのセットがインクルードされます。
指定したプロファイル IDが既存のプロファイルを定義していない場合，およびプロ
ファイルにコンポーネントを追加できない場合，標準マイナーコード 29の
BAD_PARAM例外が発生します。
• a_component
追加する IOP.TaggedComponent

• profile_id 
コンポーネントを追加するプロファイルの IOP.ProfileId

● public int manager_idmanager_idmanager_idmanager_id();
このメソッドは，アダプタのマネージャへの不透明なハンドルを提供する属性を返し
ます。このメソッドは，同じアダプタマネージャに管理されているアダプタの状態変
更を通知するために使用します。

● public short statestatestatestate();
このメソッドは，アダプタの現在の状態を返します。状態として，HOLDING，
ACTIVE，DISCARDING，INACTIVE，または NON_EXISTENTのどれかを返し
ます。

● public ObjectReferenceTemplate adapter_templateadapter_templateadapter_templateadapter_template();
IORインタセプタが呼び出されたときは常に，このメソッドがオブジェクトリファレ
ンスのテンプレートを取得するための属性を返します。オブジェクトリファレンスの
テンプレートを直接作成する方法は標準では提供されません。adapter_template()が
返す値は，add_component()と add_component_to_profile()の IORインタセプタ呼
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び出しのために作成されるテンプレート，およびアダプタポリシーです。
adapter_template()が返す値は，オブジェクトアダプタが存続している間は変更され
ません。

● public ObjectReferenceFactory current_factorycurrent_factorycurrent_factorycurrent_factory();
このメソッドが返す属性を使用して，アダプタがオブジェクトリファレンスを作成す
るときに使用するファクトリにアクセスできます。current_factory()が返す初期値は
adapter_template属性と同じ値ですが，current_factoryにほかのファクトリを設定
することで変更できます。オブジェクトアダプタが作成するオブジェクトリファレン
スは，すべて current_factoryのmake_object()メソッドを呼び出して作成する必要が
あります。

● public void current_factorycurrent_factorycurrent_factorycurrent_factory(
ObjectReferenceFactory current_factorycurrent_factorycurrent_factorycurrent_factory);

このメソッドでは，current_factory属性を設定します。アダプタが使用する
current_factory属性の値を設定できるのは，components_established()メソッドの呼
び出し時だけです。
• current_factory
設定対象の current_factoryオブジェクト
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10.11　IORInfoExt
 
public interface IORInfoExt extends
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.IORInfo, 
    com.inprise.vbroker.PortableInterceptor.IORInfoExtOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースでは，Borland Enterprise Server VisiBrokerのポータブルインタセ
プタを拡張して，POAをスコープとするサーバリクエストインタセプタをインストール
します。IORInfoExtインタフェースは，IORInfoインタフェースから継承します。
IORInfoExtインタフェースは，POAをスコープとするサーバリクエストインタセプタ
に対応するための拡張メソッドを提供します。

10.11.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.PortableInterceptor.*;」と記述

してください。

10.11.2　IORInfoExtのメソッド
● public void add_server_request_interceptoradd_server_request_interceptoradd_server_request_interceptoradd_server_request_interceptor(

ServerRequestInterceptor interceptorinterceptorinterceptorinterceptor);
このメソッドは，POAをスコープとするサーバ側リクエストインタセプタをサーバに
追加するときに使用します。
• interceptor
追加する ServerRequestInterceptor

● public java.lang.String full_poa_namefull_poa_namefull_poa_namefull_poa_name();
このメソッドは，POAのフルネームを返します。
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10.12　IORInterceptor
 
public interface IORInterceptor extends Interceptor,
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.IORInterceptorOperations, 
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

ポータブル ORBサービスインプリメンテーションでは，クライアントの ORBサービス
インプリメンテーションが正しく機能するように，必要に応じてサーバまたはオブジェ
クトの ORBサービスに関連する機能の定義情報をオブジェクトリファレンスに追加する
必要があります。それは，IORInterceptorインタフェースと IORInfoインタフェースが
提供しています。IORインタセプタは，IORにあるプロファイルにタグ付きコンポーネ
ントを設定するために使用します。

10.12.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.12.2　IORInterceptorのメソッド
● public void establish_componentsestablish_componentsestablish_componentsestablish_components(

IORInfo infoinfoinfoinfo);
サーバ側 ORBは，特定のオブジェクトリファレンスの一つ以上のプロファイルにイ
ンクルードするコンポーネントの一覧を生成するときに，登録済み IORInterceptor
インスタンスすべての establish_components()メソッドを呼び出します。このメソッ
ドは，オブジェクトリファレンスごとに呼び出す必要はありません。POAの場合は，
POA.create_POA()呼び出し時に毎回呼び出されます。ほかのアダプタの場合は，通
常，アダプタの初期化時に呼び出されます。
この段階では，アダプタテンプレートは使用できません。それは，アダプタテンプ
レートに必要な情報（コンポーネント）がまだ作成されていないためです。
• info
適用可能なポリシーを照会し，生成された IORにインクルードするコンポーネント
を追加するときに，ORBサービスが使用する IORInfoインスタンス

● public void components_establishedcomponents_establishedcomponents_establishedcomponents_established(
IORInfo infoinfoinfoinfo);

establish_components()メソッドがすべて呼び出されると，登録済み IORインタセプ
タすべての components_established()メソッドが呼び出されます。この段階では，ア
ダプタテンプレートが使用できます。また，current_factory属性を取得したり設定し
たりすることもできます。
components_established()で発生する例外はすべて，components_established()の呼
び出し元に返されます。このため，POAの場合，create_POA()呼び出しは失敗し，
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標準マイナーコード 6の OBJ_ADAPTER例外が create_POA()の呼び出し元に返さ
れます。
• info
適用可能なポリシーにアクセスするために ORBサービスが使用する IORInfoイン
スタンス

● public void adapter_manager_state_changedadapter_manager_state_changedadapter_manager_state_changedadapter_manager_state_changed(
int idididid, short statestatestatestate);

アダプタマネージャの状態が変わったときに，登録済み IORインタセプタすべての
adapter_manager_state_changed()メソッドが呼び出されます。
状態の変化が adapter_manager_state_changed()によって通知される場合は，
adapter_state_changed()では通知されません。
• id
適用可能なポリシーにアクセスするために ORBサービスが使用する IORInfoイン
スタンス

• state
オブジェクトアダプタの変更後の状態

● public void adapter_state_changedadapter_state_changedadapter_state_changedadapter_state_changed(
ObjectReferenceTemplate[ ] templatestemplatestemplatestemplates, short statestatestatestate);

アダプタマネージャの状態の変化と関連なく，一つ以上のオブジェクトアダプタの状
態が変更された場合は，このメソッドに通知されます。templatesパラメタは，状態
が変更されたオブジェクトアダプタをテンプレート ID情報で識別します。このパラ
メタには，通知対象のオブジェクトアダプタの，すべてのアダプタテンプレートが格
納されます。
• templates
状態が変更されたオブジェクトアダプタをテンプレート ID情報で識別します。

• state
オブジェクトアダプタの変更後の状態
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10.13　ORBInitializer
 
public interface ORBInitializer extends
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.ORBInitializerOperations, 
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

ORBInitializerインタフェースをインプリメントする ORBInitializerオブジェクトを登
録すると，対応するインタセプタが登録されます。ORBは，初期化時に登録済み
ORBInitializerをすべて呼び出し，それぞれに ORBInitInfoオブジェクトを渡します。
この ORBInitInfoオブジェクトは，ORBInitializerのインタセプタの登録に使用されま
す。

10.13.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.13.2　ORBInitializerのメソッド
● public void pre_initpre_initpre_initpre_init(

ORBInitInfo infoinfoinfoinfo);
このメソッドは，ORBの初期化中に呼び出されます。インタセプタによって登録され
た初期サービスが，ほかのインタセプタに使用される場合は，事前に
ORBInitInfo.register_initial_reference()呼び出しで，その初期サービスが登録され
ます。
• info
インタセプタを登録するための初期化属性とメソッド

● public void post_initpost_initpost_initpost_init(
ORBInitInfo infoinfoinfoinfo);

このメソッドは，ORBの初期化中に呼び出されます。サービスが初期化の一部として
初期リファレンスを解決する必要がある場合は，サービスは，この段階ですべての初
期リファレンスを使用できるとみなします。
post_init()メソッド呼び出しは，ORBの初期化の最後の処理ではありません。
post_init()のあとに，登録済みインタセプタの一覧を ORBにアタッチするのが最後
の処理です。したがって，post_init()呼び出し中は，ORBにはインタセプタが含まれ
ていません。ORBを介する呼び出しが post_init()の内部で実行された場合，その呼
び出しに対するリクエストインタセプタは呼び出されません。
同様に，IORを作成するメソッドが実行された場合も，IORインタセプタは呼び出さ
れません。
• info
インタセプタを登録するための初期化属性とメソッド
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10.14　ORBInitInfo
 
public interface ORBInitInfo extends
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.ORBInitInfoOperations, 
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，インタセプタを登録するために ORBInitializerオブジェクトに
渡されます。

10.14.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.14.2　ORBInitInfoのメンバ
● public final class DuplicateNameDuplicateNameDuplicateNameDuplicateName extends org.omg.CORBA.UserException;
インタセプタ型ごとに，指定した名前を持つ唯一のインタセプタを ORBに登録でき
ます。既存のインタセプタと同じ名前でインタセプタを登録しようとすると，
DuplicateName例外が発生します。
空文字列を名前に設定することで，インタセプタを匿名にすることもできます。ORB
には，幾つでも匿名のインタセプタを登録できます。このため，匿名のインタセプタ
を登録する場合は，DuplicateName例外は発生しません。

● public final class InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName extends org.omg.CORBA.UserException;
この例外は，register_initial_reference()と resolve_initial_references()で発生しま
す。
register_initial_reference()で InvalidName例外が発生するのは次の場合です。
• このメソッドが空文字列 IDで呼び出された場合
• このメソッドが，すでに登録されている IDで呼び出された場合（OMG定義済みの
既定の名前で呼び出された場合も含みます）

resolve_initial_references()では，解決する名前が不正な場合に InvalidName例外が
発生します。

10.14.3　ORBInitInfoのメソッド
● public java.lang.String[ ] argumentsargumentsargumentsarguments();
このメソッドは，ORB_init()に渡されたパラメタを返します。パラメタには，ORB
のパラメタが含まれる場合も，含まれない場合もあります。

● public java.lang.String orb_idorb_idorb_idorb_id();
このメソッドは，初期化中の ORBの IDを返します。
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● public CodecFactory codec_factorycodec_factorycodec_factorycodec_factory();
このメソッドは，IOP_CodecFactoryを返します。通常，CodecFactoryは，
ORB.resolve_initial_references("CodecFactory")を呼び出して取得しますが，その時
点では，ORBはまだ使用できません。しかし，サービスコンテキスト処理時などに，
インタセプタが Codecを必要とするため，Codecを取得する手段が ORBの初期化時
に必要となります。

● public void register_initial_referenceregister_initial_referenceregister_initial_referenceregister_initial_reference(
java.lang.String idididid, org.omg.CORBA.Object objobjobjobj);

例えば，このメソッドが ID「Y」とオブジェクト「YY」で呼び出されたあとに，
register_initial_referenceメソッドが再び呼び出されると，オブジェクト「YY」が返
されます。
このメソッドの機能は，ORB.register_initial_reference()と同一です。このメソッド
は，ORBが完全に初期化されていないためにまだ使用できない場合に，インタセプタ
の登録の一部として初期リファレンスが必要となるときに使用します。なお，このメ
ソッドと ORB::register_initial_reference()との違いは，ORBのメソッドのバージョ
ンは PIDL（CORBA.ORB.ObjectIdと CORBA.ORB.InvalidName）を使用し，イン
タフェースのバージョンは，インタフェースに定義された IDLを使用する点です。構
文に違いはありません。
このメソッドが空文字列 IDで呼び出された場合，またはこのメソッドがすでに登録
されている IDで呼び出された場合（OMG定義済みの既定の名前で呼び出された場合
も含みます）は，register_initial_reference()で InvalidName例外が発生します。
• id
初期リファレンスを認識するための ID

• obj
初期リファレンス

● org.omg.CORBA.Object resolve_initial_referencesresolve_initial_referencesresolve_initial_referencesresolve_initial_references(
java.lang.String idididid)
throws

InvalidName;
このメソッドは，post_init()呼び出し時にだけ有効です。このメソッドの機能は
ORB.resolve_initial_references()と同一です。このメソッドは，ORBが完全に初期
化されていないためにまだ使用できない場合に，インタセプタの登録の一部として初
期リファレンスが必要となるときに使用します。
• id
初期リファレンスを認識するための ID

解決する名前が不正な場合，resolve_initial_references()では InvalidName例外が発
生します。

● public void add_client_request_interceptoradd_client_request_interceptoradd_client_request_interceptoradd_client_request_interceptor(
ClientRequestInterceptor interceptorinterceptorinterceptorinterceptor)
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throws
DuplicateName;

このメソッドは，クライアント側リクエストインタセプタの一覧に項目を追加すると
きに使用します。同じ名前のクライアント側リクエストインタセプタがすでに存在し
ている場合は，DuplicateName例外が発生します。
• interceptor
追加する ClientRequestInterceptor

● public void add_server_request_interceptoradd_server_request_interceptoradd_server_request_interceptoradd_server_request_interceptor(
ServerRequestInterceptor interceptorinterceptorinterceptorinterceptor)
throws

DuplicateName;
このメソッドは，サーバ側リクエストインタセプタの一覧に項目を追加するときに使
用します。同じ名前のサーバ側リクエストインタセプタがすでに存在している場合は，
DuplicateName例外が発生します。
• interceptor
追加する ServerRequestInterceptor

● public void add_ior_interceptoradd_ior_interceptoradd_ior_interceptoradd_ior_interceptor(
IORInterceptor interceptorinterceptorinterceptorinterceptor)
throws

DuplicateName;
このメソッドは，IORインタセプタの一覧に項目を追加するときに使用します。同じ
名前の IORインタセプタがすでに存在している場合は，DuplicateName例外が発生
します。
• interceptor
追加する IORInterceptor

● public int allocate_slot_idallocate_slot_idallocate_slot_idallocate_slot_id();
このメソッドは，割り当て済みスロットのインデックスを返します。
サービスは，allocate_slot_idを呼び出して PortableInterceptor.Currentのスロット
を割り当てます。

注
スロット IDの割り当ては，ORBイニシャライザの内部でできますが，スロット
自体は初期化できません。ORBイニシャライザの内部で Currentの set_slot()ま
たは get_slot()を呼び出すと，マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が
発生します。詳細については，「10.12　IORInterceptor」を参照してください。

● public void register_policy_factoryregister_policy_factoryregister_policy_factoryregister_policy_factory(
int typetypetypetype, PolicyFactory policy_factorypolicy_factorypolicy_factorypolicy_factory);

このメソッドは，指定した PolicyTypeの PolicyFactoryを登録します。
指定した PolicyTypeの PolicyFactoryがすでに登録されている場合は，標準マイナー
コード 16の BAD_INV_ORDER例外が発生します。
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• type
指定した PolicyFactoryの CORBA.PolicyType

• policy_factory
指定した CORBA.PolicyTypeのファクトリ
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10.15　Parameter
 
public final class Parameter
 

このクラスは，パラメタ情報を保持します。このクラスは，RequestInfoクラスの
arguments()メソッドからパラメタ情報を渡すときに使用します。詳細については，
「10.12　IORInterceptor」を参照してください。

10.15.1　import文
コード内に「import org.omg.Dynamic.*;」と記述してください。

10.15.2　Parameterのメンバ
● public org.omg.CORBA.Any argumentargumentargumentargument;
このメンバは，CORBA.Any形式でパラメタデータを格納します。

● public org.omg.CORBA.ParameterMode modemodemodemode;
このメンバは，パラメタのモードを指定します。PARAM_IN，PARAM_OUT，また
は PARAM_INOUTのどちらかの enum値がこのメンバの値となります。
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10.16　PolicyFactory
 
public interface PolicyFactory extends 
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.PolicyFactoryOperations, 
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

ポータブル ORBサービスインプリメンテーションは，ORB初期化時に，PolicyFactory
インタフェースのインスタンスを登録します。これは，CORBA.ORB.create_policy()を
使用してポリシーの型を構成できるようにするためです。POAは，この方法で
ORBInitInfoに登録されたポリシーを保存するために必要です。詳細については，
「10.14.3　ORBInitInfoのメソッド」の register_policy_factory()メソッドを参照してく
ださい。

10.16.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.16.2　PolicyFactoryのメソッド
● public org.omg.CORBA.Policy create_policycreate_policycreate_policycreate_policy(

int typetypetypetype,
org.omg.CORBA.Any valuevaluevaluevalue)
throws

org.omg.CORBA.PolicyError;
登録済み PolicyFactoryの PolicyTypeに CORBA.ORB.create_policy()が呼び出され
ると，ORBは，登録済み PolicyFactoryインスタンスの create_policy()を呼び出しま
す。create_policy()メソッドは，次に，指定した CORBA.Anyに対応する値を持つ
CORBA.Policyから派生したインタフェースのインスタンスを返します。失敗した場
合は，CORBA.ORB.create_policy()で示す例外が発生します。
• type
作成するポリシーの型を指定している CORBA.PolicyType

• value
CORBA.Policyを構成するためのデータを格納している CORBA.Any
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10.17　RequestInfo
 
public interface RequestInfo extends
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.RequestInfoOperations, 
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，ClientRequestInfoと ServerRequestInfoの派生元となるベース
クラスです。各インタセプトポイントに与えられるオブジェクトを通じて，インタセプ
タはリクエスト情報にアクセスできます。クライアント側とサーバ側のインタセプトポ
イントでは扱う情報が異なるため，情報オブジェクトは二つあります。
ClientRequestInfoはクライアント側インタセプトポイントに渡され，
ServerRequestInfoは，サーバ側インタセプトポイントに渡されます。しかし，両方に
共通する情報があるため，どちらも共通インタフェースの RequestInfoを継承していま
す。

10.17.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.17.2　RequestInfoのメソッド
● public int request_idrequest_idrequest_idrequest_id();
このメソッドは，アクティブなリクエストまたは応答シーケンスを一意に識別する ID
を返します。リクエストまたは応答シーケンスが解決された場合は，IDが再使用され
ることもあります。

注
この IDは GIOPの request_idとは異なります。GIOPがトランスポート機能と
して使用されている場合，この IDと GIOPの request_idは必ずしも一致すると
は限りません。また，これらが一致している必要はありません。

● public java.lang.String operationoperationoperationoperation();
このメソッドは，呼び出されているオペレーションの名前を返します。

● public Parameter[ ] argumentsargumentsargumentsarguments();
このメソッドは，呼び出されているオペレーションのパラメタを格納する，
Parameter型の配列を返します。パラメタがない場合，この属性は長さが 0のシーケ
ンスとなります。
すべての環境でこれらのパラメタにアクセスできるとは限りません。例えば，Javaの
ポータブルバインディングでは，これらのパラメタは使用できません。アクセスでき
ない環境でこの属性にアクセスしようとすると，標準マイナーコード 1の
NO_RESOURCES例外が発生します。
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● public org.omg.CORBA.TypeCode[ ] exceptionsexceptionsexceptionsexceptions();
このメソッドは，オペレーション呼び出しで発生するユーザ例外の TypeCodeを定義
する CORBA.TypeCode型の配列を返します。ユーザ例外がない場合，この属性は長
さが 0のシーケンスとなります。
すべての環境で例外リストにアクセスできるとは限りません。例えば，Javaのポータ
ブルバインディングでは，この例外リストは使用できません。アクセスできない環境
でこの属性にアクセスしようとすると，標準マイナーコード 1のNO_RESOURCES
例外が発生します。

● public java.lang.String[ ] contextscontextscontextscontexts();
このメソッドは，オペレーション呼び出しで渡される可能性のあるコンテキストを定
義する java.lang.Stringの配列を返します。コンテキストがない場合，この属性は長
さが 0のシーケンスとなります。
すべての環境でコンテキストリストにアクセスできるとは限りません。例えば，Java
のポータブルバインディングでは，このコンテキストリストは使用できません。アク
セスできない環境でこの属性にアクセスしようとすると，標準マイナーコード 1の
NO_RESOURCES例外が発生します。

● public java.lang.String[ ] operation_contextoperation_contextoperation_contextoperation_context();
このメソッドは，リクエストで送信されるコンテキストを定義する java.lang.String
の配列を返します。すべての環境でコンテキストにアクセスできるとは限りません。
例えば，Javaのポータブルバインディングでは，このコンテキストは使用できませ
ん。アクセスできない環境でこの属性にアクセスしようとすると，標準マイナーコー
ド 1のNO_RESOURCES例外が発生します。

● public org.omg.CORBA.Any resultresultresultresult();
このメソッドは，オペレーション呼び出しの結果を CORBA.Any形式で返します。オ
ペレーションのリターン型が voidの場合，この属性は，TCKind値が tk_voidまたは
値なしのタイプコードを格納する CORBA.Anyとなります。
すべての環境で呼び出し結果にアクセスできるとは限りません。例えば，Javaのポー
タブルバインディングでは，この呼び出し結果は使用できません。アクセスできない
環境でこの属性にアクセスしようとすると，標準マイナーコード 1の
NO_RESOURCES例外が発生します。

● public boolean response_expectedresponse_expectedresponse_expectedresponse_expected();
このメソッドは，応答が期待されているかどうかを示すブール値を返します。
クライアントでは，response_expectedが falseの場合，応答が返らないため，
receive_reply()を呼び出せません。例外が発生した場合以外は，receive_other()を呼
び出します。例外が発生した場合は，receive_exception()を呼び出します。

● public short sync_scopesync_scopesync_scopesync_scope();
このメソッドは，Messaging仕様で定義されている属性を返します。この属性は，
response_expectedが falseのときだけ有効です。response_expectedが trueの場合，
sync_scope()の値は不定です。この属性は，クライアントに制御が戻る前のリクエス
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トの進捗状況を表します。この属性の値を次に示します。
• Messaging.SYNC_NONE
• Messaging.SYNC_WITH_TRANSPORT
• Messaging.SYNC_WITH_SERVER
• Messaging.SYNC_WITH_TARGET

サーバでは，すべてのスコープで，ターゲットオペレーション呼び出しの戻り値から
応答が生成されますが，その応答はクライアントには返されません。クライアントに
返されなくても応答は生成されているので，通常のサーバ側インタセプトポイント，
つまり，receive_request_service_contexts()，receive_request()，send_reply()，また
は send_exception()に従います。
SYNC_WITH_SERVERと SYNC_WITH_TARGETに関しては，ターゲットオペ
レーションが呼び出される前に，サーバは空の応答をクライアントに返却します。
サーバ側インタセプタはこの応答を受け取りません。

● public short reply_statusreply_statusreply_statusreply_status();
このメソッドは，オペレーションの呼び出し結果の状態を表す属性を返します。この
属性の値を次に示します。
• PortableInterceptor.SUCCESSFUL =0
• PortableInterceptor.SYSTEM_EXCEPTION =1
• PortableInterceptor.USER_EXCEPTION =2
• PortableInterceptor.LOCATION_FORWARD =3
• PortableInterceptor.TRANSPORT_RETRY =4

クライアント側では，この属性の値は次のようになります。
• インタセプトポイント receive_replyの中では，この属性の値は SUCCESSFULだ
けです。

• インタセプトポイント receive_exceptionの中では，この属性の値は
SYSTEM_EXCEPTIONまたは USER_EXCEPTIONです。

• インタセプトポイント receive_otherの中では，この属性の値は SUCCESSFUL，
LOCATION_FORWARD，または TRANSPORT_RETRYのどれかです。
SUCCESSFULは，非同期リクエストが正常にリターンしたことを意味します。
LOCATION_FORWARDは，LOCATION_FORWARD状態が応答で返却されたこ
とを意味します。TRANSPORT_RETRYは，トランスポート機能がリトライを指示
したことを意味します。例えば，NEEDS_ADDRESSING_MODE状態の GIOP応
答が該当します。

サーバ側では，この属性の値は次のようになります。
• インタセプトポイント send_replyの中では，この属性の値は SUCCESSFULだけ
です。

• インタセプトポイント send_exceptionの中では，この属性の値は
SYSTEM_EXCEPTIONまたは USER_EXCEPTIONです。

• インタセプトポイント send_otherの中では，この属性の値は SUCCESSFULまた
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は LOCATION_FORWARDです。SUCCESSFULは，非同期リクエストが正常に
リターンしたことを意味します。LOCATION_FORWARDは，
LOCATION_FORWARD状態が応答で返却されたことを意味します。

● public org.omg.CORBA.Object forward_referenceforward_referenceforward_referenceforward_reference();
reply_status()が LOCATION_FORWARDを返す場合，このメソッドは，リクエスト
フォワード先オブジェクトを返します。フォワードされるリクエストが実際に発生す
るかどうかはわかりません。

● public org.omg.CORBA.Any get_slotget_slotget_slotget_slot(
int idididid)
throws

InvalidSlot;
このメソッドは，リクエストのスコープにある Currentの指定スロットからデータを
CORBA.Any形式で返します。
指定したスロットが設定されていない場合，TCKind値が tk_nullのタイプコードを
格納する CORBA.Anyが返されます。
IDが割り当てられていないスロットを表す場合は，InvalidSlot例外が発生します。
スロットと Currentの詳細については，「10.12　IORInterceptor」を参照してくださ
い。
• id
取得するスロットの SlotId

● public org.omg.IOP.ServiceContext get_request_service_contextget_request_service_contextget_request_service_contextget_request_service_context(
int idididid);

このメソッドは，リクエストに対応づけられたサービスコンテキストのうち，指定し
た IDのサービスコンテキストのコピーを返します。
リクエストのサービスコンテキストに，指定した IDのエントリが含まれていない場
合は，標準マイナーコード 26の BAD_PARAM例外が発生します。
• id
取得するサービスコンテキストの ID

● public org.omg.IOP.ServiceContext get_reply_service_contextget_reply_service_contextget_reply_service_contextget_reply_service_context(
int idididid);

このメソッドは，応答に対応づけられたサービスコンテキストのうち，指定した ID
のサービスコンテキストのコピーを返します。
応答のサービスコンテキストに，指定した IDのエントリが含まれていない場合は，
標準マイナーコード 26の BAD_PARAM例外が発生します。
• id
取得するサービスコンテキストの ID
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10.18　ServerRequestInfo
 
public interface ServerRequestInfo extends RequestInfo, 
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.ServerRequestInfoOperations, 
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

ServerRequestInfoは，RequestInfoから派生したインタフェースです。サーバ側インタ
セプトポイントに渡されます。ServerRequestInfoのメソッドは，一部のインタセプト
ポイントでは有効ではありません。

次の表に，属性またはメソッドの有効性を示します。無効の属性またはメソッドにアク
セスすると，標準マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が発生します。

表 10-3　ServerRequestInfoの有効性（Java）

receive_request_ser
vice_contexts

receive_req
uest

send_r
eply

send_ex
ception

send_oth
er

request_id ○ ○ ○ ○ ○

operation ○ ○ ○ ○ ○

arguments × ○※ 1 ○ ×※ 2 ×※ 2

exceptions × ○ ○ ○ ○

contexts × ○ ○ ○ ○

operation_context × ○ ○ × ×

result × × ○ × ×

response_expected ○ ○ ○ ○ ○

sync_scope ○ ○ ○ ○ ○

reply_status × × ○ ○ ○

forward_reference × × × × ○※ 2

get_slot ○ ○ ○ ○ ○

get_request_service_contex
t

○ ○ ○ ○ ○

get_reply_service_context × × ○ ○ ○

sending_exception × × × ○ ×

object_id × ○ ○ ○※ 3 ○※ 3

adapter_id × ○ ○ ○※ 3 ○※ 3

target_most_derived_interf
ace

× ○ ×※ 4 ×※ 4 ×※ 4

get_server_policy ○ ○ ○ ○ ○

set_slot ○ ○ ○ ○ ○
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（凡例）
○：有効，×：無効

注※ 1
ServerRequestInfoが receive_request()に渡される場合，in，inout，または outの
各パラメタのリストにエントリがありますが，使用できるのは inパラメタと inout
パラメタだけです。

注※ 2
reply_status()が LOCATION_FORWARDを返さない場合，この属性にアクセスす
ると標準マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が発生します。

注※ 3
Servant Locatorでロケーションのフォワードや，例外が発生した場合，この属性ま
たはメソッドは，当該インタセプトポイントで使用できないことがあります。使用
できない場合は，標準マイナーコード 1のNO_RESOURCES例外が発生します。

注※ 4
このメソッドは，当該インタセプトポイントで使用できません。
それは，必要な情報を取得するためにはターゲットオブジェクトのサーバントにア
クセスする必要がありますが，この時点で ORBはこのサーバントを使用できないた
めです。例えば，ServantLocatorを使用する POAがオブジェクトのアダプタであ
る場合，ORBは，ServantLocator.postinvoke()を呼び出したあとでインタセプトポ
イントを呼び出します。

10.18.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.18.2　ServerRequestInfoのメソッド
● public org.omg.CORBA.Any sending_exceptionsending_exceptionsending_exceptionsending_exception();
このメソッドは，クライアントに返される例外を格納するデータを CORBA.Anyの形
式で返します。
CORBA.Anyに挿入できないユーザ例外の場合，例えば，未知の例外やバインディン
グで TypeCodeが提供されない場合などは，この属性は標準マイナーコード 1の
UNKNOWNシステム例外を格納する CORBA.Anyとなります。

target_is_a × ○ ×※ 4 ×※ 4 ×※ 4

add_reply_service_context ○ ○ ○ ○ ○

receive_request_ser
vice_contexts

receive_req
uest

send_r
eply

send_ex
ception

send_oth
er
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● public byte[ ] object_idobject_idobject_idobject_id();
このメソッドは，オペレーション呼び出しのターゲットを表す不透明な object_idを
CORBA.OctetSequenceの形式で返します。

● public byte[ ] adapter_idadapter_idadapter_idadapter_id();
このメソッドは，オブジェクトアダプタの不透明な識別子を CORBA.OctetSequence
の形式で返します。

● public java.lang.String target_most_derived_interfacetarget_most_derived_interfacetarget_most_derived_interfacetarget_most_derived_interface();
このメソッドは，サーバントのいちばん派生したインタフェースの RepositoryIDを
返します。

● public org.omg.CORBA.Policy get_server_policyget_server_policyget_server_policyget_server_policy(
int typetypetypetype);

このメソッドは，オペレーションに対して有効なポリシーのうち，指定したポリシー
型を持つポリシーを返します。register_policy_factoryで登録された型を持つポリ
シーだけが，CORBA.Policyオブジェクトとして返されます。
指定した型のポリシーが register_policy_factoryで登録されていない場合は，標準マ
イナーコード 3の INV_POLICY例外が発生します。詳細については，「10.14.3　
ORBInitInfoのメソッド」の register_policy_factory()メソッドを参照してください。
• type
取得するポリシーを指定する CORBA.PolicyType

● public void set_slotset_slotset_slotset_slot(
int idididid, org.omg.CORBA.Any datadatadatadata)
throws

InvalidSlot;
このメソッドを使用すると，インタセプタでリクエストのスコープ内の Currentのス
ロットにデータを設定できます。スロットにすでにデータが設定されている場合，既
存データは上書きされます。割り当てられていないスロットを表す IDを指定した場
合は，InvalidSlot例外が発生します。スロットと Currentの詳細については，
「10.12　IORInterceptor」を参照してください。
• id
スロットの SlotId

• data
指定したスロットに設定する，CORBA.Anyオブジェクト形式のデータ

● public boolean target_is_atarget_is_atarget_is_atarget_is_a(
java.lang.String idididid);

このメソッドは，指定した RepositoryIdがサーバントの場合は trueを返し，そうで
ない場合は falseを返します。
• id
サーバントが，この CORBA.RepositoryIdであるかどうかを呼び出し元が調べま
す。
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● public void add_reply_service_contextadd_reply_service_contextadd_reply_service_contextadd_reply_service_context(
org,omg.IOP.ServiceContext service_contextservice_contextservice_contextservice_context,boolean replacereplacereplacereplace);

このメソッドを使用すると，インタセプタでサービスコンテキストを応答に登録でき
ます。サービスコンテキストの順序の宣言はありません。登録された順序でサービス
コンテキストが表示される場合も，されない場合もあります。
• service_context
応答に登録する IOP.ServiceContext

• replace
指定した IDのサービスコンテキストがすでに存在する場合のメソッドの動作。
falseの場合は，標準マイナーコード 15の BAD_INV_ORDER例外が発生します。
trueの場合は，既存のコンテキストが新しいコンテキストに置き換えられます。
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10.19　ServerRequestInterceptor
 
public interface ServerRequestInterceptor extends Interceptor, 
    org.omg.CORBA.LocalInterface,
    org.omg.PortableInterceptor.ServerRequestInterceptorOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，ユーザ定義サーバ側インタセプタを継承するときに使用します。
ServerRequestInterceptorインスタンスは，VisiBroker ORBに登録されます。詳細に
ついては，「10.4　Codec」を参照してください。

10.19.1　import文
コード内に「import org.omg.PortableInterceptor.*;」と記述してください。

10.19.2　ServerRequestInterceptorのメソッド
● public void receive_request_service_contextsreceive_request_service_contextsreceive_request_service_contextsreceive_request_service_contexts(

ServerRequestInfo riririri)
throws

ForwardRequest;
このインタセプトポイントでは，インタセプタは受信したリクエストからサービスコ
ンテキスト情報を取得し，Currentのスロットに転送する必要があります。
このインタセプトポイントは，サーバントマネージャよりも先に呼び出されます。オ
ペレーションのパラメタはまだこの時点では使用できません。このインタセプトポイ
ントは，ターゲットオペレーションの呼び出しと同じスレッドで実行される場合も，
実行されない場合もあります。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの receive_request_service_contexts()イン
タセプトポイントは呼び出されません。フロースタックからインタセプタが取り出さ
れ，そのインタセプタの send_exception()インタセプトポイントが呼び出されます。
このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外が発生する場合もあります。
インタセプトでこの例外が発生した場合，ほかのインタセプタの
receive_request_service_contexts()メソッドは呼び出されません。フロースタックか
らインタセプタが取り出され，そのインタセプタの send_otherインタセプトポイン
トが呼び出されます。ForwardRequest例外については，「10.8　ForwardRequest」
を参照してください。
• ri
インタセプタが使用する ServerRequestInfoインスタンス

● public void receive_requestreceive_requestreceive_requestreceive_request(
ServerRequestInfo riririri)
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throws
ForwardRequest;

このインタセプトポイントを使用すると，メソッドのパラメタを含むすべての情報が
使用できる状態になったあとで，リクエスト情報をインタセプタで照会できます。こ
のインタセプトポイントは，ターゲットオペレーションの呼び出しと同じスレッドで
実行されます。
DSIモデルでは，ユーザコードが arguments()を呼び出したときに最初にパラメタが
使用できるようになるため，arguments()の内側から receive_request()が呼び出され
ます。DSIモデルでは，arguments()を呼び出さないようにすることもできます。
ターゲットオペレーションは arguments()より先に set_exception()を呼び出すことが
あります。ORBは，arguments()と set_exception()のどちらが呼び出されても，
receive_request()は 1回だけ呼び出されることを保障します。
set_exception()で receive_request()が呼び出された場合，arguments()のリクエスト
は，標準マイナーコード 1のNO_RESOURCES例外となります。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの receive_request()メソッドは呼び出され
ません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのインタセプタの
send_exception()インタセプトポイントが呼び出されます。
このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外が発生する場合もあります。
インタセプトでこの例外が発生した場合，ほかのインタセプタの receive_request()メ
ソッドは呼び出されません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのイ
ンタセプタの send_otherインタセプトポイントが呼び出されます。ForwardRequest
例外については，「10.8　ForwardRequest」を参照してください。
• ri
インタセプタが使用する ServerRequestInfoインスタンス

● public void send_replysend_replysend_replysend_reply(
ServerRequestInfo riririri);

このインタセプトポイントを使用すると，ターゲットオペレーションが呼び出されて
から応答がクライアントに返されるまでの間に，インタセプタで応答情報の照会と，
応答サービスコンテキストの修正ができます。このインタセプトポイントは，ター
ゲットオペレーションと同じスレッドで実行されます。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの send_reply()インタセプトポイントは呼
び出されません。フロースタックにあるインタセプタの send_exception()インタセプ
トポイントが呼び出されます。
• ri
インタセプタが使用する ServerRequestInfoインスタンス

● public void send_exceptionsend_exceptionsend_exceptionsend_exception(
ServerRequestInfo riririri)
throws

ForwardRequest;
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このインタセプトポイントは，例外が発生したときに呼び出されます。このインタセ
プトポイントを使用すると，例外がクライアントに通知される前にインタセプタでリ
クエスト情報の照会と，応答サーバコンテキストの修正ができます。このインタセプ
トポイントは，ターゲットオペレーションと同じスレッドで実行されます。このイン
タセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム例外が発
生した場合は，フロースタックから取り出された一連のインタセプタが，
send_exception()呼び出し時に受け取る例外が変更されます。クライアントに通知さ
れる例外は，インタセプタが通知する最後の例外です。ほかのインタセプタが例外を
変更しなければ，元の例外が通知されます。
このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることができます。
インタセプタでこの例外が発生した場合，ほかのインタセプタの send_exception()メ
ソッドは呼び出されません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのイ
ンタセプタの send_otherインタセプトポイントが呼び出されます。ForwardRequest
例外については，「10.8　ForwardRequest」を参照してください。
• ri
インタセプタが使用する ServerRequestInfoインスタンス

● public void send_othersend_othersend_othersend_other(
ServerRequestInfo riririri)
throws

ForwardRequest;
このインタセプトポイントを使用すると，リクエストの結果が，正常な応答でも例外
でもない場合に使用できる情報をインタセプタで照会できます。それは，リクエスト
がリトライになる場合（例えば，LOCATION_FORWARD状態で GIOP Replyを受信
した場合）などです。このインタセプトポイントでは，ターゲットオペレーションと
同じスレッドで実行されます。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの send_otherインタセプトポイントは呼
び出されません。フロースタックにあるインタセプタの send_exception()インタセプ
トポイントが呼び出されます。
このインタセプトポイントでは，FowardRequest例外が発生する場合もあります。イ
ンタセプタがこの例外を出力した場合，ForwardRequest例外が提供する新しい情報
で一連のインタセプタの send_other()メソッドが呼び出されます。ForwardRequest
例外については，「10.8　ForwardRequest」を参照してください。
• ri
インタセプタが使用する ServerRequestInfoインスタンス
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11　VisiBroker 4.xインタセプタ
およびオブジェクトラッ
パーのインタフェースとク
ラス（Java）
この章では，VisiBroker 4.xインタセプタとオブジェクトラッ
パーに対して使用する，Borland Enterprise Server 
VisiBrokerのインタフェースとクラスについて，Java言語で
のインタフェースを説明します。VisiBroker 4.xインタセプタ
およびオブジェクトラッパーの生成方法と使用方法について
は，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デ
ベロッパーズガイド」の「VisiBroker 4.xインタセプタの使
用」および「オブジェクトラッパーの使用」の記述を参照して
ください。

11.1　概要

11.2　インタセプタマネージャ

11.3　IORテンプレート

11.4　InterceptorManager

11.5　InterceptorManagerControl

11.6　BindInterceptor

11.7　BindInterceptorManager

11.8　ClientRequestInterceptor
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11.10　POALifeCycleInterceptor

11.11　POALifeCycleInterceptorManager

11.12　ActiveObjectLifeCycleInterceptor

11.13　ActiveObjectLifeCycleInterceptorManager

11.14　ForwardRequestException

11.15　ServerRequestInterceptor

11.16　ServerRequestInterceptorManager

11.17　IORCreationInterceptor

11.18　IORCreationInterceptorManager
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11.20　Closure

11.21　ExtendedClosure
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11.23　UntypedObjectWrapper

11.24　UntypedObjectWrapperFactory
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11.1　概要
VisiBroker 4.xインタセプタは，VisiBroker 4.xに定義され，インプリメントされている
インタセプタです。ポータブルインタセプタと同様に，Borland Enterprise Server 
VisiBrokerの ORBサービスに ORBの実行フローを受け取る機能を提供します。

VisiBroker 4.xインタセプタ，およびオブジェクトラッパーの使用方法の詳細について
は，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の
「VisiBroker 4.xインタセプタの使用」および「オブジェクトラッパーの使用」の記述を
参照してください。

VisiBroker 4.xインタセプタには次の 3種類があります。

●クライアントインタセプタ
システムレベルのインタセプタです。トランザクションやセキュリティなどの ORB
サービスのフックを提供し，クライアントの ORBに処理させるために使用できます。

●サーバインタセプタ
システムレベルのインタセプタです。トランザクションやセキュリティなどの ORB
サービスのフックをサーバの ORBに処理させるために使用できます。

●オブジェクトラッパー
ユーザレベルのインタセプタです。簡易なトレースとデータキャッシュができるよう
な，スタブとスケルトンの呼び出しをインタセプトするための簡易な機構を提供しま
す。
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11.2　インタセプタマネージャ
インタセプタのインストールと管理は，インタセプタマネージャで実行します。
InterceptorManagerインタフェースは，すべてのグローバルインタセプタを管理するた
めのグローバルインタセプタマネージャです。

グローバルインタセプタは，ローカライズされたインタセプタをインストールするため
に，インタセプタマネージャが追加されて渡されることがあります。例えば，各 POAの
インタセプタは POAInterceptorManagerを使用します。

グローバルインタセプタマネージャのインスタンスである InterceptorManagerは，文字
列「VisiBrokerInterceptorControl」をパラメタとして渡すときに，
ORB.resolve_initial_referencesを使用して取得できます。この値は，ORBが管理モー
ドのとき，つまり ORBの初期化中にだけ使用できます。
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11.3　IORテンプレート

POALifeCycleInterceptor.createの呼び出し中に，インタセプタに加えて，インターオ
ペラブルオブジェクトリファレンス（IOR）テンプレートを直接
POAInterceptorManagerインタフェースで修正できます。IORテンプレートは完全な
IOR値ですが，type_idが未設定で，GIOP ProfileBody値のオブジェクトキーはすべて
不完全なものです。IORCreationInterceptorsの呼び出し前に，POAは type_idを設定
してテンプレートのオブジェクトキーを記述します。
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11.4　InterceptorManager
 
public interface Interceptor InterceptorManager
 

ほかのすべてのインタセプタマネージャは，このインタフェースから継承します。イン
タセプタマネージャは，インタセプタのインストールと削除を管理するために使用する
インタフェースです。
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11.5　InterceptorManagerControl
 
public interface InterceptorManagerControl
 

このインタフェースは，関連のあるインタセプタマネージャを一括管理するために使用
します。

11.5.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。

11.5.2　InterceptorManagerControlのメソッド
● public com.inprise.vbroker.interceptor.InterceptorManager 

get_managerget_managerget_managerget_manager(java.lang.string namenamenamename)
ORBは，このメソッドを呼び出して InterceptorManagerのインスタンスを取得しま
す。InterceptorManagerは，マネージャを識別する文字列を返します。
• name
インタセプタの名前
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11.6　BindInterceptor
 
public interface BindInterceptor
 

このインタフェースは，ユーザ独自のインタセプタを派生させて，クライアントアプリ
ケーションまたはサーバアプリケーションのバインドイベントとリバインドイベントを
処理させるために使用します。

バインドインタセプタは，バインドの前後にクライアント側で呼び出すグローバルイン
タセプタです。

バインド中に例外が発生した場合は，チェーンに登録されている残りのインタセプタは
呼ばないで，それ以降のインタセプタをチェーンから削除します。bind_succeededまた
は bind_failed中に発生した例外は無視されます。

11.6.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。

11.6.2　BindInterceptorのメソッド
● public com.inprise.vbroker.IOP.IORValue bindbindbindbind(

com.inprise.vbroker.IOP.IORValue iorioriorior,
org.omg.CORBA.Object objobjobjobj,boolean rebindrebindrebindrebind,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，すべての ORBバインドオペレーション中に呼び出されます。
新規 IORを使用してバインドオペレーションを継続する場合，新規 IORを返します。
それ以外の場合は nullを返し，元の IORを使用してバインドを続行します。渡され
たパラメタと同じ IORを返すことは不正なので，バインド時に例外が発生します。
• ior
クライアントがバインドしているサーバオブジェクトの IOR

• obj
サーバにバインドしているクライアントオブジェクト。このオブジェクトはこの時
点では適切に初期化されていないので，オブジェクトのオペレーションはしないで
ください。しかし，このオブジェクトをデータ構造体に保存してバインド完了後に
使用できます。

• rebind
リバインドを試行することを指定します。

• closure
バインドオペレーション用の新しい closureオブジェクト。closureは，
bind_failed，または bind_succeededに対応した呼び出しで使用します。
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● public com.inprise.vbroker.IOP.IORValue bind_failedbind_failedbind_failedbind_failed(
com.inprise.vbroker.IOP.IORValue iorioriorior,
org.omg.CORBA.Object objobjobjobj,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，バインドオペレーションが失敗したときに呼び出されます。
この IORに対してリバインドを試行する場合，新規 IORを返します。それ以外の場
合は nullを返し，リバインドは試行されません。
• ior
バインドオペレーションが失敗したサーバオブジェクトの IOR

• obj
サーバにバインドしているクライアントオブジェクト

• closure
前回のバインド呼び出しで与えられた closureオブジェクト

● public void bind_succeededbind_succeededbind_succeededbind_succeeded(
com.inprise.vbroker.IOP.IORValue iorioriorior,
org.omg.CORBA.Object objobjobjobj,int profileIndexprofileIndexprofileIndexprofileIndex,
com.inprise.vbroker.interceptor.InterceptorManagerControl 
interceptorControlinterceptorControlinterceptorControlinterceptorControl,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，バインドオペレーションが成功すると呼び出されます。
• ior
バインドオペレーションが成功したサーバオブジェクトの IOR

• obj
サーバにバインドしているクライアントオブジェクト

• profileIndex
実際にバインドが成功したプロファイルのインデックス

• interceptorControl
このマネージャがマネージャ種別一覧を提供します。

• closure
前回のバインド呼び出しで与えられた closureオブジェクト

● public void exception_occurred,exception_occurred,exception_occurred,exception_occurred,(
com.inprise.vbroker.IOP.IORValue iorioriorior,
org.omg.CORBA.Object objobjobjobj,
org.omg.CORBA.Environment envenvenvenv,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，bindで例外が発生すると呼び出されます。
• ior
成功したバインドオペレーションの対象サーバオブジェクトの IOR

• obj
サーバにバインドしているクライアントオブジェクト
349



11.　VisiBroker 4.xインタセプタおよびオブジェクトラッパーのインタフェースとクラス（Java）
• env
発生した例外の情報

• closure
前回のバインド呼び出しで与えられた closureオブジェクト
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11.7　BindInterceptorManager
 
public interface BindInterceptorManager extends
    com.inprise.vbroker.interceptor.InterceptorManager
 

このインタフェースは，BindInterceptorを追加するために使用します。

11.7.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。

11.7.2　BindInterceptorManagerのメソッド
● public void addaddaddadd(

com.inprise.vbroker.interceptor.BindInterceptor interceptorinterceptorinterceptorinterceptor)
このメソッドを使用して BindInterceptorを追加します。
• interceptor
追加するインタセプタ
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11.8　ClientRequestInterceptor
 
public interface ClientRequestInterceptor
 

このインタフェースは，ユーザ独自のクライアントインタセプタを派生し，オーバーラ
イド対象のメソッドにインプリメンテーションを提供するために使用します。

クライアントリクエストインタセプタは，バインドインタセプタの bind_succeeded呼び
出し中にインストールできます。また，コネクションが確立されている間はアクティブ
状態を維持します。ユーザが派生したクラスに定義しているメソッドは，オペレーショ
ンリクエストの準備時，送信時，返信メッセージの受信時，または例外発生時に ORBに
よって呼び出されます。

11.8.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。

11.8.2　ClientRequestInterceptorのメソッド
● public void preinvoke_premarshalpreinvoke_premarshalpreinvoke_premarshalpreinvoke_premarshal(

org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget,
java.lang.String operationoperationoperationoperation,
com.inprise.vbroker.IOP.ServiceContextListHolder 
service_contextsservice_contextsservice_contextsservice_contexts,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，リクエストごとに，それらがマーシャリングされる前に ORBに呼
び出されます。このインタセプタで例外が発生した場合は，即時にリクエストは終了
させられます。インタセプタのチェーンでは，処理済みのインタセプタだけがチェー
ンに残ります。その例外を起こしたリクエストは送信されないで，
exception_occurred( )がチェーンに残ったすべてのインタセプタに対して呼び出され
ます。
• target
サーバへのバインドを試みたクライアントオブジェクト

• operation
呼び出すオペレーションの名前を識別します。

• service_contexts
ORBが割り当てたサービスを識別します。このサービスは OMGに規定されている
ものです。

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。その場合，
このデータをほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。
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● public void preinvoke_postmarshalpreinvoke_postmarshalpreinvoke_postmarshalpreinvoke_postmarshal(
org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget,
com.inprise.vbroker.CORBA.portable.Outstream payloadpayloadpayloadpayload,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，リクエストごとに，リクエストのマーシャル処理が済んでから送信
されるまでの間に呼び出されます。このメソッドで例外が発生した場合は，残りの
チェーンは呼び出されません。該当するリクエストはサーバに送信されません。その
後，exception_occurred( )はインタセプタのチェーン全体に呼び出されます。
• target
サーバへのバインドを試みたクライアントオブジェクト

• payload
マーシャリング済みバッファ

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。その場合，
このデータをほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● public void postinvokepostinvokepostinvokepostinvoke(
org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget,
com.inprise.vbroker.IOP.ServiceContext[ ] service_contextsservice_contextsservice_contextsservice_contexts,
com.inprise.vbroker.CORBA.portable.InputStream payloadpayloadpayloadpayload,
org.omg.CORBA.Environment envenvenvenv,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

リクエストの完了後，このメソッドが呼び出されます。
• target
サーバへのバインドを試みたクライアントオブジェクト

• service_context
ORBが割り当てたサービスを識別します。このサービスは OMGに規定されている
ものです。

• payload
マーシャリング済みバッファ

• env
発生した例外についての情報を格納します。

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。その場合，
このデータをほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● public void exception_occurredexception_occurredexception_occurredexception_occurred(
org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget,
org.omg.CORBA.Environment envenvenvenv,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，呼び出し前に例外が発生した場合に ORBが呼び出します。呼び出
し後に発生した例外はすべて，postinvokeメソッドの Environmentパラメタに収集
されます。
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11.9　ClientRequestInterceptorManager
 
public interface ClientRequestInterceptorManager extends
    com.inprise.vbroker.interceptor.InterceptorManager
 

このインタフェースは，ClientRequestInterceptorの追加と削除を実行するのに使用し
ます。

11.9.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。

11.9.2　ClientRequestInterceptorManagerのメソッド
● public void addaddaddadd(

com.inprise.vbroker.interceptor.ClientRequestInterceptor 
interceptorinterceptorinterceptorinterceptor)

ORBがこのメソッドを呼び出して ClientRequestInterceptorを追加します。
• interceptor
追加するインタセプタ
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11.10　POALifeCycleInterceptor
 
public interface POALifeCycleInterceptor
 

このインタフェースは，POAが生成またはデストラクトされるたびに呼び出されるグ
ローバルインタセプタです。ほかのサーバ側インタセプタはすべてグローバルインタセ
プタとして，または特定の POAに対してインストールできます。
POALifeCycleInterceptorは，InterceptorManagerインタフェースを使用してインス
トールします。POALifeCycleInterceptorは，POAの生成時またはデストラクト時に呼
び出されます。

11.10.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。また，「import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*;」と記述して

ください。

11.10.2　POALifeCycleInterceptorのメソッド
● public void createcreatecreatecreate(

org.omg.PortableServer.POA poapoapoapoa, 
org.omg.CORBA.PolicyListHolder policiespoliciespoliciespolicies,
com.inprise.vbroker.IOP.IORValueHolder iorTemplateiorTemplateiorTemplateiorTemplate, 
com.inprise.vbroker.interceptor.InterceptorManagerControl 
poaAdminpoaAdminpoaAdminpoaAdmin)

このメソッドは，新規 POAが create_POAの呼び出しまたは AdapterActivatorに
よって生成されたときに，呼び出されます。AdapterActivatorの場合，インタセプタ
は，unknown_adapterメソッドが AdapterActivatorから正常にリターンしたあとに
だけ呼び出されます。
• poa
作成する POA

• policies
該当する POAに指定したポリシーの一覧

• iorTemplate
IORテンプレートは，type_idが未設定の完全 IOR値であり，
GIOP.ProfileBodyValueのオブジェクトキーがすべて不完全なものです。

• poaAdmin
ほかのインタセプタマネージャを取得するために使用する
InterceptorManagerControl

● public void destroydestroydestroydestroy(
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org.omg.PortableServer.POA poapoapoapoa)
このメソッドは，POAのデストラクト時，そのすべてのオブジェクトがエーテライズ
されている場合に呼び出されます。createが同じ名前の POAに対して再び呼び出さ
れる前に，destroyがすべてのインタセプタに対して必ず呼び出されるようにしなけ
ればなりません。destroyオペレーションにシステム例外が発生してもそのシステム
例外は無視され，残りのインタセプタは引き続き呼び出されます。
• poa
デストラクト対象の POA
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11.11　POALifeCycleInterceptorManager
 
public interface POALifeCycleInterceptorManager
 

このインタフェースは，POALifeCycleInterceptorを登録するために使用します。

11.11.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。また，「import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*;」と記述して

ください。

11.11.2　POALifeCycleInterceptorManagerのメソッド
● public void addaddaddadd(

POALifeCycleInterceptor interceptorinterceptorinterceptorinterceptor)
ORBがこのメソッドを呼び出して，POALifeCycleInterceptorを追加します。
• interceptor
追加するインタセプタ
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11.12　ActiveObjectLifeCycleInterceptor
 
public interface ActiveObjectLifeCycleInterceptor
 

このインタフェースは，オブジェクトをアクティブオブジェクトマップに追加するとき
と，アクティブオブジェクトマップからオブジェクトを削除するときに呼び出されます。
このインタフェースは，POAに RETAINポリシーがあるときだけ使用できます。また，
このインタフェースは，POA生成時に POALifeCycleInterceptorが POAごとにインス
トールできるインタセプタです。

11.12.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。また，「import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*;」と記述して

ください。

11.12.2　ActiveObjectLifeCycleInterceptorのメソッド
● public void createcreatecreatecreate(

byte[ ] oidoidoidoid, 
org.omg.PortableServer.Servant servantservantservantservant,
org.omg.PortableServer.POA adapteradapteradapteradapter)

このメソッドは，直接 APIまたは ServantActivatorを使用して実行した（明示的ま
たは暗黙的な）呼び出しによってオブジェクトがアクティブオブジェクトマップに追
加されたあとに，呼び出されます。オブジェクトリファレンスと新規アクティブオブ
ジェクトの POAはパラメタとして渡されます。
• oid
活性化するサーバントのオブジェクト ID

• servant
活性化するサーバント

• adapter
サーバントを活性化した POA

● public void destroydestroydestroydestroy(
byte[ ] oidoidoidoid, 
org.omg.PortableServer.Servant servantservantservantservant,
org.omg.PortableServer.POA adapteradapteradapteradapter)

このメソッドは，オブジェクトが非活性化されエーテライズされたあとに，呼び出さ
れます。該当するオブジェクトのオブジェクトリファレンスと POAはパラメタとし
て渡されます。
• oid
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デストラクトするサーバントのオブジェクト ID
• servant
デストラクトするサーバント

• adapter
サーバントをデストラクトした POA
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11.13　ActiveObjectLifeCycleInterceptorManag
er

 
public interface ActiveObjectLifeCycleInterceptorManager
 

このインタフェースは，ActiveObjectLifeCycleInterceptorを追加するために使用しま
す。

11.13.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。また，「import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*;」と記述して

ください。

11.13.2　ActiveObjectLifeCycleInterceptorManagerのメソッ
ド

● public void addaddaddadd(
ActiveObjectLifeCycleInterceptor interceptorinterceptorinterceptorinterceptor)

ORBがこのメソッドを呼び出して ActiveObjectLifeCycleInterceptorを追加します。
• interceptor
追加するインタセプタ
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11.14　ForwardRequestException
 
public interface ForwardRequestException extends
    org.omg.CORBA.UserException,
 

この例外は，ServerRequestInterceptorの preinvokeメソッドで発生させることができ
ます。preinvokeメソッドはこの例外を発生させて，リクエストをほかのオブジェクトに
転送できます。

11.14.1　ForwardRequestExceptionの変数
● public boolean is_permanentis_permanentis_permanentis_permanent
ロケーションの転送が恒久的であるかどうかを指定します。

● public org.omg.CORBA.Object forward_referenceforward_referenceforward_referenceforward_reference
リクエストの転送先のオブジェクトのリファレンスを提供します。
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11.15　ServerRequestInterceptor
 
public interface Interceptor ServerRequestInterceptor
 

このインタフェースは，POALifeCycleInterceptorが POA生成時に POAごとにインス
トールできるインタセプタです。このインタフェースを使用して，アクセス制御，サー
ビスコンテキストの検査と挿入，およびリクエストの応答状況の変更ができます。

11.15.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。

11.15.2　ServerRequestInterceptorのメソッド
● public void preinvokepreinvokepreinvokepreinvoke(

org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget,
java.lang.String operationoperationoperationoperation,
com.inprise.vbroker.IOP.ServiceContext[ ] service_contextsservice_contextsservice_contextsservice_contexts,
com.inprise.vbroker.CORBA.portable.InputStream payloadpayloadpayloadpayload,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)
raises (ForwardRequestException)

リクエストがサーバ側に到着するたびに，ORBがこのメソッドを呼び出します。この
インタセプタで例外が発生した場合，リクエストはすぐに終了させられます。このメ
ソッドは，Servant Locatorの呼び出し前に呼び出されるため，サーバントは利用で
きないことがあります。
• target
リクエスト呼び出し対象のオブジェクト

• operation
呼び出すオペレーションの名前を識別します。

• service_contexts
ORBが割り当てたサービスをすべて識別します。このサービスは OMGに規定され
ているものです。

• payload
マーシャリング済みバッファ

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。このデー
タは，ほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● public void postinvoke_premarshalpostinvoke_premarshalpostinvoke_premarshalpostinvoke_premarshal(
org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget,
com.inprise.vbroker.IOP.ServiceContextListHolder 
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service_contextsservice_contextsservice_contextsservice_contexts,
org.omg.CORBA.Environment envenvenvenv,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，サーバントにリクエストを送り，その応答をマーシャリングする前
に呼び出されます。ここで発生した例外には，チェーンを中断することによって対処
します。exception_occurred( )がチェーンのすべてのインタセプタに対して呼び出さ
れます。
• target
リクエスト呼び出し対象のオブジェクト

• service_contexts
ORBが割り当てたサービスをすべて識別します。このサービスは OMGに規定され
ているものです。

• env
発生した例外の情報を格納します。

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。このデー
タは，ほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● public void postinvoke_postmarshalpostinvoke_postmarshalpostinvoke_postmarshalpostinvoke_postmarshal(
org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget,
com.inprise.vbroker.CORBA.portable.OutputStream payloadpayloadpayloadpayload,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，応答をマーシャリングしてから，その応答をクライアントに送信す
る前に呼び出されます。ここで発生した例外は無視されます。チェーン全体が呼び出
されるように保証されます。
このメソッドは，ServantLocatorの呼び出し後に呼び出されます。このメソッドに発
生した例外は，アプリケーションに発生した例外を置換します。一方向呼び出しでは，
リクエストが正常に送信されたあとで呼び出されます。
• target
リクエスト呼び出し対象のオブジェクト

• payload
マーシャリング済みバッファ

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。このデー
タは，ほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● public void exception_occurredexception_occurredexception_occurredexception_occurred(
org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget,
org.omg.CORBA.Environment envenvenvenv,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，例外発生時にリクエスト処理のどこからでも呼び出せます。この呼
び出し中に発生した例外によって，該当する環境の既存の例外が置き換えられなけれ
ばいけません。
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• target
リクエスト呼び出し対象のオブジェクト

• env
発生した例外の情報を格納します。

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。このデー
タは，ほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。
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11.16　ServerRequestInterceptorManager
 
public interface ServerRequestInterceptorManager extends
    com.inprise.vbroker.interceptor.InterceptorManager
 

このインタフェースは，ServerRequestInterceptorを追加するために使用します。

11.16.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。

11.16.2　ServerRequestInterceptorManagerのメソッド
● public void addaddaddadd(

com.inprise.vbroker.interceptor.ServerRequestInterceptor 
interceptorinterceptorinterceptorinterceptor)

ORBがこのメソッドを呼び出して，ServerRequestInterceptorを追加します。
• interceptor
追加するインタセプタ
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11.17　IORCreationInterceptor
 
public interface PortableServerExt.IORCreationInterceptor
 

このインタフェースは，POA生成時に POALifeCycleInterceptorが POAごとにインス
トールできるインタセプタです。このインタセプタを使用して，プロファイルやコン
ポーネントを追加することによって，IORを修正できます。このインタフェースは通常，
トランザクションやファイアウォールなどのサービスをサポートするために使用します。

このインタセプタに加えて，POAごとに，すべての IORを制御する IORテンプレート
を変更することもできます。詳細については，「11.3　IORテンプレート」を参照してく
ださい。IORの操作がリポジトリや生成するリファレンスの OIDに関連がない場合は，
この IORテンプレートによる方法を使用するときがあります。

IORを根本的に変更することはお勧めしません。

11.17.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。また，「import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*;」と記述して

ください。

11.17.2　IORCreationInterceptorのメソッド
● public void createcreatecreatecreate(

org.omg.PortableServer.POA poapoapoapoa,
com.inprise.vbroker.IOP.IORValueHolder iorioriorior)

このメソッドは，POAがオブジェクトリファレンスを生成する必要がある場合にいつ
でも呼び出せます。このインタセプタは，プロファイルやコンポーネントを追加した
り，既存のプロファイルやコンポーネントに変更を加えることによって，IORValue
を修正できます。
• poa
オブジェクトリファレンスの生成対象の POA

• ior
IORのプロファイルやコンポーネントを変更できる IORの Holder
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11.18　IORCreationInterceptorManager
 
public interface PortableServerExt.IORCreationInterceptorManager
    extends InterceptorManager
 

このインタフェースは，IORInterceptorを追加するために使用します。

11.18.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。また，「import com.inprise.vbroker.PortableServerExt.*;」と記述して

ください。

11.18.2　IORCreationInterceptorManagerのメソッド
● public void addaddaddadd(

IORCreationInterceptor interceptorinterceptorinterceptorinterceptor)
ORBがこのメソッドを呼び出して，IORInterceptorを追加します。
• interceptor
追加するインタセプタ
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11.19　Location
 
enum Location
 

これは，オブジェクトラッパーをクライアント側とサーバ側のどちらに登録するかを定
義します。

11.19.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。

11.19.2　IDLの定義
 
enum Location {
     CLIENT,
     SERVER,
     BOTH
};
 

11.19.3　Locationのメンバ
● CLIENT
オブジェクトラッパーをクライアント側に登録します。

● SERVER
オブジェクトラッパーをサーバ側に登録します。

● BOTH
オブジェクトラッパーをクライアント側，サーバ側の両方に登録します。
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11.20　Closure
 
public interface Closure extends Object
 

Closureオブジェクトは，インタセプタ群の呼び出しシーケンスの開始時に，ORBが作
成するオブジェクトです。一つのシーケンスの中で呼び出されるすべてのインタセプタ
は，同じ Closureオブジェクトによって呼び出されます。Closureオブジェクトは，
java.lang.Object型オブジェクトであるパブリックデータフィールドを一つ保持していま
す。このフィールドは，状態情報を保持するためにインタセプタによって設定されます。
Closureオブジェクトが生成されるシーケンスは，インタセプタの型によって異なりま
す。

コードサンプル 11-1　Closureクラス
 
class Closure {
    java.lang.Object object;
};
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11.21　ExtendedClosure
 
public interface ExtendedClosure extends Closure {
    public RequestInfo reqInfo;
    public InputStream payload;
}
 

このインタフェースは Closureから派生したインタフェースであり，読み取り専用属性
に使用する RequestInfoを格納します。

IDLサンプル 11-1　RequestInfo
 
struct RequestInfo {
    boolean response_expected;
    unsigned long request_id;
};
 

ServerRequestInterceptorおよび ClientRequestInterceptorに渡された Closureオブ
ジェクトを，サブクラス ExtendedClosureにキャストできます。ExtendedClosureを使
用して，RequestInfoを抽出し，さらにその RequestInfoから request_idと
response_expectedを抽出できます。request_idは，リクエストに割り当てられた一意
の識別子です。response_expectedフラグは，リクエストが一方向呼び出しであるかどう
かを識別します。

 
int my_response_expected =
    ((ExtendedClosure)closure).reqInfo.response_expected;
int my_request_id = ((ExtendedClosure)closure).reqInfo.request_id;
 

詳細については，examples/interceptor/client_serverにある例を参照してください。

注
InputStreamを修正する場合は，ExtendedClosureの payloadパラメタを使用して
ください。リクエストインタセプタの payload属性は読み取り専用なので，
InputStreamは変更できません。
このため，ExtendedClosureには読み書き可能な InputStream payloadパラメタが
用意されています。payload属性の主な用途は，既存の InputStreamを新規に置き
換えられるようにすることです。
examples/interceptor/encryptionの例は，ExtendedClosureの payload属性の使用
方法を示しています。この例では，暗号化された InputStreamをインタセプタが解
読するときに，解読されたメッセージを格納するための新規 InputStreamを生成し
なければいけません。ExtendedClosureは InputStreamのホルダの役割を果たしま
す。payloadが新規 InputStreamに割り当てられると，この InputStreamはリク
エストに対応づけられた InputStreamとなります。
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11.22　ChainUntypedObjectWrapperFactory
 
public interface ChainUntypedObjectWrapperFactory extends
    com.inprise.vbroker.interceptor.
    UntypedObjectWrapperFactory
 

このインタフェースは，クライアントまたはサーバのアプリケーションが
UntypedObjectWrapperFactoryオブジェクトを追加または削除するために使用します。
UntypedObjectWrapperFactoryオブジェクトは，クライアントアプリケーションがバイ
ンドするオブジェクトごとに，またはサーバアプリケーションが生成するオブジェクト
インプリメンテーションごとにUntypedObjectWrapperを生成するために使用します。

コードサンプル 11-2　ChainUntypedObjectWrapperFactory
 
enum Location (CLIENT,SERVER,BOTH );
 
abstract interface ChainUntypedObjectWrapperFactory :
    UntypedObjectWrapperFactory {
        void add(in UntypedObjectWrapperFactory owFactory,
                 in Location loc);
        void remove(in UntypedObjectWrapperFactory owFactory,
                    in Location loc);
        long count(in Location loc);
};
 

オブジェクトラッパーの使用についての詳細は，マニュアル「Borland Enterprise 
Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「オブジェクトラッパーの使用」の記述
を参照してください。

11.22.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。

11.22.2　ChainUntypedObjectWrapperFactoryのメソッド
● public void addaddaddadd(

com.inprise.vbroker.interceptor.UntypedObjectWrapperFactory 
owFactoryowFactoryowFactoryowFactory,
com.inprise.vbroker.interceptor.Location locloclocloc)

このメソッドは，指定したアンタイプドオブジェクトラッパーファクトリを，クライ
アントまたはサーバのアプリケーションに追加します。

注
クライアント側では，オブジェクトをバインドする前にアンタイプドオブジェク
トラッパーファクトリをインストールしておいてください。サーバ側では，イン
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プリメンテーションオブジェクトを生成する前にアンタイプドオブジェクトラッ
パーファクトリをインストールしておいてください。

• owfactory
追加するオブジェクトラッパーファクトリ

• loc
オブジェクトラッパーの追加先

● public void removeremoveremoveremove(
com.inprise.vbroker.interceptor.UntypedObjectWrapperFactory 
owFactoryowFactoryowFactoryowFactory,
com.inprise.vbroker.interceptor.Location locloclocloc)

このメソッドは，指定したアンタイプドオブジェクトラッパーファクトリをクライア
ントまたはサーバのアプリケーションから削除します。

注
オブジェクトラッパーファクトリをクライアントから削除しても，すでにクライ
アントからバインドされている同じクラスのオブジェクトには影響しません。し
かし，そのあとにバインドしたオブジェクトには影響します。
オブジェクトラッパーファクトリをサーバから削除しても，生成済みのオブジェ
クトインプリメンテーションには影響しません。しかし，そのあとに生成したオ
ブジェクトインプリメンテーションには影響します。

• owfactory
削除するオブジェクトラッパーファクトリ

• loc
オブジェクトラッパーファクトリの削除対象

● long countcountcountcount(
com.inprise.vbroker.interceptor.Location locloclocloc)

このメソッドを呼び出して，アンタイプドオブジェクトラッパーファクトリを追加し
ます。
• loc

countが必要な場所
372



11.　VisiBroker 4.xインタセプタおよびオブジェクトラッパーのインタフェースとクラス（Java）
11.23　UntypedObjectWrapper
 
public interface UntypedObjectWrapper
 

このインタフェースは，アンタイプドオブジェクトラッパーをユーザのクライアントア
プリケーションまたはサーバアプリケーションに派生させるために使用します。このイ
ンタフェースを使用して，アンタイプドオブジェクトラッパーを派生させる場合，クラ
イアントアプリケーションがオペレーションリクエストを発行する前，またはサーバ側
のオブジェクトインプリメンテーションがそのオペレーションリクエストを処理する前
に呼び出される pre_methodメソッドを定義します。また，サーバ側のオブジェクトイ
ンプリメンテーションがオペレーションリクエストを処理したあと，またはクライアン
トアプリケーションが応答を受信したあとに呼び出される post_methodメソッドも定義
します。

UntypedObjectWrapperFactoryインタフェースからファクトリクラスも派生させてくだ
さい。詳細については，「11.24　UntypedObjectWrapperFactory」を参照してくださ
い。UntypedObjectWrapperFactoryインタフェースは，ユーザの
UntypedObjectWrapperオブジェクトを生成します。

オブジェクトラッパーの使用方法の詳細については，マニュアル「Borland Enterprise 
Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「オブジェクトラッパーの使用」の記述
を参照してください。

IDLサンプル 11-2　UntypedObjectWrapper
 
interface UntypedObjectWrapper {
    void pre_method(
        in string operation,
        in Object target,
        in interceptor::Closure closure
    );
   void post_method(
      in string operation,
      in Object target,
      in CORBA::Environment env,
      in interceptor::Closure closure
   );
};

11.23.1　UntypedObjectWrapperのメソッド
● public void pre_methodpre_methodpre_methodpre_method(

java.lang.String operationoperationoperationoperation,
org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，クライアント側でオペレーションリクエストが送信される前，また
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はサーバ側のオブジェクトインプリメンテーションがそのオペレーションリクエスト
を処理する前に呼び出されるメソッドです。
• operation
リクエストされているオペレーションの名前

• target
リクエストのターゲットオブジェクト

• closure
オブジェクトラッパーメソッド間のデータ受け渡しに使用できるクロージャオブ
ジェクト

● public void post_methodpost_methodpost_methodpost_method(
java.lang.String operationoperationoperationoperation,
org.omg.CORBA.Object targettargettargettarget,
org.omg.CORBA.Environment envenvenvenv,
com.inprise.vbroker.interceptor.Closure closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，サーバ側のオブジェクトインプリメンテーションがオペレーション
リクエストを処理したあと，またはクライアント側のスタブが応答メッセージを処理
する前に呼び出されるメソッドです。
• operation
リクエストされているオペレーションの名前

• target
リクエストのターゲットオブジェクト

• env
オペレーションリクエストの処理中に発生した可能性のある例外を反映するときに
使用される Environmentオブジェクト

• closure
オブジェクトラッパーメソッド間のデータ受け渡しに使用できるクロージャオブ
ジェクト
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11.24　UntypedObjectWrapperFactory
 
public interface UntypedObjectWrapperFactory
 

このインタフェースは，ユーザのアンタイプドオブジェクトラッパーファクトリを派生
させるときに使用します。ChainUntypedObjectWrapperFactoryインタフェースが提供
する addメソッドを使用してユーザのアンタイプドオブジェクトラッパーファクトリを
登録します。

新規オブジェクトのバインド時，またはオブジェクトインプリメンテーションの生成時
に，ユーザのファクトリを使用して，クライアントアプリケーションまたはサーバアプ
リケーション用にユーザのアンタイプドオブジェクトラッパーのインスタンスを生成し
ます。

IDLサンプル 11-3　UntypedObjectWrapperFactory
 
interface UntypedObjectWrapperFactory {
    UntypedObjectWrapper create(
                                in Object obj,
                                in Location loc);
};

11.24.1　import文
コード内に「import com.inprise.vbroker.interceptor.*;」と記述してくださ

い。

11.24.2　UntypedObjectWrapperFactoryのメソッド
● public com.inprise.vbroker.interceptor.UntypedObjectWrapper 

createcreatecreatecreate(
org.omg.CORBA.Object objobjobjobj,
com.inprise.vbroker.interceptor.Location locloclocloc)

このメソッドは，ユーザ任意の型でUntypedObjectWrapperのインスタンスを生成す
るときに呼び出します。このメソッドをインプリメントすると，バインドされたオブ
ジェクトまたはオブジェクトインプリメンテーションの型を検査し，そのオブジェク
トラッパーの生成が必要かどうかを判定します。
• obj
アンタイプドオブジェクトラッパーを生成中のクライアントアプリケーションがバ
インドしているオブジェクト。このメソッドがサーバ側で呼び出し中の場合，この
パラメタは生成中のオブジェクトインプリメンテーションを表します。

• loc
オブジェクトラッパーを生成する場所
375





12　QoSインタフェースとクラ
ス（Java）
この章では，Borland Enterprise Server VisiBrokerの Java
言語での QoSインタフェースとクラスについて説明します。

12.1　概要

12.2　PolicyManager

12.3　PolicyCurrent

12.4　Object

12.5　RebindPolicy

12.6　RebindForwardPolicy

12.7　RelativeConnectionTimeoutPolicy

12.8　Messaging.RelativeRequestTimeoutPolicy

12.9　Messaging.RelativeRoundtripTimeoutPolicy

12.10　DeferBindPolicy

12.11　ExclusiveConnectionPolicy

12.12　SyncScopePolicy

12.13　QoS例外
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12.1　概要
QoS（Quality of Service）APIの Borland Enterprise Server VisiBrokerでのインプリ
メンテーションについて説明します。QoS APIによって，ポリシーを使用して，ユーザ
のクライアントアプリケーションとサーバとの間のコネクションを定義したり管理した
りできます。ポリシーの作成方法については，「4.9　PortableServer.POA」を参照して
ください。

QoSは，VisiBroker ORBレベルのポリシー，スレッドレベルのポリシー，およびオブ
ジェクトレベルのポリシーを管理するために，それぞれ次のクラスを提供しています。

● VisiBroker ORBレベルのポリシー
VisiBroker ORBレベルのポリシーは，ローカルの PolicyManagerが取り扱います。
PolicyManagerによって，ポリシーを設定したり，現在のポリシーのオーバーライド
を参照できます。システムデフォルトをオーバーライドする VisiBroker ORBレベル
でのポリシーです。

●スレッドレベルのポリシー
スレッドレベルのポリシーは，PolicyCurrentによって設定します。PolicyCurrent
は，スレッドレベルでのポリシーのオーバーライドを参照したり設定したりするため
の各種オペレーションを格納しています。システムデフォルトと VisiBroker ORBレ
ベルで設定した値をオーバーライドするスレッドレベルでのポリシーです。

●オブジェクトレベルのポリシー
オブジェクトレベルのポリシーは，継承元 Objectインタフェースの QoSオペレー
ションにアクセスすることによって適用できます。システムデフォルト，VisiBroker 
ORBレベル，およびスレッドレベルで設定した値をオーバーライドするオブジェクト
レベルでのポリシーです。
378



12.　QoSインタフェースとクラス（Java）
12.2　PolicyManager
 
public interface org.omg.CORBA.PolicyManager extends
    org.omg.CORBA.Object,
    org.omg.CORBA.PolicyManagerOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，VisiBroker ORBレベルでのポリシーオーバーライドにアクセス
するために使用します。VisiBroker ORBレベルで定義されたポリシーは，任意のシステ
ムデフォルトをオーバーライドします。マネージャスレッドに属するインスタンスには，
resolve_initial_references("PolicyManager")を使用して PolicyManagerにナロウイング
することでアクセスできます。

12.2.1　IDLの定義
 
module CORBA {
    ...
    interface PolicyManager {
        PolicyList get_policy_overrides(in PolicyTypeSeq ts);
        void set_policy_overrides(in Policy[ ] policies,
            in SetOverrideType set_add)
            raises (InvalidPolicies);
    };
};

12.2.2　PolicyManagerのメソッド
● Policy[ ] get_policy_overridesget_policy_overridesget_policy_overridesget_policy_overrides(

int[ ]int[ ]int[ ]int[ ])
このメソッドは，要求した型のポリシーをすべて返します。引数に空のシーケンスを
指定した場合，（つまり，長さ 0の配列を指定した場合）該当するスコープのポリシー
をすべて返します。指定したポリシーの型が対象 PolicyManagerに設定されていない
場合は，空のシーケンスを返します。

● void set_policy_overridesset_policy_overridesset_policy_overridesset_policy_overrides(
Policy[ ] policiespoliciespoliciespolicies,
SetOverrideType set_addset_addset_addset_add)
throws

InvalidPolicy
このメソッドは，指定したリストで現在のポリシーオーバーライドを更新します。こ
のメソッドにポリシーとして空のシーケンスを処理モードとして SET_OVERRIDEを
指定して呼び出すと，PolicyManagerからオーバーライドをすべて削除します。この
メソッドを使用してオーバーライドできるポリシーは，クライアント側でオペレー
ションの呼び出しに適用したポリシーだけです。それ以外のポリシーをオーバーライ
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ドしようとすると，CORBA.NO_PERMISSION例外が発生します。リクエストに
よって，対象 PolicyManagerのオーバーライドポリシーに矛盾が生じる場合は，ポリ
シーの変更も追加も実行されないで，InvalidPolicies例外が発生します。ほかの
PolicyManagerに設定されたポリシーとの互換性はチェックされません。
• policies

Policyオブジェクトのリファレンスの列
• set_add

org.omg.CORBA.SetOverrideType型のパラメタ。このパラメタは，指定したポリ
シーを，オーバーライドがすでに登録されている PolicyManagerに追加するか
（ADD_OVERRIDE），オーバーライドが登録されていない PolicyManagerに追加
するか（SET_OVERRIDE）を示します。リクエストによって，指定した
PolicyManagerに矛盾が生じる場合は，ポリシーの変更も追加も実行されないで，
InvalidPolicies例外が発生します。
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12.3　PolicyCurrent
 
public interface org.omg.CORBA.PolicyCurrent extends
    org.omg.CORBA.PolicyCurrentOperations,
    org.omg.CORBA.PolicyManager,
    org.omg.CORBA.Current,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，PolicyManagerと Currentから，新しいメソッドを追加しない
で派生したインタフェースです。このため，PolicyManagerインタフェースのオペレー
ションはすべて PolicyCurrentインタフェースでも使用できます。詳細については，
「12.2　PolicyManager」を参照してください。

PolicyCurrentインタフェースを使用すると，スレッドレベルでオーバーライドされたポ
リシーにアクセスできます。スレッドの PolicyCurrentオブジェクトのリファレンスは，
PolicyCurrentの識別子を指定した org.omg.CORBA.ORB.resolve_initial_referencesメ
ソッドを呼び出すことで取得できます。

12.3.1　IDLの定義
 
interface PolicyCurrent :PolicyManager,Current {
};
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12.4　Object
 
public interface org.omg.CORBA.Object
 

CORBA 2.4仕様には限られた QoSのサポートしかないため，Borland Enterprise 
Server VisiBrokerは org.omg.CORBA.Objectを継承して OMG Messaging仕様に従っ
た拡張 QoSのサポートを提供しています。このため，2種類の Objectインタフェースが
あることになっています。拡張機能を使用する場合は，org.omg.CORBA.Objectを
com.inprise.vbroker.CORBA.Objectにキャストしてください。OMG Messaging仕様に
規定されている追加メソッドは現在の CORBA 2.4ではまだ利用できないので，追加メ
ソッドを com.inprise.vbroker.CORBA.Objectに追加することによって，QoSの機能を
実現します。

12.4.1　org.omg.CORBA.Objectのメソッド
● public org.omg.CORBA.Policy _get_policy_get_policy_get_policy_get_policy(

int typetypetypetype)
該当するオブジェクトリファレンスの有効ポリシーを返します。このポリシーは，リ
クエストが発行された場合に使用されるポリシーです。このメソッドは最初に，
_get_client_policyが返す PolicyTypeの有効オーバーライドを取得することによって，
有効ポリシーを判定します。
次に，IORに指定されたポリシーと有効オーバーライドを比較します。有効ポリシー
は，有効オーバーライドと IORに指定されたポリシーが許容する値の共通部分です。
共通部分が空の場合は，INV_POLICYシステム例外が発生します。空でない場合は，
値が共通部分のポリシーを有効ポリシーとして返します。IORにポリシー値の指定が
ない場合は，適当な値を使用してもよいことを意味します。オブジェクトリファレン
スに対して _get_policyメソッドを呼び出す前に，_non_existentメソッドまたは
_validate_connectionメソッドを呼び出すと，返される有効ポリシーの正確さが保証
されます。
_get_policyを，オブジェクトリファレンスをバインドする前に呼び出すと，インプリ
メンテーション依存の有効ポリシーが返されます。この状況では，仕様に従って生成
したインプリメンテーションは次のどれかの動作を実行する可能性があります。
• CORBA.BAD_INV_ORDER例外が発生します。
• バインドごとに変更される可能性のある PolicyTypeの値を返します。
• バインドを試みて有効ポリシーを返します。

RebindPolicyに TRANSPARENT，VB_TRANSPARENT，または
VB_NOTIFY_REBINDが設定されている場合は，透過的なリバインドによって，有
効ポリシーは呼び出しごとに変わる可能性があります。

● org.omg.CORBA.Object _set_policy_override_set_policy_override_set_policy_override_set_policy_override(
const Policy[ ] _policies_policies_policies_policies,
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SetOverrideType _set_add_set_add_set_add_set_add)
throws

org.omg.CORBA.InvalidPolicy
このメソッドは，指定したオブジェクトレベルでのポリシーオーバーライドのリスト
で新規オブジェクトリファレンスを返します。さらに，オブジェクト，スレッド，ま
たは VisiBroker ORBのカレントのポリシーを，指定したポリシーオーバーライドの
リストで更新します。

12.4.2　com.inprise.vbroker.CORBA.Objectのメソッド
● public org.omg.CORBA.Policy _get_client_policy_get_client_policy_get_client_policy_get_client_policy(

int typetypetypetype)
_get_client_policyメソッドは，サーバ側ポリシーとの共通部分を考慮しないで，オブ
ジェクトリファレンスの有効オーバーライドポリシーを返します。有効オーバーライ
ドは，まず，指定した PolicyTypeのオーバーライドをオブジェクトのスコープで
チェックし，次にカレントスコープでチェックし，最後に VisiBroker ORBのスコー
プでチェックして取得します。指定した PolicyTypeにオーバーライドが登録されてい
なければ，その PolicyType固有のシステム依存デフォルト値を使用します。デフォル
トのポリシー値は指定されないので，ポータブルなアプリケーションは，必要な「デ
フォルト」を VisiBroker ORBのスコープで設定することを求められています。

● org.omg.CORBA.Policy[ ] _get_policy_overrides_get_policy_overrides_get_policy_overrides_get_policy_overrides(
int[ ] typestypestypestypes)

_get_policy_overridesメソッドは，オブジェクトレベルで指定したポリシー型のポリ
シーオーバーライドのリストを返します。引数に空のシーケンスを指定した場合，（つ
まり，長さ 0の配列を指定した場合）オブジェクトレベルのオーバーライドをすべて
返します。オブジェクトレベルで PolicyTypesが一つもオーバーライドされていない
場合は，空のシーケンスを返します。

● boolean _validate_connection_validate_connection_validate_connection_validate_connection(
org.omg.CORBA.PolicyListHolder inconsistent_policiesinconsistent_policiesinconsistent_policiesinconsistent_policies)

_validate_connectionメソッドは，該当するオブジェクトのカレントの有効ポリシー
で呼び出しができるかどうかを Boolean値で返します。呼び出しができる場合は true
を返します。オブジェクトリファレンスがバインド済みでない場合，このメソッドは
オペレーションの一環としてバインディングを実行します。バインド済みの場合でも，
カレントのポリシーオーバーライドが変更されていたり，何らかの理由でバインディ
ングが無効になっている場合は，RebindPolicyオーバーライドの設定に関係なくリバ
インドされます。
カレントの有効 RebindPolicyが暗黙的なリバインドを許可していない場合，そのよう
なリバインドを強制的にできるのは _validate_connectionだけです。バインドやリバ
インドの実行を試みると，VisiBroker ORBによって GIOPの LocateRequests処理が
実行されます。
カレントの有効ポリシーで呼び出すと INV_POLICYシステム例外が発生する場合，
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このメソッドは falseを返します。カレントの有効ポリシーに互換性がない場合，out
パラメタ「inconsistent_policies」に非互換性を生じさせたポリシーを格納します。こ
のパラメタに返されたポリシーのリストはすべての原因を網羅しているわけではあり
ません。ポリシーのオーバーライドに関係しない原因によってバインディングが失敗
した場合は，その原因に応じたシステム例外が発生します。
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12.5　RebindPolicy
 
public interface org.omg.Messaging.RebindPolicy extends
    org.omg.Messaging.RebindPolicyOperations,
    org.omg.CORBA.Policy,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

VisiBrokerでの RebindPolicyのインプリメンテーションは，CORBA 2.4仕様に完全に
従ったインプリメンテーションです。さらに，VisiBrokerではオブジェクト障害後
osagentを使用したほかのオブジェクトの呼び出しをサポートするための拡張をしていま
す。

RebindPolicyは，クローズしたコネクション，GIOPのロケーションフォワードメッ
セージ，およびオブジェクト障害をクライアント側の VisiBroker ORBがどのように処
理するかを決定します。VisiBroker ORBは org.omg.CORBA.Objectインスタンスにあ
る有効ポリシーを参照して，オブジェクト障害後 osagentを使用したほかのオブジェク
トの呼び出し，リバインド，および再接続を処理します。

VisiBroker ORBが対象サーバに正常にバインドされたあとで，VisiBroker ORBが透過
的にリバインドするかどうかが，OMGが定義したポリシーの値によって決定されます。
また，VisiBroker ORBがターゲットのオブジェクトにバインドされたあとで，
VisiBroker ORBが透過的にオブジェクト障害後 osagentを使用したほかのオブジェクト
の呼び出しをするかどうかが，継承されたポリシーの値によって決定されます。

注
RebindPolicyが実行されるのは，オブジェクトに正常にバインドされたあとだけで
す。GIOPに従ったプロトコルの場合，オブジェクトリファレンスは LocateReply
メッセージが返されたあとでバインドされるとみなされます。

RebindPolicyの値によって切断，オブジェクトフォワードリクエスト，またはオブジェ
クト障害の対処方法が決定されます。

12.5.1　IDLの定義
 
#pragma prefix "omg.org"
 
module Messaging {
    typedef short RebindMode;
    const CORBA::PolicyType REBIND_POLICY_TYPE =23;
    interface RebindPolicy::CORBA::Policy {
        readonly attribute RebindMode rebind_mode;
    };
};
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12.5.2　ポリシーの値
RebindPolicyとして設定できる OMGのポリシー値について，次の表に示します。

表 12-1　OMGのポリシー値（Java）

RebindPolicyに設定できる VisiBroker固有のポリシー値について，次の表に示します。

表 12-2　VisiBroker固有のポリシー値（Java）

注
ユーザのクライアントの有効ポリシーが VB_TRANSPARENTであり，かつ状態
データを保存しているサーバと連携している場合，VB_TRANSPARENTはそのク
ライアントを新規サーバに接続することがあります。この場合，クライアントは
サーバが変更されたことを認識しないで，元のサーバに保存されていた状態データ

ポリシー値 説明

TRANSPARENT このポリシーは，リモートリクエスト実行時に，オブジェクト障害後
osagentを使用してほかのオブジェクトを呼び出すことと必要な再接続処理
を VisiBroker ORBが暗黙的に実行することを許可します。これは，最も制
限を加えない値です。

NO_REBIND このポリシーは，リモートリクエスト実行時に，クローズしたコネクション
の再開を VisiBroker ORBが暗黙的に実行することを許可します。ただし，
クライアント側で有効になっている QoSポリシーに変更を加えるような，透
過的な呼び出し（オブジェクト障害後 osagentを使用してほかのオブジェク
ト呼び出すこと）は許可しません。

NO_RECONNECT このポリシーは，オブジェクト障害後 osagentを使用してほかのオブジェク
トを呼び出すことと，クローズしたコネクションの再開を VisiBroker ORB
が暗黙的に実行することを禁止します。これは，最も制限を加える値です。

ポリシー値 説明

com.inprise.vbroker.QoSExt.V
B_TRANSPARENT

これは，TRANSPARENTのオブジェクト障害後 osagentを使用し
たほかのオブジェクトの呼び出しをする動作を継承したポリシーで
す。これはデフォルトポリシーです。
サーバダウンが原因でリモート呼び出しが失敗するときにこのポリ
シーを設定すると，VisiBroker ORBは osagentを使用してほかの
サーバへの再接続を試みます。リバインドに成功すると，クライア
ントの VisiBroker ORBは通信障害をマスクし，呼び出し元のス
レッドに例外を返しません。

com.inprise.vbroker.QoSExt.V
B_NOTIFY_REBIND

VB_NOTIFY_REBINDは VB_TRANSPARENTと同様の動作をし
ますが，通信障害を検知した場合に例外を発生します。もう一度呼
び出しをすると，このポリシーは，ほかのオブジェクトへの透過的
な再接続を試みます。

com.inprise.vbroker.QoSExt.V
B_NO_REBIND

VB_NO_REBINDは，オブジェクト障害後，osagentを使用してほ
かのオブジェクトを呼び出すことを有効にしません。また，オブ
ジェクトの転送も許可しません。クライアント VisiBroker ORBが，
同じサーバに対してクローズしたコネクションを再開することだけ
を許可します。
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は失われます。
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12.6　RebindForwardPolicy
 
public interface com.inprise.vbroker.QoSExt.RebindForwardPolicy
    extends 
com.inprise.vbroker.QoSExt.RebindForwardPolicyOperations,
    org.omg.CORBA.Policy,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

RebindForwardPolicyは，LOCATION_FORWARD時に接続が失敗した場合に，クライ
アントの VisiBroker ORBがリバインドを実行するかどうかを決定します。また，クラ
イアントが新規オブジェクトにフォワードされたとき，新規フォワード先オブジェクト
への接続を試みます。接続に失敗した場合，VisiBroker ORBは透過的に元のオブジェク
ト（フォワード元）に接続し直します。この再接続は，次に示す場合に実行されます。

• この時点でのフォワード数の合計が，当該ポリシーに指定した forward_countの値を
超えていない場合

• 同じフォワード先への接続を試みた直後ではない場合

vbroker.orb.rebindForwardプロパティは，VisiBroker ORBレベルで forward_countの
値を設定します。forward_countの値は，QoSポリシーと同様，VisiBroker ORBレベ
ル，スレッドレベル，またはオブジェクトレベルでオーバーライドできます。

デフォルト値の 0は，制限を設定しないことを指定します。

12.6.1　IDLの定義
 
#pragma prefix "inprise.org"
 
module QoSExt{
    typedef short ForwardCount;
    const CORBA::PolicyType REBIND_FORWARD_POLICY_TYPE
                                               = 0x56495314
    interface RebindForwardPolicy::CORBA::Policy {
        readonly attribute ForwardCount forward_count;
    };
};
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12.7　RelativeConnectionTimeoutPolicy
 
public interface com.inprise.vbroker.QoSExt.
    RelativeConnectionTimeoutPolicy extends
    
com.inprise.vbroker.QoSExt.RelativeConnectionTimeoutPolicyOperatio
ns,
    org.omg.CORBA.Policy,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

RelativeConnectionTimeoutPolicyは，有効なエンドポイントを使用してオブジェクト
と接続しようとしたときに，どれだけの時間，接続に成功しなければ処理をタイムアウ
トするかを表します。ファイアウォールに保護されたオブジェクトで，オブジェクトへ
の接続手段が HTTPトンネリング以外にない場合，タイムアウトしやすくなります。

注
このポリシーはプロセス内通信には適用されません。
insert_ulonglong型のポリシーは，100ナノ秒単位でタイムアウトを指定します。
タイムアウトは，VisiBroker ORBが接続を試みるエンドポイントのそれぞれに適用
されます。したがって，複数の接続リクエストが発行された場合，経過時間は，設
定したタイムアウトの倍数となります。その精度も Java VMのインプリメンテー
ションによって制限されます。

12.7.1　IDLの定義
 
#pragma prefix "inprise.com"
 
module QoSExt{
    const CORBA::PolicyType RELATIVE_CONN_TIMEOUT_POLICY_TYPE
                                                  = 0x56495304
    interface RelativeConnectionTimeoutPolicy : CORBA::Policy {
        readonly attribute TimeBase::TimeT relative_expiry:
    };
};
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12.8　Messaging.RelativeRequestTimeoutPolic
y

 
public interface org.omg.Messaging.RelativeRequestTimeoutPolicy
    extends 
org.omg.Messaging.RelativeRequestTimeoutPolicyOperations,
    org.omg.CORBA.Policy,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

RelativeRequestTimeoutPolicyは，リクエストが渡されるときのタイムアウトを指定し
ます。指定した時間が経過すると，リクエストは取り消されます。このポリシーは，同
期呼び出しと非同期呼び出しの両方に適用されます。指定したタイムアウト以内にリク
エストが完了するとみなされるため，タイムアウトによって応答が破棄されることはあ
りません。タイムアウトの値は 100ナノ秒単位で指定します。

12.8.1　IDLの定義
 
#pragma prefix "omg.org"
 
module Messaging {
    const CORBA::PolicyType RELATIVE_REQ_TIMEOUT_POLICY_TYPE = 31;
    interface RelativeRequestTimeoutPolicy : CORBA::Policy {
        readonly attribute TimeBase::TimeT relative_expiry;
    };
};
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12.9　Messaging.RelativeRoundtripTimeoutPoli
cy

 
public interface org.omg.Messaging.RelativeRoundtripTimeoutPolicy
    extends 
org.omg.Messaging.RelativeRoundtripTimeoutPolicyOperations,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

RelativeRoundtripTimeoutPolicyは，リクエストまたはその応答が渡されるときのタイ
ムアウトを指定します。指定した時間が経過しても応答が渡されない場合，リクエスト
は取り消されます。また，リクエストがすでに渡されて応答が返ってきた場合，応答は
タイムアウトに指定した時間が経過したときに破棄されます。このポリシーは，同期呼
び出しと非同期呼び出しの両方に適用されます。指定したタイムアウト以内にリクエス
トが完了するとみなされるため，タイムアウトによって応答が破棄されることはありま
せん。タイムアウトの値は 100ナノ秒単位で指定します。

12.9.1　IDLの定義
 
#pragma prefix "omg.org"
 
module Messaging {
    const CORBA::PolicyType RELATIVE_RT_TIMEOUT_POLICY_TYPE = 32;
    interface RelativeRoundtripTimeoutPolicy : CORBA::Policy {
        readonly attribute TimeBase::TimeT relative_expiry;
    }
};
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12.10　DeferBindPolicy
 
public interface com.inprise.vbroker.QoSExt.DeferBindPolicy extends
    com.inprise.vbroker.QoSExt.DeferBindPolicyOperations,
    org.omg.CORBA.Policy,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，リモートオブジェクトが最初に生成されたときに VisiBroker 
ORBがすぐにコンタクトをするのか，それとも呼び出しがあるまでコンタクトを延期す
るのかを決定します。デフォルトでは，VisiBroker ORBは bind()を発行したときに
（リモート）オブジェクトに接続します。DeferBindPolicyに TRUEが設定されている場
合は，VisiBroker ORBは呼び出しがあるまでそのオブジェクトにコンタクトしません。

クライアントオブジェクトを生成し，DeferBindPolicyを TRUEに設定すると，サーバ
の起動を呼び出しがあるまで延期できます。このオプションは，生成された Helperクラ
スの Bindメソッドのオプションとして以前からあったものです。

12.10.1　IDLの定義
 
#pragma prefix "inprise.com"
 
module QoSExt{
    const CORBA::PolicyType DEFER_BIND_POLICY_TYPE =
                                          0x56495305
    interface DeferBindPolicy: CORBA::Policy {
        readonly attribute boolean value:
    }
};
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12.11　ExclusiveConnectionPolicy
 
public interface com.inprise.vbroker.QoSExt.
    ExclusiveConnectionPolicy extends
    com.inprise.vbroker.QoSExt.ExclusiveConnectionPolicyOperations,
    org.omg.CORBA.Policy, org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

ExclusiveConnectionPolicyは，指定したサーバオブジェクトとの排他接続（共有でない
接続）を確立するための，VisiBroker固有のポリシーです。このポリシーは，trueまた
は falseのブール値を持ちます。trueが設定された場合は，サーバオブジェクトへの排
他接続をオープンします。falseが設定された場合で既存のコネクションを再使用できる
ときは，既存のコネクションを再使用します。既存のコネクションを再使用できないと
きは，新しいコネクションをオープンします。デフォルトは falseです。

このポリシーに trueを設定した場合は，「vbroker.ce.iiop.ccm.connectionMax」が有効
にならないため，このプロパティに指定した値以上のコネクションが使用される可能性
があります。

このポリシーは，VisiBroker 3.xの Object._clone()と同じ動作をします。

このポリシーが有効になるのは次のような場合です。

• _bind()前に ORBまたは PolicyCurrentに対して Policyを設定している場合
• string_to_objectで作成した Objectを呼び出す前に，ORBまたは PolicyCurrentに対
して Policyを設定している場合

• string_to_objectや _bindで作成した Objectに対して Policyを設定し，Policyを設定
された Objectに対してリクエストを行う場合

12.11.1　IDLの定義
 
module QoSExt {
  const CORBA::PolicyType EXCLUSIVE_CONNECTION_POLICY_TYPE = 
0x56495320;
  interface ExclusiveConnectionPolicy :CORBA::Policy {
    /** Returns the current setting of */
    /** the ExclusiveConnectionPolicy  */
    readonly attribute boolean value;
  };
};
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12.12　SyncScopePolicy
 
public interface org.omg.Messaging.SyncScopePolicy extends
    org.omg.Messaging.SyncScopePolicyOperations,
    org.omg.CORBA.Policy,
    org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このインタフェースは，CORBA::Policyから派生したローカルオブジェクトです。この
インタフェースは，一方向オペレーションに適用され，オペレーション要求の対象への
同期のスコープを示します。非一方向オペレーションが呼び出された場合は無視されま
す。このポリシーは，DIIが INV_NO_RESPONSEのフラグで使用されているときも適
用されます。それは，インタフェース定義を照会してオペレーションが一方向かどうか
を調べるための DIIのインプリメンテーションが不要なためです。このポリシーのデ
フォルトは SYNC_WITH_TRANSPORTです。各アプリケーションは，
SyncScopePolicyを明示的に設定して，VisiBroker ORBインプリメンテーション間の
ポータビリティを保障する必要があります。SyncScopePolicyのインスタンスが作成さ
れると，Messaging::SyncScope型の値が CORBA::ORB::create_policyに渡されます。
このポリシーは，クライアント側のオーバーライドとしてだけ適用できます。

12.12.1　IDLの定義
 
module Messaging {
    interface SyncScopePolicy :CORBA::Policy {
        readonly attribute SyncScope synchronization;
    };
};
 

12.12.2　SyncScopeポリシーの値
SyncScopeポリシーの値と動作を次の表に示します。

表 12-3　SyncScopeのポリシー値（Java）

ポリシー値 説明

SYNC_NONE VisiBroker ORBは，リクエストメッセージをトランスポートプロトコル
に渡す前に（例えば，メソッド呼び出しから），クライアントに制御を返
します。クライアントは，動作を抑止しないことが保障されます。サー
バから応答はないため，このレベルの同期ではロケーションフォワード
は実行されません。

SYNC_WITH_TRANSPOR
T

VisiBroker ORBは，リクエストメッセージをトランスポートプロトコル
に渡したあとに，クライアントに制御を返します。サーバから応答はな
いため，このレベルの同期ではロケーションフォワードは実行されませ
ん。
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SYNC_WITH_SERVER サーバ側 VisiBroker ORBは，対象インプリメンテーションを呼び出す
前に応答を送信します。NO_EXCEPTIONの応答が送信された場合，必
要なロケーションフォワードがすでに発生しています。この応答受信時
に，クライアント側 VisiBroker ORBは，制御をクライアントアプリ
ケーションに返します。クライアントは，ロケーションフォワードがす
べて完了するまで動作を抑止します。POAを使用しているサーバの場
合，応答は，ServantManagerが呼び出されてから対象サーバントにリ
クエストが渡されるまでの間に送信されます。

SYNC_WITH_TARGET CORBA 2.2の，同期型非一方向オペレーションと同等です。サーバ側
VisiBroker ORBは，オペレーション呼び出し先でオペレーションが完了
したあとに，応答メッセージの送信だけを実行します。
LOCATION_FORWARDの応答は，オペレーション呼び出し前に送信済
みです。SYSTEM_EXCEPTIONの応答は，例外の構文に従った任意の
時間に送信できる状態となります。一方向と定義されている場合でも，
実際は，オペレーションは同期オペレーションと同様に動作します。こ
の形式の同期では，対象オペレーションがリクエストを解釈し，そのリ
クエストに従って実行したことをクライアントが認識していることが保
障されます。CORBA 2.2と同様，この最高レベルの同期では，OTSだ
けを使用できます。これより低いレベルの同期で呼び出されたオペレー
ションでは，対象はクライアントのカレントトランザクションに入れま
せん。

ポリシー値 説明
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12.13　QoS例外

QoSで発生する例外について，次の表に示します。

表 12-4　QoSで発生する例外（Java）

例外 説明

org.omg.CORBA.INV_POLICY ポリシーオーバーライド間に互換性がない場合に発生します。

org.omg.CORBA.REBIND RebindPolicyに NO_REBIND，NO_RECONNECT，または
VB_NOTIFY_REBINDを設定し，バインドされたオブジェクトリ
ファレンスの呼び出しがオブジェクトフォワードメッセージまたは
ロケーションフォワードメッセージとなった場合に発生します。

org.omg.CORBA.PolicyError 指定したポリシーがサポートされていない場合に発生します。
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13　IOPおよび IIOPのインタ
フェースとクラス（Java）
この章では，General Inter-ORB Protocolの主なインタフェー
ス，および CORBA仕様で定義されたそのほかの構造体の，
Borland Enterprise Server VisiBrokerでのインプリメンテー
ションについて，Java言語でのインタフェースを説明します。

13.1　IIOP.ProfileBody

13.2　IOP.IORValue

13.3　IOP.ServiceContext

13.4　IOP.TaggedProfile
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13.　IOPおよび IIOPのインタフェースとクラス（Java）
13.1　IIOP.ProfileBody
 
public final class com.inprise.vbroker.IIOP.ProfileBody extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，オブジェクトがサポートするプロトコルについての情報を含んでいます。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

13.1.1　IDLの定義
 
struct ProfileBody {
    ::GIOP::Version iiop_version;
    string host;
    unsigned short port;
    ::CORBA::OctetSequence object_key;
    sequence<::IOP::TaggedComponent>components;
};

13.1.2　IIOP.ProfileBodyの変数
● public com.inprise.vbroker.GIOP.Version iiop_versioniiop_versioniiop_versioniiop_version

IIOPがサポートするバージョンを表します。

● public java.lang.String hosthosthosthost
オブジェクトがインプリメントされるホスト名を表します。

● public short portportportport
オブジェクトへのコネクションを確立するために使用するポート番号を表します。

● public byte[ ] object_keyobject_keyobject_keyobject_key
オブジェクトリファレンスを一意に識別するために使用し，オブジェクトをインプリ
メントするサーバントを見つけるための情報を格納します。
オブジェクトキーはベンダ固有の形式で格納され，IORが生成されたときに生成され
ます。

● public com.inprise.vbroker.IOP.TaggedComponent[ ] componentscomponentscomponentscomponents
0個以上の TaggedComponentオブジェクトのシーケンスを表します。このプロファ
イルが記述するオブジェクトの呼び出しに使用できる追加情報を格納するために使用
します。
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13.1.3　IIOP.ProfileBodyのコンストラクタ
● public ProfileBodyProfileBodyProfileBodyProfileBody( )
空の ProfileBodyを生成します。

● public ProfileBodyProfileBodyProfileBodyProfileBody(
com.inprise.vbroker.GIOP.Version iiop_versioniiop_versioniiop_versioniiop_version,
java.lang.String hosthosthosthost,short portportportport,byte[ ] object_keyobject_keyobject_keyobject_key,
com.inprise.vbroker.IOP.TaggedComponent[ ] componentscomponentscomponentscomponents)

指定した IIOPバージョン，ホスト名，ポート番号，オブジェクトキー，およびコン
ポーネントで初期化した ProfileBodyを生成します。
• iiop_version
サポートする IIOPのバージョン

• host
オブジェクトがインプリメントされるホスト名

• port
オブジェクトのコネクション確立時に使用するポート番号

• object_key
オブジェクトのキー

• components
0個以上の TaggedComponentオブジェクトのシーケンス。このプロファイルが記
述するオブジェクトの呼び出しに使用できる追加情報を格納するために使用します。
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13.2　IOP.IORValue
 
public abstract class com.inprise.vbroker.IOP.IORValue extends
    java.lang.Object implements 
org.omg.CORBA.portable.StreamableValue
 

このクラスは，インターオペラブルオブジェクトリファレンスを表し，オブジェクトリ
ファレンスについての重要な情報を提供するために使います。クライアントアプリケー
ションは ORB::object_to_stringメソッドを呼び出して IORを生成できます。
ORB::object_to_stringメソッドについては，「4.5　ORB」を参照してください。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

13.2.1　IDLの定義
 
valuetype IORValue {
    public string type_id;
    public ProfileValueSeq profiles;
    IOR toIOR( );
    IORValue copy( );
    boolean matchesTemplate (in IORValue iorv);
};

13.2.2　IOP.IORValueの変数
● public java.lang.String type_idtype_idtype_idtype_id
この IORによって表されるオブジェクトリファレンスの型を記述します。

● public com.inprise.vbroker.IOP.ProfileValue[ ] profilesprofilesprofilesprofiles
一つ以上の TaggedProfileオブジェクトのシーケンスを表します。そのオブジェクト
には，サポートしているプロトコルについての情報が含まれています。

13.2.3　IOP.IORValueのメソッド
● public com.inprise.vbroker.IOP.IOR toIORtoIORtoIORtoIOR( )

IORに変換します。

● public com.inprise.vbroker.IOP.IORValue copycopycopycopy( )
IORValueの複製を作成します。

● public boolean matchesTemplatematchesTemplatematchesTemplatematchesTemplate(
IORValue iorviorviorviorv)

IORValueがテンプレート IORValueと一致しているか調べます。
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13.3　IOP.ServiceContext
 
public final class com.inprise.vbroker.IOP.ServiceContext extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，リクエストまたは応答を渡すときに付加するサーバ固有のコンテキスト
情報を表します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

13.3.1　IDLの定義
 
struct ServiceContext {
    ::IOP::ServiceID context_id;
    ::CORBA::OctetSequence context_data;
};

13.3.2　IOP.ServiceContextの変数
● public int Context_idContext_idContext_idContext_id
特定のサービスとデータ形式を識別します。

● public byte[ ] context_datacontext_datacontext_datacontext_data
context_idで識別されるサービスに対応するコンテキストデータを表します。このコ
ンテキストデータはサービス固有の形式でエンコードされ，オクテットのシーケンス
としてカプセル化されます。

13.3.3　IOP.ServiceContextのコンストラクタ
● public ServiceContextServiceContextServiceContextServiceContext( )
空の ServiceContextを生成します。

● public ServiceContextServiceContextServiceContextServiceContext(
int context_idcontext_idcontext_idcontext_id, byte[ ] context_datacontext_datacontext_datacontext_data)

指定した識別子とデータで初期化した ServiceContextを生成します。
• context_id
特定のサービスとデータ形式を識別します。

• context_data
オクテットのシーケンスとしてカプセル化したサービス固有のデータを示します。
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13.4　IOP.TaggedProfile
 
public final class com.inprise.vbroker.IOP.TaggedProfile extends
    java.lang.Object implements org.omg.CORBA.portable.IDLEntity
 

このクラスは，サポートするプロトコルと，そのプロトコルがオブジェクトを識別する
ために必要とするカプセル化された基本情報を表します。

このクラスには，Helperクラスと Holderクラスもあります。これらのクラスとそのメ
ソッドの詳細については，「3.　生成されるインタフェースとクラス（Java）」を参照し
てください。

13.4.1　IDLの定義
 
struct TaggedProfile {
    ::IOP::ProfileId tag;
    sequence <octet> profile_data;
};

13.4.2　IOP.TaggedProfileの変数
● public int tagtagtagtag
プロファイルデータの内容を識別する，次の値のどれかを指定します。
• TAG_INTERNET_IOP
標準 IIOPプロトコルであることを示します。

• TAG_MULTIPLE_COMPONENTS
プロファイルデータが，プロトコルで利用できる ORBサービスの一覧を含んでい
ることを示します。

• TAG_VB_LOCATOR
IORが，osagentが実 IORを受信するまで使用される interimの擬似オブジェクト
であることを示します。

• TAG_VSGN_LIOP
プロトコルが，ローカル IPC機能をカバーする IOPであることを示します。

● public byte[ ] profile_dataprofile_dataprofile_dataprofile_data
オブジェクトを識別するために必要なプロトコル情報をすべてカプセル化します。

13.4.3　IOP.TaggedProfileのコンストラクタ
● public TaggedProfileTaggedProfileTaggedProfileTaggedProfile( )
空の TaggedProfileを生成します。

● public TaggedProfileTaggedProfileTaggedProfileTaggedProfile(
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int tagtagtagtag, byte[ ] profile_dataprofile_dataprofile_dataprofile_data)
指定したタグとデータで初期化した TaggedProfileを生成します。
• tag
プロファイルデータの内容を識別する次の値のどれかを指定します。
TAG_INTERNET_IOP
TAG_MULTIPLE_COMPONENTS
TAG_VB_LOCATOR
TAG_VSGN_LIOP

• profile_data
IORに対するオペレーションを呼び出すために必要なプロトコル情報
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14　RMIインタフェースとクラ
ス（Java）
この章では，Java言語で RMI-IIOPをサポートするために使
用するインタフェースとクラスについて説明します。Borland 
Enterprise Server VisiBrokerは現在，VisiBroker 4.xの
RMI-IIOPのサーバ側でのプログラミングモデルをサポートし
ていません。サーバ側の各種 APIをここで説明してはいます
が，それらを使用すると OBJECT_NOT_EXIST例外が発生す
る可能性があります。

14.1　PortableRemoteObject
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14.1　PortableRemoteObject
 
public abstract class javax.rmi.PortableRemoteObject
    extends java.lang.Object { }
 

このクラスから継承してすべてのサーバインプリメンテーションを生成します。
RMI-IIOPのサーバインプリメンテーションは javax.rmi.PortableRemoteObjectから継
承するか，RMI-IIOPリモートインタフェースをインプリメントしてから，exportObject
メソッドを使用してサーバインプリメンテーション自体を一つサーバオブジェクトとし
て登録できます。クライアントは narrowメソッドを使用して，一般的なリモートインタ
フェースを特定のリモートインタフェースにナロウイングします。

14.1.1　PortableRemoteObjectのコンストラクタ
● public static void exportObjectexportObjectexportObjectexportObject(

Remote objobjobjobj)
サーバオブジェクトをリモート呼び出し受信ができる状態にします。このコンストラ
クタが呼び出す PortableRemoteObjectのサブクラスは，このメソッドを呼び出す必
要はありません。
• obj
エクスポートするサーバオブジェクト

14.1.2　PortableRemoteObjectのメソッド
● protected PortableRemoteObjectPortableRemoteObjectPortableRemoteObjectPortableRemoteObject( )
このメソッドは，exportObject( )を呼び出すことによってオブジェクトを初期化しま
す。

● public static Remote toStubtoStubtoStubtoStub(
Remote objobjobjobj)

このメソッドは，指定したサーバオブジェクトのスタブを返します。サーバは，リ
モート通信が受信できる状態でなければなりません。このためには，
PortableRemoteObject.connect(Remote，Remote)メソッドが必要な場合があります
（オブジェクトがリモートメソッド呼び出しの引数として渡されていない場合）。指定
したサーバオブジェクトにスタブが見つからない場合は，
java.rmi.NoSuchObjectException例外が発生します。
• obj
スタブを調べたいサーバオブジェクト。PortableRemoteObjectのサブクラスである
か，PortableRemoteObject.exportObject( )を呼び出していなければなりません。

● public static void unexportObjectunexportObjectunexportObjectunexportObject(
Remote objobjobjobj)
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このメソッドは，ランタイムからサーバオブジェクトの登録を解除します。登録を解
除したサーバオブジェクトは，ガーベッジコレクションの対象になります。リモート
オブジェクトが現在エクスポートされていない場合，
java.rmi.NoSuchObjectException例外が発生します。
• obj
エクスポートするオブジェクト

● public static java.lang.Object narrownarrownarrownarrow(
java.lang.Object narrowFromnarrowFromnarrowFromnarrowFrom, java.lang.Class narrowTonarrowTonarrowTonarrowTo)

このメソッドは，該当する RMI-IIOPオブジェクトを，narrowToクラスのリモート
インタフェースのスタブにナロウイングします。narrowFromを narrowToにキャス
トできない場合は ClassCastException例外が発生します。
• narrowFrom
型にキャストするオブジェクト

• narrowTo
キャストするオブジェクトの型

● public static void connectconnectconnectconnect(
Remote unconnectedunconnectedunconnectedunconnected, Remote connectedconnectedconnectedconnected)

このメソッドは，リモートオブジェクトを，リモート通信が実行できる状態にします。
通常，オブジェクトをリモートメソッド呼び出しの引数として送受信する場合に暗黙
的にこの状態になりますが，状況によっては，明示的にこれを実行した方がよい場合
があります。connectedに指定したオブジェクトが接続されていなかったり，
unconnectedに指定したオブジェクトがすでに接続されていたりした場合，
java.rmi.RemoteException例外が発生します。
• unconnected
接続するオブジェクト

• connected
接続済みのオブジェクト
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15　URLネーミングインタ
フェースとクラス（Java）
この章では，Borland Enterprise Server VisiBrokerの URL
ネーミングサービスで使用する Resolverインタフェースとク
ラスについて説明します。
以前のバージョンでは URLネーミングサービスは，Webネー
ミングサービスと呼ばれていました。

15.1　Resolver
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15.　URLネーミングインタフェースとクラス（Java）
15.1　Resolver
 
public interface Resolver extends Object
 

URLネーミングサービスを使用する場合，Resolverは ORBの
resolve_initial_referencesで呼び出されます。Resolver使用の詳細については，マニュ
アル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「URLネー
ミングの使用」の記述を参照してください。

 
interface Resolver {
 
    // Read Operations
    Object locate(in string url_s)
        raises (InvalidURL, CommFailure, ReqFailure);
 
    // Write Operations
    void force_register_url(in string url_s, in Object obj)
        raises (InvalidURL, CommFailure, ReqFailure);
 
    void register_url(in string url_s, in Object obj)
        raises (InvalidURL, CommFailure, ReqFailure,
                AlreadyExists);
};

15.1.1　Resolverのメソッド
● Object locatelocatelocatelocate(

String url_surl_surl_surl_s)
Resolverに接続する必要がある場合，クライアントアプリケーションは bindメソッ
ド呼び出し時にパラメタに URLを指定します。このとき，locate( )メソッドが，
bind( )メソッドから透過的に呼び出されます。
URLが無効の場合は，InvalidURL例外が発生します。
• url_s

URLの文字列

● void force_register_urlforce_register_urlforce_register_urlforce_register_url(
String url_surl_surl_surl_s, Object objobjobjobj)

このメソッドは，サーバのオブジェクトの IORを URLに対応づけて，そのオブジェ
クトを登録します。
force_register_urlメソッドを使用して URLとオブジェクトの IORを対応づけようと
した場合，URLがすでにそのオブジェクトに対応づけられているとき，新しい URL
対応が古い対応と入れ替わります。
• url_s

URLの文字列
• obj
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URLに対応づけるオブジェクト

● void register_urlregister_urlregister_urlregister_url(
String url_surl_surl_surl_s, Object objobjobjobj)

このメソッドは，サーバのオブジェクトの IORを URLに対応づけて，そのオブジェ
クトを登録します。
register_urlメソッドを使用して URLとオブジェクトの IORを対応づけようとした
場合に，URLがすでにオブジェクトに対応づけられているとき，AlreadyExists例外
が発生します。
• url_s

URLの文字列
• obj

URLに対応づけるオブジェクト
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16　ロケーションサービスイン
タフェースとクラス（Java）
この章では，スマートエージェントが管理するネットワーク上
にあるオブジェクトインスタンスの検索に使用できる，Java
言語のロケーションサービスのエージェントと
TriggerHandlerインタフェースについて説明します。ロケー
ションサービスの詳細については，マニュアル「Borland 
Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の
「ロケーションサービスの使用」の記述を参照してください。

16.1　Agent

16.2　Desc

16.3　Fail

16.4　TriggerDesc

16.5　TriggerHandler
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16.1　Agent
 
public interface Agent extends
    com.inprise.vbroker.CORBA.Object
 

ロケーションサービスエージェントはスマートエージェントが管理するネットワーク上
のオブジェクトインスタンスを検索できるインタフェースを提供します。Agentインタ
フェースのメソッドは，二つのグループに分けられます。一つは，インスタンスの情報
をスマートエージェントに問い合わせます。もう一つは，トリガーの登録，および登録
解除をします。

問い合わせは，インタフェースのリポジトリ ID，またはインタフェースのリポジトリ
IDと，インスタンス名の組み合わせに基づいてできます。問い合わせ結果は，オブジェ
クトリファレンス，またはそれよりも詳細なインスタンス記述を返せます。トリガーと
は，ロケーションサービスを利用しているクライアントにインスタンスの可用性の変化
を通知する通知機能です。

16.1.1　IDLの定義
 
interface Agent {
    HostnameSeq all_agent_locations( )
        raises(Fail);
    RepositoryIdSeq all_repository_ids( )
        raises(Fail);
    ObjSeq all_instances(in string repository_id)
        raises(Fail);
    ObjSeq all_replica(in string repository_id,
                       in string instance_name)
        raises(Fail);
    DescSeq all_instances_descs(in string repository_id)
        raises(Fail);
    DescSeq all_replica_descs(in string repository_id,
                              in string instance_name)
        raises(Fail);
    void reg_trigger(in TriggerDesc desc,
                     in TriggerHandler handler)
        raises(Fail);
    void unreg_trigger(in TriggerDesc desc,
                       in TriggerHandler handler)
        raises(Fail);
};

16.1.2　Agentのメソッド
● public java.lang.String[ ] all_agent_locationsall_agent_locationsall_agent_locationsall_agent_locations( )

throws
com.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail
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このメソッドは，osagentが常駐しているホスト名を取得します。
このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
使用できるエージェントがありません。または osagentとの通信に失敗しまし
た。

● public org.omg.CORBA.Object[ ] all_instancesall_instancesall_instancesall_instances(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id)
throws

com.inprise.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail
このメソッドは，指定されたリポジトリ IDを満足させる，インタフェースのインス
タンスのオブジェクトリファレンスを取得します。
• repository_id
リポジトリ IDを含む文字列

このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
リポジトリ IDが無効です。

● public com.inprise.vbroker.ObjLocation.Desc[ ] all_instances_descsall_instances_descsall_instances_descsall_instances_descs(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id)
throws

com.inprise.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail
このメソッドは，指定されたリポジトリ IDをインプリメントするインタフェースの
インスタンスに対する完全な記述情報を取得します。
• repository_id
リポジトリ IDを含む文字列

このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
リポジトリ IDが無効です。

● public org.omg.CORBA.Object[ ] all_replicaall_replicaall_replicaall_replica(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id, 
java.lang.String instance_nameinstance_nameinstance_nameinstance_name)
throws

com.inprise.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail
このメソッドは，指定されたリポジトリ IDとインスタンス名を満足させる，インタ
フェースのインスタンスのオブジェクトリファレンスを取得します。
• repository_id
リポジトリ IDを含む文字列

• instance_name
インスタンス名を含む文字列
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このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
リポジトリ ID，またはインスタンス名が無効です。

● public com.inprise.vbroker.ObjLocation.Desc[ ] all_replica_descsall_replica_descsall_replica_descsall_replica_descs(
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id, 
java.lang.String instance_nameinstance_nameinstance_nameinstance_name)
throws

com.inprise.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail
このメソッドは，指定されたリポジトリ IDをインプリメントし，指定したインスタ
ンス名を持つインタフェースの類似名インスタンスに対する完全な記述情報を取得し
ます。
• repository_id
リポジトリ IDを含む文字列

• instance_name
インスタンス名を含む文字列

このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
リポジトリ ID，またはインスタンス名が無効です。

● public java.lang.String[ ] all_repository_idsall_repository_idsall_repository_idsall_repository_ids( )
throws

com.inprise.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail
このメソッドは，任意の osagentが保持しているすべてのインタフェースを検索しま
す。
このメソッドでは次の例外が発生します。

Fail
リポジトリ IDが無効です。

● public void reg_triggerreg_triggerreg_triggerreg_trigger(
com.inprise.vbroker.ObjLocation.TriggerDesc descdescdescdesc,
com.inprise.vbroker.ObjLocation.TriggerHandler handlerhandlerhandlerhandler)
throws

com.inprise.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail
このメソッドは，トリガーハンドラを登録します。
• desc
インスタンスの記述。インスタンス記述として指定できるのは，リポジトリ ID，イ
ンスタンス名，およびホスト名など，インスタンス情報の組み合わせです。インス
タンス情報が多いほど，具体的にインスタンスの指定ができます。

• handler
登録対象の TriggerHandlerオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。
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Fail
該当するトリガーはありません。

● public void unreg_triggerunreg_triggerunreg_triggerunreg_trigger(
com.inprise.vbroker.ObjLocation.TriggerDesc descdescdescdesc,
com.inprise.vbroker.ObjLocation.TriggerHandler handlerhandlerhandlerhandler)
throws

com.inprise.inprise.vbroker.ObjLocation.Fail
このメソッドは，トリガーハンドラを登録解除します。
• desc
インスタンスの記述。インスタンス記述として指定できるのは，リポジトリ ID，イ
ンスタンス名，およびホスト名など，インスタンス情報の組み合わせです。インス
タンス情報が多いほど，具体的にインスタンスの指定ができます。

• handler
登録解除対象の TriggerHandlerオブジェクト

注
トリガーは何度も呼び出されることがあります。TriggerHandlerは，トリガー記
述を満たすオブジェクトがアクセスできるたびに呼び出されます。最初のインス
タンスがいつアクセスできるかということを知りたい場合，エージェントの
unreg_trigger( )メソッドを呼び出して，最初のイベントが見つかったあとはトリ
ガーを登録解除してください。

このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
該当するトリガーはありません。
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16.　ロケーションサービスインタフェースとクラス（Java）
16.2　Desc
 
public interface Desc
 

このインタフェースは，オブジェクトの特性を記述するための情報を含んでいます。ロ
ケーションサービスのメソッドには，Desc構造体をパラメタとして必要とするものや，
Desc構造体または Desc構造体の列を返すものがあります。

16.2.1　IDLの定義
 
struct Desc {
    CORBA::Object ref;
    ::IIOP::ProfileBodyValue iiop_locator;
    string repository_id;
    string instance_name;
    boolean activable;
    string agent_hostname;
};

16.2.2　Descの変数
● public boolean activableactivableactivableactivable
オブジェクトがオブジェクト活性化デーモンに登録されている場合，trueとなりま
す。オブジェクトが手動で起動され，osagentに登録されている場合，falseとなりま
す。

● public org.omg.CORBA.Object refrefrefref
定義するオブジェクトのリファレンスです。

● public com.inprise.vbroker.IIOP.ProfileBodyValue iiop_locatoriiop_locatoriiop_locatoriiop_locator
定義するオブジェクトのリファレンスです。

● public java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id
オブジェクトのリポジトリ IDです。

● public java.lang.String instance_nameinstance_nameinstance_nameinstance_name
オブジェクトのインスタンス名です。

● public java.lang.String agent_hostnameagent_hostnameagent_hostnameagent_hostname
このオブジェクトが登録されているスマートエージェントが動作しているホストの名
前です。

16.2.3　Descのコンストラクタ
● public DescDescDescDesc(
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16.　ロケーションサービスインタフェースとクラス（Java）
org.omg.CORBA.Object refrefrefref,
com.inprise.vbroker.IIOP.ProfileBodyValue iiop_locatoriiop_locatoriiop_locatoriiop_locator,
java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
java.lang.String instance_nameinstance_nameinstance_nameinstance_name,
boolean activableactivableactivableactivable,
java.lang.String agent_hostnameagent_hostnameagent_hostnameagent_hostname)

指定したパラメタで初期化した Descオブジェクトを生成します。
• ref
記述するオブジェクトのリファレンス

• iiop_locator
記述するオブジェクトのリファレンス

• repository_id
オブジェクトのリポジトリ ID

• instance_name
オブジェクトのインスタンス名

• activable
オブジェクトがオブジェクト活性化デーモンに登録されている場合，trueとなりま
す。オブジェクトが手動で起動され，osagentに登録されている場合，falseとなり
ます。

• agent_hostname
このオブジェクトが登録されているスマートエージェントが稼働しているホストの
名前

16.2.4　Descのメソッド
● public java.lang.String toStringtoStringtoStringtoString( )
このメソッドは，オブジェクトの内容を含む文字列を返します。
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16.　ロケーションサービスインタフェースとクラス（Java）
16.3　Fail
 
public interface Fail extends org.omg.CORBA.UserException
 

この例外は，各種エラーを示すために Agentクラスが発生させます。データメンバ
「FailReason」は，障害の性質を示します。

16.3.1　Fail変数
● com.inprise.vbroker.ObjLocation.FailReason reasonreasonreasonreason
障害の性質を示す次の値のどれかを示します。
• NO_AGENT_AVAILABLE
• INVALID_REPOSITORY_ID
• INVALID_OBJECT_NAME
• NO_SUCH_TRIGGER
• AGENT_ERROR
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16.　ロケーションサービスインタフェースとクラス（Java）
16.4　TriggerDesc
 
public final interface TriggerDesc
 

このインタフェースは，TriggerHandlerを登録する，一つ以上のオブジェクトの特性を
記述するために使用する情報を含みます。TriggerHandlerについては，「16.5　
TriggerHandler」を参照してください。

できる限り広範囲にオブジェクトを監視するには，次に示すメンバを nullに設定しま
す。多くの情報を指定するほど，対象オブジェクトを絞り込めます。

16.4.1　IDLの定義
 
struct TriggerDesc {
   string repository_id;
   string instance_name;
   string host_name;
};

16.4.2　TriggerDescの変数
● public java.lang.String host_namehost_namehost_namehost_name

TriggerHandlerで監視するオブジェクトのホスト名を表します。ネットワーク上のホ
ストをすべて対象とするには，nullを設定します。

● public java.lang.String instance_nameinstance_nameinstance_nameinstance_name
TriggerHandlerで監視するオブジェクトのインスタンス名を表します。監視可能なイ
ンスタンス名をすべて対象とするには，nullを設定します。

● public java.lang.String repository_idrepository_idrepository_idrepository_id
このメンバは，TriggerHandlerで監視するオブジェクトのリポジトリ IDを表しま
す。監視可能なリポジトリ IDをすべて対象とするには，nullを設定します。

16.4.3　TriggerDescのコンストラクタ
● public TriggerDescTriggerDescTriggerDescTriggerDesc(java.lang.String.repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,

java.lang.String instance_nameinstance_nameinstance_nameinstance_name,
java.lang.String hostnamehostnamehostnamehostname)

指定したパラメタで初期化した Descオブジェクトを生成します。
• repository_id

TriggerHandlerが監視するオブジェクトのリポジトリ ID。監視可能なすべてのリ
ポジトリ IDを含めるためには，nullを設定する場合があります。

• instance_name
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16.　ロケーションサービスインタフェースとクラス（Java）
TriggerHandlerが監視するオブジェクトのインスタンス名。監視可能なすべてのイ
ンスタンス名を含めるためには，nullを設定する場合があります。

• hostname
TriggerHandlerが監視するオブジェクトのあるホスト名。ネットワーク上のすべて
のホストを含めるためには，nullを設定する場合があります。

16.4.4　TriggerDescのメソッド
● public java.lang.String toStringtoStringtoStringtoString( )
このメソッドは，オブジェクトの内容を含む文字列を返します。
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16.　ロケーションサービスインタフェースとクラス（Java）
16.5　TriggerHandler
 
public interface TriggerHandler extends
    com.inprise.vbroker.CORBA.Object
 

このインタフェースは，トリガー記述を満たすオブジェクトがアクセスできるたびに呼
び出されるコールバックオブジェクトです。TriggerHandlerをインプリメントするに
は，_TriggerHandlerImplBaseクラスを継承して，その impl_is_ready( )メソッドと
impl_is_down( )メソッドをインプリメントしてください。

16.5.1　IDLの定義
 
interface TriggerHandler {
   void impl_is_ready(in Desc desc);
   void impl_is_down(in Desc desc);
};

16.5.2　TriggerHandlerのメソッド
● public void impl_is_readyimpl_is_readyimpl_is_readyimpl_is_ready(

com.inprise.vbroker.ObjLocation.Desc descdescdescdesc)
このメソッドは，descに一致するインスタンスがアクセスできるとロケーションサー
ビスから呼び出されます。
• desc
インスタンスの記述。インスタンス記述として指定できるのは，リポジトリ ID，イ
ンスタンス名，およびホスト名など，インスタンス情報の組み合わせです。インス
タンス情報が多いほど，具体的にインスタンスの指定ができます。

● public void impl_is_downimpl_is_downimpl_is_downimpl_is_down(
com.inprise.vbroker.ObjLocation.Desc descdescdescdesc)

このメソッドは，descに一致するインスタンスがアクセスできなくなると，ロケー
ションサービスから呼び出されます。
• desc
インスタンスの記述。インスタンス記述として指定できるのは，リポジトリ ID，イ
ンスタンス名，およびホスト名など，インスタンス情報の組み合わせです。インス
タンス情報が多いほど，具体的にインスタンスの指定ができます。
423





17　コマンドラインオプション
（Java）
この章では，Java言語を使用してプログラミングするときに，
オブジェクトリクエストブローカー（ORB）およびロケー
ションサービスで設定するオプションについて説明します。
オブジェクトリクエストブローカー（ORB）およびロケー
ションサービスは，VisiBroker 3.x形式で使用できます。しか
し，現在のバージョンに対応したプロパティを使用してくださ
い。VisiBroker 4.x形式で使用する場合については，「18.　
Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（Java）」
を参照してください。

17.1　ORBオプションの設定方法

17.2　ORB.init( )メソッド

17.3　ロケーションサービスオプション
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17.　コマンドラインオプション（Java）
17.1　ORBオプションの設定方法

ORBの初期設定オプションを設定するには，次に示す方法があります。

• vbjコマンドでコマンドラインパラメタを使用する
• vbjコマンドのコマンドラインパラメタを使用して Javaアプリケーションを起動する
• アプレットにオプションを設定する
• メソッドでプログラム的にオプションを設定する

17.1.1　vbjコマンドでコマンドラインパラメタを使用する
vbjコマンドを使用して，アプリケーション起動時の ORBの動作をカスタマイズするコ
マンドラインパラメタを定義できます。コマンドラインから vbjコマンドを使用する場
合は，次の例のように等号（=）を使用して値を設定します。

 
vbj -DORBdebug=true Server
 

注
javaコマンドを使用して，アプリケーション起動時の ORBの動作をカスタマイズ
するコマンドラインプロパティを定義することもできます。vbjコマンドを使用する
ときは，ORBが環境変数も検証します。

17.1.2　vbjコマンドを使用して Javaアプリケーションを起
動する

vbjコマンドのコマンドラインパラメタを使用して，Javaアプリケーションを起動する
こともできます。コマンドラインパラメタを指定するときは，ハイフン（-）のあとに D
を付けないように注意してください。また，値を設定するときに等号（=）を使用しない
ように注意してください。次に例を示します。

 
vbj <Javaアプリケーション名> -ORBdebug true
 

注
vbjコマンドを使用して Javaアプリケーションを起動する場合は，ORB.initを呼び
出してパラメタを渡してください。詳細については，「17.2　ORB.init( )メソッド」
のコードサンプル 17-1を参照してください。

17.1.3　アプレットにオプションを設定する
アプレットにオプションを設定する場合は，パラメタ名と値を使用します。次に例を示
します。
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17.　コマンドラインオプション（Java）
 
<param name=ORBInitRef 
value=NameService=corbaname::TestHost:20003/>
 

17.1.4　メソッドでプログラム的にオプションを設定する
ORBの初期化メソッド（ORB.init( )）を使用して，プログラム的にオプションを設定で
きます。これらのメソッドの使用方法の詳細については，「17.2　ORB.init( )メソッド」
を参照してください。
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17.　コマンドラインオプション（Java）
17.2　ORB.init( )メソッド
 
public static ORB init(String[ ] args, Properties props)
 

ORB.init( )メソッドは，使用するスマートエージェントの IPアドレスやポート番号な
どのオプションを設定するときにアプリケーションが使用します。各パラメタはアプリ
ケーション起動時にパラメタとして渡されます。

ORB.init( )メソッドに渡されるパラメタは，アプリケーションのメインルーチンに渡さ
れるパラメタと同じです。ORB.init( )メソッドが認識できないパラメタは無視します。

コードサンプル 17-1では，ORB.init( )にスマートエージェントのポートを指定するパラ
メタを渡しています。

コードサンプル 17-1　パラメタを指定した ORB.init()の使用例
 
public static void main(String[ ] args) {
    ...
    java.util.Properties props =
                              new java.util.Properties( );
    props.put("ORBagentPort", "9898");
    org.omg.CORBA.ORB orb =
                      org.omg.CORBA.ORB.init(args, props);
   ...
}

17.2.1　ORBオプション
次の表に，ORB.init( )メソッドのオプションの概要を示します。

表 17-1　ORB.initオプション（Java）

オプション 説明

ORBagentAddr <hostname | ip_address> クライアントが使うスマートエージェントを実
行するホストのホスト名または IPアドレスを指
定します。
スマートエージェントが指定のアドレスで見つ
からない場合，またはこのオプションの指定が
ない場合，ブロードキャストメッセージでス
マートエージェントを探します。

ORBagentAddrFile <file_name> デフォルトファイルの agentaddrの代わりに使
用するファイルを指定します。
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17.　コマンドラインオプション（Java）
ORBagentNoFailOver <false | true> VisiBrokerアプリケーションが通信している
osagentが終了した場合，ほかの osagentとの
通信を行うかどうかを指定します。
trueを指定した場合，VisiBrokerアプリケー
ションは先に通信を行っていた osagentにだけ，
再度通信を試みます。
falseを指定した場合，VisiBrokerアプリケー
ションは先に通信を行っていた osagentだけで
なくほかの osagentにも再度通信を試みます。
デフォルトは falseです。

ORBagentPort <port_number> スマートエージェントのポート番号を指定しま
す。このオプションは，複数の ORBドメインが
必要なときに便利です。このオプションを指定
しないと，デフォルトのポート番号 14000が使
用されます。

ORBalwaysProxy <false | true> クライアントが常にゲートキーパーを使用して
接続する必要があるかどうかを指定します。デ
フォルトは falseです。
trueを設定した場合は，ORBgatekeeperIORオ
プションも設定してください。

ORBalwaysTunnel <false | true> クライアントが常に HTTPを使用してゲート
キーパーに接続する必要があるかどうかを指定
します。デフォルトは falseです。
trueを設定した場合は，ORBgatekeeperIORオ
プションも設定してください。

ORBconnectionMax <#> 可能なコネクションの最大数を指定します。
このオプションを指定しない場合，コネクショ
ン数は無制限です。

ORBconnectionMaxIdle <#> コネクションが非アクティブな状態の最大監視
時間を秒単位で指定します。最大監視時間を経
過してもコネクションが非アクティブなままの
場合，VisiBrokerがコネクションを終了します。
このオプションはインターネットアプリケー
ションで設定します。
0を設定した場合，監視しません。デフォルト
は 0です。

ORBdebug <false | true> デバッグ機能を有効にします。

ORBDefaultInitRef デフォルトの初期リファレンスを指定します。

ORBdisableAgentCache <false | true> スマートエージェントのキャッシュを有効にし
ます。デフォルトは falseです。

ORBdisableGatekeeperCallbacks <false | true> ゲートキーパーのコールバックを有効（または
無効）にします。デフォルトは falseです。
falseを設定した場合は，ゲートキーパーのコー
ルバックが有効となります。trueを設定した場
合は，ORBgatekeeperIORオプションも設定し
てください。

オプション 説明
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17.　コマンドラインオプション（Java）
ORBdisableLocator <false | true> スマートエージェントとゲートキーパーを無効
にします。

ORBgatekeeperIOR <URL> IORに対応する URLを指定します。

ORBgcTimeout <#> ORBのガーベッジコレクションを実行する周期
（秒）を指定します。デフォルトは 30（秒）で
す。

ORBInitRef 初期リファレンスを指定します。

ORBmbufSize <buffer_size> Borland Enterprise Server VisiBrokerがオペ
レーションリクエストを処理するときに使用す
る中間バッファのサイズ（バイト）を指定しま
す。
ORBは，VisiBrokerの旧バージョンよりも複雑
なバッファ管理で性能の向上を図っています。
送信バッファと受信バッファのデフォルトサイ
ズは 4096バイトです。送受信データがデフォル
トサイズより大きい場合は，リクエスト／応答
の実行ごとに追加バッファが割り当てられます。
デフォルトサイズより大きいデータを頻繁に送
信するアプリケーションを使用する場合は，こ
のシステムプロパティでバイト数を指定してデ
フォルトサイズを調整すると，効率的にバッ
ファ管理ができます。

ORBnullString <false | true> trueを設定すると，NULL文字列のマーシャリ
ングが有効になります。デフォルトは falseで
す。

ORBwarn <#> 出力する警告メッセージのレベルを，0，1，2
のどれかの値で設定します。
0：デフォルトです。警告メッセージを出力しま
せん。
1：ユーザ作成コードからの CORBA以外の例外
と，その例外のスタックトレースを出力します。
2：1に加えて，CORBAの例外と，その例外の
スタックトレースを出力します。

オプション 説明
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17.　コマンドラインオプション（Java）
17.3　ロケーションサービスオプション
VisiBroker 4.xでは，コマンドラインオプションの LOCdebug，LOCtimeout，および
LOCverifyをサポートしていません。これらのオプションの代わりに使用できるプロパ
ティとデフォルトの詳細については，「18.6　ロケーションサービスプロパティ」を参照
してください。
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18　Borland Enterprise Server 
VisiBrokerプロパティ
（Java）
この章では，Java言語でプログラミングする場合に，Borland 
Enterprise Server VisiBrokerで設定できるプロパティについ
て説明します。
この章で説明しているプロパティは現在のバージョンでも使用
できます。VisiBroker 3.x形式で使用する場合については，
「17.　コマンドラインオプション（Java）」を参照してくださ
い。

18.1　プロパティの設定方法

18.2　RMI-IIOPプロパティ

18.3　osagent（スマートエージェント）プロパティ

18.4　ORBプロパティ

18.5　POAプロパティ

18.6　ロケーションサービスプロパティ

18.7　ネーミングサービスプロパティ

18.8　OADプロパティ

18.9　インタフェースリポジトリプロパティ

18.10　URLネーミングプロパティ

18.11　クライアント側コネクションプロパティ
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18.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（Java）
18.12　クライアント側プロセス内コネクションプロパティ

18.13　サーバ側エンジンプロパティ

18.14　サーバ側スレッドセッション IIOP_TSプロパティ，および IIOP_TS
コネクションプロパティ

18.15　サーバ側スレッドプール IIOP_TPプロパティ，および IIOP_TPコネ
クションプロパティ

18.16　双方向通信をサポートするプロパティ
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18.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（Java）
18.1　プロパティの設定方法
プロパティを設定するには，次に示す方法があります。

• vbjコマンドでコマンドラインパラメタを使用する
• vbjコマンドのコマンドラインパラメタを使用して Javaアプリケーションを起動する
• アプレットにプロパティを設定する
• メソッドでプログラム的にプロパティを設定する

18.1.1　vbjコマンドでコマンドラインパラメタを使用する
vbjコマンドを使用して，アプリケーション起動時の ORBの動作をカスタマイズするコ
マンドラインパラメタを定義できます。コマンドラインから vbjコマンドを使用する場
合は，次の例のように等号（=）を使用して値を設定します。

 
vbj -J-Dvbroker.agent.port=14001 Server
 

注
javaコマンドを使用して，アプリケーション起動時の ORBの動作をカスタマイズ
するコマンドラインプロパティを定義することもできます。vbjコマンドを使用する
ときは，ORBが環境変数も検証します。

18.1.2　vbjコマンドを使用して Javaアプリケーションを起
動する

vbjコマンドのコマンドラインパラメタを使用して，Javaアプリケーションを起動する
こともできます。コマンドラインパラメタを指定するときは，ハイフン（-）のあとに D
を付けないように注意してください。また，値を設定するときに等号（=）を使用しない
ように注意してください。次に例を示します。

 
vbj  <Javaアプリケーション名> -vbroker.agent.port  14001
 

注
vbjコマンドを使用して Javaアプリケーションを起動する場合は，ORB.initを呼び
出してパラメタを渡してください。詳細については，「18.1.4　メソッドでプログラ
ム的にプロパティを設定する」のコードサンプル 18-1を参照してください。

18.1.3　アプレットにプロパティを設定する
アプレットにプロパティを設定する場合は，パラメタ名と値を使用します。次に例を示
します。
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<param name=vbroker.agent.port value=14001>
 

18.1.4　メソッドでプログラム的にプロパティを設定する
ORBの初期化メソッド（ORB.init( )）を使用して，プログラム的にプロパティを設定で
きます。これらのメソッドの使用例をコードサンプル 18-1に示します。

コードサンプル 18-1　パラメタを指定した ORB.init()の使用例
 
public static void main(String[ ] args){
   ...
   java.util.Properties props = new java.lang.util.Properties();
   props.put("vbroker.agent.port", "14001");
   org.omg.CORBA.ORB orb =org.omg.CORBA.ORB.init(args, props);
   ...
}
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18.2　RMI-IIOPプロパティ

RMI-IIOPのプロパティを次の表に示します。

表 18-1　RMI-IIOPプロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 説明

javax.rmi.CORBA.StubClass com.inprise.vbroker.rmi.CORB
A.StubImpl

RMI-IIOPスタブすべ
ての継承元である Stub
ベースクラスのインプ
リメンテーションの名
前を指定します。

javax.rmi.CORBA.UtilClass com.inprise.vbroker.rmi.CORB
A.UtilImpl

共通オペレーションを
実行するためのスタブ
と tieを提供する
Utilityクラスのインプ
リメンテーションの名
前を指定します。

javax.rmi.CORBA.PortableRemoteObje
ctClass

com.inprise.vbroker.rmi.CORB
A.
PortableRemoteObjectImpl

RMI-IIOPサーバのイ
ンプリメンテーション
オブジェクトが
javax.rmi.PortableRe
moteObjectを継承する
ことを指定します。
または，RMI-IIOPリ
モートインタフェース
を単にインプリメント
してから，
exportObjectメソッド
を使用してそのオブ
ジェクトをそれぞれ
サーバオブジェクトと
して登録できることを
指定します。

java.rmi.server.codebase null 未知のクラスをサーバ
が見つけることのでき
る場所を指定します。

java.rmi.server.useCodebaseOnly false サーバが未知のクラス
を見つけられるかどう
かを指定します。true
を設定すると，クライ
アントがリモートクラ
スをサーバに送信する
場合であっても，サー
バはリモートクラスを
見つけることはできま
せん。
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18.3　osagent（スマートエージェント）プロ
パティ

osagent（スマートエージェント）のプロパティを次の表に示します。

表 18-2　osagent（スマートエージェント）プロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 旧プロパティ 説明

vbroker.agent.addr null ORBagentAddr osagentが動作しているホス
トの IPアドレスまたはホス
ト名を，VisiBrokerアプリ
ケーションに指定します。デ
フォルトの nullに設定する
と，VisiBrokerアプリケー
ションは OSAGENT_ADDR
環境変数の値を使用します。
OSAGENT_ADDR環境変数
が未設定のときは，osagent
がローカルホストで動作して
いると仮定します。

vbroker.agent.addrFile null ORBagentAddrFile osagentが IPアドレスまた
はホスト名をどこで見つけら
れるかどうかを記述したファ
イルを指定します。

vbroker.agent.debug false ORBdebug trueを設定すると，システ
ムは VisiBrokerアプリケー
ションと osagentとの間での
通信のデバッグ情報を表示し
ます。

vbroker.agent.enableCache true ORBagentCache trueを設定すると，
VisiBrokerアプリケーショ
ンは IORをキャッシュでき
ます。

vbroker.agent.enableLocator true ORBdisableLocator falseを設定すると，
VisiBrokerアプリケーショ
ンは osagentと通信できませ
ん。
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vbroker.agent.failOver true ORBagentNoFailOver VisiBrokerアプリケーショ
ンが通信している osagentが
終了した場合，ほかの
osagentとの通信を行うかど
うかを指定します。
trueを指定した場合，
VisiBrokerアプリケーショ
ンは先に通信を行っていた
osagentだけでなくほかの
osagentにも再度通信を試み
ます。
falseを指定した場合，
VisiBrokerアプリケーショ
ンは先に通信を行っていた
osagentにだけ，再度通信を
試みます。

vbroker.agent.port 14000 ORBagentPort ネットワーク上のドメインを
定義するポート番号を指定し
ます。VisiBrokerアプリ
ケーションと osagentに同一
のポート番号を設定すると，
それらを連携させることがで
きます。このプロパティは
OSAGENT_PORT環境変数
と同じ働きをします。

プロパティ デフォルト 旧プロパティ 説明
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18.4　ORBプロパティ

VisiBroker ORBのプロパティを次の表に示します。

表 18-3　ORBプロパティ（Java）

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明

vbroker.orb.admDir <環境変
数
TPDIR
の設定値
>/adm

該当しません。 さまざまなシステム
ファイルが存在する
管理ディレクトリを
指定します。このプ
ロパティは
VBROKER_ADM環
境変数を使って設定
できます。環境変数
TPDIRについては，
マニュアル
「TPBroker　ユー
ザーズガイド」を参
照してください。

vbroker.orb.alwaysProxy false ORBalwaysProx
y

trueを設定すると，
クライアントは常に
ゲートキーパーを使
用してサーバに接続
しなければならない
ことを指定します。

vbroker.orb.alwaysSecure false 該当しません。 trueを設定すると，
クライアントは常に
サーバへセキュアに
接続しなければなら
ないことを指定しま
す。

vbroker.orb.alwaysTunnel false ORBalwaysTun
nel

trueを設定すると，
クライアントは常に
サーバに HTTPトン
ネル（IIOPのオブ
ジェクトラッパー）
を使用して接続する
ことを指定します。

vbroker.orb.autoLocateStubs false 該当しません。 オブジェクトリファ
レンスの読み込み時
にスタブを検索する
機能を有効にします。
この機能は，渡され
た正式なクラス引数
の一般オブジェクト
やスタブではなく，
オブジェクトのリポ
ジトリ IDに基づい
て，read_Objectを
使用して実行します。
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vbroker.orb.bidOrder inproces
s:liop:ssl
:iiop:pro
xy:hiop:l
ocator

該当しません。 各トランスポートの
相対的な重要度を指
定します。トランス
ポートの優先順位は，
次のように割り当て
られています。
1. inprocess
2. liop
3. ssl
4. iiop
5. proxy
6. hiop
7. locator

例えば，IORに
LIOPと IIOPの両プ
ロファイルが含まれ
ている場合は，LIOP
が優先されます。
IIOPが使用されるの
は，LIOPが失敗し
たときだけです。た
だし，
vbroker.orb.bidOrder
と
vbroker.orb.bids.criti
calに同時に優先順位
が設定されている場
合は，
vbroker.orb.bids.criti
calの設定が有効とな
ります。

vbroker.orb.bids.critical inproces
s

該当しません。 vbroker.orb.bidOrder
と
vbroker.orb.bids.criti
calに同時に優先順位
が設定されている場
合は，
vbroker.orb.bids.criti
calの設定が有効とな
ります。
vbroker.orb.bids.criti
calで複数の値が設定
されている場合は，
vbroker.orb.bidOrder
に基づいて相対的な
重要度が決まります。

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明
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vbroker.orb.defAddrMode 0（Key） 該当しません。 クライアントの
VisiBroker ORBが使
用するデフォルトア
ドレッシングモード
を指定します。0を
設定するとアドレッ
シングモードは Key
となります。1を設
定するとアドレッシ
ングモードは Profile
となります。2を設
定するとアドレッシ
ングモードは IORと
なります。

vbroker.orb.bufferCacheTimeout 6000 該当しません。 メッセージチャンク
を破棄する前に
キャッシュに保存し
ておく時間を指定し
ます。

vbroker.orb.compliantExceptions true 該当しません。 org.omg.CORBA.Obj
ect.non_existentメ
ソッドの延長でサー
バにアクセスできな
い場合，例外を返す
か trueを返すかを指
定します。trueを設
定した場合は
TRANSIENT例外を
返し，falseを設定し
た場合は trueを返し
ます。

vbroker.orb.debug false 該当しません。 trueを設定すると，
ORBはデバッグ情報
を表示できるように
なります。

vbroker.orb.defaultInitRef null ORBDefaultInit
Ref

デフォルトの初期リ
ファレンスを指定し
ます。

vbroker.orb.dynamicLibs null 該当しません。 VisiBroker ORBが使
用できるサービスの
一覧を指定します。

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明
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vbroker.orb.embedCodeset true 該当しません。 IORが作成されると，
VisiBroker ORBは，
codesetコンポーネン
トを IORに埋め込み
ます。これによって
問題が発生する非準
拠の ORBもありま
す。offを設定する
と，VisiBroker ORB
は codesetコンポー
ネントを埋め込みま
せん。falseを設定す
ると，クライアント
とサーバとの間では
ネゴシエーションな
しで char型と wchar
型が変換されます。

vbroker.orb.enableVB4backcompat false 該当しません。 VisiBroker 4.xで
GIOP 1.2に準拠して
いない動作に対処で
きるようにするため
のプロパティです。
クライアントが
VisiBroker 4.xの場
合は，このフラグに
trueを設定する必要
があります。これは
サーバ側専用のフラ
グです。クライアン
ト側で設定する必要
はありません。

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明
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vbroker.orb.enableBiDir none 該当しません。 選択的に双方向コネ
クションを確立しま
す。
クライアント側で
「vbroker.orb.enable
BiDir=client」と定
義し，サーバ側で
「vbroker.orb.enable
BiDir=server」と定
義すると，ゲート
キーパーの
vbroker.orb.enableBi
Dirの値でコネク
ションの状態が決ま
ります。このプロパ
ティの値は，server，
client，both，または
noneです。詳細につ
いては，マニュアル
「Borland Enterprise 
Server VisiBroker　
デベロッパーズガイ
ド」の「双方向通信」
の記述を参照してく
ださい。

vbroker.orb.enableKeyId true 該当しません。 falseを設定すると，
クライアントリクエ
ストのキー IDを無効
にします。

vbroker.orb.enableNullString false ORBnullString trueを設定すると，
NULL文字列のマー
シャリングが有効に
なります。

vbroker.orb.fragmentSize 0 該当しません。 GIOPメッセージの
フラグメントサイズ
を指定します。チャ
ンクサイズの整数倍
である値を指定しま
す。0を指定すると
フラグメント化をし
ません。

vbroker.orb.initRef null ORBInitRef 初期リファレンスを
指定します。

vbroker.orb.streamChunkSize 4096 該当しません。 GIOPメッセージの
チャンクサイズを指
定します。2の累乗
を指定します。

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明
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vbroker.orb.gcTimeout 30 ORBgcTimeout 未使用の重要リソー
スを削除する場合の
タイムアウトを秒数
で指定します。

vbroker.orb.logger.appName VBJ-Ap
plication

該当しません。 ログに記録するアプ
リケーション名を指
定します。

vbroker.orb.logger.catalog com.inpr
ise.vbro
ker.Logg
ing.ORB
Msgs

該当しません。 ロギングが有効の場
合，ORBが使用する
メッセージのメッ
セージカタログを指
定します。

vbroker.orb.logger.output stdout 該当しません。 ログの出力先を指定
します。指定できる
のは標準出力または
ファイル名です。

vbroker.orb.logLevel emerg 該当しません。 ログに記録するメッ
セージのレベルを指
定します。
デフォルトの
「emerg」は，
VisiBrokerシステム
が正常に通信の処理
ができないときに必
要最小限のメッセー
ジをログに記録する
ことを指定します。

vbroker.orb.procId 0 該当しません。 サーバのプロセス ID
を指定します。

vbroker.orb.rebindForward 0 該当しません。 クライアントが新規
フォワード先オブ
ジェクトへの接続に
失敗した場合，元の
オブジェクト（フォ
ワード元）への再接
続の回数を指定しま
す。

vbroker.orb.sendLocate false 該当しません。 trueを設定すると，
VisiBrokerシステム
は，IIOP 1.2の対象
オブジェクトを呼び
出す前に強制的にロ
ケートリクエストを
送信します。

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明
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vbroker.orb.systemLibs.applet com.inpr
ise.vbro
ker.IIOP
.Init,
com.inpr
ise.vbro
ker.LIO
P.Init,
com.inpr
ise.vbro
ker.qos.I
nit,
com.inpr
ise.vbro
ker.URL
Naming.
Init,
com.inpr
ise.vbro
ker.HIO
P.Init,
com.inpr
ise.vbro
ker.firew
all.Init,
com.inpr
ise.vbro
ker.dyna
mic.Init,
com.inpr
ise.vbro
ker.nami
ng.Init

該当しません。 アプレットにロード
されたシステムライ
ブラリのリストを提
供します。

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明
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vbroker.orb.systemLibs.application com.inpr
ise.vbro
ker.IIOP
.Init,
com.inpr
ise.vbro
ker.LIO
P.Init,
com.inpr
ise.vbro
ker.qos.I
nit,
com.inpr
ise.vbro
ker.ds.In
it,
com.inpr
ise.vbro
ker.URL
Naming.
Init,
com.inpr
ise.vbro
ker.dyna
mic.Init,
com.inpr
ise.vbro
ker.ir.Ini
t,
com.inpr
ise.vbro
ker.nami
ng.Init

該当しません。 アプリケーションに
ロードされたシステ
ムライブラリのリス
トを提供します。

vbroker.orb.tcIndirection true 該当しません。 タイプコードを書き
込むときに間接参照
を無効にすることを
指定します。
VisiBroker ORBをほ
かのベンダからイン
ターオペレートする
場合にこのプロパ
ティが必要となるこ
とがあります。
falseを設定すると，
再帰型タイプコード
のマーシャリングが
できなくなります。

vbroker.orb.warn 0 ORBwarn 出力するメッセージ
の警告レベルを 0，
1，または 2で指定し
ます。

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明
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18.5　POAプロパティ

POAのプロパティを次の表に示します。

表 18-4　POAプロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.poa.logLevel emerg ログに記録するメッセージのレベルを指定します。デ
フォルトの「emerg」は，システムが使用できないとき
やパニック状態のときにメッセージをログに記録するこ
とを指定します。
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18.6　ロケーションサービスプロパティ
ロケーションサービスのプロパティを次の表に示します。

表 18-5　ロケーションサービスプロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.locationservice.debu
g

false trueを設定すると，ロケーションサービスはデバッグ情
報を表示できるようになります。

vbroker.locationservice.verif
y

false trueを設定すると，ロケーションサービスは osagentか
ら送られたオブジェクトリファレンスで参照されるオブ
ジェクトがあるかをチェックできるようになります。
BY_INSTANCEで登録されたオブジェクトだけを
チェックします。OADまたは BY_POAポリシーで登録
されたオブジェクトのチェックはしません。

vbroker.locationservice.time
out

1 ロケーションサービスとの通信時の接続，受信，および
送信のタイムアウトを指定します。
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18.7　ネーミングサービスプロパティ
ネーミングサービスプロパティについては，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「ネーミングサービスプロパティ」の記述を参
照してください。
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18.8　OADプロパティ

設定可能な OADのプロパティを次の表に示します。

表 18-6　認定可能な OADプロパティ（Java）

プロパティファイルにオーバーライドできない OADプロパティを次の表に示します。な
お，このプロパティは，環境変数またはコマンドラインでオーバーライドできます。

表 18-7　プロパティファイルにオーバーライドできない OADプロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.oad.spawnTimeOut 20 OADが実行形式ファイルを生成したあと，オブジェク
トからコールバックが何秒間来なければ
NO_RESPONSE例外を出力するかを指定します。

vbroker.oad.verbose false OADがオペレーションの詳細情報を出力できるように
します。

vbroker.oad.readOnly false trueを設定すると，OADインプリメンテーションの登
録，登録解除，および変更ができなくなります。

vbroker.oad.iorFile oadj.ior OADの文字列化 IORのファイル名を指定します。

vbroker.oad.quoteSpaces false コマンドを引用するかどうかを指定します。

vbroker.oad.killOnUnregiste
r

false 生成したサーバの登録を解除した場合に，それらを kill
するかどうかを指定します。

vbroker.oad.verifyRegistrati
on

false オブジェクトの登録を確認するかどうかを指定します。

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.oad.implName impl_rep インプリメンテーションリポジトリのファイル名を指定
します。

vbroker.oad.implPath null インプリメンテーションリポジトリを格納しているディ
レクトリを指定します。

vbroker.oad.path null OADのディレクトリを指定します。

vbroker.oad.systemRoot null ルートディレクトリを指定します。

vbroker.oad.winDir null Windowsディレクトリを指定します。

vbroker.oad.vbj vbj VisiBrokerディレクトリを指定します。
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18.9　インタフェースリポジトリプロパティ
インタフェースリポジトリ（IR）のプロパティを次の表に示します。

表 18-8　インタフェースリポジトリプロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.ir.debug false trueを設定すると，IRリゾルバはデバッグ情報を表示
できるようになります。

vbroker.ir.ior null vbroker.ir.nameプロパティにデフォルト値の「null」
が設定されている場合，ORBはこのプロパティを使用
して IRを捜し出します。

vbroker.ir.name null VisiBroker ORBが IRを探すときに使用する名前を指
定します。
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18.10　URLネーミングプロパティ

URLネーミングサービスのプロパティを次の表に示します。

表 18-9　URLネーミングプロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.URLNaming.allowU
serInteraction

true trueを設定すると，URLネーミングサービスは GUIの
使用を開始できるようになります。

vbroker.URLNaming.debug false trueを設定すると，URLネーミングサービスはデバッ
グ情報を表示できるようになります。
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18.11　クライアント側コネクションプロパティ
クライアント側コネクションのプロパティを次の表に示します。

表 18-10　クライアント側コネクションプロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.ce.iiop.ccm.connectio
nMax

0 1クライアントの合計コネクション数の上限を指定しま
す。この値は，アクティブなコネクションの数です。デ
フォルトの 0を指定すると，クライアントは以前のアク
ティブなコネクションをクローズしません。

vbroker.ce.iiop.ccm.connectio
nMaxIdle

0 コネクションが非アクティブな状態の最大監視時間を秒
単位で指定します。最大監視時間を経過してもコネク
ションが非アクティブなままの場合，VisiBrokerがコネ
クションを終了します。
このプロパティはインターネットアプリケーションで設
定します。0を設定した場合，監視しません。デフォル
トは 0です。

vbroker.ce.iiop.connection.tc
pNoDelay

true falseを設定すると，ソケットのバッファリング機能が
有効になります。true（デフォルト）では，すべてのパ
ケットが使用可能になったときに直ちに送信されるよう
に，ソケットのバッファリング機能を無効にします。

vbroker.ce.iiop.ccm.type Pool クライアントが使用するクライアントコネクション管理
の種類を指定します。デフォルト値の「Pool」はコネク
ションプールの意味です。
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18.12　クライアント側プロセス内コネクショ
ンプロパティ

クライアント側プロセス内コネクションのプロパティを次の表に示します。

表 18-11　クライアント側プロセス内コネクションプロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.ce.inprocess.ccm.bid 9488 POA bidderの bid値を指定します。ここで指定した値
は，VisiBroker ORBがクライアントコネクションを処
理するプロトコルを選択する自動プロセスに作用しま
す。

vbroker.ce.iiop.ccm.bid 10000 iiop bidderの bid値を指定します。ここで指定した値
は，VisiBroker ORBがクライアントコネクションを処
理するプロトコルを選択する自動プロセスに作用しま
す。
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18.13　サーバ側エンジンプロパティ
サーバ側のサーバエンジンのプロパティを次の表に示します。

表 18-12　サーバ側エンジンプロパティ（Java）

プロパティ デフォ
ルト

説明

vbroker.se.default iiop_tp デフォルトサーバエンジンを指定します。

vbroker.se.<se>.scm.<scm>.listener.giopVersi
on

1.2 このプロパティを使用すると，古い
VisiBroker ORBでは未知のマイナー
GIOPバージョンを正しく処理できないイ
ンターオペラビリティの問題を解決できま
す。このプロパティの値は，1.0，1.1，ま
たは 1.2です。例えば，ネームサービスで
GIOP 1.1の iorを生成する場合は，次の
ように指定します。
nameserv -VBJprop 
vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.
listener.giopVersion=1.1
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18.14　サーバ側スレッドセッション IIOP_TS
プロパティ，および IIOP_TSコネクショ
ンプロパティ

サーバ側スレッドセッション IIOP_TS/IIOP_TSコネクションのプロパティを次の表に
示します。

表 18-13　サーバ側スレッドセッション IIOP_TS/IIOP_TSコネクションプロパティ
（Java）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.se.iiop_ts.host null 該当するサーバエンジンが使用するホスト名を指定しま
す。デフォルト値の「null」は，システムからホスト名
を使用することを指定します。

vbroker.se.iiop_ts.proxyHost null IOR文字列に出力するホスト名を指定します。IOR文
字列にホスト名で出力する場合は，このプロパティにホ
スト名を指定してください。このプロパティの指定を省
略した場合は，vbroker.se.iiop_ts.hostの指定に従いま
す。

vbroker.se.iiop_ts.scms iiop_ts サーバコネクションマネージャ名の一覧を指定します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_t
s.manager.type

Socket サーバコネクションマネージャの種別を指定します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_t
s.manager.connectionMax

0 サーバが許可するコネクション数の最大値を指定しま
す。デフォルト値の 0は，コネクション数を制限しない
ことを表します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_t
s.manager.connectionMaxIdl
e

0 アイドルなコネクションをクローズするかどうかをサー
バが判定するためのタイムアウトを秒数で指定します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_t
s.listener.type

IIOP リスナーが使用するプロトコルの種別を指定します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_t
s.listener.port

0 ホスト名プロパティに使用するポート番号を指定しま
す。デフォルト値の 0は，システムはポート番号を無作
為に選び取ることを表します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_t
s.listener.proxyPort

0 プロキシホスト名プロパティに使用するプロキシポート
番号を指定します。デフォルト値の 0は，システムは
ポート番号を無作為に選択することを表します。

vbroker.se.iiop_ts.scm.iiop_t
s.dispatcher.type

"ThreadSe
ssion"

サーバコネクションマネージャに使用するスレッドディ
スパッチャの種別を指定します。
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18.15　サーバ側スレッドプール IIOP_TPプロ
パティ，および IIOP_TPコネクションプ
ロパティ

サーバ側スレッドプール IIOP_TP/IIOP_TPコネクションのプロパティを次の表に示し
ます。

表 18-14　サーバ側スレッドプール IIOP_TP/IIOP_TPコネクションプロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.se.iiop_tp.host null 該当するサーバエンジンが使用するホスト名を指定しま
す。デフォルト値の「null」は，システムからホスト名
を使用することを指定します。

vbroker.se.iiop_tp.proxyHost null IOR文字列に出力するホスト名を指定します。IOR文
字列にホスト名で出力する場合は，このプロパティにホ
スト名を指定してください。このプロパティの指定を省
略した場合は，vbroker.se.iiop_tp.hostの指定に従いま
す。

vbroker.se.iiop_tp.scms iiop_tp サーバコネクションマネージャ名の一覧を指定します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.connection.tcpNoDelay

true falseを設定すると，ソケットのバッファリング機能が
有効になります。true（デフォルト）では，すべてのパ
ケットが使用可能になったときに直ちに送信されるよう
に，ソケットのバッファリング機能を無効にします。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.manager.type

Socket サーバコネクションマネージャの種別を指定します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.manager.connectionMax

0 サーバが許可するキャッシュコネクション数の最大値を
指定します。デフォルト値の 0は，コネクション数を制
限しないことを表します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.manager.connectionMaxId
le

0 アイドルなコネクションをクローズするかどうかをサー
バが判定するためのタイムアウトを秒数で指定します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.listener.type

IIOP リスナーが使用するプロトコルの種別を指定します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.listener.port

0 ホスト名プロパティに使用するポート番号を指定しま
す。デフォルト値の 0は，システムはポート番号を無作
為に選び取ることを表します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.listener.proxyPort

0 プロキシホスト名プロパティに使用するプロキシポート
番号を指定します。デフォルト値の 0は，システムは
ポート番号を無作為に選択することを表します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.dispatcher.type

ThreadPoo
l

サーバコネクションマネージャに使用するスレッドディ
スパッチャの種別を指定します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.dispatcher.threadMin

0 サーバコネクションマネージャが生成できるスレッド数
の下限を指定します。
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vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.dispatcher.threadMax

0 サーバコネクションマネージャが生成できるスレッド数
の上限を指定します。デフォルト値の 0は，スレッド数
を制限しないことを表します。

vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_t
p.dispatcher.threadMaxIdle

300 アイドルなスレッドをデストラクトするまでのタイムア
ウトを秒数で指定します。0を指定した場合は，スレッ
ドのアイドル時間が無限になり，スレッドがデストラク
トされなくなります。

プロパティ デフォルト 説明
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18.16　双方向通信をサポートするプロパティ
双方向通信をサポートしているプロパティを次の表に示します。

注
ここで示すプロパティが評価されるのは，SCMが生成されるときの一度だけです。
SCMの exportBiDirプロパティと importBiDirプロパティには，enableBiDirプロ
パティで優先順位が設定されます。つまり，これらのプロパティに矛盾する値が設
定された場合は，SCM固有のプロパティが有効になります。これによって，
enableBiDirプロパティをグローバルに設定し，各 SCMで双方向性を無効にできま
す。

 

表 18-15　双方向通信をサポートするプロパティ（Java）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.orb.enableBiDir none 選択的に双方向コネクションを確立できます。クライア
ントに vbroker.orb.enableBiDir=clientを設定し，サー
バに vbroker.orb.enableBiDir=serverを設定した場合
は，ゲートキーパーの vbroker.orb.enableBiDirの値で
コネクションの状態が決まります。このプロパティの値
は，server，client，both，または noneです。

vbroker.se.<se>.scm.<scm>.
manager.exportBiDir

ORBは設
定しませ
ん。

クライアント側プロパティを指定します。trueを設定す
ると，指定したサーバエンジンの双方向コールバック
POAを生成できるようになります。falseを設定すると，
指定したサーバエンジンの双方向コールバック POAを
生成できなくなります。

vbroker.se.<se>.scm.<scm>.
manager.importBiDir

ORBは設
定しませ
ん。

サーバ側プロパティを指定します。trueを設定すると，
リクエストをクライアントに送信するために，クライア
ントによってすでに確立されたコネクションをサーバ側
で再使用できます。falseを設定した場合は，再使用でき
ません。
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19　プログラマツール（C++）
この章では，Borland Enterprise Server VisiBrokerが提供す
る C++言語用のプログラマツールについて説明します。

19.1　引数とオプション

19.2　idl2cpp

19.3　idl2ir

19.4　ir2idl
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19.　プログラマツール（C++）
19.1　引数とオプション
引数とオプションには，すべての VisiBrokerプログラマツールに共通するものと，各
ツールに固有のものがあります。ツール固有の引数とオプションについては，ツールご
とに説明します。

19.1.1　一般オプション
次に示すオプションはすべてのプログラマツールに共通のオプションです。

オプション

● -J<java_option>

java_optionを直接 Java VMに渡します。

● -VBJversion

Borland Enterprise Server VisiBrokerのバージョンを出力します。

● -VBJdebug

Borland Enterprise Server VisiBrokerのデバッグ情報を出力します。

● -VBJclasspath

CLASSPATH環境変数の前にクラスパスを指定します。

● -VBJprop <name> [=<value>]

対になった名前と値を Java VMに渡します。

● -VBJjavavm <jvmpath>

Java VMへのパスを指定します。

● -VBJaddJar <jarfile>

Java VMを実行する前に CLASSPATHに jarfileを付けます。

19.1.2　プログラマツールの動作環境
この章で説明している Borland Enterprise Server VisiBrokerのプログラマツールは，
動作環境が UNIXまたはWindowsのどちらであるかによって異なります。

（1） UNIXの場合

UNIXユーザは，次の構文でコマンドのオプションを表示できます。

command name -¥?

次のように入力します。
例： idl2cpp -¥?
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（2） Windowsの場合

Windowsユーザは，次の構文でコマンドのオプションを表示できます。

command name -?

次のように入力します。
例： idl2cpp -?
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19.2　idl2cpp

このコマンドは，VisiBrokerの IDL（インタフェース定義言語）から idl2cppコンパイ
ラを実装します。IDLから C++へのコンパイラを使って，IDLファイルからクライアン
トスタブおよびサーバスケルトンコードを生成します。

19.2.1　構文
idl2cpp [arguments] file1 [file2]...
 

例
idl2cpp -hdr_suffix hx -server_ext _serv -no_tie
-no_excep-spec bank.idl

19.2.2　説明
idl2cppコマンドは，IDLファイルを入力として使用し，クライアントおよびサーバ側の
ための C++コード，クライアントスタブ，およびサーバスケルトンコードを生成しま
す。

infileパラメタは，C++コードの生成の対象となる IDLファイルを表します。argument
は生成されたコードに対して機能を付加します。

（（（（WindowsWindowsWindowsWindows））））
idl2cppコマンドが生成するスタブおよびスケルトンに基づくインプリメンテーショ
ンをリンクする場合，-DSTRICTプリプロセサオプションを使用してください。こ
れを使用しないと，リンカは，orb.libにコンストラクタがないことを示すエラー
メッセージを表示する場合があります。

引数

● -C, -retain_comments

C++コード生成時に，IDLファイルからコメントを引き継ぎます。このオプションを
指定しないと，コメントは C++コードに表示されません。デフォルトは offです。

● -D, -define foo[=bar]
fooにプリプロセサマクロを定義します。barで値を指定できます。プリプロセサマク
ロを複数指定するには，-Dfoo=bar -Dhello=world のように -Dオプションを複数
回使用してください。

● -H, -list_includes

インクルードファイルへのパスを標準出力に出力します。デフォルトは offです。

● -I, -include <dir>

#include検索用の拡張ディレクトリを指定します。#include検索用の拡張ディレクト
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リを複数指定するには，-I/home/include -I/app/include のように -Iオプショ
ンを複数回使用してください。

● -P, -no_line_directives

行番号情報の生成を抑止します。デフォルトは offです。

● -U, -undefine foo

fooに指定されたプリプロセサマクロの定義を解除します。

● -client_ext <file_extension>

生成されたクライアントファイルに対して使用するファイル拡張子を指定します。デ
フォルトの拡張子は _cです。拡張子なしのクライアントファイルを生成するには，
<file_extension>の値に noneを指定してください。

● -[no_]back_compat_mapping

現バージョンでは，この引数は無効です。以降のバージョンで変更される可能性もあ
ります。

● -[no_]comments

生成されたコードにコメントを入れることを指定します。デフォルトでは，コメント
は生成されたコード中に表示されます。

● -[no_]idl_strict

IDLソースに，OMG標準規格を指定します。デフォルトでは OMG標準規格は使い
ません。

● -[no_]obj_wrapper

オブジェクトラッパーサポートでスタブとスケルトンを生成します。また，ほかのす
べてのオブジェクトラッパーが継承するベースのタイプドオブジェクトラッパーと，
アンタイプドオブジェクトラッパー呼び出しを実行するデフォルトのオブジェクト
ラッパーを生成します。このオプションが設定されないと，idl2cppは，オブジェク
トラッパー用のコードを生成しません。

● -[no_]preprocess

解析前に IDLファイルの前処理をします。デフォルトは onです。

● -[no_]preprocess_only

前処理の終了後に，IDLファイルの解析を中止します。このオプションを使用する
と，コンパイラで前処理フェーズの結果を stdoutに生成できます。デフォルトは off
です。

● -[no_]pretty_print

_pretty_printメソッドを生成します。デフォルトは onです。

● -[no_]servant

サーバ側コードを生成します。デフォルトでは，サーバントが生成されます。

● -[no_]stdstream
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クラスのシグニチャ内に，標準の iostreamクラスを使ったストリーム演算子を生成し
ます。デフォルトは onです。

● -[no_]tie

_tieテンプレートクラスを生成します。デフォルトでは，_tieクラスが生成されます。

● -[no_]warn_all

警告をすべて抑止します。デフォルトは offです。

● -[no_]warn_missing_define

あらかじめ宣言された名前を定義しなかった場合に警告します。デフォルトは onで
す。

● -[no_]warn_unrecognized_pragmas

#pragmaが認識されない場合に警告を生成します。

● -corba_inc <filename>

生成されたコードに，通常の #include <corba.h>ではなく #include <filename>が挿
入されます。デフォルトでは，#include <corba.h>が生成コードに挿入されます。

● -excep_spec

メソッドの例外仕様を生成します。デフォルトでは，例外仕様は生成されません。

● -export <tag>　(Windows)(Windows)(Windows)(Windows)
生成されたすべてのクライアント側宣言（クラス，関数など）に挿入するタグ名を定
義します。idl2cppの起動時に，-export _MY_TAG と指定すると，クラス定義が
「class Bank {...}」の代わりに「class _MY_TAG Bank {...}」となります。
デフォルトでは，クライアント側宣言のタグ名は生成されません。

● -export_skel <tag>　(Windows)(Windows)(Windows)(Windows)
生成されたサーバ側の宣言だけに挿入するタグ名を定義します。idl2cppの起動時に
-export_skel _MY_TAG と指定すると，クラス定義が「class POA_Bank {...}」の代
わりに「class _MY_TAG POA_Bank {...}」となります。
デフォルトでは，サーバ側宣言のタグ名は生成されません。

● -gen_included_files

#includeファイルのコードの生成を指定します。デフォルトではこのコードは生成さ
れません。

● -h, -help, -usage, -?

ヘルプ情報を出力します。

● -hdr_suffix <string>

ヘッダファイル名の拡張子を指定します。デフォルトの拡張子は .hhです。

● -impl_inherit

インプリメンテーション継承を生成します。デフォルトは offです。
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● -list_files

コード生成時に書き込まれたファイルのリスト表示を指定します。デフォルトではこ
のリストは生成されません。

● -map_keyword <keywrd> <map>

キーワードとして <keywrd>を追加し，表示されたマッピングに対応させます。
<keywrd>と矛盾する IDL識別子は，C++で <map>にマッピングされます。これに
よって，C++コードで使用されるキーワードと名前間で矛盾が発生しないようにしま
す。
すべての C++キーワードにはデフォルトのマッピングがあります。このようなキー
ワードは，このオプションを使用して指定する必要はありません。

● -namespace

モジュールをネームスペースとして実装します。デフォルトは offです。

● -root_dir <path>

生成コードが書き込まれるディレクトリを指定します。デフォルトでは，コードはカ
レントディレクトリに書き込まれます。

● -server_ext <file_extension>

生成されたサーバファイルに対して使用するファイル拡張子を指定します。デフォル
トの拡張子は _sです。拡張子なしのサーバファイルを生成するには，
<file_extension>の値に noneを指定してください。

● -src_suffix <string>

ソースファイルのファイル拡張子を指定します。デフォルトの拡張子は .ccです。

● -type_code_info

動的起動インタフェースを使用するクライアントプログラムで必要とされるタイプ
コード情報を生成できるようになります。詳細については，「23.　動的インタフェー
スとクラス（C++）」を参照してください。デフォルトでは，タイプコード情報は生成
されません。

● -version

Borland Enterprise Server VisiBrokerのバージョンを表示します。

● file1 [file2] ...

処理対象のファイルを一つ以上指定します。または，標準入力として「-」を指定しま
す。
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19.3　idl2ir

このコマンドは，IDLソースファイルで定義されたオブジェクトにインタフェースリポ
ジトリを実装します。

19.3.1　構文
 
idl2ir [options] file1 [file2]...
 

例
idl2ir -irep my_repository -replace bank/Bank.idl

19.3.2　説明
idl2irコマンドは IDLファイル名を入力として使用します。また，idl2irコマンドは，
このコマンド自体をインタフェースリポジトリサーバにバインドし，<filename>.idlに
指定された IDL構成体にリポジトリを実装します。-replaceオプションを指定した場合，
リポジトリに IDLファイルの項目と同じ名前を持つ項目がすでにあると，その項目は新
しい項目と置き換えられます。

注
idl2irコマンドが匿名の配列およびシーケンスを適切に処理できないという問題があ
ります。この問題の対処として，すべての配列およびシーケンスに対して typedefs
を使用します。

オプション

● -D, -define foo[=bar]

fooに指定されたプリプロセサマクロを定義します。barで値を指定できます。

● -I, -include <dir>

#includeファイルを検索するディレクトリを指定します。

● -P, -no_line_directives

行番号情報の生成を抑止します。デフォルトは offで，行の番号づけは抑止されませ
ん。

● -H, -list_includes

インクルードされたファイル名を標準出力に出力します。デフォルトは offです。

● -C, -retain_comments

C++コード生成時に，IDLファイルからコメントを引き継ぎます。このオプションを
指定しないと，コメントは C++コードに表示されません。

● -U, -undefine foo
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fooに指定されたプリプロセサマクロの定義を解除します。

● -[no_]back_compat_mapping

VisiBroker 3.xとの下位互換性を持つマッピングの使用を指定します。

● -[no_]idl_strict

IDLソースに，OMG標準規格を指定します。デフォルトでは OMG標準規格は使い
ません。

● -[no_]preprocess

解析前に IDLファイルの前処理をします。デフォルトは onです。

● -[no_]preprocess_only

前処理の終了後に，IDLファイルの解析を中止します。このオプションを使用する
と，コンパイラで前処理フェーズの結果を stdoutに生成できます。デフォルトは on
です。

● -[no_]warn_all

警告をすべて抑止します。デフォルトは offです。

● -[no_]warn_unrecognized_pragmas

#pragmaが認識されない場合に警告を生成します。

● -deep

シャロウマージではなく，ディープマージを指定します。-deepを指定した場合，新
しい内容と既存内容との違いだけをマージします。-deepを指定しない場合はシャロ
ウマージが選択されて，新しい内容が同じ名前を定義すると，すべての既存内容を新
しい内容と置き換えます。デフォルトは offです。

● -h, -help, -usage, -?

ヘルプ情報を出力します。

● -irep <name>

idl2irがバインドしようとするインタフェースリポジトリのインスタンス名を指定し
ます。名前を指定しないと，idl2irは，カレントドメインで見つけたインタフェース
リポジトリサーバにバインドします。現在のドメインは，OSAGENT_PORT環境変
数によって定義されます。

● -replace

定義を更新しないで，そのまま置き換えます。

● -version

Borland Enterprise Server VisiBrokerのバージョンを表示します。

● file1 [file2] ...

処理対象のファイルを一つ以上指定します。処理対象のファイルに stdinを指定する
ときは，「-」を指定します。
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19.4　ir2idl

このコマンドは，インタフェースリポジトリから取得したオブジェクトで IDLソース
ファイルを生成します。

19.4.1　構文
 
ir2idl [options]
 

例
fooというインタフェースリポジトリの内容から，foo.idlを生成します。
 
ir2idl -irep foo -o foo.idl

19.4.2　説明
ir2idlコマンドは，IRの内容を抽出し，それを IDLとして出力します。

オプション

● -irep <irep name>

インタフェースリポジトリの名前を指定します。

● -o <file>

出力ファイルの名前を指定します。または，標準出力として「-」を指定します。

● -strict

OMG標準規格に準拠してコード生成を行うことを指定します。デフォルトは onで
す。

● -version

使用中の Borland Enterprise Server VisiBrokerのバージョンを表示，または出力し
ます。

● -h, -help, -usage, -?

ヘルプ情報を出力します。
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20　IDLからC++言語へのマッピ
ング
この章では，CORBA C++言語マッピング仕様に準拠している
Borland Enterprise Server VisiBroker idl2cppコンパイラに
よって供給される IDLから C++言語へのマッピングについて
説明します。

20.1　基本データ型

20.2　文字列

20.3　定数

20.4　列挙体

20.5　型定義

20.6　module句

20.7　複合データ型

20.8　構造体

20.9　Valuetype

20.10　抽象インタフェース
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20.1　基本データ型
次の表に，IDLによって提供されている基本的なデータ型の概要を示します。プラット
フォーム間のハードウェアの違いによって，幾つかの IDL基本データ型がプラット
フォームに依存する場合があります。そのようなデータ型には，その定義の説明に "プ
ラットフォームに依存 "と示してあります。例えば，64ビット整数型のプラットフォー
ムでも，CORBA::Long型は 32ビットとなってしまいます。プラットフォームに依存す
る基本データ型の正確なマッピングについては，インクルードファイル "orbtypes.h"，
"vdef.h"，または "ptypedef.h"を参照してください。

表 20-1　IDL基本型マッピング（C++）

注
IDL boolean型は，1または 0しか使用できないように CORBAの仕様によって定
義されています。それ以外の値を使用すると，未定義の動作となります。

IDL型 VisiBroker型 C++定義

short CORBA::Short short

long CORBA::Long プラットフォームに依存

unsigned short CORBA::UShort unsigned short

unsigned long CORBA::ULong unsigned long

float CORBA::Float float

double CORBA::Double double

char CORBA::Char char

wchar CORBA::WChar wchar_t

boolean CORBA::Boolean unsigned char

octet CORBA::Octet unsigned char

longlong CORBA::LongLong プラットフォームに依存

ulonglong CORBA::ULongLong プラットフォームに依存
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20.2　文字列
IDLにある文字列型は，固定長でも可変長でも，C++の char*型 (wstring型は
CORBA::WChar*)にマッピングされます。アプリケーションと VisiBrokerが，同一の
メモリ管理機能を使うようにするために，文字列を動的に割り当てる場合，および動的
に解放する場合は，コードサンプル 20-1に示している関数を使用してください。すべて
の CORBA文字列型は，NULLで終わる文字列です。

コードサンプル 20-1　文字列に対するメモリの割り当ておよび解放の際に使用するメ
ソッド

 
class CORBA
{
    ...
    static char *string_alloc(CORBA::ULong len);
    static void string_free(char *data);
    ...
    static CORBA::WChar *wstring_alloc(CORBA::ULong len);
    static void wstring_free(CORBA::WChar *);
    ...
};
 

メソッドの詳細については，「22.4.2　CORBAのメソッド」を参照してください。

20.2.1　String_varクラス
IDLの stringを char *にマッピングするとき，IDLコンパイラは，String_varクラス
も生成します。これは，文字列用に割り当てられたメモリを指しているポインタを保持
するクラスです。String_varオブジェクトがデストラクトされたり，スコープ外になっ
たりすると，文字列用のメモリが自動的に解放されます。コードサンプル 20-2に，
String_varクラスおよびこのクラスがサポートするメソッドを示します。_varクラスの
詳細については，「21.6　<class_name>_var」を参照してください。

コードサンプル 20-2　String_varクラス
 
class CORBA {
   class String_var {
      protected:
         char*_p;
         ...
      public:
         String_var();
         String_var(const String_var& var);
         String_var(char *p);
         ~String_var();
         String_var&  operator=(const char *p);
         String_var&  operator=(char *p);
         String_var&  operator=(const String_var& s);
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         operator const char *() const;
         operator char *();
         char &operator[ ](CORBA::ULong index);
         char operator[ ](CORBA::ULong index) const;
         friend ostream&  operator<<(
                            ostream&, const String_var&);
         inline friend Boolean  operator==(
                            const String_var& s1,
                            const String_var& s2);
         ...
      };
      ...
 };

20.2.2　WString_varクラス
IDLの wstringを CORBA::WChar *にマッピングするとき，IDLコンパイラは，
WString_varクラスも生成します。これは，文字列用に割り当てられたメモリを指して
いるポインタを保持するクラスです。WString_varオブジェクトがデストラクトされた
り，スコープ外になったりすると，文字列用のメモリが自動的に解放されます。コード
サンプル 20-3に，WString_varクラスおよびこのクラスがサポートするメソッドを示し
ます。_varクラスの詳細については，「21.6　<class_name>_var」を参照してください。

コードサンプル 20-3　WString_varクラス
 
class CORBA {
   class WString_var {
      private:
         CORBA::WChar *_p;
         ...
      public:
         WString_var();
         WString_var(const WString_var& var);
         WString_var(CORBA::WChar *p);
         WString_var(const CORBA::Whcar *p);
         ~WString_var();
 
         WString_var&  operator=(const CORBA::WChar *p);
         WString_var&  operator=(CORBA::WChar *p);
         WString_var&  operator=(const WString_var& s);
         operator CORBA::WChar *();
         operator const CORBA::WChar *();
         CORBA::WChar &operator[ ](CORBA::ULong index);
         CORBA::WChar operator[ ](CORBA::ULong index);
 
         friend ostream&  operator<<(
                            ostream&, const WString_var&);
         friend CORBA::Long compare(
                            const WString_var& s1,
                            const WString_var& s2);
         ...
      };
      ...
};
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20.3　定数
interfaceの外で定義された IDL定数がインクルードファイルで C++定数宣言にダイレ
クトにマッピングされます。コードサンプル 20-4～ 20-5に例を示します。

コードサンプル 20-4　IDLのトップレベル定義
 
const string str_example = "this is an example";
const long long_example = 100;
const boolean bool_example = TRUE;
 

コードサンプル 20-5　定数の C++コード
 
const char * str_example = "this is an example";
const CORBA::Long long_example = 100;
const CORBA::Boolean bool_example = 1;
 

interfaceの中で定義された定数がインクルードファイルで宣言され，またソースファイ
ルに値が代入されます。コードサンプル 20-6～ 20-8に例を示します。

コードサンプル 20-6　example.idlファイルの IDL定義
 
interface example {
    const string str_example = "this is an example";
    const long long_example = 100;
    const boolean bool_example = TRUE;
};
 

コードサンプル 20-7　example_client.hhインクルードファイルに生成された C++コー
ド

 
class example :: public virtual CORBA::Object
{
   ...
   static const char *str_example; /* "this is an example" */
   static const CORBA::Long long_example; /* 100 */
   static const CORBA::Boolean bool_example; /* 1 */
   ...
};
 

コードサンプル 20-8　example_client.ccソースファイルに生成された C++コード
 
const char *example::str_example = "this is an example";
const CORBA::Long example::long_example = 100;
const CORBA::Boolean example::bool_example = 1;
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20.3.1　定数を含む特別なケース
状況によって IDLコンパイラは，IDL定数の名前を生成するのではなく，IDL定数の値
を含んでいる C++コードを生成する必要があります。例えば，C++コードが適切にコン
パイルできるようにするために，typedef Vに対して定数 lengthの値が生成される必要
があります。例をコードサンプル 20-9～ 20-10に示します。

コードサンプル 20-9　値を持つ IDL定数の定義
 
// IDL
interface foo {
    const long length = 10;
    typedef long V[length];
};
 

コードサンプル 20-10　C++での IDL定数の値の生成
 
class foo : public virtual CORBA::Object
{
    const CORBA::Long length;
    typedef CORBA::Long V[10];
};
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20.4　列挙体
IDL内の列挙体が C++列挙体へとダイレクトにマッピングされています。例をコードサ
ンプル 20-11～ 20-12に示します。

コードサンプル 20-11　列挙体の IDL定義
 
// IDL
enum enum_type {
    first,
    second,
    third
};
 

コードサンプル 20-12　IDL列挙体の C++enumへのダイレクトマッピング
 
// C++ code
enum enum_type {
    first,
    second,
    third
};
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20.5　型定義
IDL内の型定義が C++型定義にダイレクトにマッピングされています。元の IDL型定
義が複数の C++型にマッピングされる場合，IDLコンパイラは，それぞれの型に対応す
る C++のエイリアスを生成します。例をコードサンプル 20-13～ 20-14に示します。

コードサンプル 20-13　IDLの型定義
 
// IDL
typedef octet example_octet;
typedef enum enum_values {
    first,
    second,
    third
} enum_example;
 

コードサンプル 20-14　IDLの型定義の C++へのマッピング
 
// C++
typedef octet example_octet;
enum enum_values {
    first,
    second,
    third
};
typedef enum_values enum_example;
 

その他の型定義のマッピング例を，コードサンプル 20-15～ 20-18に示します。

コードサンプル 20-15　インタフェースの IDL typedef
 
// IDL
interface A1;
typedef A1 A2;
 

コードサンプル 20-16　IDLインタフェース型定義の C++へのマッピング
 
// C++
class A1;
typedef A1 *A1_ptr;
typedef A1_ptr A1Ref;
class A1_var;
 
typedef A1 A2;
typedef A1_ptr A2_ptr;
typedef A1Ref A2Ref;
typedef A1_var A2_var;
 

コードサンプル 20-17　シーケンスの IDL typedef
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// IDL
typedef sequence<long> S1;
typedef S1 S2;
 

コードサンプル 20-18　IDLシーケンス型定義の C++へのマッピング
 
// C++
class S1;
typedef S1 *S1_ptr;
typedef S1_ptr S1Ref;
class S1_var;
 
typedef S1 S2;
typedef S1_ptr S2_ptr;
typedef S1Ref S2Ref;
typedef S1_var S2_var;
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20.6　module句

OMGの IDLから C++言語へのマッピングでは，IDLのmoduleを C++の namespace
にマッピングする際に同じ名前を使用するように指定します。現在，ネームスペースを
サポートするコンパイラの数が限られているため，VisiBrokerは，moduleから classへ
のマッピングだけをサポートしています。コードサンプル 20-19～ 20-20では，Borland 
Enterprise Server VisiBrokerの IDLコンパイラがmodule定義を classへとマッピング
しています。

コードサンプル 20-19　IDLモジュール定義
 
// IDL
module ABC
{
    ...
};
 

コードサンプル 20-20　C++クラスとして生成
 
// C++
class ABC
{
    ...
};
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20.7　複合データ型
次の複合データ型が，どのように IDLから C++マッピングされるかを説明します。

• Any型
• string型（固定長または可変長）
• sequence型（固定長または可変長）
• オブジェクトリファレンス
• 可変長メンバを含むその他の structまたは union
• 可変長要素を持つ array
• 可変長要素を持つ typedef

複合データ型の C++マッピングについて次の表に示します。

表 20-2　複合データ型の C++マッピングの概要（C++）

IDL型 C++マッピング

struct（固定長） structおよび _varクラス

struct（可変長） structおよび _varクラス（各可変長メンバは，その T_varクラスとともに宣言
されます）

union classおよび _varクラス

sequence classおよび _varクラス

array array，array_slice，array_forany，および array_var
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20.8　構造体
固定長構造体，可変長構造体などについて説明します。

20.8.1　固定長構造体
Borland Enterprise Server VisiBrokerの IDLコンパイラは，C++にマッピングされた
固定長 IDL構造体に，構造体と構造体に対する _varクラスを生成します。_varクラス
の詳細については，「21.6　<class_name>_var」を参照してください。

コードサンプル 20-21　IDL内の固定長構造体定義
 
// IDL
struct example {
    short a;
    long b;
};
 

コードサンプル 20-22　固定長 IDL構造体の C++へのマッピング
 
// C++
struct example {
    CORBA::Short a;
    CORBA::Long b;
};
 
class example_var
{
    ...
    private:
    example *_ptr;
};

（1） 固定長構造体の使用

_varクラスであるフィールドにアクセスするには，->演算子が必要となります。コード
サンプル 20-23は，その例を示しています。ex2がスコープ外となると，割り当てられ
ていたメモリが自動的に解放されます。

コードサンプル 20-23　example構造体および example_varクラスの使用
 
// example構造体を宣言し，領域を初期化します。
example ex1 = { 2, 5 };
 
// _varクラスを宣言し，新しく作成したexample構造体を代入します。
// _varは，未初期化の領域を持つ構造体を指します。
example_var ex2 = new example;
 
// ex1からex2の領域を初期化します。
ex2->a = ex1.b;
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20.8.2　可変長構造体
可変長のメンバを持つ構造体か，または固定長のメンバを持つ構造体かによって，C++
で生成するコードが異なります。コードサンプル 20-21に示した example構造体を可変
長にした例を，コードサンプル 20-24～ 20-25に示します。ここでは，可変長構造体に
変換するため，longメンバが stringと入れ替えられ，オブジェクトリファレンスが追加
されています。

コードサンプル 20-24　IDL内の可変長構造体定義
 
// IDL
interface ABC {
    ...
};
struct vexample {
    short a;
    ABC c;
    string name;
};
 

コードサンプル 20-25　可変長構造体の C++へのマッピング
 
// C++
struct vexample {
    CORBA::Short a;
    ABC_var c;
    CORBA::String_var name;
    vexample& operator=(const vexample& s);
};
 
class vexample_var {
    ...
};
 

ABCオブジェクトが ABC_varクラスにマッピングされています。同様に，nameとい
う stringが CORBA::String_varクラスにマッピングされます。また，可変長構造体の
代入演算子も生成されます。

（1） 可変長構造体でのメモリ管理

可変長構造体で _varクラスを使用すると，可変長メンバに対応するメモリが透過的に管
理されます。

●構造体がスコープ外になると，可変長メンバに対応するすべてのメモリが自動的に解
放されます。

●構造体の初期化または代入が繰り返されると，繰り返し前のデータに対応するメモリ
は解放されます。

●オブジェクトリファレンスに可変長メンバが割り当てられると，そのオブジェクトリ
ファレンスのコピーが作成されます。ポインタに可変長メンバを代入した場合，その
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ポインタのコピーは作成されません。

20.8.3　union
IDLに指定した unionは，メソッドとともに C++クラスへとマッピングされます。IDL
に指定した unionの各メンバは，アクセッサ，およびミューテータとして動作する関数
にマッピングされます。ミューテータ関数は，データメンバの値を設定します。

あらかじめ定義されている識別型の _dという名前のデータメンバも生成されます。
unionが初めて作成される際には，この識別型の値は設定されていません。したがって，
unionを使用する前に，アプリケーションはその識別型の値を設定する必要があります。
提供されているメソッドのどれかを使用してデータメンバを設定すると，それらすべて
のデータメンバは自動的に識別型として設定されます。次の表は，example_unionクラ
スで使用できるメソッドの幾つかを示しています。

表 20-3　example_unionクラス用に生成されたメソッド（C++）

コードサンプル 20-26～ 20-27では，example_unionの生成方法を示しています。

コードサンプル 20-26　structを含む IDL union
 
// IDL
struct example_struct
{
   long abc;
};
union example_union switch(long)
{
   case 1: long x; // a primitive data type
   case 2: string y; // a simple data type
   case 3: example_struct z; // a complex data type
};
 

コードサンプル 20-27　IDL unionの C++クラスへのマッピング

メソッド 説明

_d() ディスクリミネータの値を返します。

_d(CORBA::Long) ディスクリミネータの値を設定します。ここでは，ディスクリミネー
タは long型です。入力する引数の型は，ディスクリミネータのデータ
型によって異なります。

example_union() デフォルトコンストラクタでは，識別型にデフォルト値が設定されま
すが，データメンバの初期化は実行されません。

example_union(const 
example_union& obj)

コピーコンストラクタがソースオブジェクトのディープコピーを実行
します。

~example_union() デストラクタが unionによって所有されているメモリを解放します。

operator=(const 
example_union& obj)

代入演算子がディープコピーを実行します。また，必要な場合は，古
いメモリを解放します。
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// C++
struct example_struct
{
         CORBA::Long abc;
};
class example_union
{
   private:
         CORBA::Long _disc;
         CORBA::Long _x;
         CORBA::String_var _y;
         example_struct _z;
   public:
         example_union();
         ~example_union();
         example_union(const example_union& obj);
         example_union& operator=(const example_union& obj);
         void x(const CORBA::Long val);
         const CORBA::Long x() const;
         void y(char *val);
         void y(const char *val);
         void y(const CORBA::String_var& val);
         const char *y() const;
         void z(const example_struct& val);
         const example_struct& z() const;
         example_struct& z();
         CORBA::Long _d();
         void _d(CORBA::Long);
         ...
};

（1） unionの管理型

コードサンプル 20-27に示した example_unionクラスに加えて，example_union_var
クラスも生成されます。_varの詳細については，「21.6　<class_name>_var」を参照し
てください。

（2） unionでのメモリ管理

union内の複合データ型のメモリ管理をするときは，次の点を注意してください。

●データメンバの値を設定する際にアクセッサメソッドを使用する場合，ディープコ
ピーが実行されます。小さめの型の場合は値を，大きめの型の場合は定数リファレン
スを使って，パラメタをアクセッサメソッドに渡してください。

●アクセッサメソッドを使用してデータメンバを設定する場合，そのメンバに対応して
いたメモリが解放されます。代入されているメンバがオブジェクトリファレンスであ
る場合，そのオブジェクトのリファレンスカウントは，アクセッサメソッドが返され
る前に増やされます。

● char *アクセッサメソッドは，渡されたポインタの所有権が引き受けられる前に，す
べてのメモリを解放します。
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● const char *および String_varアクセッサメソッドは，新しいパラメタのメモリがコ
ピーされる前に，すべての古いメモリを解放します。

●配列データメンバのアクセッサメソッドは，配列スライスを指すポインタを返します。
詳細については，「20.8.5(1)　配列スライス」を参照してください。

20.8.4　Sequence
固定長および可変長に関係なく IDLに指定した Sequenceは，現在の長さおよび最大長
を持つ C++クラスにマッピングされます。固定長シーケンスの最大長は，そのシーケン
スの型によって定義されます。C++コンストラクタが呼び出される際に可変長シーケン
スの最大長を指定できます。プログラミングによって，現在の長さを変更できます。
コードサンプル 20-28～ 20-29では，IDLシーケンスがアクセッサメソッドを含む C++
クラスへとマッピングされています。

注
可変長シーケンスの長さが，指定した最大長よりも長い場合，Borland Enterprise 
Server VisiBrokerは，バッファが大きい方を透過的に割り当てます。その際，古い
バッファが新しいバッファへとコピーされ，その古いバッファに割り当てられてい
たメモリが解放されます。しかし，最大長が減ると，使用されなかったメモリは解
放されません。

コードサンプル 20-28　IDL可変長シーケンス
 
// IDL
typedef sequence<long> LongSeq;
 

コードサンプル 20-29　IDL可変長シーケンスの C++クラスへのマッピング
 
// C++
class LongSeq
{
    public:
        LongSeq(CORBA::ULong max=0);
        LongSeq(CORBA::ULong max=0, CORBA::ULong length,
                CORBA::Long *data, CORBA::Boolean release = 0);
        LongSeq(const LongSeq&);
        ~LongSeq();
        LongSeq&    operator=(const LongSeq&);
        CORBA::ULong    maximum() const;
        void   length(CORBA::ULong len);
        CORBA::ULong    length() const;
        const CORBA::ULong&    operator[ ](
                                  CORBA::ULong index) const;
        ...
        static LongSeq    *_duplicate(LongSeq* ptr);
        static void    _release(LongSeq *ptr);
        static CORBA::Long    *allocbuf(CORBA::ULong nelems);
        static void    freebuf(CORBA::Long *data);
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    private:
        CORBA::Long* _contents;
        CORBA::ULong   _count;
        CORBA::ULong   _num_allocated;
        CORBA::Boolean   _release_flag;
        CORBA::Long   _ref_count;
};
 

コードサンプル 20-29に示した可変長シーケンスのために生成されたメソッド一覧を次
の表に示します。

表 20-4　コードサンプル 20-29に示した可変長シーケンスのために生成されたメソッド
の一覧（C++）

（1） シーケンスの管理型

コードサンプル 20-29に示した LongSeqクラスに加えて，LongSeq_varクラスも生成さ

メソッド 説明

LongSeq(CORBA::ULong max=0) 可変長シーケンスのコンストラクタは，最大長を引数として使
用します。固定長シーケンスには定義された最大長が含まれま
す。

LongSeq(CORBA::Ulong max=0,
   CORBA::ULong length,
   CORBA::Long *data,
   CORBA::Boolean release=0)

コンストラクタで，最大長，現在の長さ，対応するデータバッ
ファのポインタ，解放フラグを設定できます。releaseが 0で
ない場合にシーケンスのサイズを拡大する際，データバッファ
に対応するメモリを解放します。releaseが 0である場合，古
いデータバッファのメモリは解放されません。固定長シーケン
スでは，max以外のこれらすべてのパラメタを使用します。

LongSeq(const LongSeq&) コピーコンストラクタは，ソースオブジェクトのディープコ
ピーを実行します。

~LongSeq(); 解放フラグが構成された際に 0以外の値を持つ場合だけ，デス
トラクタがシーケンスによって所有されるメモリを解放しま
す。

operator=(const LongSeq&) 代入演算子がディープコピーを実行します。必要な場合，古い
メモリを解放します。

maximum() シーケンスのサイズを返します。

length() シーケンスの長さを設定したり，返したりするために，二つの
メソッドが定義されます。

operator[ ] () シーケンス内の要素にアクセスするために二つのインデックス
演算子が提供されています。一方はその要素を修正するための
演算子で，もう一方は要素を読み込むためだけ（読み取り専
用）の演算子です。

_release() シーケンスを解放します。オブジェクトが生成され，シーケン
ス要素型が文字列およびオブジェクトリファレンスである場合
で，コンストラクタの解放フラグが 0以外の値であるときは，
バッファが解放される前に各要素が解放されます。

allocbuf()
freebuf()

シーケンス用のメモリを割り当てたり，解放したりするため
に，これら二つの静的メソッドを使用します。
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れます。_varの詳細については，「21.6　<class_name>_var」を参照してください。ま
た，通常の _varメソッドに加えて，シーケンスのインデックスメソッドが二つ定義され
ています。

コードサンプル 20-30　シーケンスを表す _varクラスに追加された二つのインデックス
メソッド

 
CORBA::Long& operator[ ](CORBA::ULong index);
const CORBA::Long& operator[ ](CORBA::ULong index) const;

（2） シーケンスでのメモリ管理

メモリ管理をする際には，次の事項に注意してください。コードサンプル 20-31～
20-32は，次の事項を配慮しています。

●シーケンスが生成された際にその解放フラグが 0以外の値で設定された場合，その
シーケンスがユーザのメモリの管理を引き受けます。要素が代入された際，右側にあ
るメモリの所有権が引き受けられる前に，古いメモリが解放されます。

●文字列またはオブジェクトリファレンスを含むシーケンスが生成された際に，その解
放フラグが 0以外の値で設定された場合，シーケンスのコンテンツバッファが解放さ
れる前，およびそのオブジェクトがデストラクトされる前に，各要素が解放されます。

●解放フラグに 1が設定されていないかぎり，[ ]演算子を使ってシーケンス要素を代
入しないでください。代入した場合，メモリ管理のエラーが発生するおそれがありま
す。

●解放フラグに 0を設定してシーケンスを生成した場合，そのシーケンスを inoutパラ
メタとして使用しないでください。オブジェクトサーバでメモリ管理のエラーが発生
するおそれがあります。

●シーケンスで使用するメモリを作成および解放する場合は，必ず allocbufおよび
freebufを使用してください。

コードサンプル 20-31　固定長シーケンスの IDL仕様
 
// IDL
typedef sequence<string, 3> StringSeq;
 

コードサンプル 20-32　二つの固定長シーケンスでのメモリ管理の例
 
// C++
char *static_array[ ] = {(char*)"1", (char*)"2", (char*)"3"};
char **dynamic_array = StringSeq::allocbuf(3);
dynamic_array[0] = CORBA::string_dup("1");
dynamic_array[1] = CORBA::string_dup("2");
dynamic_array[2] = CORBA::string_dup("3");
 
// シーケンスを作成し，解放フラグはデフォルトのFALSEを設定します。
StringSeq static_seq(3, static_array);
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// 別のシーケンスを作成し，解放フラグはTRUEを設定します。
StringSeq dynamic_seq(3, dynamic_array, 1);
 
static_seq[1] = "1"; // 古い領域は，解放されないでコピーされます。
 
char *str = CORBA::string_dup("1");
dynamic_seq[1] = str; // 古い領域は，解放され代入されます。
 

20.8.5　配列
IDLで指定した配列は，C++配列にマッピングされます。マッピングされた配列を静的
に初期化できます。IDL配列要素が文字列またはオブジェクトリファレンスである場合，
C++配列ではそれらの要素が _var型となります。コードサンプル 20-33～ 20-34は，異
なる要素型を持つ三つの配列を示しています。

コードサンプル 20-33　IDL配列定義
 
// IDL
interface Intf
{
    ...
};
typedef long L[10];
typedef string S[10];
typedef Intf A[10];
 

コードサンプル 20-34　IDL配列の C++配列へのマッピング
 
// C++
typedef CORBA::Long L[10];
typedef CORBA::String_var S[10];
typedef Intf_var A[10];
 

文字列およびオブジェクトリファレンスに対して _varという管理型を使うことによっ
て，配列要素が代入された際にメモリが透過的に管理できます。

（1） 配列スライス

array_slice型は複次元配列のパラメタを渡す際に使用されます。一次元配列以外の配列
に対して _slice型が VisiBrokerの IDLコンパイラによって生成されます。パラメタを
渡したり，返したりする際に，_slice型を使うと便利です。コードサンプル 20-35とコー
ドサンプル 20-36は，_slice型の例を示しています。

コードサンプル 20-35　複次元配列の IDL定義
 
// IDL
typedef long L[10];
typedef string str[1][2][3];
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コードサンプル 20-36　_slice型の生成
 
// C++
typedef CORBA::Long L_slice;
typedef CORBA::String_var str_slice[2][3];
 

（2） 配列の管理型

VisiBrokerの IDLコンパイラは，IDL配列に対する C++配列だけでなく，_varクラス
も生成します。このクラスは，配列の拡張機能を提供します。

●配列要素への直感的なアクセスを可能にするため operator[ ]がオーバーロードされ
ます。

●配列の _sliceオブジェクトに対するポインタを引数として使用するために，コンスト
ラクタと代入演算子が提供されます。

コードサンプル 20-37　配列の IDL定義
 
// IDL
typedef long L[10];
 

コードサンプル 20-38　配列に対して生成された _varクラス
 
// C++
class L_var
{
    public:
        L_var();
        L_var(L_slice *slice);
        L_var(const L_var& var);
        ~L_var();
        L_var&  operator=(L_slice *slice);
        L_var&  operator=(const L_var& var);
        CORBA::Long&  operator[ ](CORBA::ULong index);
        operator L_slice *();
        operator L &() const;
        ...
    private:
        L_slice*_ptr;
};

（3） タイプセーフ配列

any型にマッピングされた要素を持つ配列を処理するために，_foranyという特別なクラ
スが生成されます。_varクラスと同様に，_foranyクラスでも下位の配列型にアクセス
できます。Any型がメモリの所有権を引き受けるので，_foranyクラスは，デストラク
トの際にメモリを解放しません。関数を適切にオーバーロードし，ほかの型と見分けら
れるようにするため，_foranyクラスは typedefとして実装されません。
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コードサンプル 20-39　IDL配列定義
 
// IDL
typedef long L[10];
 

コードサンプル 20-40　IDL配列に対して生成された _foranyクラス
 
// C++
class L_forany
{
    public:
        L_forany();
        L_forany(L_slice *slice);
        ~L_forany();
        CORBA::Long&  operator[ ](CORBA::ULong index);
        const CORBA::Long&  operator[ ](
                               CORBA::ULong index) const;
        operator L_slice *();
        operator L &() const;
        operator const L & () const;
        operator const L& () const;
        L_forany& operator=(const L_forany obj);
        ...
    private:
        L_slice*_ptr;
};

（4） 配列でのメモリ管理

配列に対応するメモリの割り当て，および解放のため，VisiBrokerの IDLコンパイラは
四つの関数を生成します。これらの関数を使うと，VisiBroker ORBは newおよび
delete演算子をオーバーライドしなくてもメモリを管理できます。

コードサンプル 20-41　IDL配列定義
 
// IDL
typedef long L[10];
 

コードサンプル 20-42　配列メモリの割り当ておよび解放のため生成されたメソッド
 
// C++
static inline L_slice* L_alloc(); // 配列を動的に割り当てます。
static inline void L_free(L_slice *data);
                                  // L_allocを使って割り当てられた
                                  // 配列のメモリを解放します。
static inline void L_copy(L_slice *_to, L_slice *_from)
               // _from配列を_to配列にコピーします。
static inline L_slice *L_dup(const L_slice *_date)
               // 新しくコピーされた_date配列を返します。
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20.8.6　Principal
Principalは，オブジェクトインプリメンテーションに対して，オペレーション要求を発
行しているクライアントアプリケーションについての情報を表します。Principalの IDL
インタフェースにオペレーションはありません。Principalは，octetのシーケンスとし
て実装されます。Principalは，クライアントアプリケーションによって設定され，
VisiBroker ORBインプリメンテーションによってチェックされます。Borland 
Enterprise Server VisiBrokerでは，Principalは不透過な型として取り扱われ，
Principalの内容は VisiBroker ORBには，検査されません。
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20.9　Valuetype

IDLの valuetypeは，IDLの valuetypeと同じ名前の C++クラスにマッピングされま
す。このクラスは，valuetypeの状態メンバに対応する純粋仮想アクセッサとモディファ
イア関数，および valuetypeのオペレーションに対応する純粋仮想関数を持つ抽象ベー
スクラスです。

C++クラス名が valuetypeの完全なスコープ名称に "OBV_"を持つ，C++クラスが生成
されます。この C++クラスは抽象ベースクラスのアクセッサ，およびモディファイア
の，デフォルトインプリメンテーションを提供します。

valuetypeインスタンスは，アプリケーションで生成します。生成後，これらのアプリ
ケーションはポインタを使ってインスタンスを処理します。C++ valuetypeインスタン
スへのハンドルは，C++ポインタです。C++ポインタ，または類似のオブジェクトとし
て実装される C++ _ptr型にマッピングされるオブジェクトリファレンスとは異なりま
す。これによって，ハンドルとオブジェクトリファレンスを区別できます。

インタフェースのマッピングとは異なり，valuetypeのリファレンスカウント機能は，
valuetypeのインタフェースごとに実装しなければなりません。valuetypeの _var型は
リファレンスカウントを自動化します。コードサンプル 20-43では，この機能を示しま
す。

コードサンプル 20-43　リファレンスカウントを自動化する valuetypeの _var型
 
 valuetype Example {
  short op1();
 long op2( in Example x );
 private short val1;
 public long val2;
};
 

また，コードサンプル 20-44では，IDL定義に対して生成される三つのクラスの C++
マッピングを示します。

コードサンプル 20-44　IDL定義の C++マッピング
 
class Example : public virtual CORBA::ValueBase {
public:
   virtual CORBA::Short op1() = 0;
   virtual CORBA::Long op2(Example_ptr _x) = 0;
// すべてのパブリックな状態の純粋仮想getter/setterです。
// これらのアクセッサは，C++のunionメンバと同じように，
// リファレンスによってread-write属性でアクセスできます。
virtual void val2(const CORBA::Long _val2) = 0;
virtual const CORBA::Long val2() const = 0;
 
protected:
Example() {}
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virtual ~Example() {}
virtual void val1(const CORBA::Short _val1) = 0;
virtual const CORBA::Short val1() const = 0;
 
   private:
void operator=(const Example&);
};
class OBV_Example: public virtual Example{
public:
virtual void val2(const CORBA::Long _val2) {
_obv_val2 = _val2;
}
virtual const CORBA::Long val2() const {
return _obv_val2;
}
 
protected:
virtual void val1(const CORBA::Short _val1) {
_obv_val1 = _val1;
}
virtual const CORBA::Short val1() const {
return _obv_val1; }
OBV_Example() {}
virtual ~OBV_Example() {}
OBV_Example(const CORBA::Short _val1,
     const CORBA::Long _val2) {
   _obv_val1 = _val1;
   _obv_val2 = _val2;
}
CORBA::Short _obv_val1;
CORBA::Long _obv_val2;
};
 
class Example_init : public CORBA::ValueFactoryBase {
};
 

_initクラスは，valuetypeのファクトリを実装する方法を提供します。valuetypeは，
回線上を値で渡されます。そのため，ストリームして送信した valuetypeの受信側が，
ストリームから valuetypeインスタンスを生成するために，ファクトリを実装します。
ストリーム上で valuetypeを受信する可能性がある場合は，サーバとクライアントの両
方がこのファクトリを実装している必要があります。コードサンプル 20-45で示すよう
に，_initクラスは CORBA::ValueBase *を返す create_for_unmarshalも実装してくだ
さい。コードサンプル 20-46およびコードサンプル 20-47では，ほかの valuetypeから
valuetypeを派生させる例を示します。

コードサンプル 20-45　_initクラス例
 
class Example_init_impl: public Example_init{
public:
   Example_init_impl();
   virtual ~Example_init_impl();
CORBA::ValueBase * create_for_unmarshal() {
 ...// return an Example_ptr
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 }
};
 

コードサンプル 20-46　ほかの valuetypeから派生した valuetypeの IDL 
 
valuetype DerivedExample: Example{
 short op3();
};
 

コードサンプル 20-47　派生 valuetypeに対して生成された C++
 
// IDL valuetype: DerivedExample
class DerivedExample  : public virtual Example {
 public:
   virtual CORBA::Short op3() = 0;
 protected:
   DerivedExample() {}
   virtual ~DerivedExample() {}
 private:
   void operator=(const DerivedExample&);
};
class OBV_DerivedExample: public virtual DerivedExample, public 
virtual OBV_Example{
 protected:
   OBV_DerivedExample() {}
   virtual ~OBV_DerivedExample() {}
};
class DerivedExample_init : public CORBA::ValueFactoryBase { };
 

コードサンプル 20-48に，派生した valuetypeをベースの valuetypeに切り落とす例を
示します。これは，ストリームの受信側が，派生 valuetypeは構築できないが，ベース
valuetypeは構築できる場合に必要です。

コードサンプル 20-48　切り落とされた派生 valuetype
 
valuetype DerivedExample : truncatable Example { };
 

マッピングは通常の派生した valuetypeと同じですが，Exampleというベースクラスに
切り落とされることを示すため，DerivedExampleクラスの Type情報に情報が追加され
るという点が異なります。

valuetypeはインタフェースからは派生できませんが，インタフェースのすべてのオペ
レーションを提供することによって一つ以上のインタフェースをサポートできます。こ
の場合，supportsという IDLキーワードを使用できます。

コードサンプル 20-49　派生 valuetypeの IDLキーワード「support」
 
interface myInterface{
 long op5();
};
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valuetype IderivedExample supports myInterface {
 short op6();
};
 

コードサンプル 20-50　派生 valuetypeの C++
 
// IDL valuetype: DerivedExample
class IderivedExample  : public virtual CORBA::ValueBase  {
 public:
   virtual CORBA::Short op6() = 0;
   virtual CORBA::Long op5() = 0;
 
 protected:
   IderivedExample() {}
   virtual ~IderivedExample() {}
 private:
   void operator=(const IderivedExample&);
};
 
class OBV_IderivedExample: public virtual IderivedExample{
 protected:
   OBV_IderivedExample() {}
   virtual ~OBV_IderivedExample() {}
};
 

リファレンスカウント用に，C++ マッピングは二つの標準クラスを提供します。クラス
CORBA::DefaultValueRefCountBaseは，任意のアプリケーションが提供する，どの
IDLインタフェースからも派生しない具象 valuetypeのベースクラスとして使用します。
この種類の valuetypeの場合，アプリケーションは独自のリファレンスカウントメカニ
ズムを実装できます。クラス PortableServer::ValueRefCountBaseは，任意のアプリ
ケーションが提供する，一つ以上の IDLインタフェースから派生する具象 valuetypeク
ラスのベースクラスとして使用します。

20.9.1　Valuebox
valueboxは，構造体，union，any，文字列，基本型，オブジェクトリファレンス，
enum，シーケンス，および配列型に適用される valuetypeです。これらの型はメソッ
ド，継承，およびインタフェースはサポートしません。valueboxはリファレンスカウン
トされ，CORBA::DefaultValueRefCountBaseから派生します。マッピングはベースと
なる型によって異なります。すべての valuebox C++クラスはベースとなる型へのマッピ
ング用に _boxed_in()，_boxed_out()，および _boxed_inout()を提供します。valuebox id
のファクトリは，生成されたスタブが自動的に登録します。
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20.10　抽象インタフェース
抽象インタフェースで，オブジェクトをリファレンス（IOR）で渡すか，または値
（valuetype）で渡すかを実行時に決定するには，プリフィクス "abstract"を，インタ
フェース宣言前に使用します。

コードサンプル 20-51　IDLコードサンプル
 
abstract interface foo {
   void func():
};
 

抽象インタフェースをサポートする valuetypeは，その抽象インタフェースとして渡せ
ます。抽象インタフェースはコードサンプル 20-52に示すように宣言されます。

コードサンプル 20-52　抽象インタフェースとしての valuetype
 
valuetype vt supports foo {
   ...
};
 

抽象インタフェースとして渡す必要があるインタフェースはコードサンプル 20-53に示
すように宣言されます。

コードサンプル 20-53　抽象インタフェースとしてのインタフェース
 
interface intf : foo {
};
 

コードサンプル 20-53で宣言した fooという抽象インタフェースの C++マッピングの結
果は，コードサンプル 20-54のようなクラスになります。

コードサンプル 20-54　抽象インタフェースの C++マッピング
 
class foo_var : public CORBA::_var{
   ...
};
class foo_out{
   ...
};
 
class foo : public virtual CORBA:::AbstractBase{
   private:
      ...
      void operator=(const foo&) {}
   protected:
      foo();
      foo(const foo& ref) {}
      virtual ~foo() {}
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   public:
      static CORBA::Object* _factory():
      foo_ptr _this();
      static foo_ptr _nil() { ... }
      static foo_ptr _narrow(CORBA::AbstractBase* _obj);
      static foo_ptr _narrow(CORBA::Object_ptr _obj);
      static foo_ptr _narrow(CORBA::ValueBase_ptr _obj);
 
      virtual void func() = 0;
 
      ...
 
};
 
class _vis_foo_stub : public virtual foo, public virtual 
CORBA::Object {
   public :
      _vis_foo_stub() {}
      virtual ~_vis_foo_stub() {}
 
      ...
      virtual void func():
};
 

_varクラス，_outクラス，およびメソッドを実装する CORBA::AbstractBaseから派生
したクラスがあります。
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21　生成されるインタフェース
とクラス（C++）
この章では，Borland Enterprise Server VisiBrokerの IDLコ
ンパイラで生成されるクラス，その使い方，および機能につい
て説明します。

21.1　概要

21.2　<interface_name>

21.3　<interface_name>ObjectWrapper

21.4　POA_<class_name>

21.5　_tie_<class_name>

21.6　<class_name>_var
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21.　生成されるインタフェースとクラス（C++）
21.1　概要
Borland Enterprise Server VisiBrokerの IDLコンパイラは，クライアントアプリケー
ションおよびオブジェクトサーバの開発をより簡単にするために，多様なクラスを生成
できます。生成されたクラスのほとんどは，CORBAクラスでも使用できます。

●スタブクラス（<interface_name>）

●オブジェクトラッパークラス（<interface_name>ObjectWrapper）

●サーバントクラス（POA_<class_name>）

● tieクラス（_tie_<class_name>）

● varクラス（<class_name>_var）
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21.　生成されるインタフェースとクラス（C++）
21.2　<interface_name>
 
class <interface_name>
 

<interface_name>クラスは，特定の IDLインタフェースのために生成され，クライア
ントアプリケーションによって使用されます。このクラスは，特定の IDLインタフェー
スのために定義されたメソッドを提供します。クライアントが，オブジェクトリファレ
ンスを使って，オブジェクトに対してメソッドを呼び出す場合，実際に呼び出されるの
はスタブメソッドです。スタブメソッドは，クライアントのオペレーション要求をパッ
ケージ化して，オブジェクトインプリメンテーションに送信し，その結果を反映します。
この全プロセスはクライアントアプリケーションにとって透過的です。

クライアントがローカルオブジェクトリファレンスを使用してローカルオブジェクトの
メソッドを呼び出す場合，スタブメソッドは使用されません。

注
IDLコンパイラによって生成されたスタブクラスの内容は変更しないでください。

● static <interface_name>_ptr _bind_bind_bind_bind(
const char *_poa_name_poa_name_poa_name_poa_name,
const CORBA::OctetSequence& _id_id_id_id,
const char *_host_name_host_name_host_name_host_name=(const char*)NULL,
const CORBA::BindOptions* _optoptoptopt=(CORBA::BindOptions*)NULL,
CORBA::ORB_ptr _orborborborb=(CORBA::ORB_ptr)NULL);

• _poa_name
絶対パスで記述された POA名

• _id
リファレンスを生成するオブジェクトの識別子

• _host_name
対象オブジェクトがあるホスト名

• opt
省略するか，または NULLだけ指定してください。

• orb
サーバが使用する VisiBroker ORB。ORB.initメソッドの呼び出しによって取得さ
れます。

● static <interface_name>_ptr _narrow_narrow_narrow_narrow(
CORBA::Object * _obj_obj_obj_obj);

このメソッドは，CORBA::Objectリファレンスを，<interface_name>型のオブジェ
クトにナロウイングします。オブジェクトリファレンスをナロウイングできない場合，
CORBA::BAD_PARAM例外または nullが返されます。
• _obj

<interface_name>型にナロウイングされるオブジェクト
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● static <interface_name>_ptr _bind_bind_bind_bind(
const char *_object_name_object_name_object_name_object_name = (const char*)NULL,
const char *_host_name_host_name_host_name_host_name = (const char*)NULL,
const CORBA::BindOptions* _opt_opt_opt_opt = (CORBA::BindOptions*)NULL,
CORBA::ORB_ptr _orb_orb_orb_orb = (CORBA::ORB_ptr)NULL);

このメソッドは，VisiBroker ORBオブジェクトにバインドし，オブジェクトリファ
レンスを取得します。
• _object_name
オブジェクト名を識別する文字列。このパラメタはオプションです。

• _host_name
ORBオブジェクトを探すホスト名を識別する文字列。このパラメタはオプションで
す。

• _opt
このオプションは省略するか，または NULLを指定してください。

• _orb
サーバが使用する VisiBroker ORB。ORB_initメソッドの呼び出しによって取得さ
れます。
502



21.　生成されるインタフェースとクラス（C++）
21.3　<interface_name>ObjectWrapper
 
class <interface_name>ObjectWrapper
 

このクラスは，ローカルインタフェースには適用されません。

それ以外のインタフェースでは，このクラスは，タイプドオブジェクトラッパーを派生
するために使用されます。idl2cppコマンドを -obj_wrapperオプション付きで呼び出す
と，ローカルインタフェース以外のすべてのインタフェースに対して生成されます。
idl2cppコマンドについては，「19.2　idl2cpp」を参照してください。オブジェクトラッ
パー機能を使用する際の詳細については，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「オブジェクトラッパーの使用」の記述を参照
してください。

● static void addaddaddadd(
CORBA::ORB_ptr orborborborb,
CORBA::WrapperFactory factoryfactoryfactoryfactory,
VISObjectWrapper::Location locloclocloc);

クライアントアプリケーションから，タイプドオブジェクトラッパーを追加します。
複数のタイプドオブジェクトラッパーがインストールされている場合，登録された順
に呼び出されます。
• orb
クライアントが使用したい ORB。ORB_initメソッドによって返されます。

• factory
追加したいオブジェクトラッパークラスのファクトリメソッド。

• loc
追加されるオブジェクトラッパーのロケーション。次の値のどれかです。
VISObjectWrapper::Client

VISObjectWrapper::Server

VISObjectWrapper::Both

● static void removeremoveremoveremove(
CORBA::ORB_ptr orborborborb,
CORBA::WrapperFactory factoryfactoryfactoryfactory,
VISObjectWrapper::Location locloclocloc);

サーバアプリケーションからタイプドオブジェクトラッパーを削除します。
• orb
クライアントが使用したい ORB。ORB_initメソッドによって返されます。

• factory
削除したいオブジェクトラッパークラスのファクトリメソッド。

• loc
削除されるオブジェクトラッパーのロケーション。次の値のどれかです。
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VISObjectWrapper::Client

VISObjectWrapper::Server

VISObjectWrapper::Both
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21.4　POA_<class_name>
 
class POA_<class_name>
 

POA_<class_name>クラスは，IDLコンパイラによって生成される抽象ベースクラスで
す。この POAクラスを使って，オブジェクトインプリメンテーションクラスを派生させ
ます。オブジェクトインプリメンテーションは通常，クライアントのオペレーション要
求の受信，および解釈に必要なメソッドを提供するサーバントクラスから派生します。
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21.5　_tie_<class_name>
 
class _tie_<class_name>
 

_tie_<class_name>クラスは，デリゲーションインプリメンテーションの生成をサポー
トするために，IDLコンパイラによって生成されます。この tieクラスを使って，ほかの
オブジェクトに対するすべてのオペレーション要求をデリゲートする，オブジェクトイ
ンプリメンテーションを生成します。したがって，CORBA::Objectクラスから継承させ
ない既存のオブジェクトを使用できます。
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21.6　<class_name>_var
 
class <class_name>_var
 

<class_name>_varクラスは，IDLインタフェースのために生成されるクラスで，メモ
リ管理の負担を軽減させるセマンティックを提供します。
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22　コアインタフェースとクラ
ス（C++）
この章では，C++言語のコアインタフェースとクラスについて
説明します。

22.1　PortableServer::AdapterActivator

22.2　PortableServer

22.3　CompletionStatus

22.4　CORBA

22.5　Context

22.6　PortableServer::Current

22.7　Exception

22.8　Object

22.9　ORB

22.10　Policy

22.11　PortableServer::POA

22.12　PortableServer::POAManager

22.13　PortableServer::POAManager::State

22.14　PortableServer::RefCountServantBase

22.15　PortableServer::ServantActivator
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22.　コアインタフェースとクラス（C++）
22.16　PortableServer::ServantBase

22.17　PortableServer::ServantLocator

22.18　PortableServer::ServantManager

22.19　PortableServer::ForwardRequest

22.20　SystemException

22.21　UserException

22.22　VISPropertyManager
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22.1　PortableServer::AdapterActivator
 
class PortableServer::AdapterActivator :
                       public CORBA::PseudoObject
 

アダプタアクティベータは POA（ポータブルオブジェクトアダプタ）と対応し，オンデ
マンドで子 POAを作成する機能を POAに提供します。この機能は，子 POAを指定し
たリクエストを受信するとき，または活性化パラメタを TRUEに設定して find_POAメ
ソッドを呼び出すときに使用される機能です。

22.1.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。

22.1.2　PortableServer::AdapterActivatorのメソッド
● CORBA::Boolean unknown_adapterunknown_adapterunknown_adapterunknown_adapter(

POA_ptr parentparentparentparent, const char* namenamenamename);
存在しない POAのオブジェクトリファレンスリクエストを受信すると，VisiBroker 
ORBがこのメソッドを呼び出します。作成する必要のある POAごとに，VisiBroker 
ORBはこのメソッドを呼び出して作成します。その際，ルート POAに最も近い祖先
の POA下から作成します。
• parent
このメソッドを生成したアダプタアクティベータに対応する親 POA

• name
作成する POAの名前（親 POAに対応する POA名）
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22.2　PortableServer
 
class PortableServer
 

22.2.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。

22.2.2　PortableServerのメソッド
● char* ObjectId_to_stringObjectId_to_stringObjectId_to_stringObjectId_to_string(

const ObjectId& oidoidoidoid);
このメソッドは，指定された ObjectIdを文字列に変換します。例えば，文字列に変換
された ObjectIdをファイルなどに格納できます。
• oid
文字列に変換される ObjectId

● ObjectId* string_to_ObjectIdstring_to_ObjectIdstring_to_ObjectIdstring_to_ObjectId(
const char* strstrstrstr);

このメソッドは，オブジェクトを表す文字列を ObjectIdに変換します。
• str

ObjectIdを示す文字列
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22.3　CompletionStatus
 
enum CORBA::CompletionStatus
 

この列挙体は，オペレーションの完了状態を表します。

22.3.1　CompletionStatusのメンバ
● COMPLETED_YES = 0
オペレーションが無事完了したことを表します。

● COMPLETED_NO = 1
例外，またはエラーの発生のため，オペレーションが開始されなかったことを表しま
す。

● COMPLETED_MAYBE = 2
例外，またはエラーの発生のため，オペレーションが完了しなかった可能性があるこ
とを表します。
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22.4　CORBA
 
class CORBA
 

CORBAクラスは，ORBを使用する上で基本的なメソッドを提供します。

22.4.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

22.4.2　CORBAのメソッド
● static CORBA::ORB_ptr    ORB_initORB_initORB_initORB_init(

int& argcargcargcargc, char *const *argvargvargvargv, const char *orb_idorb_idorb_idorb_id = NULL);
このメソッドは，ORBを初期化し，クライアントおよびオブジェクトインプリメン
テーションによって使用されます。また，ORBメソッドを呼び出すために使用できる
ORBを指すポインタを返します。アプリケーションのメイン関数に渡される argcお
よび argvパラメタを，直接このメソッドに渡せます。このメソッドによって受け取ら
れる引数は，ほかのコマンドライン引数と見分けられるように名前・値ペアとなって
います。指定できる ORB_initオプションの詳細については，「34.　コマンドライン
オプション（C++）」を参照してください。
• argc
渡された引数の数

• argv
引数を指す charポインタの配列。二つの引数を除く，すべての引数がキーワードと
値の形式になります。このメソッドは認識できないキーワードを無視します。

• orb_id
使用される ORBの型を識別します。デフォルトは ORBです。

● static char *string_allocstring_allocstring_allocstring_alloc(
CORBA::ULong lenlenlenlen);

文字列領域を動的に割り当て，その文字列を指すポインタを返します。割り当てが失
敗すると，NULLポインタが返されます。
• len
確保する文字列領域の長さを指定します。指定する文字列の長さは，NULLターミ
ネータを含まなくてもかまいません。

● static void string_freestring_freestring_freestring_free(
char *strstrstrstr);

CORBA::string_allocメソッドを使って割り当てた文字列に対応するメモリを解放し
ます。
• str
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CORBA::string_allocメソッドを使って割り当てた文字列を指すポインタです。

● static CORBA::WChar *wstring_allocwstring_allocwstring_allocwstring_alloc(
CORBA::ULong lenlenlenlen);

ワイド文字列領域を動的に割り当て，その文字列を指すポインタを返します。割り当
てに失敗すると，NULLポインタが返されます。
• len
確保するワイド文字列領域の長さを指定します。指定するワイド文字列の長さは，
NULLターミネータを含まなくてもかまいません。

● static void wstring_freewstring_freewstring_freewstring_free(
CORBA::WChar *strstrstrstr);

CORBA::wstring_allocメソッドを使って割り当てた文字列に対応するメモリを解放
します。
• str

CORBA::wstring_allocメソッドを使って割り当てた文字列を指すポインタです。
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22.5　Context
 
class CORBA::Context
 

Contextクラスは，静的，または動的なメソッドの呼び出しの際に暗黙的なパラメタと
してサーバに渡され，クライアントアプリケーションの環境についての情報を表します。
このクラスは，リクエストと対応づける必要がある特別な情報の伝達に使用できますが，
このクラスはメソッドの引数の一部ではありません。

Contextクラスは，名前・値のペアとして格納されているプロパティのリストによって
構成されています。このクラスは，それらのプロパティの設定，および操作に必要なメ
ソッドを提供します。Contextは，NVListオブジェクトを含んでいて，名前・値ペア群
を保持します。

また，Context_varクラスも使用できます。このクラスは，メモリ管理を容易にするセ
マンティックを提供します。

「22.9.2　CORBA::ORBのメソッド」の「void 
get_default_context(CORBA::Context_out contextPtr);」も参照してください。

22.5.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

22.5.2　Contextのメソッド
● const char *context_namecontext_namecontext_namecontext_name() const;
このメソッドは，コンテキストを示す名前を返します。このオブジェクトが生成され
た際に名前が提供されないと，NULL値が返されます。

● void create_childcreate_childcreate_childcreate_child(
const char * namenamenamename, CORBA::Context_out contextcontextcontextcontext);

このメソッドは，このオブジェクトの子 Contextを生成します。
• name
新しい Contextオブジェクトの名前

• context
新しく生成された子 Contextに対するリファレンス

● void delete_valuesdelete_valuesdelete_valuesdelete_values(
const char *namenamenamename);

このメソッドは，オブジェクトからプロパティを削除します。
• name
削除される一つ以上のプロパティの名前。該当するプロパティを削除するために，
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名前にワイルドカード "*"（アスタリスク）を含めることができます。すべてのプロ
パティを削除するには，"*"を一つ指定します。

● static CORBA::Context_ptr _duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::Context_ptr ctxctxctxctx);

このメソッドは，指定されたオブジェクトを複製します。
• ctx
複製されるオブジェクト

● void get_valuesget_valuesget_valuesget_values(
const char *start_scope,start_scope,start_scope,start_scope,
CORBA::Flags flagflagflagflag,
const char *namenamenamename,
CORBA::NVList_out NVList_ptrNVList_ptrNVList_ptrNVList_ptr);

このメソッドは，Contextオブジェクト階層を検索し，nameパラメタで指定された
一つ以上の名前・値ペアを取り出します。次に，NVListオブジェクトを生成し，検
索した名前・値ペアを配置し，そのオブジェクトに対するリファレンスを返します。
start_scopeパラメタで，検索が開始される最初のコンテキストの名前を指定します。
プロパティが見つからない場合，Contextオブジェクト階層での検索は一致するプロ
パティが見つかるまで，または検索対象となる Contextオブジェクトがなくなるまで
続きます。
該当する Contextが見つからない場合，このメソッドは BAD_CONTEXT例外を発生
させます。また，このメソッドは，nameに空の文字列を指定すると BAD_PARAM
例外を発生させます。
メモリの確保に失敗した場合は，NO_RESOURCES例外を発生させます。
• start_scope
検索が開始される最初の Contextオブジェクトの名前。CORBA::Context::_nil()と
設定した場合，カレント Contextから検索が開始されます。

• flag
検索スコープをカレント Contextに限定するには，
CORBA::CTX_RESTRICT_SCOPEと指定します。
限定しない場合は，CORBA::CTX_RESTRICT_SCOPE(15)以外の値を指定してく
ださい。

• name
検索の対象となるプロパティ名。ワイルドカード "*"を使って，nameと一致するす
べてのプロパティを取り出せます。一致するコンテキスト名が発見できない場合，
例外が発生します。

• NVList_ptr
見つかったプロパティのリストに対するリファレンス

● static CORBA::Context_ptr _nil_nil_nil_nil();
このメソッドは，初期化の際に使用するNULL Context_ptrを返します。
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● CORBA::Context_ptr parentparentparentparent();
このパラメタは，親 Contextを指すポインタを返します。親 Contextがない場合，
NULL値が返されます。

● static voidvoidvoidvoid _release_release_release_release(
CORBA::Context_ptr ctxctxctxctx);

この静的メソッドは，指定された Contextオブジェクトを解放します。オブジェクト
のリファレンスカウントが 0になると，そのオブジェクトは自動的に削除されます。
• ctx
解放されるオブジェクト

● void set_one_valueset_one_valueset_one_valueset_one_value(
const char *namenamenamename, const CORBA::Any& anAnyanAnyanAnyanAny);

このメソッドは，指定された名前と値を使って，このオブジェクトにプロパティを追
加します。
• name
プロパティの名前

• anAny
プロパティの値

● void set_valuesset_valuesset_valuesset_values(
CORBA::NVList_ptr _list_list_list_list);

このメソッドは，NVListで指定された名前・値ペアを使って，オブジェクトに一つ
以上のプロパティを追加します。このメソッドに対する inパラメタとして使用するた
めに NVListオブジェクトを生成した場合は，Flagsフィールドに 0を設定し，
NVListに追加した Anyオブジェクトの TypeCodeに TC_stringを設定する必要があ
ります。NVListクラスの詳細については，「23.14　NVList」を参照してください。
• _list
このオブジェクトに追加される名前・値ペアのリスト
518



22.　コアインタフェースとクラス（C++）
22.6　PortableServer::Current
 
class PortableServer::Current : public CORBA::Current
 

Currentクラスは，メソッド呼び出し先オブジェクトへアクセスするためのメソッドを
提供します。このクラスは，複数のオブジェクトを実装するサーバントをサポートする
ために提供されていますが，任意のサーバントに対して，POAがディスパッチしたメ
ソッドを呼び出すコンテキストの中では使用できません。

22.6.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。

22.6.2　PortableServer::Currentのメソッド
● PortableServer::POA *get_POAget_POAget_POAget_POA( );
このメソッドは，コンテキストの中で，このメソッドを呼び出しているオブジェクト
を実装している POAのリファレンスを返します。POAによってディスパッチされた
メソッドのコンテキストの外部で，このメソッドが呼び出された場合は，NoContext
例外が発生します。

● PortableServer::ObjectId *get_object_idget_object_idget_object_idget_object_id( );
このメソッドは，呼び出されたコンテキストのオブジェクトの ObjectIdを返します。
POAによってディスパッチされたメソッドのコンテキストの外部で，このメソッドが
呼び出された場合は，NoContext例外が発生します。
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22.7　Exception
 
class CORBA::Exception
 

Exceptionクラスは，システム例外クラス，およびユーザ例外クラスのベースクラスで
す。詳細については，「22.20　SystemException」を参照してください。

22.7.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。
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22.8　Object
 
class CORBA::Object
 

すべての ORBオブジェクトは Objectクラスから派生します。Objectクラスは，次のメ
ソッドを提供します。

• クライアントとオブジェクトをバインドするメソッド
• オブジェクトリファレンスを処理するメソッド
• オブジェクトの状態を確認したり，設定したりするメソッド

Objectクラスによって提供されるメソッドは，ORBが実装します。

Borland Enterprise Server VisiBrokerは，CORBA Objectの仕様には規定されていない
拡張機能を提供しています。詳細については，「22.8.3　CORBA::Objectに対する
VisiBrokerの拡張機能」を参照してください。

22.8.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

22.8.2　CORBA::Objectのメソッド
● void _create_request_create_request_create_request_create_request(

CORBA::Context_ptr ctxctxctxctx,
const char *operationoperationoperationoperation,
CORBA::NVList_ptr arg_listarg_listarg_listarg_list,
CORBA::NamedValue_ptr resultresultresultresult,
CORBA::Request_out requestrequestrequestrequest,
CORBA::Flags req_flagsreq_flagsreq_flagsreq_flags);

このメソッドは，動的起動インタフェースによる呼び出しの際に使用する，オブジェ
クトインプリメンテーションの Requestを生成します。
• ctx
このリクエストに対応する Context。詳細については，「22.5　Context」を参照し
てください。

• operation
オブジェクトインプリメンテーションで実行されるオペレーションの名前

• arg_list
オブジェクトインプリメンテーションに渡す引数のリスト。詳細については，
「23.14　NVList」を参照してください。
• result
オペレーションの結果。詳細については，「23.13　NamedValue」を参照してくだ
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さい。
• request
生成された Requestを指すポインタ。詳細については，「23.15　Request」を参照
してください。

• req_flags
arg_listに，一つ以上のNamedValue項目が out引数である場合，このフラグに
OUT_LIST_MEMORYを設定します。

● void _create_request _create_request _create_request _create_request(
CORBA::Context_ptr ctxctxctxctx,
const char *operationoperationoperationoperation,
CORBA::NVList_ptr arg_listarg_listarg_listarg_list,
CORBA::NamedValue_ptr resultresultresultresult,
CORBA::ExceptionList_ptr eListeListeListeList,
CORBA::ContextList_ptr ctxListctxListctxListctxList,
CORBA::Request_out requestrequestrequestrequest,
CORBA::Flags req_flagsreq_flagsreq_flagsreq_flags);

このメソッドは，動的起動インタフェースによる呼び出しに使用する，オブジェクト
インプリメンテーションの Requestを生成します。
• ctx
このリクエストに対応する Context。詳細については，「22.5　Context」を参照し
てください。

• operation
オブジェクトインプリメンテーションで実行されるオペレーションの名前

• arg_list
オブジェクトインプリメンテーションに渡す引数のリスト。詳細については，
「23.14　NVList」を参照してください。
• result
オペレーションの結果。詳細については，「23.13　NamedValue」を参照してくだ
さい。

• eList
このリクエストの例外リスト

• ctxList
このリクエストの Contextオブジェクトのリスト

• request
生成された Requestを指すポインタ。詳細については，「23.15　Request」を参照
してください。

• req_flags
arg_listに，一つ以上のNamedValue項目が out引数である場合，このフラグに
OUT_LIST_MEMORYを設定します。

● static CORBA::Object_ptr _duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
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CORBA::Object_ptr objobjobjobj);
この静的メソッドは，指定された Object_ptrを複製し，そのオブジェクトを指すポイ
ンタを返します。オブジェクトのリファレンスカウントは 1ずつ増やします。
• obj
複製されるオブジェクトポインタ

● CORBA::InterfaceDef_ptr _get_interface_get_interface_get_interface_get_interface();
このメソッドは，オブジェクトのインタフェース定義を指すポインタを返します。詳
細については，「24.19　InterfaceDef」を参照してください。

● CORBA::ULong _hash_hash_hash_hash(
CORBA::ULong maximummaximummaximummaximum);

このメソッドは，オブジェクトのハッシュ値を返します。このオブジェクトが存在す
る間，ハッシュ値は変更されませんが，その値が一意である必要はありません。二つ
のオブジェクトが異なるハッシュ値を返す場合，それらのオブジェクトが同一のもの
でないことを表しています。
• maximum
返されるハッシュ値の上限（下限は 0）。

● CORBA::Boolean  _is_a_is_a_is_a_is_a(
const char *logical_type_idlogical_type_idlogical_type_idlogical_type_id);

このオブジェクトがリポジトリ IDに対応するインタフェースを実装する場合，この
メソッドは TRUEを返します。そうでない場合は FALSEを返します。
• logical_type_id
チェックするリポジトリ ID

● CORBA::Boolean _is_equivalent_is_equivalent_is_equivalent_is_equivalent(
CORBA::Object_ptr other_objectother_objectother_objectother_object);

指定されたオブジェクトポインタと，このオブジェクトが同一のオブジェクトインプ
リメンテーションを指す場合，このメソッドは TRUEを返します。そうでない場合は
FALSEを返します。
• other_object
このオブジェクトと比較されるオブジェクトを指すポインタ

● static CORBA::Object_ptr _nil_nil_nil_nil();
この静的メソッドは，初期化に使用されるNULLポインタを返します。

● CORBA::Boolean _non_existent_non_existent_non_existent_non_existent();
オブジェクトが，すでに存在しないオブジェクトリファレンスによって表されている
場合，このメソッドは TRUEを返します。

● CORBA::Request_ptr _request_request_request_request(
const char* operationoperationoperationoperation);

このメソッドは，オブジェクトに対してメソッドを呼び出すために使われる Request
を生成します。Requestオブジェクトを指すポインタが返されます。詳細については，
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「23.15　Request」を参照してください。
• operation
呼び出されるオブジェクトメソッドの名前

● CORBA::Object_ptr _resolve_reference_resolve_reference_resolve_reference_resolve_reference(
const char* idididid);

ユーザのクライアントアプリケーションは，指定サービス識別子のサーバ側インタ
フェースを解決するために，オブジェクトリファレンスに対してこのメソッドを呼び
出せます。このメソッドは，指定のサービスを解決するために，サーバ側で
ORB::resolve_initial_referencesメソッドを呼び出します。
ORB::resolve_initial_referencesメソッドは，クライアントが該当するサーバ型にナ
ロウできるオブジェクトリファレンスを返します。
一般に，このメソッドは，サーバの属性を管理するクライアントアプリケーションに
よって使用されます。
• id
サーバ側で解決されるインタフェース名

22.8.3　CORBA::Objectに対する VisiBrokerの拡張機能
● static CORBA::Object _ptr _clone_clone_clone_clone(

CORBA::Object_ptr objobjobjobj, CORBA::Boolean reset_connectionreset_connectionreset_connectionreset_connection = 1UL);
このメソッドは，指定されたオブジェクトリファレンスをクローンします。
• obj
クローンされるオブジェクトリファレンス

• reset_connection
このパラメタは使用されません。

● static const CORBA::TypeInfo *_descdescdescdesc();
このオブジェクトの型情報を返します。

● const char *_interface_name_interface_name_interface_name_interface_name() const;
このメソッドは，オブジェクトのインタフェース名を返します。

● CORBA::Boolean _is_bound_is_bound_is_bound_is_bound() const;
クライアントプロセスがオブジェクトインプリメンテーションと接続している場合，
このメソッドは TRUEを返します。

● CORBA::Boolean _is_local_is_local_is_local_is_local() const;
オブジェクトインプリメンテーションが，クライアントアプリケーションと同じプロ
セス，またはアドレス空間に属している場合，このメソッドは TRUEを返します。

● CORBA::Boolean _is_persistent_is_persistent_is_persistent_is_persistent() const;
オブジェクトがパーシステントオブジェクトである場合，このメソッドは TRUEを返
します。トランジェントである場合は FALSEを返します。

● CORBA::Boolean _is_remote_is_remote_is_remote_is_remote() const;
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オブジェクトインプリメンテーションが，クライアントアプリケーションと異なるプ
ロセス，またはアドレス空間に属している場合，このメソッドは TRUEを返します。
クライアントとオブジェクトインプリメンテーションは，同じホストに属していると
は限りません。

● CORBA::Long _ref_count_ref_count_ref_count_ref_count() const;
このオブジェクトのリファレンスカウントを返します。

● void _release_release_release_release();
オブジェクトのリファレンスカウントを減らし，そのリファレンスカウントが 0に
なったらオブジェクトを解放します。

● const char *_repository_id_repository_id_repository_id_repository_id() const;
このメソッドはオブジェクトのリポジトリ IDを返します。
525



22.　コアインタフェースとクラス（C++）
22.9　ORB
 
class CORBA::ORB
 

ORBクラスは，ORBのインタフェースを提供します。このクラスは，特定の Objectま
たは Objectアダプタから独立した形で，クライアントオブジェクトに対して使用できる
メソッドを提供します。

Borland Enterprise Server VisiBrokerは，CORBA ORBの仕様には規定されていない
拡張機能を提供します。詳細については，「22.9.3　CORBA::ORBに対する VisiBroker
の拡張機能」を参照してください。このクラスは，コネクションおよびスレッドを管理
したり，サービスを活性化するメソッドを提供します。

22.9.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

22.9.2　CORBA::ORBのメソッド
● CORBA::Boolean work_pendingwork_pendingwork_pendingwork_pending();
このメソッドは，ORBに処理待ちの作業がある場合に trueを返します。

● static CORBA::TypeCode_ptr create_alias_tccreate_alias_tccreate_alias_tccreate_alias_tc(
const char *repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
const char *type_nametype_nametype_nametype_name,
CORBA::TypeCode_ptr original_typeoriginal_typeoriginal_typeoriginal_type);

この静的メソッドは，指定された型，および名前を持つエイリアスの TypeCodeを動
的に生成します。
• repository_id

IDLコンパイラによって生成された識別子，または動的に構築された識別子
• type_name
エイリアスの型の名前

• original_type
このエイリアスが生成される元の型

● static CORBA::TypeCode_ptr create_array_tccreate_array_tccreate_array_tccreate_array_tc(
CORBA::Ulong lengthlengthlengthlength, TypeCode_ptr element_typeelement_typeelement_typeelement_type);

この静的メソッドは，配列の TypeCodeを動的に生成します。
• length
配列要素の最大数

• element_type
この配列に格納されている要素の型
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● static CORBA::TypeCode_ptr create_enum_tccreate_enum_tccreate_enum_tccreate_enum_tc(
const char *repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
const char *type_nametype_nametype_nametype_name,
const CORBA::EnumMemberSeq& membersmembersmembersmembers);

この静的メソッドは，指定された型，およびメンバを持つ，列挙体の TypeCodeを動
的に生成します。
• repository_id

IDLコンパイラによって生成された識別子，または動的に構築された識別子
• type_name
列挙体の型の名前

• members
列挙体メンバの値のリスト

● void create_environmentcreate_environmentcreate_environmentcreate_environment(
CORBA::Environment_out envenvenvenv);

このメソッドは，Environmentオブジェクトを生成します。
• env
新しく生成された Environmentを指すポインタに設定されるリファレンス

● static CORBA::TypeCode_ptr create_exception_tccreate_exception_tccreate_exception_tccreate_exception_tc(
const char *repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
const char *type_nametype_nametype_nametype_name,
const CORBA::StructMemberSeq& membersmembersmembersmembers);

この静的メソッドは，指定された型，およびメンバを持つ例外の TypeCodeを動的に
生成します。
• repository_id

IDLコンパイラによって生成された識別子，または動的に構築された識別子
• type_name
構造体の型の名前

• members
構造体メンバの値のリスト

● static CORBA::TypeCode_ptr create_interface_tccreate_interface_tccreate_interface_tccreate_interface_tc(
const char *repository_idrepository_idrepository_idrepository_id, const char *type_nametype_nametype_nametype_name);

この静的メソッドは，指定された型を持つインタフェースの TypeCodeを動的に生成
します。
• repository_id

IDLコンパイラによって生成された識別子，または動的に構築された識別子
• type_name
インタフェースの型の名前

● void create_listcreate_listcreate_listcreate_list(
CORBA::Long numnumnumnum, CORBA::NVList_out nvListnvListnvListnvList);

このメソッドは，指定された要素数を持つNVListを生成し，そのリストに対するリ
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ファレンスを返します。
• num
リスト内の要素数

• nvList
新しく生成されたリストを指すポインタに初期化されます。

● void create_named_valuecreate_named_valuecreate_named_valuecreate_named_value(
CORBA::NamedValue_out valuevaluevaluevalue);

このメソッドは NamedValueオブジェクトを生成します。

● void create_operation_listcreate_operation_listcreate_operation_listcreate_operation_list(
CORBA::OperationDef_ptr opDefPtropDefPtropDefPtropDefPtr, CORBA::NVList_out nvListnvListnvListnvList);

このメソッドは，指定された OperationDefオブジェクトの引数リストを生成します。

● static CORBA::TypeCode_ptr create_recursive_sequence_tccreate_recursive_sequence_tccreate_recursive_sequence_tccreate_recursive_sequence_tc(
CORBA::Ulong boundboundboundbound, CORBA::Ulong offsetoffsetoffsetoffset);

この静的メソッドは，再帰的シーケンスの TypeCodeを動的に生成します。このメ
ソッドの結果は，ほかの型の生成に使用できます。offsetパラメタは，どの TypeCode
がシーケンスの要素を表しているかを判別します。
• bound
シーケンス要素の最大数

• offset
現在の要素のタイプコードが生成されたバッファ内の位置

● static CORBA::TypeCode_ptr create_sequence_tccreate_sequence_tccreate_sequence_tccreate_sequence_tc(
CORBA::Ulong boundboundboundbound, CORBA::TypeCode_ptr element_typeelement_typeelement_typeelement_type);

この静的メソッドは，シーケンスの TypeCodeを動的に生成します。
• bound
シーケンス要素の最大数

• element_type
このシーケンスに格納されている要素の型

● static CORBA::TypeCode_ptr create_string_tccreate_string_tccreate_string_tccreate_string_tc(
CORBA::Ulong boundboundboundbound);

この静的メソッドは，文字列の TypeCodeを動的に生成します。
• bound
文字列の最大長

● static CORBA::TypeCode_ptr create_struct_tccreate_struct_tccreate_struct_tccreate_struct_tc(
const char *repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
const char *type_nametype_nametype_nametype_name,
const CORBA::StructMemberSeq& membersmembersmembersmembers);

この静的メソッドは，指定された型とメンバを持つ構造体の TypeCodeを動的に生成
します。
• repository_id
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IDLコンパイラによって生成された識別子，または動的に構築された識別子
• type_name
構造体の型の名前

• members
構造体メンバの値のリスト

● static CORBA::TypeCode_ptr create_union_tccreate_union_tccreate_union_tccreate_union_tc(
const char *repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
const char *type_nametype_nametype_nametype_name,
CORBA::TypeCode_ptr discriminator_typediscriminator_typediscriminator_typediscriminator_type,
const CORBA::UnionMemberSeq& membersmembersmembersmembers);

この静的メソッドは，指定された型，ディスクリミネータ，およびメンバを持つ
unionの TypeCodeを動的に生成します。
• repository_id

IDLコンパイラによって生成された識別子，または動的に構築された識別子
• type_name

unionの型の名前
• discriminator_type

unionの識別型
• members

unionメンバの値のリスト

● void get_default_contextget_default_contextget_default_contextget_default_context(
CORBA::Context_out contextPtrcontextPtrcontextPtrcontextPtr);

このメソッドは，VisiBrokerによって保持されている，プロセスごとの Contextのデ
フォルトを返します。デフォルトの Contextは，DIIリクエストを構成する際によく
使用されます。詳細については，「22.5　Context」を参照してください。
• contextPtr
プロパティの値

● void get_next_responseget_next_responseget_next_responseget_next_response(
CORBA::Request_out reqreqreqreq);

このメソッドは，遅延リクエストに対応する応答を待ちます。このメソッドを呼び出
す前に，受信されることを待っている応答があるかどうかを判別するには，
ORB::poll_next_responseメソッドを使用します。
• req
応答が得られたリクエスト情報を指すポインタが設定されます。

● ObjectIdList *list_initial_serviceslist_initial_serviceslist_initial_serviceslist_initial_services();
このメソッドは，アプリケーションで使用できるすべてのオブジェクトサービス名の
リストを返します。それらのサービスには，ロケーションサービス，インタフェース
リポジトリ，およびネームサービスが含まれます。返された名前は
ORB::resolve_initial_referencesメソッドで，このサービスのトップレベルオブジェ
クトを取得するのに使用します。
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● char *object_to_stringobject_to_stringobject_to_stringobject_to_string(
CORBA::Object_ptr objobjobjobj);

このメソッドは，指定されたオブジェクトリファレンスを文字列に変換します。この
処理は，CORBAの仕様で「文字列化（stringification）」と呼ばれます。例えば，文
字列に変換されたオブジェクトリファレンスをファイルなどに格納できます。ORBイ
ンプリメンテーションによって，オブジェクトリファレンスから文字列への変換方法
が異なるので，このメソッドは ORBメソッドになっています。
• obj
文字列に変換されるオブジェクトを指すポインタ

● void perform_workperform_workperform_workperform_work();
このメソッドは，ORBに処理の実行を指示します。

● CORBA::Boolean poll_next_responsepoll_next_responsepoll_next_responsepoll_next_response();
遅延リクエストの応答を受信している場合，このメソッドは TRUEを返します。そう
でない場合は FALSEを返します。このメソッドを呼び出しても遅延リクエストの応
答を待ちません。

● CORBA::Object_ptr resolve_initial_referencesresolve_initial_referencesresolve_initial_referencesresolve_initial_references(
const char * identifieridentifieridentifieridentifier);

このメソッドは，ORB::list_initial_servicesメソッドによって返された名前と一致す
るインプリメンテーションオブジェクトを解決します。このメソッドよって返された
解決済みオブジェクトは，適切なサーバ型にナロウできます。指定されたサービスが
見つからない場合，InvalidName例外が発生します。この節の「ObjectIdList 
*list_initial_services();」も参照してください。
• identifier
返されるトップレベルオブジェクトのサービスの名前。識別子の名前は，返される
オブジェクトの名前ではありません。
アドオンされる ORBサービスの識別子を次に示します。
・ORBPolicyManager
・PolicyCurrent
・DynAnyFactory
・CodecFactory
・PlCurrent
・RootPOA
・LocationService
・InterfaceRepository
・VisiBrokerInterceptorControl
・NameService

● void send_multiple_requests_deferredsend_multiple_requests_deferredsend_multiple_requests_deferredsend_multiple_requests_deferred(
const CORBA::RequestSeq& reqreqreqreq);

このメソッドは，指定されたシーケンス内のすべてのクライアントリクエストを遅延
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リクエストとして送信します。ORBは，そのオブジェクトインプリメンテーションか
らの応答待ちをしません。クライアントアプリケーションが，
ORB::get_next_responseメソッドを使って各リクエストの応答を取得します。
• req
送信される遅延リクエストのシーケンス

● void send_multiple_requests_onewaysend_multiple_requests_onewaysend_multiple_requests_onewaysend_multiple_requests_oneway(
const CORBA::RequestSeq& reqreqreqreq);

このメソッドは，指定されたシーケンス内のすべてのクライアントリクエストを一方
向リクエストとして送信します。一方向リクエストはオブジェクトインプリメンテー
ションからの応答を生成しないので，ORBはリクエストからの応答を待ちません。
• req
送信される一方向リクエストのシーケンス

● CORBA::Object_ptr string_to_objectstring_to_objectstring_to_objectstring_to_object(
const char *strstrstrstr);

このメソッドは，オブジェクトを表す文字列をオブジェクトポインタに変換します。
なお，その文字列は ORB::object_to_stringメソッドを使って生成されたものでなけ
ればなりません。
• str
オブジェクトを表す文字列を指すポインタ

● static CORBA::ORB_ptr _nil_nil_nil_nil();
この静的メソッドは，初期化に使用できるNULL ORBポインタを返します。

● void runrunrunrun();
このメソッドは，ORBに処理の実行を開始させます。ORBはリクエストを受信し，
ディスパッチします。この呼び出しは ORBがシャットダウンするまでプロセスを続
行します。

● CORBA::ValueFactory register_value_factoryregister_value_factoryregister_value_factoryregister_value_factory(
const char* idididid, CORBA::ValueFactory factoryfactoryfactoryfactory);

ValueFactoryを登録します。
• id
ファクトリのリポジトリ ID

• factory
登録する ValueFactory

● void unregister_value_factoryunregister_value_factoryunregister_value_factoryunregister_value_factory(
const char* idididid);

ValueFactoryの登録を削除します。
• id
ファクトリのリポジトリ ID

● CORBA::ValueFactory lookup_value_factorylookup_value_factorylookup_value_factorylookup_value_factory(
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const char* idididid);
ValueFactoryの登録を検索します。
• id
ファクトリのリポジトリ ID

● CORBA::Policy_ptr create_policycreate_policycreate_policycreate_policy(
CORBA::PolicyType typetypetypetype, const CORBA::Any& valvalvalval);

このメソッドは，指定された初期値で特定のタイプの Policyオブジェクトを作成する
ために使用します。サポートしていないポリシーを指定した場合，PolicyError例外が
発生します。
• type
作成される Policyオブジェクトの PolicyType

• val
作成される Policyオブジェクトの初期状態を設定するために使われる値

● static void shutdownshutdownshutdownshutdown(
CORBA::Boolean wait_for_completionwait_for_completionwait_for_completionwait_for_completion=0);

このメソッドは，runメソッドをリターンさせます。すべてのオブジェクトアダプタ
がシャットダウンされ，そのアダプタ用のメモリが解放されます。

22.9.3　CORBA::ORBに対する VisiBrokerの拡張機能
● CORBA::Object_ptr bindbindbindbind(

const char* logical_type_idlogical_type_idlogical_type_idlogical_type_id,
const char *poa_namepoa_namepoa_namepoa_name,
const CORBA::OctetSequence& oidoidoidoid,
const char *host_namehost_namehost_namehost_name = (const char*)NULL,
const CORBA::BindOptions *optoptoptopt = (CORBA::BindOptions*)NULL);

このメソッドは，VisiBroker ORBオブジェクトにバインドし，オブジェクトリファ
レンスを取得します。
• logical_type_id
リポジトリ IDを識別する文字列

• poa_name
POA名を識別する文字列

• oid
オブジェクト IDを識別する文字列

• host_name
ORBオブジェクトを探すホスト名を識別する文字列。このパラメタはオプションで
す。

• opt
このオプションは省略するか，または NULLを指定してください。

● CORBA::ULong connection_countconnection_countconnection_countconnection_count();
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このメソッドは，クライアントアプリケーションが活性化状態のコネクションの数を
返すために使用されます。

● void connection_maxconnection_maxconnection_maxconnection_max(
CORBA::ULong max_connmax_connmax_connmax_conn);

このメソッドは，クライアントアプリケーションが最大コネクション数を設定するた
めに使用されます。また，コマンドラインオプションの -ORBconnectionMax を使っ
てもこのプロパティを設定できます。コマンドラインオプションの詳細については，
「34.　コマンドラインオプション（C++）」を参照してください。
• max_conn
最大コネクション数

● CORBA::ULong connection_maxconnection_maxconnection_maxconnection_max();
このメソッドは，クライアントアプリケーションが最大コネクション数を返すために
使用されます。

● static CORBA::TypeCode_ptr create_wstring_tccreate_wstring_tccreate_wstring_tccreate_wstring_tc(
CORBA::Ulong boundboundboundbound);

この静的メソッドは，Unicode文字列の TypeCodeを動的に生成します。
• bound
文字列の最大長

● static VISPropertyManager_ptr getPropertyManagergetPropertyManagergetPropertyManagergetPropertyManager();
このメソッドは，特定サーバエンジンによる POAの生成の際に使用する
VISPropertyManagerを取得するために使用されます。
詳細については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパー
ズガイド」の「これらのプロパティはいつ使用するか」を参照してください。返却さ
れた VISPropertyManagerを解放しないでください。

● CORBA_Object_ptr bindbindbindbind(
const char *rep_idrep_idrep_idrep_id,
const char *object_nameobject_nameobject_nameobject_name = (const char*)NULL,
const char *host_namehost_namehost_namehost_name = (const char*)NULL,
const CORBA_BindOptions *optoptoptopt=(CORBA_BindOptions*)NULL);

このメソッドは，VisiBroker ORBオブジェクトにバインドし，オブジェクトリファ
レンスを取得します。
• rep_id
リポジトリ IDを識別する文字列

• object_name
オブジェクト名を識別する文字列。このパラメタはオプションです。

• host_name
ORBオブジェクトを探すホスト名を識別する文字列。このパラメタはオプションで
す。

• opt
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このオプションは省略するか，または NULLを指定してください。
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22.10　Policy
 
class　CORBA::Policy ：public virtual CORBA::PseudoObject
 

Policyクラスは，オペレーションに影響を与える，特定の情報の利用を許可するための
機構を，ORBおよびオブジェクトサービスに提供します。

22.10.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

22.10.2　Policyのメソッド
● CORBA::Policy *copycopycopycopy()
このメソッドは Policyオブジェクトのコピーを返します。

● void destroydestroydestroydestroy()
このメソッドは Policyオブジェクトを削除します。

● CORBA::PolicyType policy_typepolicy_typepolicy_typepolicy_type()
このメソッドは Policyオブジェクトの型を返します。
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22.11　PortableServer::POA
 
class PortableServer::POA : public virtual CORBA::PseudoObject
 

POAクラスのオブジェクトがオブジェクトインプリメンテーション群を管理します。
POAは，これらのオブジェクトを ObjectIdで識別する，ネームスペースをサポートし
ます。一つの POAは，ほかの複数の POAのネームスペースを提供します。そのネーム
スペースの中では，POAは既存 POAの子 POAとして作成され，ルート POAから始ま
る階層を形成します。

ルート POAは，ORB::resolve_initial_references("RootPOA")を使用して取得します。

POAオブジェクトをほかのプロセスにエクスポートしたり，文字列化したりしないでく
ださい。POAオブジェクトのエクスポートや文字列化を試みるとMARSHAL例外が発
生します。

22.11.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。

22.11.2　PortableServer::POAのメソッド
● PortableServer::ObjectId* activate_objectactivate_objectactivate_objectactivate_object(

PortableServer::Servant _p_servantp_servantp_servantp_servant);
このメソッドは，バイト配列で構成されるオブジェクト IDを生成して返します。
生成したオブジェクト IDと，_p_servantに指定したサーバントは，アクティブオブ
ジェクトマップに登録されます。POAに UNIQUE_IDポリシーがあり，_p_servant
に指定したサーバントがすでにアクティブオブジェクトマップにある場合は，
ServantAlreadyActive例外が発生します。
このメソッドを使用するには，POAに SYSTEM_IDポリシーと RETAINポリシーが
必要です。もし SYSTEM_IDポリシーと RETAINポリシーがなければ，
WrongPolicy例外が発生します。
• _p_servant
アクティブオブジェクトマップに登録するサーバント

● void activate_object_with_idactivate_object_with_idactivate_object_with_idactivate_object_with_id(
const PortableServer::ObjectId& _oidoidoidoid,
PortableServer::Servant _p_servantp_servantp_servantp_servant);

このメソッドは，_oidで指定したオブジェクトを活性化して，そのオブジェクトを
_p_servantで指定したサーバントにアクティブオブジェクトマップの中で対応づけま
す。アクティブオブジェクトマップの中で，すでに _oidにバインドされたサーバント
がある場合は，ObjectAlreadyActive例外が発生します。POAに UNIQUE_IDポリ
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シーがあり，_p_servantに指定したサーバントがすでにアクティブオブジェクトマッ
プにある場合は，ServantAlreadyActive例外が発生します。
このメソッドを使用するには，POAに RETAINポリシーが必要です。RETAINポリ
シーがなければWrongPolicy例外が発生します。
• _oid
活性化するオブジェクトのオブジェクト ID

• _p_servant
アクティブオブジェクトマップに登録するサーバント

● PortableServer::ImplicitActivationPolicy_ptr 
create_implicit_activation_policycreate_implicit_activation_policycreate_implicit_activation_policycreate_implicit_activation_policy(

PortableServer::ImplicitActivationPolicyValue _valuevaluevaluevalue);
このメソッドは，_valueに指定した ImplicitActivationPolicyオブジェクトへのポイ
ンタを返します。Policyオブジェクトが不要になると，アプリケーションは，Policy
オブジェクトから継承した destroyメソッドを呼び出します。
POA生成時に ImplicitActivationPolicyを指定しなかった場合のデフォルトは，
NO_IMPLICIT_ACTIVATIONです。
• _value

IMPLICIT_ACTIVATIONを設定すると，POAはサーバントの暗黙的活性化をサ
ポートします。この場合，SYSTEM_IDポリシーと RETAINポリシーも必要です。
NO_IMPLICIT_ACTIVATIONを設定すると，POAはサーバントの暗黙的活性化を
サポートしません。

● CORBA::Object_ptr create_referencecreate_referencecreate_referencecreate_reference(
const char* _intfintfintfintf);

このメソッドは，POAが生成した ObjectIdの値と _intfに指定した値とをカプセル化
したオブジェクトリファレンスを生成して返します。_intfは生成されるオブジェクト
リファレンスの type_idになります。_intfにNULLを指定することもできます。こ
のメソッドを呼び出しても活性化は起こりません。_intfに指定した値が，オブジェク
トの最下位派生インタフェースを識別するものでもなく，派生元インタフェースのど
れかを識別するものでもない場合は，このメソッドの動作は不定です。返されたオブ
ジェクトの POA::reference_to_idメソッドを呼び出すと ObjectIdが取得できます。
このメソッドを使用するには，POAに SYSTEM_IDポリシーと RETAINポリシーが
必要です。SYSTEM_IDポリシーと RETAINポリシーがなければWrongPolicy例外
が発生します。
• _intf
生成するオブジェクトのクラスのリポジトリインタフェース ID

● CORBA::Object_ptr create_reference_with_idcreate_reference_with_idcreate_reference_with_idcreate_reference_with_id(
const PortableServer::ObjectId& _oid_oid_oid_oid, const char* _intfintfintfintf);

このメソッドは，_oidに指定した値と _intfに指定した値とをカプセル化したオブ
ジェクトリファレンスを生成して返します。_intfは生成されるオブジェクトリファレ
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ンスの type_idになります。_intfに NULLを指定することもできます。intfに指定
した値が，オブジェクトの最下位派生インタフェースを識別するものでもなく，派生
元インタフェースのどれかを識別するものでもない場合は，このメソッドの動作は不
定です。このメソッドを呼び出しても活性化は起こりません。必要であれば，このメ
ソッドが返すオブジェクトリファレンスを複数のクライアントに渡して，そのリファ
レンスをクライアントからリクエストすることによってオブジェクトを活性化したり，
デフォルトサーバントを使用したりできます。それは適用するポリシーに依存します。
POAに SYSTEM_IDポリシーがあり，ObjectId値がシステムによって，または POA
用に生成されていない場合は，BAD_PARAMシステム例外が発生することがありま
す。
• _oid
リファレンスを生成するオブジェクトのオブジェクト ID

• _intf
生成するオブジェクトのクラスのリポジトリインタフェース ID

● PortableServer::IdAssignmentPolicy_ptr 
create_id_assignment_policycreate_id_assignment_policycreate_id_assignment_policycreate_id_assignment_policy(

PortableServer::IdAssignmentPolicyValue _valuevaluevaluevalue);
このメソッドは，_valueに指定した IdAssignmentPolicyオブジェクトへのポインタ
を返します。Policyオブジェクトが不要になると，アプリケーションは，Policyオブ
ジェクトから継承した destroyメソッドを呼び出します。
POA生成時に IdAssignmentPolicyを指定しなかった場合，デフォルトは
SYSTEM_IDです。
• _value

USER_IDを設定すると，POAで生成したオブジェクトに，アプリケーションだけ
がオブジェクト IDを割り当てます。SYSTEM_IDを設定すると，POAで生成した
オブジェクトに，POAだけがオブジェクト IDを割り当てます。

● PortableServer::IdUniquenessPolicy_ptr 
create_id_uniqueness_policycreate_id_uniqueness_policycreate_id_uniqueness_policycreate_id_uniqueness_policy(

PortableServer::IdUniquenessPolicyValue _valuevaluevaluevalue);
このメソッドは，_valueに指定した IdUniquenessPolicyオブジェクトへのポインタ
を返します。Policyオブジェクトが不要になると，アプリケーションは，Policyオブ
ジェクトから継承した destroyメソッドを呼び出します。
POA生成時に IdUniquenessPolicyを指定しなかった場合，デフォルトは
UNIQUE_IDです。
• _value

UNIQUE_IDを設定すると，POAが活性化するサーバントはすべてオブジェクト
IDを一つだけサポートします。MULTIPLE_IDを設定すると，POAが活性化する
サーバントはそれぞれ一つ以上のオブジェクト IDをサポートできます。

● PortableServer::LifespanPolicy_ptr create_lifespan_policycreate_lifespan_policycreate_lifespan_policycreate_lifespan_policy(
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PortableServer::LifespanPolicyValue _valuevaluevaluevalue);
このメソッドは，_valueに指定した LifespanPolicyオブジェクトへのポインタを返し
ます。Policyオブジェクトが不要になると，アプリケーションは，Policyオブジェク
トから継承した destroyメソッドを呼び出します。
POA生成時に LifespanPolicyを指定しなかった場合，デフォルトは TRANSIENTで
す。
• _value

TRANSIENTを設定した場合，POAに実装されたオブジェクトは，そのオブジェ
クトを最初に作成した POAインスタンスより長くは存続できません。一度トラン
ジェント POAを非活性化したあとで，その POAから生成したオブジェクトリファ
レンスを使用しようとすると，OBJECT_NOT_EXIST例外が発生します。
PERSISTENTを設定した場合，POAに実装されたオブジェクトは，そのオブジェ
クトを最初に作成した POAインスタンスより長く存続できます。

● PortableServer::POA_ptr create_POAcreate_POAcreate_POAcreate_POA(
const char* _adapter_nameadapter_nameadapter_nameadapter_name,
PortableServer::POAManager_ptr _a_POAManagera_POAManagera_POAManagera_POAManager,
const CORBA::PolicyList& _policiespoliciespoliciespolicies);

このメソッドは，_a_POAManagerに指定したオブジェクトの子オブジェクトとし
て，POAを _adapter_nameに指定した名前で新規作成します。指定した親オブジェ
クトにすでに同名の子 POAがある場合は，PortableServer::AdapterAlreadyExists
例外が発生します。
_policiesに指定したポリシーは，新規作成した POAに対応づけられ，新規作成した
POAの動作を制御します。矛盾したポリシーを設定した場合は，InvalidPolicy例外
が発生します。
• _adapter_name
新規作成する POAを指定する名前

• _a_POAManager
新規作成する POAの親 POAオブジェクト

• _policies
新規作成する POAに適用するポリシーの一覧

● PortableServer::RequestProcessingPolicy_ptr 
create_request_processing_policycreate_request_processing_policycreate_request_processing_policycreate_request_processing_policy(

PortableServer::RequestProcessingPolicyValue _valuevaluevaluevalue);
このメソッドは，_valueに指定した RequestProcessingPolicyオブジェクトへのポイ
ンタを返します。Policyオブジェクトが不要になると，アプリケーションは，Policy
オブジェクトから継承した destroyメソッドを呼び出します。
POA生成時に RequestProcessingPolicyを指定しなかった場合，デフォルトは
USE_ACTIVE_OBJECT_MAP_ONLYです。
• _value

USE_ACTIVE_OBJECT_MAP_ONLYを設定し，オブジェクト IDがアクティブオ
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ブジェクトマップにない場合は，OBJECT_NOT_EXIST例外をクライアントに返
します。RETAINポリシーも必要です。
USE_DEFAULT_SERVANTを設定し，オブジェクト IDがアクティブオブジェク
トマップになく（または NON_RETAINポリシーがあり），デフォルトサーバント
が set_servantメソッドで POAに登録されている場合は，リクエストをデフォルト
サーバントにディスパッチします。デフォルトサーバントが登録されていない場合
は，OBJ_ADAPTER例外をクライアントに返します。MULTIPLE_IDポリシーも
必要です。
USE_SERVANT_MANAGERを設定し，オブジェクト IDがアクティブオブジェク
トマップになく（または NON_RETAINポリシーがあり），サーバントマネージャ
が set_servant_managerメソッドで POAに登録されている場合は，そのサーバン
トマネージャはサーバントを捜し出すか，例外を発生します。サーバントマネー
ジャが登録されていない場合，OBJ_ADAPTER例外をクライアントに返します。

● PortableServer::ServantRetentionPolicy_ptr 
create_servant_retention_policycreate_servant_retention_policycreate_servant_retention_policycreate_servant_retention_policy(

PortableServer::ServantRetentionPolicyValue _valuevaluevaluevalue);
このメソッドは，_valueに指定した ServantRetentionPolicyオブジェクトへのポイ
ンタを返します。Policyオブジェクトが不要になると，アプリケーションは，Policy
オブジェクトから継承した destroyメソッドを呼び出します。
POA生成時に ServantRetentionPolicyを指定しなかった場合，デフォルトは
RETAINです。
• _value

RETAINを設定した場合，POAは活性化したサーバントをアクティブオブジェク
トマップの中に保持します。NON_RETAINを設定した場合，POAはサーバントを
保持しません。

● PortableServer::ThreadPolicy_ptr create_thread_policycreate_thread_policycreate_thread_policycreate_thread_policy(
PortableServer::ThreadPolicyValue _valuevaluevaluevalue);

このメソッドは，_valueに指定した ThreadPolicyオブジェクトへのポインタを返し
ます。Policyオブジェクトが不要になると，アプリケーションは，Policyオブジェク
トから継承した destroyメソッドを呼び出します。
POA生成時に ThreadPolicyを指定しなかった場合，デフォルトは
ORB_CTRL_MODELです。
• _value

ORB_CTRL_MODELを設定すると，ORBは，ORBが制御する POAのリクエス
トをスレッドに割り当てます。マルチスレッド環境では，複数のスレッドを使用し
て，同時に複数のリクエストを送信できます。
SINGLE_THREAD_MODELを設定すると，POAへのリクエストは一つずつ順次
処理されます。マルチスレッド環境では，POAからサーバントとサーバントマネー
ジャに出されたすべてのリクエストは，マルチスレッドに透過的なコードを保証す
る方法で実行されます。
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● void deactivate_objectdeactivate_objectdeactivate_objectdeactivate_object(
const PortableServer::ObjectId& _oidoidoidoid);

このメソッドは，_oidで指定したオブジェクトを非活性化します。非活性化したあと
も，そのオブジェクトに対するアクティブなリクエストがすべてなくなるまでは，そ
のオブジェクトはリクエストの処理を続けます。そのオブジェクトに対して実行中の
リクエストがすべて終了したときに，そのオブジェクトの ObjectIdがアクティブオブ
ジェクトマップから削除されます。
サーバントマネージャが POAに対応づけられている場合は，ObjectIdがアクティブ
オブジェクトマップから削除されたあとで，ServantActivator::etherealizeメソッド
が，そのオブジェクトと，対応づけられたサーバントに対して呼び出されます。エー
テライズが完了するまで，必要に応じて，そのオブジェクトの再活性化は抑止されま
す。ただし，このメソッドは，リクエストやエーテライズの完了を待たないで，常に
指定したオブジェクトを非活性化した直後にリターンします。
このメソッドを使用するには，POAに RETAINポリシーが必要です。RETAINポリ
シーがない場合，WrongPolicy例外が発生します。
• _oid
非活性化するオブジェクトのオブジェクト ID

● void destroydestroydestroydestroy(
CORBA::Boolean _etherealize_objects_etherealize_objects_etherealize_objects_etherealize_objects,
CORBA::Boolean _wait_for_completion_wait_for_completion_wait_for_completion_wait_for_completion);

このメソッドは，該当する POAオブジェクトとそのすべての子 POAを破棄します。
最初に子 POAを破棄し，最後にカレントコンテナ POAを破棄します。必要であれ
ば，破棄したあとで同じプロセスに同じ名前で POAを作成できます。
• _etherealize_objects
このパラメタに TRUEを設定し，POAに RETAINポリシーがあり，サーバントマ
ネージャが POAに登録されている場合，アクティブオブジェクトマップ中の各ア
クティブオブジェクトで etherealizeメソッドが呼び出されます。etherealizeメ
ソッドが呼び出される前に，見かけ上，POAの破棄が発生します。このため，POA
にメソッドを呼び出す etherealizeメソッドは，OBJECT_NOT_EXIST例外を発生
します。

• _wait_for_completion
このパラメタに TRUEを設定し，カレントスレッドが POAからディスパッチされ
た呼び出しでない場合，destroyメソッドは，アクティブなリクエストと
etherealizeメソッドの呼び出しがすべて完了したあとでリターンします。
このパラメタに TRUEを設定し，カレントスレッドが POAからディスパッチされ
た呼び出しの場合，destroyメソッドは，BAD_INV_ORDER例外が発生し，POA
の破棄は発生しません。

● PortableServer::POA_ptr find_POAfind_POAfind_POAfind_POA(
const char* _adapter_nameadapter_nameadapter_nameadapter_name, CORBA::Boolean _activate_itactivate_itactivate_itactivate_it);

このメソッドの呼び出し先の POAオブジェクトが，指定した _adapter_nameの
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POAの親である場合，子 POAを返します。
• _adapter_name
該当する POAに対応する AdapterActivatorの名前

• _activate_it
このパラメタに TRUEを設定し，_adapter_nameで指定した POAの子 POAがな
い場合は，POAの AdapterActivator（NULL以外の場合）が呼び出されます。子
POAの活性化に成功した場合，その POAを返します。それ以外の場合は，
AdapterNonExistent例外が発生します。

● PortableServer::Servant get_servantget_servantget_servantget_servant();
このメソッドは，POAに対応づけられたデフォルトサーバントを返します。対応づけ
られたサーバントがない場合，NoServant例外が発生します。このメソッドを使用す
るには，POAに USE_DEFAULT_SERVANTポリシーが必要です。
USE_DEFAULT_SERVANTポリシーがない場合，WrongPolicy例外が発生します。

● PortableServer::ServantManager_ptr get_servant_managerget_servant_managerget_servant_managerget_servant_manager();
このメソッドは，POAに対応づけられた ServantManagerオブジェクトへのポイン
タを返します。対応づけられたサーバントマネージャがない場合，NULLを返しま
す。このメソッドを使用するには，POAに USE_SERVANT_MANAGERポリシーが
必要です。USE_SERVANT_MANAGERポリシーがない場合，WrongPolicy例外が
発生します。

● CORBA::Object_ptr id_to_referenceid_to_referenceid_to_referenceid_to_reference(
PortableServer::ObjectId& _oidoidoidoid);

このメソッドは，_oidに指定したオブジェクトがアクティブであればオブジェクトリ
ファレンスを返します。アクティブでなければ，ObjectNotActive例外が発生します。
このメソッドを使用するには，POAに RETAINポリシーが必要です。RETAINポリ
シーがない場合，WrongPolicy例外が発生します。
• _oid
リファレンスの取得対象オブジェクトのオブジェクト ID

● PortableServer::Servant id_to_servantid_to_servantid_to_servantid_to_servant(
PortableServer::ObjectId& _oidoidoidoid);

このメソッドの動作には次の 3種類があります。
• POAに RETAINポリシーがあり，アクティブオブジェクトマップに指定したオブ
ジェクトがある場合，そのオブジェクトに対応づけられたサーバントを返します。

• POAに USE_DEFAULT_SERVANTポリシーがあり，POAにデフォルトサーバン
トが登録されている場合，登録されているデフォルトサーバントを返します。

• 上記以外の場合は，ObjectNotActive例外を出力します。

このメソッドを使用するには，POAに USE_DEFAULT_SERVANTポリシーまたは
RETAINポリシーが必要です。どちらのポリシーもない場合，WrongPolicy例外が発
生します。
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パラメタの意味を次に示します。
• _oid
サーバントの取得対象オブジェクトのオブジェクト ID

● PortableServer::Servant reference_to_servantreference_to_servantreference_to_servantreference_to_servant(
CORBA::Object_ptr _referencereferencereferencereference);

このメソッドの動作には次の 3種類があります。
• POAに RETAINポリシーがあり，アクティブオブジェクトマップに指定したオブ
ジェクトがある場合，そのオブジェクトに対応づけられたサーバントを返します。

• POAに USE_DEFAULT_SERVANTポリシーがあり，POAにデフォルトサーバン
トが登録されている場合，登録されているデフォルトサーバントを返します。

• 上記以外の場合は，ObjectNotActive例外を出力します。

このメソッドを使用するには，POAに RETAINポリシー，または
USE_DEFAULT_SERVANTポリシーが必要です。どちらのポリシーもない場合，
WrongPolicy例外が発生します。
reference_to_servantで引数となる referenceが，その POAで作られていないと
WrongAdapter例外が発生します。
パラメタの意味を次に示します。
• _reference
サーバントの取得対象オブジェクト

● PortableServer::ObjectId* reference_to_idreference_to_idreference_to_idreference_to_id(
CORBA::Object_ptr _referencereferencereferencereference);

このメソッドは，_referenceに指定したオブジェクトにカプセル化されている
ObjectIdの値を返します。このメソッドは，_referenceに指定したオブジェクトを作
成した POAに対して呼び出した場合だけ有効です。このメソッドの呼び出し先 POA
が，指定したオブジェクトを作成した POAと異なる場合，WrongAdapter例外が発
生します。このメソッドを呼び出すときに，_referenceパラメタで指定するオブジェ
クトがアクティブになっている必要はありません。
このメソッドがWrongPolicy例外も出力するように IDLでは規定されていますが，
それは将来的な拡張性を考慮してのことです。
• _reference

ObjectIdの取得対象オブジェクト

● PortableServer::ObjectId* servant_to_idservant_to_idservant_to_idservant_to_id(
PortableServer::Servant _p_servantp_servantp_servantp_servant);

このメソッドの動作には次の 4種類があります。
• POAに UNIQUE_IDポリシーがあり，_p_servantに指定したサーバントがアク
ティブである場合，そのサーバントに対応づけられた ObjectIdを返します。

• POAに IMPLICIT_ACTIVATIONポリシーがあり，MULTIPLE_IDポリシーがあ
るか，または _p_servantに指定したサーバントがアクティブでない場合，POAが
生成した ObjectId，およびサーバントに対応づけられたリポジトリインタフェース
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IDを使用してサーバントを活性化して，その ObjectIdを返します。
• POAに USE_DEFAULT_SERVANTポリシーがあり，_p_servantに指定したサー
バントがデフォルトサーバントである場合，現在の呼び出しに対応づけられた
ObjectIdを返します。

• 上記以外の場合は，ServantNotActive例外を出力します。

このメソッドを使用するには，USE_DEFAULT_SERVANTポリシーが必要です。こ
のポリシーがない場合でも，RETAINポリシーと，UNIQUE_IDポリシー，または
IMPLICIT_ACTIVATIONポリシーの組み合わせがあればこのメソッドを使用できま
す。この条件を満たしていない場合は，WrongPolicy例外が発生します。
パラメタの意味を次に示します。
• _p_servant

ObjectIdの取得対象サーバント

● CORBA::Object_ptr servant_to_referenceservant_to_referenceservant_to_referenceservant_to_reference(
PortableServer::Servant _p_servantp_servantp_servantp_servant);

このメソッドの動作には次の 4種類があります。
• POAに RETAINポリシーと UNIQUE_IDポリシーがあり，_p_servantに指定し
たサーバントがアクティブな場合，そのサーバントを活性化するための情報をカプ
セル化しているオブジェクトリファレンスを返します。

• POAに RETAINポリシーと IMPLICIT_ACTIVATIONポリシーがあり，さらに，
MULTIPLE_IDポリシーがあるか，または _p_servantに指定したサーバントがア
クティブでない場合，POAが生成した ObjectId，およびサーバントに対応づけられ
たリポジトリインタフェース IDを使用してサーバントを活性化して，オブジェク
トリファレンスを返します。

• このメソッドが，_p_servantに指定したサーバントへのリクエストを実行するコン
テキストの中で呼び出された場合，現在の呼び出しに対応づけられたリファレンス
を返します。

• 上記以外の場合は，ServantNotActive例外を出力します。

POAがディスパッチしたメソッドのコンテキストの外でこのメソッドを呼び出す場合
は，RETAINポリシーと，UNIQUE_IDポリシーまたは IMPLICIT_ACTIVATION
ポリシーが必要です。このメソッドが，_p_servantに指定したサーバントに対するリ
クエストを実行するコンテキストの中で呼び出されないで，さらに，上記のポリシー
もない場合は，WrongPolicy例外が発生します。
パラメタの意味を次に示します。
• _p_servant
リファレンスの取得対象サーバント

● void set_servantset_servantset_servantset_servant(
PortableServer::Servant _p_servantp_servantp_servantp_servant);

このメソッドは，POAに対応するデフォルトサーバントを設定します。指定したサー
バントは，アクティブオブジェクトマップの中にサーバントが登録されていないすべ
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てのリクエストに対して適用されます。
このメソッドを使用するには，POAにUSE_DEFAULT_SERVANTポリシーが必要
です。USE_DEFAULT_SERVANTポリシーがない場合，WrongPolicy例外が発生し
ます。
• _p_servant
デフォルトとして使用する，POAに対応するサーバント

● void set_servant_managerset_servant_managerset_servant_managerset_servant_manager(
PortableServer::ServantManager_ptr _imagrimagrimagrimagr);

このメソッドは，POAに対応するデフォルトサーバントマネージャを設定します。こ
のメソッドは，POAが生成されたときだけ呼び出せます。POAに対応するサーバン
トマネージャがすでに設定されているときにこのメソッドを呼び出すと，
BAD_INV_ORDER例外が発生します。
このメソッドを使用するには，POAにUSE_SERVANT_MANAGERポリシーが必要
です。USE_SERVANT_MANAGERポリシーがない場合，WrongPolicy例外が発生
します。
• _imagr

POAのデフォルトとして使用するサーバントマネージャ

● PortableServer::AdapterActivator_ptr the_activatorthe_activatorthe_activatorthe_activator();
このメソッドは，POAに対応づけられたアダプタアクティベータを返します。POA
の作成直後は，POAにはアダプタアクティベータがありません。つまり，属性が
NULLになります。システムによっては，ルート POAの持つアクティベータの一つ
をアプリケーションに割り当てさせることができます。

● void the_activatorthe_activatorthe_activatorthe_activator(
PortableServer::AdapterActivator_ptr _val_val_val_val);

このメソッドは，POAに対応するアダプタアクティベータを，指定されたものに設定
します。
• _val

POAに対応づけるアダプタアクティベータ

● char* the_namethe_namethe_namethe_name();
このメソッドは，POAを識別する属性を返します。この属性は，親 POAを基準に
POAを識別する，read-onlyの属性です。この属性は，POAを作成したときに割り当
てられたものです。ルート POAの名前はシステムに依存し，アプリケーションには
依存しません。

● PortableServer::POA_ptr the_parentthe_parentthe_parentthe_parent();
このメソッドは，該当する POAの親 POAへのポインタを返します。ルート POAの
親は nullです。

● PortableServer::POAManager_ptr the_POAManagerthe_POAManagerthe_POAManagerthe_POAManager();
このメソッドは，POAに対応づけられた POAマネージャへのポインタである
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read-onlyの属性を返します。
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22.12　PortableServer::POAManager
 
class PortableServer::POAManager : public CORBA::PseudoObject
 

どの POAにも，POAマネージャが一つ対応づけられています。POAマネージャは一つ
以上の POAオブジェクトに順番に対応づけることができます。POAマネージャは，対
応づけられているすべての POAの処理状態をカプセル化しています。

POAマネージャの状態には次の 4種類があります。

• アクティブ（ACTIVE）
• 非アクティブ（INACTIVE）
• 待機中（HOLDING）
• 破棄（DISCARDING）

作成直後の POAマネージャは「待機中」状態です。メソッド呼び出しによって POAマ
ネージャの状態がどのように遷移するかを，次の図に示します。

図 22-1　C++での POAマネージャの状態遷移

22.12.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。
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22.12.2　PortableServer::POAManagerのメソッド
● void activateactivateactivateactivate();
このメソッドは，POAマネージャの状態を「アクティブ」に変更します。POAマ
ネージャに対応づけられているすべての POAは，リクエストの処理が可能な状態と
なります。POAマネージャが「非アクティブ」状態のときにこのメソッドを呼び出す
と，AdapterInactive例外が発生します。

● void deactivatedeactivatedeactivatedeactivate(
CORBA::Boolean _etherealize_objects_etherealize_objects_etherealize_objects_etherealize_objects,
CORBA::Boolean _wait_for_completion_wait_for_completion_wait_for_completion_wait_for_completion);

このメソッドは，POAマネージャの状態を「非アクティブ」に変更します。POAマ
ネージャが「非アクティブ」状態のときは，対応づけられているすべての POAは，
新規リクエストを含む実行開始前のリクエストを拒絶します。状態変更後の動作は，
_etherealize_objectsパラメタの設定値によって次のようになります。
• 設定値が TRUEの場合，POAマネージャは，対応するサーバントマネージャで，

RETAINポリシーとUSE_SERVANT_MANAGERポリシーが，すべてのアクティ
ブオブジェクトに対する etherealizeオペレーションを POAに実行させます。

• 設定値が FALSEの場合，etherealizeオペレーションを呼び出しません。この目的
は，回復不能エラーなどの危機発生時に POAをシャットダウンする手段を開発者
に提供することです。

_wait_for_completionパラメタが FALSEの場合，このオペレーションは状態変更直
後にリターンします。このパラメタが TRUEの場合で，該当する POAと同じ
VisiBroker ORBに属するほかの POAがディスパッチした呼び出しコンテキスト内
に，カレントスレッドがないときは，このオペレーションは，該当する POAマネー
ジャに対応するすべての POAから，アクティブに実行中のリクエストがなくなるま
で（つまり状態変更前に開始されたリクエストがすべて完了するまで），リターンしま
せん。また，_etherealize_objectsパラメタが TRUEの場合，このオペレーションは
RETAINポリシーとUSE_SERVANT_MANAGERポリシーがあるすべての POAに
対する etherealizeの呼び出しが完了するまでリターンしません。このパラメタが
TRUEの場合で，該当する POAと同じ VisiBroker ORBに属するほかの POAがディ
スパッチした呼び出しコンテキスト内に，カレントスレッドがあるときは，
BAD_INV_ORDER例外が発生し状態は変わりません。

● void discard_requestsdiscard_requestsdiscard_requestsdiscard_requests(
CORBA::Boolean _wait_for_completion_wait_for_completion_wait_for_completion_wait_for_completion);

このメソッドは，POAマネージャの状態を「破棄」に変更します。POAマネージャ
が「破棄」状態のときは，対応づけられているすべての POAは，到着したリクエス
トを破棄します。また，キューの中で実行待ち状態にあるリクエストも破棄されます。
リクエストが破棄されると，個々のリクエストを発行したクライアントにそれぞれ，
TRANSIENTシステム例外が返されます。POAマネージャが「非アクティブ」状態
のときにこのメソッドを呼び出すと，AdapterInactive例外が発生します。
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_wait_for_completionパラメタが FALSEの場合，このオペレーションは状態変更直
後にリターンします。このパラメタが TRUEの場合で，該当する POAと同じ
VisiBroker ORBに属するほかの POAがディスパッチした呼び出しコンテキスト内
に，カレントスレッドがないときは，このオペレーションは該当する POAマネー
ジャに対応するすべての POAから，アクティブに実行中のリクエストがなくなるま
で（つまり状態変更前に開始されたリクエストがすべて完了するまで），または POA
マネージャの状態が「破棄」以外の状態に変更されるまで，リターンしません。この
パラメタが TRUEの場合で，該当する POAと同じ VisiBroker ORBに属するほかの
POAがディスパッチした呼び出しコンテキスト内に，カレントスレッドがあるとき
は，BAD_INV_ORDER例外が発生し，状態は変わりません。

● void hold_requestshold_requestshold_requestshold_requests(
CORBA::Boolean _wait_for_completion_wait_for_completion_wait_for_completion_wait_for_completion);

このメソッドは，POAマネージャの状態を「待機中」に変更します。POAマネー
ジャが「待機中」状態のときは，対応づけられているすべての POAは，到着したリ
クエストをキューに保存します。このメソッドで POAマネージャを「待機中」状態
にする前からキューの中で実行待ち状態にあったリクエストは，継続してキューの中
で実行を待ちます。POAマネージャが「非アクティブ」状態のときにこのメソッドを
呼び出すと，AdapterInactive例外が発生します。
_wait_for_completionパラメタが FALSEの場合，このオペレーションは状態変更直
後にリターンします。このパラメタが TRUEの場合で，該当する POAと同じ
VisiBroker ORBに属するほかの POAがディスパッチした呼び出しコンテキスト内
に，カレントスレッドがないときは，このオペレーションは該当する POAマネー
ジャに対応するすべての POAから，アクティブに実行中のリクエストがなくなるま
で（つまり状態変更前に開始されたリクエストがすべて完了するまで），リターンしま
せん。

● PortableServer::POAManager::State get_stateget_stateget_stateget_state();
このメソッドは POAmanagerの状態を返します。
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22.13　PortableServer::POAManager::State
 
enum PortableServer::POAManager::State
 

この列挙体は POAManagerの状態を表します。

22.13.1　インクルードファイル
この列挙体を使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。

22.13.2　PortableServer::POAManager::Stateのメソッド
● ACTIVE

POAManagerがアクティブであることを表します。

● INACTIVE
POAManagerが非アクティブであることを表します。

● HOLDING
POAManagerが待機中であることを表します。

● DISCARDING
POAManagerが破棄中であることを表します。

それぞれの状態遷移については，「22.12　PortableServer::POAManager」を参照してく
ださい。
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22.14　PortableServer::RefCountServantBase
 
class Portable Server::RefCountServantBase :
                       public virtual PortableServer::ServantBase
 

このクラスは，継承クラスとともに使用する PortableServer::ServantBaseクラスとし
てではなく，標準サーバントのリファレンスカウント用ミックスインクラスとして使用
できます。「22.16　PortableServer::ServantBase」も参照してください。

22.14.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。

22.14.2　PortableServer::RefCountServantBaseのメソッド
● void _add_ref_add_ref_add_ref_add_ref();
このメソッドはリファレンスカウントを 1ずつ増やします。正確なリファレンスカウ
ントを提供するために，このメソッドをベースクラスからオーバーライドできます。

● void _remove_ref_remove_ref_remove_ref_remove_ref();
このメソッドはリファレンスカウントを 1ずつ減らします。正確なリファレンスカウ
ントを提供するために，このメソッドをベースクラスからオーバーライドできます。
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22.15　PortableServer::ServantActivator
 
class PortableServer::ServantActivator :
                       public PortableServer::ServantManager
 

POAに RETAINポリシーがある場合は，PortableServer::ServantActivatorオブジェク
トであるサーバマネージャを使用します。

22.15.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。

22.15.2　PortableServer::ServantActivatorのメソッド
● void etherealizeetherealizeetherealizeetherealize(

PortableServer::ObjectId& oidoidoidoid,
PortableServer::POA_ptr adapteradapteradapteradapter,
PortableServer::Servant servservservserv,
CORBA::Boolean cleanup_in_progresscleanup_in_progresscleanup_in_progresscleanup_in_progress,
CORBA::Boolean remaining_activationsremaining_activationsremaining_activationsremaining_activations);

このメソッドは，oidで指定したオブジェクトのサーバントを非活性化するときに，
指定したアダプタによって呼び出されます。このメソッドは，RETAINポリシーと
USE_SERVANT_MANAGERポリシーがあることを前提とします。
• oid
非活性化するサーバントを持つオブジェクトのオブジェクト ID

• adapter
アクティブなオブジェクトのスコープを持つ POA

• serv
非活性化するサーバント

• cleanup_in_progress
このパラメタに TRUEを設定した場合，etherealize_objectsパラメタに TRUEを
設定した deactivateメソッド，または destroyメソッドを呼び出したときに，この
メソッドが呼び出されます。このパラメタに TRUEを設定しない場合，それ以外の
理由でこのメソッドが呼び出されます。

• remaining_activations
servに指定したサーバントが，adapterで指定した POAで他オブジェクトに対応
づけられている場合は TRUEを設定し，それ以外の場合は FALSEを設定します。

● PortableServer::Servant incarnateincarnateincarnateincarnate(
const PortableServer::ObjectId& oidoidoidoid,
PortableServer::POA_ptr adapteradapteradapteradapter);
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このメソッドは，oidに指定した非アクティブ状態のオブジェクトに対するリクエス
トを POAが受け取るたびに，POAによって呼び出されます。このメソッドは，
RETAINポリシーと USE_SERVANT_MANAGERポリシーがあることを前提としま
す。
このメソッドを使用するためには，指定したオブジェクトに対応する適切なサーバン
トを探索，および生成するサーバントマネージャのインプリメンテーションを，ユー
ザが提供してください。このメソッドが返すサーバントは，アクティブオブジェクト
マップにも登録されます。以後，アクティブなオブジェクトに対するリクエストは，
サーバントマネージャを呼び出さないで直接そのオブジェクトに対応づけられたサー
バントに送られます。
このメソッドが返すサーバントが，すでにほかのオブジェクト IDに対してアクティ
ブで，POAにUNIQUE_IDポリシーがある場合，OBJ_ADAPTER例外が発生しま
す。
• oid
活性化するサーバントを持つオブジェクトのオブジェクト ID

• adapter
オブジェクトを活性化するスコープを持つ POA
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22.16　PortableServer::ServantBase
 
class PortableServer::ServantBase
 

Portable::ServantBaseクラスは，ご使用のサーバアプリケーションのベースクラスで
す。

22.16.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。

22.16.2　PortableServer::ServantBaseのメソッド
● void _add_refadd_refadd_refadd_ref();
このメソッドは該当するサーバントのリファレンスカウントを追加します。デフォル
トインプリメンテーションは何もしないので，このクラスから派生したクラスのリ
ファレンスカウント機能を提供するには，このメソッドをオーバーライドしてくださ
い。

● PortableServer::POA_ptr _default_POA_default_POA_default_POA_default_POA();
このメソッドは，デフォルト VisiBroker ORBに対して，カレントプロセスのデフォ
ルト VisiBroker ORBの，ルート POAへのオブジェクトリファレンスを返します。こ
れは，ORB::resolve_initial_references("RootPOA")の呼び出しと同じ戻り値です。必
要に応じて，PortableServer::ServantBaseから派生したクラスにこのメソッドを
オーバーライドして，独自に選択した POAを返せます。

● CORBA::InterfaceDef_ptr _get_interface_get_interface_get_interface_get_interface();
このメソッドは該当するオブジェクトのインタフェース定義を指すポインタを返しま
す。詳細については，「24.19.2　InterfaceDefのメソッド」を参照してください。

● CORBA::Boolean _is_a_is_a_is_a_is_a(
const char *rep_idrep_idrep_idrep_id);

該当するサーバントがリポジトリ IDに対応するインタフェースを実装する場合，こ
のメソッドは TRUEを返します。そうでない場合は FALSEを返します。
• rep_id
チェックするリポジトリ ID

● void _remove_ref_remove_ref_remove_ref_remove_ref();
このメソッドは該当するサーバントのリファレンスカウントを削除します。デフォル
トインプリメンテーションは何もしないので，このクラスから派生したクラスのリ
ファレンスカウント機能を提供するには，このメソッドをオーバーライドしてくださ
い。
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22.17　PortableServer::ServantLocator
 
class PortableServer::ServantLocator :
                       public PortableServer::ServantManager
 

POAに NON_RETAINポリシーがある場合，POAは PortableServer::ServantLocator
オブジェクトであるサーバントマネージャを使用します。サーバントマネージャが返す
サーバントは，1件のリクエストにだけ使用できます。

POAは，このサーバントマネージャが返すサーバントは 1件のリクエストに対してだけ
使用されるということを知っているので，サーバントマネージャのメソッドに追加情報
を提供できます。これによってサーバントマネージャの 1組のメソッドは，
PortableServer::ServantLocatorサーバントマネージャとは異なる処理を実行できます。

22.17.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。

22.17.2　PortableServer::ServantLocatorのメソッド
● PortableServer::Servant preinvokepreinvokepreinvokepreinvoke(

const PortableServer::ObjectId& oidoidoidoid,
PortableServer::POA_ptr adapteradapteradapteradapter,
const char* operationoperationoperationoperation,Cookie& the_cookiethe_cookiethe_cookiethe_cookie);

このメソッドは，POAが現在アクティブの状態にないオブジェクトへのリクエストを
受け取ったときに呼び出されます。このメソッドは，NON_RETAINポリシーと
USE_SERVANT_MANAGERポリシーがあることを前提とします。
ユーザが提供するサーバントマネージャは，oidに指定したオブジェクトに対応する
適切なサーバントを探索，および作成する必要があります。
• oid
到着したリクエストに対応するオブジェクト ID

• adapter
オブジェクトを活性化する POA

• operation
サーバントが返されるときに POAが呼び出すオペレーションの名前

• the_cookie
サーバントマネージャがあとで postinvokeメソッドに設定して使用できる不特定の
値

● void postinvokepostinvokepostinvokepostinvoke(
const PortableServer::ObjectId& oidoidoidoid,
PortableServer::POA_ptr adapteradapteradapteradapter,
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const char* operationoperationoperationoperation,
Cookie the_cookiethe_cookiethe_cookiethe_cookie,
PortableServer::Servant the_servantthe_servantthe_servantthe_servant);

このメソッドは，サーバントがリクエストの実行を完了するときに呼び出されます。
このメソッドは，POAに NON_RETAINポリシーと USE_SERVANT_MANAGER
ポリシーがあることを前提とします。このメソッドは，オブジェクトに対するリクエ
ストの一部とみなされます。つまり，メソッドが正常終了したのに postinvokeメソッ
ドがシステム例外を出力した場合は，このメソッドの正常リターンはオーバーライド
され，リクエストは例外を発生して終了します。
POAが認識しているサーバントをデストラクトした場合，結果は不定です。
• oid
到着したリクエストに対応するオブジェクト ID

• adapter
オブジェクトを活性化する POA

• operation
サーバントが返されるときに POAが呼び出すオペレーションの名前

• the_cookie
サーバントマネージャが preinvokeメソッドに設定して使用できる不特定の値

• the_servant
オブジェクトに対応するサーバント
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22.18　PortableServer::ServantManager
 
class PortableServer::ServantManager
 

サーバントマネージャは，POAに対応づけられています。サーバントマネージャによっ
て POAは，POAが「非アクティブ」状態のオブジェクトに対するリクエストを受信し
たときに，オンデマンドでオブジェクトを活性化できます。

PortableServer::ServantManagerクラスはメソッドを持たないで，ほかの二つのクラス
（PortableServer::ServantActivatorと Portableserver::ServantLocator）のベースクラ
スとして使用します。詳細については，「22.15　PortableServer::ServantActivator」，
および「22.17　PortableServer::ServantLocator」を参照してください。
PortableServer::ServantActivatorクラスを使用するには，POAに RETAINポリシーが
必要です。Portableserver::ServantLocatorクラスを使用するには，POAに
NON_RETAINポリシーが必要です。

22.18.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。
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22.19　PortableServer::ForwardRequest
 
class PortableServer::ForwardRequest :public CORBA::UserException
 

この例外を使用して，別のオブジェクトにリクエストを転送するようにクライアントに
指示できます。PortableServer::ServantLocatorの preinvoke()メソッド，および
PortableServer::ServantActivatorの incarnate()メソッドで使用できます。

22.19.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，poa_c.hhファイルをインクルードしてください。

22.19.2　PortableServer::ForwardRequestのメソッド
● PortableServer::ForwardRequestPortableServer::ForwardRequestPortableServer::ForwardRequestPortableServer::ForwardRequest(

CORBA::Object_ptr refrefrefref);
このメソッドは，指定されたプロパティを持つ ForwardRequestオブジェクトを生成
します。
• ref
転送するオブジェクトリファレンス
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22.20　SystemException
 
class CORBA::SystemException : public CORBA::Exception
 

SystemExceptionクラスは，VisiBroker ORBまたはオブジェクトインプリメンテー
ションに対して発生する標準システム例外を報告します。このクラスは，Exceptionクラ
スから派生し，出力ストリームに例外の名前，または記述を出力するメソッドを提供し
ます。Exceptionクラスについては，「22.7　Exception」を参照してください。

SystemExceptionオブジェクトには，例外の原因となるオペレーションが完了している
かを表す，完了ステータスが含まれます。また，SystemExceptionオブジェクトは，設
定，および参照できるマイナーコードも含んでいます。

22.20.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

22.20.2　SystemExceptionのメソッド
● CORBA::SystemExceptionCORBA::SystemExceptionCORBA::SystemExceptionCORBA::SystemException(

CORBA::ULong minorminorminorminor = 0,
CORBA::CompletionStatus statusstatusstatusstatus = CORBA::COMPLETED_NO);

このメソッドは，指定されたプロパティを持つ SystemExceptionオブジェクトを生成
します。
• minor
マイナーコード

• status
次に示す完了ステータスのどれか一つ
CORBA::COMPLETED_YES
CORBA::COMPLETED_NO
CORBA::COMPLETED_MAYBE

● CORBA::CompletionStatus completedcompletedcompletedcompleted() const;
このメソッドは，オブジェクトの完了ステータスを返します。

● void completedcompletedcompletedcompleted(
CORBA::CompletionStatus statusstatusstatusstatus);

このメソッドは，オブジェクトの完了ステータスを設定します。
• status
次に示す完了ステータスのどれか一つ
CORBA::COMPLETED_YES
CORBA::COMPLETED_NO
CORBA::COMPLETED_MAYBE
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● CORBA::ULong minorminorminorminor() const;
このメソッドは，オブジェクトのマイナーコードを返します。

● void minorminorminorminor(
CORBA::ULong valvalvalval);

このメソッドは，オブジェクトのマイナーコードを設定します。
• val
マイナーコード

● static CORBA::SystemException *_downcast_downcast_downcast_downcast(
CORBA::Exception *excexcexcexc);

このメソッドは，指定された Exceptionポインタを SystemExceptionポインタにダウ
ンキャストしようとします。指定されたポインタが SystemExceptionオブジェクトま
たは SystemExceptionから派生したオブジェクトを指す場合，オブジェクトを指すポ
インタが返されます。指定されたポインタが SystemExceptionオブジェクトを指して
いない場合は，NULLポインタが返されます。

注
このメソッドを使って，Exceptionオブジェクトのリファレンスカウントを増や
すことはできません。

• exc
ダウンキャストされる Exceptionポインタ

システム例外一覧を次の表に示します。

表 22-1　システム例外一覧（C++）

例外 例外の内容

BAD_CONTEXT サーバに無効コンテキストが渡されました。

BAD_INV_ORDER オペレーション要求の前に，必要な前提条件オペレーション
が呼び出されていません。

BAD_OPERATION 無効オペレーションが実行されました。

BAD_PARAM 無効なパラメタが引き渡されました。

BAD_TYPECODE ORBが不正な TypeCodeを検出しました。

CODESET_INCOMPATIBLE クライアントとサーバのコードセットに互換がないため，通
信に失敗しました。

COMM_FAILURE 通信障害が発生しました。

DATA_CONVERSION データ変換エラーが発生しました。

FREE_MEM メモリを解放できません。

IMP_LIMIT インプリメンテーションの上限に違反しました。

INITIALIZE 必要な初期化が実行されませんでした。

INTERNAL 内部エラーが発生しました。

INTF_REPOS インタフェースリポジトリへのアクセスエラーが発生しまし
た。
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INV_FLAG 無効フラグが指定されました。

INV_IDENT 識別子の構文が無効です。

INV_OBJREF 無効なオブジェクトリファレンスが検出されました。

INV_POLICY 無効なポリシーの変更が検出されました。

INVALID_TRANSACTION トランザクションコンテキストが不正です。

MARSHAL マーシャルパラメタまたは結果が不当です。

NO_IMPLEMENT オペレーションのインプリメンテーションが使用できません。

NO_MEMORY 動的メモリ割り当て障害が発生しました。

NO_PERMISSION 許可されていないオペレーションを実行しようとしました。

NO_RESOURCES 必要な資源を取得できませんでした。

NO_RESPONSE クライアントが送信したリクエストの応答がまだありません。

OBJ_ADAPTER オブジェクトアダプタが障害を検出しました。

OBJECT_NOT_EXIST リクエストされたオブジェクトが存在していません。

PERSIST_STORE パーシステントストレージ障害が発生しました。

REBIND クライアントが，QoSポリシーに矛盾する IORを受信しまし
た。

TIMEOUT オペレーションがタイムアウトしました。

TRANSACTION_REQUIRED リクエスト時に無効なトランザクションコンテキストがトラ
ンザクションサービスに渡されましたが，アクティブなトラ
ンザクションが必要です。

TRANSACTION_ROLLEDBACK リクエストに対応するトランザクションがすでにロールバッ
クされているか，またはロールバック用にマーキングされて
います。

TRANSIENT 通信エラーが検出されましたが，再接続できる場合がありま
す。

UNKNOWN 未知の例外です。

例外 例外の内容
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22.21　UserException
 
class CORBA::UserException : public CORBA::Exception
 

UserExceptionベースクラスは，オブジェクトインプリメンテーションが発生させる
ユーザ例外を派生します。このクラスは，Exceptionクラスから派生しています。
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22.22　VISPropertyManager
 
class VISPropertyManager
 

このクラスは，ユーザ作成のサーバエンジンプロパティの変更が必要な場合に使用しま
す。詳細については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッ
パーズガイド」の「これらのプロパティはいつ使用するか」を参照してください。

22.22.1　インクルードファイル
このクラスを使用する場合には corba.hファイルをインクルードしてください。

22.22.2　VISPropertyManagerのメソッド
● void addPropertyddPropertyddPropertyddProperty(

const char* propertypropertypropertyproperty, const char* valuevaluevaluevalue);
プロパティを設定します。
• property
プロパティ名称を表す文字列

• value
プロパティの指定値を表す文字列

● void addPropertyaddPropertyaddPropertyaddProperty(
const char* propertypropertypropertyproperty, CORBA::Boolean valuevaluevaluevalue);

プロパティを設定します。
• property
プロパティ名称を表す文字列

• value
プロパティの指定値を表す Boolean

● void addPropertyaddPropertyaddPropertyaddProperty(
const char* propertypropertypropertyproperty, CORBA::ULong valuevaluevaluevalue);

プロパティを設定します。
• property
プロパティ名称を表す文字列

• value
プロパティの指定値を表す定数値

● char* getStringgetStringgetStringgetString(
const char* propertypropertypropertyproperty);

文字列型を指定されるプロパティ値を取得します。存在しないプロパティや，指定値
が文字列型ではないプロパティを引数に指定した場合，CORBA::BAD_PARAM例外
が発生します。
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• property
プロパティ名称を表す文字列

● CORBA::Boolean getBooleangetBooleangetBooleangetBoolean(
const char* propertypropertypropertyproperty);

boolean型を指定されるプロパティ値を取得します。存在しないプロパティや，指定
値が boolean型ではないプロパティを引数に指定した場合，CORBA::BAD_PARAM
例外が発生します。
• property
プロパティ名称を表す文字列

● CORBA::ULong getULonggetULonggetULonggetULong(
const char* propertypropertypropertyproperty);

整数型を指定されるプロパティ値を取得します。存在しないプロパティや，指定値が
整数型ではないプロパティを引数に指定した場合，CORBA::BAD_PARAM例外が発
生します。
• property
プロパティ名称を表す文字列
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23　動的インタフェースとクラ
ス（C++）
この章では，C++言語のクライアントアプリケーションが使用
する動的起動インタフェース，およびオブジェクトサーバが使
用する動的スケルトンインタフェースをサポートするクラスに
ついて説明します。

23.1　Any

23.2　ContextList

23.3　DynamicImplementation

23.4　DynAny

23.5　DynAnyFactory

23.6　DynArray

23.7　DynEnum

23.8　DynSequence

23.9　DynStruct

23.10　DynUnion

23.11　Environment

23.12　ExceptionList

23.13　NamedValue

23.14　NVList
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23.15　Request

23.16　ServerRequest

23.17　TCKind

23.18　TypeCode
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23.1　Any
 
class CORBA::Any
 

このクラスは，値がタイプセーフで渡せるような IDL型を表します。このクラスのオブ
ジェクトは，オブジェクトの型を定義する TypeCodeを指すポインタ，およびオブジェ
クトの値を指すポインタを持っています。オブジェクトを構築・コピーしたりデストラ
クトしたりするためのメソッド，オブジェクトの型や値を確認したり初期化したりする
ためのメソッド，およびオブジェクトをストリームに読み込んだり書き込んだりするた
めのストリーム演算子が，このクラスによって提供されます。コードサンプル 23-1に
Anyの生成と使用方法を示します。

コードサンプル 23-1　Anyオブジェクトの生成と使用
 
// create an any object
CORBA::Any anObject;
// use the typecode operator to specify that
// 'anObject' object can store long
anObject <<= CORBA::_tc_long;

23.1.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

23.1.2　Anyのメソッド
● CORBA::AnyCORBA::AnyCORBA::AnyCORBA::Any();
これは，空の Anyオブジェクトを生成するデフォルトのコンストラクタです。

● CORBA::AnyCORBA::AnyCORBA::AnyCORBA::Any(
const CORBA::Any& valvalvalval);

これは，指定されたターゲットのコピーである Anyオブジェクトを生成するコピーコ
ンストラクタです。
• val
コピーされるオブジェクト

● CORBA::AnyCORBA::AnyCORBA::AnyCORBA::Any(
CORBA::TypeCode_ptr tctctctc, void *valuevaluevaluevalue,
CORBA::Boolean releasereleasereleaserelease = 0);

このコンストラクタは，指定された値，および TypeCodeで初期化された Anyオブ
ジェクトを生成します。
• tc
この Anyに含まれる値の TypeCode

• value
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この Anyに含まれる値
• release

TRUEを設定した場合，この Anyオブジェクトがデストラクトされた際に，Any
オブジェクトの値に対応するメモリが解放されます。

● static CORBA::Any_ptr _duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::Any_ptr ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを増やし，そ
のポインタを返します。
• ptr
複製される Any

● static CORBA::Any_ptr    _nil_nil_nil_nil();
この静的メソッドは，初期化の際に使用できる NULLポインタを返します。

● static void _release_release_release_release(
CORBA::Any_ptr ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを減らします。
カウントが 0になった場合，そのオブジェクトによって管理されていたすべてのメモ
リが解放され，そのオブジェクトは削除されます。
• ptr
解放される Any

23.1.3　初期化演算子
void operator<<=(CORBA::Short);
   void operator<<=(CORBA::UShort);
   void operator<<=(CORBA::Long);
   void operator<<=(CORBA::ULong);
   void operator<<=(CORBA::Float);
   void operator<<=(CORBA::Double);
   void operator<<=(const CORBA::Any&);
   void operator<<=(const char *);
   void operator<<=(CORBA::LongLong);
   void operator<<=(CORBA::ULongLong);
   void operator<<=(CORBA::LongDouble);
 

これらの演算子は，指定された値でこのオブジェクトを初期化します。これらの演算子
によって，指定された値の TypeCodeが自動的に設定されます。この Anyオブジェクト
の releaseフラグに TRUEが設定されている場合，新しい値が代入される前に，この
Anyオブジェクトに格納されていた値が解放されます。

● void operatoroperatoroperatoroperator<<=(
CORBA::TypeCode_ptr tctctctc);

このメソッドは，指定された値の TypeCodeでこのオブジェクトを初期化します。
• tc
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この Anyに対して設定する TypeCode

23.1.4　抽出演算子
CORBA::Boolean operator>>=(CORBA::Short&) const;
   CORBA::Boolean operator>>=(CORBA::UShort&) const;
   CORBA::Boolean operator>>=(CORBA::Long&) const;
   CORBA::Boolean operator>>=(CORBA::ULong&) const;
   CORBA::Boolean operator>>=(CORBA::Float&) const;
   CORBA::Boolean operator>>=(CORBA::Double&) const;
   CORBA::Boolean operator>>=(CORBA::Any&) const;
   CORBA::Boolean operator>>=(char *&) const;
   CORBA::Boolean operator>>=(CORBA::LongLong&) const;
   CORBA::Boolean operator>>=(CORBA::ULongLong&) const;
   CORBA::Boolean operator>>=(CORBA::LongDouble&) const;
 

これらの演算子は，このオブジェクトからの値を，指定されたターゲットに格納します。
ターゲットの TypeCodeが，格納されている値の TypeCodeと一致しない場合，FALSE
が返され，値は抽出されません。一致する場合は，ターゲットに格納されている値が代
入され，TRUEが返されます。

● CORBA::Boolean operatoroperatoroperatoroperator>>=(
CORBA::TypeCode_ptr& tctctctc) const;

このメソッドは，このオブジェクトに格納されている値の TypeCodeを抽出します。
• tc
この Anyの TypeCodeが格納されているオブジェクト
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23.2　ContextList
 
class CORBA::ContextList
 

このクラスには，オペレーション要求に対応する可能性のあるコンテキストのリストが
含まれます。「23.15　Request」も参照してください。

23.2.1　ContextListのメソッド
● CORBA::ContextListCORBA::ContextListCORBA::ContextListCORBA::ContextList();
このメソッドは，空の Contextリストを構築します。

● void addaddaddadd(
const char *ctxctxctxctx);

このメソッドは，指定されたコンテキストをこのオブジェクトのリストに追加します。
• ctx
リストに追加されるコンテキスト

● void add_consumeadd_consumeadd_consumeadd_consume(
char *ctxctxctxctx);

このメソッドは，指定されたコンテキストコードをこのオブジェクトのリストに追加
します。引数で指定されたコンテキストの所有権は，このリストによって引き受けら
れます。このメソッドを呼び出したあとに，コンテキストへアクセスしたり，コンテ
キストを解放したりすることはできません。
• ctx
リストに追加されるコンテキスト

● CORBA::ULong countcountcountcount() const;
このメソッドは，現在リストに格納されている項目数を返します。

● const char *itemitemitemitem(
CORBA::Long indexindexindexindex);

このメソッドは，指定されたインデックスのリストに格納されているコンテキストを
指すポインタを返します。そのインデックスが不当な場合，NULLポインタが返され
ます。返されたコンテキストは解放できません。リストからコンテキストを削除する
には，removeメソッドを使用します。
• index
返されるコンテキストのインデックス。インデックスは 0から始まります。

● void removeremoveremoveremove(
CORBA::long indexindexindexindex);

このメソッドは，指定されたインデックスを持つコンテキストをリストから削除しま
す。インデックスが不当な場合は，削除されません。
• index
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削除されるコンテキストのインデックス。インデックスは 0から始まります。

● static CORBA::ContextList_ptr _duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::ContextList_ptr ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，オブジェクトのリファレンスカウントを増やし，そのオブジェ
クトを指すポインタを返します。
• ptr
複製されるオブジェクト

● static CORBA::ContextList_ptr _nil_nil_nil_nil();
この静的メソッドは，初期化の際に使用できるNULLポインタを返します。

● static void _release_release_release_release(
CORBA::ContextList *ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，このオブジェクトのリファレンスカウントを減らします。その
カウントが 0になると，オブジェクトによって管理されていたすべてのメモリが解放
され，そのオブジェクトが削除されます。
• ptr
解放されるオブジェクト
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23.3　DynamicImplementation
 
class PortableServer::DynamicImplementation :
                       public virtual PortableServer::ServantBase
 

このベースクラスを使って，IDLコンパイラによって生成されたスケルトンクラスの代
わりに，動的スケルトンインタフェースを使用するオブジェクトインプリメンテーショ
ンを派生します。このクラスから派生させるには，invokeメソッドと，
_primary_interface()メソッドのインプリメンテーションを提供する必要があります。

23.3.1　DynamicImplementationのメソッド
● virtual void invokeinvokeinvokeinvoke(

CORBA::ServerRequest_ptr requestrequestrequestrequest) = 0;
このメソッドは，オブジェクトインプリメンテーションに対するクライアントオペ
レーション要求が受信された際に，必ず POAによって呼び出されます。このメソッ
ドのインプリメンテーションには，ServerRequestオブジェクトの内容の有効化，リ
クエスト条件を満たすために必要な処理，およびクライアントに対する結果の送信が
含まれます。ServerRequestクラスの詳細については，「23.16　ServerRequest」を
参照してください。
• request
クライアントのオペレーション要求を表す ServerRequestオブジェクト

● virtual CORBA::RepositoryId _primary_interface_primary_interface_primary_interface_primary_interface(
const PortableServer::ObjectId& oidoidoidoid, 
PortableServer::POA_ptr poa poa poa poa) const;

このメソッドは，POAによってコールバックとして呼び出されます。 
DynamicImplementationクラスから継承したサーバントは，このメソッドを実装す
る必要があります。このメソッドを直接呼び出し以外の状況で呼び出すと，予想でき
ない結果が生じることがあります。_primary_interfaceメソッドは，入力パラメタと
して ObjectId値と POA_ptrを受け取り，その oidに対して最下位派生インタフェー
スを示す有効な RepositoryIdを返します。
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23.4　DynAny
 
class DynamicAny::DynAny : public CORBA::PseudoObject
 

コンパイル時にデータ型が定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリケー
ション，またはサーバがこのクラスのオブジェクトを使用して，データ型の作成と解釈
をします。DynAnyは，基本型（boolean，int，floatなど），または複合型（structまた
は union）を格納できます。DynAnyに含まれる型は作成時に定義され，オブジェクト
の存在期間内は変更できません。

DynAnyオブジェクトは，データ型を，値を持つ一つ以上のコンポーネントとして表す
ことがあります。next，seek，rewind，および current_componentメソッドを使用し
て，各コンポーネント間を自由に行き来できます。

DynAnyFactoryは ORB::resolve_initial_references("DynAnyFactory")の呼び出しに
よって生成されます。ファクトリは，基本型や複合型の生成に使用されます。
DynAnyFactoryは DynamicAnyモジュールに属します。

基本型の DynAnyオブジェクトは，DynAnyFactory::create_dyn_any_from_type_code
メソッドを使用して作成します。また，DynAnyオブジェクトは，
DynAnyFactory::create_dyn_anyメソッドを使用して Anyオブジェクトから作成，およ
び初期化することもできます。これらのメソッドについては，「22.　コアインタフェー
スとクラス（C++）」を参照してください。

次のインタフェースは DynAnyから派生したもので，動的に管理される構造化型のサ
ポートを提供します。

● Array
「23.6　DynArray」を参照してください。

● Enumeration
「23.7　DynEnum」を参照してください。

● Sequence
「23.8　DynSequence」を参照してください。

● Structure
「23.9　DynStruct」を参照してください。

● Union
「23.10　DynUnion」を参照してください。

23.4.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，dynany.hファイルをインクルードしてください。
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23.4.2　注意事項
DynAnyオブジェクトは，オペレーション要求，および DIIリクエストのパラメタとし
て使用できません。また，ORB::object_to_stringメソッドで外部化することもできませ
ん。ただし，DynAny::to_anyメソッドを使用して DynAnyオブジェクトを Anyオブ
ジェクトに変換すれば，パラメタとして使用できるようになります。

23.4.3　DynAnyのメソッド
● void assignassignassignassign(

DynamicAny::DynAny_ptr dyn_anydyn_anydyn_anydyn_any);
このメソッドは，指定した DynAnyから，このオブジェクト内の値を初期化します。
Anyに含まれる型がこのオブジェクトに含まれる型と一致しなかった場合，
TypeMismatch例外が発生します。

● DynamicAny::DynAny_ptr copycopycopycopy();
このメソッドは，このオブジェクトのコピーを返します。

● virtual CORBA::ULong component_countcomponent_countcomponent_countcomponent_count();
このメソッドは，DynAnyに格納された複合型コンポーネントの数を unsigned long
として返します。

● virtual DynamicAny::DynAny_ptr current_componentcurrent_componentcurrent_componentcurrent_component();
このメソッドは，このオブジェクト内のカレントコンポーネントを返します。

● virtual void destroydestroydestroydestroy();
このメソッドは，このオブジェクトをデストラクトします。

● virtual CORBA::Boolean equalequalequalequal(
const DynamicAny::DynAny_ptr valuevaluevaluevalue);

このメソッドは，二つの DynAny値が等しいかどうか比較します。等しい場合は
TRUEを，等しくない場合は FALSEを返します。

● virtual void from_anyfrom_anyfrom_anyfrom_any(
CORBA::Any& valuevaluevaluevalue);

このメソッドは，指定した Anyオブジェクトから，このオブジェクトのカレントコン
ポーネントを初期化します。
Anyに含まれる値の TypeCodeが，このオブジェクトの作成時に定義した TypeCode
と一致しない場合，TypeMismatch例外が発生します。また，渡された valueパラメ
タが不正の場合，InvalidValue例外が発生します。
• value
このオブジェクトに設定する値を格納する Anyオブジェクト

● virtual boolean nextnextnextnext();
このメソッドは，次のコンポーネントがあれば，制御をそこへ進め，TRUEを返しま
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す。次のコンポーネントがなければ FALSEを返します。

● virtual void rewindrewindrewindrewind();
このメソッドは，このオブジェクトのカレントコンポーネントを，DynAnyで定義さ
れた先頭のコンポーネントに設定します。
オブジェクトにコンポーネントが一つしかなかった場合，このメソッドは何もしませ
ん。

● virtual CORBA::Boolean seekseekseekseek(
CORBA::Long indexindexindexindex);

このメソッドは，指定したインデックスのコンポーネントをカレントコンポーネント
にします。指定したインデックスのコンポーネントがない場合，FALSEを返します。
そうでない場合，TRUEを返します。
• index
目標コンポーネントのインデックス。インデックスは 0から始まります。

● virtual CORBA::Any* to_anyto_anyto_anyto_any( );
このメソッドは，DynAnyオブジェクトを Anyオブジェクトに変換し，Anyオブジェ
クトを指すポインタを返します。

● CORBA::TypeCode_ptr typetypetypetype();
このメソッドは，DynAnyが格納する値の TypeCodeを返します。

23.4.4　DynAnyの抽出メソッド
抽出メソッドは，DynAnyオブジェクトのカレントコンポーネントが格納する型を返す
メソッドの集まりです。コードサンプル 23-2に各抽出メソッドの名前を示します。

使用した抽出メソッドの返す型が，DynAnyが格納する値と一致しない場合，
TypeMismatch例外が発生します。

コードサンプル 23-2　DynAnyクラスが提供する抽出メソッド
 
virtual CORBA::Any* get_any();
virtual CORBA::Boolean get_boolean();
virtual CORBA::Char get_char();
virtual CORBA::Double get_double();
virtual DynamicAny::DynAny* get_dyn_any();
virtual CORBA::Float get_float();
virtual CORBA::Long get_LongLong();
virtual CORBA::Long get_longlong();
virtual CORBA::Octet get_octet();
virtual CORBA::Object_ptr get_reference();
virtual CORBA::Short get_short();
virtual char* get_string();
virtual CORBA::TypeCode_ptr get_typecode();
virtual CORBA::ULong get_ulong();
virtual CORBA::ULongLong get_ulonglong();
virtual CORBA::UShort get_ushort();
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virtual CORBA::ValueBase* get_val();
virtual CORBA::WChar get_wchar();
virtual CORBA::WChar* get_wstring();
 
（（（（UNIX））））
virtual CORBA::LongDouble get_longdouble();

23.4.5　DynAnyの挿入メソッド
挿入メソッドは，特定の型の値を，DynAnyオブジェクトのカレントコンポーネントに
コピーするメソッドの集まりです。コードサンプル 23-3に，さまざまな型の挿入例を示
します。

挿入したオブジェクトの型が，DynAnyオブジェクトの型と一致しない場合，
InvalidValue例外を発行します。

コードサンプル 23-3　DynAnyクラスが提供する挿入メソッド
 
virtual void insert_any(const CORBA:Any& value);
virtual void insert_boolean(CORBA::Boolean value);
virtual void insert_char(CORBA::Char value);
virtual void insert_double(CORBA::Double value);
virtual void insert_dyn_any (DynamicAny::DynAny_ph_value);
virtual void insert_float(CORBA::Float value);
virtual void insert_long(CORBA::Long value);
virtual void insert_longlong(CORBA::LongLong value);
virtual void insert_octet(CORBA::Octet value);
virtual void insert_reference(CORBA:Object_ptr value);
virtual void insert_short(CORBA::Short value);
virtual void insert_string(const char* value);
virtual void insert_typecode(CORBA:TypeCode_ptr value);
virtual void insert_ulong(CORBA::ULong value);
virtual void insert_ulonglong(CORBA::ULongLong value);
virtual void insert_ushort(CORBA::UShort value);
virtual void insert_val(count CORBA::ValueBase& value);
virtual void insert_wchar(CORBA::WChar value);
virtual void insert_wstring(const CORBA::WChar* value);
 
（（（（UNIX））））
virtual void insert_longdouble(CORBA::LongDouble value);
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23.5　DynAnyFactory
 
class DynamicAny::DynAnyFactory : public CORBA::PseudoObject
 

DynAnyFactoryオブジェクトは，新しい DynAnyオブジェクトの生成に使用します。
DynAnyFactoryオブジェクトのリファレンスを取得するには，
ORB::resolve_initial_references("DynAnyFactory")を呼び出します。

23.5.1　DynAnyFactoryのメソッド
● DynamicAny::DynAny_ptr create_dyn_anycreate_dyn_anycreate_dyn_anycreate_dyn_any(

const CORBA::Any& valuevaluevaluevalue);
このメソッドは，指定した値の DynAnyオブジェクトを作成します。
• value
作成する DynAnyオブジェクトの値

● DynamicAny::DynAny_ptr create_dyn_any_from_type_codecreate_dyn_any_from_type_codecreate_dyn_any_from_type_codecreate_dyn_any_from_type_code(
CORBA::TypeCode_ptr typetypetypetype);

このメソッドは，指定した型の DynAnyオブジェクトを作成します。
• type
作成する DynAnyオブジェクトの型
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23.6　DynArray
 
class DynamicAny::DynArray : public VISDynComplex
 

コンパイル時にデータ型が定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリケー
ション，またはサーバがこのクラスのオブジェクトを使用して，配列データ型の作成と
解釈をします。DynArrayは，基本型（boolean，int，floatなど），または複合型
（struct，unionなど）を格納できます。

DynAnyに含まれる型は作成時に定義され，オブジェクトの存在期間内は変更できませ
ん。

DynAnyから継承した next，rewind，seek，および current_componentメソッドを使
用して，各コンポーネント間を自由に行き来できます。

VISDynComplexクラスは helperクラスの一つで，このクラスによって VisiBroker 
ORBは複雑な DynAnyの型を管理できます。

23.6.1　注意事項
DynAnyオブジェクトは，オペレーション要求，および DIIリクエストのパラメタとし
て使用できません。また，ORB::object_to_stringメソッドで外部化することもできませ
ん。ただし，DynAny::to_anyメソッドを使用して DynArrayオブジェクトを Anyオブ
ジェクトのシーケンスに変換すれば，パラメタとして使用できるようになります。

23.6.2　DynArrayのメソッド
● virtual void destroydestroydestroydestroy();
このメソッドは，このオブジェクトをデストラクトします。

● CORBA::AnySeq* get_elementsget_elementsget_elementsget_elements();
このメソッドは，このオブジェクトが格納する値を含む Anyオブジェクトのシーケン
スを返します。

● void set_elementsset_elementsset_elementsset_elements(
CORBA::AnySeq& _value_value_value_value);

このメソッドは，valueパラメタで指定したシーケンスの要素に，DynArrayの要素
を設定します。

● DynamicAny::DynAnySeq* get_elements_as_dyn_anyget_elements_as_dyn_anyget_elements_as_dyn_anyget_elements_as_dyn_any();
このメソッドは，DynAnyの要素を DynAnyシーケンスとして返します。

● void set_elements_as_dyn_anyset_elements_as_dyn_anyset_elements_as_dyn_anyset_elements_as_dyn_any(
const DynamicAny::DynAnySeq& valuevaluevaluevalue);

このメソッドは，指定した DynAnyシーケンスから，このオブジェクトに含まれる要
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素を設定します。
value内の要素数がこの DynArrayの要素数と一致しない場合，InvalidValue例外が
発生します。Anyに含まれる値の TypeCodeが，このオブジェクトの作成時に定義し
た TypeCodeと一致しない場合，TypeMismatch例外が発生します。
• value

DynArrayに値を設定する Anyオブジェクトの配列
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23.7　DynEnum
 
class DynamicAny::DynEnum : public DynamicAny::DynAny
 

コンパイル時に列挙体の値が定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリケー
ション，またはサーバがこのクラスのオブジェクトを使用して，値の作成と解釈をしま
す。

この型が含むコンポーネントは一つだけなので，DynEnumオブジェクトに対して
DynAny::rewindメソッド，または DynAny::nextメソッドを起動すると，常に FALSE
を返します。

23.7.1　注意事項
DynEnumオブジェクトは，オペレーション要求，および DIIリクエストのパラメタと
して使用できません。また，ORB::object_to_stringメソッドで外部化することもできま
せん。ただし，to_anyメソッドを使用して DynEnumオブジェクトを Anyオブジェク
トに変換すれば，パラメタとして使用できるようになります。

23.7.2　DynEnumのメソッド
● void from_anyfrom_anyfrom_anyfrom_any(

const CORBA::Any& valuevaluevaluevalue);
このメソッドは，指定した Anyオブジェクトから，このオブジェクトの値を初期化し
ます。
Anyに含まれる値の TypeCodeが，このオブジェクトの作成時に定義した TypeCode
と一致しない場合，Invalid例外が発生します。
• value

Anyオブジェクト

● CORBA::Any* to_anyto_anyto_anyto_any();
カレントコンポーネントの値を格納する Anyオブジェクトを返します。

● char* get_as_stringget_as_stringget_as_stringget_as_string();
このメソッドは，DynEnumオブジェクトの値を文字列として返します。

● void set_as_stringset_as_stringset_as_stringset_as_string(
const char* value_as_stringvalue_as_stringvalue_as_stringvalue_as_string);

このメソッドは，指定した文字列に，DynEnumの値を設定します。
• value_as_string
この DynEnumに値を設定するために使用する文字列

● CORBA::ULong get_as_ulongget_as_ulongget_as_ulongget_as_ulong();
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このメソッドは，DynEnumオブジェクトの値を格納する unsigned longを返します。

● void set_as_ulongset_as_ulongset_as_ulongset_as_ulong(
CORBA::ULong value_as_ulongvalue_as_ulongvalue_as_ulongvalue_as_ulong);

このメソッドは，指定した CORBA::Ulongに，DynEnumの値を設定します。
• value_as_ulong

DynEnumに値を設定するために使用する整数
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23.8　DynSequence
 
class DynamicAny::DynSequence : public DynamicAny::DynArray
 

コンパイル時にシーケンスデータ型が定義されなかった場合，実行時にクライアントア
プリケーション，またはサーバがこのクラスのオブジェクトを使用して，シーケンス
データ型の作成と解釈をします。DynSequenceは，基本型（boolean，int，floatなど），
または複合型（struct，unionなど）を格納できます。DynSequenceに含まれる型は作
成時に定義され，オブジェクトの存在期間内は変更できません。

next，rewind，seek，および current_componentメソッドを使用して，各コンポーネン
ト間を自由に行き来できます。

23.8.1　注意事項
DynSequenceオブジェクトは，オペレーション要求，および DIIリクエストのパラメタ
として使用できません。また，ORB::object_to_stringメソッドで外部化することもでき
ません。ただし，to_anyメソッドを使用して DynSequenceオブジェクトを Anyオブ
ジェクトのシーケンスに変換すれば，パラメタとして使用できるようになります。

23.8.2　DynSequenceのメソッド
● CORBA::ULong get_lengthget_lengthget_lengthget_length();
このメソッドは，この DynSequenceが格納する要素数を返します。

● void set_lengthset_lengthset_lengthset_length(
CORBA::ULong lengthlengthlengthlength);

このメソッドは，この DynSequenceが格納できる要素数を設定します。
カレント要素数より小さい値（length）を指定すると，指定した数までのシーケンス
が格納されます。
• length
この DynSequenceが格納するコンポーネントの数

● CORBA::AnySeq * get_elementsget_elementsget_elementsget_elements();
このメソッドは，このオブジェクトに格納された値を含む Anyオブジェクトのシーケ
ンスを返します。

● void set_elementsset_elementsset_elementsset_elements(
const AnySeq& _value_value_value_value);

このメソッドは，指定された Anyオブジェクトのシーケンスで，このオブジェクト内
に要素を設定します。

● void set_elements_as_dyn_anyset_elements_as_dyn_anyset_elements_as_dyn_anyset_elements_as_dyn_any(
const DynamicAny::DynAnySeq& valuevaluevaluevalue);
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このメソッドの詳細については，「23.6　DynArray」を参照してください。

● DynamicAny::DynAnySeq* get_elements_as_dyn_anyget_elements_as_dyn_anyget_elements_as_dyn_anyget_elements_as_dyn_any();
このメソッドの詳細については，「23.6　DynArray」を参照してください。
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23.9　DynStruct
 
class DynamicAny::DynStruct : public VISDynComplex
 

コンパイル時に構造体が定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリケーショ
ン，またはサーバがこのクラスのオブジェクトを使用して，作成と解釈をします。

next，rewind，seek，および current_componentメソッドを使用して，各構造体メンバ
間を自由に行き来できます。

DynStructオブジェクトは，DynAnyFactory::create_dyn_any_from_type_codeメソッ
ドを起動することで作成されます。

23.9.1　注意事項
DynStructオブジェクトは，オペレーション要求，および DIIリクエストのパラメタと
して使用できません。また，ORB::object_to_stringメソッドで外部化することもできま
せん。ただし，to_anyメソッドを使用して DynStructオブジェクトを Anyオブジェク
トに変換すれば，パラメタとして使用できるようになります。

23.9.2　DynStructのメソッド
● void destroydestroydestroydestroy();
このメソッドは，このオブジェクトをデストラクトします。

● CORBA::FieldName current_member_namecurrent_member_namecurrent_member_namecurrent_member_name();
このメソッドは，カレントコンポーネントのメンバ名を返します。

● CORBA::TCKind current_member_kindcurrent_member_kindcurrent_member_kindcurrent_member_kind();
このメソッドは，カレントコンポーネントに対応する TypeCodeを返します。

● DynamicAny::NameValuePairSeq get_membersget_membersget_membersget_members();
このメソッドは，この構造体のすべてのメンバを，NameValuePairオブジェクトの
シーケンスとして返します。

● void set_membersset_membersset_membersset_members(
const DynamicAny::NameValuePairSeq& valuevaluevaluevalue);

このメソッドは，NameValuePairオブジェクトの配列から，構造体メンバを設定し
ます。

● DynamicAny::Name DynAnyPairSeq get_members_as_dyn_anyget_members_as_dyn_anyget_members_as_dyn_anyget_members_as_dyn_any();
このメソッドは，構造体メンバを，NameDynAnyPairシーケンスとして返します。

● void set_members_as_dyn_anyset_members_as_dyn_anyset_members_as_dyn_anyset_members_as_dyn_any(
const DynamicAny::nameDynAnyPairSeq valuevaluevaluevalue);
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このメソッドは，NameDynAnyPairオブジェクトから，構造体メンバを設定します。
valueのシーケンスの長さと，この DynStructオブジェクトのメンバ数が一致しない
場合，InvalidValue例外が発生します。要素のタイプコードに構造体のタイプコード
と一致しないものが一つでもある場合，TypeMismatch例外が発生します。
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23.10　DynUnion
 
class DynamicAny::DynUnion : public VISDynComplex
 

コンパイル時に unionが定義されなかった場合，実行時にクライアントアプリケーショ
ン，またはサーバがこのインタフェースを使用して，unionの作成と解釈をします。
DynUnionには，unionの識別子と実メンバの二つの要素のシーケンスがあります。

next，rewind，seek，および current_componentメソッドを使用して，各コンポーネン
ト間を自由に行き来できます。

DynUnionオブジェクトは，
DynamicAny::DynAnyFactory::create_dyn_any_from_type_codeメソッドを起動し，
union型を引数として渡すことで作成されます。

23.10.1　注意事項
DynUnionオブジェクトは，オペレーション要求，および DIIリクエストのパラメタと
して使用できません。また，ORB::object_to_stringメソッドで外部化することもできま
せん。ただし，DynAny::to_anyメソッドを使用して DynUnionオブジェクトを Anyオ
ブジェクトに変換すれば，パラメタとして使用できるようになります。

23.10.2　DynUnionのメソッド
● DynamicAny::DynAny_ptr get_discriminatorget_discriminatorget_discriminatorget_discriminator();
このメソッドは，unionの識別子を格納する DynAnyオブジェクトを返します。

● CORBA::TCKind discriminator_kinddiscriminator_kinddiscriminator_kinddiscriminator_kind();
このメソッドは，unionの識別子のタイプコードを返します。

● DynamicAny::DynAny_ptr membermembermembermember();
このメソッドは，unionのメンバであるカレントコンポーネントの DynAnyオブジェ
クトを返します。

● CORBA::TCKind member_kindmember_kindmember_kindmember_kind();
このメソッドは，unionのメンバであるカレントコンポーネントのタイプコードを返
します。

● CORBA::FieldName member_namemember_namemember_namemember_name();
このメソッドは，カレントコンポーネントのメンバ名を返します。

● void set_discriminatorset_discriminatorset_discriminatorset_discriminator(
DynamicAny::DynAny_ptr valuevaluevaluevalue);

このメソッドは，DynUnionのディスクリミネータを，指定した値に設定します。
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● void set_to_default_memberset_to_default_memberset_to_default_memberset_to_default_member();
このメソッドは，ディスクリミネータを，unionのデフォルト値と一致する値に設定
します。

● void set_to_no_active_memberset_to_no_active_memberset_to_no_active_memberset_to_no_active_member();
このメソッドは，ディスクリミネータを，どの unionのケースラベルにも対応しない
値に設定します。

● boolean has_no_active_memberhas_no_active_memberhas_no_active_memberhas_no_active_member();
このメソッドは，unionにアクティブなメンバがない場合，つまり，ディスクリミ
ネータの値が明示的なケースラベルとしてリストされていないため，unionの値が
ディスクリミネータだけで構成されている場合，TRUEを返します。
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23.11　Environment
 
class CORBA::Environment
 

Environmentクラスは，C++言語例外がサポートされていないプラットフォーム上でシ
ステム例外，およびユーザ例外の両方にアクセスし，それらの例外を報告するために使
います。ユーザ例外がオブジェクトのメソッドによって発生したものであるとインタ
フェースが指定する場合，Environmentクラスがそのメソッドの明示的なパラメタとな
ります。インタフェースが例外を発生させない場合，Environmentクラスは，暗黙的な
パラメタとなり，システム例外を報告するだけの目的で使用されます。クライアントか
らスタブへ Environmentオブジェクトが渡されない場合，各オブジェクトの
Environmentのデフォルトが使用されます。

マルチスレッドアプリケーションには，各スレッドに対してグローバル Environmentオ
ブジェクトが生成されます。マルチスレッドではないアプリケーションは，グローバル
Environmentオブジェクトが一つしかありません。

23.11.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

23.11.2　Environmentのメソッド
● void ORB::create_environmentORB::create_environmentORB::create_environmentORB::create_environment(

CORBA::Environment_ptr& ptrptrptrptr);
このメソッドは，新しい Environmentオブジェクトの生成に使用できます。

注
このメソッドは CORBA準拠のために提供されています。Environmentクラス用
のコンストラクタ，または C++言語の new演算子を使用した方が便利な場合が
あります。

• ptr
新しく生成されたオブジェクトを指すように設定されたポインタ

● EnvironmentEnvironmentEnvironmentEnvironment();
このメソッドは，Environmentオブジェクトを生成するコンストラクタです。このメ
ソッドの呼び出しは，ORB::create_environmentメソッドの呼び出しに相当します。

● static CORBA::Environment& current_environmentcurrent_environmentcurrent_environmentcurrent_environment();
この静的メソッドは，アプリケーションプロセスのグローバル Environmentオブ
ジェクトに対するリファレンスを返します。マルチスレッドのアプリケーションでは，
スレッドに対するグローバル Environmentオブジェクトが返されます。
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● void exceptionexceptionexceptionexception(
CORBA::Exception *expexpexpexp);

このメソッドは，引数として渡された Exceptionオブジェクトを記録します。指定さ
れたオブジェクトが Exceptionオブジェクトの所有権を引き受け，Environment自体
が削除される際に，その所有権を破棄します。したがって，Exceptionオブジェクト
は動的に割り当てられる必要があります。このメソッドにNULLポインタを渡すこと
は，Environmentで clearメソッドを呼び出すことに相当します。
• exp

Environmentで記録される Exceptionオブジェクトを指すポインタ。この
Exceptionオブジェクトは動的に割り当てられます。

● CORBA::Exception *exceptionexceptionexceptionexception() const;
このメソッドは，Environmentに現在記録されている Exceptionを指すポインタを返
します。この呼び出しによって返された Exceptionポインタに対して deleteを呼び出
さないでください。記録されている Exceptionがない場合，NULLポインタが返され
ます。

● void clearclearclearclear();
このメソッドを使って，Environmentが保持する Exceptionオブジェクトを
Environment自体に削除させます。オブジェクトが例外を持たない場合，このメソッ
ドは有効にはなりません。
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23.12　ExceptionList
 
class CORBA::ExceptionList
 

このクラスは，オペレーション要求によって発生する可能性のある例外を表すタイプ
コードのリストを含みます。「23.15　Request」を参照してください。

23.12.1　ExceptionListのメソッド
● CORBA::ExceptionListCORBA::ExceptionListCORBA::ExceptionListCORBA::ExceptionList();
このメソッドは，空の例外リストを生成するコンストラクタです。

● CORBA::ExceptionListCORBA::ExceptionListCORBA::ExceptionListCORBA::ExceptionList(
CORBA::ExceptionList& listlistlistlist);

このメソッドはコピーコンストラクタです。
• list
コピーされるリスト

● ~CORBA::ExceptionListCORBA::ExceptionListCORBA::ExceptionListCORBA::ExceptionList();
このメソッドは，デフォルトデストラクタです。

● void addaddaddadd(
CORBA::TypeCode_ptr tctctctc);

このメソッドは，オブジェクトのリストに指定された例外のタイプコードを追加しま
す。
• tc
リストに追加される例外のタイプコード

● void add_consumeadd_consumeadd_consumeadd_consume(
CORBA::TypeCode_ptr tctctctc);

このメソッドは，指定された例外のタイプコードをこのオブジェクトのリストに追加
します。渡された引数の所有権は，ExceptionListが引き受けます。このメソッドを
呼び出したあとに，渡された引数へのアクセス，およびその解放はしないでください。
• tc
リストに追加される例外のタイプコード

● CORBA::ULong countcountcountcount() const;
このメソッドは，リストに現在格納されている項目の数を返します。

● CORBA::TypeCode_ptr itemitemitemitem(
CORBA::Long indexindexindexindex);

このメソッドは，指定されたインデックスのリストに格納されている TypeCodeを指
すポインタを返します。インデックスが不当な場合，NULLポインタが返されます。
このメソッドを呼び出したあとに，渡された引数へアクセスしたり，その引数を解放
590



23.　動的インタフェースとクラス（C++）
したりできません。リストから TypeCodeを削除するには，removeメソッドを使用
します。
• index
返されるタイプコードのインデックス。インデックスは 0から始まります。

● void removeremoveremoveremove(
CORBA::long indexindexindexindex);

このメソッドは，指定されたインデックスを持つ TypeCodeをリストから削除します。
インデックスが不当な場合は，削除されません。
• index
削除するタイプコードのインデックス。インデックスは 0から始まります。

● static CORBA::ExceptionList_ptr    _duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::ExceptionList_ptr ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを増やし，そ
のオブジェクトを指すポインタを返します。
• ptr
複製されるオブジェクト

● static CORBA::ExceptionList_ptr _nil_nil_nil_nil();
この静的メソッドは，初期化に使用できるNULLポインタを返します。

● static void _release_release_release_release(
CORBA::ExceptionList *ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを減らします。
そのカウントが 0になると，オブジェクトによって管理されていたすべてのメモリが
解放され，そのオブジェクトが削除されます。
• ptr
解放するオブジェクト
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23.13　NamedValue
 
class CORBA::NamedValue
 

NamedValueクラスは，動的起動インタフェースリクエストのパラメタ，またはリター
ン値として使用される名前・値ペアを表すためのクラスです。このクラスのオブジェク
トは，NVListにグループ化されます。名前・値ペアの値は，Anyクラスを使って表しま
す。NVListクラスの詳細については，「23.14　NVList」を，Requestクラスの詳細に
ついては，「23.15　Request」を参照してください。

23.13.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

23.13.2　NamedValueのメソッド
● CORBA::Flags flagsflagsflagsflags() const;
このメソッドは，名前・値ペアがどのように使用されるかを定義するフラグを返しま
す。次のどれかが返されます。

ARG_IN
inパラメタとして使用します。

ARG_OUT
outパラメタとして使用します。

ARG_INOUT
inoutパラメタとして使用します。

IN_COPY_VALUE
このフラグと，ARG_INOUTフラグを組み合わせると，ORBが outパラメタの
コピーを作成するように指定できます。これによってクライアントアプリケー
ションのメモリに影響を及ぼすことなく，そのパラメタのメモリを解放できます。

● const char *namenamenamename() const;
このメソッドは，このオブジェクトの名前・値ペアの名前の部分だけを返します。返
された引数がポイントしているメモリを絶対に解放しないでください。

● CORBA::Any *valuevaluevaluevalue() const;
このメソッドは，このオブジェクトの名前・値ペアの値の部分だけを返します。返さ
れた引数がポイントしているメモリを絶対に解放しないでください。

● static CORBA::NamedValue_ptr _duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::NamedValue_ptr ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを増やし，そ
のオブジェクトを指すポインタを返します。
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• ptr
複製されるオブジェクト

● static CORBA::NamedValue_ptr _nil_nil_nil_nil();
この静的メソッドは，CORBA::NamedValue_ptrの初期化に使用できるNULLポイ
ンタを返します。

● static void _release_release_release_release(
CORBA::NamedValue *ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを減らします。
そのカウントが 0になると，オブジェクトによって管理されていたすべてのメモリが
解放され，そのオブジェクトが削除されます。
• ptr
解放するオブジェクト
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23.14　NVList
 
class CORBA::NVList
 

NVListクラスは，NamedValueオブジェクトのリストを含ませるために使用されます。
また，動的起動インタフェースリクエストに対応するパラメタを渡すために使用されま
す。NamedValueオブジェクトについては，「23.13　NamedValue」を，Requestクラ
スについては，「23.15　Request」を参照してください。

リストに項目を追加する際に使用できるメソッドが提供されています。返された引数が
ポイントしているメモリを絶対に解放しないでください。リストからの項目を削除する
際には，必ず removeメソッドを使用してください。

23.14.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

23.14.2　NVListのメソッド
● CORBA::NamedValue_ptr addaddaddadd(

CORBA::Flags flagsflagsflagsflags);
このメソッドは，フラグだけを初期化し，NamedValueオブジェクトをリストに追加
します。追加されたオブジェクトの名前，またはオブジェクトの値は初期化されませ
ん。NamedValueの名前および値の属性を初期化するために，返されたポインタを使
用できます。返された引数がポイントしているメモリを絶対に解放しないでください。
• flags

NamedValueオブジェクトの用途を表すフラグ。このフラグは，ARG_IN，
ARG_OUT，ARG_INOUTのどれかになります。

● CORBA::NamedValue_ptr add_itemadd_itemadd_itemadd_item(
const char *namenamenamename, CORBA::Flags flagflagflagflag);

このメソッドは，オブジェクトのフラグまたは名前の属性を初期化して，
NamedValueオブジェクトをリストに追加します。NamedValueの値の属性を初期化
するために，返されたポインタを使用できます。
返された引数がポイントしているメモリを絶対に解放しないでください。
• name
名前

• flag
NamedValueオブジェクトの用途を表すフラグ。このフラグは，ARG_IN，
ARG_OUT，ARG_INOUTのどれかになります。

● NamedValue_ptr add_item_consumeadd_item_consumeadd_item_consumeadd_item_consume(
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char *nmnmnmnm, CORBA::Flags flagflagflagflag);
nmが示すメモリの管理がNVListによって引き継がれるという点を除き，このメ
ソッドは add_itemメソッドと同じです。そのリストがすでに nmのコピーや解放を
している可能性があるので，このメソッドを呼び出したあとは，nmにアクセスでき
ません。この項目を削除すると，自動的にそのメモリが解放されます。
このメソッドのリターン値のメモリを絶対に解放しないでください。
• nm
名前

• flag
NamedValueオブジェクトの用途を表すフラグ。このフラグは，ARG_IN，
ARG_OUT，ARG_INOUTのどれかになります。

● CORBA::NamedValue_ptr add_valueadd_valueadd_valueadd_value(
const char *namenamenamename,
const CORBA::Any *valuevaluevaluevalue,
CORBA::Flags flagflagflagflag);

このメソッドは，オブジェクトのフラグ，名前，および値を初期化して，リストに
NamedValueを追加します。NamedValueオブジェクトを指すポインタが返されま
す。
返された引数がポイントしているメモリを絶対に解放しないでください。
• name
名前

• value
値

• flag
NamedValueオブジェクトの用途を表すフラグ。このフラグは，ARG_IN，
ARG_OUT，ARG_INOUTのどれかになります。

● NamedValue_ptr add_value_consumeadd_value_consumeadd_value_consumeadd_value_consume(
char *nmnmnmnm,
CORBA::Any *valuevaluevaluevalue,
CORBA::Flags flagflagflagflag);

このメソッドは，nmまたは valueが示すメモリの管理を NVListが引き継ぐという
点を除き，add_valueメソッドと同じです。そのリストがすでに nmのコピーや解放
をしている可能性があるので，このメソッドを呼び出したあとは，nmまたは value
にアクセスできません。この項目を削除すると，自動的にそのメモリが解放されます。
• nm
名前

• value
値

• flag
NamedValueオブジェクトの用途を表すフラグ。このフラグは，ARG_IN，
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ARG_OUT，ARG_INOUTのどれかになります。

● CORBA::Long countcountcountcount() const;
このメソッドは，リスト内にある NamedValueオブジェクトの数を返します。

● static CORBA::Boolean CORBA::is_nilCORBA::is_nilCORBA::is_nilCORBA::is_nil(
NVList_ptr objobjobjobj);

指定された NamedValueポインタが NULLの場合，このメソッドは TRUEを返しま
す。
• obj
チェックされるオブジェクトを指すポインタ

● NamedValue_ptr itemitemitemitem(
CORBA::Long indexindexindexindex);

このメソッドは，指定されたインデックスを持つリストの NamedValueを返します。
返された引数がポイントしているメモリを絶対に解放しないでください。
• index

NamedValueオブジェクトのインデックス。インデックスは 0から始まります。

● static void CORBA::releaseCORBA::releaseCORBA::releaseCORBA::release(
CORBA::NVList_ptr objobjobjobj);

この静的メソッドは指定されたオブジェクトを解放します。
• obj
解放されるオブジェクト

● Status removeremoveremoveremove(
CORBA::Long indexindexindexindex);

このメソッドは，指定されたインデックスにあるリストから NamedValueオブジェク
トを削除します。add_item_consumeまたは add_value_consumeメソッドを使用し
て追加されたリストの項目が格納されているメモリは，その項目が削除される前に解
放されます。
• index

NamedValueオブジェクトのインデックス。インデックスは 0から始まります。

● static CORBA::NVList_ptr _duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::NVList_ptr ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを増やし，そ
のオブジェクトを指すポインタを返します。
• ptr
複製されるオブジェクト

● static CORBA::NVList_ptr _nil_nil_nil_nil();
この静的メソッドは，NV_Listポインタの初期化に使用できる NULLポインタを返し
ます。例を次に示します。
 
CORBA::NV_List_ptr p = CORBA::NVList::_nil();
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● static void _release_release_release_release(
CORBA::NVList *ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを減らします。
そのカウントが 0になると，オブジェクトによって管理されていたすべてのメモリが
解放され，そのオブジェクトが削除されます。
• ptr
解放されるオブジェクト
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23.15　Request
 
class CORBA::Request
 

Requestクラスは，動的起動インタフェースを使って ORBオブジェクトに対するオペ
レーションを呼び出す際に，クライアントアプリケーションによって使用されます。一
つの Requestオブジェクトに対して一つの ORBオブジェクトが対応づけられます。
Requestは，ORBオブジェクトに対して実行されるオペレーションを表します。
Requestには，渡される必要のある引数，Context，および Environmentオブジェクト
が含まれます。また，リクエストを呼び出したり，オブジェクトインプリメンテーショ
ンからの応答を受信したり，オペレーションの結果を取得したりするためのメソッドか
提供されています。

「22.8.2　CORBA::Objectのメソッド」の Object::_create_requestを使って，Request
オブジェクトを生成できます。

Requestオブジェクトがすべての返されたパラメタの所有権を保持することに注意して
ください。それらのパラメタを絶対に解放しないでください。

23.15.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

23.15.2　Requestのメソッド
● CORBA::Any& add_in_argadd_in_argadd_in_argadd_in_arg();
このメソッドは，名前が付けられていない in引数を Requestに追加し，その Anyオ
ブジェクトのリファレンスを返すことによって，その in引数の名前，型，および値を
設定できるようにします。

● CORBA::Any& add_in_argadd_in_argadd_in_argadd_in_arg(
const char *namenamenamename);

このメソッドは，名前が付けられている in引数を Requestに追加し，その Anyオブ
ジェクトのリファレンスを返すことによって，その in引数の型，および値を設定でき
るようにします。
このメソッドのリターン値のメモリを絶対に解放しないでください。
• name
追加される in引数の名前

● CORBA::Any& add_inout_argadd_inout_argadd_inout_argadd_inout_arg();
このメソッドは，名前が付けられていない inout引数を Requestに追加し，その Any
オブジェクトのリファレンスを返すことによって，その inout引数の名前，型，およ
び値を設定できるようにします。
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● CORBA::Any& add_inout_argadd_inout_argadd_inout_argadd_inout_arg(
const char *namenamenamename);

このメソッドは，名前が付けられている inout引数を Requestに追加し，その Anyオ
ブジェクトのリファレンスを返すことによって，その inout引数の型，および値を設
定できるようにします。
• name
追加される inout引数の名前

● CORBA::Any& add_out_argadd_out_argadd_out_argadd_out_arg();
このメソッドは，名前が付けられていない out引数を Requestに追加し，その Any
オブジェクトのリファレンスを返すことによって，その out引数の名前，型，および
値を設定できるようにします。

● CORBA::Any& add_out_argadd_out_argadd_out_argadd_out_arg(
const char *namenamenamename);

このメソッドは，名前が付けられている out引数を Requestに追加し，その Anyオ
ブジェクトのリファレンスを返すことによって，その out引数の型，および値を設定
できるようにします。
• name
追加される out引数の名前

● CORBA::NVList_ptr argumentsargumentsargumentsarguments();
このメソッドは，このリクエストの引数を含んでいるNVListオブジェクトを指すポ
インタを返します。引数の値を設定したり取得したりする際に，このポインタを使え
ます。NVListの詳細については，「23.14　NVList」を参照してください。
このメソッドのリターン値のメモリを絶対に解放しないでください。

● CORBA::ContextList_ptr contextscontextscontextscontexts();
このメソッドは，Requestに対応するすべての Contextオブジェクトのリストを指す
ポインタを返します。Contextクラスの詳細については，「22.5　Context」を参照し
てください。
このメソッドのリターン値のメモリを絶対に解放しないでください。

● CORBA::Context_ptr ctxctxctxctx() const;
このメソッドは，このリクエストに対応する Contextを指すポインタを返します。

● void ctxctxctxctx(
CORBA::Context_ptr ctxctxctxctx);

このメソッドは，このリクエストで使用される Contextを設定します。Contextクラ
スの詳細については，「22.5　Context」を参照してください。
• ctx
このリクエストに対応づけられる Contextオブジェクト

● CORBA::Environment_ptr envenvenvenv();
このメソッドは，このリクエストに対応する Environmentを指すポインタを返しま
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す。Environmentクラスの詳細については，「23.11　Environment」を参照してくだ
さい。

● CORBA::ExceptionList_ptr exceptionsexceptionsexceptionsexceptions();
このメソッドは，このリクエストによって発生されるすべての例外のリストを指すポ
インタを返します。
このメソッドのリターン値のメモリを絶対に解放しないでください。

● void get_responseget_responseget_responseget_response();
オブジェクトインプリメンテーションからの応答を取得するために，send_deferred
が呼び出されたあとに，このメソッドを使用します。応答がない場合，このメソッド
は，クライアントアプリケーションが応答を受信するまで待ちます。

● void invokeinvokeinvokeinvoke();
このメソッドは，このリクエストに対応する ORBオブジェクトに対して Requestを
呼び出します。このメソッドは，クライアントが，オブジェクトインプリメンテー
ションからの応答を受信するまで待ちます。このメソッドを呼び出す前に，Request
をターゲットオブジェクト，オペレーション名，および引数で初期化します。

● const char* operationoperationoperationoperation() const;
このメソッドは，このリクエストが表すオペレーションの名前を返します。

● CORBA::Boolean poll_responsepoll_responsepoll_responsepoll_response();
応答を待たないこのメソッドは，send_deferredメソッドが，応答を受信したかを判
別したあとに呼び出されます。応答が受信されている場合，このメソッドは TRUEを
返し，そうでない場合は FALSEを返します。

● CORBA::NamedValue_ptr resultresultresultresult();
このメソッドは，オペレーションのリターン値が格納される NamedValueオブジェク
トを指すポインタを返します。このポインタは，オブジェクトインプリメンテーショ
ンによって，リクエストが処理されたあとの結果値を参照するのに使用できます。
NamedValueクラスの詳細については，「23.13　NamedValue」を参照してくださ
い。

● CORBA::Any& return_valuereturn_valuereturn_valuereturn_value();
このメソッドは，この Requestオブジェクトのリターン値を表す Anyオブジェクト
のリファレンスを返します。

● void set_return_typeset_return_typeset_return_typeset_return_type(
CORBA::TypeCode_ptr tctctctc);

このメソッドは，受け取る TypeCodeのリターン値を設定します。invokeメソッドま
たは sendメソッドのどちらかを呼び出す前に，リターン値の型を設定する必要があ
ります。
• tc
リターン値の型

● void send_deferredsend_deferredsend_deferredsend_deferred();
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このメソッドは，invokeメソッドと同様に，この Requestをオブジェクトインプリメ
ンテーションへ送信します。しかし，invokeメソッドとは異なり，このメソッドは応
答を待ちません。クライアントアプリケーションは get_responseメソッドを使って応
答を取得できます。

● void send_onewaysend_onewaysend_onewaysend_oneway();
このメソッドは，一方向オペレーションとしてこの Requestを呼び出します。一方向
オペレーションは，オブジェクトインプリメンテーションからクライアントアプリ
ケーションへ送信される応答を待ちません。また，そのような応答を送信することも
ありません。

● CORBA::Object_ptr targettargettargettarget() const;
このメソッドは，このリクエストが実行されるターゲットオブジェクトのリファレン
スを返します。

● static CORBA::Request_ptr _duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::Request_ptr ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを増やし，そ
のオブジェクトを指すポインタを返します。
• ptr
複製されるポインタ

● static CORBA::Request_ptr _nil_nil_nil_nil();
この静的メソッドは，CORBA::Request_ptrオブジェクトの初期化に使用できる
NULLポインタを返します。

● static void _release_release_release_release(
CORBA::Request *ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを減らします。
そのカウントが 0になると，オブジェクトによって管理されていたすべてのメモリが
解放され，そのオブジェクトが削除されます。
• ptr
解放されるオブジェクト
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23.16　ServerRequest
 
class CORBA::ServerRequest
 

ServerRequestクラスは，動的スケルトンインタフェースを使用するオブジェクトイン
プリメンテーションによって受信される，オペレーション要求を表します。POAは，ク
ライアントオペレーション要求を受信すると，そのオブジェクトインプリメンテーショ
ンの invokeメソッドを呼び出し，この型のオブジェクトを渡します。

このクラスは，リクエストされたオペレーション，および引数を判別するオブジェクト
インプリメンテーションにとって必要なメソッドを提供します。また，リターン値の設
定，およびクライアントアプリケーションへの例外の反映のために必要なメソッドも提
供します。

このクラスが返す値に対応するメモリを絶対に解放しないでください。

動的スケルトンの使用については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker
　デベロッパーズガイド」の「動的スケルトンインタフェースの使用」の記述を参照し
てください。

23.16.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

23.16.2　ServerRequestのメソッド
● void argumentsargumentsargumentsarguments(

CORBA::NVList_ptr paramsparamsparamsparams);
このメソッドは，このリクエストのパラメタリストを設定します。
• params
項目を追加するパラメタリスト。このメソッドを呼び出す前に，適切な数の Anyオ
ブジェクトでこのリストを初期化し，それらの型とフラグの値を設定します。

● CORBA::Context_ptr ctxctxctxctx();
このメソッドは，リクエストに対応する Contextオブジェクトを返します。
このメソッドのリターン値のメモリを絶対に解放しないでください。

● const char *operationoperationoperationoperation() const;
リクエストされたオペレーションの名前を返します。

● void set_exceptionset_exceptionset_exceptionset_exception(
const CORBA::Any& aaaa);

このメソッドは，クライアントアプリケーションに反映される例外を設定します。
• a
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例外を表す Anyオブジェクト

● void set_resultset_resultset_resultset_result(
const CORBA::Any& aaaa);

このメソッドは，クライアントアプリケーションに反映される結果を設定します。
• a
リターン値を表す Anyオブジェクト

● static CORBA::ServerRequest_ptr _duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::ServerRequest_ptr ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを増やし，そ
のオブジェクトを指すポインタを返します。
• ptr
複製されるオブジェクト

● static CORBA::ServerRequest_ptr _nil_nil_nil_nil();
この静的メソッドは，初期化に使用できるNULLポインタを返します。

● static void _release_release_release_release(
CORBA::ServerRequest *ptrptrptrptr);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを減らします。
そのカウントが 0になると，オブジェクトによって管理されていたすべてのメモリが
解放され，そのオブジェクトが削除されます。
• ptr
解放されるオブジェクト
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23.17　TCKind
 
enum TCKind
 

この列挙体は，TypeCodeオブジェクトが表す，いろいろな型を記述しています。
TypeCodeオブジェクトについては，「23.18　TypeCode」を参照してください。その値
を次の表に示します。

表 23-1　型の一覧（TCKind）（C++）

名前 意味

tk_abstract_interface 抽象インタフェース

tk_alias エイリアス

tk_any Any

tk_array 配列

tk_boolean boolean

tk_char 文字

tk_double double

tk_enum enum

tk_except 例外

tk_fixed fixed type

tk_float float

tk_long long

tk_longdouble long double

tk_longlong long long

tk_native native type

tk_null NULL

tk_objref オブジェクトリファレンス

tk_octet オクテット文字列

tk_Principal Principal

tk_sequence シーケンス

tk_short short

tk_string 文字列

tk_struct 構造体

tk_TypeCode TypeCode

tk_ulong unsigned long

tk_ulonglong unsigned long long

tk_union union
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tk_ushort unsigned short

tk_value value

tk_value_box value box

tk_void void

tk_wchar Unicode文字

tk_wstring Unicode文字列

名前 意味
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23.18　TypeCode
 
class CORBA::TypeCode
 

TypeCodeクラスは，IDLで定義できるさまざまな型を表します。タイプコードは，通
常 Anyオブジェクトに格納されている値の型を定義するために使います。詳細について
は，「23.1.2　Anyのメソッド」の CORBA::Any();メソッドを参照してください。また，
タイプコードはパラメタとしてメソッド呼び出しに渡すこともできます。

TypeCodeオブジェクトは，CORBA::ORB::create_<type>_tcメソッド，またはここで
提供されるコンストラクタを使って生成できます。CORBA::ORB::create_<type>_tcメ
ソッドについては，「22.8　Object」を参照してください。

23.18.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

23.18.2　TypeCodeのコンストラクタ
● CORBA::TypeCodeCORBA::TypeCodeCORBA::TypeCodeCORBA::TypeCode(

CORBA::TCKind kindkindkindkind, CORBA::Boolean is_constantis_constantis_constantis_constant);
このメソッドは，拡張パラメタを必要としない型の TypeCodeオブジェクトを構築し
ます。kindがこのコンストラクタに対して不当な型である場合，BAD_PARAM例外
が発生します。
• kind
表されるオブジェクトの型の記述。次のどれかになります。

 
    CORBA::tk_null, CORBA::tk_void, CORBA::tk_short, 
    CORBA::tk_long, CORBA::tk_ushort, CORBA::tk_ulong, 
    CORBA::tk_float, CORBA::tk_double, CORBA::tk_boolean, 
    CORBA::tk_char, CORBA::tk_octet, CORBA::tk_any,
    CORBA::tk_TypeCode, CORBA::tk_Principal, CORBA::tk_longlong,
    CORBA::tk_ulonglong, CORBA::tk_longdouble, CORBA::tk_wchar,
    CORBA::tk_fixed, CORBA::tk_value, CORBA::tk_value_box, 
    CORBA::native, CORBA::tk_abstract_interface.
 

• is_constant
TRUEである場合，表されている型が定数であると考えられます。TRUEでない場
合，そのオブジェクトは定数ではありません。

23.18.3　TypeCodeのメソッド
● CORBA::TypeCode_ptr content_typecontent_typecontent_typecontent_type() const;
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このメソッドは，シーケンスまたは配列の要素の TypeCodeを返します。また，エイ
リアスの型も返します。オブジェクトの種類が，CORBA::tk_sequence，
CORBA::tk_array，または CORBA::tk_aliasのどれでもない場合，BadKind例外が
発生します。

● CORBA::Long default_indexdefault_indexdefault_indexdefault_index() const;
このメソッドは，unionを表す TypeCodeのデフォルトインデックスを返します。こ
のオブジェクトの種類が CORBA::tk_unionでない場合，BadKind例外が発生しま
す。

● CORBA::TypeCode_ptr discriminator_typediscriminator_typediscriminator_typediscriminator_type() const;
このメソッドは，unionを表す TypeCodeのディスクリミネータ型を返します。この
オブジェクトの種類が，CORBA::tk_unionでない場合，BadKind例外が発生します。

● CORBA::Boolean equalequalequalequal(
CORBA::TypeCode_ptr tctctctc) const;

このメソッドは，指定された TypeCodeとこのオブジェクトを比較します。すべての
面で一致する場合，TRUEが返されます。そうでない場合は，FALSEが返されます。
• tc
このオブジェクトと比較されるオブジェクト

● const char* idididid() const;
このメソッドは，このオブジェクトによって表される型のリポジトリ IDを返します。
その型がリポジトリ IDを持たない場合，BadKind例外が発生します。リポジトリ ID
を持つ型を次に示します。
 
CORBA::tk_alias
CORBA::tk_enum
CORBA::tk_except
CORBA::tk_objref
CORBA::tk_struct
CORBA::tk_union
 

● CORBA::TCKind kindkindkindkind() const;
このメソッドは，オブジェクトの種類を返します。

● CORBA::ULong lengthlengthlengthlength() const;
このメソッドは，このオブジェクトによって表される文字列，シーケンス，配列の長
さを返します。オブジェクトの種類が CORBA::tk_string，CORBA::tk_sequence，ま
たは CORBA::tk_arrayのどれでもない場合，BadKind例外が発生します。

● CORBA::ULong member_countmember_countmember_countmember_count() const;
このメソッドは，このオブジェクトによって表される型のメンバカウントを返します。
その型がメンバを持たない場合，BadKind例外が発生します。メンバを持つ型を次に
示します。
 
CORBA::tk_enum
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CORBA::tk_except
CORBA::tk_struct
CORBA::tk_union
 

● CORBA::Any_ptr member_labelmember_labelmember_labelmember_label(
CORBA::ULong indexindexindexindex) const;

このメソッドは，unionの TypeCodeオブジェクトから，指定されたインデックスと
ともにメンバのラベルを返します。このオブジェクトの種類が CORBA::tk_unionで
ない場合，BadKind例外が発生します。また，インデックスが不当な場合，Bounds
例外が発生します。
• index
型が返される unionメンバのラベル。インデックスは 0から始まります。

● const char *member_namemember_namemember_namemember_name(
CORBA::ULong indexindexindexindex) const;

このメソッドは，このオブジェクトによって表される型から，指定されたインデック
スとともにメンバの名前を返します。その型がメンバを持たない場合，BadKind例外
が発生します。また，インデックスが不当な場合，Bounds例外が発生します。メン
バを持つ型を次に示します。
 
CORBA::tk_enum
CORBA::tk_except
CORBA::tk_struct
CORBA::tk_union
 

• index
名前が返されるメンバのインデックス。インデックスは 0から始まります。

● CORBA::TypeCode_ptr member_typemember_typemember_typemember_type(
CORBA::ULong indexindexindexindex) const;

このメソッドは，このオブジェクトによって表される型から，指定されたインデック
スとともにメンバの型を返します。その型に型を持つメンバがない場合，BadKind例
外が発生します。また，インデックスが不当な場合，Bounds例外が発生します。メ
ンバを持つ型を次に示します。
 
CORBA::tk_except
CORBA::tk_union
 

• index
型が返されるメンバのインデックス。インデックスは 0から始まります。

● const char *namenamenamename() const;
このメソッドは，このオブジェクトによって表される型の名前を返します。その型が
名前を持たない場合，BadKind例外が発生します。名前を持つ型を次に示します。
 
CORBA::tk_alias
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CORBA::tk_enum
CORBA::tk_except
CORBA::tk_objref
CORBA::tk_struct
CORBA::tk_union
 

● static CORBA::TypeCode_ptr _duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::TypeCode_ptr objobjobjobj);

この静的メソッドは，指定された TypeCodeを複製します。
• obj
複製されるオブジェクト

● static CORBA::TypeCode_ptr _nil_nil_nil_nil();
この静的メソッドは，初期化に使用できるNULL TypeCodeポインタを返します。

● static void _release_release_release_release(
CORBA::TypeCode_ptr objobjobjobj);

この静的メソッドは，指定されたオブジェクトのリファレンスカウントを減らします。
そのカウントが 0になると，オブジェクトによって管理されていたすべてのメモリが
解放され，そのオブジェクトが削除されます。
• obj
解放されるオブジェクト

● CORBA::Boolean equivalentequivalentequivalentequivalent(
CORBA::TypeCode_ptr tctctctc) const;

equivalentオペレーションは，ORBが，IDLに格納された値の型等価を決定すると
きに使用します。
• tc
このオブジェクトと比較されるオブジェクト

● CORBA::TypeCode_ptr get_compact_typecodeget_compact_typecodeget_compact_typecodeget_compact_typecode() const;
get_compact_codeオペレーションは，すべての任意の指定名フィールドとメンバ名
フィールドを削除します。ただし，エイリアスのタイプコードは変更しません。

● virtual CORBA::Visibility member_visibilitymember_visibilitymember_visibilitymember_visibility(
CORBA::ULong indexindexindexindex) const;

このメソッドは，インデックスで識別される valuetypeメンバの Visibilityを返しま
す。
• index

visibilityのインデックス。インデックスは 0から始まります。

注
member_visibilityオペレーションは，valuebox（またはボックス化された
value）ではなく，valuetypeの TypeCodeにだけ呼び出されます。

● virtual CORBA::ValueModifier type_modifiertype_modifiertype_modifiertype_modifier() const;
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type_modifierオペレーションは，ボックス化されていない valuetypeの TypeCode
にだけ呼び出されます。このメソッドは，ターゲット TypeCodeが表す valuetypeに
適用される ValueModifierを返します。

● virtual CORBA::TypeCode_ptr concrete_base_typeconcrete_base_typeconcrete_base_typeconcrete_base_type();
concrete_base_typeオペレーションは，ボックス化されていない valuetypeの
TypeCodeにだけ呼び出されます。ターゲット TypeCodeが表す値が concreteベース
の valuetypeを持つ場合，このメソッドは concreteベースの TypeCodeを返します。
それ以外の場合，nil TypeCodeリファレンスを返します。
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24　インタフェースリポジトリ
インタフェースとクラス
（C++）
この章では，C++言語でインタフェースリポジトリにアクセス
するのに使用できるインタフェース，およびクラスについて説
明します。インタフェースリポジトリは，モジュール，モ
ジュールに含まれるインタフェース，オペレーション，属性，
および定数についての情報を保持します。

24.1　AliasDef

24.2　ArrayDef

24.3　AttributeDef

24.4　AttributeDescription

24.5　AttributeMode

24.6　ConstantDef

24.7　ConstantDescription

24.8　Contained

24.9　Container

24.10　DefinitionKind

24.11　Description

24.12　EnumDef
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24.13　ExceptionDef

24.14　ExceptionDescription

24.15　FixedDef

24.16　FullInterfaceDescription

24.17　FullValueDescription

24.18　IDLType

24.19　InterfaceDef

24.20　InterfaceDescription

24.21　IRObject

24.22　ModuleDef

24.23　ModuleDescription

24.24　NativeDef

24.25　OperationDef

24.26　OperationDescription

24.27　OperationMode

24.28　ParameterDescription

24.29　ParameterMode

24.30　PrimitiveDef

24.31　PrimitiveKind

24.32　Repository

24.33　SequenceDef

24.34　StringDef 

24.35　StructDef

24.36　StructMember

24.37　TypedefDef

24.38　TypeDescription

24.39　UnionDef
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24.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（C++）
24.40　UnionMember

24.41　ValueBoxDef

24.42　ValueDef

24.43　ValueDescription

24.44　WstringDef
613
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24.1　AliasDef
 
class CORBA::AliasDef : public virtual CORBA::TypedefDef,
                         public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，TypedefDefクラスからの派生であり，インタフェースリポジトリに格納
されている typedefのエイリアスを表します。このクラスは，エイリアスが生成された
元の typedefの IDLTypeを設定，および取得するメソッドを提供します。

TypedefDefクラスの詳細については「24.37　TypedefDef」を，IDLTypeクラスの詳細
については「24.18　IDLType」を参照してください。

24.1.1　AliasDefのメソッド
● CORBA::IDLType original_type_deforiginal_type_deforiginal_type_deforiginal_type_def();
このメソッドは，エイリアスであるこのオブジェクトが生成された元の typedefの
IDLTypeを返します。

● void original_type_deforiginal_type_deforiginal_type_deforiginal_type_def(
CORBA::IDLType_ptr valvalvalval);

このメソッドは，エイリアスであるこのオブジェクトが生成された元の typedefの
IDLTypeを設定します。
• val
このエイリアスの IDLTypeを設定します。
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24.2　ArrayDef
 
class CORBA::ArrayDef : public virtual CORBA::IDLType,
                         public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，IDLTypeからの派生であり，インタフェースリポジトリに格納されてい
る配列を表します。このクラスは，配列の要素の型および配列の長さを，設定および取
得するメソッドを提供します。

24.2.1　ArrayDefのメソッド
● CORBA::TypeCode element_typeelement_typeelement_typeelement_type();
このメソッドは，配列の要素の TypeCodeを返します。

● CORBA::IDLType_ptr element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def();
このメソッドは，配列に格納されている要素の IDLTypeを返します。

● void element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def(
CORBA::IDLType_ptr element_type_def);

このメソッドは，配列に格納されている要素の IDLTypeを設定します。
• element_type_def
配列内の要素の IDLType

● CORBA::ULong lengthlengthlengthlength();
このメソッドは，配列の要素数を返します。

● void lengthlengthlengthlength(
CORBA::ULong lengthlengthlengthlength);

このメソッドは，配列の要素数を設定します。
• length
配列の要素数
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24.3　AttributeDef
 
class CORBA::AttributeDef : public virtual CORBA::Contained, 
                             public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されるインタフェース属性を表します。
このクラスは，属性のモードである typedefの設定，および取得の際に使用するメソッ
ドを提供します。また，属性の型を取得するメソッドも提供しています。

24.3.1　AttributeDefのメソッド
● CORBA::AttributeMode modemodemodemode();
このメソッドは，属性のモードを返します。戻り値は，CORBA::AttributeMode 
ATTR_READONLY（read-only属性の場合），または CORBA::AttributeMode 
ATTR_NORMAL（read-write属性の場合）のどちらかです。「24.5　
AttributeMode」を参照してください。

● void modemodemodemode(
CORBA::AttributeMode _val_val_val_val);

このメソッドは，属性のモードを設定します。
• _val
設定するモード

● CORBA::TypeCode_ptr typetypetypetype();
このメソッドは，属性の型を表す TypeCodeを返します。

● CORBA::IDLType_ptr type_deftype_deftype_deftype_def();
このメソッドは，このオブジェクトの IDLTypeを返します。

● void type_deftype_deftype_deftype_def(
CORBA::IDLType_ptr type_deftype_deftype_deftype_def);

このメソッドは，このオブジェクトの IDLTypeを設定します。
• type_def
このオブジェクトの IDLType
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24.4　AttributeDescription
 
struct CORBA::AttributeDescription
 

AttributeDescription構造体は，インタフェースリポジトリに格納されている属性の情
報を提供します。

24.4.1　AttributeDescriptionのメンバ
● CORBA::Identifier_var namenamenamename
属性の名前です。

● CORBA::RepositoryId_var idididid
属性のリポジトリ IDです。

● CORBA::RepositoryId_var defined_indefined_indefined_indefined_in
この属性が定義されるインタフェースのリポジトリ IDです。

● CORBA::String_var versionversionversionversion
属性のバージョンです。

● CORBA::TypeCode_var typetypetypetype
属性の IDL型です。

● CORBA::AttributeMode modemodemodemode
属性のモードです。
617



24.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（C++）
24.5　AttributeMode
 
enum CORBA::AttributeMode
 

この列挙体は，属性のモードが read-only（読み取り専用）または read-write（標準）の
どちらであるかを表すために使用します。

24.5.1　AttributeModeの値
AttributeModeの値を次の表に示します。

表 24-1　AttributeModeの値（C++）

定数 説明

ATTR_NORMAL read-write（標準）属性

ATTR_READONLY read-only属性
618



24.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（C++）
24.6　ConstantDef
 
class CORBA::ConstantDef : public virtual CORBA::Contained,
                            public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている定数定義を表します。この
クラスは，定数の型，値，typedefを，設定および取得するメソッドを提供します。

24.6.1　ConstantDefのメソッド
● CORBA::TypeCode_ptr typetypetypetype();
このメソッドは，オブジェクトの型を表す TypeCodeを返します。

● CORBA::IDLType_ptr type_deftype_deftype_deftype_def();
このメソッドは，このオブジェクトの IDLTypeを返します。

● void type_deftype_deftype_deftype_def(
CORBA::IDLType_ptr type_deftype_deftype_deftype_def);

このメソッドは，定数の IDLTypeを設定します。
• type_def
この定数の IDLType

● CORBA::Any *valuevaluevaluevalue();
このメソッドは，このオブジェクトの値を表す Anyオブジェクトを指すポインタを返
します。

● void valuevaluevaluevalue(
CORBA::Any& _val_val_val_val);

このメソッドは，この定数の値を設定します。
• _val
このオブジェクトの値を表す Anyオブジェクト
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24.7　ConstantDescription
 
struct CORBA::ConstantDescription
 

ConstantDescription構造体は，インタフェースリポジトリに格納されている定数の情報
を提供します。

24.7.1　ConstantDescriptionのメンバ
● CORBA::Identifier_var namenamenamename
定数の名前です。

● CORBA::RepositoryId_var idididid
定数のリポジトリ IDです。

● CORBA::RepositoryId_var defined_indefined_indefined_indefined_in
定数が定義されたモジュールまたはインタフェースの名前です。

● CORBA::String_var versionversionversionversion
定数のバージョンです。

● CORBA::TypeCode_var typetypetypetype
定数の IDL型です。

● CORBA::Any valuevaluevaluevalue
この定数の値です。
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24.8　Contained
 
class CORBA::Contained : public virtual CORBA::IRObject, 
                          public virtual CORBA::Object
 

Containedクラスは，それ自体がほかのインタフェースリポジトリオブジェクトに含ま
れている，すべてのインタフェースリポジトリオブジェクトを派生させるために使用し
ます。このクラスは，次のメソッドを提供します。

• オブジェクトの名前とバージョンを設定および取得するメソッド
• このオブジェクトを含む Containerを判別するメソッド
• オブジェクトの絶対名，リポジトリ，および記述を取得するメソッド
• Container間でオブジェクトを移動させるメソッド

24.8.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

 
interface Contained: IRObject {
    attribute RepositoryId id;
    attribute Identifier name;
    attribute String_var version;
 
    readonly attribute Container defined_in;
    readonly attribute ScopedName absolute_name;
    readonly attribute Repository containing_Repository;
 
    struct Description {
       DefinitionKind kind;
       any value;
    };
    Description describe();
    void move(
       in Container new_Container,
       in Identifier new_name,
       in String_var new_version
    );
};

24.8.2　Containedのメソッド
● char *absolute_nameabsolute_nameabsolute_nameabsolute_name();
このメソッドは，Repository内でこのオブジェクトを一意に識別できるようにするた
めの絶対名を返します。オブジェクトの生成時に設定される defined_in属性が
Repositoryを参照する場合，その絶対名には，単に "::"という文字列をオブジェクト
名の先頭に付けます。

● CORBA::Repository_ptr containing_repositorycontaining_repositorycontaining_repositorycontaining_repository();
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このオブジェクトを格納しているリポジトリを指すポインタを返します。

● CORBA::Container_ptr defined_indefined_indefined_indefined_in();
このオブジェクトが定義されている Containerを指すポインタを返します。

● Description* describedescribedescribedescribe();
オブジェクトの記述を返します。Description構造体の詳細については，「24.11　
Description」を参照してください。

● char *idididid();
このオブジェクトのリポジトリ IDを返します。

● void idididid(
const char *idididid);

このオブジェクトを一意に識別するリポジトリ IDを設定します。
• id
このオブジェクトのリポジトリ ID

● char *namenamenamename();
このメソッドは，Containerのスコープ内で一意に識別するオブジェクトの名前を返
します。

● void namenamenamename(
const char * namenamenamename);

このメソッドは，含まれるオブジェクトの名前を設定します。
• name
オブジェクトの名前

● CORBA::String_var versionversionversionversion();
このメソッドは，同一の名前を持つほかのオブジェクトと見分けられるようにオブ
ジェクトのバージョンを返します。

● void versionversionversionversion(
CORBA::String_var& valvalvalval);

このメソッドは，このオブジェクトのバージョンを設定します。
• val
オブジェクトのバージョン

● void movemovemovemove(
CORBA::Container_ptr new_containernew_containernew_containernew_container,
const char *new_namenew_namenew_namenew_name, 
CORBA::String_var& new_versionnew_versionnew_versionnew_version);

このメソッドは，このオブジェクトを現在の Containerから new_containerに移動し
ます。
• new_container
このオブジェクトの移動先の Container

• new_name
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オブジェクトの新しい名前
• new_version
オブジェクトの新しいバージョン仕様
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24.9　Container
 
class CORBA::Container : public virtual CORBA::IRObject,
                          public virtual CORBA::Object
 

Containerクラスは，インタフェースリポジトリで包含階層を作成するために使用しま
す。Containerオブジェクトは，Containedクラスから派生したオブジェクト定義を保
持します。また，Repositoryクラスを除いた，Containerクラスから派生したすべての
オブジェクト定義は，Containedクラスを継承します。

Containerは，orbtypes.hで定義される IDL型の型を生成するメソッドを提供します。
このとき，InterfaceDef，ModuleDef，および ConstantDefクラスは対象としますが，
ValueMemberDefクラスは対象外です。生成された各定義の defined_in属性は，このオ
ブジェクトを示すように初期化されています。

24.9.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

 
interface Container: IRObject {
    Contained lookup(in ScopedName search_name);
    ContainedSeq contents(
        in DefinitionKind limit_type,
        in boolean exclude_inherited
    );
    ContainedSeq lookup_name(
        in Identifier search_name,
        in long levels_to_search,
        in CORBA::DefinitionKind limit_type,
        in boolean exclude_inherited
    );
    struct Description {
        Contained Contained_object;
        DefinitionKind kind;
        any value;
    };
    typedef sequence<Description> DescriptionSeq;
    DescriptionSeq describe_contents(
        in DefinitionKind limit_type,
        in boolean exclude_inherited,
        in long max_returned_objs
    );
};

24.9.2　Containerのメソッド
● CORBA::ContainedSeq * contentscontentscontentscontents(

CORBA::DefinitionKind limit_typelimit_typelimit_typelimit_type,
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CORBA::Boolean exclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inherited);
このメソッドは，直接 Containerに含まれる，または Containerへ継承される包含オ
ブジェクト定義のリストを返します。このメソッドを使って Repositoryでのオブジェ
クト定義の階層を操作できます。Repositoryのモジュール群に含まれるすべてのオブ
ジェクト定義が返され，次にそれら各モジュールに含まれるすべてのオブジェクト定
義が返されます。
• limit_type
返されるインタフェースオブジェクト型。dk_allを指定すると，すべての型のオブ
ジェクトが返されます。

• exclude_inherited
TRUEを設定した場合，継承されたオブジェクトは返されません。

● CORBA::AliasDef_ptr create_aliascreate_aliascreate_aliascreate_alias(
const char * idididid,
const char *namenamenamename,
const CORBA::String_var& versionversionversionversion,
CORBA::IDLType_ptr original_typeoriginal_typeoriginal_typeoriginal_type);

このメソッドは，指定された属性で AliasDefオブジェクトをこの Container内に生
成し，新しく生成されたそのオブジェクトを指すポインタを返します。
• id
エイリアスの ID

• name
エイリアスの名前

• version
エイリアスのバージョン

• original_type
エイリアスであるこのオブジェクトが生成された元のオブジェクトの型

● CORBA::ConstantDef_ptr create_constantcreate_constantcreate_constantcreate_constant(
const char * idididid,
const char *namenamenamename,
const CORBA::String_var& versionversionversionversion,
CORBA::IDLType_ptr typetypetypetype,
const CORBA::Any& valuevaluevaluevalue);

このメソッドは，指定された属性で ConstantDefオブジェクトをこの Container内に
生成し，新しく生成されたそのオブジェクトを指すポインタを返します。
• id
定数の ID

• name
定数の名前

• version
定数のバージョン

• type
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定数の値（次のパラメタで指定する）の型
• value
定数の値

● CORBA::EnumDef_ptr create_enumcreate_enumcreate_enumcreate_enum(
const char * idididid,
const char *namenamenamename,
const CORBA::String_var& versionversionversionversion,
const CORBA::EnumMemberSeq& membersmembersmembersmembers);

このメソッドは，指定された属性で EnumDefオブジェクトをこの Container内に生
成し，新しく生成されたそのオブジェクトを指すポインタを返します。
• id
列挙体の ID

• name
列挙体の名前

• version
列挙体のバージョン

• members
列挙体のフィールドのリスト

● CORBA::ExceptionDef_ptr create_exceptioncreate_exceptioncreate_exceptioncreate_exception(
const char * idididid,
const char *namenamenamename,
const CORBA::String_var& versionversionversionversion,
const CORBA::StructMemberSeq& membersmembersmembersmembers);

このメソッドは，指定された属性で ExceptionDefオブジェクトをこの Container内
に生成し，新しく生成されたそのオブジェクトを指すポインタを返します。
• id
例外の ID

• name
例外の名前

• version
例外のバージョン

• members
構造体のフィールドのシーケンス

● CORBA::InterfaceDef_ptr create_interfacecreate_interfacecreate_interfacecreate_interface(
const char * idididid,
const char *namenamenamename,
const CORBA::String_var& versionversionversionversion,
const CORBA::InterfaceDefSeq& base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces);

このメソッドは，指定された属性で InterfaceDefオブジェクトをこの Container内に
生成し，新しく生成されたそのオブジェクトを指すポインタを返します。
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• id
インタフェースの ID

• name
インタフェースの名前

• version
インタフェースのバージョン

• base_interfaces
このインタフェースが継承したすべてのインタフェースのリスト

● CORBA::ModuleDef_ptr create_modulecreate_modulecreate_modulecreate_module(
const char * idididid,
const char *namenamenamename,
const CORBA::String_var& versionversionversionversion);

このメソッドは，指定された属性でModuleDefオブジェクトをこの Container内に
生成し，新しく生成されたそのオブジェクトを指すポインタを返します。
• id
モジュールの ID

• name
モジュールの名前

• version
モジュールのバージョン

● CORBA::StructDef_ptr create_structcreate_structcreate_structcreate_struct(
const char * idididid,
const char *namenamenamename,
const CORBA::String_var& versionversionversionversion,
const CORBA::StructMemberSeq& membersmembersmembersmembers);

このメソッドは，指定された属性で StructDefオブジェクトをこの Container内に生
成し，新しく生成されたそのオブジェクトを指すポインタを返します。
• id
構造体の ID

• name
構造体の名前

• version
構造体のバージョン

• members
構造体フィールドのシーケンス

● CORBA::UnionDef_ptr create_unioncreate_unioncreate_unioncreate_union(
const char * idididid,
const char *namenamenamename,
const CORBA::String_var& versionversionversionversion,
CORBA::IDLType_ptr discriminator_typediscriminator_typediscriminator_typediscriminator_type,
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const CORBA::UnionMemberSeq& membersmembersmembersmembers);
このメソッドは，指定された属性で UnionDefオブジェクトをこの Container内に生
成し，新しく生成されたそのオブジェクトを指すポインタを返します。
• id

unionの ID
• name

unionの名前
• version

unionのバージョン
• discriminator_type

unionの識別値の型
• members

unionの各フィールドのシーケンス

● CORBA::Container::DescriptionSeq * describe_contentsdescribe_contentsdescribe_contentsdescribe_contents(
CORBA::DefinitionKind limit_typelimit_typelimit_typelimit_type,
CORBA::Boolean exclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inherited,
CORBA::Long max_returned_objsmax_returned_objsmax_returned_objsmax_returned_objs);

このメソッドは，この containerに直接含まれているか，またはこの containerに継
承されているすべての定義に関する記述を返します。
• limit_type
記述が返されるインタフェースオブジェクトの型。dk_allを指定すると，すべての
型のオブジェクトの記述が返されます。

• exclude_inherited
trueを設定した場合，継承されたオブジェクトの記述は返されません。

• max_returned_objs
返される記述の最大数。このパラメタに -1を設定すると，すべてのオブジェクトが
返されます。

● CORBA::Contained_ptr lookuplookuplookuplookup(
const char *search_namesearch_namesearch_namesearch_name);

このメソッドは，指定された範囲名で，この Containerと相対的な定義を探します。
先頭が "::"で始まる絶対範囲名を指定すれば，囲みリポジトリ内の定義を探せます。
オブジェクトが見つからない場合，NULL値が返されます
• search_name
オブジェクトのインタフェース名

● CORBA::ContainedSeq * lookup_namelookup_namelookup_namelookup_name(
const char *search_namesearch_namesearch_namesearch_name,
CORBA::Long levels_to_searchlevels_to_searchlevels_to_searchlevels_to_search,
CORBA::DefinitionKind limit_typelimit_typelimit_typelimit_type,
CORBA::Boolean exclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inheritedexclude_inherited);

このメソッドは，ある特定のオブジェクト内でオブジェクトを名前で探します。検索
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対象の階層内のレベル数，オブジェクトの型，継承されたオブジェクトを返すかどう
か，などで検索を制限できます。
• search_name
含まれているオブジェクトの名前

• levels_to_search
検索対象の階層内のレベル数。このパラメタに -1を設定すると，すべてのレベルが
検索対象となります。このパラメタに 1を設定すると，このオブジェクトだけを検
索します。

• limit_type
返されるインタフェースオブジェクトの型。dk_allを指定すると，すべての型のオ
ブジェクトが返されます。

• exclude_inherited
trueを設定した場合，継承されたオブジェクトは返されません。

● CORBA::ValueDef_ptr create_valuecreate_valuecreate_valuecreate_value(
const char * id id id id, 
const char *namenamenamename,
const char versionversionversionversion,
CORBA::boolean is_customis_customis_customis_custom,
CORBA::boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract,
const CORBA::ValueDef_ptr _base_value_base_value_base_value_base_value,
CORBA::boolean is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable,
const CORBA::ValueDefSeq& abstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_values,
const CORBA::InterfaceDefSeq& supported _interfacessupported _interfacessupported _interfacessupported _interfaces,
const CORBA::InitializerSeq& initializers initializers initializers initializers);

このメソッドは，指定された属性で Container内に ValueDefオブジェクトを生成し，
生成されたオブジェクトを指すポインタを返します。
• id
構造体のリポジトリ ID

• name
構造体の名前

• version
構造体のバージョン

• is_custom
trueを設定した場合，custom型の valuetypeを生成します。

• is_abstract
trueを設定した場合，abstract型の valuetypeを生成します。

• _base_value
サポートされているべース値のリスト

• is_truncatable
trueを設定した場合，切り捨てができる valuetypeを生成します。

• abstract_base_values
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サポートされている abstract型のべース値のリスト
• supported _interfaces
サポートされているインタフェースのリスト

• initializers
この valuetypeがサポートするイニシャライザのリスト

● CORBA::ValueBoxDef_ptr create_value_boxcreate_value_boxcreate_value_boxcreate_value_box(
const char* idididid,
const char* namenamenamename,
const char* versionversionversionversion,
CORBA::IDLType_ptr original_typeoriginal_typeoriginal_typeoriginal_type);

このメソッドは，指定された属性で Container内に ValueBoxDefオブジェクトを生
成し，生成されたオブジェクトを指すポインタを返します。
• id
構造体のリポジトリ ID

• name
構造体の名前

• version
構造体のバージョン

• original_type
エイリアスである，このオブジェクトの元のオブジェクトの IDL型
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24.10　DefinitionKind
 
enum CORBA::DefinitionKind
 

DefinitionKind列挙体の定数は，インタフェースリポジトリオブジェクトとして指定で
きる型を定義します。

24.10.1　DefinitionKindの列挙値
DefinitionKindの定数値を次の表に示します。

表 24-2　DefinitionKindの定数値（C++）

定数 意味

dk_all すべての指定できる型（リポジトリ検索メソッドで使用）

dk_none すべての型を除外（リポジトリ検索メソッドで使用）

dk_Alias エイリアス

dk_Array 配列

dk_Attribute 属性

dk_Constant 定数

dk_Enum Enum（列挙体）

dk_Exception 例外

dk_Fixed Fixed

dk_Interface インタフェース

dk_Module module

dk_Native Native

dk_Operation インタフェースオペレーション

dk_Primitive 基本型（int，longなど）

dk_Repository リポジトリ

dk_Sequence シーケンス

dk_String 文字列

dk_Struct 構造体

dk_Typedef TypeDef

dk_Union union

dk_Value ValueType

dk_ValueBox ValueBox

dk_ValueMember ValueMember

dk_Wstring Unicode文字列
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24.11　Description
 
struct CORBA::Container::Description
 

この構造体は，Containedクラスから派生したインタフェースリポジトリ内の項目の一
般的な記述を提供します。

24.11.1　Descriptionのメンバ
● CORBA::Contained_var contained_objectcontained_objectcontained_objectcontained_object
この構造体にオブジェクトが含まれます。

● CORBA::DefinitionKind kindkindkindkind
オブジェクトの種類です。

● CORBA::Any valuevaluevaluevalue
オブジェクトの値です。
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24.12　EnumDef
 
class CORBA::EnumDef : public virtual CORBA::TypedefDef, 
                        public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている列挙体を記述します。この
クラスは，列挙体のメンバリストを設定および取得するメソッドを提供します。

24.12.1　EnumDefのメソッド
● CORBA::EnumMemberSeq *membersmembersmembersmembers();
このメソッドは，列挙体のメンバリストを返します。

● void membersmembersmembersmembers(
CORBA::EnumMemberSeq membersmembersmembersmembers) ;

このメソッドは，列挙体のメンバリストを設定します。
• members
メンバのリスト
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24.13　ExceptionDef
 
class CORBA::ExceptionDef : public virtual CORBA::Contained,
                             public virtual CORBA::Container,
                             public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている例外を記述します。このク
ラスは，例外のメンバのリストを設定および取得するメソッドを提供します。また，例
外の TypeCodeを取得するメソッドも提供します。

24.13.1　ExceptionDefのメソッド
● CORBA::StructMemberSeq *membersmembersmembersmembers() ;
このメソッドは，例外のメンバのリストを返します。

● void membersmembersmembersmembers(
CORBA::StructMemberSeq& membersmembersmembersmembers) ;

このメソッドは，例外のメンバのリストを設定します。
• members
メンバのリスト

● CORBA::TypeCode_ptr typetypetypetype() ;
このメソッドは，例外の型を表す TypeCodeを返します。
634



24.　インタフェースリポジトリインタフェースとクラス（C++）
24.14　ExceptionDescription
 
struct CORBA::ExceptionDescription
 

この構造体は，インタフェースリポジトリに格納されている例外の情報を記述します。

24.14.1　ExceptionDescriptionのメンバ
● CORBA::String_var defined_indefined_indefined_indefined_in
例外が定義されたモジュールまたはインタフェースのリポジトリ IDです。

● CORBA::String_var idididid
例外のリポジトリ IDです。

● CORBA::String_var namenamenamename
例外の名前です。

● CORBA::TypeCode_var typetypetypetype
例外の IDL型です。

● CORBA::String_var versionversionversionversion
例外のバージョンです。
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24.15　FixedDef
 
class CORBA::FixedDef public virtual CORBA::IDLType, 
                       public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている fixed型を記述するために使
用します。

24.15.1　FixedDefのメソッド
● CORBA::UShort digitsdigitsdigitsdigits();
このメソッドは，fixed型のけた数を設定します。

● void digitsdigitsdigitsdigits(
CORBA::UShort _digits_digits_digits_digits);

このメソッドは，fixed型の属性を設定します。

● CORBA::Short scalescalescalescale();
このメソッドは，fixed型のスケールを設定します。

● void scalescalescalescale(
CORBA::Short _scale_scale_scale_scale);

このメソッドは，fixed型の属性を設定します。
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24.16　FullInterfaceDescription
 
struct CORBA::FullInterfaceDescription
 

FullInterfaceDescription構造体は，インタフェースリポジトリに格納されている定数を
記述します。

24.16.1　FullInterfaceDescriptionのメンバ
● CORBA::String_var NameNameNameName
インタフェースの名前です。

● CORBA::String_var idididid
インタフェースのリポジトリ IDです。

● CORBA::String_var defined_indefined_indefined_indefined_in
インタフェースが定義されたmoduleまたはインタフェースの名前です。

● CORBA::String_var versionversionversionversion
インタフェースのバージョンです。

● CORBA::OpDescriptionSeq operationsoperationsoperationsoperations
このインタフェースがサポートするオペレーションのリストです。

● CORBA::AttrDescriptionSeq attributesattributesattributesattributes
このインタフェースに含まれる属性のリストです。

● CORBA::RepositoryIdSeq base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces
このインタフェースが継承するインタフェースのリストです。

● CORBA::RepositoryIdSeq derived_interfaces
このインタフェースから派生したインタフェースです。

● CORBA::TypeCode_var typetypetypetype
インタフェースの TypeCodeです。

● CORBA::Boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract
このインタフェースが abstract型かどうかを表します。
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24.17　FullValueDescription
 
struct CORBA::FullValueDescription
 

この構造体は，インタフェースリポジトリに格納されている完全な値定義を表すために
使用します。

24.17.1　FullValueDescriptionの変数
● CORBA::String_var namenamenamename

valuetypeの名前を表します。

● CORBA::String_var id id id id
valuetypeのリポジトリ IDを表します。

● CORBA::Boolean is_abstract is_abstract is_abstract is_abstract
この変数が trueの場合，abstract型の valuetypeを指定します。

● CORBA::Boolean is_custom is_custom is_custom is_custom
この変数が trueの場合，valuetypeに対して custom型のマーシャリングを指定しま
す。

● CORBA::String_var defined_indefined_indefined_indefined_in
valuetypeが定義されているモジュールのリポジトリ IDを表します。

● CORBA::String_var version version version version
valuetypeのバージョンを表します。

● CORBA::OpDescriptionSeq operationsoperationsoperationsoperations
valuetypeが提供するオペレーションの一覧を表します。

● CORBA::AttrDescriptionSeq attributesattributesattributesattributes
valuetypeのメンバ属性の，valuetypeの一覧を表します。

● CORBA::ValueMemberSeq members members members members
値定義の配列を表します。

● CORBA::InitializerSeq initializersinitializersinitializersinitializers
イニシャライザの配列を表します。

● CORBA::RepositoryIdSeq supported_interfaces; supported_interfaces; supported_interfaces; supported_interfaces;
サポートされるインタフェースの一覧を表します。

● CORBA::RepositoryIdSeq abstract_base_values; abstract_base_values; abstract_base_values; abstract_base_values;
この valuetypeの継承しているすべての抽象 value型の一覧を表します。

● CORBA::Boolean is_truncatable;is_truncatable;is_truncatable;is_truncatable;
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この変数が trueの場合，値をベースの valuetypeに安全に切り捨てることができま
す。

● CORBA::String_var base_values;base_values;base_values;base_values;
この valuetypeが継承している valuetypeを説明します。

● CORBA::TypeCode_var type type type type
valuetypeの IDL TypeCodeを表します。
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24.18　IDLType
 
class CORBA::IDLType : public virtual CORBA::IRObject, 
                        public virtual CORBA::Object
 

IDLTypeクラスは，IDL型を表しているすべてのインタフェースリポジトリ定義によっ
て，継承されている抽象インタフェースを提供します。このクラスは，オブジェクトの
型を識別する，オブジェクトの TypeCodeを返すためのメソッドを提供します。
IDLTypeは個々の特有なものですが，TypeCodeは個々の特有なものではありません。

24.18.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

 
interface IDLType:IRObject {
    readonly attribute TypeCode type;
};
 

24.18.2　IDLTypeのメソッド
● CORBA::Typecode_ptr typetypetypetype();
このメソッドは，現在の IRObjectの TypeCodeを返します。
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24.19　InterfaceDef
 
class CORBA::InterfaceDef : public virtual CORBA::Container, 
                             public virtual CORBA::Contained,
                             public virtual CORBA::IDLType,
                             public virtual CORBA::Object
 

InterfaceDefクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている ORBオブジェクト
のインタフェースを定義するために使用します。

詳細については，「24.8　Contained」，「24.9　Container」，「24.18　IDLType」を参照
してください。

24.19.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

 
interface InterfaceDef: Container, Contained, IDLType {
typedef sequence<RepositoryId> RepositoryIdSeq;
typedef sequence<OperationDescription> OpDescriptionSeq;
typedef sequence<AttributeDescription> AttrDescriptionSeq;
    attribute InterfaceDefSeq base_interfaces;
    attribute boolean is_abstract;
    readonly attribute InterfaceDefSeq
    derived_interfaces
    boolean is_a(in RepositoryId interface_id);
    struct FullInterfaceDescription {
Identifier name;
    RepositoryId id;
    RepositoryId defined_in;
    String_var version;
    OpDescriptionSeq operations;
    AttrDescriptionSeq attributes;
    RepositoryIdSeq base_interfaces;
        RepositoryIdSeq derived_interfaces;
    TypeCode type;
        boolean is_abstract;
    };
 
    FullInterfaceDescription describe_interface();
 
        AttributeDef create_attribute(
            in RepositoryId id,
            in Identifier name,
            in String_var version,
            in IDLType type,
            in CORBA::AttributeMode mode
        );
        OperationDef create_operation(
            in RepositoryId id,
            in Identifier name,
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            in String_var version,
            in IDLType result,
            in OperationMode mode,
            in ParDescriptionSeq params,
            in ExceptionDefSeq exceptions,
            in ContextIdSeq contexts
        );
        struct InterfaceDescription {
            Identifier name;
            RepositoryId id;
            RepositoryId defined_in;
            String_var version;
            RepositoryIdSeq base_interfaces;
            boolean is_abstract;
        };
    };

24.19.2　InterfaceDefのメソッド
● CORBA::InterfaceDefSeq *base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces();
このメソッドは，このクラスが継承したインタフェースのリストを返します。

● void base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces(
const CORBA::InterfaceDefSeq& valvalvalval);

このメソッドは，このクラスが継承したインタフェースのリストを設定します。
• val
このインタフェースが継承したインタフェースのリスト

● CORBA::AttributeDef_ptr create_attributecreate_attributecreate_attributecreate_attribute(
const char * idididid,
const char * namenamenamename,
const CORBA::String_var& versionversionversionversion,
CORBA::IDLType_ptr typetypetypetype,
CORBA::AttributeMode modemodemodemode);

このメソッドは，このオブジェクトに含まれている，新しく生成された AttributeDef
を指すポインタを返します。id，name，version，type，およびmodeが指定された
値に設定されます。
• id
使用するインタフェース ID

• name
使用するインタフェース名

• version
使用するインタフェースのバージョン

• type
使用する型

• mode
インタフェースモード。指定できる値については，「24.5　AttributeMode」を参照
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してください。

● CORBA::OperationDef_ptr create_operationcreate_operationcreate_operationcreate_operation(
const char *idididid,
const char *namenamenamename,
CORBA::String_var& versionversionversionversion,
CORBA::IDLType_ptr resultresultresultresult,
CORBA::OperationMode modemodemodemode,
const CORBA::ParDescriptionSeq& paramsparamsparamsparams,
const CORBA::ExceptionDefSeq& exceptionsexceptionsexceptionsexceptions,
const CORBA::ContextIdSeq& contextscontextscontextscontexts);

このメソッドは，指定されたパラメタを使って，このオブジェクトによって含まれる
新規の OperationDefを生成します。その新しく生成された OperationDefの
defined_in属性は，この InterfaceDefを識別できるように設定します。
• id
オペレーションのインタフェース ID

• name
オペレーションの名前

• version
オペレーションのバージョン

• result
オペレーションによって返される IDL型

• mode
オペレーションのモード（一方向モードまたは標準モード）

• params
オペレーションに渡すパラメタのリスト

• exceptions
オペレーションによって発生した例外のリスト

• contexts
コンテキストのリストは，コンテキスト内の値の名前であり，リクエストとともに
渡されます。

● CORBA::InterfaceDef::FullInterfaceDescription 
*describe_interfacedescribe_interfacedescribe_interfacedescribe_interface();

このメソッドは，このオブジェクトのインタフェースを記述する
FullInterfaceDescriptionを返します。

● CORBA::Boolean is_ais_ais_ais_a(
const char * interface_idinterface_idinterface_idinterface_id);

このインタフェースが，指定されたインタフェースと同一であるか，そのインタ
フェースから直接的または間接的に継承されたものである場合，このメソッドは true
を返します。
• interface_id
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このインタフェースと比較してチェックされるインタフェースの ID
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24.20　InterfaceDescription
 
struct CORBA::InterfaceDescription
 

この構造体は，インタフェースリポジトリに格納されているインタフェースを記述しま
す。

24.20.1　InterfaceDescriptionのメンバ
● CORBA::String_var namenamenamename
インタフェースの名前です。

● CORBA::String_var idididid
インタフェースのリポジトリ IDです。

● CORBA::String_var defined_indefined_indefined_indefined_in
インタフェースが定義されたリポジトリ IDの名前です。

● CORBA::String_var versionversionversionversion
インタフェースのバージョンです。

● CORBA::RepositoryIdSeq base_interfacesbase_interfacesbase_interfacesbase_interfaces
インタフェースのベースインタフェースのリストです。

● CORBA::Boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract
このインタフェースが abstract型かどうかを表します。
インタフェースが abstract型の場合，そのインタフェースを表すオブジェクトは実体
化できません。
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24.21　IRObject
 
class CORBA::IRObject : public virtual CORBA::Object
 

IRObjectクラスは，インタフェースリポジトリオブジェクトの最も一般的なインタ
フェースを提供します。このクラスから，Containerクラス，IDLType，Containedク
ラス，およびその他のクラスが派生します。

24.21.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

 
interface IRObject {
    readonly attribute DefinitionKind def_kind;
    void destroy();
};
 

24.21.2　IRObjectのメソッド
● CORBA::DefinitionKind def_kinddef_kinddef_kinddef_kind();
このメソッドは，このインタフェースリポジトリオブジェクトの型を返します。指定
できる型については，「24.10　DefinitionKind」を参照してください。

● void destroydestroydestroydestroy();
このメソッドは，インタフェースリポジトリから，このオブジェクトを削除します。
オブジェクトが Containerである場合，その内容のすべてを削除します。オブジェク
トがほかのオブジェクトによって含まれている場合でも，そのオブジェクトは削除さ
れます。Repositoryオブジェクト，または PrimitiveDefオブジェクトに対して
destroyメソッドが呼び出されると，Exception (CORBA::BAD_PARAM)が返されま
す。Repositoryクラスの詳細については，「24.32　Repository」を参照してくださ
い。
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24.22　ModuleDef
 
class CORBA::ModuleDef : public virtual CORBA::Container, 
                          public virtual CORBA::Contained,
                          public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリ内の IDLモジュールを表すために使用しま
す。
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24.23　ModuleDescription
 
struct CORBA::ModuleDescription
 

ModuleDescription構造体は，インタフェースリポジトリに格納されているmoduleを
記述します。

24.23.1　ModuleDescriptionのメンバ
● CORBA::String_var namenamenamename

moduleの名前です。

● CORBA::String_var idididid
moduleのリポジトリ IDです。

● CORBA::String_var defined_indefined_indefined_indefined_in
moduleが定義されたリポジトリ IDの名前です。

● CORBA::String_var versionversionversionversion
moduleのバージョンです。
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24.24　NativeDef
 
class CORBA::NativeDef : public virtual CORBA::TypedefDef,
                          public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリが格納するネイティブ定義を表すために使用
します。
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24.25　OperationDef
 
class CORBA::OperationDef : public virtual CORBA::Contained,
                             public virtual CORBA::Object
 

OperationDefクラスは，インタフェースリポジトリに格納されているインタフェースオ
ペレーションの情報を含んでいます。このクラスは，Containedクラスから派生します。
このクラスを継承した describeメソッドは，オペレーションについての詳細な情報を提
供する OperationDescription構造体を返します。Containedクラスについては，「24.8
　Contained」を参照してください。

24.25.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

 
interface OperationDef: Contained {
    typedef sequence<ParameterDescription> ParDescriptionSeq;
    typedef Identifier ContextIdentifier;
    typedef sequence<ContextIdentifier> ContextIdSeq;
    typedef sequence<ExceptionDef> ExceptionDefSeq;
    typedef sequence<ExceptionDescription> ExcDescriptionSeq;
    readonly attribute TypeCode result;
    attribute IDLType result_def;
    attribute ParDescriptionSeq params;
    attribute CORBA::OperationMode mode;
    attribute ContextIdSeq contexts;
    attribute ExceptionDefSeq exceptions;
readonly attribute OperationKind bind;
};
struct OperationDescription {
    Identifier name;
    RepositoryId id;
    RepositoryId defined_in;
    String_var version;
    TypeCode result;
    OperationMode mode;
    ContextIdSeq contexts;
    ParDescriptionSeq parameters;
    ExcDescriptionSeq exceptions;
};

24.25.2　OperationDefのメソッド
● CORBA::ContextIdSeq * contextscontextscontextscontexts();
このメソッドは，オペレーションに適用されるコンテキスト識別子のリストを返しま
す。

● void contextcontextcontextcontext(
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const CORBA::ContextIdSeq& valvalvalval);
このメソッドは，オペレーションに適用されるコンテキスト識別子のリストを設定し
ます。
• val
コンテキスト識別子のリスト

● CORBA::ExceptionDefSeq * exceptionsexceptionsexceptionsexceptions();
このメソッドは，このオペレーションによって発生する可能性のある例外型のリスト
を返します。

● void exceptionsexceptionsexceptionsexceptions(
const CORBA::ExceptionDefSeq& valvalvalval);

このメソッドは，このオペレーションによって発生する可能性のある例外型のリスト
を設定します。
• val
このオペレーションによって発生する可能性のある例外のリスト

● CORBA::OperationMode modemodemodemode();
このメソッドは，この OperationDefが示すオペレーションのモードを返します。
モードは，標準または一方向のどちらかです。標準モードのオペレーションは，同期
的であり，クライアントアプリケーションに値を返します。一方向オペレーションで
は応答を待ちません。また，オブジェクトインプリメンテーションからクライアント
への応答は送信されません。

● void modemodemodemode(
CORBA::OperationMode valvalvalval);

このメソッドは，オペレーションのモードを設定します。
• val
このオペレーションの指定モード。OP_ONEWAYまたは OP_NORMALのどちら
かです。詳細については，「24.27　OperationMode」を参照してください。

● CORBA::ParDescriptionSeq * paramsparamsparamsparams();
このメソッドは，この OperationDefに対するパラメタを記述する
ParameterDescription構造体のリストを指すポインタを返します。

● void paramsparamsparamsparams(
const CORBA::ParDescriptionSeq& valvalvalval);

このメソッドは，この OperationDefの ParameterDescription構造体のリストを設定
します。リストする構造体の順序は，オペレーションの IDL定義で定義された順序と
同一の必要があります。
• val

ParameterDescription構造体のリスト

● CORBA::TypeCode_ptr resultresultresultresult();
このメソッドは，このオペレーションによって返された値の型を表す TypeCodeを指
すポインタを返します。TypeCodeは read-only属性を持ちます。
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● CORBA::IDLType_ptr result_defresult_defresult_defresult_def();
このメソッドは，この OperationDefによって返された IDL型の定義を指すポインタ
を返します。

● void result_defresult_defresult_defresult_def(
CORBA::IDLType_ptr valvalvalval);

このメソッドは，この OperationDefによって返された型の定義を設定します。
• val
使用する型定義を指すポインタ
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24.26　OperationDescription
 
struct CORBA::OperationDescription
 

OperationDescription構造体は，インタフェースリポジトリに格納されているオペレー
ションの情報を記述します。

24.26.1　OperationDescriptionのメンバ
● CORBA::String_var namenamenamename
オペレーションの名前です。

● CORBA::String_var idididid
オペレーションのリポジトリ IDです。

● CORBA::String_var defined_indefined_indefined_indefined_in
このオペレーションが定義されたインタフェース，または valuetypeのリポジトリ ID
です。

● CORBA::String_var versionversionversionversion
オペレーションのバージョンです。

● CORBA::TypeCode_var resultresultresultresult
オペレーションの結果です。

● CORBA::OperationMode modemodemodemode
オペレーションのモードです。

● CORBA::ContextIdSeq contextscontextscontextscontexts
オペレーションに対応するコンテキストリストです。

● CORBA::ParameterDescriptionSeq parametersparametersparametersparameters
オペレーションのパラメタです。

● CORBA::ExceptionDescriptionSeq exceptionsexceptionsexceptionsexceptions
オペレーションによって発生する可能性のある例外です。
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24.27　OperationMode
 
enum CORBA::OperationMode
 

この列挙体は，オペレーションのモードを表す値を定義するために使用します。モード
は，標準モードまたは一方向モードのどちらかです。標準オペレーション要求では，リ
クエストの結果を含む応答がオブジェクトインプリメンテーションによってクライアン
トへ送信されます。一方向オペレーション要求では，クライアントアプリケーションは
応答を受信しません。

24.27.1　OperationModeの値
OperationModeの値を次の表に示します。

表 24-3　OperationModeの値（C++）

定数 意味

OP_NORMAL 標準モード（標準オペレーション要求）

OP_ONEWAY 一方向モード（一方向オペレーション要求）
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24.28　ParameterDescription
 
struct CORBA::ParameterDescription
 

ParameterDescription構造体は，インタフェースリポジトリに格納されているオペレー
ションのパラメタを記述します。

24.28.1　ParameterDescriptionのメンバ
● CORBA::String_var namenamenamename
パラメタの名前です。

● CORBA::TypeCode_var typetypetypetype
パラメタの型です。

● CORBA::IDLType_var type_deftype_deftype_deftype_def
パラメタの IDL型です。

● CORBA::ParameterMode modemodemodemode
パラメタのモードです。
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24.29　ParameterMode
 
enum CORBA::ParameterMode
 

オペレーションで使用できるパラメタのモードを表す値を定義します。

24.29.1　ParameterModeの値
ParameterModeの値を次の表に示します。

表 24-4　ParameterModeの値（C++）

定数 意味

PARAM_IN クライアントからサーバへの入力に使用するパラメタ

PARAM_OUT サーバからクライアントへの結果の出力に使用するパラメタ

PARAM_INOUT クライアントからの入力，またはサーバからの出力の両方に使用できる
パラメタ
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24.30　PrimitiveDef
 
class CORBA::PrimitiveDef : public virtual CORBA::IDLType, 
                             public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている基本型（int，longなど）を
記述するために使用します。このクラスは，基本型の種類を取得するメソッドを提供し
ます。

24.30.1　PrimitiveDefのメソッド
● CORBA::PrimitiveKind kindkindkindkind();
このメソッドは，このオブジェクトが表す基本型の種類を表します。
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24.31　PrimitiveKind
 
enum CORBA::PrimitiveKind
 

PrimitiveKind列挙体は，インタフェースリポジトリに格納できるオブジェクトの基本
型を定義する定数を含んでいます。

24.31.1　PrimitiveKindの定数
PrimitiveKindの定数値を次の表に示します。

表 24-5　PrimitiveKindの定数値（C++）

定数 意味

pk_any Any

pk_boolean boolean

pk_char 文字

pk_double double

pk_float float

pk_long long

pk_longdouble long double

pk_longlong long long

pk_null NULL値

pk_objref オブジェクトリファレンス

pk_octet オクテット

pk_Principal Principal

pk_short short

pk_string 文字列

pk_TypeCode TypeCode

pk_ulong unsigned long

pk_ulonglong unsigned long long

pk_ushort unsigned short

pk_void void

pk_wchar Unicode文字

pk_wstring Unicode文字列
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24.32　Repository
 
class CORBA::Repository : public virtual CORBA::Container, 
                           public virtual CORBA::Object
 

Repositoryクラスは，インタフェースリポジトリへのアクセスを提供します。このクラ
スは Containerクラスから派生します。Containerクラスの詳細については，「24.9　
Container」を参照してください。

このクラスを使用するには，ORB::resolve_initial_references("InterfaceRepository")で
取得したオブジェクトをナロウして使用してください。

24.32.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hファイルをインクルードしてください。

 
interface Repository: Container {
    Contained lookup_id(in RepositoryId search_id);
    PrimitiveDef get_primitive(in CORBA::PrimitiveKind kind);
    StringDef create_string(in unsigned long bound);
    WStringDef create_wstring(in unsigned long bound);
    SequenceDef create_sequence(
        in unsigned long bound,
        in IDLType element_type
    );
    ArrayDef create_array(
        in unsigned long length,
        in IDLType element_type
    );
    FixedDef create_fixed(
       in unsigned short digits,
       in short scale
    );
};

24.32.2　Repositoryのメソッド
● CORBA::ArrayDef_ptr create_arraycreate_arraycreate_arraycreate_array(

CORBA::ULong lengthlengthlengthlength,
CORBA::IDLType_ptr element_typeelement_typeelement_typeelement_type);

このメソッドは，新規の ArrayDefを生成し，そのオブジェクトを指すポインタを返
します。
• length
配列要素の最大数。この値には 0より大きい数を設定します。

• element_type
配列に格納されている要素の IDLType
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● CORBA::SequenceDef_ptr create_sequencecreate_sequencecreate_sequencecreate_sequence(
CORBA::ULong boundboundboundbound,
CORBA::IDLType_ptr element_typeelement_typeelement_typeelement_type);

このメソッドは，新規の SequenceDefオブジェクトを生成し，そのオブジェクトを指
すポインタを返します。
• bound
シーケンス内の項目の最大数。この値には 0より大きい数を設定します。

• element_type
シーケンスに格納されている項目の IDLTypeを指すポインタ

● CORBA::StringDef_ptr create_stringcreate_stringcreate_stringcreate_string(
CORBA::Ulong boundboundboundbound);

このメソッドは，新規の StringDefオブジェクトを生成し，そのオブジェクトを指す
ポインタを返します。
• bound
文字列の最大長。この値には 0より大きい数を設定します。

● CORBA::WstringDef_ptr create_wstringcreate_wstringcreate_wstringcreate_wstring(
CORBA::Ulong boundboundboundbound);

このメソッドは，新規のWstringDefオブジェクトを生成し，そのオブジェクトを指
すポインタを返します。
• bound
文字列の最大長。この値には 0より大きい数を設定します。

● CORBA::PrimitiveDef_ptr get_primitiveget_primitiveget_primitiveget_primitive(
CORBA::PrimitiveKind kindkindkindkind);

このメソッドは，PrimitiveKindのリファレンスを返します。
• kind
返されるリファレンス

● CORBA::Contained_ptr lookup_idlookup_idlookup_idlookup_id(
const char * search_idsearch_idsearch_idsearch_id);

このメソッドは，指定された検索対象の IDと一致するオブジェクトをインタフェー
スリポジトリ内で検索します。一致するオブジェクトが見つからない場合，NULL値
が返されます。
• search_id
検索対象となる識別子

● CORBA::FixedDef_ptr create_fixed create_fixed create_fixed create_fixed (
CORBA::UShort digitsdigitsdigitsdigits, CORBA::Short scalescalescalescale);

このメソッドは，fix型のけた数とスケールを設定します。
• digits

fix型のけた数
• scale
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fix型のスケール
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24.33　SequenceDef
 
class CORBA::SequenceDef : public virtual CORBA::IDLType, 
                            public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されているシーケンスを表すために使
用します。このクラスは，シーケンスのバウンドまたは要素型を設定したり取得したり
するメソッドを提供します。

24.33.1　SequenceDefのメソッド
● CORBA::ULong boundboundboundbound();
このメソッドは，シーケンスのバウンドを返します。

● void boundboundboundbound(
CORBA::ULong boundboundboundbound);

このメソッドは，シーケンスのバウンドを設定します。
• bound
シーケンスのバウンド

● CORBA::TypeCode_ptr element_typeelement_typeelement_typeelement_type();
このメソッドは，このシーケンスの要素の TypeCodeを返します。

● CORBA::IDLType_ptr element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def();
このメソッドは，このシーケンスに格納されている要素の IDL型を返します。

● void element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def(
CORBA::IDLType_ptr element_type_defelement_type_defelement_type_defelement_type_def);

このメソッドは，このシーケンスに格納されている要素の IDL型を設定します。
• element_type_def
要素を設定する IDL型
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24.34　StringDef 
 
class CORBA::StringDef : public virtual CORBA::IDLType, 
                          public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている Stringを記述するために使
用します。このクラスは，文字列のバウンドを設定および取得するメソッドを提供しま
す。

24.34.1　StringDefのメソッド
● CORBA::ULong boundboundboundbound() ;
このメソッドは，Stringのバウンドを返します。

● void boundboundboundbound(
CORBA::ULong boundboundboundbound) ;

このメソッドは，Stringのバウンドを設定します。
• bound
新しく設定する Stringオブジェクトのバウンド
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24.35　StructDef
 
class CORBA::StructDef : public virtual CORBA::TypedefDef, 
                          public virtual CORBA::Container, 
                          public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている構造体のメンバ一覧を設定
および取得するためのメソッドを提供します。

24.35.1　StructDefのメソッド
● CORBA::StructMemberSeq *membersmembersmembersmembers() ;
このメソッドは，構造体のメンバのリストを返します。

● void membersmembersmembersmembers(
CORBA::StructMemberSeq& membersmembersmembersmembers) ;

このメソッドは，構造体のメンバのリストを設定します。
• members
メンバのリスト
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24.36　StructMember
 
struct CORBA::StructMember
 

この構造体は，structのメンバを定義するために使用します。この構造体は，定義内の
名前と型を変数として使用します。

24.36.1　StructMemberのメンバ
● CORBA::String_var namenamenamename
型の名前です。

● CORBA::TypeCode_var typetypetypetype
型の IDL型です。

● CORBA::IDLType_var type_deftype_deftype_deftype_def
IDL型の IDL型定義です。
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24.37　TypedefDef
 
class CORBA::TypedefDef : public virtual CORBA::Contained, 
                           public virtual CORBA::IDLType, 
                           public virtual CORBA::Object
 

この抽象ベースクラスは，インタフェースリポジトリに格納されているユーザ定義構造
体を表します。このクラスを継承するすべてのインタフェースを次に示します。

● AliasDef
「24.1　AliasDef」を参照してください。

● EnumDef
「24.12　EnumDef」を参照してください。

● ExceptionDef
「24.13　ExceptionDef」を参照してください。

● StructDef
「24.35　StructDef」を参照してください。

● UnionDef
「24.39　UnionDef」を参照してください。

●WstringDef
「24.44　WstringDef」を参照してください。
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24.38　TypeDescription
 
struct CORBA::TypeDescription
 

TypeDescription構造体は，インタフェースリポジトリに格納されているオペレーション
の型を記述した情報を含んでいます。

24.38.1　TypeDescriptionのメンバ
● CORBA::String_var namenamenamename
型の名前です。

● CORBA::String_var idididid
型のリポジトリ IDです。

● CORBA::String_var defined_indefined_indefined_indefined_in
この型が定義されたモジュールまたはインタフェースの名前です。

● CORBA::String_var versionversionversionversion
型のバージョンです。

● CORBA::TypeCode_var typetypetypetype
型の IDL型です。
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24.39　UnionDef
 
class CORBA::UnionDef : public virtual CORBA::TypedefDef, 
                         public virtual CORBA::Container, 
                         public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている unionを表すために使用し
ます。このクラスは，unionのメンバのリスト，またはディスクリミネータ型を，設定
および取得するメソッドを提供します。

24.39.1　UnionDefのメソッド
● CORBA::TypeCode_ptr discriminator_typediscriminator_typediscriminator_typediscriminator_type() ;
このメソッドは，unionのディスクリミネータの TypeCodeを返します。

● CORBA::IDLType_ptr discriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_def() ;
このメソッドは，unionのディスクリミネータの IDL型を返します。

● void discriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_def(
CORBA::IDLType_ptr discriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_defdiscriminator_type_def) ;

このメソッドは，unionのディスクリミネータの IDL型を設定します。
• discriminator_type_def
メンバのリスト

● CORBA::UnionMemberSeq *membersmembersmembersmembers() ;
このメソッドは，unionのメンバのリストを返します。

● void membersmembersmembersmembers(
CORBA::UnionMemberSeq& membersmembersmembersmembers);

このメソッドは，unionのメンバのリストを設定します。
• members
メンバのリスト
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24.40　UnionMember
 
struct CORBA::UnionMember
 

UnionMember構造体は，インタフェースリポジトリに格納されている unionの情報を
含みます。

24.40.1　UnionMemberのメンバ
● CORBA::String_var namenamenamename

unionの名前です。

● CORBA::Any labellabellabellabel
unionのラベルです。

● CORBA::TypeCode_var typetypetypetype
unionの TypeCodeです。

● CORBA::IDLType_var type_deftype_deftype_deftype_def
unionの IDL型です。
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24.41　ValueBoxDef
 
class CORBA::ValueBoxDef public virtual CORBA::Contained, 
                          public virtual CORBA::IDLType, 
                          public virtual CORBA::Object
 

ValueBoxDefクラスは，任意の IDL型の公開メンバを一つ格納する簡易な valuetypeと
して使用します。このクラスは，次の valuetypeを簡略化したものです。

 
public valuetype <IDLType> value;
 

この宣言はボックス型の <IDLType>とほとんど同じですが，ValueBoxDefクラスは簡
易な ValueTypeDefインタフェースとは異なります。

24.41.1　ValueBoxDefのメソッド
● CORBA::IDLType_ptr original_type_deforiginal_type_deforiginal_type_deforiginal_type_def();
このメソッドは，ボックス化されている型を識別します。

● void original_type_deforiginal_type_deforiginal_type_deforiginal_type_def(
CORBA::IDLType_ptr original_type_def);

このメソッドは，ボックス化する型を設定します。
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24.42　ValueDef
 
class CORBA::ValueDef public virtual CORBA::Container, 
                       public virtual CORBA::Contained, 
                       public virtual CORBA::IDLType, 
                       public virtual CORBA::Object
 

このインタフェースは，constructという IDL値を記述します。このインタフェースが
格納できるのは，定数，型定義，例外，オペレーション，および属性です。このインタ
フェースは，クラス型とよく似ていて，インタフェースリポジトリに格納されている値
定義を表します。

24.42.1　ValueDefのメソッド
● CORBA::InterfaceDefSeq supported_interfacessupported_interfacessupported_interfacessupported_interfaces( );
このメソッドは，この valuetypeがサポートするインタフェースの一覧を返します。

● void supported_interfacessupported_interfacessupported_interfacessupported_interfaces(
const CORBA::interfaceDefSeq& supported_interfaces);

このメソッドは，サポートするインタフェースを設定します。

● CORBA::InitializerSeq* initializersinitializersinitializersinitializers( );
このメソッドは，イニシャライザの一覧を返します。

● void initializersinitializersinitializersinitializers(
const CORBA::InitializerSeq& initializersinitializersinitializersinitializers);

このメソッドは，イニシャライザを設定します。

● CORBA::ValueDef_ptr base_valuebase_valuebase_valuebase_value( );
このメソッドは，この値の継承元 valuetypeを返します。

● void base_valuebase_valuebase_valuebase_value(
CORBA::ValueDef_ptr base_value base_value base_value base_value);

このメソッドは，valuetypeを設定します。

● CORBA::ValueDefSeq& abstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_values( );
このメソッドは，この値が継承する abstract型 valuetypeの一覧を返します。

● void abstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_values(
const CORBA::ValueDefSeq& abstract_base_values);

このメソッドは，abstract型 valuetypeのベース値を定義します。

● CORBA::Boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract( );
値が abstract型 valuetypeの場合，このメソッドは trueを返します。

● void is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract(
CORBA::Boolean is_abstract);
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このメソッドは，valuetypeを abstract型 valuetypeに設定します。

● CORBA::Boolean is_customis_customis_customis_custom( );
値が custom型のマーシャリングを使用する場合，このメソッドは trueを返します。

● void is_customis_customis_customis_custom(
CORBA::Boolean is_custom is_custom is_custom is_custom);

このメソッドは，値に対して custom型のマーシャリングを設定します。

● CORBA::Boolean is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable( ):
値をベース値から安全に切り捨てられる場合，このメソッドは trueを返します。

● void is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable(
CORBA::Boolean is_truncatable);

このメソッドは，この値に truncatable属性を設定します。

● CORBA::Boolean    is_ais_ais_ais_a(
const char* value_id value_id value_id value_id);

このメソッドの呼び出しに使用した値が，value_idパラメタで定義したインタフェー
スまたは値と同一であるか，直接的または間接的に継承されたものである場合，この
メソッドは trueを返し，そうでない場合は falseを返します。

● CORBA::ValueDef _ptr FullValueDescription* describe_valuedescribe_valuedescribe_valuedescribe_value();
このメソッドは，値に対応する FullValueDescriptionオブジェクトを，オペレーショ
ンと属性を含めて返します。

● CORBA::ValueMemberDef_ptr create_value_membercreate_value_membercreate_value_membercreate_value_member(
const char* idididid,
const char* name name name name,
const char*versionversionversionversion,
CORBA::IDLType_ptr type_deftype_deftype_deftype_def,
CORBA::Short accessaccessaccessaccess);

このメソッドは，このメソッドの呼び出し対象の ValueDefオブジェクトが格納する，
新しい ValueMemberDefオブジェクトを返します。
• id
型のリポジトリ ID

• name
型の名前

• version
オブジェクトのバージョン

• type_def
IDL型の値

• access
アクセス値

● CORBA::AttributeDef_ptr create_attributecreate_attributecreate_attributecreate_attribute(
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const char* idididid,
const char* namenamenamename,
const char* versionversionversionversion,
CORBA::IDLType_ptr typetypetypetype,
CORBA::AttributeMode modemodemodemode);

このメソッドは，この valuetypeに新規属性定義を生成し，その定義に対応する新規
AttributeDefオブジェクトを返します。
• id
型のリポジトリ ID

• name
型の名前

• version
オブジェクトのバージョン

• type
IDL型の値

• mode
オブジェクトのモード

● CORBA::OperationDef_ptr create_operationcreate_operationcreate_operationcreate_operation(
const char* id id id id,
const char* namenamenamename,
const char* versionversionversionversion,
CORBA::IDLType_ptr resultresultresultresult,
CORBA::OpeartionMode modemodemodemode,
const CORBA::ParDescriptionSeq& paramsparamsparamsparams,
const CORBA::ExceptionDefSeq& exceptionsexceptionsexceptionsexceptions,
const CORBA::ContextIdSeq& contextscontextscontextscontexts);

このメソッドは，この valuetypeの新規オペレーションを生成し，対応する
OperationDefオブジェクトを返します。
• id
型のリポジトリ ID

• name
型の名前

• version
オブジェクトのバージョン

• result
オペレーションの IDL型

• mode
オブジェクトのモード

• params
オペレーションのパラメタの一覧

• exceptions
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オペレーションの例外の一覧
• contexts
オペレーションのコンテキストの一覧
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24.43　ValueDescription
 
struct CORBA::ValueDescription
 

この構造体は，インタフェースリポジトリが格納する valuetypeの定義を表すために使
用します。

24.43.1　ValueDescriptionの変数
● CORBA::String_var namenamenamename
型の名前を表します。

● CORBA::String_var idididid
型のリポジトリ IDを表します。

● CORBA::Boolean is_abstractis_abstractis_abstractis_abstract
trueを設定した場合，値は abstract型 valuetypeです。

● CORBA::Boolean is_customis_customis_customis_custom
trueを設定した場合，valuetypeに custom型マーシャリングが実行されます。

● CORBA::String_var defined_indefined_indefined_indefined_in
型が定義されているモジュールのリポジトリ IDを表します。

● CORBA::String_var versionversionversionversion
型のバージョンを表します。

● CORBA::RepositoryIdSeq& supported_interfacessupported_interfacessupported_interfacessupported_interfaces
valuetypeがサポートするインタフェースの一覧を表します。

● CORBA::RepositoryIdSeq& abstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_valuesabstract_base_values
型の継承する abstract型 valuetypeの一覧を表します。

● CORBA::Boolean is_truncatableis_truncatableis_truncatableis_truncatable
この変数が trueの場合，valuetypeは安全に切り捨てられ，ベース値にできます。

● CORBA::String_var base_valuebase_valuebase_valuebase_value
この値が継承する valuetypeを表します。
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24.44　WstringDef
 
class CORBA::WstringDef : public virtual CORBA::IDLType, 
                          public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，インタフェースリポジトリに格納されている Unicode文字列を記述する
ために使用します。このクラスは，文字列のバウンドを設定および取得するメソッドを
提供します。

24.44.1　WstringDefのメソッド
● CORBA::ULong boundboundboundbound() ;
このメソッドは，Wstringのバウンドを返します。

● void boundboundboundbound(
CORBA::ULong boundboundboundbound);

このメソッドは，Wstringのバウンドを設定します。
• bound
新しく設定するWstringオブジェクトのバウンド
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ラス（C++）
この章では，C++言語のオブジェクトインプリメンテーション
の活性化で使用されるインタフェースおよびクラスについて説
明します。

25.1　CreationImplDef

25.2　ImplementationDef

25.3　ImplementationStatus

25.4　OAD

25.5　ObjectStatus

25.6　ObjectStatusList

25.7　StringSequence
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25.1　CreationImplDef
 
struct extension::CreationImplDef
 

CreationImplDefは，ある特定のオブジェクトインプリメンテーション用の属性の集合
を提供する IDL構造体です。これらの属性の値の問い合わせと，設定メソッドは，この
インタフェースで提供します。該当する属性は，_args，_env，id（リファレンスデータ
用），object_name，_path_name，_policy，および repository_idです。

オブジェクト活性化デーモンは，この構造体を使用してオブジェクトインプリメンテー
ションを一覧表示，登録，および登録解除します。コマンドラインパラメタは oadutilを
使用したときに指定され，この構造体で定義した属性の設定に使用します。

25.1.1　インクルードファイル
この構造体を使用するときは，oad_c.hhファイルをインクルードしてください。

25.1.2　C++のサンプル
次のサンプルでは，OADの環境に適切な ReentrantServer引数と
LD_LIBRARY_PATH環境変数を設定して，factory_r（ローカルディレクトリ内にある）
という VisiBrokerの C++アプリケーションを活性化しています。

なお，このサンプルは Solarisの場合です。HP-UXの場合は SHLIB_PATH環境変数，
AIXの場合は LIBPATH環境変数を設定してください。

 
path_name = "/home/developer/Project1/factory_r"
args = ["ReentrantServer"]
env = ["LD_LIBRARY_PATH=/usr/ucblib:/usr/local/VisiCpp/lib"]
 

これは，OADが次のコマンドを生成していることになります。

 
"/home/developer/Project1/factory_r ReentrantServer ¥
    -Dvbroker.orb.oadUID=<unique_id> ¥
    -Dvbroker.orb.activationIOR=<oad's ior>"
 

vbroker.orb.oadUIDおよび vbroker.orb.activationIORプロパティは，OADが自動的に
付加します。

また，次に示す環境変数が，OADの環境から，生成されたサーバの環境に伝えられま
す。
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25.1.3　環境変数
次の環境変数が，OADの環境から，生成されたサーバの環境に伝えられるか，または
OADによって明示的に渡されます。ただし，環境変数がシェル内に設定されていない場
合は，oadutilコマンドの -eオプションを使用して設定する必要があります。

• PATH
• CLASSPATH
• OSAGENT_PORT
• OSAGENT_ADDR
• VBROKER_ADM（または下位互換性のための ORBELINE）
• LD_LIBRARY_PATH，SHLIB_PATHまたは LIBPATH（CreationImplDef内に設
定）

そのほかの環境変数はすべて，CreationImplDefの env属性を使って登録する必要があ
ります。例えば，C++インプリメンテーションを生成する場合，生成された実行対象に
共用ライブラリが必要なときは，CreationImplDef環境に LD_LIBRARY_PATH
（Solarisの場合），SHLIB_PATH（HP-UXの場合），または LIBPATH（AIXの場合）
を明示的に登録する必要があります。

生成された C++アプリケーションでは，登録は次のコマンドにマッピングします。

 
exec-path { args1 ... argsN } -OAoad_uid=<unique_id>¥
    -OAactivateIOR=<oad's ior>
 

生成された環境には，インプリメンテーション定義から指定したすべての環境変数が含
まれ，また，起動時に OAD自身の環境から取った PATH，CLASSPATH，
OSAGENT_PORT，および OSAGENT_ADDRの定義も含まれます。どの OAパラメタ
の場合も，OADが追加したものは BOA_initの中に取られ，クライアントプログラムか
らは見えません。詳細については，「34.　コマンドラインオプション（C++）」を参照し
てください。

25.1.4　CreationImplDefのメンバ
● extension::Policy activation_policyactivation_policyactivation_policyactivation_policy;
サーバの活性化ポリシーを設定します。
活性化ポリシーには，SHARED_SERVER，UNSHARED_SERVERがあります。

● CORBA::StringSequence argsargsargsargs;
サーバに渡すコマンドライン引数を設定します。
最初の引数には必ず実行形式ファイル名を指定してください。

● CORBA::StringSequence envenvenvenv;
サーバに渡す環境設定を設定します。
679



25.　活性化インタフェースとクラス（C++）
env属性の設定の詳細については，「25.1.3　環境変数」を参照してください。

● CORBA::OctetSequence idididid;
インプリメンテーションのリファレンスデータ識別子を設定します。

● CORBA::String_var object_nameobject_nameobject_nameobject_name;
このメソッドは，インプリメンテーションのオブジェクト名を設定します。

● CORBA::String_var path_namepath_namepath_namepath_name;
実行形式ファイルのパス名を指定する文字列を設定します。

● CORBA::String_var repository_idrepository_idrepository_idrepository_id;
インプリメンテーションのリポジトリ IDを指定する文字列を設定します。
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25.2　ImplementationDef
 
class extension::ImplementationDef
 

ImplementationDefは，ImplementationDefsの型である ActivationImplDefと
CreationImplDef用の空のベースクラスです。ImplementationDefが使用できるのは，
ActivationImplDefメソッド，または CreationImplDefメソッド内のシグニチャの中だ
けです。

25.2.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，oad_c.hhファイルをインクルードしてください。
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25.3　ImplementationStatus
 
struct Activation::ImplementationStatus
 

ImplementationStatusは，OADに登録されているサーバのために活性化状態を監視し
ます。

 
module Activation
{
    ...
    struct ImplementationStatus {
      extension::CreationImplDef impl;
      ObjectStatusList status;
    };
    ...
};

25.3.1　インクルードファイル
この構造体を使用するときは，oad_c.hhファイルをインクルードしてください。

25.3.2　ImplementationStatusのメンバ
● CreationImplDef implimplimplimpl;
オブジェクトインプリメンテーションの CreationImplDefです。

● ObjectStatusList statusstatusstatusstatus;
サーバが提供する各オブジェクトのステータス情報のリストを表します。
ObjectStatusListクラスの詳細については，「25.6　ObjectStatusList」を参照してく
ださい。
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25.4　OAD
 
class Activation::OAD : public virtual CORBA::Object
 

OADクラスは，OADへのアクセスを提供します。管理ツールは，オブジェクトのリス
ティング，登録，再登録をするときに OADクラスを使用します。OADのプログラム的
管理のためにクライアントコードで使用することもできます。

コードサンプル 25-1　OAD IDL
 
module Activation {
    interface OAD {
      extension::CreationImplDef create_CreationImplDef();
 
      Object reg_implementation(
            in extension::CreationImplDef impl)
          raises(DuplicateEntry, InvalidPath);
 
      extension::CreationImplDef get_implementation(
            in CORBA::RepositoryId repId,
            in CORBA::RepositoryId repId,
            in string object_name)
          raises(NotRegistered);
 
      void change_implementation(
            in extension::CreationImplDef old_info,
            in extension::CreationImplDef new_info)
          raises(NotRegistered, InvalidPath, IsActive);
 
      attribute boolean destroy_on_unregister;
 
      void unreg_implementation(
            in CORBA::RepositoryId repId,
            in string object_name)
          raises(NotRegistered);
 
      void unreg_interface(in CORBA::RepositoryId repId)
          raises(NotRegistered);
 
      void unregister_all();
 
      ImplementationStatus get_status(
            in CORBA::RepositoryId repId,
            in string object_name)
          raises(NotRegistered);
 
      ImplStatusList get_status_interface(
            in CORBA::RepositoryId repId)
          raises(NotRegistered);
 
      ImplStatusList get_status_all();
 
      Object lookup_interface(
            in CORBA::RepositoryId repId, 
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            in long timeout)
          raises(NotRegistered, FailedToExecute, 
                 NotResponding, Busy);
 
      Object lookup_implementation(
            in CORBA::RepositoryId repId, 
            in string object_name, in long timeout)
          raises(NotRegistered, FailedToExecute, 
                 NotResponding, Busy);
 
      extension::CreationImplDef boa_active_obj(
            in Object obj, in string repository_id, 
            in long unique_id)
          raises(NotRegistered);
 
      void boa_deactive_obj(in Object obj, 
            in string repository_id, 
            in long unique_id)
          raises(NotRegistered);
 
    string generated_command(
             in extension::CreationImplDef impl);
 
    string generated_environment(
             in extension::CreationImplDef impl);
 
    };
};
 

25.4.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，oad_c.hhファイルをインクルードしてください。

25.4.2　OADのメソッド
● void change_implementationchange_implementationchange_implementationchange_implementation(

CORBA::CreationImplDef old_infoold_infoold_infoold_info,
CORBA::CreationImplDef new_infonew_infonew_infonew_info);

このメソッドは，オブジェクトのインプリメンテーションを動的に変更します。この
メソッドを使って，登録の活性化ポリシー，パス名，引数設定，環境設定を変更でき
ます。
• old_info
変更したい情報

• new_info
old_infoと差し替えたい情報

このメソッドでは次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

IsActive
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オブジェクトインプリメンテーションは現在実行中です。オブジェクトを非活性
化してから，その情報を変更してください。

注
現在活性状態のインプリメンテーションの情報は変更できません。このメソッド
でオブジェクトのインプリメンテーション名やオブジェクト名を変更するときは，
必ずこの注意を守ってください。そうすることで，クライアントアプリケーショ
ンがオブジェクトを古い名前で検索することを防げます。

● CreationImplDef_ptr create_CreationImplDefcreate_CreationImplDefcreate_CreationImplDefcreate_CreationImplDef();
このメソッドは，CreationImplDefオブジェクトのインスタンスを返し，その後，属
性を設定できます。詳細については，「25.1　CreationImplDef」を参照してくださ
い。

● void destroy_on_unregisterdestroy_on_unregisterdestroy_on_unregisterdestroy_on_unregister(
CORBA::Boolean valvalvalval);

このメソッドは，OADの destroy_on_unregister属性を設定します。
• val

TRUEを設定すると，活性状態のインプリメンテーションが登録解除時にすべて
シャットダウンされます。TRUEを設定しない場合は，登録解除時にシャットダウ
ンされません。

● CORBA::Boolean destroy_on_unregisterdestroy_on_unregisterdestroy_on_unregisterdestroy_on_unregister();
このメソッドは，インプリメンテーションの destroy_on_unregister属性の設定を返
します。この属性に TRUEが設定されていると，活性状態のインプリメンテーション
が，登録解除時にすべてシャットダウンされます。

● CORBA::CreationImplDef_ptr get_implementationget_implementationget_implementationget_implementation(
const char *repIdrepIdrepIdrepId，
const char *object_nameobject_nameobject_nameobject_name);

このメソッドは，指定されたリポジトリ IDとオブジェクト名に対して登録されたイ
ンプリメンテーションに関する情報を検索します。
• repId
リポジトリ ID

• object_name
オブジェクト名

このメソッドでは次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

● ImplementationStatus *get_statusget_statusget_statusget_status(
const char *repIdrepIdrepIdrepId，
const char *object_nameobject_nameobject_nameobject_name);

このメソッドは，指定されたリポジトリ IDとオブジェクト名に対して登録されたイ
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ンプリメンテーションに関するステータス情報を検索します。
• repId
リポジトリ ID

• object_name
オブジェクト名

● ImplStatusList *get_status_allget_status_allget_status_allget_status_all();
このメソッドは，すべてのインプリメンテーションに関するステータス情報を含む
ImplStatusListを返します。

● ImplStatusList *get_status_interfaceget_status_interfaceget_status_interfaceget_status_interface(
const char *repIdrepIdrepIdrepId);

このメソッドは，指定されたリポジトリ IDに対して登録されたインプリメンテー
ションに関するステータス情報を取得します。
• repId
リポジトリ ID

このメソッドでは次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

● CORBA::Object reg_implementationreg_implementationreg_implementationreg_implementation(
CORBA::CreationImplDef_ptr implimplimplimpl);

このメソッドは，インプリメンテーションを OADと Borland Enterprise Server 
VisiBrokerディレクトリサービスに登録します。
• impl

CreationImplDefのインスタンス

このメソッドでは次の例外が発生します。

DuplicateEntry
指定したオブジェクトは重複エントリです。未登録オブジェクトを指定してくだ
さい。

● void unreg_implementationunreg_implementationunreg_implementationunreg_implementation(
const char *repIdrepIdrepIdrepId,const char *object_nameobject_nameobject_nameobject_name);

このメソッドは，リポジトリ IDとオブジェクト名でインプリメンテーションを登録
解除します。destroy_on_unregister属性に trueが設定してあると，このメソッドは，
指定されたリポジトリ IDとオブジェクト名を現在実装しているプロセスをすべて終
了させます。
• repId
リポジトリ ID

• object_name
オブジェクト名

このメソッドでは次の例外が発生します。
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NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

● void unreg_interfaceunreg_interfaceunreg_interfaceunreg_interface(
const char *repIdrepIdrepIdrepId);

このメソッドは，リポジトリ IDに対応するすべてのインプリメンテーションを登録
解除します。destroy_on_unregister属性が trueに設定してあると，このメソッドは，
指定されたリポジトリ IDが現在実装されているプロセスを，すべて終了させます。
• repId
リポジトリ ID

このメソッドでは次の例外が発生します。

NotRegistered
指定したオブジェクトは未登録です。登録済みオブジェクトを指定してください。

● void unregister_allunregister_allunregister_allunregister_all();
このメソッドは，すべてのインプリメンテーションを登録解除します。
destroy_on_unregister属性に trueを設定していないかぎり，活性状態のすべてのイ
ンプリメンテーションが実行を続けます。
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25.5　ObjectStatus
 
struct Activation::ObjectStatus
 

この構造体は，OADに登録されているオブジェクトインプリメンテーションによって提
供される，特定のオブジェクトについての情報を表すために使います。この構造体は，
ObjectStatusListクラスによって返されます。ObjectStatusListクラスについては，
「25.6　ObjectStatusList」を参照してください。

 
module Activation
{
    ...
    struct ObjectStatus {
        long      unique_id;
        State     activation_state;
        Object    objRef;
    };
    ...
};

25.5.1　インクルードファイル
この構造体を使用するときは，oad_c.hhをインクルードしてください。

25.5.2　ObjectStatusのメンバ
● CORBA::Long unique_idunique_idunique_idunique_id;
オブジェクト特有の識別子です。

● State activation_stateactivation_stateactivation_stateactivation_state;
オブジェクトの現在の活性状態です。次のどれかの値となります。
• ACTIVE
• INACTIVE
• WAITING_FOR_ACTIVATION

● CORBA::Object objRefobjRefobjRefobjRef;
構造体で表される状態のオブジェクト
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25.6　ObjectStatusList
 
class Activation::ObjectStatusList
 

このクラスは，ObjectStatus構造体のリストを実装し，サーバが提供するオブジェクト
の情報を表すために使用します。

「25.5　ObjectStatus」も参照してください。

25.6.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，oad_c.hhをインクルードしてください。

25.6.2　ObjectStatusListのメソッド
● void lengthlengthlengthlength(

CORBA::ULong lenlenlenlen);
リストの長さを設定します。
• len
リストの長さ

● CORBA::ULong lengthlengthlengthlength() const;
リストの長さを返します。

● CORBA::ULong maximummaximummaximummaximum() const;
リストの最大長を返します。

● ObjectStatus& operatoroperatoroperatoroperator[ ][ ][ ][ ](
CORBA::ULong indexindexindexindex);

指定されたインデックスを持つ ObjectStatus構造体をリストから返します。
• index
返されるリスト項目のインデックス。このインデックスは 0から始まります。
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25.7　StringSequence
 
class CORBA::StringSequence
 

StringSequenceクラスは，CreationImplDefオブジェクトに対応する引数，または環境
変数のリストを含みます。CreationImplDefオブジェクトについては，「25.1　
CreationImplDef」を参照してください。

25.7.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，corba.hをインクルードしてください。

25.7.2　StringSequenceのメソッド
● CORBA::StringSequenceCORBA::StringSequenceCORBA::StringSequenceCORBA::StringSequence(

CORBA::ULong maxmaxmaxmax = 0);
このメソッドは，指定された長さで，StringSequenceオブジェクトを生成します。
• max
リスト内の引数の最大長。デフォルト長は 0です。

● CORBA::StringSequenceCORBA::StringSequenceCORBA::StringSequenceCORBA::StringSequence(
CORBA::ULong maxmaxmaxmax, 
CORBA::ULong lengthlengthlengthlength,
char **datadatadatadata, 
CORBA::Boolean releasereleasereleaserelease = 0);

このメソッドは，指定されたパラメタで，StringSequenceオブジェクトを生成しま
す。
• max
シーケンスの引数の最大数

• length
シーケンスの長さ

• data
シーケンスを構成する文字列

• release
1を設定した場合，このオブジェクトがデストラクトされた際にリストに対応する
すべてのメモリが解放されます。

● ~~~~CORBA::StringSequenceCORBA::StringSequenceCORBA::StringSequenceCORBA::StringSequence();
このメソッドは，このオブジェクトをデストラクトします。
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25.7.3　StringSequenceに関連するメソッド
● static char **allocbufallocbufallocbufallocbuf(

CORBA::ULong nelemsnelemsnelemsnelems);
このメソッドは，指定されたリスト要素の数に合わせてメモリを割り当てます。
• nelems
リスト内の要素数

● CORBA::ULong comparecomparecomparecompare(
const CORBA::StringSequence& seq1seq1seq1seq1,
const CORBA::StringSequence& seq2seq2seq2seq2);

このメソッドは，二つの StringSequenceオブジェクトを比較し，それらが同一であ
る場合，0を返します。そうでない場合は 0以外の数字を返します。
• seq1
比較する最初のオブジェクト

• seq2
比較する 2番目のオブジェクト

● static void freebuffreebuffreebuffreebuf(
char **datadatadatadata);

このメソッドは，指定されたポインタに対応するメモリを解放します。
• data
解放されるリストメモリ

● static void freebuf_elemsfreebuf_elemsfreebuf_elemsfreebuf_elems(
char **datadatadatadata, CORBA::ULong nelemsnelemsnelemsnelems);

このメソッドは，指定されたリスト要素の数に合わせてメモリを解放します。また，
シーケンスが使用したメモリ，および StringSequenceが保持する文字列を解放しま
す。

注
StringSequenceに格納される文字列が，プログラムのほかから参照されている場
合，その文字列が使用したメモリは解放しません。ただし，複数の文字列の配列
である StringSequenceは，削除され，メモリを解放します。

• data
解放されるリストメモリ

• nelems
要素の数

● CORBA::ULong hashhashhashhash(
CORBA::StringSequence& seqseqseqseq);

このメソッドは，指定されたオブジェクトのハッシュ値を返します。
• seq
ハッシュ値が返される StringSequence
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● CORBA::ULong lengthlengthlengthlength() const;
このメソッドは，シーケンス内の要素数を返します。

● void lengthlengthlengthlength(
CORBA::ULong lenlenlenlen);

このメソッドは，シーケンス内の要素数を設定します。
• len
新しい長さ

● CORBA::ULong maximummaximummaximummaximum() const;
このメソッドは，リスト内の引数の数を返します。

● CORBA::StringSequence& operatoroperatoroperatoroperator====(
const CORBA::StringSequence& seqseqseqseq);

この演算子は，代入による StringSequenceのコピーを可能にします。
• seq
コピーするオブジェクト

● char *operator[ ]operator[ ]operator[ ]operator[ ](
CORBA::ULong indexindexindexindex);

この演算子は，インデックスを使って StringSequence内の引数へのアクセスを可能
にします。
• index
任意の文字列シーケンスの 0から始まるインデックス

● static void _release_release_release_release(
CORBA::StringSequence* ptr ptr ptr ptr);

このメソッドは，指定された StringSequenceオブジェクトを解放します。
• ptr
解放する StringSequenceオブジェクト
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26　ネーミングサービスインタ
フェースとクラス（C++）
この章では，C++言語でプログラミングする場合に，Borland 
Enterprise Server VisiBrokerのネーミングサービスで使用す
るインタフェースとクラスについて説明します。

26.1　NamingContext

26.2　NamingContextExt

26.3　Bindingと BindingList

26.4　BindingIterator

26.5　NamingContextFactory

26.6　ExtendedNamingContextFactory
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26.1　NamingContext
 
class NamingContext : public virtual CORBA::Object
 

このオブジェクトを使用して，VisiBroker ORBオブジェクト，またはほかの
NamingContextオブジェクトにバインドされるネームを登録したり，操作したりしま
す。クライアントアプリケーションは，このインタフェースを使用して，コンテキスト
内のネームを resolveまたは listによって処理します。オブジェクトインプリメンテー
ションは，このオブジェクトを使用して，オブジェクトインプリメンテーション，また
は NamingContextオブジェクトをネームにバインドします。NamingContextの IDL仕
様を IDLサンプル 26-1に示します。

IDLサンプル 26-1　NamingContextインタフェースの IDL仕様
 
module CosNaming {
    interface NamingContext {
        void bind(in Name n, in Object obj)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName,
                   AlreadyBound);
        void rebind(in Name n, in Object obj)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName);
        void bind_context(in Name n, in NamingContext nc)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName,
                   AlreadyBound);
        void rebind_context(in Name n, in NamingContext nc)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName);
        Object resolve(in Name n)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName);
        void unbind(in Name n)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName);
        NamingContext new_context( );
        NamingContext bind_new_context(in Name n)
            raises(NotFound, CannotProceed, InvalidName,
                   AlreadyBound);
        void destroy( )
            raises(NotEmpty);
        void list(in unsigned long how_many,
            out BindingList bl,
            out BindingIterator bi);
    };
};

26.1.1　NamingContextのメソッド
● virtual void bindbindbindbind(

const Name& _n_n_n_n, CORBA::Object_ptr _obj_obj_obj_obj) ;
このメソッドは，指定された nameを指定された Objectにバインドします。このと
き，最初の NameComponentに対応づけられたコンテキストを解決し，その後，次に
示す Nameを使用して新しいコンテキストにオブジェクトをバインドします。
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Name[NameComponent2 ,...,NameComponent(n-1) ,NameComponentn ]
 

解決とバインドのこの再帰的なプロセスは，NameComponent(n-1)に関連づけられた

コンテキストが解決され，ネームとオブジェクトとの実際のバインドが格納されるま
で続きます。パラメタ nがシンプルネームである場合には，objは，この
NamingContext内の nにバインドされます。
• _n
オブジェクトに指定するネームで初期化される Name構造体

• _obj
ネーミングされるオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotFound
Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。

CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。ク
ライアントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続でき
ます。

InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

AlreadyBound
bindオペレーション，または bind_contextオペレーションの Nameは，
NamingContext内の別のオブジェクトにすでにバインドされています。

● virtual void rebindrebindrebindrebind(
const Name& _n_n_n_n, CORBA::Object_ptr _obj_obj_obj_obj) ;

このメソッドは，AlreadyBound例外が発行されないという点を除いて，bindメソッ
ドと同じです。指定されたNameがすでに別のオブジェクトにバインドされている場
合には，このバインドは，新しいバインドで置き換えられます。
• _n
オブジェクトに指定するネームで初期化される Name構造体

• _obj
ネーミングされるオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotFound
Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。

CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。ク
ライアントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続でき
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ます。

InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● virtual void bind_contextbind_contextbind_contextbind_context(
const Name& _n_n_n_n, NamingContext_ptr _nc_nc_nc_nc);

このメソッドは，指定された Nameが，任意の VisiBroker ORBオブジェクトではな
く，NamingContextに対応づけられるという点を除いて，bindメソッドと同じです。
• _n
希望するネーミングコンテキスト名で初期化される Name構造体。シーケンス内の
最初の (n-1)個の NameComponent構造体は，NamingContextを解決する必要が
あります。

• _nc
バインドされる NamingContextオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotFound
Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。

CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。ク
ライアントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続でき
ます。

InvalidName
指定された Nameにネームコンポーネントがありません。または IDフィールド
に空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

AlreadyBound
bindオペレーション，または bind_contextオペレーションのNameは，
NamingContext内の別のオブジェクトにすでにバインドされています。

● virtual void rebind_contextrebind_contextrebind_contextrebind_context(
const Name& _n_n_n_n, NamingContext_ptr _nc_nc_nc_nc);

このメソッドは，AlreadyBound例外が発行されないという点を除いて，
bind_contextメソッドと同じです。指定された Nameがすでに別のネーミングコンテ
キストにバインドされている場合には，このバインドは，新しいバインドで置き換え
られます。
• _n
オブジェクトに指定するネームで初期化される Name構造体

• _nc
リバインドされる NamingContextオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。
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NotFound
Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。

CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。ク
ライアントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続でき
ます。

InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● virtual CORBA::Object _ptr resolveresolveresolveresolve(
const Name& _n_n_n_n);

このメソッドは，指定されたNameを解決し，オブジェクトリファレンスを返しま
す。パラメタ nがシンプルネームである場合には，この NamingContextで解決され
ます。
nがコンプレックスネームである場合には，最初のNameComponentに関連づけられ
たコンテキストを使用して解決されます。その後，新しいコンテキストを使用して次
に示すNameを解決します。
 
Name[NameComponent2 ,...,NameComponent(n-1) ,NameComponentn ]
 

この再帰的なプロセスは，n番目の NameComponentに関連づけられたオブジェクト
が返されるまで続きます。
• _n
対象となるオブジェクトのネームで初期化される Name構造体

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotFound
Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。

CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。ク
ライアントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続でき
ます。

InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● virtual void unbindunbindunbindunbind(
const Name& _n_n_n_n);

このメソッドは，bindメソッドの逆で，指定された Nameに対応しているバインドを
削除します。
• _n
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バインドの解除をしたいネームの Name構造体

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotFound
Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。

CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。ク
ライアントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続でき
ます。

InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● virtual NamingContext_ptr new_contextnew_contextnew_contextnew_context();
このメソッドは，新しいネーミングコンテキストを作成します。新しく作成されたコ
ンテキストは，このオブジェクトと同じサーバ内で実装されます。新しいコンテキス
トは，初期状態ではどの Nameにもバインドされていません。

● virtual NamingContext_ptr bind_new_contextbind_new_contextbind_new_contextbind_new_context(
const Name& _n_n_n_n);

このメソッドは，新しいコンテキストを作成し，そのコンテキスト内で指定された
Nameにバインドします。
• _n
新しく作成された NamingContextオブジェクトに対して指定されたネームで初期
化される Name構造体

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotFound
Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。

CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。ク
ライアントは，返されたネーミングコンテキストからオペレーションを継続でき
ます。

InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

AlreadyBound
bindオペレーション，または bind_contextオペレーションのNameは，
NamingContext内の別のオブジェクトにすでにバインドされています。

● virtual void destroydestroydestroydestroy();
このメソッドは，現在のネーミングコンテキストを非活性化します。このオブジェク
トでオペレーションを呼び出そうとすると，CORBA::OBJECT_NOT_EXISTランタ
698



26.　ネーミングサービスインタフェースとクラス（C++）
イム例外が発生します。
このメソッドを使用する前に，unbindメソッドを使用して，NamingContextオブ
ジェクトに対応してバインドされているすべてのNameオブジェクトをバインド解除
しておく必要があります。空でないNamingContextオブジェクトを破棄しようとす
ると，NotEmpty例外が発生します。

● virtual void listlistlistlist(
CORBA::ULong _how_many_how_many_how_many_how_many,
BindingList_out _blblblbl, 
BindingIterator_out _bibibibi);

このメソッドは，現在のコンテキストに含まれているすべてのバインドを返します。
how_manyパラメタで指定した数までの Nameが，BindingListによって返されま
す。残りのバインドは，BindingIteratorによって返されます。返された BindingList
と BindingIteratorを使用すると，ネームのリストを参照できます。BindingListの詳
細については，「26.3　Bindingと BindingList」を参照してください。
• _how_many
返される Nameの最大数

• _bl
呼び出しプログラムに返される Nameのリスト。リストのネームの数は how_many
の値を超えません。

• _bi
残りの Nameを参照するためのイタレータ
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26.2　NamingContextExt
 
class NamingContextExt :
                       public virtual NamingContext,
                       public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，NamingContextインタフェースを継承したもので，文字列化した名前と
URLを使用するときに必要なオペレーションを提供します。

IDLサンプル 26-2　NamingContextExtインタフェースの IDL仕様
 
module CosNaming {
    interface NamingContextExt{
        typedef string StringName;
        typedef string Address;
        typedef string URLString;
 
        StringName to_string(in Name n)
            raises(InvalidName);
        Name to_name(in StringName sn)
            raises(InvalidName);
 
        exception InvalidAddress {};
 
        URLString to_url(in Address addr, in StringName sn)
            raises(InvalidAddress, InvalidName);
        Object resolve_str(in StringName n)
            raises(NotFound, CannotProceed, 
                   InvalidName);
    };
};

26.2.1　NamingContextExtのメソッド
● virtual char* to_stringto_stringto_stringto_string(

const Name& _n_n_n_n);
このオペレーションは，指定した Nameの文字列化表現を返します。
• _n
対象となるオブジェクトの名前で初期化される Name構造体

このメソッドでは，次の例外が発生します。

InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● virtual Name* to_nameto_nameto_nameto_name(
const char* _sn_sn_sn_sn);

このオペレーションは，指定した文字列化された名前の Nameオブジェクトを返しま
す。
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• _sn
オブジェクトの文字列化された名前

このメソッドでは，次の例外が発生します。

InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● virtual char* to_urlto_urlto_urlto_url(
const char* _addr_addr_addr_addr, const char* _sn_sn_sn_sn);

このオペレーションは，_addrに指定したURLコンポーネントと，_snに指定した文
字列化名から，完全なURL文字列を返します。
• _addr
「myhost.inprise.com:800」の形式のURLコンポーネント。このパラメタの指
定を省略すると，自ホストを仮定します。

• _sn
文字列化したオブジェクト名

このメソッドでは，次の例外が発生します。

InvalidAddress
addrパラメタに指定したアドレスが不正です。

InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。

● virtual CORBA::Object _ptr resolve_strresolve_strresolve_strresolve_str(
const char* _n_n_n_n);

このオペレーションは，指定した文字列名のNameオブジェクトを返します。
• _n
文字列化したオブジェクト名

このメソッドでは，次の例外が発生します。

NotFound
Nameまたはそのコンポーネントの一つが見つかりません。

CannotProceed
シーケンスの NameComponentオブジェクトの一つが解決されていません。ク
ライアントは，返された NamingContextからオペレーションを継続できます。

InvalidName
指定された Nameにはネームコンポーネントがありません。または IDフィール
ドに空文字列を指定したネームコンポーネントがあります。
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26.3　Bindingと BindingList
 
struct Binding
    class BindingList : private VISResource
 

Binding構造体，BindingListクラス，および BindingIteratorクラスは，
NamingContextオブジェクトの中に「名前とオブジェクトのバインド」を定義するため
に使用します。Binding構造体は，名前とオブジェクトのペアを一組カプセル化します。
binding_nameフィールドは Nameを表し，binding_typeフィールドは VisiBroker 
ORBオブジェクトとNamingContextオブジェクトのどちらにNameをバインドするか
を表します。

BindingListは，NamingContextオブジェクトに含まれる Binding構造体のシーケンス
です。BindingListを使用するプログラムの例については，サンプルとして提供されてい
る examples/vbe/ins/pluggable_adapterディレクトリを参照してください。

IDLサンプル 26-3　Binding構造体の IDL仕様
 
module CosNaming {
    enum BindingType {
        nobject,
        ncontext
    }
    struct Binding {
        Name binding_name;
        BindingType binding_type;
    };
    typedef sequence<Binding>BindingList;
};
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26.4　BindingIterator
 
class BindingIterator : public virtual CORBA::Object
 

このオブジェクトは，クライアントアプリケーションが，NamingContextの listメソッ
ドによって返されるこのオブジェクトを使用して，オブジェクトとネームのバインドを，
数を指定しないで反復的に参照するために使用します。詳細については，「26.1.1　
NamingContextのメソッド」の「virtual void list(CORBA::ULong _how_many, 
BindingList_out _bl, BindingIterator_out _bi)」を参照してください。BindingIterator
を使用するプログラムの例については，サンプルとして提供されている examples/vbe/
ins/pluggable_adapterディレクトリを参照してください。

IDLサンプル 26-4　Binding構造体の IDL仕様
 
module CosNaming {
    interface BindingIterator {
        boolean next_one(out Binding b);
        boolean next_n(in unsigned long how_many,
                       out BindingList b);
        void destroy( );
    };
};

26.4.1　BindingIteratorのメソッド
● virtual CORBA::Boolean next_onenext_onenext_onenext_one(

Binding_out b_b_b_b_);
このメソッドは，リストから次の Bindingを返します。リストに次の Bindingがない
場合には CORBA::FALSEが返ります。それ以外の場合には CORBA::TRUEが返り
ます。
• b_
リストの次の Bindingオブジェクト

● virtual CORBA::Boolean next_nnext_nnext_nnext_n(
CORBA::ULong _how_many_how_many_how_many_how_many, BindingList_out _b_b_b_b);

このメソッドは，リストから要求された Bindingオブジェクトの数を含む
BindingListを返します。リストに次の Bindingがない場合には，返されるバインド
の数が，要求された数よりも少ない場合があります。リストに次の Bindingがない場
合には CORBA::FALSEが返ります。それ以外の場合には CORBA::TRUEが返りま
す。
• _how_many
要求される Bindingオブジェクトの最大数

• _b
要求された Bindingオブジェクト数以下のオブジェクトが登録された BindingList
703



26.　ネーミングサービスインタフェースとクラス（C++）
● virtual void destroydestroydestroydestroy();
このメソッドは，オブジェクトを破棄し，オブジェクトに対応するメモリを解放しま
す。このメソッドの呼び出しに失敗すると，メモリの使用量が増大します。
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26.5　NamingContextFactory
 
class NamingContextFactory :
                       public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，最初のNamingContextを実体化します。クライアントは，このオブ
ジェクトにバインドし，create_contextメソッドを使用して最初のコンテキストを作成
できます。最初のコンテキストを作成したら，new_contextメソッドを使用して，ほか
のコンテキストを作成できます。new_contextメソッドについては，「26.1.1　
NamingContextのメソッド」の「virtual NamingContext_ptr new_context();」を参照
してください。

ネーミングサービスが起動するときに，このネーミングコンテキストファクトリのイン
スタンスが作成されます。詳細については，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「ネーミングコンテキストファクトリ」の記述
およびサンプルとして提供されている examples/vbe/ins/cluster_failoverディレクトリを
参照してください。

一つのルートコンテキストを自動的に作成するNamingContextFactoryの作成方法につ
いては，「26.6　ExtendedNamingContextFactory」を参照してください。

IDLサンプル 26-5　NamingContextFactoryの IDL仕様
 
module CosNaming {
    interface NamingContextFactory {
        NamingContext create_context( );
        oneway void shutdown( );
    };
};

26.5.1　NamingContextFactoryのメソッド
● virtual CosNaming::NamingContextExt_ptr create_contextcreate_contextcreate_contextcreate_context();
このメソッドによって，クライアントはネーミングコンテキストを作成します。ネー
ミングコンテキストにはルートコンテキストが指定されていません。そのため，
NamingContextFactoryを実体化しただけではネーミングコンテキストは作成されま
せん。

● virtual ClusterManager_ptr get_cluster_managerget_cluster_managerget_cluster_managerget_cluster_manager();
このメソッドは，クラスタを返します。

● virtual NamingContextList* list_all_rootslist_all_rootslist_all_rootslist_all_roots(
const char* _password_password_password_password);

このメソッドは，ルートコンテキストの一覧を返します。

● virtual void remove_stale_contextsremove_stale_contextsremove_stale_contextsremove_stale_contexts (
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const char* _password_password_password_password);
このメソッドは，クラスタの存在期間中に，クライアントがクラスタからメンバを削
除できるようにします。

● virtual void shutdownshutdownshutdownshutdown();
このメソッドによって，クライアントは安全にネーミングサービスを終了できます。
サービスを同じログファイルで再開した場合，ファクトリは，前回終了した状態です。
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26.6　ExtendedNamingContextFactory
 
class ExtendedNamingContextFactory :
                       public virtual NamingContextFactory,
                       public virtual CORBA::Object
 

このクラスは，NamingContextFactoryインタフェースを拡張し，拡張ネーミングサー
ビスの起動時にファクトリ内でデフォルトルートを作成できるようにします。詳細につ
いては，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」
の「ネーミングサービスの使用」の記述を参照してください。

IDLサンプル 26-6　ExtendedNamingContextFactoryの IDL仕様
 
module CosNaming {
    interface ExtendedNamingContextFactory
                          :NamingContextFactory{
        NamingContext root_context( );
    };
};

26.6.1　ExtendedNamingContextFactoryのメソッド
● virtual CosNaming::NamingContextExt_ptr root_contextroot_contextroot_contextroot_context();
このメソッドは，該当するオブジェクトが実体化したときに，自動的に生成された
ルートネーミングコンテキストを返します。
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27　ポータブルインタセプタイ
ンタフェースとクラス
（C++）
この章では，OMG標準規格で定義されたポータブルインタセ
プタのインタフェースとクラスの，Borland Enterprise Server 
VisiBrokerでのインプリメンテーションについて，C++言語
でのインタフェースを説明します。これらのインタフェースと
クラスの詳細については，「OMG Final Adopted仕様」を参照
してください。また，この章で説明するインタフェースを使用
する前に，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「ポータブルインタセ
プタの使用」の記述を参照してください。

27.1　概要

27.2　ClientRequestInfo

27.3　ClientRequestInterceptor

27.4　Codec

27.5　CodecFactory

27.6　Current

27.7　Encoding

27.8　ExceptionList

27.9　ForwardRequest
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27.10　Interceptor

27.11　IORInfo

27.12　IORInfoExt

27.13　IORInterceptor

27.14　ORBInitializer

27.15　ORBInitInfo

27.16　Parameter

27.17　ParameterList

27.18　PolicyFactory

27.19　RequestInfo

27.20　ServerRequestInfo

27.21　ServerRequestInterceptor
710



27.　ポータブルインタセプタインタフェースとクラス（C++）
27.1　概要
VisiBroker ORBは，拡張機能をプラグインするためのインタセプタである APIを提供
します。例えば，トランザクションとセキュリティのサポートなどが拡張機能の一例で
す。インタセプタは，VisiBroker ORBの内部にフックされています。これによって，
VisiBroker ORBサービスは，VisiBroker ORBの通常の実行の流れを受け取れます。
Borland Enterprise Server VisiBrokerがサポートしているインタセプタには，次の 2種
類があります。

●ポータブルインタセプタ
OMGが標準化したインタセプタです。これによって，異なるベンダの ORB間で使用
できる，ポータブルなインタセプタのコードを記述できます。

● VisiBroker 4.xのインタセプタ
VisiBroker 4.xで定義された，Borland Enterprise Server VisiBroker独自のインタセ
プタです。

VisiBroker 4.xインタセプタの詳細については，マニュアル「Borland Enterprise 
Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「VisiBroker 4.xインタセプタの使用」
の記述を参照してください。また，「28.　VisiBroker 4.xインタセプタおよびオブジェク
トラッパーのインタフェースとクラス（C++）」を参照してください。

ポータブルインタセプタには，次の 2種類があります。

●リクエストインタセプタ
リクエストインタセプタを使用すると，VisiBroker ORBサービスはクライアントと
サーバの間でコンテキスト情報の受け渡しができるようになります。リクエストイン
タセプタには，クライアントリクエストインタセプタとサーバリクエストインタセプ
タの 2種類があります。

● IORインタセプタ
IORインタセプタを使用すると，VisiBroker ORBサービスは，サーバまたはオブ
ジェクトの ORBサービス関連の機能を定義する IORに情報を登録できるようになり
ます。例えば，SSLなどのセキュリティサービスは，自身のタグ付きコンポーネント
を IORに登録できるようになります。これによって，そのコンポーネントを認識する
クライアントは，そのコンポーネントの情報に基づいて，サーバとの間にコネクショ
ンを確立できます。

ポータブルインタセプタの詳細については，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「ポータブルインタセプタの使用」の記述を参
照してください。
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27.2　ClientRequestInfo
 
class PortableInterceptor::ClientRequestInfo :
                       public virtual RequestInfo,
                       public CORBA::LocalObject
 

このクラスは，RequestInfoから派生したクラスで，クライアント側のインタセプトポイ
ントに渡されます。ClientRequestInfoのメソッドは，一部のインタセプトポイントでは
有効ではありません。

次の表に，属性またはメソッドの有効性を示します。無効の属性またはメソッドにアク
セスすると，標準マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が発生します。

表 27-1　ClientRequestInfoの有効性（C++）

send_reque
st

send_p
oll

receive_re
ply

receive_excepti
on

receive_oth
er

request_id ○ ○ ○ ○ ○

operation ○ ○ ○ ○ ○

arguments ○※ 1 × ○ × ×

exceptions ○ × ○ ○ ○

contexts ○ × ○ ○ ○

operation_context ○ × ○ ○ ○

result × × ○ × ×

response_expected ○ ○ ○ ○ ○

sync_scope ○ × ○ ○ ○

reply_status × × ○ ○ ○

forward_reference × × × × ○※ 2

get_slot ○ ○ ○ ○ ○

get_request_service_contex
t

○ × ○ ○ ○

get_reply_service_context × × ○ ○ ○

target ○ ○ ○ ○ ○

effective_target ○ ○ ○ ○ ○

effective_profile ○ ○ ○ ○ ○

received_exception × × × ○ ×

received_exception_id × × × ○ ×

get_effective_component ○ × ○ ○ ○

get_effective_components ○ × ○ ○ ○

get_request_policy ○ × ○ ○ ○
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（凡例）
○：有効，×：無効

注※ 1
ClientRequestInfoが send_request()に渡される場合，in，inout，または outの各
引数のリストにエントリがありますが，使用できるのは inout引数と out引数だけ
です。

注※ 2
reply_status()が LOCATION_FORWARDを返さない場合，この属性にアクセスす
ると，標準マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が発生します。

27.2.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.2.2　ClientRequestInfoのメソッド
● virtual CORBA::Object_ptr targettargettargettarget() = 0;
このメソッドは，クライアントがオペレーションを実行するために呼び出したオブ
ジェクトを返します。effective_target()メソッドも参照してください。

● virtual CORBA::Object_ptr effective_targeteffective_targeteffective_targeteffective_target () = 0;
このメソッドは，実際のオペレーション呼び出し元オブジェクトを返します。
reply_status()が LOCATION_FORWARDを返す場合，後続のリクエストに対して
targetが返す内容は変わりませんが，effective_targetは，フォワードされた IORを
返します。

● virtual IOP::TaggedProfile* effective_profileeffective_profileeffective_profileeffective_profile() = 0;
このメソッドは，IOP::TaggedProfileの形式でプロファイルを返します。返されたプ
ロファイルは，リクエストの送信に使用されます。このオペレーションのオブジェク
トにロケーションフォワードが発生し，そのオブジェクトのプロファイルが変更され
た場合，このプロファイルが探索結果のプロファイルとなります。

● virtual CORBA::Any* received_exceptionreceived_exceptionreceived_exceptionreceived_exception() = 0;
このメソッドは，クライアントに返される例外を格納するデータを CORBA::Anyの
形式で返します。
CORBA::Anyに挿入できないユーザ例外の場合，例えば，未知の例外やバインディン

add_request_service_conte
xt

○ × × × ×

send_reque
st

send_p
oll

receive_re
ply

receive_excepti
on

receive_oth
er
713



27.　ポータブルインタセプタインタフェースとクラス（C++）
グで TypeCodeが提供されない場合などは，この属性は，標準マイナーコード 1の
UNKNOWNシステム例外を格納する CORBA::Anyとなります。ただし，この例外
の RepositoryIdは，received_exception_id属性に使用できます。

● virtual char* received_exception_idreceived_exception_idreceived_exception_idreceived_exception_id() = 0;
このメソッドは，クライアントに返される received_exceptionの IDを返します。

● virtual IOP::TaggedComponent* get_effective_componentget_effective_componentget_effective_componentget_effective_component(
CORBA::ULong _id_id_id_id) = 0;

このメソッドは，リクエストに対して選択されたプロファイルに指定された IDを持
つ IOP::TaggedComponentを返します。
指定された IDのコンポーネントが複数ある場合に，どのコンポーネントを返すかは
定義されていません。指定された IDのコンポーネントが複数ある場合は，このメ
ソッドの代わりに get_effective_components()が呼び出されます。指定された IDの
コンポーネントがない場合は，標準マイナーコード 28の BAD_PARAM例外が発生し
ます。
• _id
返されるコンポーネントの ID

● virtual IOP::TaggedComponentSeq* get_effective_componentsget_effective_componentsget_effective_componentsget_effective_components(
CORBA::ULong _id_id_id_id) = 0;

このメソッドは，リクエストに対して選択されたプロファイルに指定された IDを持
つタグ付きコンポーネントをすべて返します。IOP::TaggedComponentSeqの形式で
返されます。指定された IDのコンポーネントがない場合は，標準マイナーコード 28
の BAD_PARAM例外が発生します。
• _id
返されるコンポーネントの ID

● virtual CORBA::Policy_ptr get_request_policyget_request_policyget_request_policyget_request_policy(
CORBA::ULong _type_type_type_type) = 0;

このメソッドは，オペレーションに対して有効な所定のポリシーを返します。指定し
た型に ORBが対応していない，または指定した型のポリシーオブジェクトがこのオ
ブジェクトに対応づけられていないために，ポリシーの型が無効となる場合は，標準
マイナーコード 2の INV_POLICY例外が発生します。
• _type
返されるポリシーを指定するポリシーの型

● virtual void add_request_service_contextadd_request_service_contextadd_request_service_contextadd_request_service_context(
const IOP::ServiceContext& _service_context_service_context_service_context_service_context,
CORBA::Boolean _replace_replace_replace_replace) = 0;

このメソッドを使用すると，インタセプタで一つ以上のサービスコンテキストをリク
エストに登録できます。サービスコンテキストの順序の宣言はありません。登録され
た順序でサービスコンテキストが表示される場合も，されない場合もあります。
• _service_context
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リクエストに登録する IOP::ServiceContext
• _replace
指定した IDのサービスコンテキストがすでに存在する場合のメソッドの動作。
falseの場合は，標準マイナーコード 15の BAD_INV_ORDER例外が発生します。
trueの場合は，既存のコンテキストが新しいコンテキストに置き換えられます。
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27.3　ClientRequestInterceptor
 
class PortableInterceptor::ClientRequestInterceptor :
                       public virtual Interceptor,
                       public virtual CORBA::LocalObject

このクラスは，ユーザ定義クライアント側インタセプタを継承するときに使用します。
ClientRequestInterceptorインスタンスは，VisiBroker ORBに登録されます。詳細につ
いては，「27.14　ORBInitializer」を参照してください。

27.3.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.3.2　ClientRequestInterceptorのメソッド
● virtual void send_requestsend_requestsend_requestsend_request(

ClientRequestInfo_ptr _ri_ri_ri_ri) = 0;
このインタセプトポイントを使用すると，リクエストがサーバに送信される前に，リ
クエスト情報の照会とサーバコンテキストの修正が，インタセプタでできます。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの send_request()インタセプトポイントは
呼び出されません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのインタセプ
タのインタセプトポイントが呼び出されます。
このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることができます。
インタセプトでこの例外が発生した場合，ほかのインタセプタの send_requestメ
ソッドは呼び出されません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのイ
ンタセプタの receive_other()インタセプトポイントが呼び出されます。
ForwardRequest例外については，「27.9　ForwardRequest」を参照してください。
• _ri
インタセプタが使用する ClientRequestInfoインスタンス

● virtual void send_pollsend_pollsend_pollsend_poll(
ClientRequestInfo_ptr _ri_ri_ri_ri) = 0;

このインタセプトポイントを使用すると，時間非依存呼び出し（TII）によるポーリン
グ get replyシーケンス中に，インタセプタで情報を照会できます。
ただし，VisiBroker ORBは TIIに対応していないため，この send_poll()インタセプ
トポイントが呼び出されることはありません。
• _ri
インタセプタが使用する ClientRequestInfoインスタンス

● virtual void receive_replyreceive_replyreceive_replyreceive_reply(
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ClientRequestInfo_ptr _ri_ri_ri_ri) = 0;
このインタセプトポイントを使用すると，サーバから応答が返されてから，制御がク
ライアントに戻るまでの間に，インタセプタで応答の情報を照会できます。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの receive_reply()メソッドは呼び出されま
せん。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのインタセプタの
receive_exception()インタセプトポイントが呼び出されます。
• _ri
インタセプタが使用する ClientRequestInfoインスタンス

● virtual void receive_exceptionreceive_exceptionreceive_exceptionreceive_exception(
ClientRequestInfo_ptr _ri_ri_ri_ri) = 0;

このインタセプトポイントは例外が発生したときに呼び出されます。これによって，
例外の情報がクライアントに通知される前にインタセプタで例外の情報を照会できま
す。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合は，フロースタックから取り出された一連のインタセプタが，
receive_exception()呼び出し時に受け取る例外が変更されます。クライアントに通知
される例外は，インタセプタが通知する最後の例外です。ほかのインタセプタが例外
を変更しなければ，元の例外が通知されます。
また，このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることがで
きます。インタセプタでこの例外が発生した場合，ほかのインタセプタの
receive_exception()インタセプトポイントは呼び出されません。フロースタックから
インタセプタが取り出され，そのインタセプタの receive_other()インタセプトポイン
トが呼び出されます。ForwardRequest例外については，「27.9　ForwardRequest」
を参照してください。
• _ri
インタセプタが使用する ClientRequestInfoインスタンス

● virtual void receive_otherreceive_otherreceive_otherreceive_other(
ClientRequestInfo_ptr _ri_ri_ri_ri) = 0;

このインタセプトポイントを使用すると，リクエストの結果が，正常な応答でも例外
でもない場合に使用できる情報をインタセプタで照会できます。それは，リクエスト
がリトライになる場合（例えば，LOCATION_FORWARD状態で GIOP Replyを受信
した場合）や，非同期呼び出し時にリクエストの直後に応答が返されないで，制御が
クライアントに戻って終了インタセプトポイントが呼び出される場合などです。
リクエストがリトライになる場合は，適用されているポリシーによって，リトライ指
示直後に新しいリクエストが発行されるときと発行されないときがあります。新しい
リクエストが発行されるときは，このリクエストが新しいリクエストである間は，イ
ンタセプタに関して，元のリクエストとリトライとの間に相関性があります。制御が
クライアントに戻らないため，リクエストをスコープとする
PortableInterceptor::Currentは，元のリクエストの場合もリトライリクエストの場
合も同一です。詳細については，「27.6　Current」を参照してください。このインタ
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セプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム例外が発生
した場合，ほかのインタセプタの receive_other()インタセプトポイントは呼び出され
ません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのインタセプタの
receive_exception()インタセプトポイントが呼び出されます。
また，このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることがで
きます。インタセプタでこの例外が発生した場合，ForwardRequest例外が提供する
新しい情報で一連のインタセプタの receive_other()メソッドが呼び出されます。
ForwardRequest例外については，「27.9　ForwardRequest」を参照してください。
• _ri
インタセプタが使用する ClientRequestInfoインスタンス
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27.4　Codec
 
class IOP::Codec
 

ORBサービスが使用する IORコンポーネントとサービスコンテキストデータの形式は，
IDLデータ型を持つ CDRカプセル化エンコーディングインスタンスとして定義される場
合があります。Codecは，IDLデータ型と CDRカプセル化表現との間でコンポーネント
を受け渡すための機能を持っています。

Codecは CodecFactoryから取得します。CodecFactoryは，
ORB::resolve_initial_references("CodecFactory")の呼び出しで取得できます。

27.4.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，IOP_c.hhファイルをインクルードしてください。

27.4.2　Codecのメンバ
● class Codec::InvalidTypeForEncodingInvalidTypeForEncodingInvalidTypeForEncodingInvalidTypeForEncoding : public CORBA::UserException
この例外は，エンコーディングに不正な型が指定されている場合に，encode()または
encode_value()が出力します。

● class Codec::FormatMismatchFormatMismatchFormatMismatchFormatMismatch : public CORBA::UserException
この例外は，オクテットシーケンスのデータを CORBA::Anyにデコードできない場
合に，decode()または decode_value()が出力します。

● class Codec::TypeMismatchTypeMismatchTypeMismatchTypeMismatch : public CORBA::UserException
この例外は，指定した TypeCodeとオクテットシーケンスが適合しない場合に，
decode_value()が出力します。

27.4.3　Codecのメソッド
● virtual CORBA::OctetSequence* encodeencodeencodeencode(

const CORBA::Any& _data_data_data_data) = 0;
このメソッドは，この Codecに適用されているエンコーディング形式に基づいて，
CORBA::Anyの形式で指定したデータをオクテットシーケンスに変換します。このオ
クテットシーケンスには，TypeCodeと型のデータの両方が格納されます。このオペ
レーションでは，InvalidTypeForEncoding例外が発生する場合があります。
• _data
オクテットシーケンスに変換する，CORBA::Any形式のデータ

● virtual CORBA::Any* decodedecodedecodedecode(
const CORBA::OctetSequence& _data_data_data_data) = 0;
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このメソッドは，この Codecに適用されているエンコーディング形式に基づいて，指
定したオクテットシーケンスを CORBA::Anyオブジェクトにデコードします。
オクテットシーケンスを CORBA::Anyにデコードできない場合，このメソッドは，
FormatMismatch例外を出力します。
• _data

CORBA::Anyに変換する，オクテットシーケンス形式のデータ

● virtual CORBA::OctetSequence* encode_valueencode_valueencode_valueencode_value(
const CORBA::Any& _data_data_data_data) = 0;

このメソッドは，この Codecに適用されているエンコーディング形式に基づいて，指
定した CORBA::Anyオブジェクトをオクテットシーケンスに変換します。
CORBA::Anyのデータだけをエンコードします。TypeCodeのデータはエンコードし
ません。
このオペレーションでは，InvalidTypeForEncoding例外が発生する場合があります。
• _data
エンコード済み CORBA::Anyのデータを格納するオクテットシーケンス

● virtual CORBA::Any* decode_valuedecode_valuedecode_valuedecode_value(
const CORBA::OctetSequence& _data_data_data_data,
CORBA::TypeCode_ptr _tc_tc_tc_tc) = 0;

このメソッドは，指定した TypeCodeと，この Codecに適用されているエンコーディ
ング形式に基づいて，指定したオクテットシーケンスを CORBA::Anyにデコードし
ます。
オクテットシーケンスを CORBA::Anyにデコードできない場合，このメソッドは，
FormatMismatch例外を出力します。
• _data

CORBA::Anyにデコードする，オクテットシーケンス形式のデータ
• _tc
データのデコードに使用する TypeCode
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27.5　CodecFactory
 
class IOP::CodecFactory
 

このクラスは，Codecを取得するときに使用します。CodecFactoryは，
ORB::resolve_initial_references("CodecFactory")の呼び出しで取得できます。

27.5.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，IOP_c.hhファイルをインクルードしてください。

27.5.2　CodecFactoryのメンバ
● class CodecFactory::UnknownEncodingUnknownEncodingUnknownEncodingUnknownEncoding : public CORBA::UserException
この例外は，CodecFactoryで Codecを生成できない場合に発生します。「27.5.3　
CodecFactoryのメソッド」の create_codec()メソッドを参照してください。

27.5.3　CodecFactoryのメソッド
● virtual Codec_ptr create_codeccreate_codeccreate_codeccreate_codec(

const Encoding& _enc_enc_enc_enc) = 0;
このメソッドは，指定したエンコーディング形式の Codecを生成します。
指定したエンコーディング形式の Codecをファクトリが生成できない場合は，
UnknownEncoding例外を出力します。
• _enc

Codecの生成に使用するエンコーディング形式
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27.6　Current
 
class PortableInterceptor::Current:
                       public virtual CORBA::Current,
                       public virtual CORBA::LocalObject
 

Currentクラスは，単なるスロットテーブルです。このテーブルのスロットは，スロッ
トのコンテキストと，リクエストまたは応答のサービスコンテキストとの間で，各サー
ビスがコンテキストデータを受け渡すために使用されます。

Currentを使用する各サービスは，初期化時に確保したスロットを，リクエストと応答
の処理中に使用します。「27.15.3　ORBInitInfoのメソッド」の allocate_slot_id()メ
ソッドを参照してください。

Currentは，ORB::resolve_initial_references("PICurrent")の呼び出しで取得されます。

RequestInfoオブジェクトの get_slot()メソッドを使用すると，インタセプトポイントの
内側から，スレッドスコープからリクエストスコープへ移動した Currentのデータを使
用できます。

27.6.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.6.2　Currentのメソッド
● virtual CORBA::Any* get_slotget_slotget_slotget_slot(

CORBA::ULong _id_id_id_id);
このメソッドを使用すると，サービスは，PICurrentに設定したスロットデータを
CORBA::Any形式で取得できます。
設定されていないスロットを指定した場合は，tk_nullの TCKind値を持つタイプ
コードを格納する CORBA::Anyを返します。
割り当てられていないスロットに対して get_slot()を呼び出すと，InvalidSlot例外が
発生します。
ORBイニシャライザの内側から get_slot()を呼び出すと，マイナーコード 14の
BAD_INV_ORDER例外が発生します。ORBイニシャライザについては，「27.14　
ORBInitializer」を参照してください。
• _id
データを取り出すスロットの SlotId

● virtual void set_slotset_slotset_slotset_slot(
CORBA::ULong _id_id_id_id, const CORBA::Any& _data_data_data_data);
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サービスは，このメソッドを使用して，スロットにデータを CORBA::Anyオブジェ
クトの形式で設定します。
スロットにすでにデータが設定されている場合，既存データは上書きされます。
割り当てられていないスロットに対して set_slot()を呼び出すと，InvalidSlot例外が
発生します。
ORBイニシャライザの内側から set_slot()を呼び出すと，マイナーコード 14の
BAD_INV_ORDER例外が発生します。ORBイニシャライザについては，「27.14　
ORBInitializer」を参照してください。
• _id
データを設定するスロットの SlotId

• _data
指定したスロットに設定する，CORBA::Anyオブジェクト形式のデータ
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27.7　Encoding
 
struct IOP::Encoding
 

この構造体は，Codecのエンコーディング形式を定義します。CDRカプセル化エンコー
ディングなどのエンコード形式，メジャーバージョン，およびマイナーバージョンを定
義します。

次のエンコード形式に対応しています。

• ENCODING_CDR_ENCAPSバージョン 1.0
• ENCODING_CDR_ENCAPSバージョン 1.1
• ENCODING_CDR_ENCAPSバージョン 1.2
• GIOPの将来のバージョンすべてに対応する ENCODING_CDR_ENCAPS

27.7.1　インクルードファイル
この構造体を使用するときは，IOP_c.hhファイルをインクルードしてください。

27.7.2　Encodingのメンバ
● CORBA::Short formatformatformatformat;
このメンバは，Codecのエンコーディング形式を保持します。

● CORBA::Octet major_versionmajor_versionmajor_versionmajor_version;
このメンバは，Codecのメジャーバージョン番号を保持します。

● CORBA::Octet minor_versionminor_versionminor_versionminor_version;
このメンバは，Codecのマイナーバージョン番号を保持します。
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27.8　ExceptionList
 
class Dynamic::ExceptionList
 

このクラスは，RequestInfoクラスの exceptions()メソッドが返す例外情報を保持するた
めに使用する，CORBA::TypeCode型の可変長配列のインプリメンテーションです。
ExceptionListの長さは，実行時に使用できます。

詳細については，「27.19.2　RequestInfoのメソッド」の exceptions()メソッドを参照し
てください。

27.8.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，Dynamic_c.hhファイルをインクルードしてください。
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27.9　ForwardRequest
 
class PortableInterceptor::ForwardRequest : public 
CORBA::UserException
 

インタセプタは，ForwardRequest例外を使用して，新規オブジェクトを指定し，リク
エストのリトライを ORBに指示できます。インタセプタからの ForwardRequest例外
を ORBが受信した場合だけ，リトライが指示されます。それ以外の場合に
ForwardRequest例外が発生すると，その例外は，ユーザ例外と同様に ORBを介して渡
されます。

インタセプタの呼び出しに対してインタセプタから ForwardRequest例外が出力された
場合，そのインタセプトポイントに，ほかのインタセプタは呼び出されません。フロー
スタックに蓄積されたインタセプタに対応する終了インタセプトポイント（クライアン
トの receive_other，またはサーバの send_other()）が呼び出されます。receive_other()
および send_other()の中では，reply_status()は LOCATION_FORWARDを返します。

27.9.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。
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27.10　Interceptor
 
class PortableInterceptor::Interceptor : public virtual 
CORBA::LocalObject
 

Interceptorは，すべてのインタセプタの派生元となるベースクラスです。

27.10.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.10.2　Interceptorのメソッド
● virtual char* namenamenamename() = 0;
このメソッドは，インタセプタの名前を返します。個々のインタセプタには，インタ
セプタを並べ替えるための名前を付けられます。インタセプタ型ごとに，指定した名
前を持つ唯一のインタセプタを VisiBroker ORBに登録できます。空文字列を名前に
設定することで，インタセプタを匿名にすることもできます。
VisiBroker ORBには，幾つでも匿名のインタセプタを登録できます。

● virtual void destroydestroydestroydestroy() = 0;
このメソッドは，ORB::destroy()の実行中に呼び出されます。アプリケーションに
よって ORB::destroy()が呼び出されると，VisiBroker ORBは次のように処理します。
1. 処理中のリクエストがすべて完了するまで待ちます。
2. Interceptor::destroy()メソッドをインタセプタごとに呼び出します。
3. VisiBroker ORBのデストラクトを完了します。

デストラクト中の VisiBroker ORBに実装されているオブジェクトのオブジェクトリ
ファレンスに，Interceptor::destroy()の中からメソッド呼び出しをした場合の動作は
保証できません。ただし，デストラクト中ではない VisiBroker ORBに，実装されて
いるオブジェクトのメソッド呼び出しはできます。つまり，デストラクト中の
VisiBroker ORBは，クライアントとしては使用できますが，サーバとしては使用で
きません。
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27.11　IORInfo
 
class PortableInterceptor::IORInfo : public virtual 
CORBA::LocalObject
 

IORInfoクラスによって，サーバ側の ORBサービスはコンポーネントを追加したり，
IOR構築中に適用可能なポリシーへアクセスしたりできるようになります。

ORBは，このクラスの ORBのインプリメンテーションのインスタンスを
IORInterceptor::establish_components()にパラメタとして渡します。

次の表に，IORInterceptorに定義されたメソッドの，IORInfoでの属性またはメソッド
の有効性を示します。IORInfoの属性またはメソッドに不当な呼び出しをすると，標準
マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が発生します。

表 27-2　IORInfoの有効性（C++）

（凡例）
○：有効，×：無効

27.11.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.11.2　IORInfoのメソッド
● virtual CORBA::Policy_ptr get_effective_policyget_effective_policyget_effective_policyget_effective_policy(

CORBA::ULong _type_type_type_type) = 0;
ORBサービスのインプリメンテーションでは，get_effective_policy()メソッドを呼び
出すことで，特定の型のどのサーバ側ポリシーが構築中の IORに適用されているかを
調べられます。構築中の IORが，POAを使用して実装されたオブジェクトの IORで
ある場合，その POAを生成した PortableServer::POA::create_POA()呼び出しで渡さ

establish_components components_established

get_effective_policy ○ ○

add_ior_component ○ ×

add_ior_component_to_profile ○ ×

manager_id ○ ○

state ○ ○

adapter_template × ○

current_factory × ○
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れた Policyオブジェクトはすべて，get_effective_policyでアクセスできます。
指定した型のポリシーを ORBが認識していない場合，このメソッドは標準マイナー
コード 3の INV_POLICY例外を出力します。
• _type
取得するポリシーの型を指定した CORBA::PolicyType

● virtual void add_ior_componentadd_ior_componentadd_ior_componentadd_ior_component(
const IOP::TaggedComponent& _a_component_a_component_a_component_a_component) = 0;

このメソッドは，IOR構築時にインクルードされるタグ付きコンポーネントのセット
にメンバを追加するときに，establish_components()から呼び出されます。すべての
プロファイルにコンポーネントのセットがインクルードされます。
同じコンポーネント IDのコンポーネントを複数存在させることもできます。
• _a_component
追加する IOP::TaggedComponent

● virtual void add_ior_component_to_profileadd_ior_component_to_profileadd_ior_component_to_profileadd_ior_component_to_profile(
const IOP::TaggedComponent&_a_component_a_component_a_component_a_component,
CORBA::ULong _profile_id_profile_id_profile_id_profile_id) = 0;

このメソッドは，IOR構築時にインクルードされるタグ付きコンポーネントのセット
にメンバを追加するときに，establish_components()から呼び出されます。指定した
プロファイルにコンポーネントのセットがインクルードされます。
指定したプロファイル IDが既存のプロファイルを定義していない場合，およびプロ
ファイルにコンポーネントを追加できない場合，標準マイナーコード 27の
BAD_PARAM例外が発生します。
• _a_component
追加する IOP::TaggedComponent

• _profile_id
コンポーネントを追加するプロファイルの IOP::ProfileId

● virtual CORBA::Long manager_idmanager_idmanager_idmanager_id() = 0;
このメソッドは，アダプタのマネージャへの不透明なハンドルを提供する属性を返し
ます。このメソッドは，同じアダプタマネージャに管理されているアダプタの状態変
更を通知するために使用します。

● virtual CORBA::Short statestatestatestate() = 0;
このメソッドは，アダプタの現在の状態を返します。状態として，HOLDING，
ACTIVE，DISCARDING，INACTIVE，または NON_EXISTENTのどれかを返し
ます。

● virtual ObjectReferenceTemplate_ptr adapter_templateadapter_templateadapter_templateadapter_template() = 0;
IORインタセプタが呼び出されたときは常に，このメソッドがオブジェクトリファレ
ンスのテンプレートを取得するための属性を返します。オブジェクトリファレンスの
テンプレートを直接作成する方法は標準では提供されません。adapter_template()が
返す値は，add_component()と add_component_to_profile()の IORインタセプタ呼
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び出しのために作成されるテンプレート，およびアダプタポリシーです。
adapter_template()が返す値は，オブジェクトアダプタが存続している間は変更され
ません。

● virtual ObjectReferenceFactory_ptr current_factorycurrent_factorycurrent_factorycurrent_factory() = 0;
このメソッドが返す属性を使用して，アダプタがオブジェクトリファレンスを作成す
るときに使用するファクトリにアクセスできます。current_factory()が返す初期値は
adapter_template属性と同じ値ですが，current_factoryにほかのファクトリを設定
することで変更できます。オブジェクトアダプタが作成するオブジェクトリファレン
スは，すべて current_factoryのmake_object()メソッドを呼び出して作成する必要が
あります。

● virtual void current_factorycurrent_factorycurrent_factorycurrent_factory(
ObjectReferenceFactory_ptr _current_factory_current_factory_current_factory_current_factory) = 0;

このメソッドでは，current_factory属性を設定します。アダプタが使用する
current_factory属性の値を設定できるのは，components_establishedメソッドの呼
び出し時だけです。
• _current_factory
設定対象の current_factoryオブジェクト
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27.12　IORInfoExt
 
class PortableInterceptorExt::IORInfoExt:
                              public virtual PortableInterceptor::IORInfo,
                              public virtual CORBA::LocalObject
 

このクラスでは，Borland Enterprise Server VisiBrokerのポータブルインタセプタを拡
張して，POAをスコープとするサーバリクエストインタセプタをインストールします。
IORInfoExtクラスは，IORInfoインタフェースから継承します。IORInfoExtクラスは，
POAをスコープとするサーバリクエストインタセプタに対応するための拡張メソッドを
提供します。

27.12.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptorExt_c.hhファイルをインクルードし
てください。

27.12.2　IORInfoExtのメソッド
● virtual void add_server_request_interceptoradd_server_request_interceptoradd_server_request_interceptoradd_server_request_interceptor(

ServerRequestInterceptor_ptr _interceptor_interceptor_interceptor_interceptor) = 0;
このメソッドは，POAをスコープとするサーバ側リクエストインタセプタをサーバに
追加するときに使用します。
• _interceptor
追加する ServerRequestInterceptor

● virtual char* full_poa_namefull_poa_namefull_poa_namefull_poa_name();
このメソッドは，POAのフルネームを返します。
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27.13　IORInterceptor
 
class PortableInterceptor::IORInterceptor : public virtual 
Interceptor,
                                            public virtual CORBA::LocalObject
 

ポータブル ORBサービスインプリメンテーションでは，クライアントの ORBサービス
インプリメンテーションが正しく機能するように，必要に応じてサーバまたはオブジェ
クトの ORBサービスに関連する機能の定義情報をオブジェクトリファレンスに追加する
必要があります。それは，IORInterceptorクラスと IORInfoクラスが提供しています。
IORインタセプタは，IORにあるプロファイルにタグ付きコンポーネントを設定するた
めに使用します。

27.13.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.13.2　IORInterceptorのメソッド
● virtual void establish_componentsestablish_componentsestablish_componentsestablish_components(

IORInfo_ptr _info_info_info_info) = 0;
サーバ側 ORBは，特定のオブジェクトリファレンスの一つ以上のプロファイルにイ
ンクルードするコンポーネントの一覧を生成するときに，登録済み IORInterceptor
インスタンスすべての establish_components()メソッドを呼び出します。このメソッ
ドは，オブジェクトリファレンスごとに呼び出す必要はありません。POAの場合は，
POA::create_POA()呼び出し時に毎回呼び出されます。ほかのアダプタの場合は，通
常，アダプタの初期化時に呼び出されます。
この段階では，アダプタテンプレートは使用できません。それは，アダプタテンプ
レートに必要な情報（コンポーネント）がまだ作成されていないためです。
• _info
適用可能なポリシーを照会し，生成された IORにインクルードするコンポーネント
を追加するときに，ORBサービスが使用する IORInfoインスタンス
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27.14　ORBInitializer
 
class PortableInterceptor::ORBInitializer : public virtual 
CORBA::LocalObject
 

ORBInitializerクラスをインプリメントする ORBInitializerオブジェクトを登録する
と，対応するインタセプタが登録されます。ORBは，初期化時に登録済み
ORBInitializerをすべて呼び出し，それぞれに ORBInitInfoオブジェクトを渡します。
この ORBInitInfoオブジェクトは，ORBInitializerのインタセプタの登録に使用されま
す。

27.14.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.14.2　ORBInitializerのメソッド
● virtual void pre_initpre_initpre_initpre_init(

ORBInitInfo_ptr _info_info_info_info) = 0;
このメソッドは，ORBの初期化中に呼び出されます。インタセプタによって登録され
た初期サービスが，ほかのインタセプタに使用される場合は，事前に
ORBInitInfo::register_initial_reference()呼び出しで，その初期サービスが登録され
ます。
• _info
インタセプタを登録するための初期化属性とメソッド

● virtual void post_initpost_initpost_initpost_init(
ORBInitInfo_ptr _info_info_info_info) = 0;

このメソッドは，ORBの初期化中に呼び出されます。サービスが初期化の一部として
初期リファレンスを解決する必要がある場合は，サービスは，この段階ですべての初
期リファレンスを使用できるとみなします。
post_init()メソッド呼び出しは，ORBの初期化の最後の処理ではありません。
post_init()のあとに，登録済みインタセプタの一覧を ORBにアタッチするのが最後
の処理です。したがって，post_init()呼び出し中は，ORBにはインタセプタが含まれ
ていません。ORBを介する呼び出しが post_init()の内部で実行された場合，その呼
び出しに対するリクエストインタセプタは呼び出されません。
同様に，IORを作成するメソッドが実行された場合も，IORインタセプタは呼び出さ
れません。
• _info
インタセプタを登録するための初期化属性とメソッド
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27.15　ORBInitInfo
 
class PortableInterceptor::ORBInitInfo : public virtual 
CORBA::LocalObject
 

このクラスは，インタセプタを登録するために，ORBInitializerオブジェクトに渡され
ます。

27.15.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.15.2　ORBInitInfoのメンバ
● class DuplicateNameDuplicateNameDuplicateNameDuplicateName : public CORBA::UserException;
インタセプタ型ごとに，指定した名前を持つ唯一のインタセプタを ORBに登録でき
ます。既存のインタセプタと同じ名前でインタセプタを登録しようとすると，
DuplicateName例外が発生します。
空文字列を名前に設定することで，インタセプタを匿名にすることもできます。ORB
には，幾つでも匿名のインタセプタを登録できます。このため，匿名のインタセプタ
を登録する場合は，DuplicateName例外は発生しません。

● class InvalidNameInvalidNameInvalidNameInvalidName : public CORBA::UserException
この例外は，register_initial_reference()と resolve_initial_references()で発生しま
す。
register_initial_reference()で InvalidName例外が発生するのは次の場合です。
• このメソッドが空文字列 IDで呼び出された場合
• このメソッドがすでに登録されている IDで呼び出された場合（OMG定義済みの既
定の名前で呼び出された場合も含みます）

resolve_initial_references()では，解決する名前が不正な場合に InvalidName例外が
発生します。

27.15.3　ORBInitInfoのメソッド
● virtual CORBA::StringSequence* argumentsargumentsargumentsarguments() = 0;
このメソッドは，ORB_init()に渡された引数を返します。この引数には，ORBの引
数が含まれる場合も，含まれない場合もあります。

● virtual char* orb_idorb_idorb_idorb_id() = 0;
このメソッドは，初期化中の ORBの IDを返します。
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● virtual IOP::CodecFactory_ptr codec_factorycodec_factorycodec_factorycodec_factory() = 0;
このメソッドは，IOP::CodecFactoryを返します。通常，CodecFactoryは，
ORB::resolve_initial_references("CodecFactory")を呼び出して取得しますが，その時
点では，ORBはまだ使用できません。しかし，サービスコンテキスト処理時などに，
インタセプタが Codecを必要とするため，Codecを取得する手段が ORBの初期化時
に必要となります。

● virtual void register_initial_referenceregister_initial_referenceregister_initial_referenceregister_initial_reference(
const char* _id_id_id_id, CORBA::Object_ptr _obj_obj_obj_obj) = 0;

例えば，このメソッドが ID「Y」とオブジェクト「YY」で呼び出されたあとに，
register_initial_referenceメソッドが再び呼び出されると，オブジェクト「YY」が返
されます。
このメソッドの機能は，ORB::register_initial_reference()と同一です。このメソッド
は，ORBが完全に初期化されていないためにまだ使用できない場合に，インタセプタ
の登録の一部として初期リファレンスが必要となるときに使用します。なお，このメ
ソッドと ORB::register_initial_reference()との違いは，ORBのメソッドのバージョ
ンは PIDL（CORBA::ORB::ObjectIdと CORBA::ORB::InvalidName）を使用し，イ
ンタフェースのバージョンは，インタフェースに定義された IDLを使用する点です。
構文に違いはありません。
このメソッドが空文字列 IDで呼び出された場合，またはこのメソッドがすでに登録
されている IDで呼び出された場合（OMG定義済みの既定の名前で呼び出された場合
も含みます）は，register_initial_reference()で InvalidName例外が発生します。
• _id
初期リファレンスを認識するための ID

• _obj
初期リファレンス

● virtual CORBA::Object_ptr resolve_initial_referencesresolve_initial_referencesresolve_initial_referencesresolve_initial_references(
const char* _id_id_id_id) = 0;

このメソッドは，post_init()呼び出し時にだけ有効です。このメソッドの機能は
ORB::resolve_initial_references()と同一です。このメソッドは，ORBが完全に初期
化されていないためにまだ使用できないときに，インタセプタの登録の一部として初
期リファレンスが必要となる場合に使用します。
• _id
初期リファレンスを認識するための ID

解決する名前が不正な場合，resolve_initial_references()では InvalidName例外が発
生します。

● virtual void add_client_request_interceptoradd_client_request_interceptoradd_client_request_interceptoradd_client_request_interceptor(
ClientRequestInterceptor_ptr _interceptor_interceptor_interceptor_interceptor) = 0;

このメソッドは，クライアント側リクエストインタセプタの一覧に項目を追加すると
きに使用します。同じ名前のクライアント側リクエストインタセプタがすでに存在し
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ている場合は，DuplicateName例外が発生します。
• _interceptor
追加する ClientRequestInterceptor

● virtual void add_server_request_interceptoradd_server_request_interceptoradd_server_request_interceptoradd_server_request_interceptor(
ServerRequestInterceptor_ptr _interceptor_interceptor_interceptor_interceptor) = 0;

このメソッドは，サーバ側リクエストインタセプタの一覧に項目を追加するときに使
用します。同じ名前のサーバ側リクエストインタセプタがすでに存在している場合は，
DuplicateName例外が発生します。
• _interceptor
追加する ServerRequestInterceptor

● virtual void add_ior_interceptoradd_ior_interceptoradd_ior_interceptoradd_ior_interceptor(
IORInterceptor_ptr _interceptor_interceptor_interceptor_interceptor) = 0;

このメソッドは，IORインタセプタの一覧に項目を追加するときに使用します。同じ
名前の IORインタセプタがすでに存在している場合は，DuplicateName例外が発生
します。
• _interceptor
追加する IORInterceptor

● virtual CORBA::ULong allocate_slot_idallocate_slot_idallocate_slot_idallocate_slot_id() = 0;
このメソッドは，割り当て済みスロットのインデックスを返します。
サービスは，allocate_slot_idを呼び出して PortableInterceptor::Currentのスロット
を割り当てます。

注
スロット IDの割り当ては，ORBイニシャライザの内部でできますが，スロット
自体は初期化できません。ORBイニシャライザの内部で Currentの set_slot()ま
たは get_slot()を呼び出すと，マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が
発生します。詳細については，「27.6　Current」を参照してください。

● virtual void register_policy_factoryregister_policy_factoryregister_policy_factoryregister_policy_factory(
CORBA::ULong _type_type_type_type, PolicyFactory_ptr _policy_factory_policy_factory_policy_factory_policy_factory) = 0;

このメソッドは，指定した PolicyTypeの PolicyFactoryを登録します。
指定した PolicyTypeの PolicyFactoryがすでに登録されている場合は，標準マイナー
コード 16の BAD_INV_ORDER例外が発生します。
• _type
指定した PolicyFactoryの CORBA::PolicyType

• _policy_factory
指定した CORBA::PolicyTypeのファクトリ
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27.16　Parameter
 
struct Dynamic::Parameter
 

この構造体は，パラメタ情報を保持します。また，ParameterListに使用される要素で
す。詳細については，「27.17　ParameterList」を参照してください。

27.16.1　インクルードファイル
この構造体を使用するときは，Dynamic_c.hhファイルをインクルードしてください。

27.16.2　Parameterのメンバ
● CORBA::Any argumentargumentargumentargument;
このメンバは，CORBA::Any形式でパラメタデータを格納します。

● CORBA::ParameterMode modemodemodemode;
このメンバは，パラメタのモードを指定します。PARAM_IN，PARAM_OUT，また
は PARAM_INOUTのどれかの enum値がこのメンバの値となります。
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27.17　ParameterList
 
class Dynamic::ParameterList
 

このクラスは，RequestInfoクラスの arguments()メソッドが返すパラメタ情報の受け
渡しで使用する，Parameter型の可変長配列のインプリメンテーションです。
ParameterListの長さは，実行時に使用できます。

詳細については，「27.19.2　RequestInfoのメソッド」の arguments()メソッドを参照し
てください。

27.17.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，Dynamic_c.hhファイルをインクルードしてください。
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27.18　PolicyFactory
 
class PortableInterface::PolicyFactory : public virtual 
CORBA::LocalObject
 

ポータブル ORBサービスインプリメンテーションは，ORB初期化時に，PolicyFactory
クラスのインスタンスを登録します。これは，CORBA::ORB::create_policy()を使用し
てポリシーの型を構成できるようにするためです。POAは，この方法で ORBInitInfoに
登録されたポリシーを保存するために必要です。詳細については，「27.15.3　
ORBInitInfoのメソッド」の register_policy_factory()メソッドを参照してください。

27.18.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.18.2　PolicyFactoryのメソッド
● virtual CORBA::Policy_ptr create_policycreate_policycreate_policycreate_policy(

CORBA::ULong _type_type_type_type, const CORBA::Any& _value_value_value_value) = 0;
登録済み PolicyFactoryの PolicyTypeに CORBA::ORB::create_policy()が呼び出され
ると，ORBは，登録済み PolicyFactoryインスタンスの create_policy()を呼び出しま
す。create_policy()メソッドは，次に，指定した CORBA::Anyに対応する値を持つ
CORBA::Policyから派生したインタフェースのインスタンスを返します。失敗した場
合は，CORBA::ORB::create_policy()で示す例外が発生します。
• _type
作成するポリシーの型を指定している CORBA::PolicyType

• _value
CORBA::Policyを構成するためのデータを格納している CORBA::Any
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27.19　RequestInfo
 
class PortableInterceptor::RequestInfo : public virtual 
CORBA::LocalObject
 

このクラスは，ClientRequestInfoと ServerRequestInfoの派生元となるベースクラスで
す。各インタセプトポイントに与えられるオブジェクトを通じて，インタセプタはリク
エスト情報にアクセスできます。クライアント側とサーバ側のインタセプトポイントで
は扱う情報が異なるため，情報オブジェクトは二つあります。ClientRequestInfoはクラ
イアント側インタセプトポイントに渡され，ServerRequestInfoは，サーバ側インタセ
プトポイントに渡されます。しかし，両方に共通する情報があるため，どちらも共通イ
ンタフェースの RequestInfoを継承しています。

27.19.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.19.2　RequestInfoのメソッド
● virtual CORBA::ULong request_idrequest_idrequest_idrequest_id() = 0;
このメソッドは，アクティブなリクエストまたは応答シーケンスを一意に識別する ID
を返します。リクエストまたは応答シーケンスが解決された場合は，IDが再使用され
ることもあります。

注
この IDは GIOPの request_idとは異なります。GIOPがトランスポート機能と
して使用されている場合，この IDと GIOPの request_idは必ずしも一致すると
は限りません。また，これらが一致している必要はありません。

● virtual char* operationoperationoperationoperation() = 0;
このメソッドは，呼び出されているオペレーションの名前を返します。

● virtual Dynamic::ParameterList* argumentsargumentsargumentsarguments() = 0;
このメソッドは，呼び出されているオペレーションの引数を格納する，
Dynamic::ParameterListを返します。引数がない場合，この属性は長さが 0のシー
ケンスとなります。

● virtual Dynamic::ExceptionList* exceptionsexceptionsexceptionsexceptions() = 0;
このメソッドは，オペレーション呼び出しで発生するユーザ例外の TypeCodeを定義
する Dynamic::ExceptionListを返します。ユーザ例外がない場合，この属性は長さ
が 0のシーケンスとなります。

● virtual CORBA::StringSequence* contextscontextscontextscontexts() = 0;
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このメソッドは，オペレーション呼び出しで渡される可能性のあるコンテキストを定
義する CORBA::StringSequenceを返します。コンテキストがない場合，この属性は
長さが 0のシーケンスとなります。

● virtual CORBA::StringSequence* operation_contextoperation_contextoperation_contextoperation_context() = 0;
このメソッドは，リクエストで送信されるコンテキストを定義する
CORBA::StringSequenceを返します。

● virtual CORBA::Any* resultresultresultresult() = 0;
このメソッドは，オペレーション呼び出しの結果を CORBA::Any形式で返します。
オペレーションのリターン型が voidの場合，この属性は，TCKind値が tk_voidまた
は値なしのタイプコードを格納する CORBA::Anyとなります。

● virtual CORBA::Boolean response_expectedresponse_expectedresponse_expectedresponse_expected() = 0;
このメソッドは，応答が期待されているかどうかを示すブール値を返します。
クライアントでは，response_expectedが falseの場合，応答が返らないため，
receive_reply()を呼び出せません。例外が発生した場合以外は，receive_other()を呼
び出します。例外が発生した場合は，receive_exception()を呼び出します。

● virtual CORBA::Short sync_scopesync_scopesync_scopesync_scope() = 0;
このメソッドは，Messaging仕様で定義されている属性を返します。この属性は，
response_expectedが falseのときだけ有効です。response_expectedが trueの場合，
sync_scope()の値は不定です。この属性は，クライアントに制御が戻る前のリクエス
トの進捗状況を表します。この属性の値を次に示します。
• Messaging::SYNC_NONE
• Messaging::SYNC_WITH_TRANSPORT
• Messaging::SYNC_WITH_SERVER
• Messaging::SYNC_WITH_TARGET

サーバでは，すべてのスコープで，ターゲットオペレーション呼び出しの戻り値から
応答が生成されますが，その応答はクライアントには返されません。クライアントに
返されなくても応答は生成されているので，通常のサーバ側インタセプトポイント，
つまり，receive_request_service_contexts()，receive_request()，send_reply()，また
は send_exception()に従います。
SYNC_WITH_SERVERと SYNC_WITH_TARGETに関しては，ターゲットオペ
レーションが呼び出される前に，サーバは空の応答をクライアントに返却します。
サーバ側インタセプタはこの応答を受け取りません。

● virtual CORBA::Short reply_statusreply_statusreply_statusreply_status() = 0;
このメソッドは，オペレーションの呼び出し結果の状態を表す属性を返します。この
属性の値を次に示します。
• PortableInterceptor::SUCCESSFUL = 0
• PortableInterceptor::SYSTEM_EXCEPTION = 1
• PortableInterceptor::USER_EXCEPTION = 2
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• PortableInterceptor::LOCATION_FORWARD = 3
• PortableInterceptor::TRANSPORT_RETRY = 4

クライアント側では，この属性の値は次のようになります。
• インタセプトポイント receive_replyの中では，この属性の値は SUCCESSFULだ
けです。

• インタセプトポイント receive_exceptionの中では，この属性の値は
SYSTEM_EXCEPTIONまたは USER_EXCEPTIONです。

• インタセプトポイント receive_otherの中では，この属性の値は SUCCESSFUL，
LOCATION_FORWARD，または TRANSPORT_RETRYのどれかです。
SUCCESSFULは，非同期リクエストが正常にリターンしたことを意味します。
LOCATION_FORWARDは，LOCATION_FORWARD状態が応答で返却されたこ
とを意味します。TRANSPORT_RETRYは，トランスポート機能がリトライを指示
したことを意味します。例えば，NEEDS_ADDRESSING_MODE状態の GIOP応
答が該当します。

サーバ側では，この属性の値は次のようになります。
• インタセプトポイント send_replyの中では，この属性の値は SUCCESSFULだけ
です。

• インタセプトポイント send_exceptionの中では，この属性の値は
SYSTEM_EXCEPTIONまたは USER_EXCEPTIONです。

• インタセプトポイント send_otherの中では，この属性の値は SUCCESSFULまた
は LOCATION_FORWARDです。SUCCESSFULは，非同期リクエストが正常に
リターンしたことを意味します。LOCATION_FORWARDは，
LOCATION_FORWARD状態が応答で返却されたことを意味します。

● virtual CORBA::Object_ptr forward_referenceforward_referenceforward_referenceforward_reference() = 0;
reply_status()が LOCATION_FORWARDを返す場合，このメソッドは，リクエスト
フォワード先オブジェクトを返します。フォワードされるリクエストが実際に発生す
るかどうかはわかりません。

● virtual CORBA::Any* get_slotget_slotget_slotget_slot(
CORBA::ULong _id_id_id_id) = 0;

このメソッドは，リクエストのスコープにある Currentの指定スロットからデータを
CORBA::Any形式で返します。
指定したスロットが設定されていない場合，TCKind値が tk_nullのタイプコードを
格納する CORBA::Anyが返されます。
IDが割り当てられていないスロットを表す場合は，InvalidSlot例外が発生します。
スロットと PortableInterceptor::Currentの詳細については，「27.6　Current」を参
照してください。
• _id
取得するスロットの SlotId

● virtual IOP::ServiceContext* get_request_service_contextget_request_service_contextget_request_service_contextget_request_service_context(
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CORBA::ULong _id_id_id_id) = 0;
このメソッドは，リクエストに対応づけられたサービスコンテキストのうち，指定し
た IDのサービスコンテキストのコピーを返します。
リクエストのサービスコンテキストに，指定した IDのエントリが含まれていない場
合は，標準マイナーコード 26の BAD_PARAM例外が発生します。
• _id
取得するスロットの IOP::ServiceContext

● virtual IOP::ServiceContext* get_reply_service_contextget_reply_service_contextget_reply_service_contextget_reply_service_context(
CORBA::ULong _id_id_id_id) = 0;

このメソッドは，応答に対応づけられたサービスコンテキストのうち，指定した ID
のサービスコンテキストのコピーを返します。
応答のサービスコンテキストに，指定した IDのエントリが含まれていない場合は，
標準マイナーコード 26の BAD_PARAM例外が発生します。
• _id
取得するスロットの IOP::ServiceContext
743



27.　ポータブルインタセプタインタフェースとクラス（C++）
27.20　ServerRequestInfo
 
class PortableInterceptor::ServerRequestInfo :
                       public virtual RequestInfo,
                       public virtual CORBA::LocalObject
 

このクラスは RequestInfoから派生したクラスで，サーバ側インタセプトポイントに渡
されます。ServerRequestInfoのメソッドは，一部のインタセプトポイントでは有効で
はありません。

次の表に，属性またはメソッドの有効性を示します。無効の属性またはメソッドにアク
セスすると，標準マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が発生します。

表 27-3　ServerRequestInfoの有効性（C++）

receive_requ
est_service_c

ontexts

receive_re
quest

send_rep
ly

send_exc
eption

send_oth
er

request_id ○ ○ ○ ○ ○

operation ○ ○ ○ ○ ○

arguments × ○※ 1 ○ × ×

exceptions × ○ ○ ○ ○

contexts × ○ ○ ○ ○

operation_context × ○ ○ × ×

result × × ○ × ×

response_expected ○ ○ ○ ○ ○

sync_scope ○ ○ ○ ○ ○

reply_status × × ○ ○ ○

forward_reference × × × × ○※ 2

get_slot ○ ○ ○ ○ ○

get_request_service_context ○ ○ ○ ○ ○

get_reply_service_context × × ○ ○ ○

sending_exception × × × ○ ×

object_id × ○ ○ ○※ 3 ○※ 3

adapter_id × ○ ○ ○※ 3 ○※ 3

target_most_derived_interface × ○ ×※ 4 ×※ 4 ×※ 4

get_server_policy ○ ○ ○ ○ ○

set_slot ○ ○ ○ ○ ○

target_is_a × ○ ×※ 4 ×※ 4 ×※ 4
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注※ 1
ServerRequestInfoが receive_request()に渡される場合，in，inout，または outの
各引数のリストにエントリがありますが，使用できるのは in引数と inout引数だけ
です。

注※ 2
reply_status()が LOCATION_FORWARDを返さない場合，この属性にアクセスす
ると標準マイナーコード 14の BAD_INV_ORDER例外が発生します。

注※ 3
Servant Locatorでロケーションのフォワードや，例外が発生した場合，この属性ま
たはメソッドは，当該インタセプトポイントで使用できないことがあります。使用
できない場合は，標準マイナーコード 1の NO_RESOURCES例外が発生します。

注※ 4
このメソッドは，当該インタセプトポイントで使用できません。
それは，必要な情報を取得するためにはターゲットオブジェクトのサーバントにア
クセスする必要がありますが，この時点で ORBはこのサーバントを使用できないた
めです。例えば，ServantLocatorを使用する POAがオブジェクトのアダプタであ
る場合，ORBは，ServantLocator::postinvoke()を呼び出したあとでインタセプト
ポイントを呼び出します。

27.20.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.20.2　ServerRequestInfoのメソッド
● virtual CORBA::Any* sending_exceptionsending_exceptionsending_exceptionsending_exception() = 0;
このメソッドは，クライアントに返される例外を格納するデータを CORBA::Anyの
形式で返します。
CORBA::Anyに挿入できないユーザ例外の場合，例えば，未知の例外やバインディン
グで TypeCodeが提供されない場合などは，この属性は，標準マイナーコード 1の
UNKNOWNシステム例外を格納する CORBA::Anyとなります。

● virtual CORBA::OctetSequence* object_idobject_idobject_idobject_id() = 0;
このメソッドは，オペレーション呼び出しのターゲットを表す不透明な object_idを

add_reply_service_context ○ ○ ○ ○ ○

receive_requ
est_service_c

ontexts

receive_re
quest

send_rep
ly

send_exc
eption

send_oth
er
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CORBA::OctetSequenceの形式で返します。

● virtual CORBA::OctetSequence* adapter_idadapter_idadapter_idadapter_id() = 0;
このメソッドは，オブジェクトアダプタの不透明な識別子を CORBA::OctetSequence
の形式で返します。

● virtual char* target_most_derived_interfacetarget_most_derived_interfacetarget_most_derived_interfacetarget_most_derived_interface() = 0;
このメソッドは，サーバントの派生したインタフェースの RepositoryIDを返します。

● virtual CORBA::Policy_ptr get_server_policyget_server_policyget_server_policyget_server_policy(
CORBA::ULong _type_type_type_type) = 0;

このメソッドは，オペレーションに対して有効なポリシーのうち，指定したポリシー
型を持つポリシーを返します。register_policy_factoryで登録された型を持つポリ
シーだけが，CORBA::Policyオブジェクトとして返されます。
指定した型のポリシーが register_policy_factoryで登録されていない場合は，標準マ
イナーコード 3の INV_POLICY例外が発生します。詳細については，「27.15.3　
ORBInitInfoのメソッド」の register_policy_factory()メソッドを参照してください。
• _type
取得するポリシーを指定する CORBA::PolicyType

● virtual void set_slotset_slotset_slotset_slot(
CORBA::ULong _id_id_id_id, const CORBA::Any& _data_data_data_data) = 0;

このメソッドを使用すると，インタセプタでリクエストのスコープ内の
PortableInterceptor::Currentのスロットにデータを設定できます。スロットにすで
にデータが設定されている場合，既存データは上書きされます。割り当てられていな
いスロットを表す IDを指定した場合は，InvalidSlot例外が発生します。スロットと
PortableInterceptor::Currentの詳細については，「27.6　Current」を参照してくだ
さい。
• _id
スロットの SlotId

• _data
指定したスロットに設定する，CORBA::Anyオブジェクト形式のデータ

● virtual CORBA::Boolean target_is_atarget_is_atarget_is_atarget_is_a(
const char* _id_id_id_id) = 0;

このメソッドは，指定した RepositoryIdがサーバントの場合は trueを返し，そうで
ない場合は falseを返します。
• _id
サーバントがこの CORBA::RepositoryIdであるかどうかを呼び出し元が調べます。

● virtual void add_reply_service_contextadd_reply_service_contextadd_reply_service_contextadd_reply_service_context(
const IOP::ServiceContext&_service_context_service_context_service_context_service_context,
CORBA::Boolean _replace_replace_replace_replace) = 0;

このメソッドを使用すると，インタセプタでサービスコンテキストを応答に登録でき
746



27.　ポータブルインタセプタインタフェースとクラス（C++）
ます。
サービスコンテキストの順序の宣言はありません。登録された順序でサービスコンテ
キストが表示される場合も，されない場合もあります。
• _service_context
応答に登録する IOP::ServiceContext

• _replace
指定した IDのサービスコンテキストがすでに存在する場合のメソッドの動作。
falseの場合は，標準マイナーコード 15の BAD_INV_ORDER例外が発生します。
trueの場合は，既存のコンテキストが新しいコンテキストに置き換えられます。
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27.21　ServerRequestInterceptor
 
class PortableInterceptor::ServerRequestInterceptor :
                       public virtual Interceptor,
                       public virtual CORBA::LocalObject
 

このクラスは，ユーザ定義サーバ側インタセプタを継承するときに使用します。
ServerRequestInterceptorインスタンスは，VisiBroker ORBに登録されます。詳細に
ついては，「27.14　ORBInitializer」を参照してください。

27.21.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableInterceptor_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

27.21.2　ServerRequestInterceptorのメソッド
● virtual void receive_request_service_contextsreceive_request_service_contextsreceive_request_service_contextsreceive_request_service_contexts(

ServerRequestInfo_ptr _ri_ri_ri_ri) = 0;
このインタセプトポイントでは，インタセプタは受信したリクエストからサービスコ
ンテキスト情報を取得し，PortableInterceptor::Currentのスロットに転送する必要
があります。
このインタセプトポイントは，サーバントマネージャよりも先に呼び出されます。オ
ペレーションのパラメタはまだこの時点では使用できません。このインタセプトポイ
ントは，ターゲットオペレーションの呼び出しと同じスレッドで実行される場合も，
実行されない場合もあります。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの receive_request_service_contexts()イン
タセプトポイントは呼び出されません。フロースタックからインタセプタが取り出さ
れ，そのインタセプタの send_exception()インタセプトポイントが呼び出されます。
このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることができます。
インタセプトでこの例外が発生した場合，ほかのインタセプタの
receive_request_service_contexts()メソッドは呼び出されません。フロースタックか
らインタセプタが取り出され，そのインタセプタの send_otherインタセプトポイン
トが呼び出されます。ForwardRequest例外については，「27.9　ForwardRequest」
を参照してください。
• _ri
インタセプタが使用する ServerRequestInfoインスタンス

● virtual void receive_requestreceive_requestreceive_requestreceive_request(
ServerRequestInfo_ptr _ri_ri_ri_ri) = 0;

このインタセプトポイントを使用すると，メソッドのパラメタを含むすべての情報が
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使用できる状態になったあとで，リクエスト情報をインタセプタで照会できます。こ
のインタセプトポイントは，ターゲットオペレーションの呼び出しと同じスレッドで
実行されます。
DSIモデルでは，ユーザコードが arguments()を呼び出したときに最初にパラメタが
使用できるようになるため，arguments()の内側から receive_request()が呼び出され
ます。DSIモデルでは，arguments()を呼び出さないようにすることもできます。
ターゲットオペレーションは arguments()より先に set_exception()を呼び出すことが
あります。ORBは，arguments()と set_exception()のどちらが呼び出されても，
receive_request()は 1回だけ呼び出されることを保障します。
set_exception()で receive_request()が呼び出された場合，arguments()のリクエスト
は，標準マイナーコード 1のNO_RESOURCES例外となります。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの receive_request()メソッドは呼び出され
ません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのインタセプタの
send_exception()インタセプトポイントが呼び出されます。
このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることができます。
インタセプトでこの例外が発生した場合，ほかのインタセプタの receive_request()メ
ソッドは呼び出されません。フロースタックからインタセプタが取り出され，そのイ
ンタセプタの send_otherインタセプトポイントが呼び出されます。ForwardRequest
例外については，「27.9　ForwardRequest」を参照してください。
• _ri
インタセプタが使用する ServerRequestInfoインスタンス

● virtual void send_replysend_replysend_replysend_reply(
ServerRequestInfo_ptr _ri_ri_ri_ri) = 0;

このインタセプトポイントを使用すると，ターゲットオペレーションが呼び出されて
から応答がクライアントに返されるまでの間に，インタセプタで応答情報の照会と応
答サービスコンテキストの修正ができます。このインタセプトポイントは，ターゲッ
トオペレーションと同じスレッドで実行されます。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの send_reply()インタセプトポイントは呼
び出されません。フロースタックにあるインタセプタの send_exception()インタセプ
トポイントが呼び出されます。
• _ri
インタセプタが使用する ServerRequestInfoインスタンス

● virtual void send_exceptionsend_exceptionsend_exceptionsend_exception(
ServerRequestInfo_ptr _ri_ri_ri_ri) = 0;

このインタセプトポイントは，例外が発生したときに呼び出されます。このインタセ
プトポイントを使用すると，例外がクライアントに通知される前にインタセプタでリ
クエスト情報の照会と応答サーバコンテキストの修正ができます。このインタセプト
ポイントは，ターゲットオペレーションと同じスレッドで実行されます。このインタ
セプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム例外が発生
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した場合は，フロースタックから取り出された一連のインタセプタが
send_exception()呼び出し時に受け取る例外が変更されます。クライアントに通知さ
れる例外は，インタセプタが通知する最後の例外です。ほかのインタセプタが例外を
変更しなければ，元の例外が通知されます。
このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることができます。
インタセプタがこの例外を出力した場合，ほかのインタセプタの send_exception()イ
ンタセプトポイントは呼び出されません。フロースタックにあるインタセプタの
send_otherインタセプトポイントが呼び出されます。ForwardRequest例外について
は，「27.9　ForwardRequest」を参照してください。
• _ri
インタセプタが使用する ServerRequestInfoインスタンス

● virtual void send_othersend_othersend_othersend_other(
ServerRequestInfo_ptr _ri_ri_ri_ri) = 0;

このインタセプトポイントを使用すると，リクエストの結果が正常な応答でも例外で
もない場合に使用できる情報をインタセプタで照会できます。例えば，リクエストが
リトライになる場合（例えば，LOCATION_FORWARD状態で GIOP Replyを受信し
た場合）などです。このインタセプトポイントは，ターゲットオペレーションと同じ
スレッドで実行されます。
このインタセプトポイントでは，システム例外が発生する場合があります。システム
例外が発生した場合，ほかのインタセプタの send_other()メソッドは呼び出されませ
ん。フロースタックにあるインタセプタの send_exception()インタセプトポイントが
呼び出されます。
このインタセプトポイントでは，ForwardRequest例外を発生させることができます。
インタセプタがこの例外を出力した場合，ForwardRequest例外が提供する新しい情
報で一連のインタセプタの send_other()メソッドが呼び出されます。
ForwardRequest例外については，「27.9　ForwardRequest」を参照してください。
• _ri
インタセプタが使用する ServerRequestInfoインスタンス
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28　VisiBroker 4.xインタセプタ
およびオブジェクトラッ
パーのインタフェースとク
ラス（C++）
この章では，VisiBroker 4.xインタセプタとオブジェクトラッ
パーに対して使用するインタフェースとクラスについて，C++
言語でのインタフェースを説明します。VisiBroker 4.xインタ
セプタおよびオブジェクトラッパーの生成方法と使用方法につ
いては，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker
　デベロッパーズガイド」の「VisiBroker 4.xインタセプタの
使用」，「オブジェクトラッパーの使用」，および「イベントリ
スナー」の記述を参照してください。

28.1　概要

28.2　インタセプタマネージャ

28.3　IORテンプレート

28.4　InterceptorManager

28.5　InterceptorManagerControl

28.6　BindInterceptor

28.7　BindInterceptorManager

28.8　ClientRequestInterceptor
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28.9　ClientRequestInterceptorManager

28.10　POALifeCycleInterceptor

28.11　POALifeCycleInterceptorManager

28.12　ActiveObjectLifeCycleInterceptor

28.13　ActiveObjectLifeCycleInterceptorManager

28.14　ForwardRequestException

28.15　ServerRequestInterceptor

28.16　ServerRequestInterceptorManager

28.17　IORCreationInterceptor

28.18　IORCreationInterceptorManager

28.19　ExtendedClosure

28.20　VISClosure

28.21　VISClosureData

28.22　ChainUntypedObjectWrapperFactory

28.23　UntypedObjectWrapper

28.24　UntypedObjectWrapperFactory

28.25　EventQueueManager

28.26　ConnEventListeners

28.27　ConnInfo
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28.1　概要
VisiBroker 4.xインタセプタは，VisiBroker 4.xに定義され，インプリメントされている
インタセプタです。ポータブルインタセプタと同様に，Borland Enterprise Server 
VisiBrokerの ORBサービスに ORBの実行フローを受け取る機能を提供します。
VisiBroker 4.xインタセプタには次の 4種類があります。

●クライアントインタセプタ
システムレベルのインタセプタです。トランザクションやセキュリティなどの ORB
サービスのフックを提供し，クライアントの ORBに処理させるために使用できます。

●サーバインタセプタ
システムレベルのインタセプタです。トランザクションやセキュリティなどの ORB
サービスのフックをサーバの ORBに処理させるために使用できます。

●オブジェクトラッパー
ユーザレベルのインタセプタです。簡易なトレースとデータキャッシュができるよう
な，スタブとスケルトンの呼び出しをインタセプトするための簡易な機構を提供しま
す。

●イベントキュー
イベントキュー機能について説明します。サーバが対象とするイベントタイプに基づ
いてリスナーをイベントキューに登録できるので，サーバが必要なときにこのイベン
トを処理できます。

VisiBroker 4.xインタセプタ，およびオブジェクトラッパーの使用方法の詳細について
は，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の
「VisiBroker 4.xインタセプタの使用」，「オブジェクトラッパーの使用」，「イベント
キュー」，および「イベントリスナー」の記述を参照してください。
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28.2　インタセプタマネージャ
インタセプタのインストールと管理は，インタセプタマネージャで実行します。
InterceptorManagerインタフェースは，すべてのグローバルインタセプタを管理するた
めのグローバルインタセプタマネージャです。

InterceptorManagerは各インタセプタに対応します。InterceptorManagerは特定の種
類のインタセプタのリスト，またはチェーンを保持します。これらのインタセプタは同
じスコープを持ち，同時に起動する必要があります。そのため，
POALifeCycleInterceptorや BindInterceptorのようなグローバルインタセプタは，グ
ローバル InterceptorManagerを持ちますが，スコープ付きのインタセプタは，POAお
よびオブジェクトごとのインタセプタも，各スコープの InterceptorManagerを持ちま
す。各スコープは，グローバル，POA，およびオブジェクトのどの場合も複数のインタ
セプタ型を保持できます。InterceptorManagerControlから，特定のインタセプタに対
する正しい種類のマネージャを取得します。

グローバルインタセプタには，ローカライズされたインタセプタをインストールするた
めに，拡張インタセプタマネージャが渡されることがあります。例えば，各 POAのイン
タセプタは POALifeCycleInterceptorManagerを使用します。

グローバルインタセプタマネージャのインスタンスである InterceptorManagerは，
ORB::resolve_initial_referencesを呼び出して，文字列 InterceptorManagerを引数とし
て渡すことで，取得できます。この値は，POALifeCycleInterceptorや BindInterceptor
のようなグローバルインタセプタのインストールのために，ORBが管理モードのとき，
つまり ORBの初期化中にだけ使用できます。

POALifeCycleInterceptorManagerは各 POAのマネージャで，
POALifeCycleInterceptorの create呼び出し中にだけ使用できます。
POALifeCycleInterceptorは，生成用の呼び出し時に，ほかのすべてのサーバ側インタ
セプタをセットアップできます。BindInterceptorManagerは各オブジェクトのマネー
ジャで，BindInterceptorの bind_succeeded呼び出し時にだけ使用できます。
BindInterceptorは呼び出し中に ClientRequestInterceptorを設定できます。
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28.3　IORテンプレート

POALifeCycleInterceptor::create()の呼び出し中に，インタセプタに加えて，IORテン
プレートを直接 POAInterceptorManagerインタフェースで修正できます。IORテンプ
レートは完全な IOR値ですが，type_idが未設定で，GIOP::ProfileBodyValueのオブ
ジェクトキーはすべて不完全なものです。IORCreationInterceptorの呼び出し前に，
POAは type_idを設定してテンプレートのオブジェクトキーを記述します。
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28.4　InterceptorManager
 
class interceptor::InterceptorManager :
                       public virtual VISPseudoInterface
 

ほかのすべてのインタセプタマネージャは，このクラスから継承します。インタセプタ
マネージャは，インタセプタのインストールと削除を管理するために使用するクラスで
す。
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28.5　InterceptorManagerControl
 
class interceptor::InterceptorManagerControl :
                       public virtual CORBA::PseudoObject
 

このクラスは，関連のあるインタセプタマネージャを一括管理するために使用します。
このクラスは使用できるすべてのマネージャを保持し，各マネージャは管理対象のイン
タセプタの型に対応する文字列で識別されます。スコープごとに一つの
InterceptorManagerControlがあります。

28.5.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，interceptor_c.hhファイルをインクルードしてください。

28.5.2　InterceptorManagerControlのメソッド
● virtual InterceptorManager_ptr get_managerget_managerget_managerget_manager(

const char *namenamenamename);
このメソッドは，InterceptorManagerのインスタンスを返します。
InterceptorManagerは，マネージャを識別する文字列を返します。
• name
インタセプタの名前
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28.6　BindInterceptor
 
class interceptor::BindInterceptor : public virtual 
VISPseudoInterface
 

このクラスは，クライアント側のバインドイベントとリバインドイベント時に呼び出さ
れます。ユーザはこのクラスを派生させてユーザ処理を実装させてください。

バインドインタセプタは，バインドの前後にクライアント側で呼び出すグローバルイン
タセプタです。

バインド中に CORBA例外が発生した場合は，チェーンに登録されている残りのインタ
セプタは呼び出さないで，チェーンから削除します。bind_succeededまたは bind_failed
中に発生した CORBA例外は無視されます。

28.6.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，interceptor_c.hhファイルをインクルードしてください。

28.6.2　BindInterceptorのメソッド
● virtual IOP::IORValue_ptr bindbindbindbind(

IOP::IORValue_ptr iorioriorior,
CORBA::Object_ptr objobjobjobj,
CORBA::Boolean rebindrebindrebindrebind, 
VISClosure& closureclosureclosureclosure);

このメソッドは，すべての ORBバインドオペレーション中に呼び出されます。
新規 IORを使用してバインドオペレーションを継続する場合，新規 IORを返します。
それ以外の場合は nullを返し，元の IORを使用してバインドを続行します。渡され
たパラメタと同じ IORを返すことは不正なので，バインド時に例外が発生します。
• ior
クライアントがバインドしているサーバオブジェクトの IOR

• obj
サーバにバインドしているクライアントオブジェクト。このオブジェクトはこの時
点では適切に初期化されていないので，オブジェクトのオペレーションはしないで
ください。しかし，このオブジェクトをデータ構造体に保存してバインド完了後に
使用できます。

• rebind
サーバのリバインドを試行します。QoSによっては，bind()が失敗したあとにリバ
インドが試行されることがあります。

• closure
バインドオペレーション用の新しい closureオブジェクト。closureは，
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bind_failed，bind_succeeded，または exception_occurredに対応した呼び出しで使
用します。

● virtual IOP::IORValue_ptr bind_failedbind_failedbind_failedbind_failed(
IOP::IORValue_ptr iorioriorior,
CORBA::Object_ptr objobjobjobj, 
VISClosure& closureclosureclosureclosure);

このメソッドは，バインドオペレーションが失敗したときに呼び出されます。
この IORに対してリバインドを試行する場合，新規 IORを返します。それ以外の場
合は nullを返し，リバインドは試行されません。
• ior
バインドオペレーションが失敗したサーバオブジェクトの IOR

• obj
サーバにバインドしているクライアントオブジェクト

• closure
bindメソッドでデータを格納した場合，格納データを取得できます。

● virtual void bind_succeededbind_succeededbind_succeededbind_succeeded(
IOP::IORValue_ptr iorioriorior,
CORBA::Object_ptr objobjobjobj,
CORBA::Long profileIndexprofileIndexprofileIndexprofileIndex,
InterceptorManagerControl_ptr interceptorControlinterceptorControlinterceptorControlinterceptorControl,
VISClosure& closureclosureclosureclosure);

このメソッドは，バインドオペレーションが成功すると呼び出されます。
• ior
バインドオペレーションが成功したサーバオブジェクトの IOR

• obj
サーバにバインドしているクライアントオブジェクト

• profileIndex
コネクションプロトコルを識別します。

• interceptorControl
このマネージャがマネージャ種別一覧を提供します。

• closure
bindメソッドでデータを格納した場合，格納データを取得できます。

● void exception_occurredexception_occurredexception_occurredexception_occurred(
IOP::IORValue_ptr iorioriorior,
CORBA::Object_ptr objobjobjobj,
CORBA::Environment_ptr envenvenvenv,
VISClosure& closureclosureclosureclosure)

このメソッドは，bindで例外が発生すると呼び出されます。
• ior
バインドオペレーションが成功したサーバオブジェクトの IOR
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• target
サーバにバインドしているクライアントオブジェクト

• env
発生した例外の情報

• closure
bindメソッドでデータを格納した場合，格納データを取得できます。
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28.7　BindInterceptorManager
 
class interceptor::BindInterceptorManager :
                       public virtual InterceptorManager,
                       public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，すべてのグローバルバインドインタセプタを管理します。パブリックメ
ソッドを一つ持ち，インタセプタを登録するために使います。

BindInterceptorManagerは必ず ORB_init()で使用してください。orbが初期化された
あとは，BindInterceptorManagerは無効です。そのため，VISInitから継承するローダ
クラスの ORB_init()の中でだけ使用してください。

ORB_init()内で ORBを使用して
resolve_initial_references("VisiBrokerInterceptorControl")を実行して
InterceptorControlManagerを取得後，識別文字列 Bindを指定した
InterceptorManagerControl::get_manager()を使って，InterceptorManagerControlか
ら BindInterceptorManagerを取得します。

28.7.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，interceptor_c.hhファイルをインクルードしてください。

28.7.2　BindInterceptorManagerのメソッド
● void addaddaddadd(

BindInterceptor_ptr interceptorinterceptorinterceptorinterceptor);
このメソッドを使用して，バインド時に起動するインタセプタのリストに，
BindInterceptorを追加します。
• interceptor
追加するインタセプタ
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28.8　ClientRequestInterceptor
 
class interceptor::ClientRequestInterceptor :
                       public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，ユーザ独自のクライアントインタセプタを派生させるために使用します。

クライアントリクエストインタセプタは，バインドインタセプタの
BindInterceptor::bind_succeeded呼び出し中に ClientRequestInterceptorManagerを使
用してインストールできます。また，コネクションが確立されている間はアクティブ状
態を維持します。ユーザが派生したクラスに定義しているメソッドは，オペレーション
要求の準備時，送信時，返信メッセージの受信時，または例外発生時に ORBによって呼
び出されます。

28.8.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，interceptor_c.hhファイルをインクルードしてください。

28.8.2　ClientRequestInterceptorのメソッド
● virtual void preinvoke_premarshalpreinvoke_premarshalpreinvoke_premarshalpreinvoke_premarshal(

CORBA::Object_ptr targettargettargettarget,
const char* operationoperationoperationoperation,
IOP::ServiceContextList& service_contextsservice_contextsservice_contextsservice_contexts,
VisClosure& closureclosureclosureclosure);

このメソッドは，リクエストごとに，それらがマーシャリングされる前に ORBに呼
び出されます。このインタセプタで例外が発生した場合は，即時にリクエストは終了
させられます。インタセプタのチェーンでは，処理済みのインタセプタだけがチェー
ンに残ります。その例外を起こしたリクエストは送信されないで，
exception_occurred()がインタセプタのチェーン全体に対して呼び出されます。
• target
サーバへのバインドを試みたクライアントオブジェクト

• operation
呼び出すオペレーションの名前を識別します。

• service_contexts
ORBが割り当てたサービス。このサービスは OMGに登録されているタグで識別さ
れます。

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。その場合，
このデータをほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● virtual void    preinvoke_postmarshalpreinvoke_postmarshalpreinvoke_postmarshalpreinvoke_postmarshal(
CORBA::Object_ptr targettargettargettarget,
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CORBA::MarshalOutBuffer& payloadpayloadpayloadpayload,
VISClosure& closureclosureclosureclosure);

このメソッドは，リクエストごとに，リクエストのマーシャリングが済んでから送信
されるまでの間に呼び出されます。このメソッドで例外が発生した場合は，残りの
チェーンは呼び出されません。また，該当するリクエストはサーバに送信されません。
その後，exception_occurred()はインタセプタのチェーン全体に呼び出されます。
• target
サーバへのバインドを試みたクライアントオブジェクト

• payload
マーシャリング済みバッファ

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。その場合，
このデータをほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● virtual void postinvokepostinvokepostinvokepostinvoke(
CORBA::Object_ptr targettargettargettarget,
const IOP::ServiceContextList& service_contextsservice_contextsservice_contextsservice_contexts,
CORBA::MarshalInBuffer& payloadpayloadpayloadpayload,
CORBA::Environment_ptr envenvenvenv,
VISClosure& closureclosureclosureclosure);

リクエストが正常に，または例外を発生させて完了したあと，このメソッドが呼び出
されます。このメソッドは ServantLocatorの起動後に呼び出されます。チェーン内
のインタセプタで例外が発生すると，そのインタセプタは exception_occurred()を呼
び出し，チェーン内の残りのインタセプタは postinvoke()ではなく
exception_occurred()を呼び出します。
• target
サーバへのバインドを試みたクライアントオブジェクト

• service_contexts
ORBが割り当てたサービスを識別します。このサービスは OMGに規定されている
ものです。

• payload
マーシャリング済みバッファ

• env
発生した例外についての情報を格納します。

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。その場合，
このデータをほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● virtual void exception_occurredexception_occurredexception_occurredexception_occurred(
CORBA::Object_ptr targettargettargettarget,
CORBA::Environment_ptr envenvenvenv,
VISClosure& closureclosureclosureclosure);

このメソッドは，呼び出し前に例外が発生した場合に ORBが呼び出します。呼び出
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し後に発生した例外はすべて，postinvokeメソッドの Environmentパラメタに収集
されます。
• target
サーバへのバインドを試みたクライアントオブジェクト

• env
発生した例外についての情報を格納します。

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。その場合，
このデータをほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。
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28.9　ClientRequestInterceptorManager
 
class interceptor::ClientRequestInterceptorManager :
                       public virtual InterceptorManager,
                       public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，カレントオブジェクトの ClientRequestInterceptorのチェーンを保持し
ます。ClientRequestInterceptorは，BindInterceptor::bind_succeeded()メソッドの引
数として渡される InterceptorManagerControlを使用して
InterceptorManagerControl::get_manager("ClientRequest")を呼び出すことによって返
却されます。

28.9.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，interceptor_c.hhファイルをインクルードしてください。

28.9.2　ClientRequestInterceptorManagerのメソッド
● virtual void    addaddaddadd (

ClientRequestInterceptor_ptr interceptorinterceptorinterceptorinterceptor);
このメソッドを呼び出して ClientRequestInterceptorを，ローカルチェーンに追加し
ます。
• interceptor
追加するインタセプタ

● virtual void    removeremoveremoveremove    (
ClientRequestInterceptor_ptr interceptorinterceptorinterceptorinterceptor);

このメソッドは，ClientRequestInterceptorManagerを削除します。
• interceptor
追加するインタセプタ
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28.10　POALifeCycleInterceptor
 
class PortableServerExt::POALifeCycleInterceptor :
                       public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，POAが生成またはデストラクトされるたびに呼び出されるグローバルイ
ンタセプタです。ほかのサーバ側インタセプタはすべてグローバルインタセプタとして，
または特定の POAに対してインストールできます。POALifeCycleInterceptorは，
POALifeCycleInterceptorManagerクラスを使用してインストールします。
POALifeCycleInterceptorManagerクラスについては，「28.11　
POALifeCycleInterceptorManager」を参照してください。POALifeCycleInterceptor
は，POAの生成時またはデストラクト時に呼び出されます。

28.10.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableServerExt_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

28.10.2　POALifeCycleInterceptorのメソッド
● virtual void    createcreatecreatecreate(

PortableServer::POA_ptr poapoapoapoa,
CORBA::PolicyList& policiespoliciespoliciespolicies,
IOP::IORValue*& iorTemplateiorTemplateiorTemplateiorTemplate,
interceptor::InterceptorManagerControl_ptr poaAdminpoaAdminpoaAdminpoaAdmin);

このメソッドは，新規 POAが create_POAの呼び出しによって明示的に生成された
とき，または AdapterActivatorによって生成されたときに，呼び出されます。
AdapterActivatorの場合，インタセプタは，unknown_adapterメソッドが
AdapterActivatorから正常にリターンしたあとにだけ呼び出されます。createメソッ
ドは，最近生成された POAのリファレンス，またはその POAインスタンスの
POAInterceptorManagerのリファレンスとして呼び出されます。
• poa
生成されたカレント POAに対応する ID

• policies
生成された POAのポリシー

• iorTemplate
IORテンプレートは，type_idが未設定の完全 IOR値で，すべての
GIOP::ProfileBodyValueのオブジェクトキーが不完全になります。

• poaAdmin
生成された POAの制御。詳細については，「28.5　InterceptorManagerControl」
を参照してください。
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● virtual void destroydestroydestroydestroy(
PortableServer::POA_ptr poapoapoapoa);

このメソッドは，そのすべてのオブジェクトがエーテライズされている場合に，POA
のデストラクト前に呼び出されます。このメソッドは，createが同じ名前の POAに
対して再び呼び出される前に，destroyがすべてのインタセプタに対して必ず呼び出
されるようにします。destroyオペレーションにシステム例外が発生してもそのシス
テム例外は無視され，残りのインタセプタは引き続き呼び出されます。
• poa
デストラクトされる POA
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28.11　POALifeCycleInterceptorManager
 
class PortableServerExt::POALifeCycleInterceptorManager :
                     public virtual interceptor::InterceptorManager,
                     public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，すべての POALifeCycleグローバルインタセプタを管理します。ORBで
定義された POALifeCycleInterceptorManagerにはインスタンスが一つあります。また，
このクラスのスコープはグローバルスコープか，または ORBごとのスコープです。この
クラスは，VISInitから継承するローダクラスの ORB_init()時にだけアクティブです。

ORB_init()内で ORBを使用して
resolve_initial_references("VisiBrokerInterceptorControl")を実行して
InterceptorControlManagerを取得後，
InterceptorManagerControl::get.manager("POALifeCycle")を使用して
InterceptorManagerControlから POALifeCycleInterceptorManagerを取得します。

28.11.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableServerExt_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

28.11.2　POALifeCycleInterceptorManagerのメソッド
● virtual void addaddaddadd(

POALifeCycleInterceptor_ptr interceptorinterceptorinterceptorinterceptor);
このメソッドを呼び出して，POALifeCycleInterceptorのグローバルチェーンに，
POALifeCycleInterceptorを追加します。
• interceptor
追加するインタセプタ
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28.12　ActiveObjectLifeCycleInterceptor
 
class PortableServerExt::ActiveObjectLifeCycleInterceptor :
                       public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，オブジェクトをアクティブオブジェクトマップに追加するときと，アク
ティブオブジェクトマップからオブジェクトを削除するときに呼び出されます。POAに
RETAINポリシーがあるときだけ使用できます。また，このクラスは，POA生成時に
POALifeCycleInterceptorが POAごとに ActiveObjectLifeCycleInterceptorManagerを
使用してインストールできるインタセプタです。

28.12.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableServerExt_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

28.12.2　ActiveObjectLifeCycleInterceptorのメソッド
● virtual void    createcreatecreatecreate(

const PortableServer::ObjectId& oidoidoidoid,
PortableServer::ServantBase* servantservantservantservant,
PortableServer::POA_ptr adapteradapteradapteradapter);

このメソッドは，直接 APIまたは ServantActivatorを使用して実行した（明示的ま
たは暗黙的な）呼び出しによってオブジェクトがアクティブオブジェクトマップに追
加されたあとに呼び出されます。オブジェクトリファレンスと新規アクティブオブ
ジェクトの POAはパラメタとして渡されます。
• oid
活性化しているサーバントのオブジェクト ID

• servant
対応するサーバント

• adapter
生成中，またはデストラクト中の POA

● virtual void    destroydestroydestroydestroy(
const PortableServer::ObjectId& oidoidoidoid,
PortableServer::ServantBase* servantservantservantservant,
PortableServer::POA_ptr adapteradapteradapteradapter);

このメソッドは，オブジェクトが非活性化されエーテライズされたあとに呼び出され
ます。該当するオブジェクトのオブジェクトリファレンスと POAはパラメタとして
渡されます。
• oid
非活性化されたオブジェクトのオブジェクト ID
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• servant
対応するサーバント

• adapter
生成中，またはデストラクト中の POA
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28.13　ActiveObjectLifeCycleInterceptorManag
er

 
class PortableServerExt::ActiveObjectLifeCycleInterceptorManager :
                     public virtual interceptor::InterceptorManager,
                     public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，カレントオブジェクトの ActiveObjectLifeCycleInterceptorのチェーン
を保持します。各 POAには ActiveObjectLifeCycleInterceptorManagerが一つずつあり
ます。ActiveObjectLifeCycleInterceptorは，POALifeCycleInterceptor::create()メソッ
ドの引数として渡される InterceptorManagerControlを使用して
InterceptorManagerControl::get_manager("ActiveObjectLifeCycle")を呼び出すことに
よって返却されます。

28.13.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableServer_c.hhファイルをインクルードしてくださ
い。

28.13.2　ActiveObjectLifeCycleInterceptorManagerのメソッ
ド

● virtual void addaddaddadd(
ActiveObjectLifeCycleInterceptor
interceptor_ptr interceptorinterceptorinterceptorinterceptor);

このメソッドを呼び出して ActiveObjectLifeCycleInterceptorをチェーンに追加しま
す。
• interceptor
追加するインタセプタ
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28.14　ForwardRequestException
 
class interceptor::ForwardRequestException :
                       public CORBA::UserException
 

この例外は ServerRequestInterceptorの preinvokeメソッドで発生させることができま
す。preinvokeメソッドはこの例外を発生させて，リクエストをほかのオブジェクトに転
送できます。

28.14.1　ForwardRequestExceptionの変数
● CORBA::Boolean is_permanentis_permanentis_permanentis_permanent
ロケーションの転送が恒久的であるかどうかを指定します。

● CORBA::Object_var forward_referenceforward_referenceforward_referenceforward_reference
リクエストの転送先のオブジェクトのリファレンスを提供します。
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28.15　ServerRequestInterceptor
 
class interceptor::ServerRequestInterceptor :
                       public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，POALifeCycleInterceptorが POA生成時に ServerInterceptorManager
を使用してインストールできる，POAスコープのインタセプタです。このクラスを使用
して，アクセス制御，サービスコンテキストの検査と挿入，およびリクエストの応答状
況の変更ができます。

28.15.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，interceptor_c.hhファイルをインクルードしてください。

28.15.2　ServerRequestInterceptorのメソッド
● virtual void preinvokepreinvokepreinvokepreinvoke(

CORBA::Object_ptr _targettargettargettarget,
const char* operationoperationoperationoperation,
const IOP::ServiceContextList& service_contextsservice_contextsservice_contextsservice_contexts,
CORBA::MarshalInBuffer& payloadpayloadpayloadpayload,
VISClosure& closureclosureclosureclosure);

リクエストがアンマーシャルされる前に，ORBがこのメソッドを呼び出します。この
インタセプタで例外が発生した場合，リクエストはすぐに終了させられます。このメ
ソッドは，Servant Locatorの呼び出し前に呼び出されるため，このメソッドの実行
中は，サーバントを利用できないことがあります。
• _target
サーバにバインドされているクライアントオブジェクト

• operation
呼び出すオペレーションの名前を識別します。

• service_contexts
ORBが割り当てたサービスをすべて識別します。このサービスは OMGに規定され
ているものです。

• payload
マーシャリング済みバッファ

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。このデー
タは，ほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● virtual void    postinvoke_premarshalpostinvoke_premarshalpostinvoke_premarshalpostinvoke_premarshal(
CORBA::Object_ptr targettargettargettarget,
IOP::ServiceContextList& ServiceContextListServiceContextListServiceContextListServiceContextList,
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CORBA::Environment_ptr envenvenvenv,
VISClosure& closureclosureclosureclosure);

このメソッドは，リクエストがサーバントに送信されてから，応答がマーシャリング
されるまでの間に呼び出されます。ここで発生した例外には，チェーンを中断するこ
とによって対処します。この場合，リクエストはサーバに送信されないで，
exception_occurred()がチェーンのすべてのインタセプタに対して呼び出されます。
• target
サーバにバインドされているクライアントオブジェクト

• ServiceContextList
ORBが割り当てたサービスを識別します。このサービスは OMGに規定されている
ものです。

• env
発生した例外の情報を格納します。

• closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。このデー
タは，ほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● virtual void    postinvoke_postmarshalpostinvoke_postmarshalpostinvoke_postmarshalpostinvoke_postmarshal(
CORBA::Object_ptr _targettargettargettarget,
CORBA::MarshalOutBuffer& _payloadpayloadpayloadpayload,
VISClosure& _closureclosureclosureclosure);

このメソッドは，応答がマーシャリングされてから，クライアントに送信されるまで
の間に呼び出されます。ここで発生した例外は無視されます。チェーン全体が呼び出
されるように保証されます。
• _target
アプリケーションがバインドしようとしたオブジェクト

• _payload
マーシャリング済みバッファ

• _closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。このデー
タは，ほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。

● virtual void    exception_occurredexception_occurredexception_occurredexception_occurred(
CORBA::Object_ptr _targettargettargettarget,
CORBA::Environment_ptr _envenvenvenv,
VISClosure& _closureclosureclosureclosure);

インタセプタの一つで例外が発生したあとに，チェーンに残っているすべてのインタ
セプタに対して exception_occurredインタセプタが呼び出されると，ORBはこのメ
ソッドを呼び出します。この呼び出し中に発生した例外によって，該当する環境の既
存の例外が置き換えられます。
• _target
サーバにバインドされているクライアントオブジェクト

• _env
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発生した例外の情報を格納します。
• _closure
あるインタセプタメソッドが保存したデータを格納する場合があります。このデー
タは，ほかのインタセプタメソッドがあとで取得できます。
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28.16　ServerRequestInterceptorManager
 
class interceptor::ServerRequestInterceptorManager :
                       public virtual InterceptorManager,
                       public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，カレントオブジェクトの ServerRequestInterceptorのチェーンを保持し
ます。各 POAには ServerRequestInterceptorManagerが一つずつあります。

ServerRequestInterceptorは，POALifeCycleInterceptor::create()メソッドの引数とし
て渡される InterceptorManagerControlを使用して
InterceptorManagerControl::get_manager("ServerRequest")を呼び出すことによって
返却されます。

28.16.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，interceptor_c.hhファイルをインクルードしてください。

28.16.2　ServerRequestInterceptorManagerのメソッド
● virtual void addaddaddadd(

ServerRequestInterceptor_ptr interceptorinterceptorinterceptorinterceptor);
このメソッドを呼び出して，ServerRequestInterceptorをチェーンに追加します。
• interceptor
追加するインタセプタ
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28.17　IORCreationInterceptor
 
class PortableServerExt::IORCreationInterceptor :
                       public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，POA生成時に POALifeCycleInterceptorが POAごとに
IORCreationInterceptorManagerを使用してインストールできるインタセプタです。こ
のインタセプタを使用して，拡張プロファイルや拡張コンポーネントを追加することに
よって，IORを修正できます。このクラスは通常，トランザクションやファイアウォー
ルなどのサービスをサポートするために使用します。

このインタセプタは，開発時に名前とアイデンティティがわからない POAの，ある特定
のクラスの IORテンプレートを変更するために使用します。トランザクションやファイ
アウォールのサービスがこれに該当します。

注
POAが生成した IORを変更するには，その POAの IORテンプレートだけを変更
してください。変更内容は，新規生成された IORにだけ適用され，既存の IORに
は適用されません。IORを根本的に変更することはお勧めしません。

28.17.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableServerExt_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

28.17.2　IORCreationInterceptorのメソッド
● virtual void createcreatecreatecreate(

PortableServer::POA poapoapoapoa, IOP::IORValue*& iorioriorior);
このメソッドは，POAがオブジェクトリファレンスを生成する必要がある場合にいつ
でも呼び出せます。このメソッドは，POAとリファレンス用の IORValueを引数とし
て取得します。インタセプタは，拡張プロファイルや拡張コンポーネントを追加した
り，既存のプロファイルやコンポーネントに変更を加えることによって，IORValue
を修正できます。
• poa
生成対象の POAに対応する ID

• ior
クライアントがバインドしているサーバの IOR
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28.18　IORCreationInterceptorManager
 
class PortableServerExt::IORCreationInterceptorManager :
                       public virtual interceptor::InterceptorManager,
                       public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，カレントオブジェクトの IORCreationInterceptorのチェーンを保持しま
す。各 POAには IORCreationInterceptorManagerが一つずつあります。
IORCreationInterceptorは，POALifeCycleInterceptor::create()メソッドの引数として
渡される InterceptorManagerControlを使用して
InterceptorManagerControl::get_manager("IORCreation")を呼び出すことによって返
却されます。

28.18.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，PortableServerExt_c.hhファイルをインクルードしてく
ださい。

28.18.2　IORCreationInterceptorManagerのメソッド
● virtual void    addaddaddadd(

IORCreationInterceptor_ptr _interceptor_interceptor_interceptor_interceptor);
このメソッドを呼び出して，IORCreationInterceptorをローカルチェーンに追加でき
ます。
• interceptor
追加するインタセプタ
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28.19　ExtendedClosure
 
class ExtendedClosure : public VISClosure {
public:
   interceptor::RequestInfo reqInfo;
   CORBA::MarshalInBuffer_ptr payload;
};
 

このクラスは VISClosureの派生クラスであり，read-only属性の RequestInfoを格納し
ています。

IDLサンプル 28-1　RequestInfo
 
struct RequestInfo {
   CORBA::Boolean response_expected;
   CORBA::ULong request_id;
};
 

ServerRequestInterceptorに渡された Closureオブジェクトをキャストし，
ClientRequestInterceptorをそのサブクラスである ExtendedClosureにキャストできま
す。ExtendedClosureを使用して RequestInfoを抽出し，また，その RequestInfoから
request_idと response_expectedを抽出できます。request_idは，リクエストに割り当
てられた一意の識別子です。response_expectedフラグは，リクエストが一方向呼び出し
であるかどうかを識別します。

 
CORBA::Boolean response_expected =
            ((ExtendedClosure)
                          closure).reqInfo.response_expected;
CORBA::ULong request_id = 
            ((ExtendedClosure)closure).reqInfo.request_id;
 

詳細については，examples/interceptor/client_serverにある例を参照してください。
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28.20　VISClosure
 
class VISClosure
 

このクラスは，異なるインタセプタメソッドの呼び出し間で共有できるようにデータを
格納するために使用します。格納データはアンタイプドデータで，オペレーション要求，
またはバインドリクエストや探索リクエストに関連する状態情報を表します。このデー
タは VISClosureDataクラスとともに使用します。

28.20.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，vclosure.hファイルをインクルードしてください。

28.20.2　VISClosureのメンバ
● CORBA::ULong id id id id
複数の VISClosureオブジェクトを使用する場合，このデータメンバを使用して該当
するオブジェクトを一意に識別できます。

● void *datadatadatadata
このデータメンバは，インタセプタメソッドが格納したりアクセスしたりできるアン
タイプドデータを指します。

● VISClosureData *managedDatamanagedDatamanagedDatamanagedData
このデータメンバは，実データを表す VISClosureDataクラスを指します。管理デー
タをこの型にキャストできます。
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28.21　VISClosureData
 
class VISClosureData
 

このクラスは，異なるインタセプタメソッド間で共有できる管理データを表すベースク
ラスです。
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28.22　ChainUntypedObjectWrapperFactory
 
class VISObjectWrapper::ChainUntypedObjectWrapperFactory :
                       public UntypedObjectWrapperFactory
 

クライアントまたはサーバのアプリケーションが，UntypedObjectWrapperFactoryオブ
ジェクトを追加または削除するために，このクラスを使用します。
UntypedObjectWrapperFactoryは，クライアントアプリケーションがバインドするオブ
ジェクトごとに，またはサーバアプリケーションが生成するオブジェクトインプリメン
テーションごとに UntypedObjectWrapperを生成するために使用します。オブジェクト
ラッパーの詳細については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker　デベ
ロッパーズガイド」の「オブジェクトラッパーの使用」の記述を参照してください。

28.22.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，vobjwrap.hファイルをインクルードしてください。

28.22.2　ChainUntypedObjectWrapperFactoryのメソッド
● void addaddaddadd(

UntypedObjectWrapperFactory_ptr factoryfactoryfactoryfactory,Location locloclocloc);
このメソッドは，指定したアンタイプドオブジェクトラッパーファクトリを，クライ
アントアプリケーション，サーバアプリケーション，またはクライアントとサーバの
機能を持つアプリケーションに追加します。
アプリケーションがクライアント，およびサーバのアプリケーションとして動作して
いる場合，つまりクライアントとサーバの機能を持つアプリケーションである場合は，
アンタイプドオブジェクトラッパーファクトリをインストールできます。このため，
バインドしたオブジェクト，およびオブジェクトインプリメンテーションが受信した
オペレーション要求の呼び出しに対してオブジェクトラッパーのメソッドが呼び出せ
ます。つまり，これらのメソッドはアプリケーションのクライアント部分とサーバ部
分の両方で呼び出せます。

注
クライアント側では，オブジェクトをバインドする前にアンタイプドオブジェク
トラッパーファクトリをインストールしておいてください。サーバ側では，イン
プリメンテーションオブジェクトの呼び出しを受信する前にアンタイプドオブ
ジェクトラッパーファクトリをインストールしておいてください。

• factory
登録するファクトリを指すポインタ

• loc
追加するファクトリの位置。次のどれかの値になります。
VISObjectWrapper::Client
VISObjectWrapper::Server
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VISObjectWrapper::Both

● void removeremoveremoveremove(
UntypedObjectWrapperFactory_ptr factoryfactoryfactoryfactory, Location locloclocloc);

このメソッドは，指定したアンタイプドオブジェクトラッパーファクトリを指定した
位置から削除します。
アプリケーションがクライアントとサーバの両方で動作している場合は，オブジェク
トラッパーファクトリを，クライアント側オブジェクト，サーバ側オブジェクト，ま
たはその両方から削除できます。

注
オブジェクトラッパーファクトリをクライアントから削除しても，すでにクライ
アントからバインドされている同じクラスのオブジェクトには影響しません。し
かし，削除したあとにバインドしたオブジェクトには影響します。オブジェクト
ラッパーファクトリをサーバから削除しても，すでにリクエストにサービスされ
ているオブジェクトインプリメンテーションには影響しません。しかし，削除し
たあとに生成したオブジェクトインプリメンテーションには影響します。

• factory
登録するファクトリを指すポインタ

• loc
削除されるファクトリの位置。次のどれかの値になります。
VISObjectWrapper::Client
VISObjectWrapper::Server
VISObjectWrapper::Both

● static CORBA::ULong countcountcountcount(
Location locloclocloc);

この静的メソッドは，指定位置にインストールされたアンタイプドオブジェクトラッ
パーファクトリの数を返します。
• loc
ファクトリの位置。次のどれかの値になります。
VISObjectWrapper::Client
VISObjectWrapper::Server
VISObjectWrapper::Both

● static ChainUntypedObjectWrapperFactory* instanceinstanceinstanceinstance(
CORBA::Boolean doCreatedoCreatedoCreatedoCreate=1);

このメソッドは，プロセスでユニークな ChainUntypedObjectWrapperFactoryのイ
ンスタンスを返却します。
• doCreate

1を指定した場合，ChainUntypedObjectWrapperFactoryのインスタンスが存在しな
いとき，新しくインスタンスを作成して返却します。
0を指定した場合，ChainUntypedObjectWrapperFactoryのインスタンスが存在しな
いとき，NULLリファレンスを返却します。
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デフォルトは 1です。
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28.23　UntypedObjectWrapper
 
class VISObjectWrapper::UntypedObjectWrapper :
                       public virtual VISResource
 

このクラスは，アンタイプドオブジェクトラッパーをクライアントアプリケーション，
サーバアプリケーション，または同一プロセスにあるアプリケーションに派生させ，実
装するために使用します。このクラスを使用して，アンタイプドオブジェクトラッパー
を派生させる場合，クライアントアプリケーションがオペレーション要求を発行する前，
またはサーバ側のオブジェクトインプリメンテーションがそのオペレーション要求を処
理する前に，呼び出される pre_methodメソッドを，定義します。また，サーバ側のオ
ブジェクトインプリメンテーションがオペレーション要求を処理したあと，またはクラ
イアントアプリケーションが応答を受信したあとに，呼び出される post_methodメソッ
ドも定義します。

また，アンタイプドオブジェクトラッパーを生成するファクトリクラスも派生させてく
ださい。詳細については，「28.24　UntypedObjectWrapperFactory」を参照してくださ
い。

オブジェクトラッパーの使用方法の詳細については，マニュアル「Borland Enterprise 
Server VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「オブジェクトラッパーの使用」の記述
を参照してください。

28.23.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，vobjwrap.hファイルをインクルードしてください。

28.23.2　UntypedObjectWrapperのメソッド
● virtual void pre_methodpre_methodpre_methodpre_method(

const char* operationoperationoperationoperation,
CORBA::Object_ptr targettargettargettarget,
VISClosure& closureclosureclosureclosure);

このメソッドは，クライアント側でオペレーション要求が送信される前，またはサー
バ側のオブジェクトインプリメンテーションがそのオペレーション要求を処理する前
に呼び出されるメソッドです。
• operation
リクエストされているオペレーションの名前

• target
リクエストのターゲットオブジェクト

• closure
オブジェクトラッパーメソッド間のデータ受け渡しに使用できる closureオブジェ
クト
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● virtual void post_methodpost_methodpost_methodpost_method(
const char* operationoperationoperationoperation,
CORBA::Object_ptr targettargettargettarget,
CORBA::Environment& envenvenvenv,
VISClosure& closureclosureclosureclosure);

このメソッドは，サーバ側のオブジェクトインプリメンテーションがオペレーション
要求を処理したあと，またはクライアント側のスタブが応答メッセージを処理する前
に呼び出されるメソッドです。
• operation
リクエストされているオペレーションの名前

• target
リクエストのターゲットオブジェクト

• env
オペレーション要求の処理中に発生した可能性のある例外を反映するときに使用さ
れる Environmentオブジェクト

• closure
オブジェクトラッパーメソッド間のデータ受け渡しに使用できる closureオブジェ
クト
786



28.　VisiBroker 4.xインタセプタおよびオブジェクトラッパーのインタフェースとクラス（C++）
28.24　UntypedObjectWrapperFactory
 
class VISObjectWrapper::UntypedObjectWrapperFactory
 

このクラスは，ユーザのアンタイプドオブジェクトラッパーファクトリを派生させると
きに使用します。

新規オブジェクトのバインド時，またはオブジェクトインプリメンテーションがリクエ
ストにサービスするときは，ユーザのファクトリを使用して，アプリケーション用の
ユーザのアンタイプドオブジェクトラッパーのインスタンスを生成します。

28.24.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，vobjwrap.hファイルをインクルードしてください。

28.24.2　UntypedObjectWrapperFactoryのコンストラクタ
● UntypedObjectWrapperFactoryUntypedObjectWrapperFactoryUntypedObjectWrapperFactoryUntypedObjectWrapperFactory(

Location locloclocloc, CORBA::Boolean doAdd=1doAdd=1doAdd=1doAdd=1);
指定された位置にアンタイプドオブジェクトラッパーファクトリを生成し，デフォル
トではそれを ChainUntypedObjectWrapperFactoryに登録します。アプリケーショ
ンがクライアントアプリケーションとサーバアプリケーションの両方として動作して
いる場合は，アンタイプドオブジェクトラッパーファクトリをインストールして，バ
インドしたオブジェクト，およびオブジェクトインプリメンテーションが受信したオ
ペレーション要求の，両方の呼び出しに対してオブジェクトラッパーのメソッドが呼
び出せます。
デフォルトパラメタを使わない場合，doAddを実行しないことを指定できます。ただ
し，アンタイプドオブジェクトラッパーを生成するには，
ChainUntypedObjectWrapper::addを呼び出す必要があります。
• loc
追加するファクトリの位置。次の値のどれかになります。
VISObjectWrapper::Client
VISObjectWrapper::Server
VISObjectWrapper::Both

• doAdd
ファクトリを登録するかどうかを指定するフラグ

28.24.3　UntypedObjectWrapperFactoryのメソッド
● virtual UntypedObjectWrapper_ptr createcreatecreatecreate(

CORBA::Object_ptr targettargettargettarget,Location locloclocloc);
このメソッドは，ユーザ任意の型でUntypedObjectWrapperのインスタンスを生成す
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るときに呼び出します。このメソッドを実装すると，バインドされたオブジェクトま
たはオブジェクトインプリメンテーションの型を検査し，そのオブジェクトラッパー
の生成が必要かどうかを判定します。locパラメタを使用して，createリクエストを
呼び出し，クライアントオブジェクト，またはサーバインプリメンテーションを，
ラッピングするかどうかを指定してください。
• target
アンタイプドオブジェクトラッパーを生成中のクライアントアプリケーションが，
バインドしているオブジェクト。このメソッドがサーバ側で呼び出された場合，こ
のパラメタは生成されるオブジェクトインプリメンテーションを表します。

• loc
追加するファクトリの位置
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28.25　EventQueueManager
 
class EventQueue::EventQueueManager :
                       public virtual InterceptorManager,
                       public virtual VISPseudoInterface
 

このクラスは，カレントオブジェクトの EventQueueManagerのチェーンを保持しま
す。EventQueueManagerは，必ず ORB_init()で使用してください。ORBが初期化さ
れたあとは，無効になります。

VISInitから継承するローダクラスの ORB_init()の中で使用してください。ORB_init()
内で ORBを使用して resolve_initial_references("VisiBrokerInterceptorControl")を呼
び出して InterceptorControlManagerを取得後，
InterceptorManagerControl::get_manager("EventQueueManager")を呼び出すことに
よって返却されます。

28.25.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，interceptor_c.hhファイルおよび EventQueue_c.hhファ
イルをインクルードしてください。

28.25.2　EventQueueManagerのメソッド
● void register_listenerregister_listenerregister_listenerregister_listener(

EventListener_ptr _listenerlistenerlistenerlistener,EventType _typetypetypetype);
このオペレーションは，指定のイベントタイプのイベントリスナーの登録用に用意さ
れています。

● void unregister_listenerunregister_listenerunregister_listenerunregister_listener(
EventListener_ptr _listener,EventType _typetypetypetype);

このオペレーションは，事前に登録された指定のタイプのリスナーを削除します。

● EventListeners* get_listenersget_listenersget_listenersget_listeners(
EventType _typetypetypetype);

このオペレーションは，指定のタイプの登録済みイベントリスナーのリストを返しま
す。
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28.26　ConnEventListeners
 
class EventQueue::ConnEventListeners :public virtual EventListener,
                       public virtual VISPseudoInterface
 

28.26.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，interceptor_c.hhファイルおよび EventQueue_c.hhファ
イルをインクルードしてください。

28.26.2　ConnEventListenersのメソッド
● void conn_establishedconn_establishedconn_establishedconn_established(

const ConnInfo& _infoinfoinfoinfo)
このオペレーションは VisiBroker ORBによってコールバックされ，コネクション設
定イベントをプッシュします。VisiBroker ORBは in ConnInfo infoパラメタにクライ
アントコネクション情報を与えて，この値をコールバックオペレーションに渡します。

● void conn_closedconn_closedconn_closedconn_closed(
const ConnInfo& _infoinfoinfoinfo)

このオペレーションは VisiBroker ORBによってコールバックされ，コネクションク
ローズイベントをプッシュします。VisiBroker ORBは in ConnInfo infoパラメタにク
ライアントコネクション情報を与えて，この値をコールバックオペレーションに渡し
ます。
サーバ側アプリケーションは，リスナーにプッシュされているイベントの処理と同様
に，ConnEventListenersインタフェースのインプリメンテーションにも責任があり
ます。
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28.27　ConnInfo
 
struct ConnInfo
 

28.27.1　インクルードファイル
この構造体を使用するときは，interceptor_c.hhファイルおよび EventQueue_c.hhファ
イルをインクルードしてください。

28.27.2　ConnInfoのメンバ
● CORBA::String_var ipaddressipaddressipaddressipaddress;

"xxx.xxx.xxx.xxx"のフォーマットで通信相手の IPアドレスを格納します。

● CORBA::Long portportportport;
通信相手のポート番号を格納します。

● CORBA::Long connIDconnIDconnIDconnID;
このクライアントコネクションのサーバごとの一意の識別子を格納します。
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29　QoSインタフェースとクラ
ス（C++）
この章では，Borland Enterprise Server VisiBrokerの C++言
語での QoSインタフェースとクラスについて説明します。
ポリシーの生成の詳細については，「22.11　
PortableServer::POA」を参照してください。

29.1　概要

29.2　CORBA::PolicyManager

29.3　CORBA::PolicyCurrent

29.4　CORBA::Object

29.5　Messaging::RebindPolicy

29.6　QoSExt::DeferBindPolicy

29.7　QoSExt::ExclusiveConnectionPolicy

29.8　QoSExt::RelativeConnectionTimeoutPolicy

29.9　Messaging::RelativeRequestTimeoutPolicy

29.10　Messaging::RelativeRoundtripTimeoutPolicy

29.11　Messaging::SyncScopePolicy

29.12　QoS例外
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29.1　概要
QoS（Quality of Service）APIの Borland Enterprise Server VisiBrokerでのインプリ
メンテーションについて説明します。QoS APIによって，ポリシーを使用して，ユーザ
のクライアントアプリケーションとサーバとの間のコネクションを定義したり管理した
りできます。ポリシーの作成方法については，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「QoSインタフェース」の記述を参照してくだ
さい。

QoSは，VisiBroker ORBレベルのポリシー，スレッドレベルのポリシー，およびオブ
ジェクトレベルのポリシーを管理するために，それぞれ次のクラスを提供しています。

● VisiBroker ORBレベルのポリシー
VisiBroker ORBレベルのポリシーは，ローカルの PolicyManagerによって適用でき
ます。PolicyManagerによって，ポリシーを設定したり，現在のポリシーのオーバー
ライドを参照できます。システムデフォルトをオーバーライドする VisiBroker ORB
レベルでのポリシーです。

●スレッドレベルのポリシー
スレッドレベルのポリシーは，PolicyCurrentによって適用できます。PolicyCurrent
は，スレッドレベルでのポリシーのオーバーライドを参照したり設定したりするため
の各種オペレーションを格納しています。システムデフォルトと VisiBroker ORBレ
ベルで設定した値をオーバーライドするスレッドレベルでのポリシーです。

●オブジェクトレベルのポリシー
オブジェクトレベルのポリシーは，継承元 Objectインタフェースの QoSオペレー
ションにアクセスすることによって適用できます。システムデフォルト，VisiBroker 
ORBレベル，およびスレッドレベルで設定した値をオーバーライドするオブジェクト
レベルでのポリシーです。
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29.2　CORBA::PolicyManager
 
class CORBA::PolicyManager
 

このクラスは，VisiBroker ORBレベルでのポリシーオーバーライドの設定とアクセスの
ために使用します。VisiBroker ORBレベルで定義されているポリシーは，システムデ
フォルトをオーバーライドします。マネージャスレッドに属しているインスタンスは，
resolve_initial_references("ORBPolicyManager")を使用して CORBA::PolicyManager
にナロウイングすることでアクセスできます。

29.2.1　IDLの定義
 
module CORBA {
      interface PolicyManager {
      PolicyList get_policy_overrides(in PolicyTypeSeq ts);
      void set_policy_overrides(in PolicyList policies,
                                         in SetOverrideType set_add)
         raises (InvalidPolicies);
   };
};

29.2.2　CORBA::PolicyManagerのメソッド
● CORBA::PolicyList *get_policy_overridesget_policy_overridesget_policy_overridesget_policy_overrides(

const CORBA::PolicyTypeSeq& tstststs);
このメソッドは，要求された Policy型のポリシーを含むリストを返します。空シーケ
ンスを指定した場合，つまりリストの長さが 0の場合，該当するスコープのポリシー
をすべて返します。要求された Policy型がターゲット PolicyManagerに設定されて
いない場合，空シーケンスを返します。

● void set_policy_overridesset_policy_overridesset_policy_overridesset_policy_overrides(
const CORBA::PolicyList& policiespoliciespoliciespolicies,
CORBA::SetOverrideType set_addset_addset_addset_add);

このメソッドは，要求されたポリシーオーバーライドのリストを使用して現在の一連
のポリシーを更新します。PolicyManagerからオーバーライドをすべて削除するに
は，ポリシーに空シーケンス，および処理モードに SET_OVERRIDEを指定して
set_policy_overridesを呼び出してください。
このオペレーションを使用してオーバーライドできるポリシーは，クライアント側で
のオペレーションの呼び出しに関係するポリシーだけです。それ以外のポリシーを
オーバーライドしようとすると，CORBA::NO_PERMISSION例外が発生します。こ
のメソッドの呼び出しが原因で，ターゲット PolicyManagerの一連のオーバーライド
ポリシーに矛盾が生じる場合は，ポリシーの変更も追加もされないで，
InvalidPolicies例外が発生します。ほかの PolicyManagerに設定されたポリシーとの
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互換性はチェックされません。
• policies

Policyオブジェクトのリファレンスのシーケンス
• set_add
ポリシーを，PolicyManagerにすでに存在するほかのオーバーライドに追加
（ADD_OVERRIDE）するか，またはオーバーライドがない PolicyManagerに追加
（SET_OVERRIDE）するかを示します。
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29.3　CORBA::PolicyCurrent
 
class CORBA::PolicyCurrent : public CORBA::Current,
                             public CORBA::PolicyManager
 

このクラスは，スレッドレベルでオーバーライドされたポリシーへのアクセスを提供す
るものです。このクラスは，QoS値を問い合わせてスレッドに適用するためのオペレー
ションを使用して定義されます。スレッドレベルで定義されたポリシーは，任意のシス
テムデフォルト値，または VisiBroker ORBレベルで設定された値をオーバーライドで
きます。ただし，オブジェクトレベルの値はオーバーライドできません。カレントス
レッドに属するインスタンスにアクセスするには，
resolve_initial_references("PolicyCurrent")を使って，CORBA::PolicyCurrentにナロ
ウしてください。

29.3.1　IDLの定義
 
#pragma prefix "omg.org"
module CORBA {
    interface PolicyCurrent : PolicyManager, Current {
    };
};
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29.4　CORBA::Object
 
class CORBA::Object
 

Borland Enterprise Server VisiBrokerの QoS APIのインプリメンテーションは，オブ
ジェクト，スレッド，および VisiBroker ORBに，ポリシーを割り当てられるようにし
ます。オブジェクトに割り当てられたポリシーは，ほかのポリシーをすべてオーバーラ
イドします。

29.4.1　IDLの定義
 
#pragma prefix "omg.org"
module CORBA {
   interface Object {
      Policy get_client_policy(in PolicyType type);
      Policy get_policy(in PolicyType type);
      PolicyList get_policy_overrides(in PolicyTypeSeq types);
      Object set_policy_overrides(in PolicyList policies,
                                         in SetOverrideType set_add)
         raises (InvalidPolicies);
      boolean validate_connection(out PolicyList
                    inconsistent_policies);
   };
};

29.4.2　CORBA::Objectのメソッド
● CORBA::Policy_ptr get_client_policyget_client_policyget_client_policyget_client_policy(

CORBA::PolicyType typetypetypetype);
このメソッドは，オブジェクトリファレンスの有効なオーバーライドポリシーを返し
ます。まず，Objectスコープに指定した PolicyTypeのオーバーライドがあるかどう
かをチェックし，次に Currentスコープ，最後に VisiBroker ORBスコープをチェッ
クすると取得できます。要求された PolicyTypeのオーバーライドがない場合，その
PolicyTypeのシステム依存のデフォルト値が使用されます。デフォルトのポリシー値
は指定されていないので，ポータブルアプリケーションは，VisiBroker ORBスコー
プで必要なデフォルトを設定してください。

● CORBA::Policy_ptr get_policyget_policyget_policyget_policy(
CORBA::PolicyType typetypetypetype);

このメソッドは，オブジェクトリファレンスの有効ポリシーを返します。有効ポリ
シーは，リクエストの発行時に使用するポリシーです。まず，get_client_policyが返
す PolicyTypeの有効オーバーライドを取得します。次に，IOR指定のポリシーと有
効オーバーライドを比較します。有効ポリシーは，有効オーバーライドと IOR指定の
ポリシーが許容する値の共通部分です。共通部分が空の場合は，INV_POLICYシス
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テム例外が発生します。空でない場合は，共通部分に正しく入っているポリシーを有
効ポリシーとして返します。IORにポリシー値の指定がない場合は，正しい任意の値
を使用できます。有効なポリシーを確実に返すには，get_policyメソッドを呼び出す
前に，オブジェクトリファレンスに対して _non_existentメソッド，または
validate_connectionメソッドを呼び出してください。オブジェクトリファレンスをバ
インドする前に get_policyを呼び出すと，実装に依存した有効なポリシーが返されま
す。この状況では，仕様に準拠したインプリメンテーションは次のどれかの動作をす
る可能性があります。
• CORBA::BAD_INV_ORDER例外を発生する
• バインドの実行後に変更される可能性のある PolicyTypeの値を返す
• バインドを試みてから有効ポリシーを返す

RebindPolicyの値が TRANSPARENTである場合は，透過的なリバインドによって，
有効ポリシーは呼び出しごとに変わる可能性があります。

注
Borland Enterprise Server VisiBrokerインプリメンテーションでは，このメ
ソッドはオブジェクト，スレッド，および VisiBroker ORBに割り当てられたポ
リシーを取得します。

● CORBA::PolicyList *get_policy_overridesget_policy_overridesget_policy_overridesget_policy_overrides(
const CORBA::PolicyTypeSeq& tstststs);

このメソッドは，要求された Policy型のポリシーを含むリストを返します。空シーケ
ンスを指定した場合，つまりリストの長さが 0の場合，該当するスコープのポリシー
をすべて返します。要求された Policy型がターゲット PolicyManagerに設定されて
いない場合，空シーケンスを返します。

● CORBA::Object_ptr set_policy_overridesset_policy_overridesset_policy_overridesset_policy_overrides(
const PolicyList& _policiespoliciespoliciespolicies, CORBA::SetOverrideType _set_add_set_add_set_add_set_add);

このメソッドは，指定されたポリシーのリストを反映した CORBA::Objectの複製を
返します。
• policies

Policyオブジェクトのリファレンスのシーケンス
• set_add
ポリシーを，Objectにすでに存在するほかのオーバーライドに追加
（ADD_OVERRIDE）するか，またはオーバーライドがない Objectに追加
（SET_OVERRIDE）するかを示します。

● CORBA::Boolean validate_connectionvalidate_connectionvalidate_connectionvalidate_connection(
CORBA::PolicyList& inconsistent_policiesinconsistent_policiesinconsistent_policiesinconsistent_policies);

オブジェクトの現在の有効ポリシーで呼び出せる場合，このメソッドは TRUEを返し
ます。オブジェクトリファレンスがバインド済みでない場合，オペレーションの一環
としてバインディングをします。オブジェクトリファレンスがバインド済みの場合で
も，現在のポリシーオーバーライドが変更されていたり，バインディングが無効に
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なっている場合は，RebindPolicyオーバーライドの設定に関係なくリバインドされま
す。現在の有効 RebindPolicyが暗黙的リバインドを許可していない場合，そのような
リバインドを強制的にできるのは validate_connectionオペレーションだけです。バ
インドやリバインドを試みると，VisiBroker ORBによって GIOPの LocateRequests
処理がされます。
現在の有効ポリシーで呼び出すと INV_POLICYシステム例外が発生する場合，この
メソッドは FALSEを返します。現在の有効ポリシーに不具合がある場合，不具合を
生じさせるポリシーを，outパラメタの inconsistent_policiesに格納します。この返
されたポリシーのリストは，すべての原因を網羅しているわけではありません。ポリ
シーのオーバーライドに関係ない原因によってバインディングが失敗した場合は，そ
の原因に応じたシステム例外が発生します。
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29.5　Messaging::RebindPolicy
 
class Messaging::RebindPolicy : public virtual CORBA::Policy,
                                public virtual CORBA::Object
 

Borland Enterprise Server VisiBrokerの RebindPolicyのインプリメンテーションは，
orbos/98-05-05 Messaging Specificationに完全に準拠したインプリメンテーションです。
また，Borland Enterprise Server VisiBrokerでは，オブジェクト障害後，osagentを使
用したほかのオブジェクトの呼び出しをサポートするために拡張しています。

VisiBroker ORBの RebindPolicyは，GIOPのロケーションフォワードメッセージ，お
よびオブジェクト障害を，VisiBroker ORBがどのように処理するかを決定します。
VisiBroker ORBは，CORBA::Objectインスタンスにある有効ポリシーを参照して，オ
ブジェクト障害後，osagentを使用したほかのオブジェクトの呼び出しやリバインドを処
理します。

CORBA::Policyから派生した OMGインプリメンテーションは，ターゲットサーバに正
常にバインドされた場合，VisiBroker ORBが透過的にリバインドをするかどうかを決定
します。この継承インプリメンテーションは，ターゲットオブジェクト，スレッド，ま
たは VisiBroker ORBに正常にバインドされた場合，VisiBroker ORBが透過的にオブ
ジェクト障害後，osagentを使用したほかのオブジェクトの呼び出しをするかどうかを決
定します。

29.5.1　IDLの定義
 
#pragma prefix "omg.org"
module Messaging {
   typedef short RebindMode;
   const CORBA::PolicyType REBIND_POLICY_TYPE = 23;
   interface RebindPolicy CORBA::Policy {
      readonly attribute RebindMode rebind_mode;
   };
};

29.5.2　ポリシーの値
ポリシーは，正常にバインドされたあとにだけ使用できます。

リバインドポリシーとして設定できる OMGポリシー値を次に示します。

● TRANSPARENT
このポリシーは，リモートリクエスト実行時に，オブジェクトの転送と必要な再接続
を VisiBroker ORBが暗黙的に行うことを許可します。これは，最も制限を加えない
値です。
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● NO_REBIND
このポリシーは，リモートリクエスト実行時に，クローズしたコネクションの再開を
VisiBroker ORBが暗黙的に行うことを許可します。ただし，クライアント側の有効
QoSポリシーに変更を加えるような，透過的なオブジェクトの転送は許可しません。

● NO_RECONNECT
このポリシーは，オブジェクト転送とクローズしたコネクションの再開を，
VisiBroker ORBが暗黙的に行うことを禁止します。これは，最も制限を加える値で
す。

リバインドポリシーとして設定できる，Borland Enterprise Server VisiBroker固有の値
を次に示します。

● VB_TRANSPARENT
このポリシーは，TRANSPARENT動作を継承します。これはデフォルトポリシーで
す。
このポリシーを設定した場合，サーバオブジェクトのダウンが原因でリモート呼び出
しが失敗すると，VisiBroker ORBは osagentを使用してほかのサーバとの再接続を
試みます。VisiBroker ORBは通信障害をマスクし，呼び出し元のクライアントで例
外を発生させません。

● VB_NOTIFY_REBIND
このポリシーは，VB_TRANSPARENTとほぼ同様の動作をしますが，通信障害を検
知した場合に例外を発生させます。再度呼び出しをすると，このポリシーは，ほかの
オブジェクトとの透過的な再接続を試みます。

● VB_NO_REBIND
このポリシーは，オブジェクト障害後，osagentを使用してほかのオブジェクトを呼
び出すことを有効にしません。また，オブジェクトの転送も許可しません。クライア
ント VisiBroker ORBが，同じサーバに対してクローズしたコネクションを再開する
ことだけを許可します。
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29.　QoSインタフェースとクラス（C++）
29.6　QoSExt::DeferBindPolicy
 
class QoSExt::DeferBindPolicy : public virtual CORBA::Policy,
                                  public virtual CORBA::Object
 

DeferBindPolicyは，リモートオブジェクトが最初に生成されたときに，VisiBroker 
ORBがオブジェクトに接続する契機を決定します。

FALSEが設定された場合は，bind()の発行時，またはリクエストが呼び出されたときに
接続します。TRUEが設定された場合は，bind()の発行時には接続しないで，最初にリ
クエストが呼び出されたときまで接続を延期します。

デフォルトは FALSEです。

29.6.1　IDLの定義
 
#pragma prefix "inprise.com"
module QoSExt {
   const CORBA::PolicyType DEFER_BIND_POLICY_TYPE = 0x56495305;
   interface DeferBindPolicy :CORBA::Policy {
      readonly attribute boolean value;
   };
};
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29.　QoSインタフェースとクラス（C++）
29.7　QoSExt::ExclusiveConnectionPolicy
 
class QoSExt::ExclusiveConnectionPolicy : public virtual 
CORBA::Policy,
                                          public virtual CORBA::Object
 

ExclusiveConnectionPolicyは，指定したサーバオブジェクトとの排他接続（共有でない
接続）を確立するための，VisiBroker固有のポリシーです。このポリシーは，trueまた
は falseのブール値を持ちます。trueが設定された場合は，サーバオブジェクトへの排
他接続をオープンします。falseが設定された場合で既存のコネクションを再使用できる
ときは，既存のコネクションを再使用します。既存のコネクションを再使用できないと
きは，新しいコネクションをオープンします。デフォルトは falseです。

このポリシーは，VisiBroker 3.xの CORBA::Object::_clone()と同じ動作をします。

このポリシーが有効になるのは次のような場合です。

• _bind()前に ORBまたは PolicyCurrentに対して Policyを設定している場合
• string_to_objectで作成した Objectを呼び出す前に，ORBまたは PolicyCurrentに対
して Policyを設定している場合

• string_to_objectや _bindで作成した Objectに対して Policyを設定し，Policyを設定
された Objectに対してリクエストを行う場合

注
このポリシーは，プロセス内通信には適用されません。

29.7.1　IDLの定義
 
module QoSExt {
  const CORBA::PolicyType EXCLUSIVE_CONNECTION_POLICY_TYPE = 
0x56495320;
  interface ExclusiveConnectionPolicy :CORBA::Policy {
    /** Returns the current setting of */
    /** the ExclusiveConnectionPolicy  */
    readonly attribute boolean value;
  };
};
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29.　QoSインタフェースとクラス（C++）
29.8　QoSExt::RelativeConnectionTimeoutPolic
y

 
class QoSExt::RelativeConnectionTimeoutPolicy :
                       public virtual CORBA::Policy,
                       public virtual CORBA::Object
 

RelativeConnectionTimeoutPolicyには，利用できるサーバのオブジェクトへの接続タ
イムアウト値を指定します。

値は 100ナノ秒単位で指定します（1秒の場合 10000000と指定）。

このタイムアウト値が示す時間を過ぎても接続できないときは，接続を中止します。タ
イムアウト値は VisiBroker ORBが接続しようとするすべてのサーバに適用されます。
したがって，複数のコネクションを試みた場合，タイムアウト値は設定値の倍数となり
ます。

このポリシーの領域は，CORBA::ULongLongで表されます。

デフォルトは 0で，OSのデフォルトタイムアウト値が設定されます。

注
このポリシーは，プロセス内通信には適用されません。

29.8.1　IDLの定義
 
module QoSExt {
   const CORBA::PolicyType RELATIVE_CONN_TIMEOUT_POLICY_TYPE 
                                               = 0x56495304;
   interface RelativeConnectionTimeoutPolicy : CORBA::Policy {
      readonly attribute TimeBase::TimeT relative_expiry;
   };
};
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29.9　Messaging::RelativeRequestTimeoutPolic
y

 
class Messaging::RelativeRequestTimeoutPolicy :
                       public virtual CORBA::Policy,
                       public virtual CORBA::Object
 

RelativeRequestTimeoutPolicyには，クライアントがリクエストを送信完了待ちする最
大時間を指定します。

値は 100ナノ秒単位で指定します（1秒の場合 10000000と指定）。

リクエストがタイムアウトした場合，CORBA::COMM_FAILURE, 
CORBA::TRANSIENT, または CORBA::TIMEOUT例外が発生し，サーバへのコネク
ションは破棄される場合があります。

このポリシーの領域は，CORBA::ULongLongで表されます。

デフォルトは 0で，クライアントはシステムおよびネットワークが許す限り，リクエス
トの送信が完了するのを待ち続けることを意味します。

注
• このポリシーはプロセス内通信には適用されません。
•「29.10　Messaging::RelativeRoundtripTimeoutPolicy」の注も参照してくださ
い。

29.9.1　IDLの定義
 
module Messaging {
    const CORBA::PolicyType RELATIVE_REQ_TIMEOUT_POLICY_TYPE = 31;
    interface RelativeRequestTimeoutPolicy : CORBA::Policy {
        readonly attribute TimeBase::TimeT relative_expiry;
    };
};
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29.10　Messaging::RelativeRoundtripTimeoutP
olicy

 
class Messaging::RelativeRoundtripTimeoutPolicy :
                       public virtual CORBA::Policy,
                       public virtual CORBA::Object
 

RelativeRoundtripTimeoutPolicyには，クライアントがリクエストの送信および受信の
完了を待機する最大時間を指定します。

値は 100ナノ秒単位で指定します（1秒の場合 10000000と指定）。

リクエストがタイムアウトした場合，CORBA::COMM_FAILURE, 
CORBA::TRANSIENT，または CORBA::TIMEOUT例外が発生し，サーバへのコネク
ションは破棄される場合があります。

このポリシーの領域は，CORBA::ULongLongで表されます。

デフォルトは 0で，クライアントはシステムおよびネットワークが許す限り，リクエス
トの送信および受信の完了を待ち続けることを意味します。

注
• このポリシーはプロセス内通信には適用されません。
• RelativeRequestTimeoutPolicy　＜　RelativeRoundtripTimeoutPolicyの関係で
タイムアウト値を指定した場合，リクエストの要求完了待機には
RelativeRequestTimeoutPolicyが使用され，リクエストの受信完了待機には
（RelativeRoundtripTimeoutPolicy－リクエストの要求完了まで待機した時間）
が使用されます。ただし，RelativeRequestTimeoutPolicyに 0を指定するか，ま
たは値を指定しなかった場合，リクエストの要求完了待機には
RelativeRoundtripTimeoutPolicyが使用され，リクエストの受信完了待機には
（RelativeRoundtripTimeoutPolicy－リクエストの要求完了まで待機した時間）
が使用されます。

• RelativeRequestTimeoutPolicy　≧　RelativeRoundtripTimeoutPolicyの関係で
タイムアウト値を指定した場合，リクエストの要求完了待機には
RelativeRoundtripTimeoutPolicyが使用され，リクエストの受信完了待機には
（RelativeRoundtripTimeoutPolicy－リクエストの要求完了まで待機した時間）
が使用されます。ただし，RelativeRoundtripTimeoutPolicyに 0を指定するか，
または値を指定しなかった場合，リクエストの要求完了待機には
RelativeRequestTimeoutPolicyが使用され，システムおよびネットワークが許す
限り，リクエストの受信完了を待機し続けます。
この動作は，今後のバージョンで変更になる可能性がありますので，
RelativeRequestTimeoutPolicy　＜　RelativeRoundtripTimeoutPolicyの関係で
タイムアウト値を指定することをお勧めします。
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29.10.1　IDLの定義
 
module Messaging {
    const CORBA::PolicyType RELATIVE_RT_TIMEOUT_POLICY_TYPE = 32;
    interface RelativeRoundtripTimeoutPolicy : CORBA::Policy {
        readonly attribute TimeBase::TimeT relative_expiry;
    };
};
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29.11　Messaging::SyncScopePolicy
 
class Messaging::SyncScopePolicy: public virtual CORBA::Policy,

                                  public virtual CORBA::Object

 

SyncScopePolicyは，ターゲットに関するリクエストの同期レベルを定義します。

SyncScope型の値は，一方向オペレーションの動作を制御するために，SyncScopePolicy
とともに使用されます。

SyncScopePolicyのデフォルトは，SYNC_WITH_TRANSPORTです。

アプリケーションは，VisiBroker ORBインプリメンテーションのポータビリティを確保
するために，明示的に VisiBroker ORBレベルの SyncScopePolicyを設定する必要があ
ります。

SyncScopePolicyのインスタンスが作成される場合，Messaging::SyncScope型の値は
CORBA::ORB::create_policyに渡されます。

注
このポリシーはクライアント側の変更だけ適用できます。

29.11.1　IDLの定義
 
module Messaging {
    const CORBA::PolicyType SYNC_SCOPE_POLICY_TYPE = 24;
    interface SyncScopePolicy : CORBA::Policy {
        readonly attribute SyncScope synchronization;
    };
};

29.11.2　SyncScopeポリシーの値
SyncScopeポリシーの値と動作を次の表に示します。

表 29-1　SyncScopeのポリシー値（C++）

ポリシー値 説明

SYNC_NONE VisiBroker ORBは，リクエストメッセージをトランスポートプロトコル
に渡す前に（例えば，メソッド呼び出しから），クライアントに制御を返
します。クライアントは，動作を抑止しないことが保障されます。サー
バから応答はないため，このレベルの同期ではロケーションフォワード
は実行されません。
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SYNC_WITH_SERVER サーバ側 VisiBroker ORBは，対象インプリメンテーションを呼び出す
前に応答を送信します。NO_EXCEPTIONの応答が送信された場合，必
要なロケーションフォワードがすでに発生しています。この応答受信時
に，クライアント側 VisiBroker ORBは，制御をクライアントアプリ
ケーションに返します。クライアントは，ロケーションフォワードがす
べて完了するまで動作を抑止します。POAを使用しているサーバの場
合，応答は，ServantManagerが呼び出されてから対象サーバントにリ
クエストが渡されるまでの間に送信されます。

SYNC_WITH_TARGET CORBA 2.2の，同期型非一方向オペレーションと同等です。サーバ側
VisiBroker ORBは，オペレーション呼び出し先でオペレーションが完了
したあとに，応答メッセージの送信だけを実行します。
LOCATION_FORWARDの応答は，オペレーション呼び出し前に送信済
みです。SYSTEM_EXCEPTIONの応答は，例外の構文に従った任意の
時間に送信できる状態となります。一方向と定義されている場合でも，
実際は，オペレーションは同期オペレーションと同様に動作します。こ
の形式の同期では，対象オペレーションがリクエストを解釈し，そのリ
クエストに従って実行したことをクライアントが認識していることが保
障されます。CORBA 2.2と同様，この最高レベルの同期では，OTSだ
けを使用できます。これより低いレベルの同期で呼び出されたオペレー
ションでは，対象はクライアントのカレントトランザクションに入れま
せん。

SYNC_WITH_TRANSPOR
T

VisiBroker ORBは，リクエストメッセージをトランスポートプロトコル
に渡したあとに，クライアントに制御を返します。
サーバから応答はないため，このレベルの同期ではロケーションフォ
ワードは実行されません。

ポリシー値 説明
810
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29.12　QoS例外

QoSで発生する例外について，次の表に示します。

表 29-2　QoSで発生する例外（C++）

例外 説明

CORBA::INV_POLICY ポリシーオーバーライド間に互換性がない場合に発生します。

CORBA::REBIND RebindPolicyに NO_REBIND，NO_RECONNECT，または
VB_NOTIFY_REBINDを設定し，バインドされたオブジェクトリ
ファレンスの呼び出しがオブジェクトフォワードメッセージまたはロ
ケーションフォワードメッセージとなった場合に発生します。

CORBA::PolicyError 指定したポリシーがサポートされていない場合に発生します。
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30　IOPおよび IIOPのインタ
フェースとクラス（C++）
この章では，General Inter-ORB Protocolの主なインタフェー
ス，および CORBAの仕様で定義された，その他の構造体の
Borland Enterprise Server VisiBrokerでのインプリメンテー
ションについて，C++言語でのインタフェースを説明します。

30.1　GIOP::MessageHeader

30.2　GIOP::CancelRequestHeader

30.3　GIOP::LocateReplyHeader

30.4　GIOP::LocateRequestHeader

30.5　GIOP::ReplyHeader

30.6　GIOP::RequestHeader

30.7　IIOP::ProfileBody

30.8　IOP::IOR

30.9　IOP::TaggedProfile
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30.　IOPおよび IIOPのインタフェースとクラス（C++）
30.1　GIOP::MessageHeader
 
struct MessageHeader
 

この構造体は，GIOPメッセージの情報を表すために使用します。

30.1.1　MessageHeaderのメンバ
● CORBA::Char    magicmagicmagicmagic[4]
この文字列は常に "GIOP"を格納します。

● Version GIOP_versionGIOP_versionGIOP_versionGIOP_version
使用されているプロトコルのバージョンを示します。この構造体は，次に示すように，
メジャーバージョン番号およびマイナーバージョン番号が格納されます。メジャー
バージョンは 1，マイナーバージョンは 2を設定します。ただし，VisiBroker 3.xな
どの古いバージョンを使用している場合は，マイナーバージョンは 0を設定します。
 
struct Version {
      CORBA::Octet major;
      CORBA::Octet minor;
};
 

● CORBA::Boolean byte_orderbyte_orderbyte_orderbyte_order
TRUEを設定すると，メッセージにリトルエンディアンのバイトオーダが使用されま
す。FALSEを設定すると，メッセージにビッグエンディアンのバイトオーダが使用さ
れます。

● CORBA::Octet message_typemessage_typemessage_typemessage_type
ヘッダに続くメッセージの型を示します。次のどれかの値を持ちます。
 
enum MsgType {
      Request,
      Reply,
      CancelRequest,
      LocateRequest,
      LocateReply,
      CloseConnection,
      MessageError,
      Fragment
    };
 

● CORBA::ULong message_sizemessage_sizemessage_sizemessage_size
ヘッダに続くメッセージの長さを示します。
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30.　IOPおよび IIOPのインタフェースとクラス（C++）
30.2　GIOP::CancelRequestHeader
 
struct CancelRequestHeader
 

この構造体は，キャンセルするリクエストのメッセージヘッダの情報を表すために使用
します。

30.2.1　CancelRequestHeaderのメンバ
● CORBA::ULong request_idrequest_idrequest_idrequest_id
このデータメンバは，キャンセルされるリクエスト識別子を表します。
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30.　IOPおよび IIOPのインタフェースとクラス（C++）
30.3　GIOP::LocateReplyHeader
 
struct LocateReplyHeader
 

この構造体は，ロケートリクエストメッセージへの応答として送信されるメッセージを
表すために使用します。locate_statusに OBJECT_FORWARDを設定すると，このヘッ
ダのあとに拡張データが続きます。

30.3.1　LocateReplyHeaderのメンバ
● CORBA::ULong request_idrequest_idrequest_idrequest_id
元のリクエストのリクエスト識別子です。

● LocateStatusType locate_statuslocate_statuslocate_statuslocate_status
ロケートリクエストの性質を表します。次の値のどれかとなります。
• UNKNOWN_OBJECT
リクエストされたオブジェクトが見つからなかったことを示します。このメッセー
ジに対応するデータはほかにありません。

• OBJECT_HERE
オブジェクトがこのサーバによって実装されることを示します。このメッセージに
対応するデータはほかにありません。

• OBJECT_FORWARD
応答に含まれるオブジェクトリファレンス（IOR）が，ロケートリクエストメッ
セージに指定されたオブジェクトへのリクエストのターゲットとして使用できるこ
とを示します。オブジェクトはほかのサーバによって実装され，そのサーバの IOR
がヘッダのあとに続きます。

• OBJECT_FORWARD_PERM
応答に含まれるオブジェクトリファレンス（IOR）が，ロケートリクエストメッ
セージに指定された，オブジェクトへのリクエストのターゲットとして使用できる
ことを示します。

• LOC_SYSTEM_EXCEPTION
マーシャリング済みの GIOP::System ExceptionReplyBodyが例外に格納されてい
ることを示します。

• LOC_NEEDS_ADDRESSING_MODE
ロケートリクエストを再送するときに，リクエストされたアドレッシングモードを
使用することを示します。
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30.4　GIOP::LocateRequestHeader
 
struct LocateRequestHeader
 

この構造体は，オブジェクトを探索するためのリクエストを含むメッセージを表します。

30.4.1　LocateRequestHeaderのメンバ
● CORBA::ULong request_idrequest_idrequest_idrequest_id
このメッセージのリクエスト識別子を表し，複数のアウトスタンディングメッセージ
を識別するために使用します。

● GIOP::TargetAddress targettargettargettarget
探索対象のオブジェクトを表します。ターゲットとなるのはオブジェクトキー，プロ
ファイル，および IORの三つから構成される unionです。
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30.　IOPおよび IIOPのインタフェースとクラス（C++）
30.5　GIOP::ReplyHeader
 
struct ReplyHeader
 

この構造体は，リクエストメッセージへの応答として，クライアントに送信される応答
メッセージの応答ヘッダを表します。

30.5.1　インクルードファイル
この構造体を使用するときは，giop_c.hhファイルをインクルードしてください。この
ファイルは，インストール /インクルードディレクトリの corba.hにすでにインクルード
されています。

30.5.2　ReplyHeaderのメンバ
● CORBA::ULong request_idrequest_idrequest_idrequest_id
この応答が対応しているリクエストメッセージと同一の request_idを設定します。

● ReplyStatusType reply_statusreply_statusreply_statusreply_status
応答の状態を示します。次の enum値のどれかを設定します。
• NO_EXCEPTION
• USER_EXCEPTION
• SYSTEM_EXCEPTION
• LOCATION_FORWARD
• LOCATION_FORWARD_PERM
• NEEDS_ADDRESSING_MODE

● IOP::ServiceContextList service_infoservice_infoservice_infoservice_info
サーバからクライアントに渡せるサービスコンテキスト情報のリスト
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30.　IOPおよび IIOPのインタフェースとクラス（C++）
30.6　GIOP::RequestHeader
 
struct RequestHeader
 

この構造体は，オブジェクトインプリメンテーションに送信されるリクエストメッセー
ジのリクエストヘッダを表します。

30.6.1　インクルードファイル
この構造体を使用するときは，giop_c.hhファイルをインクルードしてください。この
ファイルは，インストール /インクルードディレクトリの corba.hにすでにインクルード
されています。

30.6.2　RequestHeaderのメンバ
● CORBA::ULong request_idrequest_idrequest_idrequest_id
応答メッセージと特定のリクエストメッセージを対応づけるために使用する一意の識
別子です。

● CORBA::Boolean response_expectedresponse_expectedresponse_expectedresponse_expected
リクエストが応答を受信することがない一方向オペレーションである場合，このメン
バは FALSEに設定されます。オペレーション要求およびその他のリクエストが応答
を受信する場合は，このメンバは TRUEに設定されます。

● GIOP::TargetAddress _targettargettargettarget
リクエストのターゲットであるオブジェクトです。ターゲットとなるのはオブジェク
トキー，プロファイル，および IORの unionです。オブジェクトキーはベンダ固有の
フォーマットで格納され，IORが生成された際に生成されます。

● CORBA::String_var operationoperationoperationoperation
ターゲットオブジェクトに対してリクエストされているオペレーションを識別します。
このメンバが管理型であるという以外は，operatorメンバとまったく同じです。

● const char *operationoperationoperationoperation
ターゲットオブジェクトに対してリクエストされているオペレーションを識別します。
このメンバが管理型ではないという以外は，operメンバとまったく同じです。

● IOP::ServiceContextList service_contextservice_contextservice_contextservice_context
クライアントからサーバに渡せるサービスコンテキスト情報のリストです。
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30.7　IIOP::ProfileBody
 
struct ProfileBody
 

この構造体は，オブジェクトによってサポートされているプロトコルの情報を格納しま
す。

 
module IIOP {
    . . .
    struct ProfileBody {
      Version iiop_version;
      string host;
      unsigned short port;
      sequence<octet> object_key;
      sequence<IOP::TaggedComponent> components;
    };
};

30.7.1　ProfileBodyのメンバ
● Version iiop_versioniiop_versioniiop_versioniiop_version
サポートされている IIOPのバージョンです。

● CORBA::String_var hosthosthosthost
オブジェクトのホストになるサーバを実行中のホスト名です。

● CORBA::UShort portportportport
オブジェクトへのコネクションを確立するために使用するポート番号です。

● CORBA::OctetSequence object_keyobject_keyobject_keyobject_key
オブジェクトキーはベンダ固有のフォーマットで格納され，IORが生成された際に生
成されます。

● IIOP::MultiComponentProfile componentscomponentscomponentscomponents
サポートしているプロトコルに関する情報を格納する TaggedComponentのシーケン
スです。
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30.　IOPおよび IIOPのインタフェースとクラス（C++）
30.8　IOP::IOR
 
struct IOR
 

この構造体は，IORを表し，オブジェクトリファレンスの情報を提供するために使用し
ます。クライアントアプリケーションは ORB::object_to_stringメソッドを呼び出して文
字列化 IORを生成できます。詳細については，「22.9.2　CORBA::ORBのメソッド」を
参照してください。

30.8.1　インクルードファイル
この構造体を使用するときは，giop_c.hhファイルをインクルードしてください。

30.8.2　IORのメンバ
● CORBA::String_var type_idtype_idtype_idtype_id
このデータメンバは，この IORが表すオブジェクトリファレンスの型を記述します。

● TaggedProfileSeq profilesprofilesprofilesprofiles
このデータメンバは，一つ以上の TaggedProfile構造体のシーケンスを表します。そ
の構造体は，サポートされているプロトコルについての情報を格納します。
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30.9　IOP::TaggedProfile
 
struct TaggedProfile
 

この構造体は，IORによってサポートされている，特定のプロトコルを表します。

30.9.1　TaggedProfileのメンバ
● ProfileID tagtagtagtag
このデータメンバは，プロファイルデータの内容を表します。次の値のどれかになり
ます。
• TAG_INTERNET_IOP
プロトコルが IIOPであることを示します。

• TAG_MULTIPLE_COMPONENTS
プロファイルデータがそのプロトコルで使用できる VisiBroker ORBサービスのリ
ストを含んでいることを示します。

• TAG_VB_LOCATOR
IORは，osagentが本当の IORを受信するまで使用される暫定の擬似オブジェクト
であることを示します。

• TAG_VSGN_LIOP
プロトコルがローカル IPCメカニズムに適用されている IOPであることを示しま
す。

● CORBA::OctetSequence profile_dataprofile_dataprofile_dataprofile_data
このデータメンバは，IORに対するオペレーションを起動するために必要なすべての
プロトコル情報をカプセル化します。
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31　マーシャルバッファインタ
フェースとクラス（C++）
この章では，C++言語でオペレーション要求または応答メッ
セージを生成するときに，データをバッファにマーシャリング
するために使用するバッファクラスについて説明します。ま
た，受信したオペレーション要求または応答メッセージから
データを抽出するために使用するバッファクラスについても説
明します。

31.1　CORBA::MarshalInBuffer

31.2　CORBA::MarshalOutBuffer
823



31.　マーシャルバッファインタフェースとクラス（C++）
31.1　CORBA::MarshalInBuffer
 
class CORBA::MarshalInBuffer : public VISistream
 

このクラスは，バッファから IDL型の読み込みができるようにするストリームバッファ
を表し，実装するインタセプタメソッドによって使用されます。インタセプタインタ
フェースの詳細については，「27.　ポータブルインタセプタインタフェースとクラス
（C++）」を参照してください。

CORBA::MarshalInBufferクラスは，応答メッセージに対応するデータを抽出するため
に，クライアント側で使用します。サーバ側では，オペレーション要求に対応するデー
タを抽出するために使います。このクラスは，バッファからさまざまな型のデータを取
り出すメソッドを数多く提供しています。

このクラスは，CORBA::MarshalInBufferポインタをテストおよび操作する静的メソッ
ドを提供します。また，包含オブジェクトを自動的に管理するオブジェクトラッパーを
提供する，CORBA::MarshalInBuffer_varクラスも提供します。

31.1.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，mbuf.hファイルをインクルードしてください。このファ
イルは corba.hにインクルード済みです。別途mbuf.hファイルをインクルードする必要
はありません。

31.1.2　CORBA::MarshalInBufferのコンストラクタとデスト
ラクタ

● CORBA::MarshalInBufferCORBA::MarshalInBufferCORBA::MarshalInBufferCORBA::MarshalInBuffer(
char *read_bufferread_bufferread_bufferread_buffer,
CORBA::ULong lengthlengthlengthlength,
CORBA::Boolean release_flagrelease_flagrelease_flagrelease_flag=0,
CORBA::Boolean byte_orderbyte_orderbyte_orderbyte_order = CORBA::ByteOrder);

これはデフォルトのコンストラクタです。
• read_buffer
マーシャリングされたデータが実際に格納されるバッファ

• length
read_bufferに格納できる最大バイト数

• release_flag
trueを設定すると，このオブジェクトがデストラクトされた際に，read_bufferに
対応するメモリが解放されます。デフォルト値は falseです。

• byte_order
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リトルエンディアンバイトオーダが使用されていることを示す場合は，trueを設定
し，ビッグエンディアンバイトオーダが使用されていることを示す場合は falseを
設定します。

● virtual ~CORBA::MarshalInBuffer~CORBA::MarshalInBuffer~CORBA::MarshalInBuffer~CORBA::MarshalInBuffer();
これは，デフォルトのデストラクタです。release_flagに trueを設定した場合，この
オブジェクトに対応するバッファメモリが解放されます。オブジェクトを生成すると
きに release_flagを設定するか，または release_flagメソッドを呼び出すことによっ
て，release_flagを設定できます。release_flagメソッドについては，「31.1.3　
CORBA::MarshalInBufferのメソッド」の「void release_flag(CORBA::Boolean 
val);」を参照してください。

31.1.3　CORBA::MarshalInBufferのメソッド
● char *bufferbufferbufferbuffer() const;
このオブジェクトに対応するバッファを指すポインタを返します。

● void byte_orderbyte_orderbyte_orderbyte_order(
CORBA::Boolean valvalvalval) const;

このメッセージバッファのバイトオーダを設定します。
• val
リトルエンディアンバイトオーダが使用されていることを示す場合は，trueを設定
し，ビッグエンディアンバイトオーダが使用されていることを示す場合は falseを
設定します。

● CORBA::Boolean byte_orderbyte_orderbyte_orderbyte_order() const;
バッファのバイトオーダにリトルエンディアンバイトオーダを使用している場合は
trueが返され，ビッグエンディアンバイトオーダを使用している場合は falseが返さ
れます。

● CORBA::ULong curoffcuroffcuroffcuroff() const;
このオブジェクトに対応するバッファ内にある現在のオフセットを返します。

● virtual VISistream& getgetgetget(char& datadatadatadata);
virtual VISistream& getgetgetget(unsigned char& datadatadatadata);
これらのメソッドを使用して，現在のロケーションのバッファから一つの文字を取得
できます。
このメソッドは，取得したデータの直後に続くバッファ内のロケーションを指すポイ
ンタを返します。
• data
取得した char，または unsigned charが格納されるロケーション

● virtual VISistream& getgetgetget(
<data_type> datadatadatadata, unsigned sizesizesizesize);

このメソッドを使用して，現在のロケーションのバッファからデータのシーケンスを
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31.　マーシャルバッファインタフェースとクラス（C++）
取得できます。次に示すそれぞれのターゲットデータ型に対して別々のメソッドが提
供されています。
このメソッドは，取得したデータの直後に続くバッファ内のロケーションを指すポイ
ンタを返します。
• data
取得したデータが格納されるロケーション。サポートされるターゲットデータ型を
次に示します。
char*，unsigned char*，short*，unsigned short*，int*，unsigned int*，long*，
unsigned long*，float*，double*，long double*，VISLongLong*，
VISULongLong*，wchar_t*

• size
取得する指定されたデータ型の数

● virtual VISistream& getCStringgetCStringgetCStringgetCString(
char* datadatadatadata, unsigned maxlenmaxlenmaxlenmaxlen);

このメソッドを使用して，現在のロケーションのバッファから文字列を取得できます。
このメソッドは，取得したデータの直後に続くバッファ内のロケーションを指すポイ
ンタを返します。
• data
取得した文字列が格納されるロケーション

• maxlen
取得する最大文字数

● virtual const CORBA::WChar *getWStringgetWStringgetWStringgetWString(
CORBA::ULong& lenlenlenlen);

このメソッドは，wstringを含むバッファ内のロケーションを指すポインタを返しま
す。VisiBrokerの wstringの幅は 2バイトです。
• len
バッファ内の任意のデータのオフセット

● virtual int is_availableis_availableis_availableis_available(
unsigned long sizesizesizesize);

指定された sizeが，このオブジェクトに対応するバッファのサイズ以下である場合，
1を返します。
• size
このバッファに収容する必要のあるバイト数

● virtual CORBA::ULong lengthlengthlengthlength() const;
現在のバッファ長を返します。

● virtual void new_encapsulationnew_encapsulationnew_encapsulationnew_encapsulation() const;
バッファ内の開始オフセットを 0にリセットします。

● void release_flagrelease_flagrelease_flagrelease_flag(
CORBA::Boolean valvalvalval);
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31.　マーシャルバッファインタフェースとクラス（C++）
このオブジェクトがデストラクトされた際，バッファメモリの自動解放を有効または
無効にします。
• val

valに trueを設定すると，このオブジェクトがデストラクトされた際に，このオブ
ジェクトのバッファメモリが解放されます。valに falseを設定すると，このオブ
ジェクトがデストラクトされた際にバッファは解放されません。

● CORBA::Boolean release_flagrelease_flagrelease_flagrelease_flag() const;
オブジェクトのバッファメモリの自動解放が有効である場合，trueを返します。そう
でない場合は，falseを返します。

● void resetresetresetreset();
開始オフセット，現在のオフセット，およびシークポジションを 0にリセットします。

● void rewindrewindrewindrewind();
シークポジションを 0にリセットします。

● CORBA::ULong seekposseekposseekposseekpos(
CORBA::ULong pospospospos);

posに含まれる値に現在のオフセットを設定します。posで指定されるオフセットが
バッファサイズより大きい場合，CORBA::BAD_PARAM例外が発生します。

● static CORBA::MarshalInBuffer *_duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::MarshalInBuffer_ptr ptrptrptrptr);

ptrが指すこのオブジェクトの複製ポインタを返し，このオブジェクトのリファレン
スカウントを増やします。

● static CORBA::MarshalInBuffer *_nil_nil_nil_nil();
CORBA::MarshalInBuffer型の NULLポインタを返します。

● static void _release_release_release_release(
CORBA::MarshalInBuffer_ptr ptrptrptrptr);

ptrが指すオブジェクトのリファレンスカウントを減らします。リファレンスカウン
トが 0になると，そのオブジェクトはデストラクトされます。構築された際にオブ
ジェクトの release_flagに trueを設定した場合，オブジェクトに対応するバッファが
解放されます。

31.1.4　CORBA::MarshalInBufferの演算子
● virtual VISistream& operatoroperatoroperatoroperator>>(<data_type> datadatadatadata);
このストリーム演算子を使用して，指定された data_typeのデータを現在のロケー
ションのバッファに取得できます。
このメソッドは，取り出されたデータの直後に続くバッファ内のロケーションを指す
ポインタを返します。
• data
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31.　マーシャルバッファインタフェースとクラス（C++）
バッファに書き込まれるデータ。サポートされるソースデータ型は次のとおりです。
char*&，char&，unsigned char&，short&，unsigned short&，int&，unsigned 
int&，long&，unsigned long&，float&，double&，long double&，wchar_t*&，
wchar_t&
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31.2　CORBA::MarshalOutBuffer
 
class CORBA::MarshalOutBuffer : public VISostream
 

このクラスは，バッファからの IDL型を書き込めるようにするストリームバッファを表
し，実装するインタセプタメソッドによって使用されます。インタセプタインタフェー
スの詳細については，「27.　ポータブルインタセプタインタフェースとクラス（C++）」
を参照してください。

このクラスは，オペレーション要求に対応するデータをマーシャリングするために，ク
ライアント側で使用します。サーバ側では，応答メッセージに対応するデータをマー
シャリングするために使用します。このクラスは，バッファへさまざまな型のデータを
追加したり，バッファに書き込まれたデータを取り出したりするメソッドを数多く提供
しています。

このクラスは，CORBA::MarshalOutBufferポインタをテストおよび操作する静的メ
ソッドを提供します。また，包含オブジェクトを自動的に管理するオブジェクトラッ
パーを提供する，CORBA::MarshalOutBuffer_varクラスも提供します。

31.2.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，mbuf.hファイルをインクルードしてください。このファ
イルは corba.hにインクルード済みです。別途mbuf.hファイルをインクルードする必要
はありません。

31.2.2　CORBA::MarshalOutBufferのコンストラクタとデス
トラクタ

● CORBA::MarshalOutBufferCORBA::MarshalOutBufferCORBA::MarshalOutBufferCORBA::MarshalOutBuffer(
CORBA::ULong initial_sizeinitial_sizeinitial_sizeinitial_size = 255，
CORBA::Boolean release_flagrelease_flagrelease_flagrelease_flag = 0);

initial_sizeに指定されたサイズのMarshalOutBufferを生成します。
MarshalOutBufferには，putオペレーション時に自分自身のサイズを変更する機能
があります。書き込まれたすべての内容を保持するスペースがバッファに不足してい
る場合，バッファのサイズが倍になります。
• initial_size
このオブジェクトに対応するバッファの初期サイズ。デフォルトサイズは，255バ
イトです。

• release_flag
trueを設定すると，このオブジェクトがデストラクトされた場合に read_bufferに
対応するメモリが解放されます。デフォルト値は falseです。
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● CORBA::MarshalOutBufferCORBA::MarshalOutBufferCORBA::MarshalOutBufferCORBA::MarshalOutBuffer(
char *read_bufferread_bufferread_bufferread_buffer,
CORBA::ULong length,
CORBA::Boolean release_flagrelease_flagrelease_flagrelease_flag=0);

指定されたバッファ，バッファ長，解放フラグ値で，オブジェクトを生成します。
• read_buffer
マーシャリングされたデータが実際に格納されるバッファ

• length
read_bufferに格納できる最大バイト数

• release_flag
trueを設定すると，このオブジェクトがデストラクトされた場合に read_bufferに
対応するメモリが解放されます。デフォルト値は falseです。

● virtual ~CORBA::MarshalOutBufferCORBA::MarshalOutBufferCORBA::MarshalOutBufferCORBA::MarshalOutBuffer();
これはデフォルトのデストラクタです。release_flagに trueを設定した場合，このオ
ブジェクトに対応するバッファメモリが解放されます。オブジェクトを生成するとき
に release_flagを設定するか，または release_flagメソッドを呼び出すことによって
release_flagを設定できます。release_flagメソッドについては，「31.1.3　
CORBA::MarshalInBufferのメソッド」の「CORBA::Boolean release_flag() const;」
を参照してください。

31.2.3　CORBA::MarshalOutBufferのメソッド
● char *bufferbufferbufferbuffer() const;
このオブジェクトに対応するバッファを指すポインタを返します。

● CORBA::ULong curoffcuroffcuroffcuroff() const;
このオブジェクトに対応するバッファ内にある現在のオフセットを返します。

● virtual CORBA::ULong lengthlengthlengthlength() const;
現在のバッファ長を返します。

● virtual void new_encapsulationnew_encapsulationnew_encapsulationnew_encapsulation() const;
バッファ内の開始オフセットを 0にリセットします。

● virtual VISostream& putputputput(
char datadatadatadata);

現在のロケーションのバッファに 1文字追加します。
このメソッドは，追加したデータの直後に続くバッファ内のロケーションを指すポイ
ンタを返します。
• data
格納する char

● virtual VISostream& putputputput(
const <data_type> datadatadatadata, unsigned sizesizesizesize);
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このメソッドを使用して，現在のロケーションのバッファにデータのシーケンスを格
納できます。
このメソッドは，追加したデータの直後に続くバッファ内のロケーションを指すポイ
ンタを返します。
• data
格納するデータ。サポートされるソースデータ型を次に示します。
char*，unsigned char*，short*，unsigned short*，int*，unsigned int*，long*，
unsigned long*，float*，double*，long double*，VISLongLong*，
VISULongLong*，wchar_t*

• size
格納する指定されたデータ型の数

● virtual VISostream& putCStringputCStringputCStringputCString(
const char* datadatadatadata);

このメソッドを使って，現在のロケーションのバッファに文字列を格納できます。
このメソッドは，追加したデータの直後に続くバッファ内のロケーションを指すポイ
ンタを返します。
• data
格納する文字列

● void release_flagrelease_flagrelease_flagrelease_flag(
CORBA::Boolean valvalvalval);

このオブジェクトがデストラクトされた際，バッファメモリの自動解放を有効または
無効にします。
• val

valに trueを設定すると，このオブジェクトがデストラクトされた際に，このオブ
ジェクトのバッファメモリが解放されます。valに falseを設定すると，このオブ
ジェクトがデストラクトされた際に，バッファは解放されません。

● CORBA::Boolean release_flagrelease_flagrelease_flagrelease_flag() const;
このオブジェクトのバッファメモリの自動解放が有効である場合，trueを返します。
そうでない場合は，falseを返します。

● void resetresetresetreset();
開始オフセット，現在のオフセット，およびシークポジションを 0にリセットします。

● void rewindrewindrewindrewind();
シークポジションを 0にリセットします。

● CORBA::ULong seekposseekposseekposseekpos(
CORBA::ULong pospospospos);

posに含まれる値に現在のオフセットを設定します。posで指定されるオフセットが
バッファサイズより大きい場合，CORBA::BAD_PARAM例外が発生します。

● static CORBA::MarshalOutBuffer *_duplicate_duplicate_duplicate_duplicate(
CORBA::MarshalOutBuffer_ptr ptrptrptrptr);
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ptrが指すこのオブジェクトの複製ポインタを返し，このオブジェクトのリファレン
スカウントを増やします。

● static CORBA::MarshalOutBuffer    *_nil_nil_nil_nil();
CORBA::MarshalOutBuffer型の NULLポインタを返します。

● static void _release_release_release_release(
CORBA::MarshalOutBuffer_ptr ptrptrptrptr);

ptrが指すオブジェクトのリファレンスカウントを減らします。リファレンスカウン
トが 0になると，そのオブジェクトはデストラクトされます。構築された際にオブ
ジェクトの release_flagに trueを設定した場合，オブジェクトに対応するバッファが
解放されます。

31.2.4　CORBA::MarshalOutBufferの演算子
● virtual VISostream& operatoroperatoroperatoroperator<<(<data_type> datadatadatadata);
このストリーム演算子を使用して，指定された data_typeのデータをバッファの現在
の位置に追加できます。
このメソッドは，書き込まれたデータの直後に続くバッファ内のロケーションを指す
ポインタを返します。
• data
バッファに書き込まれるデータ。サポートされるデータ型は次のとおりです。
const char*，char，unsigned char，short，unsigned short，int，unsigned int，
long，unsigned long，float，double，long double，VISLongLong，
VISULongLong，wchar_t*，wchar_t
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32　ロケーションサービスイン
タフェースとクラス（C++）
この章では，スマートエージェントが管理するネットワーク上
にあるオブジェクトインスタンスの検索に使用できる，C++言
語のインタフェースについて説明します。ロケーションサービ
スの詳細については，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「ロケーションサービ
スの使用」の記述を参照してください。

32.1　Agent

32.2　Desc

32.3　Fail

32.4　TriggerDesc

32.5　TriggerHandler

32.6　<type>Seq

32.7　<type>SeqSeq
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32.1　Agent
 
class Agent : public CORBA::Object
 

このクラスで提供されるメソッドを使って，特定のオブジェクトのすべてのインスタン
スを，スマートエージェントのネットワーク上で検索できます。このクラスで提供され
るメソッドは，次に示す二つのカテゴリに分けられます。このオブジェクトを取得する
ためには，ORB::resolve_initial_references("LocationService")で求めたオブジェクトを
ObjLocation::Agentでナロウしてください。

• オブジェクトのデータについてスマートエージェントに問い合わせるメソッド
• トリガーを扱うメソッド

クライアントアプリケーションは，インタフェースリポジトリ IDだけ，またはインタ
フェースリポジトリ IDとインスタンス名の両方に基づいてオブジェクト情報を得ること
ができます。

トリガーを使って，一つ以上のオブジェクトインスタンスが使用できるかどうかなどの，
状況の変化をクライアントアプリケーションに通知できます。

ロケーションサービスを使用するアプリケーションのコマンドラインオプションについ
ては，「34.2　ロケーションサービスオプション」を参照してください。

32.1.1　IDLの定義
 
module ObjLocation {
  interface Agent {
    HostnameSeq all_agent_locations()
         raises (Fail);
    RepositoryIdSeq all_repository_ids()
         raises (Fail);
    ObjSeqSeq all_available()
         raises (Fail);
    ObjSeq all_instances (in string repository_id)
         raises (Fail);
    ObjSeq all_replica (in string repository_id, in string 
instance_name)
         raises (Fail);
    DescSeqSeq all_available_descs()
         raises (Fail);
    DescSeq all_instances_descs (in string repository_id)
         raises (Fail);
    DescSeq all_replica_descs (in string repository_id,
         in string instance_name)
         raises (Fail);
      void reg_trigger(in TriggerDesc desc,
         in TriggerHandler handler)
         raises (Fail);
      void unreg_trigger(in TriggerDesc desc,
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         in TriggerHandler handler)
         raises (Fail);
    attribute boolean willRefreshOADs;
};
};

32.1.2　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，locate_c.hhファイルをインクルードしてください。

32.1.3　Agentのメソッド
● ObjLocation::HostnameSeq_ptr all_agent_locationsall_agent_locationsall_agent_locationsall_agent_locations();
現在 osagentプロセスが実行されているホストを表すホスト名のシーケンスを返しま
す。「32.6　<type>Seq」も参照してください。
このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
FailReason値は次のとおりです。
・NO_AGENT_AVAILABLE
・NO_SUCH_TRIGGER
・AGENT_ERROR
Failクラスの詳細については，「32.3　Fail」を参照してください。

● ObjLocation::ObjSeq_ptr all_availableall_availableall_availableall_available();
ネットワーク上のスマートエージェントに現在登録されているすべてのオブジェクト
の，オブジェクトリファレンスのシーケンスを返します。「32.6　<type>Seq」も参照
してください。
このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
FailReason値は次のとおりです。
・NO_AGENT_AVAILABLE
・NO_SUCH_TRIGGER
・AGENT_ERROR
Failクラスの詳細については，「32.3　Fail」を参照してください。

● ObjLocation::DescSeqSeq_ptr    all_available_descsall_available_descsall_available_descsall_available_descs();
ネットワーク上のスマートエージェントに現在登録されているすべてのオブジェクト
の記述を返します。返される記述情報はリポジトリ IDによって編成されます。「32.7
　<type>SeqSeq」も参照してください。
このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
FailReason値は次のとおりです。
・NO_AGENT_AVAILABLE
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・NO_SUCH_TRIGGER
・AGENT_ERROR
Failクラスの詳細については，「32.3　Fail」を参照してください。

● ObjLocation::ObjSeq_ptr all_instancesall_instancesall_instancesall_instances(
const char *repository_idrepository_idrepository_idrepository_id);

指定された repository_idを持つすべてのインスタンスのオブジェクトリファレンスの
シーケンスを返します。「32.6　<type>Seq」も参照してください。
引数の意味を次に示します。
• repository_id
取得するオブジェクトリファレンスのリポジトリ ID

このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
NO_SUCH_TRIGGER以外の FailReason値。Failクラスの詳細については，
「32.3　Fail」を参照してください。

● ObjLocation::DescSeq_ptr all_instances_descsall_instances_descsall_instances_descsall_instances_descs(
const char *repository_idrepository_idrepository_idrepository_id);

指定された repository_idを持つすべてのオブジェクトインスタンスの記述情報を返し
ます。「32.6　<type>Seq」も参照してください。
引数の意味を次に示します。
• repository_id
取得するオブジェクト記述のリポジトリ ID

このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
NO_SUCH_TRIGGER以外の FailReason値。Failクラスの詳細については，
「32.3　Fail」を参照してください。

● ObjLocation::ObjSeq_ptr all_replicaall_replicaall_replicaall_replica(
const char *repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
const char *instance_nameinstance_nameinstance_nameinstance_name);

指定された repository_idと instance_nameを持つオブジェクトのオブジェクトリ
ファレンスのシーケンスを返します。「32.6　<type>Seq」も参照してください。
引数の意味を次に示します。
• repository_id
検索するオブジェクトリファレンスのリポジトリ ID

• instance_name
返されるオブジェクトリファレンスのインスタンス名

このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
NO_SUCH_TRIGGER以外の FailReason値。Failクラスの詳細については，
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「32.3　Fail」を参照してください。

● ObjLocation::DescSeq_ptr all_replica_descsall_replica_descsall_replica_descsall_replica_descs(
const char *repository_idrepository_idrepository_idrepository_id,
const char *instance_nameinstance_nameinstance_nameinstance_name);

指定された repository_idと instance_nameを持つすべてのオブジェクトインスタン
スの記述情報のシーケンスを返します。「32.6　<type>Seq」も参照してください。
引数の意味を次に示します。
• repository_id
取得するオブジェクト記述のリポジトリ ID

• instance_name
取得するオブジェクト記述のインスタンス名

このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
NO_SUCH_TRIGGER以外の FailReason値。Failクラスの詳細については，
「32.3　Fail」を参照してください。

● CORBA::StringSequence* all_repository_idsall_repository_idsall_repository_idsall_repository_ids();
このメソッドは，任意の osagentによって認識されているインタフェースをすべて取
得します。
このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
リポジトリ IDが不正です。

● void reg_triggerreg_triggerreg_triggerreg_trigger(
const ObjLocation::TriggerDesc& descdescdescdesc,
ObjLocation::TriggerHandler_ptr hdlrhdlrhdlrhdlr);

descで指定されている記述情報と一致するオブジェクトインスタンスのトリガーハン
ドラ hdlrを登録します。

注
トリガーの記述に合うオブジェクトが使用できるようになるたびに，
TriggerHandlerが呼び出されます。オブジェクトの最初のインスタンスを使用で
きるようにするには，最初の通知を受信したあとに，unreg_triggerメソッドを
使ってトリガーを削除してください。

引数の意味を次に示します。
• desc
次の情報を組み合わせたオブジェクトインスタンス記述情報
・リポジトリ ID
・インスタンス名
・ホスト名
情報を提供して，監視するオブジェクトインスタンスのナロウイングおよびワイド
ニングができます。
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• hdlr
登録されるトリガーハンドラオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
NO_SUCH_TRIGGER以外の FailReason値。Failクラスの詳細については，
「32.3　Fail」を参照してください。

● void unreg_triggerunreg_triggerunreg_triggerunreg_trigger(
const ObjLocation::TriggerDesc& descdescdescdesc,
ObjLocation::TriggerHandler_ptr hdlrhdlrhdlrhdlr);

descで指定されている記述情報と一致する，オブジェクトインスタンスのトリガーハ
ンドラ hdlrを，登録解除します。
引数の意味を次に示します。
• desc
オブジェクト記述情報

• hdlr
登録解除されるトリガーハンドラオブジェクト

このメソッドでは，次の例外が発生します。

Fail
NO_SUCH_TRIGGER以外の FailReason値。Failクラスの詳細については，
「32.3　Fail」を参照してください。

● CORBA::Boolean willRefreshOADswillRefreshOADswillRefreshOADswillRefreshOADs();
このクラスが提供するメソッドが呼び出されるたびに，OAD（オブジェクト活性化
デーモン）群が更新される場合は，TRUEを返します。そうでない場合は，FALSE
を返します。それぞれの呼び出しでキャッシュがリフレッシュされないと，次のよう
になります。
• すべてのオブジェクトが報告されていますが，それらの記述子の activableフラグ
が不当な場合があります。

• 前回の OADキャッシュのリフレッシュ後に起動された，OADに登録されているオ
ブジェクトの存在を検証しようとすると，それらのオブジェクトが OADによって
活性化されてしまいます。

● void willRefreshOADswillRefreshOADswillRefreshOADswillRefreshOADs(
CORBA::Boolean valvalvalval);

このクラスは，OAD群を保持します。このクラスによって提供されるメソッドは，そ
の OAD群に含まれる OADの自動リフレッシュを有効または無効にします。
引数の意味を次に示します。
• val

TRUEの場合，このクラスで提供されているメソッドが呼び出されるたびに，OAD
群がリフレッシュされます。
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32.2　Desc
 
struct Desc
 

この構造体は，オブジェクトの特性を記述するために使用する情報を格納します。この
章で説明する，ロケーションサービスメソッドの幾つかに，この構造体を引数として渡
します。幾つかのロケーションサービスメソッドによって Desc構造体，またはそのシー
ケンスが返されます。

「32.6　<type>Seq」も参照してください。

32.2.1　IDLの定義
 
module ObjLocation {
  struct Desc {
    Object ref;
    IIOP::ProfileBody iiop_locator;
    string repository_id;
    string instance_name;
    boolean activable;
    string agent_hostname;
  };
. . .
};

32.2.2　Descのメンバ
● CORBA::Object_var refrefrefref
記述されるオブジェクトのリファレンスです。

● IIOP::ProfileBody iiop_locatoriiop_locatoriiop_locatoriiop_locator
オブジェクトのプロファイルデータを表します。詳細については，「30.7　
IIOP::ProfileBody」を参照してください。

● CORBA::String_var repository_idrepository_idrepository_idrepository_id
オブジェクトのリポジトリ IDです。

● CORBA::String_var instance_nameinstance_nameinstance_nameinstance_name
オブジェクトのインスタンス名です。

● CORBA::Boolean activableactivableactivableactivable
このオブジェクトが，オブジェクト活性化デーモンに登録されていることを示す場合
は TRUEを設定します。オブジェクトが手動で起動され，osagentに登録されている
ことを示す場合は FALSEを設定します。

● CORBA::String_var agent_hostnameagent_hostnameagent_hostnameagent_hostname
このオブジェクトが登録されているスマートエージェントを実行しているホストの名
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前です。
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32.3　Fail
 
class Fail : public CORBA::UserException
 

さまざまなエラーを示すために，Agentクラスはこの例外クラスを発生させます。
FailReasonというデータメンバは，障害の性質を示します。

32.3.1　Failのメンバ
● FailReason reasonreasonreasonreason
このメンバは，障害の性質を示す次の値のどれかを設定します。
 
enum FailReason {
    NO_AGENT_AVAILABLE,
    INVALID_REPOSITORY_ID,
    INVALID_OBJECT_NAME,
    NO_SUCH_TRIGGER,
    AGENT_ERROR
};
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32.4　TriggerDesc
 
struct TriggerDesc
 

この構造体は，TriggerHandlerを登録する一つ以上のオブジェクトの特性を記述するた
めに使用する情報を格納します。TriggerHandlerについては，「32.5　TriggerHandler」
を参照してください。広範囲のオブジェクトを監視するには，host_nameメンバ，およ
び instance_nameメンバにNULLを設定します。指定する情報が多いほど，対象オブ
ジェクトを限定できます。

32.4.1　IDLの定義
 
module ObjLocation {
    . . .
         struct TriggerDesc {
            string repository_id;
            string instance_name;
            string host_name;
};
 . . .
};

32.4.2　TriggerDescのメンバ
● CORBA::String_var repository_idrepository_idrepository_idrepository_id

TriggerHandlerによって監視されるオブジェクトのリポジトリ IDです。すべてのリ
ポジトリ IDを含めるには，NULLを設定します。

● CORBA::String_var instance_nameinstance_nameinstance_nameinstance_name
このメンバは，TriggerHandlerによって監視されるオブジェクトのインスタンス名を
表します。すべてのインスタンス名を含めるには，NULLを設定します。

● CORBA::String_var host_namehost_namehost_namehost_name;
このメンバは，TriggerHandlerによって監視されるオブジェクトのホスト名を表しま
す。ネットワーク上のすべてのホストを含めるには，NULLを設定します。
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32.5　TriggerHandler
 
class TriggerHandler : public virtual CORBA::Object
 

オブジェクトが使用できるたびに，または使用できなくなるたびに呼び出す，独自の
コールバックオブジェクトを派生させるために，このベースクラスを使用します。対象
とするオブジェクトの基準を指定します。Agentクラスの reg_triggerメソッドを使用し
て，TriggerHandlerオブジェクトを登録します。reg_triggerメソッドについては，
「32.1.3　Agentのメソッド」の「void reg_trigger(const ObjLocation::TriggerDesc& 
desc, ObjLocation::TriggerHandler_ptr hdlr);」を参照してください。

impl_is_readyメソッドと impl_is_downメソッドのインプリメンテーションを提供する
必要があります。

32.5.1　IDLの定義
 
interface TriggerHandler {
    void impl_is_ready(in Desc desc);
    void impl_is_down(in Desc desc);
};

32.5.2　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，locate_c.hhファイルをインクルードしてください。

32.5.3　TriggerHandlerのメソッド
● virtual void impl_is_readyimpl_is_readyimpl_is_readyimpl_is_ready(

const Desc& descdescdescdesc);
このメソッドは，descで指定された基準に一致するオブジェクトインスタンスがアク
セスできるようになった場合に，ロケーションサービスによって呼び出されます。
• desc
オブジェクト記述情報

● virtual void impl_is_downimpl_is_downimpl_is_downimpl_is_down(
const Desc& descdescdescdesc);

このメソッドは，descで指定された基準に一致するオブジェクトインスタンスがアク
セスできなくなった場合に，ロケーションサービスによって呼び出されます。
• desc
オブジェクト記述情報
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32.6　<type>Seq

これは，ロケーションサービスによって使用される，次に示すシーケンスクラスについ
て記述した，汎用クラスです。

● DescSeq
Desc構造体のシーケンス

● HostnameSeq
ホスト名のシーケンス

● ObjSeq
オブジェクトリファレンスのシーケンス

● RepositoryIdSeq
リポジトリ IDのシーケンス

各クラスは，<type>のある特定のシーケンスを表しています。ロケーションサービス
は，これらのクラスのどれかにマッピングされたシーケンスの形で，クライアントアプ
リケーションに情報のリストを返します。

C++配列の場合と同様に，各クラスはシーケンス内の項目をインデックス付けする演算
子を提供しています。その配列の長さを取得するメソッド，および配列の長さを設定す
るメソッドも提供しています。

コードサンプル 32-1に，Agent::all_agent_locationsメソッドから返された
HostnameSeqをインデックス付けする正しい方法を示します。

コードサンプル 32-1　HostnameSeq_varクラスのインデックス付け
 
. . .
ObjLocation::HostnameSeq_var hostnames(
  myAgent->all_agent_locations());
 
for (CORBA::ULong i=0; i < hostnames->length(); i++) {
  cout << "Agent host #" << i+1 << ": " << hostnames[i] << endl;
}
. . .
 

「32.7　<type>SeqSeq」も参照してください。

32.6.1　<type>Seqのメソッド
● <type>& operatoroperatoroperatoroperator[ ](

CORBA::ULong indexindexindexindex) const;
このメソッドは，indexで識別されているシーケンス内の要素のリファレンスを返し
ます。
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注
インデックスに対しては CORBA::ULong型を使用しなければなりません。int型
を使用すると予想できない結果が起こります。

引数の意味を次に示します。
• index
要素が返されるメンバのインデックス。インデックスは 0から始まります。

このメソッドでは，次の例外が発生します。

CORBA::BAD_PARAM
指定したインデックスが，0より小さいか，またはシーケンスのサイズを超えて
います。

● CORBA::ULong lengthlengthlengthlength() const;
シーケンス内の要素数を返します。

● void lengthlengthlengthlength(
CORBA::ULong lenlenlenlen);

シーケンスの最大長を lenに含まれる値に設定します。
引数の意味を次に示します。
• len
シーケンスの新しい長さ
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32.7　<type>SeqSeq

これは，ロケーションサービスによって使用される，次に示すクラスについて記述した，
汎用クラスです。

● DescSeqSeq
DescSeqオブジェクトのシーケンス

● ObjSeqSeq
ObjSeqオブジェクトのシーケンス

各クラスは，<type>Seqのある特定のシーケンスを表しています。幾つかのロケーショ
ンサービスメソッドは，それらのクラスのどれかにマッピングされたシーケンスの形で，
クライアントアプリケーションに情報のリストを返します。

C++配列の場合と同様に，各クラスはシーケンス内の項目をインデックス付けするため
の演算子を提供しています。その配列の長さを取得するメソッドおよび配列の長さの設
定をするメソッドも提供しています。

「32.6　<type>Seq」も参照してください。

32.7.1　<type>SeqSeqのメソッド
● <type>Seq& operatoroperatoroperatoroperator[ ](

CORBA::ULong indexindexindexindex) const;
このメソッドは，indexで識別されているシーケンス内の要素のリファレンスを返し
ます。このリファレンスは，一次元シーケンスのリファレンスです。一次元シーケン
スについては，「32.6　<type>Seq」を参照してください。

注
インデックスに対しては CORBA::ULong型を使用しなければなりません。int型
を使用すると予想できない結果が起こります。

引数の意味を次に示します。
• index
要素が返されるメンバのインデックス。インデックスは 0から始まります。

このメソッドでは，次の例外が発生します。

CORBA::BAD_PARAM
指定したインデックスが，0より小さいか，またはシーケンスのサイズを超えて
います。

● CORBA::ULong lengthlengthlengthlength() const;
シーケンス内の要素数を返します。

● void lengthlengthlengthlength(
CORBA::ULong lenlenlenlen);
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シーケンスの最大長を lenに含まれる値に設定します。
引数の意味を次に示します。
• len
シーケンスの新しい長さ
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33　初期化インタフェースとク
ラス（C++）
この章では，インタセプタなどの VisiBroker ORBサービス
を，静的に初期化するために提供されている，C++言語のイン
タフェースとクラスについて説明します。

33.1　VISInit
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33.1　VISInit
 
class VISInit
 

この抽象ベースクラスは，VisiBroker ORBの初期化後，サービスクラスを静的に初期化
します。VISInitからサービスクラスを派生させ，そのクラスを静的に宣言することで，
そのサービスクラスインスタンスを正しく初期化できます。

アプリケーションが CORBA::ORB_initメソッドを呼び出した際，VisiBroker ORBは
VISInit::ORB_initおよび VISInit::ORB_initializedを呼び出します。これらのメソッド
のインプリメンテーションを提供することによって，ユーザ独自のサービスに必要な初
期化を追加できます。

33.1.1　インクルードファイル
このクラスを使用するときは，vinit.hファイルをインクルードしてください。

33.1.2　VISInitのメソッド
● VISInitVISInitVISInitVISInit();
これはデフォルトのコンストラクタです。

● VISInitVISInitVISInitVISInit(
CORBA::Long init_priorityinit_priorityinit_priorityinit_priority);

このコンストラクタは，指定した優先度で VISInitから派生したオブジェクトを生成
します。優先度の指定によって，このオブジェクトをほかの VISInit派生オブジェク
トより先に初期化したり，あとに初期化したりできます。
ユーザ定義クラスより先に初期化する必要のある Borland Enterprise Server 
VisiBroker内部クラスの優先度には，負の値が使用されています。現在，Borland 
Enterprise Server VisiBroker内部クラスの優先度に使用されている値のうちで最も
小さい値は -10です。

注
ユーザ定義クラスを Borland Enterprise Server VisiBroker内部クラスより先に
初期化したい場合は，優先度に -10より小さい値を設定する必要があります。た
だし，その時点では VisiBrokerは初期化されていないため，VisiBrokerの機能
は使用できません。

デフォルトコンストラクタを使用した場合の優先度は 0です。
• init_priority
このオブジェクトの初期化優先度。負の値を指定すると優先度が高くなり，正の値
を指定すると優先度が低くなります。

● virtual void ORB_initORB_initORB_initORB_init(
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int& argcargcargcargc, char * const *argvargvargvargv, CORBA::ORB_ptr orborborborb);
このメソッドは，VisiBroker ORBが初期化された際に呼び出されます。使用するク
ライアント側インタセプタファクトリの初期化に応じて，実装する必要があります。
• argc
引数のカウント

• argv
引数ポインタの配列

• orb
初期化される VisiBroker ORB

● virtual void ORB_initializedORB_initializedORB_initializedORB_initialized(
CORBA::ORB_ptr orborborborb);

このメソッドは，VisiBroker ORBが初期化されたあとに呼び出されます。使用する
クライアント側インタセプタファクトリの初期化に応じて，実装する必要があります。
• orb
初期化された VisiBroker ORB

● virtual void ORB_shutdownORB_shutdownORB_shutdownORB_shutdown()
このメソッドは，VisiBroker ORBがシャットダウンされる際に呼び出されます。
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34　コマンドラインオプション
（C++）
この章では，C++言語でプログラミングするときに，オブジェ
クトリクエストブローカー（ORB）およびロケーションサー
ビスで設定するオプションについて説明します。

34.1　ORB_init()メソッド

34.2　ロケーションサービスオプション
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34.　コマンドラインオプション（C++）
34.1　ORB_init()メソッド

クライアントプログラムは，使用するスマートエージェントの IPアドレスや，ポート番
号などのオプションを設定する際に，ORB_init()メソッドを使用します。これらのパラ
メタは，クライアントプログラムのプロセスが起動された際に，引数としてそのプロセ
スに渡されます。

 
prompt> client -ORBagentAddr 199.99.129.33 -ORBagentPort 19000
 

ORB_init()メソッドの定義およびこのメソッドが受け入れる引数について，コードサン
プル 34-1に示します。ORB_init()に渡された argcと argvパラメタは，クライアントプ
ログラムのメインルーチンに渡された引数と同じものです。ORB_init()メソッドが認識
できない引数は無視されます。

コードサンプル 34-1　ORB_init()メソッド定義
 
class CORBA {
    ...
    static ORB_ptr ORB_init(int& argc, char *const *argv,
                             const char *orb_id = (char *)NULL);
    ...
};
 

このメソッドを呼び出すと，認識された VisiBroker ORB引数はすべて元のパラメタリ
ストから削除されます。これは，クライアントプログラムが要求するほかの引数処理を
妨げないためです。

34.1.1　ORBオプション
一つのオプションを除いて，その他すべての ORBオプションは型・値ペアの形式になっ
ています。ORB_init()オプションについて，次の表に示します。

表 34-1　クライアントプログラムが使用する ORB_initオプション（C++）

オプション 説明

-ORBagent <0|1> VisiBrokerの _bind()時に，スマートエージェントが
サーバを探索するかどうかを指定します。
0を設定した場合，探索しません。
1を設定した場合，探索します。
デフォルトは 1です。
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34.　コマンドラインオプション（C++）
-ORBagentAddr
 <hostname|ip_address>

このクライアントが使用するスマートエージェントを
実行しているホストのホスト名または IPアドレスを
指定します。
hostnameを設定した場合，ホスト名を指定します。
ip_addressを設定した場合，IPアドレスを指定しま
す。
このオプションの指定を省略した場合や，自ホストま
たは agentaddrファイルで指定したホストからスマー
トエージェントを探索できない場合は，ブロードキャ
ストメッセージでスマートエージェントを見つけま
す。

-ORBagentPort <port_number> スマートエージェントのポート番号を指定します。複
数の VisiBroker ORBドメインが必要な場合に有用で
す。
指定を省略した場合，14000番で動作します。

-ORBconnectionMax <#> コネクションの最大数を指定します。
指定を省略した場合，無制限にコネクションを許可し
ます。

-ORBconnectionMaxIdle <#> コネクションが非アクティブな状態の最大監視時間を
秒単位で指定します。最大監視時間を経過してもコネ
クションが非アクティブなままの場合，VisiBrokerが
コネクションを終了します。
このオプションはインターネットアプリケーションで
設定します。
0を設定した場合，監視しません。
デフォルトは 0です。

-ORBDefaultInitRef デフォルトの初期リファレンスを指定します。

-ORBInitRef 初期リファレンスを指定します。

-ORBir_ior <ior_string> Object::_get_interface()メソッドがオブジェクトイン
プリメンテーションで呼び出されるとき，アクセスさ
れるインタフェースリポジトリの IORを指定します。

-ORBir_name <ir_name> Object::_get_interface()メソッドがオブジェクトイン
プリメンテーションで呼び出されるとき，アクセスさ
れるインタフェースリポジトリの名前を指定します。

-ORBnullstring <0|1> 1を設定した場合，VisiBroker ORBが C++ NULL文
字をストリームします。NULL文字列は長さが 0の文
字列としてマーシャルされます。これは，長さが 1の
文字列としてマーシャルされる空の文字列（""）とは
異なり，単独の文字（"¥0"）です。
0を設定した場合，NULL文字列をマーシャルしたと
きは，CORBA::BAD_PARAMとなります。NULL文
字列をアンマーシャルしたときは，
CORBA::MARSHALとなります。
デフォルトは 0です。

オプション 説明
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34.　コマンドラインオプション（C++）
-ORBrcvbufsize <buffer_size> 応答を受信するために使用する TCPバッファのサイ
ズをバイト単位で指定します。指定値は，性能やベン
チマークの結果に著しく影響します。
指定を省略した場合，デフォルト値が設定されます。
デフォルトは OSよって異なるため，各 OSのマニュ
アルを参照してください。

-ORBsendbufsize <buffer_size> クライアント要求を送信するために使用する TCP
バッファのサイズをバイト単位で指定します。指定値
は，性能やベンチマークの結果に著しく影響します。
指定を省略した場合，デフォルト値が設定されます。
デフォルトは OSよって異なるため，各 OSのマニュ
アルを参照してください。

（（（（WindowsWindowsWindowsWindows））））
-ORBshmsize <size>

共用メモリ内の送信セグメントおよび受信セグメント
のサイズをバイト単位でを指定します。クライアント
プログラムやオブジェクトインプリメンテーションが
共用メモリを介して通信する場合，このオプションを
使うと，パフォーマンスが向上します。ただし，この
オプションをサポートしているのはWindowsだけで
す。

-ORBtcpNoDelay <0|1> ソケットが要求を送信する契機を指定します。指定値
は，性能やベンチマークの結果に著しく影響します。
1を設定した場合，すべてのソケットが即座に要求を
送信します。
0を設定した場合，ソケットはバッファが満杯になっ
た時点で要求を一括して送信します。
デフォルトは 0です。

オプション 説明
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34.　コマンドラインオプション（C++）
34.2　ロケーションサービスオプション
VisiBroker 4.xでは，コマンドラインオプションの LOCdebug，LOCtimeout，および
LOCverifyをサポートしていません。これらのオプションの代わりに使用できるプロパ
ティとデフォルトの詳細については，「35.4　ロケーションサービスプロパティ」を参照
してください。
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35　Borland Enterprise Server 
VisiBrokerプロパティ
（C++）
この章では，C++言語でプログラミングする場合に，Borland 
Enterprise Server VisiBrokerで設定できるプロパティについ
て説明します。
これらのパラメタは，プロセスが起動された際に引数としてプ
ロセスに渡せます。

35.1　プロパティの設定方法

35.2　osagent（スマートエージェント）プロパティ

35.3　ORBプロパティ

35.4　ロケーションサービスプロパティ

35.5　OADプロパティ

35.6　インタフェースリポジトリリゾルバのプロパティ

35.7　ネーミングサービスプロパティ

35.8　TypeCodeのプロパティ

35.9　クライアント側 IIOPのコネクションプロパティ

35.10　サーバ側エンジンプロパティ

35.11　サーバ側スレッドセッションコネクションのプロパティ

35.12　サーバ側スレッドプールコネクションのプロパティ
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35.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（C++）
35.13　双方向通信をサポートするプロパティ
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35.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（C++）
35.1　プロパティの設定方法
 
prompt> client -Dvbroker.agent.port=14000
 

ORB_init()メソッドの定義およびこのメソッドが受け入れる引数について，コードサン
プル 35-1に示します。ORB_init()に渡された argcと argvパラメタは，クライアントプ
ログラムのメインルーチンに渡された引数と同じものです。

ORB_init()メソッドが認識できない引数は無視されます。

コードサンプル 35-1　ORB_init()メソッド定義
class CORBA {
    ...
    static ORB_ptr ORB_init(int& argc, char *const *argv,
                            const char *orb_id = (char *)NULL);
    ...
};

このメソッドを呼び出すと，認識された VisiBroker ORB引数はすべて元のパラメタリ
ストから削除されます。これは，クライアントプログラムが要求するほかの引数処理を
妨げないためです。
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35.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（C++）
35.2　osagent（スマートエージェント）プロ
パティ

osagent（スマートエージェント）のプロパティを次の表に示します。

表 35-1　osagent（スマートエージェント）プロパティ（C++）

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明

vbroker.agent.addr null -ORBagentAddr osagentが動作しているホストの
IPアドレスまたはホスト名を，
VisiBrokerアプリケーションに指
定します。デフォルトの nullに設
定すると，VisiBrokerアプリケー
ションは OSAGENT_ADDR環境
変数の値を使用します。
OSAGENT_ADDR環境変数が未
設定のときは，osagentがローカ
ルホストで動作していると仮定し
ます。
このプロパティは osagentには指
定できません。

vbroker.agent.addrFile null 該当しません。 agentaddrファイルを指定しま
す。agentaddrファイルについて
は，マニュアル「Borland 
Enterprise Server VisiBroker　デ
ベロッパーズガイド」の
「agentaddrファイルによるホス
トの指定」または「ポイントツー
ポイント通信の使用」を参照して
ください。
このプロパティは osagentとアプ
リケーションのどちらでも指定す
る事ができます。

vbroker.agent.clientHandle
rPort

0 該当しません。 osagentがクライアントアプリ
ケーションと通信するために使用
するポートを指定します。デフォ
ルトの 0に設定すると，osagent
はシステムに割り当てられたポー
ト番号を使用します。
このプロパティはアプリケーショ
ンには指定できません。

vbroker.agent.debug false 該当しません。 trueを設定すると，システムは
VisiBrokerアプリケーションと
osagentとの間での通信のデバッ
グ情報を表示します。
このプロパティは osagentには指
定できません。
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35.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（C++）
vbroker.agent.enableLocato
r

true -ORBagent falseを設定すると，VisiBroker
アプリケーションは osagentと通
信を行いません。
このプロパティは osagentには指
定できません。

vbroker.agent.localFile null 該当しません。 マルチホームマシン上で使用する
ネットワークインタフェースを指
定します。これは，以前は
OSAGENT_LOCAL_FILE環境変
数でした。
このプロパティは osagentには指
定できません。

vbroker.agent.port 14000 -ORBagentPort ネットワーク上の ORBドメイン
を定義するポート番号を指定しま
す。すべての VisiBrokerアプリ
ケーションと osagentに同一の
ポート番号を設定すると，それら
を連携させることができます。こ
のプロパティは
OSAGENT_PORT環境変数と同
じ働きをします。
このプロパティは osagentとアプ
リケーションのどちらでも指定す
る事ができます。

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明
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35.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（C++）
35.3　ORBプロパティ

C++言語に対応する Borland Enterprise Server VisiBrokerの ORBのプロパティを次の
表に示します。

表 35-2　ORBプロパティ（C++）

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明

vbroker.orb.propStorage null 該当しません。 プロパティ値を含むプロパティ
ファイルを指定します。

vbroker.orb.nullstring false -ORBnullString trueを設定すると，ORBに
よって C++の NULL文字列が
送信されます。NULL文字列
は，長さが 0である文字列とし
てマーシャリングされます（こ
れに対し，空文字列（""）は，
'¥0'という単一文字を持つ長
さ 1の文字列としてマーシャリ
ングされます）。このオプション
に falseを設定して NULL文字
列をマーシャリングすると，
CORBA::BAD_PARAMとなり
ます。NULL文字列をアンマー
シャルすると，
CORBA::MARSHALとなりま
す。

vbroker.orb.admDir <環境変
数 TPDIR
の設定値
>/adm

該当しません。 さまざまなシステムファイルが
存在する管理ディレクトリを指
定します。このプロパティは
VBROKER_ADM環境変数を
使って設定できます。環境変数
TPDIRについては，マニュアル
「TPBroker　ユーザーズガイ
ド」を参照してください。

vbroker.orb.isNTService false 該当しません。 trueを指定すると，このプロパ
ティはアプリケーションを
Windowsのサービスとして実行
できるようにして，カレント
ユーザがログアウトした場合で
も終了しないようにします。

vbroker.orb.obv.debug false 該当しません。 trueを指定すると，このプロパ
ティは ORBのオブジェクト値
をインプリメンテーションで渡
せるようにして，デバッグ情報
を表示します。

vbroker.orb.dynamicLibs null 該当しません。 ORBが明示的にロードするライ
ブラリ（DLL）を指定できま
す。
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35.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（C++）
vbroker.orb.input.maxBuffe
rs

16 該当しません。 プールに保持されている入力
バッファの最大数を指定します。

vbroker.orb.input.buffSize 255 該当しません。 入力バッファのサイズを指定し
ます。

vbroker.orb.output.maxBuff
ers

16 該当しません。 プールに保持されている出力
バッファの最大数を指定します。

vbroker.orb.output.buffSize 255 該当しません。 出力バッファのサイズを指定し
ます。

vbroker.orb.initRef null 該当しません。 初期リファレンスを指定します。

vbroker.orb.defaultInitRef null 該当しません。 デフォルトの初期リファレンス
を指定します。

vbroker.orb.alwaysProxy false 該当しません。 trueを設定すると，リクエスト
するときに，クライアントは常
にゲートキーパーを使用して
サーバに接続しなければならな
いことを指定します。

vbroker.orb.gatekeeper.ior null 該当しません。 指定した IORのゲートキーパー
を使用して，常にクライアント
アプリケーションをサーバに強
制的に接続します。

vbroker.locator.ior null 該当しません。 osagentのプロキシとして使用
するゲートキーパーの IORを指
定します。このプロパティを設
定しない場合は，
vbroker.orb.gatekeeper.iorプロ
パティで指定したゲートキー
パーが使用されます。

vbroker.orb.proxyPassthru false 該当しません。 アプリケーションスコープ全体
にファイアウォールモード
「PASSTHROUGH」を適用しま
す。オブジェクトまたは orbご
とにファイアウォールモードを
選択する場合は，コードに
QoSExt::ProxyModePolicyを使
用します。

vbroker.orb.bids.critical inprocess 該当しません。 vbroker.orb.bidOrderと
vbroker.orb.bids.criticalに同時
に優先順位が設定されている場
合は，vbroker.orb.bids.critical
の設定が有効となります。
vbroker.orb.bids.criticalで複数
の値が設定されている場合は，
vbroker.orb.bidOrderに基づい
て相対的な重要度が決まります。

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明
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35.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（C++）
vbroker.orb.bidOrder inprocess:
liop:iiop:p
roxy:locat
or

該当しません。 各トランスポートの相対的な重
要度を指定します。トランス
ポートの優先順位は，次のよう
に割り当てられています。
1. inprocess
2. liop
3. iiop
4. proxy
5. locator

例えば，IORに LIOPと IIOP
の両プロファイルが含まれてい
る場合は，LIOPが優先されま
す。IIOPが使用されるのは，
LIOPが失敗したときだけです。
ただし，vbroker.orb.bidOrder
と vbroker.orb.bids.criticalに同
時に優先順位が設定されている
場合は，
vbroker.orb.bids.criticalの設定
が有効となります。

vbroker.orb.cacheDSQuery true -ORBcacheDSQuery trueを設定すると，VisiBroker
アプリケーションは osagentを
使用した通信でリファレンスを
キャッシュします。リファレン
スをキャッシュした場合は，同
一サーバに対する 2度目以降の
_bind()処理では osagentに問
い合わせをしないで，プロセス
内にキャッシュしたリファレン
スを使用します。

プロパティ デフォル
ト

旧プロパティ 説明
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35.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（C++）
35.4　ロケーションサービスプロパティ
C++言語に対応する Borland Enterprise Server VisiBrokerのロケーションサービスの
プロパティを次の表に示します。

表 35-3　ロケーションサービスプロパティ（C++）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.locationservice.debu
g

false trueを設定すると，このプロパティはロケーションサー
ビスがデバッグ情報を表示できるようにします。

vbroker.locationservice.verif
y

false trueを設定すると，このプロパティはロケーションサー
ビスが，osagentから送られたオブジェクトリファレン
スで参照されるオブジェクトがあるかどうかをチェック
できるようにします。

vbroker.locationservice.time
out

1 ロケーションサービスとの通信時の接続，受信，および
送信のタイムアウトを指定します。
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35.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（C++）
35.5　OADプロパティ

C++言語に対応する Borland Enterprise Server VisiBrokerの OADのプロパティを次
の表に示します。

表 35-4　認定可能な OADプロパティ（C++）

プロパティファイルにオーバーライドできない Borland Enterprise Server VisiBroker
の ORBプロパティを次の表に示します。なお，このプロパティは，環境変数またはコマ
ンドラインでオーバーライドできます。

表 35-5　プロパティファイルにオーバーライドできない OADプロパティ（C++）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.oad.spawnTimeOut 20 このプロパティは，OADが実行形式ファイルを生成し
たあと，オブジェクトからコールバックが何秒間来なけ
れば対象オブジェクトを起動するかを指定します。

vbroker.oad.verbose false OADがオペレーションの詳細情報を出力できるように
します。

vbroker.oad.readOnly false trueを設定すると，OADインプリメンテーションの登
録，登録解除，および変更ができなくなります。

vbroker.oad.iorFile oadj.ior OADの文字列化 IORのファイル名を指定します。

vbroker.oad.quoteSpaces false コマンドを引用するかどうかを指定します。

vbroker.oad.killOnUnregiste
r

false 生成したサーバの登録を解除した場合に，それらを kill
するかどうかを指定します。

vbroker.oad.verifyRegistrati
on

false オブジェクトの登録を確認するかどうかを指定します。

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.oad.implName impl_rep インプリメンテーションリポジトリのファイル名を指定
します。

vbroker.oad.implPath null インプリメンテーションリポジトリを格納するディレク
トリを指定します。

vbroker.oad.path null OADのディレクトリを指定します。

vbroker.oad.systemRoot null ルートディレクトリを指定します。

vbroker.oad.windir null Windowsディレクトリを指定します。
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35.　Borland Enterprise Server VisiBrokerプロパティ（C++）
35.6　インタフェースリポジトリリゾルバのプ
ロパティ

C++言語に対応する Borland Enterprise Server VisiBrokerのインタフェースリポジト
リリゾルバのプロパティを次の表に示します。

表 35-6　インタフェースリポジトリリゾルバのプロパティ（C++）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.ir.debug false trueを設定すると，IRリゾルバはデバッグ情報を表示
できるようになります。

vbroker.ir.ior null vbroker.ir.nameプロパティにデフォルト値の nullが設
定されている場合，VisiBroker ORBはこのプロパティ
を使用して IRを捜し出します。

vbroker.ir.name null VisiBroker ORBが IRを探すときに使用する名前を指
定します。
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35.7　ネーミングサービスプロパティ
ネーミングサービスプロパティについては，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker　デベロッパーズガイド」の「ネーミングサービスプロパティ」の記述を参
照してください。
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35.8　TypeCodeのプロパティ

C++言語に対応する Borland Enterprise Server VisiBrokerの TypeCodeのプロパティ
を次の表に示します。

表 35-7　TypeCodeのプロパティ（C++）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.typecode.debug false trueを設定すると，このプロパティは typecodeコード
がデバッグ情報を表示できるようにします。

vbroker.typecode.noIndirecti
on

false trueを設定すると，このプロパティは再帰的 typecode
コードの書き込み時にインディレクションの使用を禁止
します。
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35.9　クライアント側 IIOPのコネクションプロ
パティ

C++言語に対応する Borland Enterprise Server VisiBrokerのクライアント側 IIOPコ
ネクションのプロパティを次の表に示します。

表 35-8　クライアント側 IIOPのコネクションプロパティ（C++）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.ce.iiop.ccm.connectio
nCacheMax

5 1クライアントがキャッシュできるコネクション数の上
限を指定します。コネクションはクライアントが解放し
たときにキャッシュされます。したがって，次回クライ
アントが新規コネクションを必要とするときは，クライ
アントは新規コネクションを生成する前に，キャッシュ
の中に解放したコネクションが残っていないかどうかを
確認し，あればそれを使用します。

vbroker.ce.iiop.ccm.connectio
nMax

0 1クライアントの合計コネクション数の上限を指定しま
す。この値は，アクティブなコネクション数とキャッ
シュされたコネクション数の合計です。デフォルトの 0
を指定すると，クライアントは以前のアクティブなまた
はキャッシュされたコネクションをクローズしません。

vbroker.ce.iiop.ccm.connectio
nMaxIdle

0 クライアントがキャッシュされているコネクションをク
ローズするかどうかを判定するための基準の時間を，秒
単位で指定します。クライアントで使用するオブジェク
トリファレンスを解放するときに，キャッシュされたコ
ネクションがこの時間より長く非アクティブ状態になっ
ていると，クライアントはそのコネクションをクローズ
します。デフォルトの 0を指定すると，キャッシュされ
ているコネクションをクローズしません。

vbroker.ce.iiop.ccm.type Pool クライアントが使用するクライアントコネクション管理
の種類を指定します。デフォルト値の Poolはコネク
ションプールの意味です。

vbroker.ce.iiop.connection.rc
vBufSize

0 受信ソケットバッファのサイズを指定します。デフォル
ト値の 0は，システムの設定値に依存します。

vbroker.ce.iiop.connection.se
ndBufSize

0 送信ソケットバッファのサイズを指定します。デフォル
ト値の 0は，システムの設定値に依存します。

vbroker.ce.iiop.connection.tc
pNoDelay

false trueに設定すると，ORBはサーバへの送信データをコ
ネクションへ書き込むと同時に送信するように，TCP/
IPの設定を変更します。

vbroker.ce.iiop.connection.so
cketLinger

0 VisiBrokerが使用する TCP/IPコネクションの設定をし
ます。設定値については，各プラットフォームの
setsockopt(2)を参照してください。

vbroker.ce.iiop.connection.ke
epAlive

true VisiBrokerが使用する TCP/IPコネクションの設定をし
ます。設定値については，各プラットフォームの
setsockopt(2)を参照してください。
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35.10　サーバ側エンジンプロパティ
サーバ側のサーバエンジンのプロパティを次の表に示します。

表 35-9　サーバ側エンジンプロパティ（C++）

プロパティ デフォ
ルト

説明

vbroker.se.default iiop_tp デフォルトサーバエンジンを指定します。
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35.11　サーバ側スレッドセッションコネクショ
ンのプロパティ

C++言語に対応する Borland Enterprise Server VisiBrokerのサーバ側スレッドセッ
ションコネクションのプロパティを次の表に示します。

xxxはサーバエンジン，yyyはサーバコネクションマネージャです。

● iiop_ts
このデフォルトサーバエンジンプロパティは，デフォルト IIOPリスナーと一緒に
ThreadSessionの変種で使用します。

表 35-10　サーバ側スレッドセッションコネクションのプロパティ（C++）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.se.xxx.host null 該当するサーバエンジンが使用するホスト名です。デ
フォルト値の nullは，システムからホスト名を使用す
ることを指定します。

vbroker.se.xxx.proxyHost null IOR文字列にホスト名で出力する場合にはこのプロパ
ティにホスト名を指定してください。このプロパティ
の指定を省略した場合は，vbroker.se.xxx.hostの指定
に従います。

vbroker.se.xxx.scms xxx=iiop_ts，
iiop_ts

サーバコネクションマネージャ名の一覧です。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.mana
ger.type

Socket サーバコネクションマネージャの種別を指定します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.mana
ger.connectionMax

0 サーバが許可するコネクション数の最大値を指定しま
す。デフォルト値の 0は，コネクション数を制限しな
いことを表します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.mana
ger.connectionMaxIdle

0 非アクティブなコネクションをクローズするかどうか
をサーバが判定するためのタイムアウトを秒数で指定
します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.type

IIOP リスナーが使用するプロトコルの種別を指定します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.port

0 ホスト名プロパティに使用するポート番号を指定しま
す。デフォルト値の 0は，システムはポート番号を無
作為に選択することを表します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.proxyPort

0 プロキシホスト名プロパティに使用するプロキシポー
ト番号を指定します。デフォルト値の 0は，システム
はポート番号を無作為に選択することを表します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.rcvBufSize

0 受信ソケットバッファのサイズを指定します。デフォ
ルト値の 0は，システムの設定値に依存します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.sendBufSize

0 送信ソケットバッファのサイズを指定します。デフォ
ルト値の 0は，システムの設定値に依存します。
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vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.socketLinger

0 VisiBrokerが使用する TCP/IPコネクションの設定を
します。設定値については，各プラットフォームの
setsockopt(2)を参照してください。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.keepAlive

true VisiBrokerが使用する TCP/IPコネクションの設定を
します。設定値については，各プラットフォームの
setsockopt(2)を参照してください。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.dispa
tcher.type

ThreadSessi
on

サーバコネクションマネージャに使用するスレッド
ディスパッチャの種別を指定します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.dispa
tcher.threadStackSize

デフォルト
では，ORB
は設定しま
せん。

スレッドスタックのサイズです。

プロパティ デフォルト 説明
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35.12　サーバ側スレッドプールコネクション
のプロパティ

C++言語に対応する Borland Enterprise Server VisiBrokerのサーバ側スレッドプール
コネクションのプロパティを次の表に示します。

xxxはサーバエンジン，yyyはサーバコネクションマネージャです。

● iiop_tp
このデフォルトサーバエンジンプロパティは，POAの作成時に使用されます。

表 35-11　サーバ側スレッドプールコネクションのプロパティ（C++）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.se.xxx.host null 該当するサーバエンジンが使用するホスト名です。デ
フォルト値の nullは，システムからホスト名を使用す
ることを指定します。

vbroker.se.xxx.proxyHost null IOR文字列にホスト名で出力する場合にはこのプロパ
ティにホスト名を指定してください。このプロパティ
の指定を省略した場合は，vbroker.se.xxx.hostの指定
に従います。

vbroker.se.xxx.scms xxx=iiop_tp
，
iiop_tp

サーバコネクションマネージャ名の一覧です。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.mana
ger.type

Socket サーバコネクションマネージャの種別を指定します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.mana
ger.connectionMax

0 サーバが受け付けるキャッシュコネクション数の最大
値を指定します。デフォルト値の 0は，コネクション
数を制限しないことを表します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.mana
ger.connectionMaxIdle

0 非アクティブなコネクションをクローズするかどうか
をサーバが判定するためのタイムアウトを秒数で指定
します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.mana
ger.garbageCollectTimer

30 接続用のガーベッジコレクトタイマ（秒）です。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.type

IIOP リスナーが使用するプロトコルの種別です。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.port

0 ホスト名プロパティに使用するポート番号です。デ
フォルト値の 0は，システムはポート番号を無作為に
選択することを表します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.proxyPort

0 プロキシホスト名プロパティに使用するプロキシポー
ト番号です。デフォルト値の 0は，システムはポート
番号を無作為に選択することを表します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.rcvBufSize

0 受信ソケットバッファのサイズを指定します。デフォ
ルト値の 0は，システムの設定値に依存します。
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vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.sendBufSize

0 送信ソケットバッファのサイズを指定します。デフォ
ルト値の 0は，システムの設定値に依存します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.socketLinger

0 VisiBrokerが使用する TCP/IPコネクションの設定を
します。設定値については，各プラットフォームの
setsockopt(2)を参照してください。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.listen
er.keepAlive

true VisiBrokerが使用する TCP/IPコネクションの設定を
します。設定値については，各プラットフォームの
setsockopt(2)を参照してください。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.dispa
tcher.type

ThreadPool サーバコネクションマネージャに使用するスレッド
ディスパッチャの種別です。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.dispa
tcher.threadMin

0 サーバコネクションマネージャが生成できるスレッド
数の下限です。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.dispa
tcher.threadMax

0 サーバコネクションマネージャが生成できるスレッド
数の上限です。デフォルト値の 0は，生成できるス
レッド数に上限がないことを表します。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.dispa
tcher.threadMaxIdle

300 アイドルなスレッドをデストラクトするまでのタイム
アウトを秒数で指定します。0を指定した場合は，デ
フォルトの 300秒となります。

vbroker.se.xxx.scm.yyy.dispa
tcher.threadStackSize

デフォルト
では，ORB
は設定しま
せん。

スレッドスタックのサイズです。

プロパティ デフォルト 説明
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35.13　双方向通信をサポートするプロパティ
双方向通信をサポートしているプロパティを次の表に示します。

注
これらのプロパティが評価されるのは，SCMが生成されるときの一度だけです。
SCMの exportBiDirプロパティと importBiDirプロパティには，enableBiDirプロ
パティで優先順位が設定されます。つまり，これらのプロパティに矛盾する値が設
定された場合は，SCM固有のプロパティが有効になります。そのため，
enableBiDirプロパティをグローバルに設定して，個々の SCMで双方向性を無効に
できます。

表 35-12　双方向通信をサポートするプロパティ（C++）

プロパティ デフォルト 説明

vbroker.orb.enableBiDir none 双方向コネクションを選択して確立できます。クライ
アントに vbroker.orb.enableBiDir=clientを設定し，
サーバに vbroker.orb.enableBiDir=serverを設定し
た場合は，ゲートキーパーの
vbroker.orb.enableBiDirの値でコネクションの状態
が決まります。このプロパティの値は，server，
client，both，または noneです。

vbroker.se.<se>.scm.<scm>.
manager.exportBiDir

デフォルトで
は，ORBは設
定しません。

クライアント側プロパティです。trueを設定すると，
指定したサーバエンジンの双方向コールバック POA
を生成できるようになります。falseを設定すると，
指定したサーバエンジンの双方向コールバック POA
を生成できなくなります。

vbroker.se.<se>.scm.<scm>.
manager.importBiDir

デフォルトで
は，ORBは設
定しません。

サーバ側プロパティです。trueを設定すると，リク
エストをクライアントに送信するために，クライアン
トによってすでに確立されたコネクションをサーバ側
で再使用できます。falseを設定した場合は，再使用
できません。
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記号

-ORBagent 854
-ORBagentAddr 855
-ORBagentPort 855
-ORBconnectionMax 855
-ORBconnectionMaxIdle 855
-ORBDefaultInitRef 855
-ORBInitRef 855
-ORBir_ior 855
-ORBir_name 855
-ORBnullstring 855
-ORBrcvbufsize 856
-ORBsendbufsize 856
-ORBshmsize 856
-ORBtcpNoDelay 856
<interface_name> 501
<type>SeqSeqのメソッド 846
<type>Seqのメソッド 844
_add_ref 551,554
_clone 524
_create_request 84,521
_default_POA 554
_desc 524
_duplicate 
517,522,568,571,591,592,596,601,60
3,609,827,831
_forany 490
_get_client_policy 383
_get_interface 523,554
_get_policy 382
_get_policy_overrides 383
_hash 85,523
_initクラス例 494
_interface_name 524
_is_a 85,523,554
_is_bound 87,524
_is_equivalent 85,523
_is_local 87,524
_is_persistent 87,524
_is_remote 87,524

_nil 
517,531,568,571,591,593,596,601,60
3,609,827,832
_non_existent 86,523
_primary_interface 572
_ref_count 525
_release 
518,525,568,571,591,593,597,601,60
3,609,692,827,832
_remove_ref 551,554
_repository_id 87,525
_request 86,523
_resolve_reference 87,524
_set_policy_override 382
_slice型 489
_slice型の生成 490
_target 819
_tie 506
_validate_connection 383
_var 507

A

absolute_name 186,621
abstract_base_values 247,671
AbstractInterfaceDef 174
AbstractInterfaceDefのメソッド 174
abstractインタフェース 52
access 253
activable 839
activate 115,257,548
activate_object 104,536
activate_object_with_id 104,536
activation_policy 262,679
activation_state 688
ActivationImplDef 256
ActivationImplDefのメソッド 256
Activator 257
activator_obj 256
Activatorのメソッド 257
ACTIVE 116,550
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ActiveObjectLifeCycleInterceptor 358,769
ActiveObjectLifeCycleInterceptorManager 
360,771
ActiveObjectLifeCycleInterceptorManager
のメソッド 360,771
ActiveObjectLifeCycleInterceptorのメソッ
ド 358,769
adapter_id 335,746
adapter_manager_state_changed 321
adapter_state_changed 321
adapter_template 317,729
add 
131,148,154,351,354,357,360,365,36
7,371,570,590,594,761,765,768,771,
776,778,782
add_client_request_interceptor 324,735
add_consume 570,590
add_in_arg 159,598
add_inout_arg 159,598
add_ior_component 317,729
add_ior_component_to_profile 317,729
add_ior_interceptor 325,736
add_item 154,594
add_item_consume 594
add_named_in_arg 159
add_named_inout_arg 159
add_named_out_arg 159
add_out_arg 159,599
add_reply_service_context 336,746
add_request_service_context 302,714
add_server_request_interceptor 
319,325,731,736
add_value 155,595
add_value_consume 595
addClientObjectWrapperClass 69
addServerObjectWrapperClass 69
Agent 414,834
agent_hostname 839
Agentのメソッド 414,835
AliasDef 177,614
AliasDefのメソッド 177,614
all_agent_locations 414,835
all_available 835

all_available_descs 835
all_instances 415,836
all_instances_descs 415,836
all_replica 415,836
all_replica_descs 416,837
all_repository_ids 416,837
allocate_slot_id 325,736
allocbuf 691
Any 125,567
Any型のマッピング 59
Anyの挿入メソッド 127
Anyの抽出メソッド 126
Anyのメソッド 125,567
ARG_IN 128
ARG_INOUT 129
ARG_INOUTの変数 129
ARG_INの変数 128
ARG_OUT 130
ARG_OUTの変数 130
args 262,679
argument 327,737
arguments 
159,162,323,329,599,602,734,740
array 48
array_slice型 489
ArrayDef 178,615
ArrayDefのメソッド 178,615
assign 134,574
AttributeDef 179,616
AttributeDefのメソッド 179,616
AttributeDescription 180,617
AttributeDescriptionの変数 180
AttributeDescriptionのメソッド 180
AttributeDescriptionのメンバ 617
AttributeMode 182,618
AttributeModeの値 618
AttributeModeの要素 182

B

BAD_CONTEXT 293
BAD_INV_ORDER 293
BAD_OPERATION 293
BAD_PARAM 293
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BAD_TYPECODE 293
base_interfaces 174,212,642
base_value 247,671
bind 68,99,274,348,533,694,758
bind_context 276,696
bind_failed 349,759
bind_new_context 278,698
bind_succeeded 349,759
Binding 284,702
BindingIterator 285,703
BindingIteratorのメソッド 285,703
BindingList 284,702
BindInterceptor 348,758
BindInterceptorManager 351,761
BindInterceptorManagerのメソッド 
351,761
BindInterceptorのメソッド 348,758
boolean 36
Borland Enterprise Server VisiBrokerプロ
パティ（C++） 859
Borland Enterprise Server VisiBrokerプロ
パティ（Java） 433
bound 236,237,662,663,676
buffer 825,830
byte_order 814,825

C

C++での IDL定数の値の生成 476
CancelRequestHeader 815
CancelRequestHeaderのメンバ 815
ChainUntypedObjectWrapperFactory 
371,782
ChainUntypedObjectWrapperFactoryのメ
ソッド 371,782
change_implementation 266,684
char 36
CLASSPATH 260,679
clear 147,589
ClientRequestInfo 300,712
ClientRequestInfoのメソッド 301,713
ClientRequestInterceptor 
304,352,716,762

ClientRequestInterceptorManager 
354,765
ClientRequestInterceptorManagerのメソッ
ド 354,765
ClientRequestInterceptorのメソッド 
304,352,716,762
Closure 369
Codec 307,719
codec_factory 324,735
CodecFactory 309,721
CodecFactoryのメソッド 309,721
CodecFactoryのメンバ 309,721
Codecのメソッド 307,719
Codecのメンバ 307,719
CODESET_INCOMPATIBLE 293
com.inprise.vbroker.CORBA.Objectのメ
ソッド 383
COMM_FAILURE 293
compare 691
completed 559
CompletionStatus 78,513
CompletionStatusのメソッド 78
CompletionStatusのメンバ 78,513
component_count 574
components 820
components_established 320
concrete_base_type 610
conn_closed 790
conn_established 790
connect 407
connection_count 532
connection_max 533
ConnEventListeners 790
connID 791
ConnInfo 791
ConnInfoのメンバ 791
ConstantDef 183,619
ConstantDefのメソッド 183,619
ConstantDescription 184,620
ConstantDescriptionの変数 184
ConstantDescriptionのメソッド 184
ConstantDescriptionのメンバ 620
Contained 186,621
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contained_object 632
ContainedPackage.Description 189
ContainedPackage.Descriptionの変数 189
ContainedPackage.Descriptionのメソッド 
189
Containedのメソッド 186,621
Container 190,624
ContainerPackage.Description 199
ContainerPackage.Descriptionの変数 199
ContainerPackage.Descriptionのメソッド 
199
Containerのメソッド 192,624
containing_repository 186,621
content_type 166,606
contents 192,624
Context 79,516
context_name 79,516
ContextList 131,570
ContextListのメソッド 131,570
contexts 159,223,330,599,650,740
Contextのメソッド 79,516
copy 134,400,574
CORBA 514
CORBA::Any 567
CORBA::ContextList 570
CORBA::ExceptionList 590
CORBA::INV_POLICY 811
CORBA::is_nil 596
CORBA::MarshalInBuffer 824
CORBA::MarshalInBufferのコンストラク
タとデストラクタ 824
CORBA::MarshalInBufferのメソッド 825
CORBA::MarshalOutBuffer 829
CORBA::MarshalOutBufferのコンストラク
タとデストラクタ 829
CORBA::MarshalOutBufferのメソッド 830
CORBA::Object 798
CORBA::Objectに対する VisiBrokerの拡張
機能 524
CORBA::Objectのメソッド 521,798
CORBA::ORBに対する VisiBrokerの拡張機
能 532
CORBA::ORBのメソッド 526

CORBA::PolicyCurrent 797
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INV_IDENT 294
INV_OBJREF 294
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366,777
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IORInfoExt 319,731
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390
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y 807
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NamingContextExtのメソッド 281,700
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ObjectStatusList 689
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operation 
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OperationDefのメソッド 223,650
OperationDescription 225,653
OperationDescriptionの変数 225
OperationDescriptionのメソッド 225
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operator 689,692,844,846
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ORB.init( )メソッド 428
ORB.initオプション（Java） 428
ORB::create_environment 588
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355,766
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PolicyCurrent 381
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB
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